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治第一章政

第

一

章

政 

治

第
一
節
霧
島
村
の
誕
生

霧
島
町
が
現
在
の
行
政
区
画
に
な
る
ま
で
に
は
、
多
く
の
変
遷 

を
経
て
い
る(

三
〇
六
ペ
ー
ジ
一
「東
襲
山
村
の
は
じ
ま
り
」
参 

照)

。
明
治
二
十
二
年(

一
八
八
九)

に
、
こ
れ
ま
で
の
襲
山
郷
が 

東
襲
山
村
と
西
襲
山
村
と
に
分
か
れ
、
重

久
(

永
水
を
含
む)
• 

松
永
・
大
窪•

田
口 
•

川
北
は
東
襲
山
村
と
な
っ
た
。
 

昭
和
九
年(

一
九
三
四)

、
霧
島
山
が
、
わ
が
国
初
め
て
の
国
立 

公
園
と
し
て
指
定
さ
れ
た
の
を
機
会
に
、
村
名
改
称
の
こ
と
が
論 

議
さ
れ
、
翌
十
年
七
月
、
東
襲
山
村
を
霧
島
村
と
改
称
し
た
。
こ 

の
時
は
単
に
名
称
が
変
わ
っ
た
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
昭 

和
二
十
五
年(

一
九
五
〇)

四
月
一
日
、
大
字
松
永
地
区
は
日
当 

山

村(

現
在
の
隼
人
町)

に
編
入
し
、
大
字
重
久
の
う
ち
止
上•

重
久•

妻

屋•

道
場
口 
•

岩
戸•

剣
之
宇
都•

春
山
の
一
部
は
東 

襲
山
村
を
つ
く
り(

の
ち
国
分
市
に
合
併)

、
大
字
田
口 
•

大

窪• 

川
北
と
、
重
久
の
一
部(

永
水
と
春
山)

を
も
っ
て
新
し
い
霧
島 

村
が
誕
生
し
た
。
こ
れ
が
現
在
の
霧
島
町
で
あ
る
。
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第四編現代の霧島町

第
二
節
霧
島
町
三
〇
年
の
あ
ゆ
み

昭
和
三
十
三
年(

一
九
五
八)

の
町
制
施
行
か
ら
、
昭
和
終
期 

ま
で
の
ミ
ニ
町
史
を
、
年
表
ふ
う
に
列
記
す
る
と
次
の
よ
う
で
あ 

る
。
ま
た
、
太
平
洋
戦
争
終
結
直
後
か
ら
町
制
施
行
ま
で
の
一
ニ 

年
間
に
つ
い
て
も
収
録
し
た
。
こ
の
一
ニ
年
間
に
つ
い
て
は
、
東 

襲
山
村
を
改
名
し
た
だ
け
の
霧
島
村
と
、
昭
和
二
十
五
年(

一
九 

五
〇)

四
月
一
日
、
現
在
の
行
政
区
と
な
っ
た
霧
島
村
と
に
大
別 

さ
れ
る
が
、
便
宜
上
、
終
戦
か
ら
町
制
施
行
ま
で
に
ま
と
め
た
。

一
 

終
戦
か
ら
町
制
施
行
ま
で

昭
和
二
十
年 

霧
島
村
健
康
保
健
組
合
設
立(

十
月)

。
田
口
に
診
療 

所
を
設
置
。
猪
子
石
開
拓
始
ま
る

昭
和
二
十
一
年 

農
地
改
革
。
民
生
委
員
発
足

昭
和
二
十
二
年 

新
学
制
実
施
の
た
め
霧
島
中
学
校
を
新
設
、
霧
島•

永
水
小
学
校
区
域
に
分
校
を
置
く
。
市
町
村
長
公 

選
、
新
村
親
志
氏
東
襲
山
村
長
に
当
選
。
木
原
を
清 

水
村
に
編
入
。
消
防
団
発
足

昭
和
二
十
三
年 

青
年
学
校
廃
止
。
健
康
保
健
組
合
を
村
営
に
移
管
。
 

重
久
に
あ
っ
た
役
場
焼
失
の
た
め
待
世
公
会
堂
に
移 

転

昭
和
二
十
四
年 

大
窪
診
療
所
開
設

昭
和
二
十
五
年 

大
字
田
口•

大
窪•

川
北•

永
水•

春
山
の
一
部
を 

も
っ
て
霧
島
村
と
な
る
。
役
場
庁
舎
竣
工•

霧
島
中 

学
校
一
期
工
事
竣
工 

昭
和
二
十
六
年 

霧
島
中
学
校
校
舎
竣
工
。
霧
島
伝
染
病
棟
組
合
発
足 

昭
和
二
十
七
年 

健
康
保
健
組
合
発
足
。
教
育
委
員
会
発
足 

昭
和
二
十
八
年 

合
同
七
草
祝•

成
人
式•

敬
老
会
始
め
る 

昭
和
三 

十
年 

統
一
地
方
選
挙
内
村
義
幸
氏
村
長
に
当
選 

昭
和
三
十
一
年 

町
水
道
事
業
開
始
。
町
営
横
岳
放
牧
場
開
始 

昭
和
三
十
二
年 

町
観
光
協
会•

商
工
会•

福
祉
協
議
会•

農
業
委
員 

会
発
足
。
大
田
小
鉄
筋
校
舎
一
部
竣
工
。
霧
島
有
料 

道

路(

神
宮|

高
千
穂
河
原
間)

開
通

二
霧
島
町
三
〇
年
の
あ
ゆ
み

町
制
施
行
か
ら
三
〇
年
間
の
本
町
は
、
施
設
面
で
の
充
実
に
重 

き
が
置
か
れ
て
き
た
。
学
校
や
公
民
館
の
建
設
は
も
と
よ
り
、
橋 

の
架
け
替
え
、
観
光
案
内
所
の
設
置
な
ど
、
観
光
立
町
と
し
て
の 

整
備
に
も
力
が
そ
そ
が
れ
た
。
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昭
和
三
十
三
年 

町
制
施
行(

十
一
月)

。
町
営
上
水
道
完
成(

十
一
月) 

昭
和
三
十
四
年 

新
燃
岳
噴
火(

二
月) 

昭
和
三
十
五
年 

大
田
小
給
食
始
ま
る(

五
月)

。
国
民
健
康
保
険
始
ま 

る
(

十
月)

。
国
民
宿
舎
み
や
ま
荘
落
成(

十
二
月) 

昭
和
三
十
六
年 

湯
之
野
泉
源
試
掘
に
成
功(

七
月) 

昭
和
三
十
七
年 

皇
太
子
御
夫
妻
来
町
—
高
千
穂
河
原
に
内
村
町
長
ご 

先
導1
 
(

五
月)

。
労
災
病
院
落
成

昭
和
三
十
八
年 

神
宮
前
一
帯
に
温
泉
給
湯(

八
月) 

昭
和
三
十
九
年 

母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
落
成(

七
月) 

昭
和
四 

十 

年 

町
章
制
定(

五
月)

。
大
窪
団
地
完
成 

昭
和
四
十
二
年 

町
郷
土
誌
発
刊
。
駅
前
一
帯
ま
で
温
泉
給
湯 

昭
和
四
十
三
年 

永
水
中
学
校
が
霧
中
と
統
合
合
併(

三
月)

。
町
民 

歌•

町
民
憲
章
を
制
定(

十
一
月)

昭
和
四
十
四
年 

牧
園
町•

小
浜
町
と
姉
妹
盟
約(

九
月) 

昭
和
四
十
六
年 

中
央
公
民
館
完
成(

四
月)

。
川
野
正
雄
氏
第
三
代
町 

長
に
就
任(

五
月)

。
老
人
い
こ
い
の
家
完
成(

十
一 

月)

。
農
村
地
域
集
団
電
話
が
開
通(

十
二
月) 

昭
和
四
十
七
年 

消
防
分
遣
所
開
設(

四
月)

。
町
立
大
田
幼
稚
園
開
園 

(

四
月)

。
給
食
セ
ン
タ
ー
開
所(

四
月)

。
太
陽
国 

体
開
催(

炬
火
を
高
千
穂
河
原
で
採
火)
(

十
月) 

昭
和
四
十
八
年 

町
内
の
電
話
が
自
動
ダ
イ
ヤ
ル
化(

八
月) 

昭
和
四
十
九
年 

町
営
グ
ラ
ン
ド
完
成(

八
月) 

昭
和
五
十
一
年 

「広
報
き
り
し
ま
」
タ
ブ
ロ
イ
ド
判
か
らB
5

判
へ 

コ
ン
パ
ク
ト
化(

一
月)

昭
和
五
十
一
年 

霧
島
東
中
の
屋
体
完
成(

三
月) 

昭
和
五
十
二
年 

霧
中
の
新
校
舎
完
成(

三
月)

。
み
や
ま
荘
が
民
営
化

(

四
月)

。
広
域
農
道(

牧
園
—
霧
島n

期)

工
事
始 

ま

る(

五
月)

昭
和
五
十
三
年 

町
観
光
案
内
所
オ
ー
プ
ン(

四
月)

昭
和
五
十
四
年 

永
水
地
区
公
民
館
完
成(

四
月)

。
第
一
回
ミ
ス
コ
ン 

テ
ス
ト
開
催(

七
月)

。
霧
島
川
増
水
は
ん
濫(

七 

月)

。
日
豊
本
線
電
化(

十
月)

。
歴
史
民
俗
資
料
館 

完

成(

十
一
月) 

昭
和
五
十
五
年 

田
口
地
域
公
民
館
完
成(

三
月)

。
基
幹
集
落
セ
ン
タ

—
完

成(

三
月)

。
第
一
回
霧
島
国
際
音
楽
祭
開
催 

(

八
月)

。
役
場
新
庁
舎
で
の
業
務
開
始(

十
月) 

昭
和
五
十
六
年 

自
然
環
境
活
用
セ
ン
タ
ー(

緑
の
村)

完
成
。
霧
島

郵
便
局
現
在
地
へ
移
転(

三
月)

。
美
化
管
理
セ
ン
タ 

—
(

高
千
穂
河
原)

完
成 

昭
和
五
十
七
年 

商
工
会
館
完
成(

二
月)

。
霧
中
新
体
育
館
完
成(

三

月)

。
地
籍
調
査
始
ま
る(

四
月)

。
霧
島
大
橋
完
成 

(

七
月) 

昭
和
五
十
八
年 

町
民
音
頭(

霧
島
音
頭)

決
ま
る(

一
月)

。
木
野
田

貞
則
氏
第
四
代
町
長
に
就
任(

五
月) 

昭
和
五
十
九
年 

高
千
穂
河
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
完
成(

四
月)

。
天

皇
陛
下
ご
来
町(

役
場
へ
お
立
ち
寄
り)

。
全
国
レ
ク 

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
開
催 

昭
和
六
十
年 

霧
島
中
学
校
と
霧
島
東
中
学
校
が
統
合(

四
月)
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昭
和
六
十
二
年 

永
水
小
体
育
館
完
成(

三
月)

。
近
藤
好
夫
氏
第
五
代 

町
長
に
就
任(

五
月) 

昭
和
六
十
三
年 

大
鳥
居
完
成(

二
月)

。
多
目
的
集
会
施
設
オ
ー
プ
ン 

(

七
月)

。
電
算
シ
ス
テ
ム
本
格
ス
タ
ー
ト(

十
月)

三
役
場
庁
舎

昭
和
十
七
年
、
梅
北
の
県
道
沿
い
に
あ
っ
た
木
炭
倉
庫
の
一
隅

旧霧島町役場

に
旧
霧
島
村
役
場 

支
所
を
設
け
、
大 

窪
出
身
の
山
口
勘 

助
氏
が
吏
員
と
し 

て

勤

務

し

て

い 

た
。

翌
十
八
年
、
 

現
在
の
霧
島
郵
便 

局
の
位
置
に
あ
っ 

た
民
家
を
買
収
し 

て

こ

こ

に

移

っ 

た
。
当
時
吏
員
は 

三
名
で
、
主
と
し 

て
税
金
の
徴
収
、

食
糧
配
給
、
役

場
(

当
時
重
久
に
あ
っ
た)

か
ら
の
通
達
事
項
の 

取

り

次

ぎ

な

ど

の

事

務

を

扱

っ

て

い

た

。

同
二
十
年
の
終
戦
後 

は
、
支
所
の
事
務
量
も
吏
員
の
数
も
増
え
、
支
所
新
築
の
こ
と
が 

議
会
で
話
し
合
わ
れ
た
。

し
か
し
同
二
十
三
年
一
月
旧
霧
島
村
役 

場
(

重
久)

は
火
災
の
た
め
焼
失
し
た
の
で
、
と
り
あ
え
ず
仮
庁 

舎
を
建
て
執
務
に
当
た
っ
た
。
村
役
場
の
あ
っ
た
重
久
は
、
村
の 

南
端
に
あ
た
り
、
大
窪
、
田
口
、
永
水
方
面
か
ら
の
連
絡
が
不
便 

で
あ
っ
た
の
で
、
村
の
中
央
に
あ
た
る
役
場
支
所
付
近
に
役
場
を 

移
す
べ
き
だ
と
の
意
見
が
強
く
、
昭
和
二
十
四
年
七
月
、
庁
舎
移 

転
が
議
会
で
議
決
さ
れ
た
。
待

世

公

会

堂(

上
村
そ
ば
屋
付
近) 

を
借
り
て
仮
庁
舎
と
し
、
翌
二
十
五
年
四
月
一
日
庁
舎
落
成
を
待 

っ
て
現
在
の
霧
島
郵
便
局
の
地
へ
移
転
、
期
を
同
じ
く
し
て
東
襲 

山
村
と
霧
島
村
に
分
村
し
た
。

同
五
十
五
年
三
月
完
成
し
た
基
幹 

集

落
セ

ン

タ
ー

の
隣
に
庁
舎
完
成(

十
月)

、

業

務

を

開

始

し

、
 

現
在
に
至
っ
て
い
る
。

旧
庁
舎
——

木

造

五

一

八•

一

平

方

置(

一
五
七
坪)

現
在
の
庁
舎
——

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
て

延
べ
面
積
一
九
四
四
平
方m
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第

三

節

行 

政

一
 

行
政
機
構

昭

和

二

十

五

年(

一
九
五
〇)

に
、
現
在
の
行
政
区
画
と
な
っ 

た
霧
島
村
は
、
総

務
課
の
も
と
で

戸
籍•

厚

生
•

衛
生
な
ど
広
く 

扱
っ
て
い
た
。

同
二
十
七
年
、
教
育
委
員
会
発
足
と
と
も
に
教
育 

長
と
二
人
の
係
を
置
き
、
学
校
教
育
と
社
会
教
育
を
担
当
し
た
。
 

同
三
十
年
に
は
、
農
政
課
で
扱
っ
て
い
た
土
木
を
独
立
さ
せ
土
木 

課
を
新
設
、
そ
の
他
の
土
地
関
係
は
財
務
課
に
移
さ
れ
た
。
 

町

制

施

行
(

昭
和
三
十
三
年)

後

、
同
三
十
四
年
に
は
民
生
課 

新
設
、

こ
れ
ま
で
総
務
課
に
置
か
れ
て
い
た
厚
生•

衛

生
•

戸
籍 

•

住
民
登
録
の
ほ
か
、
国
民
年
金
業
務
と
同
三
十
六
年
度
か
ら
始 

め
ら
れ
る
国
民
健
康
保
険
の
準
備
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。
農
林 

商
工
課
の
新
設
や
財
務
課
を
税
務
課
に
、
土
木
課
を
建
設
課
と
す 

る
な
ど
、
大
き
な
改
革
が
な
さ
れ
た
年
で
も
あ
る
。

同
五
十
二
年 

社
会
教
育
課
が
新
設
さ
れ
、

一
応
の
行
政
機
構
も
整
っ
た
が
、
社 

会
の
変
遷
に
伴
い
、
課
名
の
改
称
や
職
務
内
容
の
統
合
分
離
を
繰

り
返
し
な
が
ら
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
以
上
の
ほ
か
、
各
種
の
公

共
施
設
に
つ
い
て
は
関
連
の
各
章
に
記
述
し
た
。

図
——1

行
政
機
構(

昭
和
二
十
八
年
七
月)

ュ
総
務
課
庶
務
係(

二
人)
•

消
防
係•

戸 

籍
係(

二
人)
•

住
民
登
録
係• 

厚
生
係(

二
人)
•

衛
生
係(

二 

人)
•

統
計
係 

計
一
〇
人

I

産業経済課 

一村長丁一助役丁丄M

務
課

助
役
兼
務

・
農
政
課
一

収入役—

畜
産
林
産
係•

農
産
係•

水
産 

養
蚕
係•

一
般
勧
業
係•

配
給 

係•

土
木
係(

二
人)

計
七
人 

村
民
税
係(

二
人)
•

固
資
税
係 

(

二
人)
•

土
地
係•

諸
税
係• 

徴
収
係(

二
人)
•

諸
簿
整
理
係

計
九
人 

農
政
改
良
係•

農
地
係•

耕
地 

土
木
係 

計
四
人

会
計
係(

二
人)

計
三
人

攵
竽3
1

：

T

 

文
ぎ
て 

総
務
係.

学
校
教
育
係•

社
会 

教
育
委
員
会.
.

教
育
長-
-
-

攵
孑K
 

t

ニ
 ヽ

_
_
_
_
_

 

_
_
_
_
 

教
育
係 

計
三
人 

農
業
委
員
会
事
務
局
——

局
長

——

局

員(

三
人) 

計
四
人 

村
議
会
事
務
局 

——

-
-
-

-
-
-
-

局
長 

計
一
人 

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局i
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第四編現代の霧島町

図
——2

行
政
機
構(

昭
和
三
十
年
八
月
一
日)

村
長
工
助
役
一

総

務

課
 

助
役
兼
務

庶
務
係(

二
人)
•

財
務
係•

使 

丁(

二
人)
•

消
防
係•

戸
籍
係 

(

三
人)
•

衛
生
係•

厚
生
係• 

観
光
係•

統
計
係
計
二
二
人

産
業
経
済
課

総
括•

畜
産
林
産
係•

農
産
係 

•

水
産
蚕
産
係(

供
出)
•

商
工 

配
給
係•

茶
業
及
び
一
般計

五
人

財

務

課

県
村
民
税
係•

固
資
税
係•

諸 

税
係•

諸
簿
整
理
係•

土
地
係

計
九
人

土

木

課

設
計
係(

三
人)
•

事
務
係(

二 

人) 

計
六
人

収
入
役

—歳
入
係•

歳
出
係 

計
三
人

教
育
委
員
会.
.

教
育
長

総
務
係•

学
校
教
育
係•

社
会 

教
育
係 

計
三
人

農
業
委
員
会
事
務
局

I
局
員
三
人 

計
四
人

村
議
会
事
務
局 

選
挙
管
理
委
員
会

,
局
長 

計
一
人

図1
3

行
政
機
構(

昭
和
三
十
四
年
九
月)

町
長-

助
役

総

務

課

財
務•

人
事•

広
報•

観
光• 

統
計•

研
修
館
に
関
す
る
こ
と 

計
六
人

農
林
商
工
課

林
務•

農
政•

畜
産•

特
産
品

•

一
般
勧
業•

商
工•

配
給

計
五
人

税

務

課

町
県
民
税•

固
定
資
産
税
徴
収 

•

土
地
家
屋
台
帳•

水
道
料
徴 

収 

計
七
人

民

生

課

戸
籍•

住
民
登
録•

国
民
年
金

•

衛
生•

厚
生
に
関
す
る
こ
と 

計
九
人

建

設

課

水
道•

土
木•

耕
地•

町
道•

農 

道•

失
業
対
策
事
業 

計
六
人

収
入
役

厶

計

歳
入
・
歳
出 

計
二
人

教
育
委
員
会

教
育
長

—
総
務•

学
校
教
育•

社
会
教
育 

計
五
人

農
業
委
員
会 

事
務
局

局
長

次
長

局
員

計
四
人

議
会
事
務
局 

(

監
査
委
員
会)

局
長

，職
員
一
人 

計
二
人

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

—
局
長 

計
一
人
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図
——4

行
政
機
構(

昭
和
四
十
二
年
五
月)

町
長-

助
役

総

務

課

行
財
政
全
般•

企
画•

観
光• 

広
報•

統
計•

選
挙•

消
防• 

庁
用
車•

人
事 

計
九
人

税

務

課

各
税
賦
課
事
務•

町
県
民
税• 

固
定
資
産
税
徴
収•

軽
自
動
車 

税•

土
地
台
帳
整
備
計
六
人

住 

民 

課

戸
籍•

住
民
登
録•

国
保•

国 

民
年
金•

福
祉•

厚
生•

民
生 

•

生
保•

社
協♦

衛
生•

母
子 

セ
ン
タ
ー 

計
一
二
人

経

済

課

農
業
振
興
の
推
進•

茶
業•

園 

芸•

林
業•

治
山•

治
水•

畜 

産
•

商
工
関
係•

食
糧
管
理

計
一
〇
人

建 

設 

課

土
木
建
設•

耕
地
失
対•

失
業 

対
策•

水
道•

温
泉
計
一
三
人

み国 

や民 

ま宿 

荘舎

経
営
の
運
営
合
理
化
計
七
人

収
入
役

•
会
計
係 

計
三
人

教
育
委
員
会

教
育
長

社
会
教
育
主
事•

学
校
管
理• 

一
般
庶
務 

計
四
人

農
業
委
員
会

局

長

，局
員
二
人 

計
三
人

議 

会 

事「 

務 

局

局
長

局
員
一
人 

計
二
人

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

5
•
局
員
一
人 

計
二
人

図
——5

行
政
機
構(

昭
和
四
十
四
年
十
月)

町

長

-1
助
役

総

務

課

財
務•

消
防
防
災•

交
通
災
害 

•

選
挙•

公
営
住
宅•

公
用
車
管 

理•

人
事•

福
利
厚
生 

計
七
人

企
画
観
光
課

企
画•

統
計•

観
光
・
広
報. 

商
工
関
係 

計
四
人

税

務

課

税
務
全
般•

町
県
民
税•

固
定 

資
産
税•

軽
自
動
車
税•

木
材 

引
取
税•

賦
課
徴
収
計
五
人

住

民

課

福
祉•

厚
生•

生
活
保
護•

国 

民
健
康
保
険•

国
民
年
金•

戸 

籍
事
務•

印
鑑
証
明•

衛
生• 

母
予
セ
ン
タ
ー 

計
二
二
人

農

政

課

農
産•

特
産♦

農
業
金
融•

家 

畜
改
良
及
び
診
療•

林
業
振
興 

対
策•

牧
野
造
成•

農
業
機
械 

管
理 

計
九
人

建

設

課

土
木
建
設
・
設
計•

現
場
管
理 

•

失
業
対
策
事
業 

計
六
人

水

道

課

温
泉
の
給
湯
管
理•

水
道
の
管 

理•

企
業
出
納 

計
八
人

み匡 

や民 

ま宿 

荘舎

経
営
の
合
理
的
運
営
計
五
人

収
入
役

会
計
係
三
人 

計
四
人

教
育
委
員
会

教
育
長

社
会
教
育•

学
校
管
理•

一
般 

庶
務 

計
三
人

農
業
委
員
会
事
務
局

S
，局
員
一
人 

計
二
人

議
会
事
務
局

監
査
員 

事
務
局

局
長

書
記
一
人 

計
二
人

選
挙
管
理
委
員
会

1
，局
員
一
人 

計
二
人
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第四編現代の霧島町

図
——6

行
政
機
構(

平
成
二
年
〜)

一
町
長
丁
一
助
役

総

務

課

庶
務•

人
事
給
与•

財
政•

広 

報•

財
産•

管
理•

電
算
係

企
画
振
興
課

企
画•

観
光•

商
工•

統
計

町

民

課

戸
籍•

国
民
年
金•

福
祉•

民 

生

保
健
衛
生
課

国
民
健
康
保
険•

衛
生•

老
人 

保
険.

母
子
セ
ン
タ
ー

税

務

課

税
務
全
般•

町
県
民
税•

固
定 

資
産
税•

軽
自
動
車
税•

賦
課 

徴
収•

地
籍

経

済

課

農
政•

林
務•

耕
地•

畜
産• 

特
産
品
の
開
発•

振
興

建

設

課

土
木
建
設•

設
計•

現
場
管
理 

•

町
、
農
道
の
維
持
管
理•

温 

泉
、
水
道
の
維
持
管
理

収
入
役

ム

計 

室

出
納
全
般

教
育
委
員
会

教
育
長

管

理

課

，学
校
教
育•

給
食
セ 

ン
タ
ー

社
会
教
育
課

館育社
•会 
民教 
俗育 
歴• 
史社 
資会 
料体

農
業
委
員
会
事
務
局

—局
長

職
員

議 

会 

事 

務 

局

監
査
委
員
事
務
局

，局
長
及
び
委
員1

職
員

選
挙
管
理
委
員
会

1

職
員

二
歴
代
三
役

明

治

二

十

二

年(

一
八
八
九)

以

来

の

村

長•

町
長
、
助
役
、
 

収
入
役
、

い
わ
ゆ
る
三
役
の
代
、
氏
名
、
就
•

退
任
年
月
と
在
任 

期
間
を
表
示
す
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

霧
島
町
村
長
一
覧
表

町
村
長
一
代
一
氏 

名 

就
任
年
月 

退
任
年
月 

在
任
期
間 

村

長

一

島

田

親

恵

明

三

一
•

五
明
二
六•

五

四

年
 

〃 

二

川

越

実

治
 

二
六•

五 

三
〇•

五

四

年
 

〃 

三

島

田

親

恵
 

三
〇•

五 

三
四•

五

四

年
 

〃 

四
島
田
嘉
右
衛
門 

三
四•

五

大

六
•

五
一
六
年 

〃 

五

川

越

武

助

大

六
•

五

一

〇
•

五

四

年
 

〃 

六

塩

川

弥

九

郎

一

〇
•

五

昭

六
•

五
一
〇
年 

〃 

七

岩

城

盛

蔵

昭

六
•

八

一

七
•

一
 

一

寵 

〃 

八
細
山
田 

重

一

七
•

一
 

ニ
一 
•

七

四

六#
 

〃 

九

永

瀬
 

直
志 

ニ
一 
•

八 

三
一 
•

三

七 

月 

村

長

初

代

新

村

親

志
 

三
一 
•

四 

三
〇•

四

八

年
 

町
長 

二

内

村

義

幸
 

三
〇•

五 

四
六•

四
一
六
年 

〃 

三

川

野

正

雄
 

四
六•

五 

五
八•

四
一
二
年 

〃 

四

木

野

田

貞

則 

五
八•

五 

六
二•

四

四

年
 

〃 

五

近

藤

好

夫
 

六
二•

五
一
現 

在
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霧
島
町
村
助
役
一
覧
表

一

代

一

氏
 

名

-

就
任
年
月
一
退
任
年
月
一
在
任
期
間 

一
 

一

川

越

実

治

明

ニ

二
•

五
一
明
二
六•

五

四

年
 

二

高

橋

玄

平
 

二
六•

五

三

〇
•

五

四

年
 

三

川

越

武

助

三

〇
•

五

三

四
•

五

四

年
 

四

細

山

田

源

助

三

四
♦

五

四

四
•

五

一

〇

年
 

五

川

越

武

助
 

四
四•

五
一
大
六•

五

六

年
 

六

塩

川

弥

九

郎

大

六
•

五

一

〇
•

五

四

年
 

七

荒

田

虎

一
 

一
〇•

五

昭

四
•

五

八

年
 

八

岩

城

盛

蔵
 

四•

五 

六•

八

二

年

四

月 

九

島

田

親

樹
 

六•

八

一

〇

永

瀬

直

志

一
一 

細

山

田

良

信

二
一
上
脇
田 

操 

——

一

三

岡

元

兼

志

昭

二

五
•

四
昭
二
六•

四

一

年
 

一

四

川

野

竜

之

進 

二
六•

四

三

〇
•

四

四

年
 

一

五

帖

佐

軍

吉

三

〇
•

五

三

四
•

四

四

年
 

一

六

川

野

正

雄

三

四
•

五

四

六
•

ニ

一

二

年 

一

七

中

神

俊

夫

四

二
•

五

五

〇
•

九

八

年
 

一

八

東

芦

谷

政

美

五

〇
•

一

〇

五

八
•

四

八

年
 

一

九

竹

下

正

美

五

八
•

五

六

二
•

四

四

年
 

二
〇 

東

芦

谷

政

美 

六
ニ•

五
平
成
三•

九 

四
年
四
月 

ニ

一

加

藤

憲

一

平

三
•

一
〇
一
現 

在

霧
島
町
村
収
入
役
一
覧
表

一

代

一

氏
 

名

-

就
任
年
月
一
退
任
年
月
一
在
任
期
間 

一
 

池
田
休
左
衛
門
明
二
二•

五
明
二
六•

五

四
 

年 

二
島
田
嘉
右
衛
門 

二
六•

六

三

〇
•

五

四
 

年 

三

塩

川

徹

志

三

〇
•

五

三

四
•

五

四
 

年 

四

塩

川

弥

九

郎

三

四
•

五

三

八
•

五

四
 

年 

五

淵

脇

常

次

郎

三

八
•

五

四

二
•

五

四
 

年 

六

塩

川

弥

九

郎

四

一

二

五

四

四
•

ニ
一
年
八
月 

七 

細
山
田
八
郎
太 

四
四• 

二
大 

八•

四 

八
年
二
月 

八

小

川

武

熊

大

八
•

四 

九
•

一
〇
一
年
六
月 

九

岩

城

誠

造
 

九
•

一

〇

昭

四
•

五
九
年
七
月 

一

〇

島

田

親

樹

昭

四
•

五 

六•

八
二
年
四
月 

一
一 

吉

永

喜

之

助 

六•

ハ

ニ

一 
•

四
一
四
年
八
月 

一

ニ

本

田

豊

連
 

ニ
一 
•

五

二

五
•

四

四
 

年 

二

二

七

夕

豊

志
 

二
五•

四

二

六
•

四
一 

年 

一

四

中

村

辰

治
 

二
六•

五

三

〇
•

四

四
 

年 

一

五

川

野

正

雄

三

〇
•

五

三

四
•

四

四
 

年 

一

六

中

神

俊

夫

三

四
•

五

四

六
•

四

一

ニ

年
 

一

七

東

芦

谷

政

美

四

六
•

五

五

〇
•

九

四
 

年 

一

八

竹

下

正

美

五

〇
•

一

〇

五

八
•

四

八 

年 

一
九
諏
訪
田 

晃

五

八
•

五
現 

在

三
霧
島
町
総
合
振
興
計
画
審
議
会

昭

和

四

十

五

年(

一
九
七
〇)

二
月
、
霧
島
町
条
例
一
〇
四
号
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に
よ
り
、
町
長
の
諮
問
機
関
と
し
て
設
置
さ
れ
た
。
主
と
し
て
町 

の
十
か
年
総
合
振
興
計
画
に
つ
い
て
、
必
要
な
調
査
お
よ
び
審
議

を
す
る
。
委
員
は
一
九
人
以
内
を
も
っ
て
組
織
し
、
委
員
は
町
長

が
委
嘱
、
そ
の
任
期
は
二
年
と
す
る
。
総
合
振
興
計
画
審
議
会
は 

議
会
と
両
輪
の
立
場
に
あ
り
、
そ
の
果
た
す
役
割
と
責
任
は
重
い
。

平
成
元
年
度
の
委
員
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
一
小
委
員
会
会
長
和
田
義
満 

委
員
吉
永
辰
雄 

本
仮
屋
実
東
芦
谷
政
美 

小
久
保
光
雄

第
二
小
委
員
会
会
長
宮
田
揮
彦 

委
員
入
来
岩
男 

新
村
久
子 

川
畑
寛
高
中
神
俊
夫 

第

三

小

委

員

会

会

長

新

村

俊 

委
員
浜
崎
辰
夫

木
野
田
貞
則
森
武
忠
義

四
駐
在
員
制
度

従
前
の
部
落
長(

現
在
の
自
治
公
民
館
長)

を
行
政
の
末
端
連 

絡
員
と
し
て
町
が
委
嘱
す
る
。
昭
和
三
十
年
ご
ろ
駐
在
員
連
絡
協 

議
会
が
自
主
的
に
組
織
さ
れ
、
年
に
数
回
の
会
合
を
も
っ
て
い
た 

が
、
数
年
で
自
然
消
滅
し
た
。
現
在
は
年
二
回
町
で
招
集
し
て
い 

る
。

五

町

章
•

町

民

憲

章•

町

木
•

町
花 

町
に
は
、
町
を
表
徴
す
る
町
章
は
じ
め
、
町
民
の
総
意
を
集
約 

し
た
町
民
憲
章
が
あ
り
、
町
木•

町
花
も
あ
る
。
さ
ら
に
全
町
民 

が
声
を
和
す
る
こ
と
の
で
き
る
町
民
歌
と
霧
島
音
頭
も
あ
り
、
だ 

れ
で
も
踊
れ
る
振
り
付
け
も
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
次
の
よ
う 

で
あ
る
。

•

町
章 

霧
島
町
の
象
徴
で
あ
る
高
千
穂
峯
を
か
た
ど
っ
た
も 

の
で
、
両
側
の
円
は
和
合
を
、
内
部
の
白
面
は
鳥
の
翼
を
意
味 

し' 

飛
躍
を
表
現
し
て
い
る
。
昭
和
四
十
五
年
五
月
二
十
七
日 

に
制
定
さ
れ
た(

本
扉
参
照)

。

•

町
民
憲
章•

町
民
歌 

人
々
の
く
ら
し
が
安
定
し
は
じ
め
た 

昭
和
四
十
年
ご
ろ
か
ら
、
町
民
の
指
針
と
な
る
べ
き
憲
章
が
求 

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
町
民
憲
章
お
よ
び
町
民
歌
の
選
定 

委
員
会
が
設
置
さ
れ
検
討
を
重
ね
た
。
町
民
歌
は
広
く
公
募
し 

て
選
定
し
た
。
町
制
施
行
十
周
年
を
記
念
し
て
昭
和
四
十
三
年 

十
一
月
三
日
に
、
霧
島
町
民
憲
章•

霧
島
町
民
歌
が
制
定
さ
れ 

た
(

町
民
憲
章•

町
民
歌
は
グ
ラ
ビ
ア
参
照)

。
 

•

町
木 

霧
島
神
宮
を
中
心
に
し
て
、
国
立
公
園
域
内
の
標
高
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治第一章政

霧
島
町
民
歌

作

詞

正

木

喬

二 

作
曲
武
田
恵
喜
秀

一
、
明
け
ゆ
く
空
の
雲
晴
れ
て 

仰
ぐ
高
千
穂
さ
わ
や
か
に 

そ
び
ゆ
る
峰
を
陽
が
の
ぼ
る 

あ
ゝ
霧
島
は
意
気
高
く 

希
望
に
燃
え
て
進
む
町 

二
、
霧
島
川
の
せ
せ
ら
ぎ
は 

み
の
る
大
地
を
う
る
お
し
て 

み
ど
り
の
牧
場
牛
が
呼
ぶ 

あ
ゝ
霧
島
は
照
る
汗
に 

豊
か
な
幸
を
ひ
ら
く
町 

三
、
朱
ぬ
り
の
宮
は
麗
わ
し
く 

神
話
ゆ
か
し
く
か
お
る
里 

小
鳥
の
声
も
お
ゝ
ら
か
に 

あ
ゝ
霧
島
は
自
治
う
た
い 

新
た
な
文
化
き
ず
く
町 

四
、
赤
松
林
風
光
り 

ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
咲
く
と
こ
ろ 

い
で
湯
の
煙
ほ
の
ぼ
の
と 

あ
ゝ
霧
島
は
人
和
し
て 

栄
え
の
あ
す
へ
の
び
る
町
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第四編現代の霧島町

霧
島
音
頭

高

城

俊

男

作

詞
 

白

石

十

四

男

作

曲
 

一
、
み
や
ぼ
霧
島
，
朝
日
に
映
え
て 

湯
の
香
花
の
香
ほ
の
ぼ
の
と 

伝
え
ゆ
か
し
い
神
話
と
歴
史 

ほ
ん
に
霧
島
ゆ
め
の
ま
ち 

、

さ
あ
さ
踊
ろ
よ
霧
島
音
頭 

ホ
ン
ニ
こ
こ
か
ら 

サ
ッ
サ
日
本
の
夜
が
明
け
る 

ョ
イ
ト
ナ 

ニ
、
宮
は
霧
島
お
田
植
祭
り 

く
ば
る
早
苗
に
光
る
風 

ま
ね
く
つ
つ
じ
の
高
千
穂
河
原 

歌
も
た
の
し
い
ハ
イ
キ
ン
グ 

飞
さ
あ
さ
踊
ろ
よ
霧
島
音
頭 

ホ
ン
ニ
こ
こ
か
ら 

サ
ッ
サ
日
本
の
夜
が
明
け
る 

ヨ
イ
ト
ナ 

三
、
あ
が
る
花
火
が
夜
空
に
は
ね
て 

浴
衣
涼
し
い
盆
踊
り 

天
の
逆
錄
昔
を
し
の
ぶ 

神
楽
太
鼓
の
勇
み
肌 

ヽ
さ
あ
さ
踊
ろ
よ
霧
島
音
頭

ホ
ン
ニ
こ
こ
か
ら 

サ
ッ
サ
日
本
の
夜
が
明
け
る 

ヨ
イ
ト
ナ 

四
、
旅
の
お
方
に
ま
ご
こ
ろ
添
え
て 

あ
つ
い
情
け
を
か
け
だ
す
き 

さ
あ
さ
総
出
で
豊
か
な
ま
ち
を 

築
く
笑
顔
の
そ
ろ
い
踏
み 

，

さ
あ
さ
踊
ろ
よ
霧
島
音
頭 

ホ
ン
ニ
こ
こ
か
ら
サ
ッ
サ
日
本
の
夜
が
明
け
る
ヨ
イ
ト
ナ
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第一章政 治

五
〇
〇
解
以
上
の
と
こ
ろ
に
群
生
し
て
い
る
赤
松
は
、
美
し
い 

自
然
林
を
形
成
し
、
霧
島
町
を
代
表
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
木
で 

あ
る
。
朱
色
の
幹
を
並
べ
た
景
観
は
、
国
立
公
園
霧
島
の
森
林 

美
の
象
徴
で
も
あ
る
。
昭
和
四
十
六
年
二
月
、
 

町
木
と
し
て
制 

定
さ
れ
た
。

•

町
花 

ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
は
、
高
千
穂
河
原
、
新
燃
岳
、
中
岳 

一
帯
に
群
生
す
る
高
山
植
物
で
あ
る
。

五
月
か
ら
六
月
上
旬
に 

か
け
て
開
花
し
、

こ
の
季
節
に
な
る
と
登
山
者
や
花
を
観
賞
す 

る
人
々
が
全
国
か
ら
訪
れ
る
。
霧
島
連
山
を
代
表
す
る
ミ
ヤ
マ 

キ
リ
シ
マ
を
町
花
と
制
定
し
、
町
民
一
人
一
人
が
自
然
保
護
に 

努
力
し
て
行
く
こ
と
を
願
い
と
し
て
い
る
。
昭
和
四
十
八
年
三 

月

制

定
(

町

木
•

町
花
は
グ
ラ
ビ
ア
参
照)

。

•

町
民
音
頭 

昭
和
五
十
八
年
一
月
に
公
募
に
よ
る
町
民
音
頭
が 

制
定
さ
れ
、

い
ろ
い
ろ
の
集
い
の
中
に
、

ふ
る
さ
と
の
未
来
に

夢
を
托
し
た
、
楽
し
い
歌
と
踊
り
が
繰
り
拡
げ
ら
れ
る
よ
う
に 

な
っ
た
。六

地
籍
調
査

土
地
の
国
勢
調
査
と
も
い
う
べ
き
国
土
調
査
の
一
つ 

で

あ

る 

が

、
昭

和

五

十

七

年(

一
九
八
二)

か
ら
調
査
を
始
め
、
平
成
元 

年
(

一
九
八
九)

現
在
、
町
の
五
七r

が
終
わ
り
、

平

成

八

年
 

(

一
九
九
四)

の
終
了
予
定
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
土
地
台
帳
や 

字
絵
図
は
、
明
治
初
め
の
も
の
で
、
測
量
技
術
の
幼
稚
さ
も
あ
っ 

て
か
な
り
不
備
な
台
帳
で
、
境

界

争

い

の

原

因

に

も

な

っ

て

い 

た
。

こ
の
地
籍
調
査
に
よ
り
、
土

地

の

正

し

い

地

番•

地

目
•

面 

積
を
明
ら
か
に
し
、
今
後
の
地
域
開
発
な
ど
に
役
立
つ
生
き
た
資 

料
と
な
る
。

国
土
調
査(

地
籍)

事
業
年
次
実
施
状
況
及
び
計
画
表
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第四編現代の霧島町

第

四

節

選 

挙

現
在
の
選
挙
は
、
昭
和
二
十
五
年
四
月
に
公
布
さ
れ
た
公
職
選 

挙
法
に
基
づ
い
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。
選
挙
事
務
を
公
正•

円
滑 

に
遂
行
す
る
た
め
に
、
 

地
方
自
治
法
一
八
一
条•

一
八
二
条
の
規 

定
に
よ
り
選
挙
管
理
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

一
 

選
挙
管
理
委
員
会

選
挙
管
理
委
員
は
、
議
会
が
選
任
し
、
委
員
長
を
含
め
て
四
名 

で
構
成
、
ま
た
同
数
の
補
充
員
を
置
く
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い 

る
。
選
挙
の
管
理
を
は
じ
め
、
住
民
投
票
や
、
リ
コ
ー
ル
な
ど
に 

よ
る
す
べ
て
の
選
挙
事
務
を
選
挙
管
理
委
員
会
が
行
う
こ
と
に
な 

っ
て
い
る
。二 

町
長•

町
議
会
議
員
選
挙

昭
和
二
十
五
年
四
月
に
分
村
、
霧
島
村
と
な
っ
て
か
ら
村
長•

村
会
議
員
選
挙
二
回
を
実
施
、
ま
た
、
町
制
施
行
後
は
、
町
長
選 

挙

九
回(

内
無
投
票
六
回)

、

町
議
会
議
員
選
挙
九
回
実
施
し
て 

い
る
。

霧
島
町
の
村•

町
長
、
村
•

町
議
選
挙
の
投
票
率
の
推
移
は
次 

の
と
お
り
で
あ
る
。
途
中
不
明
の
箇
所
も
あ
る
が
、
九
〇
笈
以
上 

に
達
し
て
い
る
。

町
内
の
投
票
所
は
、
第
一
投
票
所
か
ら
第
七
投
票
所
ま
で
あ 

る
。第

一
投
票
所
中
央
公
民
館

第
二
投
票
所
田
口
地
域
公
民
館

第

三

投

票

所r

田
自
治
公
民
館

第
四
投
票
所
旧
町
観
光
案
内
所(

平
成
元
年
ま
で
霧
島
小
学 

校)

第
五
投
票
所
永
水
地
域
公
民
館 

第
六
投
票
所
市
野
々
自
治
公
民
館

第
七
投
票
所 

多
目
的
集
会
セ
ン
タ
ー(

平
成
元
年
ま
で
大
窪 

保
育
園)

へ
歴
代
選
挙
管
理
委
員
長
名>

 

選
挙
管
理
委
員
長
は
四
名
の
委
員
の
互
選
で
決
め
る
。
 

渕
脇 

清
香 

昭
和
二
十
六
年
か
ら
同
二
十
九
年
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無
 

与瓣1糯

霧
島

町
の

町
長

，
町

議
選

挙
の

投
票

率
の

推
移

1
執
行
年
月
日

選
挙
当
日
有
権
者
数

投
 

票
 

者
 

数
投
 

票
 
率

（
％

）

男
女
 

計
男
!
女

 
計

男
女
計

村
長
選
挙

 
村
議
会
議
員
選
挙

昭
和

26. 
4.

26. 
4.

??
1

村
長
選
挙

 
村
議
会
議
員
選
挙

30. 
4
.
3
0

30. 
4. 3

0
2, 0

8
1

2, 0
8
1

2
,
2
6
1

2, 2
6
1

4, 3
4
2

4
,
3
4
2

1
,
9
1
3

1
,
9
1
3

2, 0
3
7

2, 0
3
7

3, 9
5
0

3, 9
5
0

9
1
.
9
3

9
1
.
9
3

90. 0
9

90. 0
9

90. 9
7

90. 9
7

町
長
選
挙

 
1
町
議
会
議
員
選
挙

34. 
4
.
3
0

34. 
4
.
3
0

〔
無
投
票

〕 
2
,
0
1
6

2, 2
4
2

4, 2
5
8

1
,
9
0
4

2, 0
6
4

3, 9
6
8

94. 4
4

92. 0
6

9
3
.
1
9

町
長
選
挙

 
町
議
会
議
員
選
挙

38. 
4
.
3
0

38. 
4
.
3
0

〔
無
投
票

〕
不

明

1
町
長
選
挙

1
町
議
会
議
員
選
挙

42. 
4
.
2
8

42. 
4. 2

8
〔
無
投
票

〕 
1
,
9
1
3

2, 3
0
7

4, 2
2
0

1
,
7
3
7

2
,
1
2
7

3, 8
6
4

90. 8
0

92. 2
0

9
1
.
5
6

町
長
選
挙

 
j
町
議
会
議
員
選
挙

46. 
4. 2

5
46. 

4
.
2
5

1
,
9
1
9

1
,
9
1
9

2, 3
4
0

2, 3
4
0

4
,
2
5
9

4, 2
5
9

1
,
7
6
9

1
,
7
6
9

2
,
2
2
3

2, 2
2
3

3, 9
9
2

3, 9
9
2

9
2
.
18

9
2
.
18

9
5
.
0
0

9
5
.
0
0

93. 7
3

93. 7
3

町
長
選
挙

 
;
町
議
会
議
員
選
挙

50. 
4. 2

7
50. 

4. 2
7

〔
無
投
票

〕 
1
,
9
7
7

2, 3
7
1

4, 3
4
8

1
,
8
3
1

2, 2
4
7

4, 0
7
8

92. 6
2

94. 7
7

93. 7
9

町
長
選
挙

 
町
議
会
議
員
選
挙

54. 
4. 2

2
54. 

4. 2
2

〔
無
投
票

〕 
2, 0

3
7

2, 3
9
4

4
,
4
3
1

1
,
8
9
8

2, 2
8
3

4
,
1
8
1

9
3
.
1
8

95. 3
6

94. 3
6

町
長
選
挙

 
町
議
会
議
員
選
挙

58. 
4. 2

4
58. 

4. 2
4

〔
無
投
票

〕 
2, 0

2
3

2, 4
2
8

4
,
4
6
0

1
,
9
2
9

2
,
3
1
7

4
,
2
4
6

94. 9
3

95. 4
3

95. 2
0

町
長
選
挙

 
町
議
会
議
員
選
挙

62. 
4
.
2
6

62. 
4
.
2
6

2
,
0
7
4

2, 0
7
4

2, 4
4
5

2, 4
4
5

4
,
5
1
9

4
,
5
1
9

1
,
9
3
6

1
,
9
3
6

2
,
3
1
3

2, 3
1
3

4
,
2
4
9

4
,
2
4
9

93. 3
5

93. 3
5

94. 6
0

94. 6
0

94. 0
3

94. 0
3

町
長
選
挙

 
町
議
会
議
員
選
挙

平
成

3. 
4. 2

1
3. 

4
.
2
1

2, 0
9
3

2, 0
9
3

2, 5
0
5

2, 5
0
5

4, 5
9
8

4, 5
9
8

1
,
9
1
4

1
,
9
1
4

2, 3
3
5
 

2
,
3
3
4

4
,
2
4
9

4, 2
4
8

9
1
.
4
5

9
1
.
4
5

9
3
.
2
1

9
3
.
1
7

9
2
.
4
1

92. 3
9
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帖
佐 

軍
吉 

昭
和
三
十
年
か
ら 

同
三
十
三
年 

川
野 

正
雄 

昭
和
三
十
四
年
か
ら
同
四
十
五
年 

田
代 

重
次 

昭
和
四
十
六
年
か
ら
同
四
十
九
年 

松
永 

浅
吉 

昭
和
五
十
年
か
ら 

平
成
三
年 

三 

県
議
会
議
員•

国
会
議
員

昭

和

二

十

二

年(

一
九
四
七)

の
新
憲
法
の
発
布
に
よ
り
、
国 

会

も

衆

議

院•

参
議
院
の
二
院
制
と
な
り
、
衆
議
院
定
数
四
六
六 

人
•

参
議
院
定
数
二
五
〇
人
で
あ
る
。

主
権
在
民
が
は
っ
き
り
と 

打
ち
出
さ
れ
、
婦
人
が
初
め
て
選
挙
権
を
行
使
す
る
よ
う
に
な
っ 

た
。県

議
会
議
員 

小

里

貞

利

氏(

霧
島
町
梅
北)

が
鹿
児
島
県
ニ 

区
選
出
と
し
て
、
昭
和
三
十
四
年
か
ら
同
五
十
四
年
ま
で
連
続
六 

回
当
選
し
て
い
る
。

国

会

議

員

小

里

貞

利

氏

、
昭
和
五
十
四
年
の
衆
議
院
議
員
選 

挙
に
出
馬
し
て
霧
島
町
か
ら
初
め
て
の
国
会
議
員
が
誕
生
し
た
。
 

以
来
平
成
三
年
現
在
、
五

回

連

続

当

選

し

て

い

る(

第
四
編
第
八 

章

「
郷
土
を
興
し
た
人
々
」
参
照)

。

第

五

節

議 

会

一
 

議
会
の
沿
革

東

襲

山

村

時

代

の

明

治

十

二

年(

一
八
七
九)

に
、

二
か
所
の 

戸
長
役
場
が
設
置
さ
れ
た
。
道
場
口
の
戸
長
役
場
は
、
重

久

村• 

松
永
村
を
、

田
口
戸
長
役
場
は
田
口
村•

大

窪

村•

川
北
村
の
諸 

事
務
を
扱
っ
て
い
た
。
戸
長
に
は
戸
長
一
人
、
用
掛
り
三
人
の
職 

員
が
勤
務
し
て
い
た
。
戸
長
役
場
の
柱
に
は
〃
時
計"

と
い
う
も 

の
が
掛
け
ら
れ
た
と
い
う
の
で
、
珍
し
が
ら
れ
、
半

時
(

現
在
の 

一
時
間)

あ
ま
り
も
眺
め
て
い
た
と
か
、

ラ
ン
プ
を
購
入
し
た
と 

い
う
の
で
仕
事
を
や
め
て
見
に
行
っ
た
ら
、
戸
長
さ
ま
が
ラ
ン
プ 

に
火
を
と
も
し
て
見
せ
て
く
れ
た
な
ど
と
、
今
で
は
想
像
も
っ
か 

な
い
よ
う
な
時
代
で
あ
っ
た
。

明

治

二

十

二

年(

一
八
八
九)

、
市
町
村
制
の
施
行
に
よ
り
、
第 

一
回
の
村
議
会
議
員
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
同
年
二
月
五
日
、
第
一 

回
の
村
議
会
が
開
か
れ
て
、
村

長
•

助
役
の
選
挙
が
行
わ
れ
た
。
 

同
年
五
月
二
十
六
日
、
第
二
回
の
村
議
会
で
、
役
場
吏
員
お
よ
び
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名
誉
職
の
給
料
並
び
に
報
酬
、
収
入
役
以
下
の
吏
員
の
推
薦
、
議 

事
細
則
、
助
役
の
事
務
分
掌
を
決
議
し
た
。
以
来
幾
多
の
変
遷
を 

経

て

昭

和

二

十

二

年(

一
九
四
七)

、
地
方
自
治
法
の
施
行
に
よ
っ 

て
新
時
代
を
迎
え
た
。

二
霧
島
町
議
会

町
議
会
は
、
憲
法
お
よ
び
地
方
自
治
法
な
ど
に
基
づ
い
て
設
置

さ
れ
た
行
政
の
最

隣町との研修会

高
の
意
志
決
定
機 

関
で
あ
る
。
議
員 

は
、
住
民
の
直
接 

選
挙
に
よ
っ
て
選 

出
し
、
任
期
は
四 

年
で
あ
る
。
本
町 

の
定
数
は
現
在
一 

六
人
で
、
決
議
す 

る
事
項
は
地
方
自 

治
法
そ
の
他
の
法 

令
に
よ
り
、
予
算

お
よ
び
決
算
の
認
定
を
は
じ
め
条
例
の
制
定
な
ど
、

一
四
項
目
に 

わ
た
り
定
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
に
町
条
例
に
基
づ
く
他
の 

議
決
事
項
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

町
政
は
、
町
長
以
下
職
員
の
行
政
執
行
機
関
と
意
志
決
定
機
関 

の
議
会
が
あ
り
、
町
政
を
推
進
す
る
た
め
の
両
輪
の
役
割
を
果
た 

し
て
い
る
。
歴

代

議

長•

副

議

長•

議
員
は
次
の
と
お
り
。

三 

歴
代
議
長•

副
議
長

(

昭
和
二
十
五
年
四
月
、
分
離
村
後)

439

2 1 歴
代 

区
分

竹
田
岳
夫

増
山
武
盛

氏

名
議

自
二
六•

五
・
一 

至
三
九•

四•

三
〇

自
二
五•

四
・
一 

至
二
六•

四•

三
〇

任 

期
長

高
林
義
雄

岡
元
兼
志

渕
脇
定
雄

小
川
善
幸

山
元
市
助

氏

名
副

自
三
八•

五•

一
 

至
三
九•

四•

三
〇 

一 自
三
四•

五•

ー
 

一
至
三
八•

四•

三
〇

自
三
〇•

五•

ー
 

至
三
四•

四•

三
〇

自
二
六•

五•

ー
 

至
三
〇•

四•

三
〇

自
二
五•

四•

ー
 

至
三
ハ•

四•

三
〇

任 

期

議 

長



第匹編現代の霧島町

一
13

2
10

9 8 7 6 5 4 3

宮

田

揮

彦
-

宮

田

揮

彦

児

玉

親

吉

新
材 

俊

木
野
田
貞
則

新
村 

俊

新
村 

正

中

馬

親

盛

高

林

義

雄

岡

元

兼

志

竹

田

岳

夫

岡

元

兼

志

自

三
•

五• 

一
 

至 至

三
•

四•

三
〇

平
成

自
六
二•

五.

A

自
五
八•

五•

六 

至
六
二•

四•

三
〇

自
五
八•

三•

一
 

〇 

至
五
八•

四•

三
〇

自
五
二•

五•

七 

至
五
八•

三•

一
 

〇

自
五
〇•

五•

七 

至
五
二•

五•

七

自
四
八•

五•

四 

至
五
〇•

四•

三
〇

自
四
六•

五
・
七 

至
四
八•

五•

四

自
四
四•

五•

九 

至
四
六•

四•

三
〇

自
四
一 
•

五• 

一
 

至
四
四•

五•

八

自
四
〇•

五• 

一
 
_ 

至
四
一 
•

四•

三
〇

自
三
九•

四•

一
 

至
四
〇•

四•

三
〇

窪
田 

直

和

田

義

満

近

藤

好

夫

永
山 

実

新
村 

俊

浜

崎

辰

夫

池
田 

馨

木
野
田
貞
則

新
村 

俊

厚

地

英

輔

中

馬

親

盛

高

林

義

雄

中

馬

親

盛

自

三
•

五
・
一

至 至

三
•

四•

三
〇
一

平
成

自
六
二•

五• 

A

自
五
八•

五•

六 

至
六
二•

四•

九

自
五
八•

三•

一
 

〇 

至
五
八•

四•

三
〇

自
五
四•

五•

八 

至
五
八•

三•

一
 o

自
五
二•

五.

七 

至
五
四•

五•

八

自
五
〇•

五•

七 

至
五
二•

五
・
七

自
四
八•

五•

四 

至
五
〇•

四•

三
〇
一

自
四
六•

五• 

土 

至
四
八•

五•

四

自
四
四•

五•

九
一 

至
四
六•

四•

三
〇

自
四
一 
•

五•

ー
 

至
四
四•

五• 

A

自
四
〇•

五• 

一
 

至
四
一 
•

四•

三
〇

自
三
九•

五•

一
 

一
 

至
四
〇•

四•

三
〇

四 

歴
代
議
員
と
定
数
の
変
遷

明
治
二
十
二
年

後
藤
良
左
衛
門 

島

田

親

恵 

川

越

実

治 

細
山
田
孝
左
衛
門
池
田
休
右
衛
門 

高
橋 

玄
平 

川

畑
甚
次
郎 

山
崎
助
右
衛
門 

細
山
田
重
雄 

窪
田 

助
次
郎 

岩
城 

半
太
夫 

吉
永
仲
左
衛
門 

今
村
源
左
衛
門

明
治
二
十
三
年
二
月

島
田 

親
恵 

細
山
田 

重
雄 

山
崎
助
右
衛
門 

岩
崎 

半
大
夫 

川
越 

実
治 

川
畑 

甚
次
郎 

今
村
源
佐
衛
門 

荒

田

藤

五

郎 

塩

川

八

郎 

浅

谷

直

太

郎 

吉
永
仲
左
衛
門 

福

留

彦

五

郎 

児
玉 

甚
吉 

小
川 

八
郎
次 

細
山
田
正
左
衛
門 

入
来 

嘉
兵
衛 

後
藤
良
左
衛
門 

椎
原 

喜
之
丞 

明
治
二
十
五
年
三
月

島
田 

親
恵 

推
原 

喜
之
丞 

細
山
田
嘉
平
太 

小
川 

八
郎
次 

内
村 

十
助 

窪
田
助
次
郎 

細
山
田
正 

稲
留 

彦
五
郎 

高
橋 

玄
平
左
衛
門
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本

田

十

九

郎
 

永

崎

仁

次

郎
 

入
来
嘉
兵
衛 

前
田 

佐
市 

淵
脇 

助
五
郎 

細
山
田
重
雄 

川
畑 

甚
次
郎 

児
玉 

甚
吉 

荒
田
藤
五
郎 

明
治
三
十
年
三
月

川
畑 

茂
一
郎 

前
田 

佐
市 

椎
原 

喜
之
丞 

細
山
田
嘉
平
太 

窪
田
助
次
郎 

島

田

親

恵
 

福

留

彦

五

郎
 

淵
脇
助
五
郎 

鶴
ヶ
野
三
太
郎 

内

村

十

助
 

入
来
嘉
兵
衛 

細
山
田
八
郎
太 

小

川

与

太

郎
 

荒

田

虎

一 

本

田

十

九

郎
 

永

崎

仁

次

郎

明
治
三
十
年
六
月

入

来

嘉

兵

衛
 

岩

崎

八

郎
 

小
川
与
太
郎 

細
山
田
嘉
平
太 

淵
脇
助
五
郎 

鳥

田

親

恵
 

細
山
田
諸
太
郎 

鶴
ヶ
野
三
太
郎 

上
田
嘉
太
郎 

山

下

慶

助
 

宮

田

彦

作
 

下
脇
庄
右
衛
門 

川
畑
茂
一
郎 

川
越 

実
治 

石
原 

熊
助 

桑

原

武

熊

明
治
三
十
四
年
五
月

吉
永 

直
太
郎 

後
藤 

新
次 

高
橋 

玄
平 

六
與
新
左
衛
門 

入

来

嘉

兵

衛
 

宮

田

彦

作

池

田

嘉

十
 

鶴
ヶ
野
三
太
郎 

淵
脇
助
五
郎 

前
田 

佐
市 

鶴
留 

伝
助 

細
山
田
諸
太
郎 

細
山
田
嘉
平
太 

岩

崎

八

郎
 

下
脇
庄
右
衛
門 

細
山
田
八
郎
太 

修
行
次
郎
右
衛
門

明
治
三
十
七
年
五
月

新

村

与

次

郎
 

岡
元 

蔵
助 

鶴
ヶ
野
三
太
郎 

淵

脇

助

五

郎
 

前

田

佐

市
 

鶴

留

伝

助
 

細
山
田
諸
太
郎 

細
山
田
嘉
平
太 

岩

崎

八

郎
 

下
脇
庄
右
衛
門 

細
山
田
八
郎
太 

修
行
次
郎
右
衛
門 

狩

川

金

助
 

池

田

嘉

十

明
治
四
十
年
五
月

新
村 

権
次
郎 

狩
川 

金
助 

馬
場
半
五
左
衛
門 

小
鹿
野
伝
太
郎 

岩

崎

静

兵

衛
 

上

村

武

助
 

塩

川

弥

九

郎
 

吉
元
助
右
衛
門 

新

村

与

次

郎
 

本
田 

雄
熊 

修
行 

三
四
郎 

細
山
田
十
太
郎 

川
畑 

茂
一
郎 

荒
田 

虎
一 

黒
崎
藤
右
衛
門 

細
山
田
八
郎
太 

岡
元 

竜
助 

石
黒 

熊
助 

明
治
四
十
三
年
四
月

川
畑 

茂
一
郎 

狩
集 

金
助 

小
里 

平
兵
衛 

川
野
十
右
衛
門 

黒
崎 

藤
兵
衛 

本
田 

雄
熊

441



第四編現代の霧島町

岩

崎

静

兵

衛
 

吉
元
助
右
衛
門 

新

村

与

次

郎
 

高
橋 

玄
平 

入
来 

嘉
兵
衛 

細
山
田
十
太
郎 

新

村

権

之

丞
 

石

黒

熊

助
 

修

行

三

四

郎
 

細
山
田
八
郎
太 

馬
場
半
五
左
衛
門 

富
元 

惣
吉 

大
正
六
年

新
村 

権
之
丞 

荒
田 

虎
一 

窪
田 

甚
太
郎 

木
野
田
長
太
郎 

岩

崎

団

兵

衛
 

宮

田

彦

一 

修

行

三

四

郎
 

細
山
田
諸
太
郎 

鶴
ヶ
野
助
一 

本

田

雄

熊
 

小
川
叶
右
衛
門 

黒
崎
藤
左
衛
門 

細
山
田
十
太
郎 

吉

松

武

志
 

津
曲
袈
裟
太
郎 

御
供
田
三
太
郎 

竹

下

叶

十
 

吉
永
鉄
左
衛
門 

大
正
十
年

新
村 

権
之
丞 

荒
田 

虎
一 

窪
田 

甚
太
郎 

吉
松 

武
志 

福
留 

藤
助 

馬
場 

源
寿 

細
山
田
諸
太
郎 

御
供
田
三
太
郎 

岩

崎

団

兵

衛
 

本

田

雄

熊
 

上

田

清

太
 

宮

田

彦

市
 

小

里

平

兵

衛
 

徳
重
金
左
衛
門 

萩

原

嘉

太

郎
 

細
山
田
十
太
郎 

浜

崎

熊

次

郎

大
正
十
四
年
四
月

福
元 

熊
太
郎 

川
畑 

虎
熊 

西
丸 

伝
四
郎

細
山
田
諸
太
郎 

上

村

善

太

郎
 

福

留

藤

助
 

本
田 

親
書 

木

野

田

孫

右

衛

門

窪

田 

甚
太
郎 

荒

田

虎

一 

後

藤

一

応
 

牧

之

瀬

雄

一 

石
踊 

源
助 

吉
松 

武
志 

児
玉 

実
治 

中
園 

権
四
郎 

小
川 

善
幸 

新
村 

権
之
丞 

昭
和
四
年
三
月

荒

田

虎

一 

本

田

親

吉
 

牧

之

瀬

雄

一 

木
野
田
孫
右
衛
門 

永
野 

直
志 

児

玉

実

雄
 

永
谷 

雄
熊 

上
脇
田
七
太
郎 

馬
場 

源
寿 

修
行 

熊
吉 

吉
松 

武
志 

上
松
瀬 

栄
次 

川
畑 

虎
熊 

竹
田 

美
雄 

石
原 

金
次
郎 

桐
原 

喜
之
助 

川
野 

竜
之
進 

真
田 

左
太
郎 

昭
和
八
年
三
月

荒
田 

虎
一 

本
田 

親
吉 

木
野
田
孫
右
衛
門 

吉
松 

武
志 

上
松
瀬 

栄
次 

川
畑 

虎
熊 

石
原 

金
次
郎 

桐
原 

善
之
助 

場
集
田
次
郎
助 

真

田

信

幸
 

新

村

親

志
 

木
野
田
善
右
衛
門 

馬

場

重

盛
 

日

高

吉

次
 

細

山

田

良

行
 

津
曲
袈
裟
八 

上
脇
田
七
太
郎 

富

元

三

四

郎
 

昭

和

十

二

年

四

月(

現
在
町
内
分)

442



治第一章政

吉
松 

武
志 

新
村 

親
志 

岡
元 

貞
盛 

上
村 

武
熊 

桑
木
野 

盛
蔵 

真
田 

信
雄 

椎
原 

誠
治 

西
田 

茂
彦 

本
田 

栄
之
助 

永

山

貞

義
 

場
集
田
次
郎
助 

木
野
田
喜
右
衛
門 

後
藤 

実 

増

山

武

盛
 

昭

和

二

十

二

年

七

月(

地
方
自
治
法
に
よ
る
統
一
選
挙) 

鶴
ヶ
野
祐
助 

中

牧

岩

吉
 

吉
永
嘉
十
郎 

鶴
丸 

兼
清 

日

高

恒

安
 

田
中 

彦
衛 

細
山
田
重
作 

島

田

親

富
 

山

元

市

助
 

淵
脇 

定
雄 

竹
下 

忍 

岡
元 

兼
志 

窪
田 

栄
次 

福
留
吉
左
衛
門 

徳
田 

宇
市 

外
園 

満
吉 

崎
山
金
次
郎 

鵜
木 

幸
蔵 

岩

城

重

樹
 

六
与
次
郎
助 

溝
口
次
郎
右
衛
門 

佐
藤 

栄
吉 

大
津 

良
信 

増
山 

武
盛 

狩

川

嘉

吉
 

帖

佐

軍

治

昭
和
二
十
六
年
四
月

岡
元 

兼
志 

淵
脇 

定
雄 

竹
下 

忍 

増

山

弘

満
 

高

林

義

雄
 

窪
田 

正 

小
川 

善
幸 

山
崎 

盛
高 

鎌
田 

岐
吉 

津

曲

良

吉
 

鳥
丸
正
兵
衛 

中

馬

親

盛

竹
田 

岳
夫 

宮
田 

四
男 

池
之
上
慶
次 

永
山 

実 

高
橋 

辰
意 

後
藤 

正
光 

佐
久
間
春
国 

村
川 

啓
蔵 

厚
地 

英
輔 

田

代

重

志

昭
和
三
十
年
四
月

藤

山

藤

夫
 

佐
田 

豊 

淵

脇

定

雄
 

竹
下 

忍 

高
林 

義
雄 

椎
原 

誠
治 

池
田 

馨 

中

馬

親

盛
 

竹

田

岳

夫
 

宮

田

四

男
 

池
之
上
慶
次 

高

橋

辰

意
 

厚
地 

英
輔 

迫
田 

慶
次 

野
崎 

良
吉 

中

村

才

吉

昭
和
三
十
四
年
四
月

淵
脇 

定
雄 

竹
下 

忍 

高
林 

義
雄 

池
田 

馨 

中

馬

親

盛
 

竹

田

岳

夫
 

厚
地 

英
輔 

小
川 

良
雄 

中
村 

辰
治 

新
村 

正 

津
曲 

岳
夫 

岡
元 

兼
志 

浜
崎 

辰
夫 

馬
場 

政
盛 

木
野
田
貞
則 

佐
田 

豊 

新
村 

俊 

鎌
田
清
五
郎 

昭
和
三
十
八
年
四
月

福
元
吉
之
助 

木
野
田
貞
則 

厚

地

英

輔
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後
庵 

純 

新
村 

俊 

鎌
田
清
五
郎 

中

馬

親

盛
 

竹

田

岳

夫
 

高

林

義

雄
 

新
村 

正 

竹
下 

忍 

津

曲

岳

夫
 

和
田 

義
満 

浜
崎 

辰
夫 

吉
松 

行
道 

馬
場 

政
盛 

帖
佐 

軍
吉 

岡
元 

兼
志 

昭
和
四
十
二
年
四
月

岡
元 

兼
志 

高
林 

義
雄 

中
馬 

親
盛 

竹

田

岳

夫
 

厚

地

英

輔
 

池
田 

馨 

新
村 

正 

浜

崎

辰

夫
 

木
野
田
貞
則 

新
村 

俊 

鎌
田
清
五
郎 

帖

佐

軍

吉
 

湯
ノ
迫
清
香 

淵

脇

清

香
 

南

田

政

吉
 

瀬
戸
口
貞
良 

津
曲 

博
美 

野
崎 

重
吉 

昭
和
四
十
六
年
四
月

岡

元

兼

志
 

中

馬

親

盛
 

竹

田

岳

夫
 

新
村 

正 

木
野
田
貞
盛 

新
村 

俊 

後
庵 

純 

和

田

義

満
 

湯
ノ
迫
清
香 

淵

脇

清

香
 

南

田

政

吉
 

瀬
戸
口
貞
良 

津
曲 

博
美 

後
藤 

正
治 

宮
田 

安
彦 

上

松

瀬

募

昭
和
五
十
年
五
月

岡

元

兼

志
 

永
山 

実 

池
田 

馨 

浜

崎

辰

夫
 

木
野
田
貞
則 

新
村 

俊 

湯
ノ
迫
清
香 

南
田 

政
吉 

瀬
戸
口
貞
良 

宮
田 

安
彦 

上
松
瀬 

募 

児
玉 

親
吉 

入

来

岩

男
 

大

塔

良

雄
 

窪
田 

直 

近

藤

好

夫

昭
和
五
十
四
年
五
月

永
山 

実 

池
田 

馨 

浜

崎

辰

夫
 

木
野
田
貞
則 

新
村 

俊 

和

田

義

光
 

上
松
瀬 

募 

児
玉 

親
吉 

入
来 

岩
男 

大

塔

良

雄
 

窪
田 

直 

近

藤

好

夫
 

柿
木
原
重
雄 

中

村

実

憲
 

宮

田

揮

彦
 

下

登

千

吉

昭
和
五
十
八
年
五
月

浜
崎 

辰
雄 

湯
ノ
迫
清
香 

上
松
瀬 

募 

大

塔

良

雄
 

窪
田 

直 

近

藤

好

夫
 

宮

田

揮

彦
 

下

登

千

吉
 

勝
目 

二
雄 

岩
崎 

義
光 

細
山
田
正
夫 

修
行 

利
徳 

田
辺 

五
優 

山
田 

正
徳 

木
野
田 

正 

昭
和
六
十
二
年
五
月
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和

田

義

満
 

大

塔

良

雄
 

窪
田 

直 

宮

田

揮

彦
 

下

登

千

吉
 

勝

目

二

雄
 

岩
崎 

義
光 

細
山
田
正
夫 

修
行 

利
徳 

田
辺 

五
優 

木
野
田 

正 

木
野
田
光
雄 

入

来

孝

行
 

杉

山

広

次
 

阿

部

純

徳
 

藤

田

フ

ミ

平
成
三
年
五
月

勝

目

二

雄
 

阿

部

純

徳
 

大

塔

良

雄
 

下

登

千

吉
 

窪
田 

直 

岩

崎

義

光
 

杉

山

広

次
 

川
畑 

繁 

窪
田 

悟 

鎌
田 

光
男 

木
野
田 

正 

入
来 

孝
行 

木
野
田
光
雄 

狩

川

早

苗
 

深

町

四

男
 

宮

田

揮

彦

議
員
定
数
の
変
遷

昭

和

二

十

五

年

四

月

〜

ニ

ニ

人

昭
和
三 

十

年

四

月

〜

一

六

人

昭

和

三

十

四

年

四

月

〜

一

八

人

昭

和

四

十

六

年

四

月

〜

一

六

人

現
在
に
至
る

五
常
任
委
員
会
の
構
成

町
村
議
会
は
法
に
よ
っ
て
四
以
内
の
常
任
委
員
会
を
置
く
こ
と 

が
で
き
る
。
現
在
、
本
町
の
委
員
会
構
成
は
次
の
と
お
り
で
、
任 

期
は
条
例
に
よ
っ
て
二
年
と
な
っ
て
い
る
。◎

印 

委

員

長
(

議 

員
一
人
欠
員
中)

。

総

務

委

員

会
 

◎

窪
田 

直 

大

塔

良

雄

和

田

義

満
 

杉

山

廣

次

入

来

孝

行

建
設
農
林
委
員
会 

◎

木

野

田

正
 

修

行

利

徳

下

登

千

吉
 

細
山
田
正
夫

岩

崎

義

光

文
教
厚
生
委
員
会 

◎

勝
口 

ニ
雄 

田

辺

五

優

木
野
田
光
雄 

阿

部

純

徳

宮

田

揮

彦

六
平
成
二
年
度
町
議
会
議
案

陳
綿
一
号 

平
成
二
年
度
畜
産
政
策•

価
格
に
関
す
る
陳
情
書
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二 

食
糧
と
環
境
を
守
り
、
日
本
農
林
業
の
再
建
の
た
め
に
コ
メ 

の
市
場
開
放
、
農
産
物•

木
材
の
輸
入
拡
大
に
反
対
す
る
陳 

情
書

三 

わ
が
国
農
業-

農
村
の
将
来
展
望
と
米
穀
政
策•

価
格
対
策 

の
確
立
に
関
す
る
陳
情

五 

「
ゆ
と
り
宣
言
」
の
採
択
を
求
め
る
陳
情 

六 

通
学
路
の
安
全
に
係
る
陳
情
書 

七(

継)

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
を
堅
持
す
る
た
め
の
陳
情
書 

八(

〃)

国
民
的
教
育
機
関
の
高
等
教
育
を
保
障
す
る
た
め
、
高
校
の 

募
集
定
員
の
削
減
や
学
科
の
再
編
「統
•

廃
合
」
等
を
せ 

ず
、
父
母•

子
供
た
ち
に
開
か
れ
た
後
期
中
等
教
育
の
万
全 

の
策
を
要
求
す
る
陳
情
書

九 

林
ケ
塚
〜
知
良
久
線
及
び
年
の
神
〜
竹
下
線
の
改
良
促
進
に 

つ
い
て

一
 

〇 

被
爆
者
援
護
対
策
の
充
実
に
関
す
る
陳
情
書 

請
願
一 

米
市
場
開
放
阻
止
に
関
す
る
請
願
書 

※

陳
情
第
七
、
八
号
は
継
続
審
査
、
そ
の
ほ
か
は
採
択 

(

議
案
番
号) 

(

件 

名) 

議

案
-

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て(

神
話
館
新
築
工
事) 

二 

エ
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て(

イ
ベ
ン
ト
広
場
造
成
工 

三 

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

四 

〃

五 

〃

六 

工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て 

七 

平
成
元
年
度
霧
島
町
一
般
会
計
補
正
予
算(

第
五
回) 

八 

〃 

温
泉
供
給
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

(

第
四
回)

九
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る 

条
例
制
定

一
 

〇 

町
長
等
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の 

制
定

一
一 

教
育
長
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

の
制
定

一
ニ 

霧
島
町
消
防
団
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定 

一
三 

職
員
等
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制 

定

一
四 

社
会
教
育
指
導
員
に
対
す
る
報
酬
等
の
支
給
に
関
す
る
条
例 

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定 

一
五 

霧
島
町
立
学
校
体
育
施
設
等
の
使
用
に
関
す
る
条
例
の
一
部 

を
改
正
す
る
条
例
制
定 

一
六 

霧
島
町
家
庭
奉
仕
員
の
派
遣
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正 

す
る
条
例
制
定 

一
七 

霧
島
町
ね
た
き
り
老
人
等
介
護
手
当
支
給
条
例
の
制
定 

一
八 

霧
島
町
水
田
農
業
確
立
推
進
基
金
の
設
置
管
理
及
び
処
分
に 

関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て 

一
九
平
成
元
年
度
霧
島
町
一
般
会
計
補
正
予
算(

第
六
川) 

二
〇 

〃 

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
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算
(

第
四
回) 

ニ
一 

〃 

水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算(

第
三

回)

二
二 

平
成
二
年
度
霧
島
町
一
般
会
計
当
初
予
算

二
三 

〃 

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
当
初
予 

算

二
四 

〃 

老
人
保
健
特
別
会
計
当
初
予
算 

二
五 

〃 

温
泉
供
給
事
業
特
別
会
計
当
初
予
算 

二
六 

〃 

水
道
事
業
特
別
会
計
当
初
予
算 

二
七 

工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て 

二
八 

鹿
児
島
県
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
規
約
の
一
部
を
変
更
す

る
規
約

追

加

蠢 

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

三
〇 

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

三
一
国
有
財
産
売
買
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

三
二 

第
三
次
霧
島
町
総
合
振
興
計
画
基
本
構
想
の
策
定
に
つ
い
て 

発
議
一
霧
島
町
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
に
つ
い
て 

二 

平
成
二
年
度
畜
産
政
策•

価
格
に
関
す
る
意
見
書(

案) 

承
認 

一  

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

(

霧
島
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例) 

二 

〃

(

霧
島
町
地
域
振
興
基
金
条
例
の
制
定)

三 

〃

(

平
成
元
年
度
霧
島
町
一
般
会
計
補
正
予
算(

第
七
回))

四 

〃

(

平
成
元
年
度
霧
島
町
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正 

予

算(

第
五
回))

五 

〃

(

平
成
元
年
度
霧
島
町
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算(

第 

三
回))

議
案
三
三 

霧
島
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

三
四 

温
泉
給
湯
分
担
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

三
五 

町
道
認
定
に
つ
い
て(

大
鳥
居
線) 

三
六 

〃 

(

永
池
〜
戸
崎
線) 

三
七 

〃 

(

笹
之
段
線) 

三
八 

〃 

(

笹
之
段
〜
鬼
ヶ
迫
線) 

三
九 

平
成
二
年
度
霧
島
町
一
般
会
計
補
正
予
算(

第
一
回) 

四
〇 

〃 

老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算(

第
一

回)

四
一 

〃 

温
泉
供
給
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算 

(

第
一
回)

四
二 

〃 

水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算(

第
一 

回)

四
三 

工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て(

神
話
館
関
係) 

四
四 

〃 

(

展
示
関
係) 

四
五 

〃 

(

草
ス
キI

関
係) 

四
六 

〃 

(

ス
ラ
イ
ダ
ー
関
係) 

四
七 

〃 

(

電
気
関
係)
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第四編現代の霧島町

発
議
三
米
市
場
開
放
阻
止
に
関
す
る
意
見
書(

案) 

推
薦
一
霧
島
町
農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て 

議
案
四
八 

平
成
二
年
度
霧
島
町
一
般
会
計
補
正
予
算(

第
二
回) 

四
九 

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て(

永
池
〜
湯
之
野
線) 

五
〇 

〃 

(

国
際
交
流
村
イ
ベ
ン
ト

広
場)

五
一 

〃 

(

神
話
館
外
溝) 

五
ニ 

工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て(

ス
ー
パ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー) 

五
三 

神
話
館
レ
ス
ト
コ
ー
ナ
ー
設
置
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て

五
四 

霧
島
小
学
校
屋
内
運
動
場
新
築
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ 

い
て

同
意
一
霧
島
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

(

本
田
行)

二 

〃 

(

狩
川
早
苗) 

三 

霧
島
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て 

議
案
五
五 

霧
島
町
神
話
の
里
公
園
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

五
六 

過
疎
地
域
活
性
化
計
画
の
策
定
に
つ
い
て 

五
七 

土
地
改
良
事
業
の
実
施
に
つ
い
て 

五
八 

平
成
二
年
度
霧
島
町
一
般
会
計
補
正
予
算(

第
三
回) 

五
九 

〃 

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

(

第
一
回)

認
定
一
平
成
元
年
度
霧
島
町
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

議
案
六
〇 

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

(

平
成
二
年
度
遠
見
塚
団
地
一
号
棟
新
築
工
事) 

六

一

〃
 

( 

〃 

二

号

棟

〃 

) 

六

二

〃
 

( 

〃 

三

号

棟

〃 

) 

承
認
一
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て(

一
般
会
計
補

正
予
算
第
四
回)

議
案
六
三 

工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て(

国
際
交
流
村
イ
ベ
ン
ト

広
場)

六
四 

〃 

(

遠
見
塚
一
号
棟) 

六
五 

〃 

(

遠
見
塚
二
号
棟) 

六
六 

〃 

(

霧
小
屋
内
運
動
場) 

六
七 

平
成
二
年
度
霧
島
町
一
般
会
計
補
正
予
算(

第
五
回) 

六
八 

〃 

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

(

第
二
回)

六
九 

〃 

温
泉
供
給
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

(

第
二
回)

七
〇 

〃 

水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算(

第
二 

回)

発
議
四
北
方
領
土
の
早
期
返
還
に
関
す
る
要
望
決
議(

案) 

五 

飲
酒
運
転
の
追
放
に
関
す
る
決
議(

案) 

六 

被
爆
者
援
護
対
策
の
充
実
に
関
す
る
意
見
書(

案) 

追
加
議
案
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

七
一

イ
一
条
例
制
定

七
二 

町
長
等
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
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定

七
三 

教
育
長
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

制
定

七
四 

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定 

七
五 

平
成
二
年
度
霧
島
町
一
般
会
計
補
正
予
算(

第
六
回) 

七
六 

〃 

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
(

第
三
回)

七
七 

〃 

老
人
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算(

第
二 

回)

七
八 

〃 

温
泉
供
給
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

(

第
三
回)

七
九 

〃 

水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算(

第
三 

回)
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第四編現代の霧島町

第

二

章

経 

済

第

一

節

財 

政

一
 

町
税
の
沿
革
と
推
移

明
治
二
十
一
年(

一
ハ
ハ
ハ)

市
町
村
制
が
施
行
さ
れ
、
法
律 

第
一
号
と
し
て
市
町
村
税
が
法
制
化
さ
れ
た
。
以
来
、
わ
が
国
の 

社
会•

経
済
の
発
展
に
つ
れ
て
地
方
税
制
度
も
改
廃
整
備
さ
れ
た 

が
、
昭
和
十
五
年(

一
九
四
〇)

に
な
る
と
、
国
家
の
戦
時
体
制 

に
即
応
し
て
地
方
税
の
国
税
附
加
税
強
化
が
図
ら
れ
、
地
方
税
の 

意
義
は
失
わ
れ
た
。

昭
和
二
十
年(

一
九
四
五)

八
月
の
終
戦
に
よ
り
、
わ
が
国
の 

あ
ら
ゆ
る
面
に
お
い
て
、
急
速
に
民
主
化
へ
の
改
革
が
打
ち
出
さ 

れ
た
。
新
し
い
憲
法
に
基
づ
き
、
地
方
自
治
法
が
施
行
さ
れ
、
市

町
村
に
お
い
て
も
自
治
権
が
拡
大
さ
れ
た
。
永
年
、
国
の
管
轄
下 

に
あ
っ
た
財
政•

警

察•

消
防•

教
育
な
ど
が
地
方
自
治
法
の
施 

行
に
伴
い
、
自
治
警
察
署
や
教
育
委
員
会
な
ど
が
設
置
さ
れ
独
立 

機
関
と
な
っ
た
。

昭
和
二
十
二
年(

一
九
四
七)

の
シ
ャ
ウ
ブ
氏
を
長
と
す
る
連 

合
軍
の
税
制
調
査
団
の
勧
告
に
よ
り
、
地
方
公
共
団
体
の
民
主
的 

自
治
を
進
め
る
裏
付
け
と
し
て
、
自
主
財
源
を
強
化
す
る
た
め
の 

地
方
税
が
施
行
さ
れ
た
。

昭
和
二
十
三
年(

一
九
四
八)

、
地
方
財
政
法
が
公
布
さ
れ
た 

が
、
終
戦
後
の
イ
ン
フ
レ
の
中
で
、
地
方
公
共
団
体
の
財
政
運
営 

は
苦
し
く
、
国
は
地
方
財
政
強
化
の
た
め
毎
年
の
よ
う
に
地
方
税 

法
を
改
正
し
、
地
方
税
の
増
収
に
努
め
た
。

昭
和
二
十
五
年(

一
九
五
〇)

に
な
る
と
、
地
方
財
政
平
衡
交 

付
金
制
度
が
創
設
さ
れ
た
。
こ
の
制
度
は
、
地
方
公
共
団
体
相
互 

間
の
財
源
調
整
を
図
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
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地
方
公
共
団
体
の
財
源
確
保
の
た
め
、
国
は
市
町
村
合
併
を
推
進 

し
た
。
同
年
、
霧

島

村
(

現
在
の
霧
島
町)

が
発
足
す
る
と
同
時 

に
、
本
町
も
シ
ャ
ウ
ブ
勧
告
に
基
づ
く
地
方
税
法
に
よ
っ
て
、
次 

の
と
お
り
定
め
た
。

町
民
税 

固

定

資

産

税(

土

地
•

家

屋

・
償
却
資
産
税)

自 

転

車

税•

荷

馬

車

税
(

子
供
用
を
除
く
自
転
車)

電
気
ガ
ス 

税
(

使
用
者)

木

材

引

取

税(

引
取
者)

広
告
税 

接
客 

人

税

入

湯

税
(

入
湯
者)

•

鉱
産
税 

昭
和
二
十
九
年
に
は
次
の
と
お
り
改
正
さ
れ
た
。 

町
民
税 

固

定

資

産

税(

土

地
•

家
屋
、

償
却
資
産)

自
転 

車
*

荷

馬

車

税
(

子
供
用
を
除
く) 

た
ば
こ
消
費
税 

電
気 

ガ

ス

税
(

使
用
者)

木

材

引

取

税(

引
取
者) 

入
湯
税 

(

入
湯
客)

鉱
産
税

そ
の
後
、

さ
ら
に
改
正
さ
れ
て
現
在
は
次
の
と
お
り
と
な
っ
て 

い
る
。

町
民
税 

固
定
資
産
税 

軽
自
動
車
税 

た
ば
こ
消
費
税 

鉱 

産
税

町
税
の
推
移
は
下
表
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
る
。

単位（千円）町税の推移

年度 収入額 度 収入額

昭和25 5, 851 昭和55 269, 580

30 10, 283 60 352, 265

35 13, 614 63 469, 566

40 22, 604 平成1 470,128

45 35,110 2 511,444

50 133,110

町税の徴収率の推移

年度 昭和25 30 35 40 45

徴収率 81.0 84.2 97.9 97.2 90.9

年度 昭和50 55 60 平成2

徴収率 96.6 98.0 95.5 95.3

二 

平
成
元
年
度•

同
二
年
度
の
決
算
状
況 

平
成
元
年
度
の
歳
入
は
、
地
方
交
付
税
が
一
〇
億
七
六
〇
四
万 

九

〇

〇

〇

円(

三

三
•

七
号)

と
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
る
。 

こ
れ
は
、
竹

下

内

閣

に

よ

る

「
ふ
る
さ
と
創
生
資
金
」

八O
O

〇 

万
円
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
地
方
債
は
、
七
億
一
八
一 

万
七
〇
〇
〇
円 
(

ニ
ニ*
)
 

で
、

「
神
話
の
里
公
園
」

の
本
格
着 

工
に
よ
る
三
億
三
一 
0

〇
万
円
の
借
り
入
れ
が
含
ま
れ
て
い
る
。
 

財
産
収
入
は
、

二
億
五
一
七
二
万
五0
0
0

円
と
例
年
に
な
い
大
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昭
和
25
年
度

よ
り
平
成
2
年
度

ま
で

の
歳
入
決
算
額

（単
位
:
千
円

）

区
 

分
昭
和
2
5年

度
3
0
年
度

4
0年
度

5
0
年
度

5
5年

度
6
0
年
度

平
成
元
年
度

2
年
度

決
算
額
構
成
 

比
決
算
額
構
成
 

比
決
算
額
構
成

決
算
額

構
成
 

比
決
算
額

構
成
 

比
決
算
額

構
成
 

比
決
算
額

構
成
 

比
決
算
額

構
成
 

比

地
 

方
 

税
5,851

21.8
10,283

24.8
22,604

17.9
133,110

15.7
269,580

14.4
352,265

20.8
470,128

14.7
511,444

14.2

地
方
譲
与
税

9,731
1.2

30,031
1.6

29,323
1.7

52,259
1.6

58,410
1.6

ゴ
ル

フ
場
利
用
税
交
付
金

8,852
0.5

17,831
1.1

33,893
1-1

38,808
1.1

自
動
車
取
得
税
交
付
金

8,827
1-1

13,157
0.7

13,508
0.8

18,979
0.6

20,182
0.6

地
方
交
付
税

5,233
19.5

6,657
16.1

52,313
41.4

344,488
40.4

573,907
30.7

763,744
45.1

1,076,049
33.7

1,169,513
32.5

交
通
安
全
対
策
交
付
金

815
0.1

502
0.0

885
0.1

1,163
0.0

1,218
0.0

分
担
金
•
負
担
金

623
2.3

437
1.1

5,943
4.7

14,346
1.7

13,759
0.7

21,358
1.3

28,244
0.9

22,702
0.6

使
 

用
 

料
4

0.0
5,049

4.0
4,674

0.5
6,712

0.3
9,773

0.6
11,698

0
J

14,473
0.4

手
 

数
 

料
149

0.6
266

0.6
321

0.3
1,116

0.1
1,665

0.1
1,967

0.1
4,666

0.1
4,947

0.2

国
庫
支
出
金

9,432
35.2

7,965
19.2

16,298
12.9

119,216
14.0

144,718
7.7

132,706
7.8

185,734
5.8

349,747
9.7

県
 

支
 

III 
金

598
2.2

646
1.6

7,235
5.7

57,151
6.7

179,150
9.6

139,416
8.2

199,217
6.2

182,577
5.1

財
 

産
 

収
 

入
10

0.0
1,556

3.6
1,931

1.5
5,890

0.7
11,485

0.6
14,683

0.9
251,725

7.9
38,552

寄
 

イチ 
金

2,740
10.2

45
0.1

2,491
2.0

315
0.0

35,876
1.1

1,530
0.0

繰
 

入
 

金
141,250

7.6
5,828

0.3
300,000

8.：!

繰
 

越
 

金
5Q

0.2
3

0.0
702

0.6
35,985

4.2
40,555

2.2
33,099

2.0
76,334

2.4
409,544

11.4

諸
 

収
 

入
244

0.9
300

0.8
6,878

5.4
38,569

4.5
14,700

0.8
17,921

1.1
39,232

1.3
43,642

1.2

地
 

方
 

価
1,900

7.1
12,500

30.2
4,600

3.6
77,900

9.1
420,200

22.5
139,700

8.2
701,817

22.0
419,200

11.7

利
子
割
交
付
金

5,103
0.2

11,956
0.3

臨
時
地
方
財
政
特
別
交
付
金

240
0.6

夫
役
及
現
品

506
1.3

1
合
 

計
26,8301

100.0
41,408

100.0
126,365

100.0
851,822

100.0
1,870,538

100.0
1,694,007

100.0,
3,192,117

100.0
3,598,445

100.0
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昭
和

25年
度

よ
り
平
成
2
年
度

ま
で

の
歳
出
決
算
額

（
単
位

：
千
円

）

分
 

I
X

一

女
 

年
 

?>()
度
 

)'!■•• 
40

度
 

年
 

50
度
 

年
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咬
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算
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算一
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額
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.
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.
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叫
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務
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Cxi
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0
,

1
6
.

3
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3
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9^- 
5
1
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1
4
.

に
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6
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生
 

民
,
2
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7

4
.
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1
0

0
3
7
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.
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蝦
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.
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1
0
.
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.
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!
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.
0

8
5

4
.
1

5
1
,

8
3 

ス
S'"?

3
.
7

6
6

2-, 

X
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1

1
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1
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1
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俐
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2

0
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1
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.
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第四編現代の霧島町

コンレフ場利用税
地方譲与税 38.808千円1.1%
58.410 TPJ 1.6% —।

自動車取得税交付金20,182千円0.6% 

交通安全対策交付金1,218「円0.0%

利子割交付金 11,956 千円 0.3%

/国庫支出金 
/\349.747 千円

県支, 

182,577『卩］\/
^^--^5 1\/

地方債

419,200「円
11.7%

地方税
511.444 千円

14.2%

歳入決算額

3,598,445千円

/繰越金
409.544『円

財産収入 
38,552 T I'J 1.1%

地方交付税 

1,169.513 T PJ 
32.5%

ナ諸収入
43,642 千円1.2%

/そ办他

分担金•負担金22,702「円0.6 %

使用料•手数料19,420『円0.6%

寄付金 1,530 千円 0.0%

43,652『円1.2%

平成2年度歳入決算状況
繰出金一1

59,456千円1.7% I

扶助費'ー
124,733 千円

3.6%

「維持補修費 6,744千円 0.2%
投資及び出資金• 3,100千円0.1% 

貸付金

積立金
121.840 ア円
3.5%

'205,812 干円

物件費 6.0%

243.242 T-P]
普通建設事•業費

公債費
310,824 千円

9.0%

歳出決算額

1,672,088 千円 
. 48.6%

（性質別）

3,442,087 千円

人件費
584,382 千円

17.0"'

災害復旧事業費

109,866 千円
3.2%

平成2年度歳出決算状況〔性質別〕
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済第二章経

—— 消防費97,558千円2.8%

議会費69,031千円2.0 %

総務費
499,602「円

14.5%

衛生費
108,966千円 3.2%

災害復旧費
109,866千円 ノバ

3.2% I____

商工費
821,861千円

23.9%

歳出決算額 
（目的別） 

2,782,573千円

/農林\
/水産業費、
<\216,539 柿

教育費、/
348,949 千円 /

10.1% /

土木費 

638,620 千円
18.6%

- 民生費、
220,271r円 ノ、

\//公債費 

ヒ310,824千円
\ 9.0 句

平成2年度歳出決算状況〔目的別〕

き
な
額
と
な
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
、
露
島
東
中
学
校
跡
地
お
よ 

び
体
育
館
、
町
有
林
の
売
却
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
 

歳
出
は
、
性
質
別
に
み
る
と
投
資
的
径
費
が
三
九•

三F

で
、
 

そ
の
う
ち
普
通
建
設
事
業
費
が
ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
い
る
。
神
話 

の
里
公
園
の
整
備
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。 

義
務
的
経
費
で
は
、
人
件
費
が
大
き
な
割
合
を
占
め
一
九•

七 

笈
で
あ
る
。

平
成
二
年
度
の
特
色
は
、
国
庫
支
出
金
の
増
加
で
三
億
四
九
七 

四
万
七0
0
0

円
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
公

営

住

宅

の

「
サ 

ン
ビ
レ
ッ
ジ
」 

「
遠
見
松
」

の
建
設
に
よ
る
も
の
と
、
霧
島
小
学 

校
屋
内
運
動
場
の
建
設
と
が
含
ま
れ
る
。
前
表
や
円
グ
ラ
フ
は
、
 

歳
入
歳
出
の
決
算
額
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

終
戦
後
五
年
を
経
た
国
の
経
済
は
、

イ
ン
フ
レ
と 

納
税
組
合

生
産
低
下
を
克
服
し
て
復
興
の
道
を
歩
み
出
し
た 

が

、
税
収
の
確
保
の
た
め
に
、
法
律
に
よ
り
納
税
組
合
の
制
度
を 

定
め
た
。
本

町

も

昭

和

三

十

四

年(

一
九
五
九)

に
希
望
者
だ
け 

の
納
税
組
合
が
発
足
し
た
。
当
時
の
任
意
組
合
数
一
五•

組
合
員 

数
四
七
八
人
、
納
税
額
ニ
ニ
八
万
二0
0
0

円
で
あ
っ
た
が
、
未 

加
入
者
の
納
税
成
績
が
悪
い
た
め
翌
年
、
町
内
全
域
に
集
落
単
位 

の

組

合

が

組

織

さ

れ

た

。

組
合
数
四
一 
•

組
合
員
数
一
八
〇
〇 

人
、
納
税
額
二
二
六
〇
万
円
で
あ
っ
た
が
、
納
税
成
績
は
年
ご
と 

に
向
上
し
て
、
税
務
職
員
も
一
一
人
か
ら
六
人
に
減
ら
し
た
。

そ 

の
後
、
各
自
治
公
民
館
ご
と
に
納
税
組
合
が
で
き
て
現
在
も
継
続 

さ
れ
て
い
る
。
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第

二

節

産 

業

一
 

戦
後
の
農
政

終
戦
前
後
の 

昭
和
十
六
年(

一
九
四
一)

太
平
洋
戦
争
に
突 

食

糧

事

情 

入
す
る
と
、
戦
争
遂
行
と
国
民
へ
の
食
糧
の
供 

給
安
定
を
目
的
に
、
昭
和
十
七
年
に
食
糧
管
理
法
が
施
行
さ
れ
食 

糧
は
国
の
統
制
下
に
お
か
れ
た
。
農
家
は
供
出
制
度
と
な
り
、
割 

り
当
て
ら
れ
た
量
は
強
制
的
に
供
出
さ
せ
ら
れ
、

一
般
家
庭
は
配 

給
制
と
な
っ
た
。
戦
争
が
な
が
び
く
に
つ
れ
て
、
食
糧
は
軍
優
先 

と
な
り
、
特
に
砂
糖
な
ど
の
甘
味
料
な
ど
は
一
般
家
庭
か
ら
は
姿 

を
消
し
た
。
昭
和
二
十
年
終
戦
に
よ
り
食
糧
事
情
は
最
悪
の
事
態 

を
迎
え
た
。
と
く
に
同
年
の
大
型
ル
ー
ス
台
風
の
来
襲
に
よ
り
、
 

鹿
児
島
県
下
の
農
産
物
は
壊
滅
的
打
撃
を
受
け
た
。
昭
和
二
十
年 

か
ら
同
二
十
二
年
ご
ろ
は
復
員
兵
や
海
外
か
ら
の
引
き
揚
げ
者
な 

ど
の
増
加
が
続
い
た
。
食
糧
の
配
給
も
遅
配•

欠

配

が

続

き

、
 

人
々
は
農
家
を
回
り
、
米
や
い
も
、
野
菜
な
ど
買
出
し
に
か
け
ま 

わ
っ
た
。
ま
た
、
い
も
の
苗
の
床
い
も
ま
で
買
い
あ
さ
っ
た
。

一

日
中
走
り
回
っ
て
も
南
瓜
一
つ
も
手
に
入
ら
な
い
日
も
あ
っ
た
。
 

米
粒
が
わ
ず
か
に
入
っ
た
お
粥
が
食
べ
ら
れ
れ
ば
よ
い
方
で
あ
っ 

た
。
か
つ
ぎ
屋
と
呼
ば
れ
る
闇
商
人
が
横
行
し
た
の
も
こ
の
こ
ろ 

で
あ
る
。
警
察
は
食
糧
統
制
違
反
と
し
て
駅
や
バ
ス
停
留
所
な
ど 

で
、
折
角
手
に
入
れ
た
食
糧
を
没
収
し
た
。
い
ま
考
え
る
と
悪
夢 

の
よ
う
な
食
糧
難
時
代
で
あ
っ
た
。

終
戦
後
の
農
地
改
革
は
、
農
地
調
整
法
と
自
作
農 

農
地
改
革

維
持
創
設
特
別
措
置
法
の
二
つ
を
も
っ
て
実
施
さ 

れ
た
。
こ
れ
ら
の
法
制
措
置
が
執
ら
れ
、
実
現
す
る
ま
で
の
わ
が 

国
の
農
地
政
策
の
経
過
を
た
ど
っ
て
み
よ
う
。
 

明
治
維
新
の
農
地
改
革
は
、
主
と
し
て
明
治
六
年(

一
八
七
三) 

の
地
租
改
正
令
で
実
施
さ
れ
、
同
三
十
一
年(

一
八
九
八)

の
民 

法
施
行
に
よ
っ
て
よ
う
や
く
整
備
さ
れ
た
が
、
民
法
の
土
地
所
有 

規
定
は
契
約
自
由
の
公
平
の
原
則
を
欠
き
、
小
作
契
約
に
よ
る
分 

配
の
不
合
理
に
よ
り
、
小
作
人
の
地
位
を
隸
属
化
さ
せ
た
。
そ
の 

た
め
に
小
作
争
議
が
起
こ
り
、
社
会
経
済
上
の
不
安
が
増
大
し 

た
。
大
正
九
年(

一
九
二〇

)

小
作
制
度
調
査
会
が
設
け
ら
れ
、
 

そ
の
答
申
に
基
づ
く
小
作
調
停
法
が
、
同
十
三
年(

一
九
二
四) 

に
公
布
さ
れ
た
が
、
当
時
の
農
村
は
自
作
農
も
転
落
し
か
け
て
い 

た
。
政
府
は
大
正
十
五
年
、
農
林
省
令
を
も
っ
て
自
作
農
維
持
創
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設
補
助
規
則
を
公
布
し
た
。

こ
の
計
画
は
二
五
年
間
に
一
万
ニ
ニ 

〇
〇
む
を
目
標
と
す
る
小
規
模
の
も
の
で
あ
っ
た
。
わ
が
国
の
農 

地
政
策
は
こ
れ
を
機
会
に
小
作
法
案
や
自
作
農
維
持
創
設
案
な
ど 

を
国
会
に
提
出
し
た
が
、

二
回
と
も
審
議
未
了
で
流
れ
た
。

昭
和 

六

年
(

一
九
三
一)

の
満
州
事
変
に
は
じ
ま
る
戦
時
態
勢
で
、
 

農 

業
生
産
力
の
増
大
は
、
 

最
も
緊
急
を
要
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ 

の
た
め
に
、
同
十
三
年
農
地
調
整
法
、
翌
年
小
作
料
統
制
法
、
同 

十
六
年
臨
時
農
地
価
格
統
制
令
、
同
年
臨
時
農
地
管
理
令
を
公
布 

し
た
。

こ
の
よ
う
な
経
過
の
中
で
、
戦
時
食
糧
政
策
と
し
て
生
産 

者
価
格
と
地
主
価
格
の
二
重
価
格
制
度
を
採
用
し
た
。

そ
の
た
め 

に
小
作
料
は
金
納
制
と
な
り
、
小
作
料
は
実
質
的
に
低
下
し
た
。 

終
戦
を
迎
え
、
連

合

国

軍

総

司

令

部(
G
H
Q
)

の

覚

書

に

よ
 

り
、
 

第
一
次
農
地
改
革
の
農
地
調
整
法
が
公
布
さ
れ
た
。

こ
の
内 

容
は
、
小
作
料
の
金
納
制
、
自
作
農
創
設
事
業
の
拡
大
強
化
、
農 

地
委
員
会
構
成
員
の
公
正
化
、
農

地

の

開

発

を

国•

地
方
公
共
団 

体
で
行
う
、
な
ど
で
あ
る
。

同
二
十
一
年
の
農
地
解
放
指
令
に
基 

づ
き
全
国
の
農
地
改
革
が
遂
行
さ
れ
た
。

こ
の
解
放
指
令
の
内
容 

は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

㈠

二
〇0

万◎

以
上
あ
る
全
国
の
小
作
地
に
つ
き
、

二
〇
か
年 

以

内

に

自

作

農

を

創

設

す

る

こ

と

。

国
が
地
主
か
ら
強
制
買
収

し
、
そ
れ
を
小
作
人
に
売
り
渡
し
、
地
主
と
小
作
人
の
間
の
相
対 

売
買
は
認
め
な
い
。

㈡
 

買
収
の
対
象
と
な
る
農
地
は
、①

一
切
の
不
在
地
主
の
全
貸 

付
地
お
よ
び
在
村
地
主
の
貸
付
地
で

保
有
限
度(

一
お
、

た
だ
し 

北
海
道
で
は
四
お)

を
超
え
る
部
分
を
国
が
強
制
買
収
し
て
小
作 

農
に
売
り
渡
す
、②

自
作
農
の
農
地
最
高
保
有
限
度
を
原
則
と
し 

て

平

均

三

珍(

北
海
道
は
二
ー
お)

と
す
る
、③

小
作
料
は
金
納 

と
し
最
高
小
作
料
を
設
け
る
。

㈢

地
主
に
対
す
る
買
収
地
代
は
、

一
部
は
現
金(

四0
0
0

円 

ま
で)

他

は

農

地

証

券(

二
四
年
間
均
等
償
還)

で
行
う
。
 

㈣

農
地
の
買
収
お
よ
び
売
り
渡
し
は
、
市
町
村
農
地
委
員
会
が 

計
画
し
、
県
農
地
委
員
会
の
承
認
を
経
て
発
効
、
知
事
が
買
収
、
 

売
り
渡
し
の
手
続
き
を
行
う
。

㈤

未
墾
地
の
解
放
を
行
い
既
墾
地
に
準
じ
て
強
制
買
収
す
る
。
 

因 

地
主
の
土
地
取
り
上
げ
の
制
限
を
強
化
し
て
、
耕
作
権
の
移 

動
は
当
分
知
事
の
許
可
制
と
す
る
。

農
地
の
買
収
と 

近
年
に
お
け
る
農
業
経
営
の
中
で
自
然
野
草 

売

り

渡

し

状
況
地
と

し
て

利
用
さ
れ

る
採
草
放
牧
地
の
役
割 

が
一
般
的
に
低
下
し
て
き
て
い
る
。
昭
和
四
十
五
年
の
農
地
法
の 

改
正
に
際
し
、
小
作
採
草
放
牧
地
の
所
有
制
限
が
廃
止
さ
れ
た
。
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こ
の
小
作
地
の
所
有
制
限
の
規
定
は
農
地
改
革
の
中
心
で
あ
っ 

た
自
作
農
創
設
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
農
地
の
解
放
と
そ
の
趣
旨 

を
同
じ
く
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
農
地
改
革
に
よ
っ
て
わ
が
国
の 

農
地
の
三
分
の
一
以
上
も
の
農
地
が
小
作
農
に
解
放
さ
れ
て
、
小 

作
地
は
極
め
て
例
外
的
に
し
か
存
在
せ
ず
、

し
か
も
不
耕
作
目
的 

又
は
具
体
的
な
転
用
目
的
の
な
い
農
地
の
権
利
取
得
は
認
め
ら
れ 

な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

所
有
制
限
に
該
当
す
る
よ
う
な
正
規
の
小
作
地
は
離
農
地
が
そ 

の
住
所
を
移
転
し
た
り
、
不
在
村
者
が
小
作
地
を
相
続
す
る
場
合 

な
ど
し
か
発
生
し
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
、
現
在
で
は
小
作
地
の 

所
有
制
限
は
以
前
の
よ
う
な
重
要
な
意
味
は
も
っ
て
い
な
い
が
、
 

農
地
制
度
の
中
で
、
そ
の
趣
旨
を
端
的
に
表
現
し
て
い
る
規
定
と 

し
て
、
ま
た
不
耕
作
者
の
投
機•

投
資
目
的
で
の
農
地
の
取
得
の 

歯
止
め
や
、
相
続
に
よ
る
農
地
の
細
分
化
防
止
の
機
能
を
果
た
す 

な
ど
、
な
お
大
き
な
意
義
を
も
つ
制
限
で
あ
る
と
い
え
る
。 

農
地
の
買
収
お
よ
び
売
り
渡
し
は
、
市
町
村
の
農
地
委
員
会
が 

計
画
し
、
県
農
地
委
員
会
の
承
認
を
経
て
発
効
し
、
知
事
が
買
収
、
 

売
り
渡
し
の
手
続
き
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
っ 

て
農
地
の
買
収
、
売
り
渡
し
は
昭
和
二
十
二
年
三
月
か
ら
は
じ
ま 

り
、

二
十
七
年
九
月
ま
で
に
は
終
わ
っ
た
。

農
地
改
革
法
に
よ
っ
て
買
収
、
売
り
渡
し
た
本
町
の
実
情
は
次 

の
と
お
り
で
あ
る
。

な
お
こ
の
統
計
は
旧
霧
島
村
の
も
の 

で

あ 

る
。

こ
の
中
か
ら
現
在
の
霧
島
町
の
分
だ
け
抜
き
出
し
て
集
計
す 

る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
そ
の
ま
ま
掲
げ
る
。 

買

収
 

農

地

面

績
 

五

九

四•

五
め 

件
数
に
し
て
七
六
五

件

売
り
渡
し
農
地
面
績 

五
九
三
・
八
。 

件
数
に
し
て
二
九
九 

六
件

農

地

法

は

昭

和

二

十

七

年(

一
九
五
二)

、

農 

農
地
法
改
正

地
改
革
が
一
段
落
し
た
時
点
で
、
そ
の
成
果
を 

維
持
す
る
た
め
、
自
作
農
創
設
特
別
措
置
法
、
農
地
調
整
法
お
よ 

び
譲
渡
令
を
一
本
化
し
て
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

法
の
目
的 

は
、
耕
作
者
の
農
地
の
取
得
を
促
進
し
、
農
地
の
効
率
的
な
利
用 

を
図
り
、
耕
作
者
の
経
営
基
盤
の
安
定
を
目
指
し
て
い
る
。

こ
の 

目
的
達
成
の
た
め
に
、
さ
ら
に
農
地
利
用
増
進
法
、
特
定
農
地
貸 

付
に
関
す
る
農
地
法
の
特
例
に
関
す
る
法
律
が
制
定
さ
れ
、
農
業 

委
員
会
の
機
能
は
一
層
強
化
さ
れ
た
。

ま
た
農
地
銀
行
の
体
制
整 

備
に
よ
る
活
動
も
本
法
の
目
的
達
成
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
っ 

た
。
耕
作
者
の
農
地
の
有
効
利
用
義
務
と
権
利
保
護
は
農
業
会
の 

使
命
で
あ
っ
た
。
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農
業
委
員
会
の
制
度
は
、
昭

和

二

十

六

年(

一
 

農
業
委
員
会

九
五
一)

に
こ
れ
ま
で
の
農
地
委
員
会
と
、
農 

業
調
整
委
員
会
お
よ
び
農
業
改
良
委
員
会
の
三
つ
の
行
政
委
員
会 

を
統
合
し
て
発
足
し
た
。

そ
の
当
時
は
、
 

一
町
村
一
委
員
会
の
割 

合
で
約
一
万
一
〇
〇
〇
程
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
町
村
合
併
が
急
速 

に
進
み
、
現
在
で
は
全
国
で
三
二
八
〇
委
員
会
で
あ
る
。
 

農
業
委
員
会
は
、
戦
後
の
国
政
の
中
で
最
も
重
要
な
政
策
で
あ 

っ
た
農
地
改
革
事
業
の
完
遂
と
、
食
糧
供
出
の
割
り
当
て
と
い
う 

二
つ
の
大
き
な
農
政
を
担
当
し
て
、
農
政
の
民
主
化
と
い
う
点
で 

果
た
し
た
役
割
は
大
き
な
も
の
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
独
立
農
政
に
よ
っ
て
農
業
の
振
興
を
図
り
、
経
済
自 

立
の
基
盤
を
確
立
す
る
た
め
の
農
業
団
体
を
設
立
す
べ
き
だ
と
い 

う
声
が
大
き
く
な
り
、
賛
否
両
論
の
激
し
い
論
議
が
続
い
た
。
農 

業
団
体
再
編
成
と
い
わ
れ
た
の
が
こ
れ
で
あ
る
。
結
果
と
し
て
、
 

昭

和

二

十

九

年(

一
九
五
四)

農
業
委
員
会
法
が
改
正
さ
れ
、
農 

業
委
員
会
の
系
統
組
織
と
し
て
、
国
と
県
に
全
国
農
業
会
議
所
と 

都
道
府
県
農
業
会
議
が
設
け
ら
れ
た
。

そ
の
後
、
農
村
を
と
り
ま 

く
環
境
は
食
糧
需
給
制
度
や
、
町
村
合
併
な
ど
農
家
経
済
政
策
も 

農
民
に
と
っ
て
好
ま
し
か
ら
ぬ
方
向
を
た
ど
っ
て
き
た
た
め
、
再 

度
法
律
の
改
正
が
必
要
と
な
り
、
昭

和

三

十

二

年(

一
九
五
七)

に
、
改
正
法
が
成
立
、
農
業
委
員
会
法
、
農
地
法
に
基
づ
い
て
、
 

農
業
と
農
家
の
利
益
代
表
機
関
と
し
て
、
新
し
い
農
業
委
員
会
が 

発
足
し
た
。
農
業
委
員
会
は
、
農
地
の
有
効
利
用
、
農
業
経
営
の 

近
代
化
、
自
立
経
営
農
家
の
育
成
な
ど
幅
広
い
活
動
を
続
け
て
き 

た
。ま

た
、
 

終
戦
直
後
の
混
乱
と
食
糧
難
の
中
で
、
占
領
政
策
に
よ 

る
農
地
改
革
と
食
糧
確
保
の
た
め
の
供
出
の
割
り
当
て
と
い
う
至 

難
な
業
務
を
遂
行
し
た
農
業
委
員
の
歴
代
会
長
は
次
の
と
お
り
で 

あ
る
。

〔
会
長
名
〕

新
村 

親

志
(

昭
和
二
十
六
年
〜
同 

三
十
一
年
ま
で) 

宮
田 

四

男
(

同 

三
十
二
年
〜
同 

三
十
四
年
ま
で) 

新
村 

正
(

同 

三
十
五
年
〜
同 

三
十
七
年
ま
で) 

後
藤 

実
(

同 

三
十
八
年
〜
同 

四

十
 

年
ま
で) 

新
村 

正
(

同 

四
十
一
年
〜
同 

四
十
六
年
ま
で) 

後
庵 

純
(

同 

四
十
七
年
〜
同 

五
十
二
年
ま
で) 

中
馬 

親

盛
(

同 

五
十
三
年
〜
同 

五
十
八
年
ま
で) 

田
代 

正
(

同

五

十

九

年

〜

平

成

元

年

ま

で) 

海

老

原

貞

雄(

平
成
二
年
七
月
〜
現
在) 

〔
現

在

の

農

業

委

員(

平
成
二
年
七
月
〜
現
在)

〕

459



第四編現代の霧島町

公

選

委

員

鎌

田

光

男
 

小

川

光

男
 

上

村

明

夫
 

冷

水

光

盛
 

深

町

四

雄
 

上

村

孝

夫
 

今

村

芳

廣
 

本
田 

行 

海
老
原
貞
雄 

園

田

義

昭

議

会

代

表

木

野

田

正
 

修

行

利

徳
 

農

協

代

表

折

田
 

勇 

共
済
組
合
代
表 

森
原 

光
雄

食
糧
供
出
制 

度

と

増

産

昭

和

二

十

年(

一
九
四
五)

終
戦
後
の
農
地
改 

革
に
よ
っ
て
、
農
業
全
般
に
わ
た
り
戦
前
と
は

様
相
が
一
変
し
た
。
終
戦
当
時
を
含
め
、
 

そ
の
後
も
数
年
間
は
食 

糧
不
足
が
続
い
た
。

こ
の
状
態
に
対
応
す
る
た
め
に
食
糧
供
出
制 

度
が
決
め
ら
れ
、
米
•

麦
•

甘

語
•

雑
穀
な
ど
は
、
耕
作
面
積
に 

対
し
て
供
出
割
り
当
て
が
な
さ
れ
、
割
当
量
だ
け
は
必
ず
供
出
し 

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
、
耕
作
者
間
の
紛
争
が
生
ず
る
こ 

と
も
度
々
あ
っ
た
。
当
時
は
、
青
壮
年
層
に
農
業
で
自
立
し
よ
う 

と
す
る
者
も
多
か
っ
た
。
本
町
で
も
七
つ
の
自
主
的
な
生
産
グ
ル 

—
プ
が
結
成
さ
れ
、
主

食
•

蔬
菜
の
増
産
研
究
に
取
り
組
ん
だ
。
 

な
お
、
食
糧
増
産
体
制
を
確
立
す
る
た
め
に
、
霧
島
農
業
協
同
組 

合
が
組
織
さ
れ
、
食
糧
増
産
が
強
力
に
推
し
進
め
ら
れ
た
。

こ
の

結
果
、
 

食
糧
増
産
は
軌
道
に
の
っ
て
国
民
の
食
生
活
も
安
定
し
、
 

食
糧
の
統
制
も
次
第
に
緩
和
さ
れ
た
。
米
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四 

十
年
代
初
め
に
完
全
自
給
の
目
標
が
達
成
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
国 

民
の
食
生
活
の
変
化
に
よ
る
米
の
消
費
の
減
少
に
よ
り
、
米
の
過 

剰
が
問
題
に
な
り
、
減
反
政
策
の
必
要
に
迫
ら
れ
て
き
た
。 

農
業
基
本 

昭

和

三

十

六

年(

一
九
六
一)

に
農
業
基
本
法
が 

法
の
制
定 

制
定
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、
農
業
の
進
む
べ
き
方
向 

と
、
政
策
の
目
標
を
明
示
し
た
法
律
で
あ
る
。

わ
が
国
の
農
業
は 

永
い
歴
史
の
試
練
を
経
て
、

国
民
の
食
糧
の
供
給
、
資
源
の
有
効 

利
用
、
国
土
保
全
、
国
内
市
場
の
拡
大
な
ど
国
民
生
活
の
安
定
に 

寄
与
し
て
き
た
。
農
業
従
事
者
は
、
幾
多
の
困
苦
に
堪
え
つ
つ
地 

域
社
会
の
重
要
な
形
成
者
と
し
て
の
使
命
を
全
う
し
て
き
た
が
、
 

経
済
の
著
し
い
発
展
に
伴
い
、
農
業
従
事
者
と
他
の
産
業
従
事
者 

と
の
生
活
水
準
の
格
差
が
拡
大
し
つ
つ
あ
る
一
方
、
農
産
物
の
消 

費
構
造
に
も
変
化
が
起
こ
り
、
他
の
産
業
へ
の
労
働
力
の
移
動
現 

象
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
事
態
に
対
処
す
る 

た
め
に
、
経

済

的•

社
会
的
制
約
に
よ
る
不
利
を
補
正
し
、
農
業 

の
近
代
化
と
合
理
化
を
図
り
、
農
業
従
事
者
が
他
の
国
民
各
層
と 

均
衡
す
る
健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
営
む
こ
と
を
理
念
と
す
る
も 

の
で
あ
る
。
農
業
基
本
法
施
行
以
後
も
、
農
村
を
と
り
ま
く
諸
情
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勢
は
き
び
し
い
環
境
の
中
で
国
際
化
の
進
展
、
農
産
物
の
過
剰
基 

調
、
 

高
齢
化
、
過
疎
化•

消
費
者-
ー
ー
ズ
の
多
様
化
な
ど
、
こ
れ 

ま
で
に
な
い
変
化
の
中
で
霧
島
町
の
農
業
も
模
索
と
努
力
が
続
け 

ら
れ
て
い
る
。

農
村
三
作
運
動

昭
和
三
十
八
年(

一
九
六
三)

、
農
村
三
作 

運
動
が
県
の
提
唱
に
よ
り
始
ま
っ
た
。
こ
の

運
動
は
、
農
家
が
明
る
い
豊
か
な
楽
し
い
生
活
を
築
き
上
げ
る
こ

と
を
最
終
目
標
と
し
て
、
「仲
間
づ
く
り
」
、
質
の
良
い
「物
づ
く 

り
」
、
住
み
よ
い
働
き
よ
い
「環
境
づ
く
り
」
の
三
つ
を
内
容
と 

し
て
い
る
。

仲
間
づ
く
り
一
人
ひ
と
り
の
学
習
や
活
動
だ
け
で
は
新
し
い 

安
定
し
た
農
業
経
営
を
確
立
す
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
る
の
で
、
 

共
同
学
習
と
実
践
活
動
を
と
お
し
て
新
し
い
農
業
者
と
し
て
の
技 

術
や
意
識
を
高
め
合
い
、
主
産
地
形
成
の
に
な
い
手
と
な
る
。
 

物
づ
く
り
単
な
る
換
金
作
物
で
は
な
く
、
商
品
作
物
と
し
て 

売
れ
る
条
件
を
備
え
た
農
産
物
の
生
産
を
目
標
に
、
大
量
生
産
、
 

大
量
取
引
の
流
通
体
制
を
確
立
す
る
。

環
境

づ
く
り 

生
活
の
基
盤
で
あ
る
家
庭
で
、

一
人
ひ
と
り
の 

意
見
や
立
場
が
尊
重
さ
れ
、
 

ま
た
農
村
の
人
間
関
係
が
明
る
い
雰 

囲
気
に
包
ま
れ
、
健
康
で
楽
し
い
文
化
的
な
生
活
が
営
め
る
よ
う

な
環
境
を
、
総
合
的
に
す
す
め
て
ゆ
く
。

本
町
で
は
こ
の
趣
旨
に
沿
っ
て
、
昭
和
四
十
年(

一
九
六
五) 

か
ら
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
、
従
来
の
総
合
共
進
会
を
「
三
作
運
動 

推
進
大
会
」
に
切
り
替
え
、
こ
の
運
動
に
功
労
の
あ
っ
た
人
た
ち 

を
表
彰
し
た
り
、
講
演
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
こ
の
運
動
を
推
進 

し
た
。
昭
和
四
十
一
年(

一
九
六
六)

の
三
作
運
動
の
推
進
方
針 

は
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

農
業
者
の
自
立
意
欲
の
向
上
、
後
継
者
の
育
成
、
機
能
集
団
の 

活
動
強
化
、
経
営
の
父
子
関
係
の
近
代
化
、
農
業
者
の
主
体
性
の 

確
立
と
推
進
体
制
の
強
化
、
こ
れ
を
基
軸
に
し
て
、
仲

間•

物
• 

環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
生
産
基
盤
の
整
備
や
規
模
拡
大
の
推 

進
を
図
り
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
、
市
場
競
争
力
の
あ
る
農 

業
の
確
立
に
取
り
組
ん
だ
。

農
業
構
造
改
善 

農
業
構
造
改
善
事
業
は
昭
和
三
十
一(

一
九 

事

業

の

推

移
 

五
六)

年
度
か
ら
発
足
し
た
。
本
町
に
お
い 

て
も
、
昭
和
三
十
二(

一
九
五
七)

年
度
を
基
本
年
度
と
し
て
、
 

農
山
漁
村
振
興
特
別
助
成
事
業
に
取
り
組
ん
だ
。
こ
れ
は
適
地
適 

産
を
基
調
と
し
た
農
山
漁
村
の
振
興
に
関
す
る
計
画
の
樹
立
お
よ 

び
事
業
の
実
施
を
総
合
的
に
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
農
林
業
の 

経
営
の
安
定
と
農
山
村
の
生
活
向
上
を
図
る
ね
ら
い
で
昭
和
三
十

467



第四編現代の霧島町

六
年
度
の
五
か
年
継
続
事
業
で
実
施
し
て
い
る
。 

昭

和

三

十

六(

一
九
六
一)

年
度
か
ら
同
四
十
六(

一
九
七
一) 

年
度
が
完
了
年
度
で
あ
る
第
一
次
農
業
構
造
改
善
事
業
を
、
鹿
児 

島
県
下
延
べ
八
六
地
区
で
実
施
し
て
い
る
。
本
町
に
お
い
て
も
四 

十

二
(

一
九
六
七)

年
度
計
画
予
備
地
域
と
し
て
、
水
田
の
大
型 

圃

場

整

備
(

前
田
地
区)

事
業
を
推
進
す
る
計
画
策
定
作
業
に
取 

り
組
ん
だ
経
緯
も
あ
る
が
、
受
益
者
の
理
解
と
協
力
が
得
ら
れ
ず 

に
途
中
で
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

昭

和

四

十

四(

一
九
六
九)

年
度
か
ら
同
五
十
六(

一
九
八
一) 

年
度
を
完
了
年
度
と
す
る
第
二
次
農
業
構
造
改
善
事
業
が
鹿
児
島 

県
下
延
べ
四
六
地
区
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
本
町
は
未
実 

施
で
あ
る
。

昭

和

五

十

三(

一
九
七
八)

年
度
か
ら
同
五
十
八(

一
九
八
三) 

年
度
に
か
け
て
新
農
業
構
造
改
善
事
業
が
前
期
対
策
と
し
て
実
施 

さ
れ
、

こ
の
対
策
の
中
で
本
町
で
は
、
農
村
地
域
農
業
構
造
改
善 

事
業
、
自
然
活
用
型
緑
の
村
整
備
事
業
を

五
十
四(

一
九
七
九) 

年

度

か

ら

五

十

六(

一
九
八
一)

年
度
の
三
か
年
継
続
事
業
を
も 

っ
て
緑
の
村
野
外
運
動
緑
地
広
場
、
自
然
環
境
活
用
セ
ン
タ
ー
、
 

農

用

地

造

成(

柿
園)

育
苗
ハ
ウ
ス
等
を
整
備
し
た
。
新
農
構
の 

前
期
対
策
に
は
、
地
区
再
編
、
広
域
農
業
、
特
定
地
区
農
業
構
造

改
善
事
業
が
あ
る
。

昭

和

五

十

八(

一
九
八
三)

年
度
か
ら
新
農
業
構
造
改
善
事
業 

の
後
期
対
策
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
農
業
構
造
改
善
事
業
が
実
施 

さ

れ

て

い

る

が

、
農
林
水
産
省
で
は
新
農
業
構
造
改
善
事
業
の 

(

後
期
対
策)

次
期
対
策
と
し
て
、
平

成

二
(

一
九
九
〇)

年
度 

か
ら
農
業
農
村
活
性
化
農
業
構
造
改
善
事
業
を
発
足
さ
せ
る
こ
と 

に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
地
域
の
立
地
条
件
に
即
し
た
方
向
で
農 

村
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
地

域

リ

ー

ダ

ー•

プ
ロ
農
業
者
な
ど 

の
人
づ
く
り
や
、
地
域
リ
ー
ダ
ー
を
核
と
し
た
組
織
づ
く
り
の
推 

進

、
土
地
基
盤
整
備
お
よ
び
農
業
近
代
化
施
設
等
農
業
生
産
条
件 

の
整
備
、
集
落
環
境
条
件
の
改
善
な
ど
を
総
合
的
に
実
施
す
る
事 

業
で
あ
る
。
本
町
に
お
い
て
も
近
い
将
来
、

こ
の
農
業
農
村
活
性 

化
農
業
構
造
改
善
事
業
の
計
画
策
定
お
よ
び
実
施
に
向
け
て
、
推 

進
体
制
を
整
備
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
る
。

米

の

生

産

調

整(

水

△

水
田
農
業V

水
田
は
わ
が
国
農
業 

田
農
業
確
立
対
策)

生
産
の
基
幹
的
な
生
産
基
盤
で
あ
り
、
 

高
い
生
産
力
を
有
し
て
い
る
と
と
も
に
、
連
作
障
害
を
回
避
す
る 

う
え
で
も
有
効
な
農
業
で
あ
る
。

ま
た
水
田
は
、
治
山
治
水
等
の 

国
土
保
全
の
上
か
ら
も
、
森
林
と
並
ん
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し 

て
い
る
。
わ
が
国
の
農
業
は
二
〇
〇
〇
年
来
、

こ
の
水
田
に
よ
る
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稲
作
を
中
心
に
展
開
さ
れ
て
き
て
お
り
、
 

稲
作
経
営
の
安
定
と
米 

自
給
の
確
保
が
日
本
民
族
に
と
っ
て
最
大
の
課
題
で
あ
っ
た
。 

八
米
の
需
給V
 

米

は

昭

和

四

十(

一
九
六
五)

年
代
初
め
に
完 

全
自
給
と
い
う
目
標
が
よ
う
や
く
達
成
さ
れ
、
 

さ
ら
に
生
産
力
が 

需
要
を
上
回
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
し
て
、
消
費
の
減
少
な
ど
に 

よ
り
米
の
過
剰
が
問
題
と
さ
れ
、
米
の
消
費
拡
大
の
た
め
の
努
力 

が
な
さ
れ
て
き
た
も
の
の
、
消
費
は
引
き
続
き
減
少
の
傾
向
に
あ 

る
。

ま
た
稲
作
生
産
技
術
の
向
上
や
基
盤
整
備
の
進
展
な
ど
に
よ 

り
潜
在
生
産
力
が
一
層
高
く
な
っ
た
た
め
、
米
の
潜
在
的
な
需
給 

ギ
ャ
ッ
ブ
は
引
き
続
き
拡
大
し
て
い
る
の
が
実
情
で
あ
る
。

つ
ま 

り
、
今
後
は

、
従
来
以
上
に
米
の
需
給
調
整
が
必
要
と
な
っ
て
い 

る
。

そ
こ
で
米
の
生
産
調
整
の
実
施
経
過
を
た
ど
っ
て
み
る
。
 

。
昭

和

四

十

六

年(

一
九
七
一)

か
ら
、
米
の
生
産
調
整
が
実
施 

さ
れ
た
。

こ
れ
は
、
同

五

十
(

一
九
七
五)

年
度
ま
で
を
稲
作
転 

換
対
策
と
し
て
、
転
作
に
重
点
を
置
い
た
が
、
同

四

十

八
(

一
九 

七
三)

年
度
ま
で
は
休
耕
田
も
対
象
に
し
た
。

同
五
十
年
度
に
全 

国
で
実
施
さ
れ
た
転
作
面
積
は
二
六
万
四
〇
〇O
3

で
あ
り
、
本 

町
は
四
〇
J;
の
転
作
、
生
産
調
整
が
行
わ
れ
た
。
 

。
昭

和

五

十

一(

一
九
七
六)

年
度
か
ら
同
五
十
二
年
度
に
お
い 

て
は
、
食
用
農
産
物
の
自
給
力
向
上
の
た
め
の
水
田
の
生
産
調
整

が
実
施
さ
れ
た
。

五

十

二
(

一
九
七
七)

年
度
の
本
町
の
転
作
に 

よ
る
生
産
調
整
は
四
六
め
で
あ
っ
た
。

水
田
利
用
再
編
対
策
と
し
て
昭
和
五
十
三
年
度
か
ら
同
六
十
一 

年
度
の
九
年
間
、
一
期
三
か
年
を
数
期
に
分
け
て
長
期
的
、
構
造
的 

な
視
点
か
ら
生
産
構
造
の
再
編
を
目
的
に
転
作
が
実
施
さ
れ
、
昭 

和
六
十
一
年
度
本
町
で
は
六
六
む
と
い
う
転
作
を
行
っ
た
。
 

昭
和
六
十
二(

一
九
ハ
七)

年
度
か
ら
、
水
田
農
業
確
立
対
策
と 

し
て
、
水
田
作
物
の
生
産
性
の
向
上
と
地
域
輪
作
農
法
の
確
立
お 

よ
び
米
の
計
画
生
産
を
行
政
と
生
産
者
団
体
と
が
一
体
に
な
っ
て 

推
進
。

こ

れ

は

前

期

三

か

年(

昭
和
六
十
二
年
度
か
ら
平
成
元
年 

度
ま
で)

、
後

期

三

か

年(

平
成
二
年
度
か
ら
平
成
四
年
度
ま
で) 

に
分
け
て
、
転
作
面
積
が
固
定
さ
れ
て
割
り
当
て
ら
れ
、
本
町
で 

は
、
前
期
に
六
六
む
の
転
作
が
実
施
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
引
き
続
き 

平
成
二
年
度
か
ら
の
後
期
対
策
で
転
作
割
当
面
積
は
強
化
さ
れ
る 

一
方
、
そ
の
面
積
は
固
定
さ
れ
た
。

そ
れ
は
、
七
二
爲
で
、

こ
の 

割
当
目
標
面
積
を
行
政
と
生
産
者
団
体
と
が
一
体
と
な
っ
て
達
成 

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
現
状
で
あ
り
、
長
期
的
な
観
点
か
ら
農
業 

の
将
来
を
見
通
し
て
生
産
構
造
を
転
換
し
て
い
く
対
策
で
あ
る
。 

。
水
田
農
業
確
立
対
策
に
よ
る
転
作
の
助
成
補
助
金
は
次
の
表
の 

と
お
り
。
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助成補助金の体系と水準（平成2〜4年度）

単 価（千円/10 a）

区 分
基本額

加 算 額

生産性向上加算 地域営農加算

一 般 作 物

そば•飼料作物•大豆•花き等

13 26 （スーパー加算）

20

10（県の特認）

10

永年性 作 物 等 

果樹•転換畑•林地等

19 26 （スーパー加算）

20

10（県の特認）

10

特 例 作 物

野菜•タバコ等

4 5

5 （県の特認）

10

水 田 預 託 4 ―
-

土地改良通年施行 4 —
-

自 己 保 全管理 4

担永年性作物等については助成金の交付期間が定められている。

農

業

長W

地

域

の

農

業

振

興

地

域

に

関

す

る

法

律(

昭
和 

整

備

に

関

す

る

法

律

四

十

四

年(

一
九
六
九)

法
律
第
五
十 

八
号
。
以

下

「
法
」
と
い
う
。)

が
第
六
十
一
回
国
会
に
お
い
て 

成
立
し
、
九
月
二
十
七
日
付
け
で
施
行
さ
れ
た
。
 

近
年
に
お
け
る
国
民
経
済
の
高
度
成
長
に
よ
り
地
域
の
社
会
経 

済
情
勢
は
著
し
い
変
ぼ
う
を
遂
げ
つ
つ
あ
り
、
と
く
に
都
市
へ
の 

人
口
集
中
と
工
業
開
発
お
よ
び
交
通
網
の
整
備
の
進
展
に
伴
っ 

て
、
農
地
の
無
秩
序
な
か
い
廃
、
土
地
利
用
度
の
低
下
、
農
業
経 

営
の
粗
放
化
な
ど
の
事
態
が
、
都
市
周
辺
だ
け
で
な
く
、
次
第
に 

農
村
地
域
に
も
波
及
し
て
い
く
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

国
は
、
従
来 

か
ら
地
域
の
実
態
に
応
じ
た
農
業
施
策
の
推
進
に
努
め
て
き
た 

が

、
農
政
の
基
本
目
標
で
あ
る
需
要
の
動
向
に
即
応
し
た
農
産
物 

の
安
定
供
給
お
よ
び
生
産
性
の
高
い
農
業
経
営
の
育
成
を
実
現
す 

る
た
め
に
、
農
業
の
振
興
を
図
る
べ
き
地
域
を
明
ら
か
に
し
、
土 

地
の
有
効
利
用
と
農
業
の
近
代
化
の
た
め
の
措
置
を
計
画
的
に
推 

進
す
る
必
要
が
あ
る
。

つ
ま
り
、
各
地
域
の
実
情
に
応
じ
、
国
土 

の
合
理
的
利
用
の
観
点
か
ら
土
地
の
計
画
的
利
用
、
農
業
生
産
基 

盤
の
整
備
お
よ
び
開
発
、
農
地
保
有
の
合
理
化
な
ど
、
農
業
の
健 

全
な
発
展
を
図
る
た
め
総
合
的
な
計
画
を
推
進
す
る
こ
と
に
な
っ 

て
い
る
。
市
町
村
は
こ
の
法
律
に
基
づ
き
、
整
備
計
画
を
策
定
す
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る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
 

こ
こ
で
霧
島
町
の
農
業
振
興
地
域
整 

備
計
画
策
定
経
緯
を
た
ど
っ
て
み
よ
う
。

市
町
村
整
備
計
画
は
、
農
業
振
興
地
域
に
お
け
る
農
業
振
興
の 

方
向
を
明
ら
か
に
し
、
こ
れ
に
即
し
て
次
の
計
画
事
項
で
策
定
し 

た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、①

農
用
地
利
用
計
画
、②

農
業
生 

産
基
盤
の
整
備
開
発
計
画
、③

農
地
等
の
権
利
取
得
の
円
滑
化
計 

画
、④

農
業
近
代
化
施
設
の
整
備
計
画
等
の
内
容
を
ふ
ま
え
て
、
 

昭
和
四
十
五(

一
九
七
〇)

年
度
に
一
般
管
理
地
域
指
定
を
受 

け
、
同
年
度
に
整
備
計
画
の
策
定
を
す
る
。
整
備
計
画
策
定
後
、
 

六
か
年
経
過
し
て
い
た
が
、
こ
の
間
、
経
済
事
情
の
変
動
、
そ
の 

他
情
勢
の
推
移
に
よ
り
、
市
町
村
整
備
計
画
の
再
検
討
を
す
る
必 

要
に
迫
ら
れ
、
こ
れ
の
変
更
計
画
の
た
め
昭
和
五
十
一(

一
九
七 

六)

年
度
特
別
管
理
地
域
と
し
て
指
定
を
受
け
、
同
年
度
に
整
備 

計
画
策
定
見
直
し
を
す
る
。
そ
の
後
に
お
け
る
経
済
的
社
会
的
情 

勢
は
急
速
に
変
化
し
つ
つ
あ
り
、
都
市
機
能
の
地
方
へ
の
分
散
、
 

余
暇
時
間
の
増
大
な
ど
を
背
景
と
し
た
、
宅
地
、
レ
ジ
ャ
ー
施
設 

用
地
な
ど
の
多
様
な
非
農
業
的
土
地
需
要
が
生
じ
て
い
る
。
こ
の 

た
め
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
農
村
地
域
活
性
化
の
た
め
土
地
利
用 

調
整
の
一
層
の
円
滑
化
を
図
る
必
要
が
あ
っ
た
。
昭
和
六
十
二 

(

一
九
八
七)

年
度
か
ら
新
た
に
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
農
業

農
村
振
興
総
合
対
策(

地
域
活
性
型)

の
地
域
指
定
を
受
け
、
同 

年
度
に
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
実
効
性
を
確
保
す
る
観
点
か 

ら
、
こ
の
計
画
を
総
合
的
に
再
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
平
成 

二
(

一
九
九
〇)

年
度
に
新
た
な
市
町
村
整
備
計
画
を
策
定
し
、
 

農
業
お
よ
び
農
村
の
総
合
的
な
振
興
並
び
に
整
備
の
方
向
を
明
ら 

か
に
し
た
。二

農
業
生
産
の
実
状

㈠

立
地
条
件

本
町
の
農
業
は
標
高
二
四
。
〜
五
〇
〇
新
の
と
こ
ろ
に
耕
地
が 

分
布
し
、
北
部
の
山
ろ
く
丘
陵
地
帯
と
南
部
の
畑
地
帯
に
二
分
さ 

れ
、
町
の
中
央
を
貫
流
す
る
霧
島
川
水
系
を
利
用
す
る
流
域
に
水 

田
が
展
開
し
て
い
る
。

㈡

気
象
条
件

気
象
は
年
間
平
均
気
温
一
五•

二
度
、
年
間
降
雨
量
一
九
六
三 

爲
で
、
山
間
部
は
降
雨
量
が
比
較
的
多
い
、
初
霜
は
十
月
中
旬
で 

降
霜
期
間
も
一
七
〇
日
と
長
期
間
で
あ
る
。
冬
季
の
木
枯
ら
し
も 

作
物
に
寒
害
を
与
え
、
ま
た
春
先
の
晩
霜
も
、
茶
•

桑
•

葉
タ
バ
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コ
等
に
被
害
を
与
え
て
い
る
。

㈢

土
壌
、
水
利
状
況

耕
地
面
積
は
六
二
四
お
。

こ
の
う
ち
水
田
二
五
四◎

、
畑
二
二 

九
む
、
樹
園
地
九
六
露
、
草
地
四
五◎

で
、
霧
島
火
山
系
の
生
産 

性
が
極
め
て
低
い
火
山
灰
土
壌
が
分
布
し
、
地
質
は
か
な
り
複
雑 

で
あ
る
。

一
方
、
水

田

の

水

系

河

川

は

霧

島

川

を

主

流

に

永

池 

川
•

狭

名

田

川•

手

籠

川•

郡
田
川
の
四
つ
の
支
流
か
ら
の
水
利 

に
よ
り
水
稲
作
が
行
わ
れ
て
い
る
。

㈣

産
業
経
済
の
動
向

産
業
構
成
か
ら
み
る
と
、
農

家

戸

数

は

昭

和

五

十

五(

一
九
八 

〇)

年
度
の
一 0

0
0

戸
か
ら
、
 

同

六

十
(

一
九
八
五)

年
度
に 

は
九O

八

戸
(

九
〇
・
八
聲)

に
減
少
し
て
い
る
。

ま
た
平
成
元 

年
度
に
お
い
て
も
若
干
の
減
少
が
み
ら
れ
る
。
農
林
業
が
地
域
の 

基

幹

産

業

と

し

て

位

置

づ

け

ら

れ

て

い

る

が

、
就
業
構
造
は
第 

二
•

三

次

産

業

へ

の

移

行

が

強

く

な

っ

て

い

る

。
専
業
農
家
、
 

第
一
種
兼
業
農
家
と
も
に
、
近
年
減
少
し
つ
つ
あ
ー
り
、
反
面
第
二 

種
兼
業
農
家
が
増
加
し
て
、
階
層
分
化
が
進
行
し
て
い
る
現
状
で 

あ
る
。

一
農
家
当
た
り
の
経
営
面
積
は
平
均
六
一 
•

八
一
：

T

で
、
経

営
規
模
は
極
め
て
零
細
で
あ
る
が
、
 

土
地
利
用
の
高
度
化
と
有
効 

利
用
に
よ
る
農
業
の
生
産
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

一
方
、
農
家
戸 

数
の
減
少
に
伴
い
、
農
業
就
業
者
も
減
少
の
傾
向
に
あ
り
、
 

高
齢 

化
や
農
業
後
継
者
の
不
足
な
ど
に
よ
り
担
い
手
農
家
の
質
的
低
下 

が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
、
高
齢
者
や
、
主
婦
農
業
者
の
組 

織

活

動

の

育

成
を

図
り
な
が
ら

農
業
の
振
興
を

図
る
必
要
が

あ 

る
。

㈤

農
畜
産
物
の
市
場
条
件

農
畜
産
物
の
集
出
荷
販
売
主
要
品
目
は
、
米
•

甘
語
と
露
地
野 

菜
(

キ

ャ

ベ

ッ•

大

根
•

白
菜)

、

施

設

野

菜
(

イ

チ

ゴ•

ス
イ 

カ
•

ト

マ

ト•

大
根)

、
そ
れ
に
繭
、
茶

、
果
樹
類
、
花
卉
類
、
肉 

用
牛(

子
牛)
•

肥
育
牛
、
子

豚
•

肥
育
豚
、
牛

乳

な

ど

が

集

出
 

荷

、
販
売
さ
れ
て
い
る
。
農
産
物
で
は
始
良
東
部
公
設
地
方
卸
売 

市

場
(

国
分
市)

、
加

治

木•

鹿
児
島
市
場
へ
、
県
外
で
は
都
城
市 

場
へ
そ
れ
ぞ
れ
の
農
産
物
が
出
荷
さ
れ
る
。
畜
産
物
で
は
肉
用
牛 

が

中

央

家

畜

市

場(

隼
人
町
日
当
山)

へ
、
豚
な
ど
が
南
九
州
畜 

産

興

業
(

末
吉
町)

へ
、
牛
乳
が
明
治
乳
業
加
治
木
工
場
へ
と
出 

荷
さ
れ
て
い
る
。
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昭

和

十

四

年(

一
九
三
九)

こ
ろ
主
要
食
糧
管 

水 

稲

理
制
が
定
め
ら
れ
て
、
地
主
の
保
有
米
を
認
め 

小

作

料

が

金

納

制

に

な

っ

た

。

同

十

六

年(

一
九
四
一)

、
太
平 

洋
戦
争
の
拡
大
に
よ
り
、
若
い
働
き
盛
り
の
男
性
た
ち
は
ほ
と
ん 

ど
戦
場
に
召
集
さ
れ
、
農

業

は

働

き

手

の

不

足

、
肥

料
•

農
機 

具
•

生
産
資
材
の
不
足
な
ど
の
悪
条
件
が
重
な
り
、
生
産
量
は
著 

し
く
低
下
し
、
 

米
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
。

い

き

お

い

食

糧

は 

き
び
し
い
統
制
の
も
と
に
お
か
れ
、
国
民
は
食
糧
不
足
に
苦
し
ん 

だ
。

こ
う
し
た
苦
難
の
渦
中
を
、
た
く
ま
し
い
努
力
と
生
産
意
欲 

の
向
上
、
生

産

技

術

の

開

発(

優
良
品
種
の
導
入
、
高
度
化
学
肥 

料
の
使
用
、
農
薬
の
進
歩
、
栽
培
技
術
の
改
善)

な
ど
に
よ
り
、
 

単
収
向
上
が
図
ら
れ
た
。

昭
和
三
十
年
こ
ろ
か
ら
、
水
稲
早
期
栽
培
が
導
入
さ
れ
、
栽
培 

面
積
も
一
五
む
前
後
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
た
。

ま
た
水
稲
早
期
栽 

培
か
ら
、
水
稲
直
ま
き
栽
培
が
、
同

三

十

六

年(

一
九
六
一)

こ 

ろ
か
ら
始
め
ら
れ
、
栽
培
技
術
の
研
究
、
優
良
品
種
の
導
入
、
除 

草
剤
の
適
期
使
用
な
ど
に
よ
っ
て
、
栽
培
が
省
力
化
さ
れ
た
。
直 

ま
き
で
も
あ
っ
た
が
、
栽

培

面

積

一

五

む

程

度

の

栽

培

で

終

わ 

り
、
栽
培
の
普
及
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
水
稲
作
は
栽
培
技
術
の 

進
歩
、
優
良
品
種
の
普
及
な
ど
改
善
が
図
ら
れ
た
結
果
、
生
産
性

向
上
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
同

四

十
(

一
九
六
五)

年
代
に 

な
る
と
完
全
自
給
と
な
り
、
そ
し
て
、
生
産
が
需
要
を
上
回
る
よ 

う
に
な
っ
た
。
米
の
消
費
減
少
と
と
も
に
生
産
過
剰
が
問
題
に
な 

っ
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
消
費
は
ま
す
ま
す
減
少
傾
向
を
た
ど
り
、
米
の
需
給 

調
整
を
図
る
必
要
に
迫
ら
れ
、
四
十
年
代
後
半
か
ら
、
稲
作
転
換 

対
策
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
経
過
は
前
述
の
と
お
り
で 

あ
る
。
と
も
か
く
、
水
稲
作
の
減
反
が
強
化
さ
れ
、
平
成
元
年
に 

な
っ
て
も
、
そ
の
生
産
調
整
は
継
続
さ
れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。 

本
町
の
同
二
年
度
の
水
稲
作
付
面
積
は
二
二
五
む
で
あ
り
、
品
種 

別
栽
培
面
積
で
は
コ
ガ
ネ
マ
サ
リ
が
一 

一
。
お
を
占
め
る
。

ま
た 

平
成
二
年
度
か
ら
導
入
し
た
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
は
六
五◎

、
そ
の
ほ
か 

コ
シ
ヒ
カ
リ•

ミ
ナ

ミ
ヒ

カ
リ•

水
稲
モ
チ
な
ど
が
五
〇◎

で
栽 

培
さ
れ
て
い
る
。

水

稲

作

も

水

田

農

業

確

立

対

策(

転
作)

の
強
化
に
よ
り
、

こ 

こ
数
年
作
付
面
積
も
減
少
の
傾
向
が
続
い
て
い
る
。
近

年

、
良
質 

•

良
食
味
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
り
、
品
種
転
換
や
栽
培
技
術
の 

向
上
な
ど
に
よ
る
良
質
米
生
産
の
促
進
な
ど
を
柱
と
し
た
う
ま
い 

米

、
売
れ
る
米
づ
く
り
運
動
が
展
開
さ
れ
て
、
自
主
流
通
米
比
率 

が
年
々
向
上
し
て
、
う

ま

い

米
づ

く

り

の

成

果
は

あ
が

っ
て

い
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る
。

こ
う
し
た
中
で
、
山
間
地
、
高
冷
地
な
ど
を
中
心
に
米
の
減 

農
薬
栽
培
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。

麦

麦
作
は
畑
作
を
中
心
に
栽
培
が
多
く
、

こ
れ
も
昭
和
三
十 

(

一
九
五
五)

年
代
前
半
の
三〇

〇

爲
余
り
の
作
付
け
を

ピ

ー

ク

に

し

て

同

四

十(

一
九
六
五)

年
代
の
高
度
経
済
成
長
期 

に
な
っ
て
か
ら
、
他
産
業
へ
の
就
業
、
労

働

力

の

流

出

も

あ

っ 

て
、
作
付
面
積
は
年
を
追
う
ご
と
に
目
立
っ
て
減
少
し
続
け
て
き 

た
。

同

五

十
(

一
九
七
五)

年
代
に
な
る
と
一
七0

か
ら
、

四
〜 

五
X;
に
減
少
し
て
い
る
。

さ
ら
に
同
六
十
年
か
ら
、
平
成
元
年
度 

に

か

け

て

は-
◎

未
満
の
作
付
け
、

つ
ま
り
、
麦
作
も
見
ら
れ
る 

と
い
っ
た
程
度
で
あ
る
。

甘
語
は
畑
作
の
輪
作
体
系
上
、
重
要
な
作
物
と 

甘 

語

し
て
、
ま
た
特
殊
土
壌
、
台
風
な
ど
特
殊
な
条 

件
下
で
も
栽
培
可
能
な
作
物
で
あ
り
、
南
九
州
を
中
心
と
し
た
畑 

作
農
業
の
基
幹
作
物
で
あ
り
定
着
し
て
い
る
。

し
か
し
、

こ
れ
も 

本

町

で

は

昭

和

三

十(

一
九
五
五)

年
代
の
前
半
を
ピ
ー
ク
に
し 

て
栽
培
面
積
が
減
少
し
て
い
る
。
原
料
用
甘
語
は
農
産
物
価
格
安 

定
法
に
基
づ
く
価
格
支
持
措
置
が
と
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら 

ず

、
昭

和

五

十
(

一
九
七
五)

年
代
に
な
っ
て
で
ん
粉
情
勢
の
悪 

化
で

、
甘
語
の
生
産
調
整
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
栽
培
面
積

は
極
端
に
減
少
、

で
ん
粉
原
料
用
甘
語
、
あ

る

い

は

粗

飼

料

対 

策

、
ま
た
防
災
畑
作
営
農
作
物
と
し
て
こ
こ
数
年
二
〇
む
内
外
と 

い
う
横
ば
い
に
推
移
し
て
い
る
現
状
で
あ
る
。

大
豆
は
夏
大
豆
を
主
体
に
栽
培
さ
れ
、
夏
季
の 

大 

豆

収
穫
作
業
は
大
変
な
労
力
を
要
し
な
が
ら
も
、
 

雑
穀
類
の
中
で
も
栄
養
価
値
の
高
い
作
物
と
し
て
農
家
に
重
宝
視 

さ
れ
て
自
給
自
足
を
中
心
に
し
て
栽
培
さ
れ
た
。

国
産
大
豆
は
輸 

入
大
豆
に
比
べ
、
 

味

、
 

歩
留
ま
り
、
 

成

分
(

タ
ン
パ
ク
質
含
量) 

の
面
で
需
要
者
の
評
価
が
高
く
、
豆
腐
、
油
揚
げ
、
味
噌

、
納
豆 

な
ど
が
主
な
用
途
。

こ

れ

も

昭

和

三

十(

一
九
五
五)

年
代
の
最 

盛
期
か
ら
農
業
情
勢
の
変
化
な
ど
に
よ
り
急
激
な
減
少
を
続
け
、
 

安
定
的
生
産
を
図
る
こ
と
は
畑
作
状
況
か
ら
み
て
も
望
め
ず
、
最 

近
の
栽
培
面
積
は
二̂

内
外
に
す
ぎ
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
 

粟

は

雑

穀

類

の

中
で

も

作

付

面

積
は

少
な

い

作

物
で

あ

粟

る
。

昭

和

二

十(

一
九
四
五)

〜

三

十
(

一
九
五
五)

年 

代
前
半
に
は
五
む
か
ら
六
む
自
家
用
と
し
て
作
付
け
さ
れ
、
食
用 

に
供
さ
れ
て
い
た
。

そ

の

後

社

会

経

済

情

勢

が

安

定

す

る

に

従 

い
、
労
力
の
配
分
、
収
益
性
な
ど
経
済
的
な
作
物
と
し
て
は
有
望 

視
さ
れ
て
お
ら
ず
、
次
第
に
減
少
し
て
き
た
。

そ
し
て
近
年
は
貴 

重
な
作
物
と
し
て
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
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町
内
に
は
古
く
か
ら
今
日
ま
で
、
粟
の
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い 

る
者
も
お
り
、
幸
い
に
し
て
、

一
〇O

年
に
一
回
巡
り
合
う
と
も 

い
わ

れ
て

い
る
新
嘗
祭
献
穀(

天
皇
が
十
一
月
二
十
三
日
に
そ
の 

新
穀
を
神
に
供
え
て
は
じ
め
て
食
べ
る
祭
り)

の
献
穀
粟
の
受
託 

を
し
、
精

粟

〇
•

九

黑
(

約
五
合)

を

平

成

元

年(

一
九
八
九) 

十
月
二
十
五
日
、
皇

居
(

賢
所
参
集
所)

の
献
穀
献
納
式
に
献
納 

者
•

加
治
木
満
男
夫
妻
が
持
参
し
た
。

こ
の
粟
の
品
種
名
は
サ
ル 

ノ
テ
ア
ワ
と
い
い
献
穀
者
へ
継
承
さ
れ
て
い
る
。

畑
作
農
業
で
は
、
甘
語
作
に
次
い
で
作
付
け
が 

そ 

ば

多
く
み
ら
れ
、
雑
穀
の
な
か
で
は
労
力
的
に
も 

省
力
化
さ
れ
て
栽
培
が
容
易
な
作
物
と
あ
っ
て
、

ほ
と
ん
ど
の
農 

家
が
自
家
食
用
と
し
て
作
付
け
し
て
い
る
。
余
剰
生
産
分
は
庭
先 

販
売
、
あ
る
い
は
農
協
へ
の
一
元
集
荷•

販
売
の
取
引
も
あ
る
。 

昭

和

四

十

六

年(

一
九
七
一)

か
ら
、
国
の
施
策
で
実
施
さ
れ
る 

よ
う
に
な
っ
た
、
米
の
生
産
調
整
に
よ
る
稲
作
転
作
物
と
し
て
も 

多
く
の
そ
ば
が
転
作
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
も
転
作
制
度
を
有
効
に 

利
用
推
進
で
き
る
有
望
作
物
で
も
あ
る
。
平
成
元
年
産
の
作
付
面 

積
は
二
〇
伤
程
度
。

そ
ば
は
健
康
食
品
志
向
の
時
代
に
合
っ
た
農 

産
物
と
し
て
、
今
後
い
つ
ま
で
も
、
農
家
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
作 

物
で
は
な
か
ろ
う
か
。

野

菜

類
は

畑

作

の

露

地

野

菜(

キ

ヤ

ベ

ツ•

レ 

そ
さ
い
園
芸

タ

ス•

白

菜
•

大

根
•

ニ
ン
ジ
ン
な
ど)

は
畑 

作
主
体
に
栽
培
な
さ
れ
て
い
る
が
、

レ
タ
ス
類
だ
け
は
水
田
に
多 

く
栽
培
し
て
、
土
地
利
用
の
高
度
化
が
図
ら
れ
て
い
る
。
畑
作
を 

主
体
と
す
る
露
地
野
菜
は
南
部
の
畑
台
地
を
中
心
に
し
て
生
産
の 

団
地
化
が
図
ら
れ
、
地
域
農
業
振
興
の
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
。 

昭

和

三

十(

一
九
五
五)

年
代
は
八
〇0

以
上
の
露
地
野
菜
類
が 

作
付
け
さ
れ
、
そ
さ
い
園
芸
の
産
地
形
成
と
名
柄
の
確
立 

に
よ 

り
、
鹿

児

島•

加

治

木•

隼
人
の
青
果
市
場
へ
出
荷
さ
れ
、
霧
島 

の
高
原
野
菜
と
し
て
県
内
外
に
広
く
名
声
を
博
し
販
路
拡
大
に
つ 

な
が
っ
て
い
た
。

そ
の
後
、
昭

和

四

十
(

一
九
六
五)

年
代
の
経
済
高
度
成
長
期 

に
入
る
と
農
業
情
勢
の
流
動
化
と
と
も
に
農
業
も
若
年
労
働
力
の 

農
外
流
出
と
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
園
芸 

も
産
地
間
競
争
が
ま
す
ま
す
激
し
く
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
な
か 

で
不
安
定
な
価
格
変
動
と
と
も
に
露
地
野
菜
も
生
産
団
地
化
へ
と 

移
行
し
た
。

町
内
の
野
菜
農
家
も
こ
の
こ
ろ
か
ら
減
少
す
る
傾
向 

が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
昭

和

四

十

五(

一
九
七
〇)

年 

度
は
園
芸
生
産
流
通
安
定
対
策
事
業
に
伴
う
産
地
指
定
と
し
て
、
 

ス
イ
カ
の
産
地
指
定
を
受
け
た
。
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レタス栽培（炉田）

昭

和

五

十

三
 

(

一
九
七
八)

年 

度
に
は
キ
ャ
ベ
ツ 

の
計
画
的
な
生
産 

出
荷
が
で
き
る
産 

地
と
し
て
、
夏
秋 

キ
ャ
ベ
ツ
が
国
の 

産
地
指
定
を
受
け 

る
ま
で
の
生
産
量 

を
確
保
で
き
る
産 

地
化
を
形
成
し
た 

時

期

で

も

あ

っ 

た
。

ま

た

昭

和

五

十(

一
九
七
五)

年

代

後

半

か

ら

六

十

年(

一
九 

八
五)

に
か
け
て
は
漬
物
用
大
根
の
契
約
栽
培
も
盛
ん
に
行
わ
れ 

た
。
近
年
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
、
兼
業
化
、
農
業
後
継
者
不
足 

な
ど
の
深
刻
な
情
勢
の
な
か
で
、
露
地
野
菜
産
地
も
、
産
地
化
と 

し
て
機
能
が
よ
う
や
く
う
す
れ
つ
つ
あ
る
状
況
で
あ
る
。
現
在
、
 

露
地
野
菜
の
主
力
は
キ
ャ
ベ
ツ•

レ

タ

ス•

大

根

な

ど

で

あ

る 

が
、
数
年
前
か
ら
鉄
骨
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
施
設
野
菜
に
取
り
組

ん
で
い
る
農
家
も
あ
る
。

こ

れ
は

桜

島

降

灰

対

策

事

業(

降
灰
防 

止
降
灰
除
去
施
設
等
整
備
事
業)

の
導
入
に
よ
る
も
の
で
、

一
グ 

ル
ー
プ
、
三
〇
〇
〇
平
方m

以
上
の
施
設
を
整
備
す
る
こ
と
に
な 

っ
て
い
る
。

こ
の
施
設
野
菜
で
イ
チ
ゴ•

ト

マ

ト•

ス

イ

カ•

大 

根
な
ど
が
集
約
栽
培
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
施
設
園
芸
の
規
模
拡 

大
が
図
ら
れ
つ
つ
あ
る
。

施
設
化
の
有
効
利
用
に
よ
る
イ
チ
ゴ
の
も
ぎ
と
り
観
光
農
園
も 

開
設
し
、

ふ
れ
あ
い
農
業
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
農
家
も
み
ら
れ
る 

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
昭
和
か
ら
平
成
に
移
り
変
わ
り•
、
そ
さ
い 

園
芸
も
葉
菜
類
、
根
菜
類
、
葉
茎
菜
類
お
よ
び
果
菜
類
と
い
ろ
い 

ろ
な
新
し
い
品
目
の
栽
培
を
推
進
し
、
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応 

し
た
計
画
的
な
作
付
体
系
を
確
立
し
、
高
品
質
野
菜
の
安
定
野
菜 

の
生
産
に
向
け
た
取
り
組
み
が
今
後
の
そ
さ
い
園
芸
振
興
を
図
る 

う
え
で
の
課
題
で
あ
る
。

△

沿

革V

古
く
か
ら
霧
島
町
は
優
良
茶
の
産 

茶 

業

地
と
し
て
名
高
い
所
で
あ
る
。

明
治
二
十
八
年 

ご
ろ
か
ら
茶
園
改
植
の
方
法
等
に
つ
い
て
研
究
さ
れ
、
な
か
で
も 

'II
畑
保
次
氏
は
熱
心
で
、
静
岡
県
か
ら
茶
の
種
子
を
導
入
し
て
、
 

川

北

馬

揃

原(

ま
ぜ
ん
は
い)

に
約
二Q

の
茶
園
を
栽
培
し
て
い 

た
。

同

四

十

年(

一
九
〇
七)

こ

ろ

か

ら

大

正

初

期(

一
九
一
ニ
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年)

に
か
け
て
、
村
内
各
所
に
製
茶
伝
習
所
が
設
置
さ
れ
、
 

製
茶 

技
術
の
改
善
を
図
る
と
と
も
に
栽
培
を
普
及
奨
励
し
た
。 

大

正

七

年
(

一
九
一
八)

、
上
松
瀬
栄
次
氏
が
田
口
に
製
茶
工 

場
を
設
置
し
て
、
茶
園
の
経
営
、
製
茶
の
品
質
改
善
な
ど
生
産
性 

向
上
に
努
力
し
た
。

ま
た
、

昭

和

二

年(

一
九
二
七)

、
椎
原
虎 

吉
氏
が
待
世
に
製
茶
工
場
を
設
立
し
て
、
製
茶
業
が
軌
道
に
の
り 

本
業
発
展
に
努
力
中
、
製
茶
工
場
が
火
事
の
た
め
焼
失
し
、
惜
し

く

も

廃

業

さK

 

た
。昭

和

三

年(

一
 

九
二
八)

こ
ろ
か 

ら
永
野
田
地
区
に 

約
三K

の
茶
園
が 

栽
培
さ
れ
、
成
園 

化
と
と
も
に
同
七 

年
(

一
九
三
二)

、
 

北
永
野
田
駅
前
に 

共
同
製
茶
工
場
が 

設
立
さ
れ
た
が
、
 

共
同
経
営
の
不
振

に
よ
り
、
十

二

年
(

一
九
三
七)

こ
ろ
木
野
田
八
郎
左
衛
門
氏
が 

こ
れ
を
買
収
し
て
製
茶
業
の
経
営
改
善
に
取
り
組
ん
で
茶
業
の
発 

展
に
努
力
し
た
。

こ
う
し
た
な
か
、

昭

和

三

年(

一
九
二
八)

、
 

玉

利

豊

吉

氏(

市
後
柄)

が
短
期
茶
業
指
導
員
と
し
て
雇
い
入
れ 

ら
れ
た
。

戦
後
は
昭
和
二
十
五
年(

一
九
五
〇)

、
小
里
貞
利
氏
が
梅
之
木 

に
製
茶
工
場
を
設
置
し
た
が
、
同

四

十

五

年(

一
九
七
〇)

三
月 

に
廃
止
し
、
そ
の
後
木
野
田
貞
則
氏
に
経
営
移
譲
し
た
。
地
域
に 

製
茶
工
場
を
設
立
す
る
と
と
も
に
、
永
野
田
地
区
の
人
た
ち
は
同 

二
十
五
年
度
に
永
野
田
地
区
茶
業
振
興
会
を
結
成
し
、
茶
園
共
進 

会
等
を
毎
年
実
施
し
て
茶
業
振
興
発
展
に
努
力
し
て
い
る
。 

一
方
、
昭
和
二
十
六
年(

一
九
五
一)

、

駅
前
に
有
川
喜
典
氏
が 

製
茶
工
場
を
設
立
、
同

三

十

四

年(

一
九
五
九)

に
新
農
山
村
建 

設
事
業
に
よ
り
、
霧
島
農
業
協
同
組
合
の
製
茶
工
場
が
桂
内
に
設 

置
さ
れ
た
。

昭

和

三

十(

一
九
五
五)

年
代
に
な
っ
て
、
初
め
て
茶
優
良
品 

種

の

や

ま
と

み
ど

り•

系

統

番

号

〇

二

七

八

な

ど

が

導

入

さ

れ 

た
。

同

四

十
(

一
九
六
五)

年
代
か
ら
、
や
ぶ
き
た
種
を
主
と
し 

た
優
良
品
種
の
導
入
を
積
極
的
に
推
進
し
、
平
成
元
年
に
な
っ
て 

同
種
で
全
栽
培
面
積
の
七
割
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
、
優
良
品
種
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の
導
入
に
よ
る
品
質
改
善
に
努
力
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
。 

A

現

状V

高
原
地
帯
で
冷
涼
な
地
に
は
良
質
の
緑
茶
が
生
産
さ 

れ
る
と
い
わ
れ
、
本
町
の
茶
は
品
質
が
良
い
こ
と
で
古
く
か
ら
知 

ら
れ
て
い
る
。
別
表
に
示
す
緑
茶
の
生
産
状
況
は
、
荒
廃
茶
園
、
 

在
来
茶
園
な
ど
の
更
新
か
ら
優
良
品
種
園
造
成
と
規
模
拡
大
が
図 

ら
れ
、

こ
れ
に
伴
い
製
茶
工
場
も
増
設
さ
れ
て
現
在
八
か
所
の
工 

場
が
操
業
し
て
い
る
。

平
成
元
年
産
の
製
茶
生
産
量
は
五
〇
プ
で
生
産
額
に
し
て
六
九 

三
〇
万
円
で
あ
る
。
茶
は
商
品
性
が
高
く
、
し
か
も
換
金
度
も
高 

い
作
物
で
あ
り
、
現
在
の
単
位
当
た
り
生
葉
の
生
産
量
は
六
五
〇 

舘
内
外
、
平

均

反

収
(

生
産
額)

は
一
八
万
円
程
度
で
あ
る
。
近 

年

、
茶
園
の
生
産
装
置
化
が
進
ん
で
い
る
。

い
わ
ゆ
る
桜
島
降
灰 

除
去
施
設
、
晩

霜

害

防

止

施

設(

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
、
防
霜
フ
ァ 

ン)

、
被
覆
施
設
な
ど
の
整
備
に
よ
り
茶
業
経
営
技
術
の
改
善
が
行 

わ
れ
て
い
る
。

ま
た
経
営
規
模
拡
大
が
図
ら
れ
、
安
定
作
物
と
し 

て
茶
業
経
営
農
家
に
定
着
し
て
い
る
。
近
年
、
し
好
に
対
す
る
消 

費
者
の
ー-

ー
ズ
も
多
様
化
し
て
、
上
級
茶
へ
の
志
向
が
強
く
な
っ 

て
い
る
現
状
に
お
い
て
は
、
茶
業
経
営
農
家
の
意
識
の
高
揚
を
図 

り
、
優
良
茶
生
産
に
一
層
の
努
力
を
し
、
地
域
茶
業
振
興
発
展
を 

図
る
必
要
が
あ
る
。

果
樹
類
は
、
そ
の
立
地
が
自
然
的
条
件
に
制
約 

果

樹

園

芸

さ
れ
る
た
め
、
種
類
ご
と
に
特
定
の
地
域
で
生 

産
地
形
成
が
進
ん
で
い
る
。

果
樹
園
芸
が
永
年
性
作
物
で
あ
る
と
い
う
特
性
か
ら
、
新
植
の 

増
加
は
す
ぐ
に
生
産
の
増
加
に
結
び
つ
か
ず
、
栽
培
面
積
が
先
行 

し
生
産
の
伸
び
は
結
果
樹
齢
に
達
し
て
か
ら
生
じ
て
い
る
。
本
町 

の
代
表
的
な
果
樹
栽
培
は
栗•

柿
で
あ
る
。
栗
は
昭
和
四
十
九
年

(

一
九
七
四)

、
林 

業
構
造
改
善
事
業 

計
画
に
基
づ
い
て 

一
 
0

む
の
栗
園
造 

成
に
取
り
組
み
、
 

平
成
二
年
現
在
で 

は
二
十
数
X;
が
栽 

培
さ
れ
て
い
る
。 

柿
は
昔
か
ら
自
家 

用
と
し
て
、
家
の 

周
囲
や
畑
の
隅
な 

ど
に
、
在
来
の
渋 

柿
•

甘
柿
が
植
え

観光柿園（入水）
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ら
れ
て
い
た
が
、
昭

和

二

十

五

年(

一
九
五
〇)

に
入
水
集
落
の 

木
野
田
国
盛
氏
が
、
富
有
柿
を
一
む
栽
培
し
て
成
園
化
し
た
。

そ 

の
後
、
市

場

出

荷•

販
売
も
軌
道
に
の
り
、
昭
和
五
十
六
年
か
ら 

は
柿
狩
り
観
光
農
園
を
開
設
す
る
な
ど
果
樹
園
芸
の
一
角
を
占
め 

る
よ
う
に
な
っ
た
。
多
い
日
は
三
〇
〇
〜
四
〇O

人
も
の
入
園
者 

が
あ
る
。

さ
ら
に
昭
和
六
十
年(

一
九
ハ
五)

、
泉
水
柿
生
産
組
合 

で
富
有
柿
を
中
心
に
二◎

の
観
光
農
園
を
開
園
、
ま
た
床
浪
集
落 

で
も
観
光
農
園
を
始
め
た
。

そ
の
他
の
果
樹
と
し
て
、
昭
和
五
十 

九

年

か

ら

「
ゆ
ず
」

二D

の
栽
培
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

ブ
ル 

—
ベ
リ
ー
も
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
植
栽
さ
れ
、
今
後
生
食
用
、
加 

工
原
料
と
し
て
規
模
拡
大
を
目
指
し
て
い
る
。

リ
ン
ゴ
栽
培
も
、
 

昭
和
六
十
一
一
年
か
ら
数
戸
の
農
家
が
観
光
農
園
の
確
立
を
目
指
し 

て
生
産
性
の
向
上
に
取
り
組
み
、
果
樹
農
業
の
活
性
化
を
模
索
し 

て
い
る
。

<

た
ば
こ
の
由
来V
 

「
花
は
霧
島
煙
草
は
国 

葉

た

ば

こ

分

、
燃
え
て
上
が
る
は
桜
島
」
と
お
は
ら
節
に 

あ
る
よ
う
に
、
国
分
地
方
は
葉
た
ば
こ
の
産
地
と
し
て
広
く
世
に 

知
ら
れ
て
い
た
。
わ
が
国
に
た
ば
こ
が
伝
来
し
た
の
は
天
正
年
間 

説
に
よ
る
と
、

「
然

る

と

き

は

天

正

の

こ

ろ(

一
五
七
二
〜
九
一 

年)

た
ば
こ
島
よ
り
渡
り
て
、
 

大
隅
贈
於
郡
国
府
村
に
植
え
」(

烟

草
百
首
橘
薫)

と
あ
る
。
鹿

児

島

へ

は

文

禄

四

年(

一
五
七
九) 

に
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
が
、
た
ば
こ
種
子
を
も
っ
て
き
て
指
宿
に
植
え 

ら
れ
た
と
い
う
説
が
あ
り
、
次
い
で
国
分
に
栽
培
さ
れ
た
記
録
が 

あ

る
(

葉
た
ば
こ
研
究
第
二
六
号
、
大
熊
規
矩
男)

。
 

慶
長
年
間
説
で
は
薩
摩
大
隅
地
方
で
慶
長
十
一
年(

一
六
〇
六) 

国
分
た
ば
こ
の
先
覚
者
と
伝
え
ら
れ
る
薩
摩
藩
士
服
部
左
近
衛
門 

宗
重
が
大
隅
の
国
分
地
方
で
た
ば
こ
の
試
作
を
行
っ
て
い
る
。

た 

ば
こ
の
種
子
が
ど
こ
か
ら
輸
入
さ
れ
た
か
は
、
指
宿
に
は
ポ
ル
ト 

ガ
ル
説
、
長
崎
に
は
オ
ラ
ン
ダ
説
が
あ
り
、

い
ず
れ
も
口
碑
伝
承 

の
た
ぐ
い
で
あ
っ
て
判
然
と
し
な
い
。

ハ
戦
後
の
た
ば
こ
耕
作V
 

終
戦
前
か
ら
食
糧
を
は
じ
め
、
た
ば 

こ
も
配
給
制
と
な
っ
て
い
た
が
、
戦
後
は
さ
ら
に
食
糧
事
情
が
悪 

化
し
、
食
糧
増
産
が
国
を
挙
げ
て
の
最
大
急
務
に
な
っ
て
き
た
。 

こ
の
よ
う
な
な
か
で
、
 

た
ば
こ
耕
作
の
拡
大
を
図
る
こ
と
は
、
 

食 

糧
作
物
と
の
競
合
、
資
材
、
肥

料

の

入

手

難

に

よ

り

、

耕
作
面 

積

、
生
産
数
量
は
減
少
し
た
。

戦
後
の
た
ば
こ
割
当
配
給
制
度
の
下
で
、
葉
た
ば
こ
の
供
給
不 

足
は
極
度
に
悪
化
し
て
、
耕
作
面
積
の
拡
大
が
急
務
と
な
り
、
昭 

和

二

十

三

年(

一
九
四
八)

ま
で
関
係
機
関
と
共
同
で
増
反
運
動 

を
展
開
、
片
田
舎
ま
で
根
気
強
く
巡
回
し
、
ひ
ざ
を
交
え
て
懸
命
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の
努
力
が
続
け
ら
れ
た
。

こ
の
結
果
、
次
第
に
耕
作
意
欲
も
盛
り 

上
が
り
、
曽

於
•

伊
佐
郡
も
た
ば
こ
生
産
地
と
し
て
仲
間
入
り
を 

し
た
。

本

町

も

昭

和

二

十

一

年(

一
九
四
六)

は
耕
作
面
積
五◎

が

、
 

同

二

十

八

年(

一
九
五
三)

に
は
一O

む
と
な
り
、

一
。
り
—
当
た 

り
三
万
三
〇0
0

円
で
か
な
り
の
農
業
収
益
に
つ
な
が
っ
た
。

し 

か
し
、
葉
た
ば
こ
供
給
不
足
は
依
然
と
し
て
改
善
さ
れ
ず
、
葉
た 

ば
こ
の
供
給
不
足
に
よ
る
横
流
し
、
耕
作
者
の
自
家
消
費
な
ど
も 

問
題
化
し
て
き
た
。

国
と
し
て
も
、
改
善
策
と
し
て①

現
況
の
耕 

作
面
積
四
万
您
か
ら
五
万◎

に
拡
大
す
る
、②

横
流
し
を
徹
底
的 

に
防
止
す
る
、

の
方
策
を
打
ち
出
し
、
同
三
十
二
年
に
は
全
国
の 

耕
作
面
積
は
五
万

1;
を
突
破
し
た
。

こ
の
結
果
、
同
三
十
年
以
降 

に
な
る
と
生
産
量
が
使
用
量
を
上
回
り
、
需
給
の
均
衡
を
欠
く
に 

至
っ
た
。

こ
れ
は
耕
作
技
術
の
向
上
、
農
薬
の
普
及
な
ど
、
技
術 

革
新
の
効
果
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
在
庫
数
量
は
増
大
の
傾
向 

に
あ
っ
た

た

め

同

三

十

二

年(

一
九
五
七)

か
ら
四
か
年
に
わ
た 

り
減
反
措
置
を
講
じ
、
生
産
を
縮
小
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
 

昭

和

三

十

六

年(

一
九
六
一)

に
な
る
と
、
岩
戸
景
気
と
呼
ば 

れ
る
高
度
経
済
成
長
期
に
入
り
、
原
料
葉
た
ば
こ
は
適
正
在
庫
を 

下
回
る
こ
と
に
な
り
、
翌

三

十

七

年(

一
九
六
二)

か
ら
再
び
増

反
に
転
じ
た
。

し
か
し
、
経
済
の
好
況
に
伴
い
、
手
間
の
か
か
る 

た
ば
こ
耕
作
を
嫌
悪
す
る
風
潮
も
み
ら
れ
る
時
代
を
迎
え
た
。
昭 

和
四
十
年
代
の
高
度
経
済
成
長
は
離
農
の
促
進
に
つ
な
が
り
、

こ 

の
よ
う
な
状
況
に
対
応
す
る
た
め
に
、
経
営
規
模
拡
大
に
よ
る
省 

力
耕
作
の
近
代
化
、
耐
病
性
品
種
の
導
入
な
ど
が
図
ら
れ
、
原
料 

葉
た
ば
こ
の
増
産
確
保
に
努
め
た
。

同
四
十
九
年
度
の
一
人
当
た 

り
耕
作
面
積
は
八
〇
り
に
拡
大
さ
れ
、
単
作
で
一
〇
〇
〇
万
円
台 

の
所
得
者
も
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

昭

和

五

十

年

代

に

な

る

と

、

日
本
経
済
は
低
成
長
時
代
に
入 

り
、
雇
用
の
減
退
と
農
村
へ
のU

タ
ー
ン
現
象
が
起
こ
り
、
農
業 

の
見
直
し
傾
向
が
出
始
め
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、
鹿 

児
島
地
方
局
で
は
、
国
内
原
料
供
給
基
地
と
し
て
、
産
地
の
安
定 

化
を
図
り
、
鹿
児
島
県
は
、
四
〇
〇
〇◎

を
大
き
く
上
回
り
、

宮 

崎
県
も
史
上
最
高
の
三
三
八
〇
む
と
な
っ
た
。

な
お
、
本
町
の
耕 

作
面
積
は
、

二

二

四

む

だ

っ

た

。

一
方
、
国
際
化
に
伴
う
外
国
た
ば
こ
の
市
場
開
放
の
要
求
も
年 

ご
と
に
強
ま
っ
て
き
た
。

国
内
産
葉
た
ば
こ
の
価
格
は
外
国
産
に 

比
べ
る
と
割
高
で
、
き
び
し
い
国
際
競
争
に
さ
ら
さ
れ
る
時
代
に 

な
っ
た
。

こ
の
た
め
に
品
質
の
向
上
を
重
点
に
、
良

質

葉

の

確
 

保

、
生
産
性
の
向
上
、

ほ
地
の
選
定
、
良
質
堆
肥
の
確
保
、
適
熟
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葉
の
収
穫
、
乾
燥 

管
理
な
ど
、
耕
作 

全
般
に
わ
た
っ
て 

改

善

指

導

の

結
 

果

、
品
質
改
善
の 

効
果
に
結
び
つ
い 

て
い
る
。
引
き
続 

き
生
産
性
向
上
を 

図

る

方

策

と

し
 

て
、
 

品
質
改
善
、
 

高
能
率
生
産
施
設 

整
備
事
業
、
生
産 

性
の
向
上
と
品
質 

改
善
に
努
め
て
い 

る
。

な
お
、
霧
島 

町
の
昭
和
五
十
四 

年
(

一
九
七
九) 

以
降
の
耕
作
面
積 

の
推
移
は
下
表
の 

と
お
り
で
あ
る
。

昭和54〜63年度の葉たばこ耕作推移表（霧島町葉たばこ総代区）

年度 
区分

昭和54 55 56 57 58 59 60 61 62 63

人
耕作人員 10 10 9 9 9 9 7 7 7 7

a
-

耕作面積 1,420 1,400 1,360 1,310 1,310 1,290 1,080 1,102 1,065 1,065

a

1人当たり面積 142 140 151 146 146 143 155 157 152 152

kg
総 量 目 32, 946 32,165 38,195 32, 267 33, 874 30, 452 26, 907 30,544 23,473 24, 463

千円
生 産 額 53,026 61,460 59, 079 53,428 55,883 49, 354 47, 502 48,019 38, 623 42, 487

へ

沿

革
V
 

安
永
、
明
治
の
こ
ろ
島
津
重
家 

養 

蚕

は
士
民
に
大
い
に
獎
励
し
た
。
文
化
の
こ
ろ
島 

津
斉
彬
は
各
郷
に
奨
励
し
、
藩
に
養
蚕
係
や
織
物
係
を
置
い
て
、
 

苗
の
配
布
や
飼
育
法
の
指
導
を
し
た
。
西
郷
南
洲
先
生
は
吉
野
に 

桑
園
を
開
き
、
優
良
蚕
種
の
導
入
を
し
た
。

明

治

十

六

年(

一
八
八
二)

、
県

に

製

糸

組

合

が

設

け

ら

れ

、
 

ま
た
蚕
糸
講
習
所
を
設
け
て
技
術
者
を
養
成
し
た
。
同
二
十
二
年 

(

一
八
八
九)

旧
重
久
村
出
身
の
小
川
与
太
郎•

荒
田
虎
一
郎
氏 

は
自
費
を
も
っ
て
二
年
間
福
島
県
に
滞
在
し
て
研
究
し
、
帰
っ
て 

か
ら
は
自
ら
経
営
し
な
が
ら
他
に
も
指
導
し
た
の
で
本
業
が
ま
す 

ま
す
発
展
し
た
。

同
三
十
二
年(

一
八
九
九)

、
村
農
会
に
技
術
員 

を
雇
い
入
れ
て
指
導
さ
せ
た
。

同
三
十
八
年(

一
九
〇
五)

、
初
め 

て
、
繭
と
桑
園
の
品
評
会
を
開
い
た
。

ま

た

翌

三

十

九

年(

一
九 

〇
六)

か
ら
専
任
技
術
員
も
雇
い
入
れ
、
同
年
、
蚕
糸
業
組
合
を 

設
け
、
組
合
長
は
農
会
長
が
兼
任
し
た
。

こ
の
年
に
模
範
桑
園
を 

創
設
し
た̂

明
治
四
十
一
年(

一
九
〇
八)

、
桑
苗
一
〇
万
本
を
無
償
配
布
し 

て
植
栽
を
奨
励
し
た
。

翌

年

に

は

県•

郡
•

村
の
補
助
に
よ
り
、
 

桑
苗
九
万
本
を
無
償
で
配
布
し
前
年
に
継
続
し
植
栽
の
奨
励
と
経 

営
規
模
拡
大
に
努
め
た
。

こ
の
年
の
飼
育
戸
数
は
一
四
四
戸
、
掃
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き
立
て
枚
数
五
九
枚
半
、
売
り
上
げ
価
格
一
七
九
三
円
二
〇
銭
と 

な
っ
て
い
る
。

大
正
三
年(

一
九
一
四)

、
桜
島
噴
火
に
よ
り
、
壊
滅
的
打
撃
を 

受
け
た
が
、
そ

の

後

回

復

に

非

常

な

努

力

を

し

た

。

同
十
四
年 

(

一
九
二
五)

、
売
り
上
げ
三
四
〇
〇
円
、
桑
園
三
〇0
0

翌
十
五 

年
(

一
九
二
六)

の
売
り
上
げ
は
一
万
一
七
一
九
円
。

こ
の
年
四 

月
三
十
日
、
郡
養
蚕
、
蚕
業
組
合
村
支
部
が
置
か
れ
会
長
に
塩
川 

弥
九
郎
村
長
、
副
会
長
に
は
荒
田
虎
一
助
役
が
就
任
し
た
。
 

昭

和

二

年
(

一
九
二
七)

の
繭
代
金
一
万
四
〇
〇
〇
円
、
桑
園 

三
三◎

。

翌

三

年
(

一
九
二
八)

の
桑
園
面
積
は
三
四
む
、
飼
育 

戸
数
二
七
〇
戸
、
繭
代
二
万
二
九
六
九
円
で
あ
っ
た
。

同

九

年 

(

一
九
三
四)

五
月
、
養
蚕
実
行
組
合
長
島
田
栄
之
助
、
技
術
員 

徳
永
武
次
氏
で
あ
る
。
翌

十

年
(

一
九
三
五)

こ
ろ
を
最
高
と
し 

て
、
漸
次
減
少
し
、
戦
時
色
濃
厚
と
な
る
に
従
っ
て
主
要
食
糧
増 

産
の
必
要
に
迫
ら
れ
、
さ
ら
に
敗
戦
に
よ
り
本
業
は
全
く
顧
み
ら 

れ
な
い
よ
う
に
な
り
、
戦
後
二
十
二
年
に
は
戸
数
二
五
戸
、
生
産 

量
六
〇
四
範
と
な
っ
た
。

昭
和
二
十
五
、
六
年
こ
ろ
か
ら
社
会
情
勢
が
安
定
し
、
食
糧
事 

情
も
よ
く
な
る
に
従
っ
て
回
復
の
兆
し
が
み
え
始
め
、
農
業
経
営 

上
か
ら
も
商
品
作
物
の
導
入
の
必
要
が
認
め
ら
れ
養
蚕
業
は
改
め

て
重
視
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

町
に
お
い
て
も
、
本
業
指
導
に 

努
力
し
、
増
殖

対

策
と

し
て

桑

苗

補

助
を

行

っ
て

奨

励

し

た

た 

め
、
そ

の

後

は

増

加

の

一

途

を

た

ど

っ

て

き

た

。

昭
和
三
十
二 

(

一
九
五
七)

年
度
に
新
農
山
村
振
興
事
業
の
一
部
、
霧
島
農
協 

の
事
業
と
し
て
、
大
窪
に
稚
蚕
飼
育
所
を
設
置
し
効
率
的
な
配
蚕 

に
努
め
た
。

ハ

現

状
V
 

昭
和
三
十
年
代
か
ら
四
十
年
代
に
か
け
て
は
養
蚕 

業
の
安
定
的
発
展
が
み
ら
れ
た
が
、
五
十
年
代
か
ら
生
糸
在
庫
の 

累
積
、
生
糸
価
格
の
低
迷
な
ど
に
よ
り
、
小
規
模
養
蚕
農
家
を
中 

心
と
し
て
減
少
し
て
い
る
。
後
半
に
な
っ
て
も
、
さ
ら
に
蚕
糸
業 

情
勢
は
き
び
し
さ
を
反
映
し
て
、
生
産
量
は
停
滞
気
味
に
推
移
し 

て
い
る
。
最
近
は
世
界
的
な
シ
ル
ク
ブ
ー
ム
を
反
映
し
洋
装
分
野 

を
中
心
に
絹
需
要
が
伸
び
消
費
は
堅
調
さ
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る 

が

、
繭
生
産
は
こ
こ
数
年
大
幅
な
減
少
が
続
い
て
お
り
、
海
外
産 

地
の
生
糸
供
給
の
不
安
な
ど
が
加
わ
っ
て
、
需
要
に
見
合
っ
た
、
 

安
定
供
給
と
い
う
面
か
ら
、
ま
だ
ま
だ
問
題
が
残
っ
て
い
る
。

こ 

の
よ
う
な
情
勢
下
、
町
内
の
養
蚕
農
家
も
後
継
者
難
の
傾
向
に
あ 

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
桑
園
の
基
盤
整
備
、
肥
培
管
理
、
優
良
品 

種
の
安
定
供
給
、
壮
企
の
飼
育
環
境
整
備
に
よ
る
蚕
作
の
安
定
向 

上
を
図
り
、
養
蚕
業
の
振
興
発
展
に
努
め
て
い
る
。
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へ

沿

革

。

明
治
三
年(

一
八
七
〇)

、
津
島 

畜 

産

家
の
牧
馬
が
廃
せ
ら
れ
て
か
ら
は
、
畜
産
業
は 

や
や
衰
え
た
が
、
そ

の

後

川

北♦

田

口

方

面

に

熱

心

な

人

が

い 

て
、

ふ
た
た
び
畜
産
熱
が
高
ま
っ
た
。
宮
内
三
次
郎
氏
は
ヽ
一
六 

〇
頭
か
ら
一
七
〇
頭
、
椎

原

八

郎

右

衛

門•

川
畑
茂
一
郎
両
氏
は 

六
〇
頭
か
ら
七
〇
頭
の
牝
馬
を
飼
育
し
て
い
た
。

同

十

七

年(

一
 

八
八
四)

清
水
村
東
襲
山
村
連
合
種
馬
組
合
が
設
置
さ
れ
た
。 

明
治
二
十
年(

一
八
八
七)

、
小
川
十
郎
次
氏
は
種
馬
を
飼
育
し 

て
い
た
。

ま
た
同
二
十
九
年
に
は
増
山
二
兵
衛
：
氷
崎
二
次
郎• 

永

野

田

組

合•

石

踊

源

太

郎•

川

畑

茂

一

郎•

本

田

雄

熊•

荒
田 

与

兵

衛•

岡

元

助

太

郎•

川

越

吉

五

郎•

椎
原
喜
之
丞
の
諸
氏
が 

そ
れ
ぞ
れ
優
良
な
種
馬
を
飼
育
し
、
村
内
に
一
六
頭
の
種
馬
が
い 

た
。

こ
の
年
、
鹿
児
島
県
知
事
の
訓
令
に
基
づ
き
、
東
襲
山
産
馬 

組
合
が
組
織
さ
れ
た
。

明

治

三

十

一

年(

一
八
九
八)

七
月
に
は
、
細

山

重

安•

川
畑 

茂

一

郎•

新
村
権
之
丞
の
三
氏
が

関
東•

奥

羽

地

方

に

出

張

し 

て
、
詳
し
く
調
査
研
究
し
、
お
の
お
の
私
費
を
も
っ
て
優
良
種
馬 

の
ワ
シ
ン
ト

ン

号•

第
十 

エ 

ス
ー

プ
号•

ク

ジ

ャ

ク

号•

日
光
号 

を
購
入
し
て
帰
郷
し
た
。

そ

の

後

優

良

子

馬

の

生

産

が

多

く

な 

り
、
本
村
生
産
馬
の
声
価
が
高
ま
っ
た
。

明

治

三

十

四

年(

一
九
〇
一)

か
ら
本
田
親
吉
氏
も
種
馬
を
飼 

育
し
た
。

そ
し
て
、

こ
の
年
か
ら
子
馬
の
品
評
会
と
せ
り
市
を
始 

め
、
年
々
一
万
数
千
円
の
売
り
上
げ
が
み
ら
れ
た
。

そ
の
間
、
馬 

の
飼
育
同
好
者
は
、
牧
馬
組
合
を
組
織
し
て
、
講
話
会
を
開
催
し 

た
り
、
集
落
で
品
評
会
を
実
施
し
、
馬
の
共
同
運
動
場
を
造
る
な 

ど
し
た
。
同

三

十

八

年(

一
九
〇
五)

の
日
露
戦
争
の
際
、
満
州 

か
ら
濠
州
産
の
洋
馬
を
郡
内
に
二
九
三
頭
導
入
し
た
が
、
そ
の
内 

の
七
頭
が
本
町
に
売
ら
れ
た
。
売
買
価
格
は
六
〇
〇
円
か
ら
二
〇 

0

円
で
五
か
年
賦
で
取
り
引
き
さ
れ
、
七
戸
の
農
家
で
飼
養
さ
れ 

た
。
翌
三
十
九
年
十
月
に
九
州
種
馬
牧
場
か
ら
も
二
頭
を
導
入
し 

こ
れ
を
二
戸
の
農
家
で
飼
養
し
た
。

明

治

四

十

一

年(

一
九
〇
八)

八
月
、
本
田
雄
熊
氏
は
単
身
奥 

羽
地
方
に
出
張
し
、
優
良
種
馬
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ト
種
第
三
フ
ラ
ミ
ン 

号
•

ア
ン
グ
ロ
ア
ラ
ブ
種
エ
レ
ガ
ン
号
の
二
頭
を
購
入
、
先
に
導 

入
し
た
濠
州
牝
馬
お
よ
び
他
の
優
良
牝
馬
に
交
配
し
た
の
で
、
す 

ぐ
れ
た
子
馬
が
多
く
生
産
さ
れ
た
。

ま
た
同
年
、
鹿
児
島
県
種
馬 

所
か
ら
一
頭
導
入
し
こ
れ
を
吉
永
休
助
氏
が
飼
養
し
た
。 

大

正

四

年(

一
九
一
五)

か
ら
本
町
に
も
専
任
の
畜
産
技
術
員 

を
設
置
し
た
。

翌
五
年(

一
九
一
六)

、
岩
手
県
か
ら
牝
馬
を
購
入 

し
た
が
、
 

始
良
郡
に
一
頭
配
当
さ
れ
、

こ
れ
を
本
町
の
西
田
仲
左

477
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衛
門
氏
が
飼
養
し
た
。

同

七

年
(

一
九
一
ハ)

四
月
か
ら
国
有
種 

馬
種
付
所
を
大
窪
に
設
置
し
、
産
馬
の
た
め
非
常
に
有
利
に
な
っ 

た
。

こ
れ
を
基
盤
に
し
て
畜
産
は
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
り
、
本
町 

畜
産
振
興
の
た
め
大
き
な
功
績
を
残
し
て
い
る
。 

畜
産
は
古
く
か
ら
、
有
畜
農
業
と
し
て
、

ほ
と
ん
ど
の
農
家
で 

飼
養
し
、
役
畜
と

し
て

繁

栄

に

大
き

な

役

割
を

果

た

し
て

き

た 

が

、
近
年
、
農
業
は
機
械
化
農
業
へ
と
移
行
し
て
、
大
中
型
農
業 

機
械
は
各
層
の
農
家
に
普
及
、
導
入
さ
れ
て
、
役
畜
の
存
在
価
値 

す
ら
う
す
れ
て
き
て
い
る
。

こ
れ
に
伴
っ
て
畜
産
の
飼
養
形
態
も 

変
化
し
て
、
近
年
、
子
牛
生
産
、
肥
育
を
重
視
し
た
一
貫
生
産
の 

普
及
定
着
を
進
め
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。 

本
町
で
も
肉
用
牛
の
生
産
を
は
じ
め
と
し
、
 

肥
育
牛
の
生
産
、
 

養
豚
の
生
産
と
肥
育
、
ま
た
乳
牛
の
生
産
な
ど
経
営
種
目
に
よ
っ 

て
畜
産
の
振
興
を
図
っ
て
い
る
が
、
畜
産
経
営
は
肉
牛
の
自
由
化 

(

平
成
三
年
四
月
か
ら)

に
よ
る
輸
入
牛
肉
類
の
増
大
、
そ
れ
に 

伴
う
価
格
の
低
迷
も
予
測
さ
れ
る
。

一
方
、
飼
養
農
家
の
減
少
、
 

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
な
ど
、
生
産
構
造
も
変
化
し
て
い
る
。

こ 

の
よ
う
な
き
び
し
い
畜
産
情
勢
を
ふ
ま
え
て
、
今
後
は
コ
ス
ト
低 

減

、
経
営
の
合
理
化
を
基
本
に
し
て
、
経
営
規
模
拡
大
を
進
め
な 

が
ら
、
需
給
動
向
に
対
応
し
た
安
定
的
な
供
給
に
努
め
、
消
費
拡

大
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
昭
和
か
ら
平
成
に
か
け
て
の
畜 

産
の
推
移
は
次
ペ
ー
ジ
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

1

肉

用

牛

肉

用

牛

は

古

く

か

ら

使

役

も

兼

ね

て

、

か
な
り
の 

頭
数
が
飼
養
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
積
極
的
に
奨
励
し
た 

こ
と
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

昭
和
年
代
に
な
っ
て
飼
育
頭
数
は
漸 

次
増
加
、
特

に

昭

和

二

十(

一
九
四
五)

年
代
に
な
っ
て
か
ら
は 

著
し
く
増
頭
し
て
い
る
。

こ
の
こ
ろ
、
町
と
し
て
も
肉
用
牛
に
対 

す

る

奨

励•

保
護
の
方
策
を
積
極
的
に
講
じ
て
き
た
。
 

本
町
は
山
村
原
野
面
積
が
広
く
て
優
良
な
野
草
資
源
が
豊
富
で 

あ
り
、
自
給
粗
飼
料
の
確
保
か
ら
も
畜
産
に
は
適
し
た
立
地
条
件 

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
優
良
牛
の
導
入
に
取
り
組
み
、
昭
和
三
十
五 

年
度
か
ら
農
協
と
協
力
し
て
優
良
牛
導
入
に
つ
い
て
、
補
助
金
を 

交
付
、
町
内
保
留
牛
と
し
て
、
定
め
ら
れ
た
期
間
内
は
町
外
に
売 

り
渡
し
な
ど
、
移
動
し
な
い
よ
う
制
限
措
置
を
講
じ
て
い
る
。

こ 

れ
ら
の
優
良
牛
導
入
事
業
に
つ
い
て
は
、
現
在
も
継
続
事
業
と
し 

て
実
施
し
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
、
農
協
有
家
畜
導
入
事
業
等
に
よ 

る
肉
用
牛
の
増
頭
拡
大
策
も
図
っ
て
い
る
。
肉
用
牛
の
価
格
は
常 

に
変
動
が
激
し
く
、
流
動
的
な
相
場
の
た
め
、
技

術
•

経
営
指
導 

奨
励
が
む
ず
か
し
い
。

し
か
も
畜
産
経
営
基
盤
が
浅
く
確
立
さ
れ 

て
い
な
い
。
昭
和
四
十
年
代
が
繁
殖
雌
牛
、
肥
育
牛
と
も
に
飼
養
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頭
数
の
ピ
ー
ク
時
で
あ
る
。

そ
の
後
飼
養
頭
数
も
年
々
減
少
し
て 

い
る
。
近
年
子
牛
価
格
の
好
況
に
よ
り
飼
養
頭
数
は
横
ば
い
、
 

つ 

ま
り
現
状
維
持
の
状
態
が
続
い
て
い
る
が
、
 

町
に
お
い
て
も
経
営 

規
模
拡
大
、
年
間
五
〇
頭
の
系
統
優
良
牛
の
増
頭
確
保
対
策
を
実 

施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

2

酪

農

酪
農
は
昭
和
三
十
五
年(

一
九
六
〇)

、
町
と
農
協
が

協
力
し
て
、
酪
農
奨
励
に
乗
り
出
し
、
初
年
度
に
四
〇
頭
の
乳
牛

を
導
入
し
た
の
を 

は
じ
め
、

同
四
十 

年
(

一
九
六
五) 

に
は
一
〇
〇
頭
を 

導
入
し
た
。

日
産 

九
〇
〇
〇m

で
明 

治
乳
業
と
出
荷
契 

約
し
て
い
る
。
当 

初
は
五
〇
戸
の
人 

た
ち
が
飼
育
し
生 

産
に
励
ん
だ
が
、
 

い
ろ
い
ろ
な
事
情 

か
ら
次
か
ら
次
へ

と
酪
農
家
は
減
少
し
た
。
町
で
は
、
酪
農
組
合
を
設
置
し
、
相
互 

の

連

絡•

協

力
•

共
同
研
究
な
ど
酪
農
振
興
に
取
り
組
ん
だ
。
ま 

た

酪

農

青

少

年

研

究

会C

デ
ー
リ
ー
ク
ラ
ブ)

を
結
成
し
、
酪
農 

に
従
事
す
る
青
少
年
の
育
成
を
図
っ
た
。

酪
農
情
勢
は
、
国
民
の
食
生
活
の
変
化
と
と
も
に
牛
乳
の
需
要 

は
増
大
し
、
特
に
学
校
給
食
用
も
粉
乳
か
ら
飲
用
牛
乳
に
切
り
替 

え
た
こ
と
も
あ
っ
て
飲
用
牛
乳
の
需
要
の
好
調
に
つ
な
が
っ
た
。
 

そ
の
反
面
、
乳
量
の
生
産
調
整
な
ど
の
影
響
も
あ
っ
て
、
乳
牛
生 

産
農
家
は
著
し
く
減
少
し
て
い
る
。
現
在
三
戸
の
酪
農
家
で
牛
乳 

生
産
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

最
近
、
酪
農
経
営
の
収
益
は
安
定
し
、

一
頭
当
た
り
の
泌
乳
量 

の
増
加
も
み
ら
れ
て
い
る
。
今
後
の
酪
農
経
営
は
国
際
化
に
対
応 

し
た
低
コ
ス
ト
生
産
が
極
め
て
重
要
と
な
っ
て
い
る
。
 

3

養
豚 

養
豚
も
古
く
か
ら
家
庭
の
残
菜
処
理
や
、
農
家
の
副 

収
入
を
得
る
程
度
で
一
〜
二
頭
の
飼
育
農
家
が
多
か
っ
た
。
多
頭 

飼
育
を
専
業
と
す
る
こ
と
は
、
 

価
格
の
変
動
が
激
し
い
た
め
に
困 

難
で
あ
っ
た
。
昭

和

三

十

七

年(

一
九
六
二)

の
価
格
暴
落
を
契 

機
に
、
価
格
の
安
定
保
証
制
度
が
設
け
ら
れ
、
価
格
も
安
定
し
て 

飼
養
頭
数
も
次
第
に
増
加
し
て
き
た
。

昭
和
三
十
九(

一
九
六
四) 

年
度
に
は
、
五
戸
で
養
豚
協
業
経
営
に
よ
る
霧
島
養
豚
舎
が
設
立

乳牛農家
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さ
れ
、
常
時
三
〇
〇
頭
を
飼
育
し
出
荷
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

な
お
、
同
業
者
の
連
絡
協
調
の
た
め
町
の
養
豚
生
産
組
合
が
結
成 

さ
れ
、
農
協
の
支
援
一
に
よ
り
年
産
出
荷
六
〇
〇
〇
頭
を
目
標
に
努

力
し
て
い
る
。

昭

和

二

十

一

年(

一
九
四
六)

ご
ろ
種
牡
豚
が
初
め
て
導
入
さ 

れ
、
昭

和

四

十
(

一
九
六
五)

年
度
に
は
二
頭
の
種
牡
豚
が
飼
育 

さ
れ
た
。
近
年
の
養
豚
の
形
態
は
、

一
貫
経
営
と
肥
育
専
業
経
営

の
形
態
で
あ
り
、
 

生
産
豚
は
主
に
ラ 

ン
ド
レ
ー
ス
種
ま 

た
は
バ
ー
ク
シ
ャ 

—
種
で
あ
る
。
本 

町
は
県
下
で
も
有 

数
の
黒
豚
生
産
団 

地
と
し
て
の
名
声 

を
高
め
、
銘
柄
豚 

と
し
て
出
荷
販
売 

が

向

上

し

て

い 

る
。今

後
の
養
豚
経

営
は
、
 

牛
肉
輸
入
枠
の
撤
廃
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
 

豚
肉
の
消
費
拡
大
を
図
り
な
が
ら
需
給
動
向
に
対
応
し
た
安
定
的 

な
豚
肉
の
供
給
に
努
め
る
と
と
も
に
、
加
工
品
需
要
に
も
こ
た
え 

る
た
め
、

よ
り
一
層
の
斉
一
性
と
肉
質
の
向
上
に
配
慮
し
て
生
産 

コ
ス
ト
の
引
き
下
げ
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。

4

養

鶏
昭
和
二
十
年
代
後
半
に

入

り

貴

重
な

蛋

白

資

源
と 

し
て
の
産
卵
養
鶏
が
普
及
し
は
じ
め
た
。

し
か
し
、
 

ほ
と
ん
ど
が 

副
業
的
な
小
規
模 

経
営
で
あ
っ
た
。
 

昭
和
三
十
年
代
に 

入
る
と
企
業
の
経 

営

系

列

化

が

進

み
、
市
場
占
有
率 

が
拡
大
し
て
小
規 

模
経
営
は
な
り
た 

た
な
く
な
り
、
昭 

和
三
十
年
代
と
比 

べ
る
と
現
在
は
養 

鶏
農
家
も
半
減
し 

て
い
る
。
本
町
で

黒豚生産

竹下養鶏場
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も
竹
下
養
鶏
場
が
全
体
の
九
五r

を
占
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に 

多
頭
飼
育
が
進
む
中
で
、
新
た
に
畜
産
公
害
の
対
応
が
迫
ら
れ
て 

い
る
。

表
に
は
産
卵
養
鶏
を
主
に
し
て
計
上
し
た
が
、
昭
和
五
十
年
代 

に
な
る
と
食
肉
用
と
し
て
の
ブ
ロ
イ
ラ
ー
養
鶏
も
盛
ん
に
な
り
、
 

本
町
に
も
南
九
州
食
品
株
式
会
社
が
進
出
し
、
年
間
六
万
羽
が
出 

荷
さ
れ
て
い
る
。

三
農
業
技
術
の
移
り
変
わ
り

農
林
行
政
の
変
遷
の
資
料
に
よ
っ
て
み
て
い
く
。
農
業
生
産 

が
、
昭
和
三
十
年(

一
九
五
五)

以
降
高
水
準
を
維
持
し
な
が 

ら
、
安
定
的
発
展
を
み
せ
て
い
る
背
景
に
は
、
社
会
経
済
的
要
因 

の
ほ
か
に
農
業
技
術
の
進
歩
に
負
う
と
こ
ろ
が
極
め
て
大
き
い
。
 

戦
後
の
農
業
技
術
の
発
展
は
農
地
改
革
を
基
盤
に
、
農
家
の
投
資 

力
の
増
大
、
国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
投
融
資
の
増
大
、
 

土
地
改
良
の
進
展
、
試
験
研
究
の
進
歩
、
技
術
普
及
な
ど
に
よ
っ 

て
推
進
さ
れ
た
。

ま
た
農
業
技
術
の
進
歩
に
は
農
業
内
部
の
条
件
の
ほ
か
に
、
農 

業
に
諸
資
材
を
供
給
す
る
他
産
業
、
と
り
わ
け
機
械
、
化
学
工
業

の
技
術
水
準
の
向
上
と
生
産
力
の
発
展
に
も
負
う
と
こ
ろ
が
大
き 

い
と
考
え
ら
れ
、
今
後
も
こ
の
重
要
性
は
ま
す
ま
す
加
わ
っ
て
く 

る
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
が
、
戦
後
の
農
業
技
術
が
大
き
な
進
歩 

を
み
せ
た
と
い
っ
て
も
、
部
門
別
に
は
必
ず
し
も
均
衡
の
と
れ
た 

も
の
と
は
い
い
が
た
い
。

日
本
人
の
食
糧
消
費
構
造
か
ら
も
、
農
業
生
産
に
お
け
る
米
の 

位
置
か
ら
み
て
も
、
農
業
技
術
が
稲
作
を
中
心
に
進
歩
し
て
き
た 

こ
と
は
当
然
と
考
え
ら
れ
る
が
、
耕
地
の
半
ば
近
く
を
占
め
る
畑 

作
技
術
の
立
ち
遅
れ
、
特
に
作
物
が
多
様
で
あ
る
こ
と
も
あ
っ 

て
、
地
域
差
が
水
稲
作
に
比
べ
著
し
い
点
は
注
目
さ
れ
る
。
 

毎
年
着
実
に
発
展
し
て
い
る
農
業
生
産
を
支
え
て
き
た
の
は
、
 

な
ん
と
い
っ
て
も
農
業
機
械
の
導
入
を
中
心
と
し
た
お
う
盛
な
農 

業
投
資
と
、
こ
れ
に
対
応
し
た
農
業
技
術
の
進
歩
で
あ
っ
た
こ
と 

は
い
う
ま
で
も
な
い
。
と
こ
ろ
で
農
業
技
術
の
進
歩
に
は
二
つ
の 

側
面
が
あ
る
。

一
つ
は
品
種
、
栽
培
法
の
改
良
や
肥
料
、
農
薬 

等
、
流
動
資
本
の
増
加
が
集
約
さ
れ
る
栽
培
技
術
の
進
歩
で
あ 

る
。
も
う
一
つ
は
、
農
業
機
械
の
導
入
や
、
農
業
施
設
の
改
良
な 

ど
に
み
ら
れ
る
労
働
手
段
高
度
化
の
側
面
で
あ
る
。
従
来
の
農
業 

技
術
の
進
歩
は
主
と
し
て
流
動
資
本
財
の
増
投
に
依
存
し
て
き 

た
。
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昭
和
四
十
年
代
の
国
民
経
済
の
高
度
成
長
に
伴
う
、
農
業
労
働 

力
の
減
少
、
農
繁
期
労
働
力
の
不
足
と
い
う
現
象
が
顕
著
と
な
る 

に
つ
れ
て
、
農
家
は
必
然
的
に
労
働
生
産
性
の
向
上
を
直
接
の
目 

的
と
す
る
営
農
の
仕
方
や
新
技
術
を
重
視
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き 

た
。

こ
れ
は
技
術
面
で
は
労
働
節
約
栽
培
法
や
飼
育
法
お
よ
び
機 

械
化
の
活
発
な
導
入
と
な
っ
て
現
れ
、
営
農
面
で
は
水
田
裏
作
の 

縮
小
、
労
働
交
換
、
共
同
作
業
や
協
業
化
の
進
展
と
な
っ
て
現
れ 

て
い
る
。

作
物
別
に
み
た
主
要
技
術
の
変
化
を
み
る
と
、
ま
ず
、
稲
作
で 

は
田
植
え
労
力
の
ひ
っ
迫
に
対
応
し
て
、
田
植
え
期
間
を
拡
大
す 

る
た
め
の
幾
多
の
技
術
が
導
入
さ
れ
普
及
し
た
。
そ
の
主
体
は
早 

•

中
•

晩
品
種
の
組
み
合
わ
せ
と
、
早
期
、
早
植
え
栽
培
の
導
入 

な
ど
で
あ
る
。

ま
た
田
植
え
労
力
の
節
減
の
た
め
に
全
国
的
に
直
ま
き
栽
培
を 

試
み
る
農
家
が
増
加
し
た
。
本
町
で
も
、
昭

和

三

十

六

年(

一
九 

六
一)

こ
ろ
導
入
し
一
五
む
が
栽
培
さ
れ
た
。
全
国
で
は
八
〇
〇 

〇
ね
ほ
ど
の
実
施
と
み
ら
れ
て
い
る
。
直
ま
き
栽
培
は
、
日
が
浅 

く
品
種
、
栽
培
な
ど
の
面
で
研
究
す
べ
き
点
が
多
く
、

こ
れ
が
普 

及
す
る
に
は
ま
だ
か
な
り
の
時
が
必
要
で
、
昭

和

四

十

年(

一
九 

六
五)

前
後
か
ら
は
普
及
し
て
い
な
い
。

次
に
注
目
さ
れ
る
の
は
化
成
肥
料
お
よ
び
除
草
剤
使
用
の
増
加 

で
あ
る
。
昭

和

三

十

六

年(

一
九
六
一)

こ
ろ
の
水
稲
の
反
当
施 

肥
量
を
み
る
と
、
単
肥
並
び
に
配
合
肥
料
が
減
少
し
、
化
成
肥
料 

が
増
加
し
て
い
る
。

こ
れ
は
三
要
素
を
含
有
し
、
か
つ
粒
状
で
あ 

る
た
め
施
肥
が
簡
便
で
あ
る
こ
と
や
、
肥
効
が
持
続
的
で
、
分
施 

す
る
手
間
が
省
け
る
こ
と
な
ど
に
よ
る
も
の
で
あ
る̂

ま
た
除
草 

剤
の
使
用
も
増
加
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
水
稲
の
病
害
虫
防
除
に
つ 

い
て
は
、

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
薬
剤
散
布
が
行
わ
れ
始
め
た
。 

同
年
の
散
布
面
積
は
全
国
で
約
一
〇
万
む
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。 

本
町
は
立
地
条
件
あ
る
い
は
水
田
分
布
状
況
か
ら
み
て
、

ヘ
リ
コ 

プ
タ
ー
に
よ
る
散
布
防
除
は
実
施
さ
れ
て
い
な
い
。
今
後
は
散
布 

可
能
な
地
域
を
調
査
し
実
施
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
ろ
う
。
 

麦
作
で
は
、
ド
リ
ル
播
、
多
播
穴
播
、
全
層
播
な
ど
省
力
栽
培 

が
主
要
麦
作
地
帯
で
逐
次
増
加
し
た
。

町
内
で
も
昭
和
三
十
年
代 

の
後
半
前
後
は
ド
リ
ル
播
、
全
層
播
栽
培
の
麦
作
省
力
化
が
普
及 

し
て
い
た
。
昭
和
五
十
年
代
以
降
に
な
る
と
、
麦
作
は
減
少
し
続 

け
て
い
る
。

野
菜
で
は
需
要
の
拡
大
に
伴
っ
て
、
商

品

取

引

の

大

量

化•

規 

格
化
が
要
請
さ
れ
、
各
地
に
新
し
い
野
菜
の
特
産
地
が
形
成
さ
れ 

栽
培
技
術
も
進
歩
し
て
い
る
。
戦

後

野

菜

の

生

理•

生
態
の
研
究

483



第四編現代の霧島町

が
進
む
に
つ
れ
、
育
苗
技
術
、
施
肥
法
な
ど
の
栽
培
技
術
が
進
歩 

し
た
。

ま
た
新
品
種
、
新
農
薬
の
出
現
に
よ
り
、

一
〇
り
当
た
り 

の
収
量
も
高
ま
っ
て
い
る
。
特
に
農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
、

ト

ン

ネ 

ル
•

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
用
い
た
促
成•

半
促
成
栽
培
、
早
熟
栽 

培
、
抑
制
栽
培
に
よ
っ
て
栽
培
時
期
の
変
更
を
容
易
に
し
、
周
年 

供
給
力
を
増
す
と
と
も
に
作
柄
を
安
定
さ
せ
る
、
画
期
的
な
技
術 

の
導
入
が
図
ら
れ
て
い
る
。

養
蚕
は

、
労
働
集
約
的
技
術
体
系
の
も
と
に
営
ま
れ
て
い
た
。
 

一
方
、
生
糸
需
要
者
の
品
質
改
善
の
要
請
を
背
景
と
し
て
、
繭
の 

品
質
向
上
と
蚕
作
の
安
定
に
技
術
改
善
の
主
眼
が
お
か
れ
、
労
働 

生
産
性
の
向
上
を
期
待
で
き
る
よ
う
な
技
術
は
少
な
く
、
あ
ま
り 

普
及
さ
れ
な
か
っ
た
。

栽
桑
技
術
で
は
、
も
っ
ぱ
ら
一
〇%

当
た
り
の
収
量
増
大
を
主 

と
し
、
桑
品
種
の
改
良
、
仕
立
法
の
改
善
が
行
わ
れ
て
き
た
。

四 

十
年
代
後
半
こ
ろ
か
ら
、
新

植
•

改
植
に
よ
る
桑
園
改
良
、
集
団 

化
が
進
み
、
抜
根
、
植
え
付
け
、
耕
運
除
草
、
病
害
虫
防
除
な
ど 

の
作
業
が
機
械
化
さ
れ
て
い
る
。

育
蚕
技
術
は
、
蚕
品
種
の
改
良
に
よ
る
繭
の
品
質
向
上
が
主
体 

を
な
し
て
い
た
。
繭

が

製

糸

工

業

の

原

料

で

あ

る

と

い

う

性

格 

が

、
生
糸
の
社
会
的
需
要
の
変
化
に
対
応
し
て
絶
え
ず
品
質
改
良

を
促
し
て
き
た
。

最

近

で

は

積

極

的

に

飼

育

労

働

の

節

減

を

図 

り
、
蚕
作
を
安
定
さ
せ
る
技
術
が
普
及
し
て
い
る
。
 

稚
蚕
飼
育
に
つ
い
て
は
、
戦
前
か
ら
共
同
飼
育
が
普
及
し
て
い 

た
が
、
多
湿
環
境
に
お
け
る
省
力
的
飼
育
法
が
確
立
し
、
飼
育
法 

の
標
準
化
と
施
設
の
簡
易
化
の
工
夫
が
な
さ
れ
、

一
段
と
普
及
を 

み
た
。

そ
の
後
稚
蚕
共
同
飼
育
は
二
齢
ま
で
行
わ
れ
る
の
が
普
通 

で
あ
っ
た
が
、
壮
蚕
期
の
屋
外
条
桑
育
と
結
合
し
た
三
齢
以
後
ま 

で
の
共
同
飼
育
が
春
蚕
を
中
心
に
普
及
し
て
い
る
。
 

育
蚕
労
働
の
大
部
分
を
占
め
る
壮
蚕
期
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
 

か
き
芽
、
ま
た
は
摘
み
葉
と
い
う
多
労
的
な
採
桑
法
に
よ
る
棚
飼 

い
が
主
体
だ
っ
た
が
、
桑

を

枝

の

ま

ま

で

給

与

す

る

、
条
桑
育 

が

、
主
な
産
地
を
中
心
に
普
及
し
て
い
る
。
条
桑
育
も
、
春
蚕
期 

に
つ
い
て
は
古
く
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
飼
育
法
で
あ
る
が
、
品
種 

仕
立
法
、
採
桑
方
式
な
ど
の
改
善
に
よ
り
、
年
間
を
通
じ
て
実
施 

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
年
間
条
桑
育
は
、
従
来
の
棚
飼
い 

労
働
力
の
八
割
を
占
め
て
い
た
採
桑•

給
桑
の
労
働
力
を
著
し
く 

軽
減
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
各
蚕
期
に
お
け
る
飼
育
量
の
比
率
を 

変
更
し
て
他
の
農
作
業
と
の
労
働
配
分
を
調
整
し
、
蚕
作
の
安
定 

に
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
き
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
、
蚕
病
で
は
、
繭
減
収
量
の
七
割
を
占
め
て
い
る
軟
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化
病
に
対
す
る
防
除
法
の
確
立
に
よ
り
、
 

死
蚕
の
防
止
に
よ
る
蚕 

作
の
安
定
は
も
ち
ろ
ん
、
飼
育
規
模
の
拡
大
を
可
能
に
し
、
産
地 

形
成
が
な
さ
れ
て
い
る
。
養
蚕
技
術
も
飛
躍
的
に
進
歩
し
近
代
的 

な
養
蚕
経
営
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

畜
産
技
術
で
は
、
零
細
な
耕
種
農
業
の
副
業
と
し
て
導
入
さ
れ 

た
零
細
飼
養
が
主
体
と
な
っ
て
い
た
。
経
営
的
に
み
て
も
、
合
理 

的
発
展
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

こ
れ
は
畜
産
価
格
が
不
安
定
で
あ 

っ
た
こ
と
に
よ
り
、
農
家
の
資
本
装
備
、
技
術
導
入
へ
の
意
欲
が 

低
調
で
あ
っ
た
た
め
と
み
ら
れ
る
。
家
畜
の
改
良
、
飼
育
管
理
技 

術

、
保
健
衛
生
面
に
お
け
る
技
術
に
は
、

か
な
り
の
進
歩
が
み
ら 

れ
た
が
、
他
の
農
業
部
門
に
比
べ
技
術
の
普
及
体
制
が
十
分
で
な 

い
た
め
一
、

こ
れ
ら
の
技
術
進
歩
も
十
分
農
家
に
普
及
浸
透
さ
れ
て 

い
な
い
。

し
か
し
、
昭
和
四
十
年
代
か
ら
畜
産
物
需
要
の
増
大
に 

対
応
し
て
、
畜
産
経
営
の
規
模
は
次
第
に
拡
大
さ
れ
る
傾
向
に
あ 

り
、
協
業
化
や
企
業
的
経
営
に
よ
る
多
頭
羽
飼
育
も
各
地
に
み
ら 

れ
る
に
従
い
、
低
位
に
あ
っ
た
技
術
水
準
も
次
第
に
高
め
ら
れ
る 

よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
多
頭
化
飼
育
の
経
営
に
お
い
て
は
、
 

畜
舎
の
整
備
、
施
設
、
機

具

の

充

実

な

ど

、
資
本
装
備
化
が
進 

み
、
 

衛
生
管
理
技
術
も
進
歩
し
て
い
る
。

飼
料
作
物
に
つ
い
て
は
、
多
頭
飼
育
の
普
及
と
と
も
に
作
付
面

積
が
増
加
し
て
い
る
。
夏
作
、
 

青
刈
り
用
と
し
て
家
畜
の
し
好
性 

も
高
く
、
か
つ
耐
干
、
耐
倒
伏
性
の
強
い
ニ
ュ
ー 
•

ソ
ル
ゴ
ー
が 

と
う
も
ろ
こ
し
に
か
わ
る
青
刈
り
ま
た
は
エ
ン
シ
レ
ー
ジ
用
飼
料 

作
物
と
し
て
育
成
さ
れ
、
栽
培
が
農
家
に
普
及
し
て
い
る
。

ま
た 

テ
オ
シ
ン
ト
な
ど
の
南
方
型
牧
草
が
導
入
さ
れ
良
好
な
飼
料
作
物 

と
し
て
栽
培
さ
れ
て
い
る
。

養
豚
部
門
で
は
、
多
頭
飼
養
に
適
合
し
た
新
し
い
形
成
の
豚
舎 

と
し
て
、
デ
ン
マ
ー
ク
式
豚
舎
が

大
規
模
養

豚
に
普
及
し
て

い 

る
。

こ
の
形
式
の
豚
舎
で
は
、
群
飼
が
可
能
で
あ
る
た
め
、

一
人 

の
管
理
頭
数
は
従
来
の
四
〜
五
倍
に
な
っ
て
作
業
能
率
が
著
し
く 

向
上
し
、
排
糞
尿
場
所
と
居
住
区
を
区
別
し
て
あ
る
た
め
、
環
境 

条
件
が
よ
く
家
畜
の
衛
生
面
に
も
大
き
な
効
果
を
も
た
ら
し
て
い 

る
。豚

肉
の
加
工
需
要
の
増
大
に
対
応
す
る
た
め
、
ベ
ー
コ
ン
型
の 

豚
と
い
わ
れ
る
ラ
ン
ド
レ
ー
ス
を
輸
入
し
て
養
豚
の
規
模
拡
大
が 

み
ら
れ
る
。
本
町
に
お
い
て
も
ラ
ン
ド
レ
ー
ス
種
と
バ
ー
ク
シ
ャ 

—
種
の
導
入
を
し
養
豚
経
営
が
行
わ
れ
て
い
る
。 

鹿
児
島
県
で
は
、
平
成
元
年
度
か
ら
年
一
回
農
業
試
験
研
究
成 

果
普
及
発
表
会
を
開
催
し
て
、
農
業
関
係
各
試
験
場
に
お
い
て
達 

成
さ
れ
た
主
要
研
究
成
果
を
提
示
し
、
生
産
現
場
へ
農
業
新
技
術
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の
移
転
を
速
や
か
に
行
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
近
年
に
お
け 

る
農
業
技
術
の
進
歩
は
、
農
業
生
産
力
の
向
上
発
展
に
大
き
な
役 

割
を
果
た
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

四
農
業
団
体

農
村
は
、
昭
和
二
年(

一
九
二
七)

か
ら
同
十 

産

業

組

合

一
年(

一
九
三
六)

ま
で
は
、
経
済
恐
慌
と
農 

業
恐
慌
に
ゆ
さ
ぶ
ら
れ
、
政
府
は
、
農
村
救
済
や
小
作
農
問
題
対 

策
に
追
わ
れ
た
。
自
作
農
民
の
中
に
は
、
労
働
者
と
し
て
都
会
へ 

出
た
り
、
小
作
農
に
転
落
す
る
な
ど
没
落
す
る
も
の
が
相
次
い
だ 

の
で
、
地
主
富
農
中
心
に
発
足
し
た
産
業
組
合
も
、
救
農
対
策
に 

混
乱
す
る
状
態
で
あ
っ
た
。
政
府
は
各
種
の
経
済
的
対
策
を
行 

い
、
農
業
保
護
政
策
を
と
り
な
が
ら
、
自
力
農
村
経
済
更
生
運
動 

を
展
開
し
た
。
こ
れ
は
、
全
国
の
農
村
に
産
業
組
合
を
つ
く
る
こ 

と
、
 

農
民
は
全
部
組
合
員
と
す
る
こ
と
、
信
用•

購
買•

販
売
利 

用
の
各
事
業
を
全
組
合
が
営
む
こ
と
な
ど
で
あ
っ
た
。
同
八
年(

一
 

九
三
三)

か
ら
、
産
業
組
合
拡
充
五
か
年
計
画
も
実
施
さ
れ
た
。

昭
和
六
年(

一
九
三
一)

に
勃
発
し
た
満
州
事 

農 

業 

会

変
は
、
同
十
二
年(

一
九
三
七)

に
は
日
中
戦

争
に
発
展
し
、
さ
ら
に
同
十
六
年(

一
九
四
一)

、
太
平
洋
戦
争
へ 

突
入
後
は
、
食
糧
統
制
の
き
び
し
い
時
代
を
迎
え
た
。 

産
業
組
合
は
、
本
来
の
役
割
を
失
っ
て
国
家
代
行
機
関
と
し
て 

の
性
格
を
強
め
、
米
の
一
元
集
荷
、
肥
料
の
一
元
配
給
、
国
債
の 

消
化
機
関
と
し
て
存
在
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
昭
和
十
八
年(

一
 

九
四
三)

産
業
組
合
と
農
会
を
合
併
し
て
農
業
会
と
な
り
、
農
家 

は
強
制
加
入
さ
せ
ら
れ
、
農
業
会
は
農
民
に
対
し
て
完
全
に
国
家 

統
制
を
行
う
機
関
と
な
っ
た
。

終
戦
後
、
占
領
軍
に
よ
り
農
地
改
革
が
行
わ 

農
業
協
同
組
合

れ
、
多
く
の
農
民
が
自
作
農
と
な
っ
た
。
農 

協
は
、
こ
の
農
地
改
革
の
成
果
を
ま
も
る
農
民
の
経
済
組
織
と
し 

て
設
立
が
進
め
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
農
業
会
に
代
わ
る
農
村
の
経 

済
機
関
が
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
農
民
自
ら
の
必
要
に
基
づ
く 

も
の
で
あ
っ
た
が
、
農
民
の
協
同
意
識
が
成
長
し
な
い
ま
ま
上
部 

か
ら
設
立
が
進
め
ら
れ
て
き
た
き
ら
い
が
あ
っ
た
。
そ
の
推
移
を 

見
て
み
る
。

八
草
創
期>

 

昭
和
二
十
三
年(

一
九
四
八)

五
月
、
霧

島

村(

現 

在
の
国
分
市
の
重
久
、
隼
人
町
の
松
永
地
区
を
含
む)

で
は
一
村 

一
農
協
で
霧
島
農
業
協
同
組
合
と
し
て
設
立
さ
れ
た
が
、
設
立
当 

初
か
ら
波
乱
の
繰
り
返
し
で
あ
っ
た
。
第
一
回
の
通
常
総
会
で
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は
、
開
催
時
刻
に
な
っ
て
も
定
数
に
達
せ
ず
、
数
時
間
か
け
て
組 

合
員
を
招
集
し
、
よ
う
や
く
開
催
に
こ
ぎ
つ
け
る
あ
り
さ
ま
で
あ 

っ
た
と
議
事
録
に
記
さ
れ
て
い
る
。
農
協
経
営
は
資
金
繰
り
を
は 

じ
め
と
し
、
す
べ
て
が
苦
渋
の
連
続
で
あ
っ
た
。
特
に
借
入
依
存 

の
体
質
は
、
貯
貸
率
一0

〇*

以
上
、
購
買
未
収
金
の
延
滞
、
貸 

出
金
の
固
定
化
な
ど
、
悪
い
条
件
が
そ
ろ
い
す
ぎ
て
い
た
。
ま
た 

炭
団
事
業
は
設
立
二
年
目
で
経
営
の
悪
化
に
よ
り
移
譲
問
題
が
提

霧島町農業協同組合

案
さ
れ
た
。

昭
和
二
十
五
年 

(

一
九
五
〇)

に 

は
行
政
区
の
変
更 

に
伴
い
、
 

桂
内
支 

所
を
設
置
し
て
業 

務
の
拡
大
を
図
っ 

た
。
翌
二
十
六
年 

(

一
九
五
一)

九 

月
に
は
臨
時
総
会 

で
再
建
整
備
計
画 

を
決
定
し
て
か 

ら
、
固
定
化
債
権

の
回
収
に
役
職
員
が
日
夜
努
力
す
る
と
い
う
苦
難
の
毎
日
が
続
い 

た
が
、
同
三
十
一
年(

一
九
五
六)

に
再
建
整
備
優
秀
賞
を
受
賞 

し
て
か
ら
経
営
が
安
定
し
、
事
業
量
が
増
大
し
て
い
っ
た
。
 

昭
和
三
十
年
の
共
済
事
業
を
は
じ
め
と
し
、
購
買
販
売
取
り
扱 

い
中
心
か
ら
、
総
合
事
業
へ
の
転
換
期
を
迎
え
、
同
三
十
三(

一
 

九
五
八)

年
度
の
稚
蚕
飼
育
所
お
よ
び
製
茶
工
場
建
設
、
同
三
十 

六

年(

一
九
六
一)

、
澱
粉
工
場
の
誘
致
、

三
十
八
年(

一
九
六 

三)

に
は
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
取
り
扱
い
な
ど
、
数
多
く
の
事
業
活 

動
を
展
開
し
て
い
っ
た
。

ハ
建
設
期V

昭
和
四
十
年
代
中
ご
ろ
に
な
る
と
、
水
田
農
業
の 

減
反
政
策
の
も
と
で
水
田
の
荒
廃
が
進
ん
で
い
っ
た
。
ま
た
兼
業 

化
•

老
齢
化•

婦
女
子
化
が
進
み
、
農
業
労
働
力
が
大
幅
に
減
少 

し' 

農
村
の
環
境
は
大
き
く
変
ぼ
う
し
て
い
っ
た
。
そ
こ
で
、
組 

合
員
の
多
様
な
生
活
ー
ー
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
昭
和
四
十
四
年 

(

一
九
六
九)

に
は
第
一
回
農
協
運
動
会
を
開
始
、
翌
四
十
五
年 

(

一
九
七
〇)

に
は
本
所
事
務
所
の
新
築
、
四
十
七
年(

一
九
七 

二)

に
はA

コ
ー
プ
店
舗
の
新
築
、
四
十
八
年(

一
九
七
三)

に 

は
給
油
所
設
置
、
五
十
二
年(

一
九
七
七)

に
は
農
業
機
械
セ
ン 

タ
—
の
設
置
な
ど
、
多
様
化
す
る
組
合
員
生
活
に
対
応
す
る
た
め 

施
設
整
備
の
強
化
な
ど
を
図
り
、
 

地
域
住
民
の
生
活
の
拠
点
と
し
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て
の
機
能
を
強
化
し
て
、
業
務
の
多
角
化
を
行
い
、
農
業
の
拡
大 

を
図
っ
て
き
た
。

昭

和

五

十
(

一
九
七
五)

年

代

に

な

る

と

、
組
織
基
盤
の
強 

化

、
組

合

員

の

営

農•

生
活
の
安
定
を
図
る
た
め
、
集
団
検
診
の 

実
施
、
農
政
連
支
部
の
発
足
、
作
目
別
組
織
の
発
足
、
婦
人
部
活 

動
の
展
開
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
。

同

六

十
(

一
九
八
五)

年
代
に 

な
る
と
、
第
一
回
の
農
協
ま
つ
り
を
実
施
す
る
な
ど
、
地
域
住
民 

を
含
ん
だ
農
協
活
動
へ
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
経
営
の
近
代
化
お
よ 

び
時
代
の
流
れ
に
乗
り
遅
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
昭
和
五
十 

五

年
(

一
九
八
。)

の
青
果

物

精

算

の

電

算

化
を

は

じ

め
と

し 

て
、
貯
金
業
務
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
、
各
種
業
務
のO
A

化
が
図
ら 

れ
て
き
た
。

a

発
展
期V
 

農
畜
産
物
需
給
の
不
均
衡
と
消
費
者
ー
ー
ー
ズ
の
多 

様
化
が
い
っ
そ
う
進
む
な
か
で
、
農
協
経
営
は
低
成
長
期
へ
と
向 

か
い
、
営
農
面
で
は
、
高
冷
地
野
菜
と
畜
産
を
組
み
合
わ
せ
た
複 

合
経
営
が
進
め
ら
れ
て
、
あ

る

程

度

そ

の

効

果

を

あ

げ

て

き

た 

が

、
今
後
の
発
展
が
望
め
な
い
状
態
と
な
っ
て
き
て
い
る
。 

平
成
元
年
度
、
 
A

コ
ー
プ
店
舗
を
改
築
す
る
に
当
た
り
、
地
域 

住
民
の
生
活
文
化
活
動
を
強
化
す
る
た
め
、
 

施
設
の
整
備
を
図
り 

趣
味
、
教
養
の
文
化
教
室
や
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
、
手
づ
く
り
加
工

活
動
な
ど
、
多
様
な
生
活
文
化
活
動 

を

計

画

的•

継
続
的
に
実
施
し
、
生 

活
事
業
は
着
実
な
前
進
を
続
け
て
い 

る
。
な
お
、
当
組
合
の
地
域
性
を
生 

か
し
た
農
協
経
営
を
行
う
た
め
、
行 

政
が
ロ
指
す
農
業
と
観
光
の
町
づ
く 

り

を

目

標

に

し

て

、
 

今
後
当
組
合 

は
、
組
合
員
、
地
域
住
民
の
た
め
に 

な
に
を
な
す
べ
き
か
を
十
分
に
検
討 

す
る
大
き
な
転
換
期
に
差
し
か
か
っ 

て
い
る
。

<

組
合
の
概
況V

組
合
員
数
は
一 

三

ニ

三

人(

正
一
〇
四
一
人
、
准
二 

八
二
人)

、
組
合
員
組
織
と
し
て
は
、
 

集
落
組
織
宀
の
ほ
か
、

和
牛
二
八
〇 

人

、
園
芸
二
四
人
、
養
蚕
ニ
一
一
人
、
 

養
豚
二
八
人
、
茶
業
二
七
人
、

シ
イ 

タ
ケ
三
五
人
、
葉
た
ば
こ
七
人
、
農 

協
婦
人
部
五
五
〇
人
、
高
原
ク
ラ
ブ 

一
〇
人
、
経
営
者
ク
ラ
ブ
九
人
、
稲

（単位:万円）主要勘定と事業量の推移

年 度 出資金 
積立金 貯 金 貸出金1歌 品

高 
売
売

品
高 

買
給 

購
供

長期共済 
保有高_

昭和34年度 564 3,653
3,087 1

4,199 3,449

44年度 1,534 23, 040 21,467 18,066 10,631 97, 956

54年度 12,283 193, 592 85, 325 56, 773 69, 869 1,104, 440

63年度 24, 034 329, 991 68,559 1 63, 282 82, 217 2,831,956
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作
一
八
人
が
活
動
し
て
い
る
。
役

職

員

は

理

事

九

人(

う
ち
常
勤 

一)

、
監
事
三
人
、
職

員

五

八

人(

う
ち
男
三
二
、
女
二
六)

、

職 

員
の
う
ち
営
農
指
導
員
五
人
、
生
活
指
導
員
一
人
で
あ
る
。
 

主
要
施
設
と
し
て
、
本
所
事
務
所
の
ほ
か
、
支
所
二
、A

コ
ー 

プ
ニ
、
給
油
所
一
、
農
業
機
械
セ
ン
タ
ー 

一
、
肉
用
牛
肥
育
セ
ン 

タ
ー
一
、
購
買
店
舗
二
、
集
出
荷
場
一
を
有
す
る
。

歴
代
組
合
長

増
山
武
盛
昭
和
二
十
四
年
五
月
〜
二
十
六
年
四
月 

内
村
義

幸
昭
和
二
十
六
年
五
月
〜
三
十
年
四
月 

竹
下 

忍
昭
和
三
十
年
五
月
〜
五
十
八
年
四
月 

新
村 

俊
昭
和
五
十
八
年
五
月
〜
現
在

常
務
理
事

入
来
岩
男
昭
和
二
十
四
年
五
月
〜
二
十
六
年
四
月

農
業
共
済
組
合
は
、
組
合
員
が
不
慮
の
災
厄 

農
業
共
済
組
合

に
よ
っ
て
受
け
る
こ
と
の
あ
る
損
失
を
補
て 

ん
し
て
、
経
営
の
安
定
を
図
る
た
め
、
昭

和

二

十

二

年(

一
九
四 

七)

十
二
月
十
五
日
に
公
布
、
施
行
さ
れ
た
農
業
災
害
補
償
法
に 

よ
る
も
の
で
あ
る
。

水
稲
、
麦

、
養
蚕
、
家
畜
の
各
共
済
事
業
の 

発
足
と
と
も
に
、
同
二
十
三
年
二
月
二
十
三
日
に
組
合
が
設
立
さ 

れ
た
。

組

合

員

の

資

格

は

霧

島

町

に

住

所

を

有

し

、

水
陸
稲
、
 

麦

、
養

蚕

、
牛
馬
、
種
豚
を
所
有
、
ま
た
は
管
理
す
る
者
、
建
物

を
所
有
し
、
 

農
業
を
営
む
者
で
あ
る
。

農
業
共
済
事
業
の
種
類

一
 

農
作
物
共
済
事
業 

水
稲
、
陸
稲
、
麦

二 

蚕
繭
共
済
事
業 

春
蚕
、
初
秋
蚕
、
 

晩
秋
蚕

三 

家
畜
共
済
事
業 

牛

、
馬
、
種
豚
、
肉
豚

四 

果
樹
共
済
事
業 

み
か
ん
類
、
び
わ
、
す
も
も

五 

畑
作
物
共
済
事
業 

ば
れ
い
し
ょ
、
大
豆
、

一
番
茶

六 

園
芸
施
設
共
済
事
業 

温
室
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
、
施

設
園
芸
用
の
付
帯
施
設

七

任

意

共

済

事

業 

建
物

歴
代
組
合
長

増

山

武

盛
(

昭
和
二
十
三
年
〜
二
十
六
年
五
月) 

石
踊 

清

次
(

同 

二
十
六
年
六
月
〜
三
十
年
五
月) 

中
馬 

親

盛
(

同 

三
十
年
六
月
〜
四
十
九
年
三
月) 

昭
和
四
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
始
良
地
区
農
業
共
済
組
合(

始 

良
郡
一
一
か
町
統
合)

と
し
て
発
足
す
る
。

始
良
地
区
農
業
共
済
組
合
の
概
要(

平
成
二
年
四
月
一
日
現
在) 

一
 

組
合
合
併

第
一
次 

昭

和

四

十

九

年

四

月

一

日(

一
一
か
町) 

第
二
次 

昭

和

五

十

三

年

十

二

月

一

日(

一
市
吸
収)
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二 

総
農
家
戸
数 

二
五
、

一
六
三
戸 

三

組

合

員

戸

数

二

三

、
五
七
二
尸 

四

総

代

数 

ニ
一
四
人

五 

共
済
委
員(

共
済
連
絡
員)

数

一

、
〇
三
六
人 

六 

損
害
評
価
委
員
数 

三
一
八
人 

七 

損
害
評
価
会
委
員
数 

七
一
人 

八 

役
員
数 

三
一
人(

理
事
ニ
ハ
人
、
監
事
三
人) 

九
現
組
合
長
理
事
竹
ノ
上
篤
規 

十 

職
員
数 

六
三
人(

業
務
四
八
人
、
獣
医
一
五
人)

五
関
係
施
設

所
在
地
は
、
始
良
郡
霧
島
町
田
口
二
六
〇
ハ
ー 

緑

の

村

五
。
緑
の
村
は
昭
和
五
十
四
年
度
か
ら
同
五
十 

六
年
度
に
三
か
年
計
画
継
続
事
業
に
よ
り
、
農
村
地
域
農
業
構
造 

改
善
事
業(

緑
の
村
整
備
事
業)

の
実
施
に
よ
っ
て
施
設
を
整
備 

し

た(

六
六
一
ペ
ー
ジ
第
四
編
第
五
章
「
観
光
」
参
照)

。
 

基

幹

集

落 

昭
和
四
十
年
に
山
村
振
興
法
が
制
定
さ
れ
、
昭 

セ

ン

タ1

和
四
十
年
度
か
ら
山
村
振
興
の
第
一
期
対
策
が 

ス
タ
—
ト
し
、
さ
ら
に
同
四
十
七
年
度
か
ら
第
二
期
対
策
が
開
始

業
に
よ
り
設
置
し
た
も
の
で
あ
る
。

基幹集落センター

さ
れ
て
い
る
。
本 

町
も
四
十
六
年
度 

に
山
村
振
興
地
域 

指
定
を
受
け
、
第 

一
期
対
策
、
第
二 

期
対
策
に
取
り
組 

ん
で
施
策
を
講
じ 

て
き
た
。
基
幹
集 

落
セ
ン
タ
ー
は
、
 

山
村
振
興
第
二
期 

対
策
の
五
十
四
年 

度
に
、
基
幹
集
落 

セ
ン
タ
ー
設
置
事

こ
の
施
設
は
産
業
の
振
興
と
住
民
の
福
祉
向
上
に
資
す
る
た 

め
、
拠
点
と
な
る
セ
ン
タ
ー
と
し
て
広
範
囲
に
利
用
し
て
い
る
。
 

施
設
の
内
容
は
建
築
延
べ
面
積
六
五
五•

五
六
平
方
督
、
鉄
筋
コ 

ン
ク
リ
ー
ト
造
り
三
階
建
て
で
、

一
階
は
管
理
室•

図
書
室•

和 

室
•

機
械
室
、
二
階
が
視
聴
覚
室•

保
健
相
談
室•

会
議
室
、
三 

階
が
娯
楽
室
、
そ
れ
に
屋
上
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
に
お
い
て
も
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話
し
合
い
の
拠
点
施
設
と
し
て
、
ま
た
研
修
の
場
と
し
て
、
よ
り 

多
く
の
地
域
住
民
が
利
用
す
る
で
あ
ろ
う
。
総
事
業
費
は
九
四
五 

六
万
七0

0
0
円

。

多
目
的
集
会 

所
在
地
、
霧
島
町
川
北
。
山
村
振
興
三
期
対
策 

セ

ン

タ1

で
昭
和
六
十
年
度
に
地
域
指
定
を
受
け
、
当
年 

度
で
計
画
樹
立
、
同
六
十
二
年
度
か
ら
事
業
実
施
に
取
り
組
ん 

だ
。
第
三
期
山
村
振
興
農
林
漁
業
対
策
事
業
の
集
落
環
境
整
備
事

多目的集会センター

業
に
よ
り
、
多
目 

的
集
会
施
設
と
し 

て
整
備
し
た
セ
ン 

タ
ー
で
あ
る
。
こ 

の
集
会
セ
ン
タ
ー 

の
施
設
は
地
域
住 

民
の
活
動
お
よ
び 

資
質
の
向
上
を
図 

る
た
め
の
研
修 

会
、
講
習
会
、
 

展 

示
会
、
各
種
会
合 

の
開
催
、
農
産
加 

工
調
理
実
習
、
共

同
洗
濯
な
ど
を
通
じ
技
術
の
習
得
や
、
婦
人
の
連
帯
意
識
の
醸
成 

を
図
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

施
設
の
内
容
は
、
建
築
面
積
二
九
九•

九
四
平
方
屠
の
鉄
筋
コ 

ン
ク
リ
ー
ト
造
り
平
屋
建
て
で
、
大
会
議
室•

婦
人
研
修
室•

調 

理
加
工
室•

洗
濯
室
か
ら
な
っ
て
い
る
。
昭
和
六
十
三
年
七
月
二 

十
日
の
オ
ー
プ
ン
以
来
、
調
理
加
工
実
習
を
は
じ
め
、
洗

濯(

毛 

布
、

コ
タ
ッ
ぶ
と
ん)

講
習
会
、
研
修
会
な
ど
と
大
変
多
く
の
人 

た
ち
が
積
極
的
に
活
用
し
、
連
帯
感
を
深
め
て
い
る
だ
け
で
な 

く
、
生
活
改
善
の
波
及
効
果
を
も
も
た
ら
し
て
い
る
。
総
事
業
費 

は
五
八O

八
万
三0
0
0

円
。

六

林
 

業

本
町
の
森
林
面
積
は
六
五
二
一
爲
で
、
土
地
面 

林
業
の
概
況

積
八
二
三
一
む
の
約
八o
r

を
占
め
、
さ
ら
に 

人
工
林
は
二
七
〇
〇
む
で
、
人
工
林
率
六
五•

八
笈
と
な
っ
て
い 

る
。
所
有
形
態
別
は
民
有
林
四
一 〇

二
む
、
国
有
林
二
四
一
九
む 

で
民
有
林
の
内
訳
は
私
有
林
四
〇
四
六
む
、
公
有
林
五
六
む
。
齢 

級
別
割
合
は
一
〜
三
齢
級
三
四
ダ
へ
四
〜
五
齢
級
三
六
ダ
マ
六
齢 

級
以
上
が
三
〇
号
と
な
っ
て
い
る
。
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保
有
山
林
規
模
別
林
家

（単
位

：
林
家
数
=
戸
，
面
積
=

 h
a

）

総
 

数
0
.
1
〜
L
O
h
a
未
満

1
〜
5
h
a
未
満

5
〜

1
0
h
a未

満
1
0
〜
2
0
h
a
未
満

2
0

〜
3
0
h
a
未
満

3
0
h
a
以
上

林
家
数

面
 

積
林
家
数
面
積

林
家
数

面
積

林
家
数

（
面
積

林
家
数

面
積

林
家
数
面
積

林
家
数

面
積

1
6
3

1
,
1
5
0

4
7
0

1
7
8

2
4
5

4
4
7

2
9

1
7
5

14
1
7
6

2
4
3

3
131

資
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農
林
業

セ
ン

サ
ス

樹
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積
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a
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蓄
積
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千
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区
分

針
 

葉
 

樹
広
葉
樹

竹
林
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の
他

計
人
工
林
 

面
積

工率
 

人林
ス

ギ
ヒ

ノ
キ

マ
 

ツ
そ

の
他

小
計
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積

1
,
3
5
4

9
8
7

3
7
4

2
8
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4
3

1
,
0
7
0

7
6

2
1
3

4
,
1
0
2

2
,
7
0
0

6
5
.
8

蓄
積

2
7
3

1
3
9

8
8

3
5
0
3

8
4

千
束

）
2
8

—
5
8
7

4
4
4

資
料

：
地
域
森
林
計
画

人
工
材

の
除
伐
，
間
伐
対
象
森
林
面
積

（単
位

：
h
a

）

樹
種

」
，
"

除
伐
対
象
森
林

（
n

〜
in齢

級
）

間
伐
対
象
森
林

（W
〜

v
n
齢
級

）
人
 

工
 

林
 

面
 

積

ス
 

ギ
308. 81

708. 7
2

1
,
3
5
4
.
3
1

ヒ
ノ

キ
1
8
1
.
8
4

660. 71
9
8
7
.
1
5

計
490. 6

5
1
,
3
6
9
. 4

3
2, 3

4
1
.
4
6

資
料

：
地
域
森
林
計
画

（単
位

：
面
積
=
h
a
,
材
積
=

 m
3

）

区
 

分
昭
和
5
9
年
度

6
0

61
6
2

6
3

備

面
 

積
1
1
8

1
5
4

6
0

9
6

8
1

:
材
 

積
2
,
1
2
5

1
,
9
2
0

2, 8
4
0

1
,
6
7
0

2, 9
3
0

資
料

:
農
林
常
務
所

間
伐
実
施
面
積
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ま
た
樹
種
別
内
訳
は
ス
ギ
一
三
五
四
め
で
三
三
号
、

ヒ
ノ
キ
九 

ハ
七Q

で

二

四•

一
當
、

マ
ッ
三
七
四
お
で
九•

一
督
と
な
っ
て 

い
る
。
造
林
は
二
〇0

年
前
こ
ろ
か
ら
、
人
工
造
林
が
一
部
の
所 

有

者
(

島
津
藩
家
老
桂
氏
、
そ
の
他
大
地
主)

に
よ
り
、
す
で
に 

始
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
名
残
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
戦

中
•

戦 

後
は
乱
伐
に
よ
り
、
森
林
資
源
は
荒
廃
し
て
い
た
が
、
森
林
組
合 

な
ど
に
よ
る
、

ス

ギ•

ヒ
ノ
キ
を
中
心
と
し
た
拡
大
造
林
と
、
松 

く
い
虫
跡
地
な
ど
の
積
極
的
な
造
林
に
よ
り
、
現

在(

平
成
元
年) 

で

は
人
工
林
率
も
六
五•

ハ
皆
に
な
っ
て
い
る
。

し

か

し

な

が
 

ら
、
現
在
に
お
い
て
は
造
林
対
象
の
奥
地
化
や
、
材
価
の
低
迷
、
 

労
働
力
不
足
等
に
よ
り
林
業
を
取
り
ま
く
情
勢
は
き
び
し
く
、
造 

林
面
積
も
減
少
し
て
い
る
。

保
育
で
は
森
林
組
合
の
作
業
班
と
林
家
の
自
家
労
働
に
よ
り
順 

調
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。

間
伐
で
は
、

ス

ギ•

ヒ
ノ
キ
の
人
工
林 

が
戦
後
植
栽
さ
れ
た
林
分
が
ほ
と
ん
ど
で
、
健
全
な
森
林
資
源
を 

造
成
す
る
た
め
除
間
伐
の
実
施
を
急
ぐ
必
要
が
あ
る
。
本
町
は
各 

種
補
助
事
業
を
活
用
し
、
ま
た
自
力
で
こ
の
除
間
伐
を
実
施
し
て 

い
る
。
伐

採

で

は

立

木

の

伐

採

状

況

を

み

る

と

、

最
近
三
か
年 

(

昭
和
六
十
一
〜
六
十
二
年)

の
伐
採
面
積
の
平
均
は
三
三◎

で 

あ
り
、
材
積
は
五
〇
四
八
立
方
督
と
な
っ
て
い
る
。

ハ
林
道
等
整
備
状
況V
 

生
産
基
盤
の
林
道
に
つ
い
て
は
、
林
道 

密
度
が
一 Q

当

た

り

二•

ハ
レ
と
低
く
、
町

道
•

農
道
な
ど
を
含 

め
た
林
内
道
路
密
度
に
お
い
て
も
、

ヘ
ク
タ
—

ル
当
た
り
一
三• 

ハ̂

と
低
い
。
今
後
林
業
生
産
基
盤
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
 

合

理

的•

集
約
的
な
林
業
経
営
を
進
め
る
た
め
、
林
内
に
お
け
る 

林

道
•

作
業
路
な
ど
の
開
設
促
進
が
地
域
の
重
要
課
題
と
な
っ
て 

い
る
。

八
林
家
数
お
よ
び
林
業
就
業
人
口
の
現
状V
 

本
町
の
林
家
数
は 

七
六
三
戸
で
、
所

有

規

模

別
で

は

〇•

一
〜
五•

〇
お
未
満
が
七 

一
五
戸
で
、
総
林
家
数
の
九
四
笈
を
占
め
て
い
る
。
林
業
就
業
人 

口
は
年
々
減
少
し
て
、
作
業
能
率
も
低
下
の
傾
向
に
あ
る
の
が
現 

状
で
あ
る
。

町
有
林
は
、
大

字

田

口•

永
水
地
区
の
字
六
区 

町 

有 

林

域
に
林
地
が
あ
り
、
総

面

積

二

九•

七
む
で
あ 

る
。
小
規
模
な
経
営
面
積
で
は
あ
る
が
、
町
の
基
本
財
産
づ
く
り 

は
も
と
よ
り
、
町
民
の
模
範
林
と
し
て
下
刈
り
、
枝
打
ち

、

つ
る 

切
り
、
施
肥
、
除
間
伐
の
施
業
を
公
有
林
計
画
に
基
づ
き
計
画
的 

に
実
施
し
、
健
全
な
森
林
の
造
成
に
努
め
て
い
る
。

国
有
林
に
つ
い
て
は
、
本
町
の
森
林
面
積
の
約 

国

有

林

三

分

の

一(

二
四
一
九
お)

を
占
め
て
お
り
、
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第四編現代の霧島町

町
の
重
要
な
資
源
と
な
っ
て
い
る
。
国
有
林
の
持
つ
多
面
的
機
能 

は
、
農
林
業
の
中
心
で
あ
る
水
源
の
か
ん
養
を
果
た
し
、
国
有
林 

内
に
水
源
を
発
す
る
霧
島
川
が
、
本
町
の
中
心
部
を
蛇
行
し
な
が 

ら
流
れ
、
農
業
用
水
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
農
作
物
へ
安
定
し
た
供
給 

を
行
っ
て
お
り
、
地
域
農
林
業
振
興
上
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
資 

源
で
あ
る
。

ま
た
国
有
林
は
町
木
で
あ
る
ア
カ
マ
ツ
の
保
全
と
、
 

町
花
で
あ
る
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
の
育
成
保
護
や
各
種
鳥
獣
の
生
息 

地
な
ど
多
く
の
機
能
を
有
し
て
、
本
町
の
観
光
振
興
上
に
も
多
大 

な
恵
み
を
与
え
て
い
る
。

霧
島
町
に
森
林
組
合
が
発
足
し
た
の
は
、
昭
和 

森

林

組

合

十

六

年
(

一
九
四
一)

十
月
十
五
日
で
、
理
事 

九
人
、
監
事
五
人
、
組
合
員
一
一
一
三
人
で
組
合
運
営
を
開
始
し 

た
。

同
二
十
五
年
に
分
村
し
た
が
、

し
ば
ら
く
そ
の
ま
ま
運
営
し 

て
お
り
、
同
二
十
七
年
五
月
二
十
二
日
、
理
事
七
人
、
監
事
三
人 

の
役
員
で
新
し
い
霧
島
町
森
林
組
合
と
し
て
発
足
し
た
。

こ
の
組 

合
の
目
的
に
つ
い
て
は
、
 

組
合
総
則
に
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い 

る
。

「
こ
の
組
合
は
組
合
員
が
協
同
し
て
、
森
林
施
業
の
合
理
化 

と
、
森
林
生
産
の
増
進
を
図
り
、
経
済
状
態
を
改
善
し
、
社
会
的 

地
位
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
。

民
有
林
の
野
放
し
的
経 

営
を
こ
の
よ
う
な
目
標
の
も
と
に
統
一
し
、
合
理
的
な
林
業
経
営

を
し
、
協
同
の
力
に
よ
っ
て
、
増
産
を
図
る
こ
と
に
森
林
組
合
存 

在
の
意
義
が
あ
る
。

昭
和
四
十
六
年
に
始
良
東
部
一
市
三
町(

国

分

市•

隼

人

町• 

福

山

町•

霧
島
町)

の
森
林
組
合
が
合
併
し
発
足
し
た
。
常
勤
理 

事
一
人
、
非
常
勤
理
事
一
三
人
、
監
事
三
人
、
職
員
一
二
人
。

ま 

た
正
組
合
員
七
六
八
四
人
、
准
組
合
員
二
七
人
で
、
組
合
員
の
要
請 

に
こ
た
え
組
合
と
し
て
の
経
営
改
善
の
必
要
に
応
じ
て
新
し
い
課 

題
に
向
け
て
努
力
し
て
い
る
。
森
林
組
合
の
活
動
は
利
用
事
業
中 

心
か
ら
、
除
間
伐
事
業
お
よ
び
造
林
事
業
の
推
進
、
森
林
地
域
活
性 

化
緊
急
対
策
事
業
、
さ
ら
に
森
林
総
合
整
備
事
業
の
計
画
と
実
施 

推
進
並
び
に
新
林
業
構
造
改
善
事
業
な
ど
の
促
進
そ
の
他
各
種
事 

業
を
導
入
し
、
活
力
あ
る
健
全
な
森
林
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
。 

<

沿

革
v

設 

立 

昭
和
十
六
年
十
月
十
五
日 

移
行
総
会 

同

二

十

七

年

一

月

三

十

一

日 

組
織
変
更
認
可 

同 

二
十
七
年
三
月
十
三
日

(

霧
島
町
森
林
組
合
発
足) 

定
款
変
更
認
可 

同 

三
十
四
年
六
月
二
日

(

霧
島
町
森
林
組
合) 

森
林
組
合
合
併 

同 

四
十
六
年
九
月(

始
良
東
部
森
林
組
合)
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第二章経 済

歴
代
組
合
長

岩
城 

盛
蔵 

昭
和
十 

六 

年
十
月
〜
十 

七 

年
二
月 

厚

地

藤

蔵 

同
二
十
二
年
五
月
〜
二
十
四
年
四
月 

新
村 

親
志 

同 

二
十
四
年
五
月
〜
二
十
七
年
四
月 

上
松
瀬
栄
次 

同
二
十
七
年
五
月
〜
三
十
五
年
四
月 

新

村

親

志 

同
三
十
五
年
五
月
〜
三
十
九
年
四
月 

竹
田 

岳
夫 

同 

三
十
九
年
六
月
〜
四
十
二
年
四
月 

内

村

義

幸 

同
四
十
二
年
五
月
〜
四
十
六
年
八
月 

始
良
東
部
森
林
組
合
合
併
発
足
後
の
歴
代
組
合
長 

五

領

和

男 

昭
和
四
十
六
年
九
月
〜
五
十
六
年
八
月 

川

畑

純

雄 

同
五
十
六
年
九
月
〜
同
五
十
九
年
八
月 

川

野

正

雄 

同 

五
十
九
年
九
月
〜
現
在

森林組合の現状 （単位：人，ha,千円）

区 分 数 量

組合員数 7,711

組合員所有森林面積 14,117

払込済出資金 72, 497

役員
常 勤 1

非常勤 16

職 員 数 12

作業班員数 25班88人

作業班延人数 11,439

資料：始良東部森林組合

森林組合の活動状況 （単位：数量= m3,金額=千円, 苗木=本，肥料=袋）

区分 販 売 購 買 利 用

年度 売
量 

販
数 金額 産

量 
生
数 金額 販売数量 金額 用

量 
利
数 金額 その他

昭和 
61

11,358 230,164
— 苗木225千本

肥料外5, 689袋

13, 671

21,304
l,314ha 135, 783

62 11,700 290, 355 ——
苗木252千本

肥料外6, 627袋

14, 933

20, 676
1,530ha 202,113

63 10, 377 232, 957 ―- ——
苗木179千本

肥料外6, 597袋

10, 965

21,463
1,472ha 200, 481

資料：森林組合
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しいたけ栽培

特
用
林
産
物
で
は
、

し
い
た
け
が
主
体
を
な 

し
い
た
け
産
業

し
て
お
り
、
霧
島
山
ろ
く
地
帯
は
県
内
で
も 

っ
と
も
大
き
な
し
い
た
け
産
地
で
あ
る
。
最
近
ま
で
は
多
品
種
に 

よ

る

生

産

量

の

増

大

を

主

に

し

て

、
指
導
推
進
を
行
っ
て
き
た 

が

、
 

近
年
は
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
商
品
性
の
高
い
、
 

厚 

肉
系
の
し
い
た
け
生
産
へ
の
転
換
を
図
っ
て
い
る
。
厚
肉
系
の
品 

種
の
導
入
や
、
 

ほ

た

場

環
境
管
理
技
術
の
改
善
を

推
進
し
な
が

ら
、

し
い
た
け
産 

地
づ
く
り
に
取
り 

組
ん
で
い
る
が
、
 

し
い
た
け
産
業
も 

外
国
産
の
輸
入
増 

と
国
内
供
給
減
、
 

品
質
格
差
な
ど
と 

き
び
し
い
環
境
の 

な
か
に
お
か
れ
て 

い
る
。

霧
島
町
の
し
い 

た
け
栽
培
農
家
戸 

数
は
ニ
ニ
戸
で
、

乾
燥
し
い
た
け
の
生
産
量
は
一
八j

、
生
し
い
た
け
は
六
四
ノ
、
 

ほ
た
木
の
保
有
本
数
一
五
〇
万
本(

昭
和
六
十
一
〜
六
十
三
年) 

と
な
っ
て
い
る
。
本
町
の
し
い
た
け
は
、•

良
質
生
産
地
の
名
声
が 

高
め
ら
れ
、
銘
柄
が
確
立
さ
れ
て
、
今
後
の
需
要
増
大
が
期
待
さ 

れ
て
い
る
。

太
古
は
食
糧
を
得
る
た
め
や
、
衣
服
の
原
料
を 

狩 

猟

得
る
た
め
に
狩
猟
が
行
わ
れ
、
そ
れ
が
人
間
生 

活
の
重
要
な
部
分
を
占
め
た
。

そ
の
後
、
農
耕
生
活
が
進
む
に
つ 

れ
て
、
狩
猟
に
遊
び
の
要
素
が
加
わ
っ
て
き
た
。

そ
し
て
、

タ
カ 

狩
り
な
ど
は
支
配
階
級
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
栄
え
た
時 

代
が
あ
り
、
明
治
維
新
を
迎
え
、
そ
れ
に
続
い
て
散
弾
銃
が
普
及 

し
た
た
め
狩
猟
は
大
衆
化
し
、
狩
猟
者
も
増
大
し
た
。
 

わ

が

国
の
狩
猟

制
度
は

明
治
六
年(

一
八
七
三)

に
制
定
さ
れ 

た̂

「鳥
獣
猟
規
則
」

に
よ
る
も
の
が
そ
の
始
ま
り
で
あ
る
が
、
 

当
初
は
ど
の
鳥
獣
を
と
っ
て

も

よ
い
と

い
う
も

の
で

あ
っ
た
た 

め
、
 

江
戸
時
代
に
厳
重
に
保
護
さ
れ
て
い
た
ツ
ル•

コ
ウ
ノ
ト
リ 

•

ト

キ•

シ
カ
な
ど
の
大
型
の
鳥
獣
が
減
少
し
て
し
ま
っ
た
。

こ 

れ
に
対
処
す
る
た
め
狩
猟
法
規
の
改
正
は
し
ば
し
ば
行
わ
れ
た
。
 

昭
和
三
十
八
年
に
狩
猟
法
の
一
部
を
改
正
し
、
法

律

名

も

「
鳥
獣 

保
護
及
狩
猟
に
関
す
る
法
律
」
と
改
め
、
新
し
く
都
道
府
県
ご
と
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済第一早経

に
鳥
獣
保
護
事
業
計
画
を
樹
立
し
た
。

一
方
、
狩
猟
免
許
制
度
に
も
大
幅
な
改
革
が
行
わ
れ
て
き
た
。
 

昭
和
五
十
三
年
に
は
鳥
獣
保
護
の
充
実
、
狩
猟
者
資
質
の
向
上
と 

秩
序
あ
る
狩
猟
の
確
保
と
を
主
眼
と
し
て
鳥
獣
法
が
一
部
改
正
さ 

れ
、
狩
猟
免
許
試
験
制
度
の
導
入
、
登
録
制
度
の
新
設
な
ど
、
制
度 

が
大
き
く
変
わ
っ
た
。
今
後
の
狩
猟
は
、
最
近
の
自
然
保
護
の
時 

代
的
要
請
を
受
け
て
、
た
だ
自
然
に
ふ
え
た
も
の
を
捕
る
こ
と
か 

ら
、
ふ
や
し
て
捕
る
狩
猟
に
変
わ
り
、
ま
た
近
代
的
な
鳥
獣
管
理
は 

鳥
獣
の
生
息
状
況
に
応
じ
て
、
狩
猟
期
間
や
一
日
の
捕
獲
数
を
定 

め
て
鳥
獣
保
護
の
概
念
か
ら
狩
猟
が
逸
脱
し
な
い
よ
う
に
し
て
い 

る
も
の
が
あ
る
が
、
狩
猟
者
が
進
ん
で
法
令
を
守
ら
な
け
れ
ば
、
狩 

猟
資
源
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
や
が
て
は
狩
猟
そ
の
も
の 

が
資
源
の
激
減
に
よ
っ
て
成
り
立
た
な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
。 

ま
た
狩
猟
に
伴
う
危
険
防
止
に
は
特
に
配
慮
し
、
少
な
く
と
も 

事
故
に
起
因
す
る
事
由
に
よ
っ
て
、
狩
猟
が
国
民
の
理
解
と
協
力 

を
得
ら
れ
な
く
な
る
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
狩 

猟
者
の
責
務
で
あ
る
。
な
お
、
現
代
は
野
生
鳥
獣
の
食
糧
と
し
て 

の
依
存
度
は
低
い
が
、
鳥
獣
肉
は
狩
猟
者
な
ら
で
は
嗜
好
し
得
な 

い
天
与
の
資
源
で
あ
る
の
で
、
捕
獲
物
は
最
高
度
に
利
用
す
る
術 

を
も
つ
こ
と
も
大
変
必
要
で
あ
る
。

七

水

産

業

本
町
の
水
産
業
は
河
川
に
生
息
す
る
魚
類
を
水 

現 

況

産
資
源
と
し
た
河
川
漁
業
で
、
漁
獲
種
類
、
漁 

獲
数
量
は
多
い
方
で
は
な
い
。
年
間
を
通
じ
て
の
漁
獲
専
業
者
は 

な
く
、
夏
季
に
霧
島
川
水
系
を
中
心
に
生
息
す
る
代
表
的
な
魚
類 

で

あ

る

ア

ュ•

コ
イ
・
フ
ナ•

ヤ
マ
メ 
(

霧
島
川
上
流
に
生
息)

類
の
釣
魚
を
楽
し
む
釣
り
師
た
ち
が
多
く
見
ら
れ
る
、
と
い
っ
た

（単位：匹）量 数 流 放

町統計資料

、年度 
種£x 昭和63 平成1 2 水 系

アュ 23,000 23,000 25, 000 霧島川

コイ 2, 500 3, 000 3, 000 同

ウナギ 1,500 1,500 1,600 同

ヤマメ 6, 000 7, 000 7, 000 同

量 数 獲 漁 （単位：kg）

町統計資料

、年度 

種端、 昭和63 平成1 2 水 系

ア ュ 250 150 250 霧島川

コ イ 20 30 50 同

ウナギ 20 10 15 同

フナ 2 2 2 同

その他 
の魚類

38 50 50 同
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の
が
現
状
で
あ
る
。
霧
島
川
に
は
毎
年
、
隼
人
町
の
松
永
漁
協
の 

協
力
を
得
な
が
ら
、
ア
ュ
を
主
と
し
て
放
流
し
て
い
る
。
ま
た
松 

永
漁
業
協
同
組
合
の
河
川
管
理
区
域
は
天
降
川
本
流
と
霧
島
川
と 

の
分
岐
点
か
ら
上
流
の
霧
島
川
全
水
系
と
な
っ
て
い
る
。

天
降
川
を
本
流
と
す
る
霧
島
川
全
水
系
は
、
早 

振

興

方

句

く
か
ら
ア
ユ
の
生
息
河
川
と
し
て
、
地
域
住
民 

の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
観
光
地
と
し
て
の
重
要
な
役
割
を
果
た

霧島川の清流

し
て
い
る
。
近
年 

地
域
開
発
、
生
活. 

産
業
排
水
に
よ
っ 

て
水
質
汚
濁
が
進 

み
、
魚
の
生
息
環 

境
が
著
し
く
悪
化 

し
て
き
て
い
る
。
 

こ
れ
ら
の
要
因
を 

防
止
し
、
各
河
川 

の
美
化
、
愛
護
運 

動
を
展
開
し
、
自 

然
環
境
保
全
に
努 

め
、
魚
族
の
繁
殖

を
図
ら
な
け
れ
は
な
ら
な
い
。
ま
た
ア
ュ•

コ
イ•

フ
ナ•

ウ
ナ 

ギ
•

ヤ
マ
メ
な
ど
の
稚
魚
を
放
流
し
、
乱
獲
を
防
止
し
て
、
地
域 

住
民
が
楽
し
め
る
内
水
面
漁
業
の
振
興
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。
 

採
捕
禁
止
期
間
は
、
水
産
動
植
物
の
繁
殖
保
護
を
図
る
た
め
、
 

漁
業
者
も
遊
漁
者
も
守
る
べ
き
こ
と
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
。
 

こ
れ
に
違
反
し
て
採
捕
し
た
漁
獲
物
の
所
持
、
販
売
も
禁
止
さ
れ 

て
い
る
。
県
内
水
面
漁
業
調
整
規
則
第
二
五
条
に
よ
る
期
間
は
次 

の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。

河
川
湖
沼

水

域

ヤ
マ
メ

ア

ュ

水

産
 

働
植
遊

十
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

一
月
一
日
か
ら
五
月
九
日
ま
で

禁

止

期

間

天
降
川
水
系
の
ア
ユ
漁 

解
禁
日
毎
年
六
月
一
日 

霧
島
川
水
系
の
ア
ュ
漁 

解
禁
日
毎
年
七
月
一
日

八

商

工

業明
治
二
十
九
年(

一
八
九
六)

に
建
設
さ
れ 

商
工
業
の
概
況

た
浜
之
市•

霧
島
線
の
県
道
開
通
は
、
商
工 

業
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

一
日
何
便
も
の
馬
車
が
、
国
分
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—
霧
島
間
を
往
復
し
、
商
店
街
も
活
気
づ
い
て
い
た
。
大
窪
と
田 

口
は
、
オ

ッ

ボ

茶

屋•

タ
グ
ツ
の
馬
場
と
呼
ば
れ
て
村
内
で
も
に 

ぎ

や

か

な

商

店

街

で

あ

っ

た(

二

六

ベ

ー

ジ

一

「
昔
か
ら
の
主
な 

集
落
」
参
照)

。

霧
島
神
宮
駅
が
開
設
さ
れ
る
と
、
そ
れ
ま
で
の
湿
田
地
帯
で
あ 

っ

た

狩

川

地

域(

現
在
の
駅
付
近)

が

、

に

わ

か

に

脚

光

を

浴 

び

、
村
内
の
多
く
の
商
店
が
移
転
し
、
な
か
に
は
町
外
か
ら
転
入

霧島神宮門前町商店街

し
て
く
る
商
店
も 

あ
っ
た
。

し
た
が 

っ
て
新
し
い
店
舗 

が

集

ま

り

、 

経 

済
•

文
化
の
中
心 

は
駅
付
近
へ
と
移 

っ
て
い
っ
た
。

ま 

た
商
品
の
流
通
は 

大
き
く
変
わ
り
、
 

こ
れ
ま
で
生
鮮
食 

品
は
、
国
分
隼
人 

方
面
の
行
商
人
の 

手
に
頼
っ
て
い
た

が

、
そ
の
日
の
内
に
鹿
児
島
市
場
か
ら
仕
入
れ
が
で
き
る
よ
う
に 

な
っ
た
。
現
在
で
は
冷
凍
庫
な
ど
の
普
及
に
よ
り
、

い
つ
で
も
、
 

ど
こ
で
も
入
手
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

霧
島
神
宮
一
帯
で
は
、
神
宮
境
内
の
社
務
所
近
く
ま
で
、
土
産 

品
店
、
う

ど

ん•

そ
ば
屋
、
旅
館
が
軒
を
接
し
て
い
た
が
、
大
正 

末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
参
道
が
開
通
し
た
時
に
、
現
在
地 

に

移

転

し

た(

六

ニ

ペ

ー

ジ

六

「
参
道
」
参
照)

。

昭
和
四
十
年
代
以
後
に
な
る
と
、
急
速
な
車
の
普
及
に
伴
い
、
 

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
や
自
動
車
修
理
工
場
な
ど
サ
ー
ビ
ス
業
の
増 

加
が
め
だ
っ
て
い
る
。

こ
の
時
代
は
、
高
度
経
済
成
長
政
策
や
所 

得
倍
増
計
画
が
打
ち
出
さ
れ
た
こ
ろ
で
、
所
得
の
増
加
は
消
費
生 

活
を
豊
か
な
も
の
と
し
て
、
商
店
街
も
活
発
と
な
っ
た
。
な
か
で 

も
、

ス
ナ
ッ
ク
や
喫
茶
店•

食
堂
が
増
え
、
同
六
十
年
代
に
は
、
 

セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス
方
式
の
大
型
規
模
の
総
合
小
売
店(

ス
ー
パ
ー 

マ
ー
ケ
ッ
ト)

が
四
店
舗
と
な
り
、
生
活
環
境
は
、
都
市
と
地
方 

と
の
差
が
無
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

現
況
は
、
町
北
部
に
あ
る
霧
島
神
宮
を
中
心
に
し
た
旅
館•

ホ 

テ
ル
、
食
堂
、
土
産
品
販
売
な
ど
観
光
サ
ー
ビ
ス
業
の
門
前
町
商 

店
街
と
、
町
中
央
部
のJ
R

霧
島
神
宮
駅
周
辺
に
食
料
品
、
日
用 

雑
貨
、
衣
料
品
、
飲
食
店
な
ど
小
売
店
を
中
心
と
し
た
駅
前
通
り
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会
商
店
街
と
に
代
表
さ
れ
る
。

霧
島
町
の
工
業
は
、
明
治
中
期
か
ら
、

ほ

と

ん

ど

が

手

工

業 

で
、
桶
職
人
、
大
工
、
下
駄
職
、
竹
細
工
業
、
豆
腐
加
工
業
、
飴 

つ
く
り
業
な
ど
が
村
内
一
円
に
散
在
し
て
い
た
。
特
殊
な
も
の
と 

し
て
霧
島
神
宮
周
辺
に
、
足

踏

式

の

「
ろ
く
ろ
」

に
よ
る
木
工
細 

工
の
土
産
も
の
製
造
業
者
が
五
、

六
軒
あ
っ
た
。
昭
和
の
初
期
に 

武

藤

重

信

氏

の

父(

故
人)

が

樟
脳

工

場
を

経

営

し
て

い

た(

現 

在
の
西
工
務
店
隣
の
中
央
橋
に
な
っ
て
い
る
場
所)

。
樟

脳

は

当 

時
の
霧
島
で
は
有
望
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
大
窪
の
河
原
に
も
樟
脳 

製
造
場
が
あ
っ
た
。

ま
た
農
家
の
副
収
入
と
し
て
、
麻
を
栽
培
し
て
麻
綱
の
原
料
と 

し
て
出
荷
し
て
い
た
。
大
窪
で
は
畑
に
麻
を
栽
培
し
、
集
落
共
同 

で
大
き
な
蒸
し
釜
を
築
い
て
、
持
ち
寄
っ
た
麻
を
蒸
し
、
皮
を
は 

い
で
、
水
に
さ
ら
し
な
が
ら
不
純
物
を
取
り
除
く
、
と
い
っ
た
作 

業
で

麻

綱

の

原

料
を

作

っ
て

い

た(

蒸
し
釜
は
現
在
の
霧
島
石
油 

の
下
を
左
に
入
っ
た
所
に
あ
っ
た)

。
こ
れ
は
大
正
十
三
年
ご
ろ
ま 

で
続
け
ら
れ
て
い
た
。
農
家
の
家
内
工
業
と
も
い
う
べ
き
、
機
織 

り
も
あ
り
、
家
族
の
着
物
や
作
業
衣
は
手
織
り
も
の
が
多
か
っ
た
。
 

大

正

末

期

か

ら

昭

和

初

期

に

か

け

て

、
霧
島
に
は
、
製
材
工 

場
、
製
茶
工
場
、
線

香

工

場
(

田
口)

、
骨

粉

工

場(

tp
田)

な
ど

が
あ
っ
た
が
、
そ
の
動
力
は
、
す
べ
て
水
車
を
利
用
し
て
い
た
。
 

特
に
霧
島
は
六
五*

が
山
林
で
製
材
工
場
は
各
所
に
見
ら
れ
た
。 

ま
た
豊
富
な
山
林
資
源
を
背
景
に
、
柄
木
の
製
材
製
作
所
も
四
か 

所
に
あ
り
、
登

山

杖•

木

刀
•

農
具
の
柄
な
ど
の
出
荷
販
売
も
盛 

ん
で
あ
っ
た
。

昭

和

三

十

六

年(

一
九
六
一)

に
は
、
都
城
市
の 

首
藤
製
糸
の
経
営
に
よ
る
霧
島
澱
粉
工
場
が
誘
致
さ
れ(

現
在
の 

駅
前
の
農
協
住
宅
団
地)

、

町
内
の
甘
語
作
付
け
の
意
欲
に 

つ
な 

が
っ
た
。

昭

和

四

十

年(

一
九
六
五)

の
主
な
工
業
は
次
の
と
お
り
で
あ 

っ
た
。醸

造
業
一 

澱
粉
業
一 

鉄
工
業
一 

柄
木
製
材
業 

一
 

製
菓
業 

二 

製
茶
業 

五 

建
築
家
具
業 

四 

セ
メ
ン
ト•

セ
メ
ン
ト
瓦•

井
筒
な
ど
製
造
業 

一
 

平
木
工
場
一 

薄
板
工
場
一 

粘
土
瓦
製
造
業 

一
 

豆
腐
製
造
業
三 

弓
製
造
業 

一
 

現
在
で
は
、
観
光
土
産
品
の
製
造
業
と
他
に
衣
類
縫
製
工
場
、
 

木
工
業
、
電
子
部
品
の
下
請
工
業
が
あ
げ
ら
れ
る
。

観
光
土
産
品 

関
係
は
陶
器
製
造
業
が
五
社
と
、
漬
物
、
食
肉
加
工
、
自
然
食
品 

製
造
業
合
わ
せ
て
四
社
と
が
あ
り
、
観
光
土
産
品
と
し
て
の
工
業 

生
産
が
本
町
の
特
徴
と
い
え
る
。
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商

工

業

の

活

動

に

必

要

な

物

資

の

輸

送

手

段 

輸

送

体

系

は
、
輸
送
路
の
確
保
も
含
め
て
重
要
な
役
割
を 

果
た
し
て
き
た
。
本
町
の
商
工
業
の
動
態
も
日
豊
線
の
開
通
を
契 

機
に
大
き
く
様
変
わ
り
し
た
。

そ

れ

ま

で

は

、
明
治
二
十
九
年 

(

一
八
九
六)

に
、
浜
之
市
—
霧
島
間
の
県
道
が
開
通
し
た
。
県 

道
開
通
以
前
は
、
馬
の
背
に
よ
る
輸
送
か
人
力
に
よ
る
輸
送
手
段 

し
か
な
く
、
行
商
人
の
役
割
も
大
き
か
っ
た
。
県
道
が
開
通
し
た 

こ
と
に
よ
り
、
荷
馬
車
が
輸
送
の
主
役
に
な
っ
た
が
、
霧
島
の
農 

林
生
産
物
を
積
み
込
ん
で
、
夜
明
け
に
出
発
し
て
、
国

分
•

浜
之 

市
ま
で
運
搬
し
、

そ
の
帰
り
便
で
、
霧
島
で
消
費
す
る
日
用
品
、
 

雑
貨
を
運
ん
だC

し
か
し
、

日
豊
線
の
開
通
に
よ
る
鉄
道
輸
送
は 

画
期
的
な
変
革
を
も
た
ら
し
た
。
特
に
林
産
物
、
杭
木
、
木
炭
な 

ど
の
大
量
輸
送
を
可
能
に
し
、
製
材
所
や
澱
粉
工
場
な
ど
の
進
出 

な
ど
商
工
業
の
振
興
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。 

昭
和
三
十
年
代
後
半
か
ら
同
四
十
年
代
前
半
に
な
る
と
、

ト
ラ 

ッ
ク
が
鉄
道
に
代
わ
っ
て
主
役
に
な
っ
て
き
た
。

ト
ラ
ッ
ク
輸
送 

は
日
本
全
国
へ
の
長
距
離
時
代
を
迎
え
、
流
通
体
系
は
大
き
く
変 

わ
っ
た
。
本

町

に

お

い

て

も

、
山
之
上
運
送
が
昭
和
五
十
一
年 

に
、
ま
た
後
藤
運
送
が
同
五
十
三
年
に
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
運
送
業 

を
始
め
た
。

一
方
、

こ
れ
ま
で
鉄
道
に
よ
る
小
荷
物
運
送
、
郵
便

小
包
に
よ
る
配
送
も
、
各
家
ま
で
届
け
る
宅
配
便
ま
た
は
宅
急
便 

と
呼
ば
れ
る
全
国
組
織
の
会
社
が
、
昭
和
五
十
年
代
前
半
か
ら
台 

頭
し
は
じ
め
た
。

町
内
く
ま
な
く
取
扱
店
が
で
き
、
激
し
い
輸
送 

合
戦
を
繰
り
広
げ
て
い
る
。

商
工
会
の
前
身
と
し
て
霧
島
村
商
業
協
同
組 

霧
島
町
商
工
会

合
が
あ
げ
ら
れ
る̂

日
中
戦
争
を
契
機
に
、
 

戦
時
体
制
に
移
行
し
つ
つ
あ
っ
た
国
の
指
示
に
基
づ
い
て
つ
く
ら 

れ
た
団
体
で
あ
る
。
太
平
洋
戦
争
へ
と
拡
大
し
て
い
く
中
で
、
物 

資
は
軍
需
に
回
さ
れ
、
民
間
に
は
苦
し
い
配
給
制
度
が
実
施
さ
れ 

た
。
乏
し
い
物
資
を
公
平
に
分
配
す
る
こ
と
を
主
な
業
務
と
し
て 

い
た
も
の
で
、
事
務
局
を
駅
前
の
地
主
園
伝
次
郎
宅
に
お
き
、
理 

事
者
は
物
資
の
配
給
に
、
な
み
な
み
な
ら
ぬ
苦
労
を
し
た
も
の
で 

あ
る
。
当
時
の
会
長
は
真
田
信
雄
、
副
会
長
は
鳥
丸
正
兵
衛
の
両 

氏
で
あ
っ
た
。

終

戦

後

の

昭

和

二

十

四

年(

一
九
四
九)

に
解
散
。

そ
の
後
、
 

同
三
十
二
年
、
現
在
の
商
工
会
の
発
足
ま
で
、
商
工
業
の
グ
ル
ー 

プ
の
空
白
状
態
が
続
い
た
。
昭
和
三
十
年
代
に
入
り
、
旅

行

ブ

ー 

ム
に
よ
る
観
光
事
業
の
発
展
に
伴
っ
て
、
商
工
業
者
も
増
え
て
き 

た
が
、
本
町
は
い
ず
れ
も
零
細
企
業
で
あ
り
、
そ
の
経
営
基
盤
も 

弱
く
、
決
し
て
満
足
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
、

こ
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れ
ら
を
整
備
充
実
す
る
た
め
に
は
、
銀
行
そ
の
他
政
府
貸
付
資
金 

活
用
の
必
要
に
迫
ら
れ
た
。

そ
の
た
め
に
は
、
共
同
担
保
制
の
組 

織
が
必
要
と
な
り
、
昭

和

三

十

二

年(

一
九
五
七)

九
月
四
日
、
 

霧
島
村
商
工
会
の
設
立
総
会
を
開
催
、

一
ニ
五
人
の
会
員
に
よ
る 

商
工
会
が
生
ま
れ
た
。

商
工
会
が
結
成
さ
れ
る
と
、
が
然
商
工
業
者
は
活
気
づ
い
て
き 

た
。
盆
と
正
月
に
は
制
度
金
融
を
利
用
し
て
、
仕
入
れ
は
豊
富
に 

な
り
、
抽
選
つ
き
大
売
り
出
し
な
ど
が
、
商
工
会
の
音
頭
と
り
で 

に
ぎ
や
か
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
同
年
か
ら
霧
島
神 

宮
の
豊
饒
祭
に
、
町

内

各

小

学

校

児

童

に

よ

る

「
タ
ル
ミ
コ
シ
か 

つ
ぎ
行
事
」(

四
十
年
か
ら
中
止)

や

奉
納

相

撲
を

開

催

し
て

、
 

郷
土
行
事
を
盛
り
上
げ
た
。

日
本
経
済
の
成
長
に
伴
っ
て
、
商
工 

業
界
も
あ
の
手
こ
の
手
の
新
商
法
を
考
え
つ
き
、

い
わ
ゆ
る
商
戦 

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

税
対
策
、
店
舗
改
装
、
販
売
方
法
な
ど
、
業
者
も
経
営
努
力
が 

要
求
さ
れ
る
時
代
を
迎
え
た
。
商
工
会
の
果
た
す
役
割
は
、
ま
す 

ま
す
大
き
く
な
っ
て
き
た
。

昭
和
三
十
五
年
に
商
工
会
の
組
織
等 

に
関
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
た
の
に
伴
い
、
県
知
事
の
認
可
を
受 

け
公
益
法
人
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。

そ
の
後
スI

パ
ー
マ
ー
ケ
ル 

ト
の
大
型
店
の
進
出
は
、

こ

の

業

界

に

も

脅

威

を

与

え

は

じ

め

た
。

そ
こ
で
専
門
的
な
指
導
者
が
必
要
に
な
り
、
商
工
会
は
、
適 

任
者
を

町

に

依

頼

し
て

同

三

十

七

年(

一
九
六
二)

に
鹿
児
島
市 

出
身
の
山
本
安
雄
氏
を
迎
え
た
。
現
在
の
経
営
指
導
員
の
は
じ
ま 

り
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
町
商
工
業
の
総
合
的
な
改
善
発
展
を
図 

り
、
商
工
業
者
の
経
営
の
安
定
化
と
健
全
な
育
成
を
目
的
と
し
た 

大
売
り
出
し
実
施
や
、
特

産

品

市
(

霧
島
お
じ
ゃ
ん
せ
市
、
霧
島
高 

原
朝
市)

な
ど
を
企
画
し
、
商
工
業
の
振
興
を
図
っ
た
。

ま
た
小

霧島町商工会館

規

模

事

業

所(

従 

業
員
二
〇
人
以
下 

の
事
業
所)

に
対 

す
る
経
営
指
導
、
 

相
談
お
よ
び
講
習 

会
の
開
催
な
ど
、
 

経
営
改
善
普
及
に 

努
め
て
い
る
。
 

昭
和
五
十
七
年 

三
月
三
十
一
日
、
 

霧
島
神
宮
駅
横
に 

商

工

会

館

が

完
 

成
。
平
成
二
年
現
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業種別店舗数と所在地区（平成2年現在）

小売業

地区

業種
駅前 大窪 永水 田口 炉田 霧島 計

総合スーパー形式 1 1 2 4

食料品，日用雑貨， 
一般商店

4 4 2 4 1 2 17

菓子製造販売 2 2

酒 類 販 売 1 2 2 2 1 4 12

履 物 販 売 2 2

金物，建材販売 2 1 1 4

家電品販売 1 1 1 3

土産品販売 7 7

衣料品販売 3 3

薬 品 販 売 1 1 2

計 17
7

4 9 6 13 56

在
の
会
員
数
は
一
八
四
人
。
役

員

二

〇

人(

会
長
一
、
副
会
長
二
、
 

理
事
一
五
、
監
事
二)

が
選
任
さ
れ
、
商
工
会
の
運
営
に
当
た
っ 

て
い
る
。

そ
の
他
専
門
部
と
し
て
、
青

年

部
(

部
員
二
三
人)

・
サービス業

地区
駅前 大窪 永水 田口 炉田 霧島 計

業種

旅館，ホテル 3 11 14

民 宿 7 7

理 容 院 3 1 1 5

美 容 院 1 2 1 1 5

食 堂 6 1 2 10 19

喫 茶 店 1 4 5

写 真 館 1 2 3

ガソリンスタンド 1 3 2 1 7

自動車修理 2 2 3 1 8

印 刷 所 1 1

パ チ ン コ 2 2

クリーニング 1 1

ス ナ ッ ク 2 1 1 4

銀行（金融関係） 3 3

計 24 7 1 8 5 39 84

婦

人

部
(

部
員
四
三
人)

、
観
光
部
会
・
商
業
部
会•

工
業
部
会
が 

組
織
さ
れ
、
商
工
会
活
動
の
効
果
的
推
進
が
図
ら
れ
て
い
る
。
産 

業
分
類
別
に
み
た
業
種
別
現
況
は
表
の
と
お
り
で
あ
る
。
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第四編現代の霧島町

建設業

地区

業種
駅前 大窪 永水 田 口 栃田 霧島 計

土木工事業 4 1 2 2 2 2 13

建築 同 1 7 2 9 4 23

左官 同 1 1 4 1 2 9

塗装 同 3 3

水道 同 1 2 1 4

たたみ 同 1 1 2 4

鉄筋 同 1 1

板金 同 1 1 2

内装 同 2 1 1 1 5

電気 同 2 3 2 7

計 8 18 6 21 4 14 71

製造業

地区

業種
駅前 大窪 永水 田 口 炉田 霧島 計

食 肉 加 工 1 1 2

漬物製造 1 1

自 然食品 1 1

豆腐 製造 1 1 2

窯 業 1 1 3 5

竹材 加工 1 1

木 工 業 1 1

衣 類 縫製 1 1 2

電 子部 品 1 1

木 材 加 工 1 1

鍛 屋 1 1

計 2 4 7 2 3 18

金融業

鹿児島銀行霧島代理店

開設日 昭和42年12月10日 （現在地の隣）

新事務所 同57年12月25日
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第二章経 済

米価百年の価格表（米1升，1.5kg）

年 価格 年 価格 年 価格 年 価格 年 価格1

明治 
兀年

銭毛

4. 23 25
銭毛

5. 70 4
銭毛

12. 80 13
銭毛

33. 08 37
円銭

121.77

2 7. 878 26 6. 60 5 13.00 14 39. 32 38 132. 04

3 4. 67 27 6. 66 6 21.00 15 42. 37 39 150. 01

4 2. 79 28 7. 30 7 36. 50 16 44. 02 40 163. 75

5 2. 00 29 10. 00 8 50. 00 17 43. 90 41 178. 77

6 3. 00 30 14. 30 9 25. 00 18 46. 70 42 195.21

7 4. 68 31 8. 20 10 35. 50 19 46. 70 43 206. 72

8 5.13 32 10. 00 11 25.50 20
円銭 

1.50 44 206. 40

9 2. 94 33 9. 40 12 31.00 21 5. 50 45 203. 20

10 3. 36 34 9.50 13 38. 30 22 17. 50 46 209. 36

11 4. 480 35 12. 40 14 29. 80 23 37. 50 47 220.13

12 6. 60 36 10. 90 15 24 44. 00 48 253. 52

13 10. 20 37 10. 80
昭和

1年 34. 93 25 55. 29 49 338. 27

14 8. 20 38 13. 20 2 33. 85 26 70. 30 50 384.12

15 5. 20 39 13. 20 3 27. 00 27 75. 00 51 387. 00

16 3.12 40 14. 30 4 25. 00 28 82. 00 52 425. 47

17 4. 60 41 12. 30 5 20. 00 29 92. 00 53 430. 40

18 4. 33 42 10. 00 6 16. 30 30 101.60 54 431.99

19 3. 88 43 13. 40 7 27.17 31 100. 70 55 441.84

20 3. 70 44 15. 40 8 20. 99 32 103. 22 56 493. 50

21 3. 55 45 9 28. 62 33 103. 23 57 506. 25

22 5. 00
大正

1年 20. 80 10 31.95 34 103. 33

23 5.10 2 18. 20 11 29. 25 35 104. 05
平成
2年 600. 00

24 6. 60 3 10. 80 12 37. 75 36 110. 52

& 食糧管理法施行 昭和17年2月21日

物
価
は
そ
の
時
代
を
反
映
し
て
変
動
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
生
活
に
身
近
な
も
の
を
と
り
あ
げ
て
み
た
。
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第四編現代の霧島町

焼酎価格 （単位：1.82）

年 次 価 格 年 次 価 格

明治40年 36銭 昭和25 （12月） 330円

大正3年 44 26 （3 月） 360

6〜7 68 （12 月） 371

8 90 27 420

昭和1年 81 28 （3 月） 340

5 70 （12 月） 350

9〜11 1円2銭 29 360

14 1円68 31 350

15 2円25 33 （9 月） 345

19 （4 月） 5 36 355

02月） 5円40 37 （4 月） 315

20 8 （11月） 345

21（1月） 10円 50 41 360

（3月） 16 43 390

（9月） 30 48 520

22 （2 月） 33 49 660

（4月） 89 51 720

（8月） 102 54 850

（12 月） 505 55 940

23 （7 月） 700 57 950

（12 月） 728円 50 58 1030

25 450 59 〜63 1050

闻 昭和54年に「焼酎天国」開店

砂糖価格 （単位:kg）

年 価 格 年 価 格

明治30年 14銭 昭和30年 165円
40 26 31 121

大正元年 34 33 1407 44
38 167

10 50 41 128

昭和 3 年 42 44 1306
35 46 1449
38 50 290

11 40 51 267

昭和16年から27年まで統制品 54 223

28 120円 平成元年 250
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第二章経 済

新聞購読料（朝日新聞）

年 購 読 料 年 購 読 料

明治12年 18銭 昭和26年 100円

24 28 同10月 220

39 45 27 280

大正 9 年 1円20銭 29 330

昭和19年 1円30 40 580

20 2円70 43 660

21 5〜8円 44 750

22 12円50銭 46 900

同10月 20円 49 1,700

23 44円75銭 53 2, 000

25 55円 平成 2 年 2, 360

附 昭和22, 26両年はいずれも10月に再値上げされたほか，21年にも同一年内に値上げさ

れている。

郵便料金

年 料 金 年 料 金

明治4 年 4久.(150g)まで

（12 月） 25里(79.5km)100文

50里〜100里まで300文

200里以上 500文

16年 2以まで 2銭 昭和22年 1円20銭

22 4匆.まで 3 23 5

昭和 6 年 15gまで 3 24 8

12 20gまで 4 26 10

17 5 41 25gまで15

19 7 47 20

20 10 51 50

21 30 平成元年 62
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第四編現代の霧島町

電話料金（基本料金）

年 価 格 年 価 格

明治23年 40円 昭和26年 380円

25 35 28 900

30 66 29 700

大正 9 年 40 38 770

昭和5 年 45 43 840

17 60 44 900

19 60 51 1,350

21 124 52 1,800

能明治23年から昭和21年まで年額基本料金，昭和22年以降は月額基本料金

ビール（大瓶）価格

年 価 格 年 価 格

明治10年 16銭 昭和21年 6円

25 14 22
儁籠銭）59円61銭

34 19 22（12月） 100円

大正 9 年 48 23
（配給は、lfi9 
175円70銭丿

12 39 26 127

15 42 37 115

昭和 6 年 35 40 120

8 33 45 140

16 57 48 160

18 90 53 215

19 1円30銭 55 240

20 2円 平成3年 320
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済

大工手間賃

第二章経

年 料 金 年 料 金

明治元年 50銭 昭和27年 530円

12 50 36 1,000

40 1円 39 1,800

大正 4 年 1円80銭 45 3, 500

7 1円50 48 4, 925

9 2円91 49 6,016

昭和 3 年 3円10 50 7,022

8 2円 51 8, 205

15 3円36銭 52 8, 760

20 35円 53 9. 350

23 120円 平成 2 年 10,000

霧
島
町
は
、
 

国
立
公
園
霧
島
連
山
の
ふ
も
と
に
あ
り
、
古
く
か 

ら
登
山
客
が
多
く
、
登

山

用

の

杖•

登
山
記
念
の
木
刀
の
製
作
が 

行
わ
れ
て
い
た
。
な
か
で
も
、
 

農

具

に

使

用

す

る

「
柄

木

」
の
製 

作
も
手
が
け
て
い
る
岩
崎
氏
の
製
品
は
、

工
芸
品
の
域
に
達
し
て 

い
る
。

ま
た
、
霧
島
は
地
形
的
に
山
岳
が
多
く
、
産
業
の
発
展
の 

阻
害
要
因
と
な
っ
て
い
た
が
、
き
れ
い
な
水
に
恵
れ
て
い
た
の
で 

自
家
用
焼
酎
の
製
造
が
行
れ
て
い
た
。
大
正
時
代
に
な
り
本
町
に 

初
の
焼
酎
製
造
の
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
た
の
で
特
に
取
り
上
げ 

て
み
た
。

霧
島
町
田
口
の
岩
崎
木
工
所
は
、
柄
木
専
門 

木

工
•

工
芸
品

の
工
場
で
あ
る
が
、

工
場
主
の
岩
崎
直
さ
ん 

は
一
四
歳
の
時
に
、
町
内
の
柄
木
工
場
に
就
職
し
柄
木
専
門
の
木 

工
職
人
と
し
て
腕
を
磨
き
、

二
六
歳
で
独
立
し
現
在
一 〇

人
を
使 

用
す
る
県
内
唯
一
の
柄
木
専
門
工
場
で
あ
る
。
本

来

、
柄
木
は
金 

属

製

の

農•

工
具
を
固
定
す
る
柄
と
し
て
使
用
す
る
も
の
で
、
農 

具
、
土
木
工
具
な
ど
も
大
量
生
産
の
規
格
化
に
伴
い
、
柄
木
の
規 

格
も
統
一
さ
れ
寸
分
の
誤
差
も
許
さ
れ
な
い
技
量
が
要
求
さ
れ
る 

工
芸
品
と
も
い
え
る
。
現
在
年
間
二〇

万

本

を

出

荷(

県
内
二
〇 

當

、
県
外
八O

笈)

し
て
い
る
。
な
お
岩
崎
氏
は
三
〇
年
間
に
わ 

た
り
、
 

敬
老
の
日
に
軽
く
て
丈
夫
な
椎
の
木
で
作
っ
た
杖
を
町
内
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第四編現代の霧島町

の
老
人
に
贈
り
続
け
て
い
る
。

田

口

酒

造
 

株

式

会

社

明
治
年
間
は
何
人
か
の
協
同
に
よ
る
自
家
用
焼 

酎
の
製
造
は
許
可
さ
れ
て
い
た
が
、
明
治
末
年

に

こ

れ

が

廃

止

さ

れ

た

の

で

、
各
地
に
焼
酎
工
場
が
設
立
さ
れ 

た
、
そ
の
中
の
一
つ
で
あ
る
。

設
立
大
正
元
年
八
月
五
日

名
称
田
口
酒
類
製
造
株
式
会
社

株
主 

大
正
二
年
五
月
末 

ニ
一
五
人
一
株
以
上
七
株
ま
で 

大
部
分
は
一
株
ほ
と
ん
ど
町
内 

社
長
の
変
遷 

大
正
元
年
〜
七
年 

竹
田 

伝
矢

大
正
八
年
〜
九
年 

吉

松

武

志

大
正
十
年
〜
十
一
年
川
畑 

虎
熊 

給
料
を
支
給
さ
れ
た
者(

年
俸)

大
正
二
年
三
月
二
十
八
日 

吉
松 

武
志 

三
七
円
五
〇
銭 

川
野
十
衛
門 

三
六
円 

椎

原

虎

吉

三0

円 

高
山 

茂

三

七

円 

児
玉
小
一
郎 

五
八
円
五
九
銭 

大
正
四
年
八
月
一
日 

社 

長

竹

田
 

伝
矢

専
務
取
締
役
椎
原
虎
吉

大
正
六
年
水
車
使
用
料
ニ
一
一
円

明
治
四
十
五
年
七
月
〜
大
正
元
年
七
月
損
益
計
算
書 

当

期

総

損

金
 

二
三
三
一
、
〇
二
〇
円 

当

期

総

益

金
 

二
〇
一
〇
、
七O

 

一
円 

差
引
後
期
繰
越
損
金 

三
二
〇
、
三
一
九
円

大
正
四
年
十
月
負
債

一
七
二
円
四
〇
銭
竹
田
伝
矢 

三
五
〇
円 

椎
原
喜
之
丞 

四
〇
〇
円 

椎

原

虎

吉 

五
〇
〇
円 

吉

井

直

吉
(

清
水
村) 

大
正
四
年
十
二
月
二
十
三
日
取
締
役
改
選 

竹

田

伝

矢

三

〇

票
 

川
畑
茂
一
郎
二
七
票 

吉

松

武

志

二

五

票
 

椎

原

虎

吉

二

五

票
 

柚

木

兼

彦

一

八

票
(

末
吉
町) 

大
正
元
年
十
二
月
〜
二
年
五
月

甘
諸
買
入
代 

五
五
七
、
三
三0

円 

六
五
、
四
〇
五
斤 

玄
米
同 

七
六
二
、
八
二
〇
円
四
〇
、

一
一
六
合 

薪

同
 

二
九
六
、
七
五
五
円

こ
の
記
事
は
次
の
文
書
か
ら
抜
粋
、
現
代
表
記
に
し
た
も
の
で 

あ
る
。重

要
記
事
録 

大
正
二
年
起 

田
口
酒
類
製
造
株
式
会
社 

株

券

売

買

記

録

同
 

同
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会第三章社

第

三

章

社 

会

第

一

節

交 

通

一
 

道 

路

明

治

九

年
(

一
八
七
六)

、
道
路
の
等
級
が
、
国

道
•

県

道
•

里 

道
の
三
種
に
分
類
さ
れ
た
。
大

正

八

年(

一
九
一
九)

、
道
路
法
が 

公

布

さ

れ

国

道•

府

県

道•

郡

道
•

市
道
お
よ
び
町
村
道
の
五
種 

に
分
類
さ
れ
、
昭

和

二

十

七

年(

一
九
五
二)

道
路
法
の
改
正
が 

な
さ
れ
現
在
の
道
路
行
政
の
基
本
が
確
立
さ
れ
た
。

ま
た
同
二
十 

八
年
に
道
路
整
備
費
等
に
関
す
る
臨
時
措
置
法
が
制
定
さ
れ
、

こ 

こ
に
道
路
事
業
の
飛
躍
的
拡
大
が
図
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ 

の
よ
う
な
法
制
度
の
変
革
と
と
も
に
交
通
機
関
の
普
及
発
達
に
伴 

い
、
先
人
の
永
年
に
わ
た
る
た
ゆ
み
な
い
努
力
に
よ
り
道
路
は
時

代
に
即
応
し
た
整
備
が
な
さ
れ
我
々
は
日
常
そ
の
恩
恵
に
浴
し
て 

い
る
の
で
あ
る
。
道
路
は
、
地
域
の
活
性
化
、
発
展
の
根
幹
を
な 

す
も
の
で
あ
り
、
交
通
量
の
増
加
、
交
通
事
故
防
止
な
ど
に
対
処 

す
る
た
め
に
も
そ
の
整
備
が
ま
す
ま
す
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

町 

内
の
道
路
の
沿
革
と
現
状
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

㈠

国 

道

一
般
国
道
ニ
ニ
三
号
小
林•

隼

人

線
(

宮

崎

県

境

か
ら

永

池• 

泉

水
•

横
岳
を
経
て
丸
尾
に
通
ず
る
道
路)

。
大

正

十

五

年(

一
九 

二
六)

、
霧

島
•

都

城

線

の

県

道
と

し
て

認

定

さ
れ

、
昭
和
六
年 

(

一
九
三
一)

に
完
工
し
た
。

こ
の
道
路
の
開
通
以
前
は
霧
島
—— 

丸
尾
間
は
、
霧
島
神
宮
裏
か
ら

湯
野

•々

新
湯
を
経
て
行
く
道
し 

か
な
く
、
険
し
い
山
道
を
荷
物
を
背
に
徒
歩
で
行
か
な
く
て
は
な 

ら
な
か
っ
た
。

昭

和

三

十

三

年(

一
九
五
ハ)

に
国
道
に
昇
格
し
た
が
交
通
量
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第四編現代の霧島町

の
増
加.
、
車
両
の 

大
型
化
に
伴
い
、
 

同
四
十
八
年
宮
崎 

県
境
か
ら
泉
水
ま 

で
の
バ
イ
パ
ス
エ 

事
に
着
工
、
同
五 

十
七
年
完
工
。
橋 

長
ニ
一O
«

の
霧 

島
大
橋(

九
面
橋) 

の
新
設
橋
梁
や
新 

設
道
路
な
ど
に
よ 

り
、
 

横
岳
付
近
か 

ら
、
霧
島
連
山
、
 

南
に
桜
島•

錦
江
湾•

開
聞
岳
ま
で
一
望
で
き
る
観
光
道
路
と
し 

て
、
霧
島
町
の
観
光
振
興
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
ま 

た
同
六
十
二
年
に
は
、
日
本
の
道
百
選
に
え
ら
ば
れ
顕
彰
碑
が
建 

て
ら
れ
た
。

高千穂河原入口付近

に

県
 

道

国
分
——
霧
島
線
開
通
以
前
は
、
 

国
分
か
ら
霧
島
に
通
ず
る
道
路

は
関
之
坂
を
経
由
す
る
道
路
、
松
永
か
ら
春
山
原
を
経
由
す
る
道 

路
、
松
永
か
ら
小
鹿
野
を
経
て
向
田
に
通
ず
る
道
路
が
あ
っ
た
。
 

町
内
に
入
る
と
、
霧
島
川
西
岸
の
道
、
す
な
わ
ち
、
川
北•

待 

世
•

田
口•

野
上•

祓
谷•

霧
島
神
宮
に
至
る
道
路
と
、
霧
島
川 

東
岸
を
、
豊
後
迫•

大
窪•

待
世
を
経
て
現
在
の
霧
島
中
学
校
東 

方
の
丘
の
上
を
通
り
、
霧
島
神
宮•

西
岳
に
至
る
道
路
が
あ
っ 

た
。
現
在
は
旧
道
の
形
跡
だ
け
残
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る(

第 

三
編
第
四
章
第
五
節
「霧
島
町
の
旧
道
と
そ
の
周
辺
の
歴
史
」
を 

参
照)

。

主
要
地
方
道
国
分•

霧
島
線 

国
分
市
か
ら
関
之
坂
を
経
て
王 

子
原•

大
窪•

田
口 
•

护
田
を
通
り
霧
島
神
宮
に
至
る
道
路
。
 

『
鹿
児
島
県
史 

土
木
編
』
に
よ
る
と
明
治
二
十
五
年(

一
八
九 

二)

か
ら
明
治
二
十
九
年(

一
八
九
六)

の
第
二
期
道
路
開
設
区 

間
に
、
西
国
分•

宮
崎
県
境
が
選
ば
れ
、
町
を
縦
貫
す
る
道
路
が 

開
通
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
牛
車•

馬
車•

客
馬
車•

人
力
車
な 

ど
の
通
行
が
頻
繁
と
な
り
農
林
産
物
の
町
外
へ
の
搬
出
、
諸
資
材 

の
町
内
へ
の
搬
入
な
ど
、
輸
送
の
便
が
開
け
産
業•

文
化
の
発
達 

に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
と
な
っ
た
。

大
正
九
年(

一
九
二
〇)

こ
の
道
路
が
県
道
浜
之
市•

東
襲
山 

線
と
し
て
認
定
さ
れ
、
十
二
年(

一
九
二
三)

、
隼
人
駅
——
国
分l
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霧
島
間
の
定
期
自
動
車
の
運
行
も
開
始
さ
れ
た
。

昭

和

十

年(

一
 

九
三
五)

陸
軍
大
演
習
が
行
わ
れ
、
天
皇
陛
下
が
霧
島
神
宮
に
ご 

親
拝
さ
れ
た
際
、
霧
島
神
宮
駅
か
ら
霧
島
神
宮
ま
で
の
拡
幅
改
修 

工
事
が
行
わ
れ
た
。
昭

和

三

十

三

年(

一
九
五
八)

路
線
名
が
、
 

一
般
県
道
国
分•

霧
島
線
に
変
更
さ
れ
同
時
に
大
窪
か
ら
霧
島
神 

宮

ま

で

舗

装

工

事

に

着

工

、

同

三

十

六

年(

一
九
六
一)

に
完 

成
。
大
窪
—

豊
後
迫
——

王
子
原
方
面
の
舗
装
工
事
も
同
四
十
三
年

田口 橋

第三章社 会

(

一
九
六
八)

に 

完
成
、
現
在
の
道 

路
と
な
っ
た
。

そ 

の
後
交
通
量
の
増 

加
に
伴
い
同
五
十 

七
年(

一
九
八
二) 

に
主
要
地
方
道
に 

昇
格
し
、
翌
年
に 

は

田

口

橋(

霧
島 

中
学
校
付
近)

の 

架
け
替
え
工
事
を 

含
む
改
良
工
事
に 

着
工
、
霧
島
に
ふ

さ
わ

し

い

橋

梁

が

平

成

元

年(

一
九
八
九)

に
完
成
し
た
。 

主

要

地

方

道

都

城•

隼
人
線 

財
部
町
境
か
ら
北
永
野
田•

梅 

ノ

木•

牧
神
を
経
て
国
分
市
入
戸
に
通
ず
る
道
路
。

入

戸
•

都
城 

線
と
し
て
当
時
の
東
襲
山
村
か
ら
、
村
費
一
万
余
円
、
重
久
道
路 

組
合
か
ら
二
万
円
を
支
出
し
、
東
襲
山
村
、
財
部
村
の
共
同
事
業 

と

し

て

大

正

七

年(

一
九
一
八)

着
工
、
大

正

十

三

年(

一
九
二 

四)

に
完
成
し
た
。
大

正

十

五

年(

一
九
二
六)

に
県
に
寄
付
し 

て
県
道
と
な
り
、
鹿
児
島
空
港
の
開
設
に
伴
い
昭
和
四
十
六
年
に 

主
要
地
方
道
に
昇
格
、
路

線

名

も

都

城•

隼
人
線
と
な
っ
た
。 

一
般
県
道
犬
飼•

霧
島
神
宮
停
車
場
線 

牧
園
町
犬
飼
か
ら
持 

松
•

尾

谷
•

大
窪
を
経
て
霧
島
神
宮
駅
に
至
る
道
路
。

昭
和
五
年 

(

一
九
三
〇)

、
霧
島
神
宮
駅
の
開
設
に
伴
い
、
村
費
二0

0
0
円

 

を
投
じ
て
改
修
し
県
に
寄
付
し
た
。
同
二
十
二
年(

一
九
四
七)

、
 

宿
窪
田
—
霧
島
神
宮
駅
を
結
ぶ
県
道
と
な
っ
た
。

一
般
県
道
北
永
野
田•

小
浜
線 

都

城
•

隼
人
線
か
ら
北
永
野 

田

駅
•

国
分
市
木
原
を
経
て
隼
人
町
小
浜
に
至
る
道
路
。
都

城
• 

隼

人

線

か

ら

北

永

野

田

駅

ま

で

同

六

年(

一
九
三
一)

開
設
さ 

れ
、
県
道
北
永
野
田
停
車
場
線
と
な
る
。
同

二

十

四

年(

一
九
四 

九)

北

永

野

田•

国
分
停
車
場
線
と
な
り
、
同

四

十

三

年(

一
九 

六
八)

北

永

野

田•

小
浜
線
と
な
り
隼
人
町
小
浜
と
結
ぶ
県
道
と
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第四編現代の霧島町

な
っ
た
。

一
般
県
道
霧
島
公
園•

小
林
線 

高
千
穂
河
原
か
ら
湯
野
々
を 

経
て
え
び
の
高
原•

小
林
に
至
る
道
路
。

『
鹿
児
島
県
史 

土
木 

編
』
に
よ
る
と
、
昭
和
十
五
年(

一
九
四
〇)

、
紀
元
二
千
六
百
年 

事
業
と
し
て
、
 

二
年
の
歳
月
を
費
や
し
、
 

学
生
の
勤
労
奉
仕
に
よ 

り
霧
島
神
宮
参
道
と
し
て
、
 

硫
黄
谷
付
近
一
瑟
、
 

湯
野
々
付
近 

一
 
•

五B

が
開
設
さ
れ
た
。
昭
和
二
十
八
年(

一
九
五
三)

県
が 

林
田
温
泉
裏
か
ら
高
千
穂
河
原
ま
で
一
六•

四®

の
有
料
道
路
建 

設
に
着
工
、
昭
和
三
十
一
年(

一
九
五
六)

日
本
道
路
公
団
に
引 

き
継
が
れ
同
三
十
二
年
開
通
、
霧
島
有
料
道
路
と
し
て
営
業
開 

始
、
同
六
十
一
年
か
ら
一
般
県
道
と
な
り
、
高
千
穂
河
原•

え
び 

の
高
原
方
面
と
結
ぶ
観
光
道
路
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て 

い
る
。

一
般
県
道
豊
後
迫
•

隼
人
線 

国
分•

霧
島
線
豊
後
迫
か
ら
牧 

園
町
臼
崎
を
経
て
、
隼
人
町
に
至
る
道
路
。
昭
和
二
十
四
年(

一
 

九
四
九)

豊
後
迫•

隼
人
停
車
場
線
と
し
て
県
道
に
認
定
さ
れ
、
 

昭
和
四
十
三
年(

一
九
六
七)

、
豊
後
迫•

隼
人
線
と
な
る
。
難
工 

事
の
た
め
全
線
開
通
し
て
い
な
い
が
、
鹿
児
島
空
港
と
本
町
を
結 

ぶ
最
短
距
離
幹
線
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。

-

般

県

道

霧

島

公

園

線

霧
島
神
宮
か
ら
緑
の
村
広
場
を
経
て

高
千
穂
河
原
に
至
る
道
路
。
昭
和
三
十
一
年(

一
九
五
六)

林
田 

産
交
社
長
林
田
熊
一
氏
の
要
請
に
よ
り
霧
島
町
が
測
量
設
計
を
し 

て
工
事
に
着
手
、
昭
和
三
十
三
年(

一
九
五
八)

完
工
、
林
田
有 

料
道
路
と
し
て
通
行
料
を
徴
収
し
て
い
た
が
、
昭
和
三
十
八
年 

(

一
九
六
三)

に
県
に
移
管
さ
れ
た
。
霧
島
連
山
の
登
山
口
、
高 

千
穂
河
原
を
結
ぶ
重
要
道
路
で
あ
る
。

㈢

町 

道

町
道
は
住
民
の
生
活
に
密
着
し
た
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
農 

林
業
の
生
産
活
動
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
現
在
の
道
路 

は
、
 

ほ
と
ん
ど
関
係
者
の
労
力
奉
仕
に
よ
っ
て
開
設
さ
れ
た
も
の 

で
あ
る
。
昭
和
四
十
年(

一
九
六
五)

ま
で
は
、
主
に
失
業
対
策 

事
業
に
よ
っ
て
開
設
、
改
良
工
事
な
ど
が
行
わ
れ
、
 

同
四
十
年
以 

降
は
、
建
設
省•

農
林
水
産
省
の
補
助
事
業
お
よ
び
町
の
起
債
事 

業
に
よ
り
改
良
、
舗
装
工
事
な
ど
が
行
わ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
 

田
口 
•

市
後
柄
線 

国
分•

霧
島
線
田
口
か
ら
堀
之
内
を
経 

て
、
市
後
柄
に
至
る
線
。
国
の
匡
救
事
業(

昭
和
初
期
の
世
界
経 

済
恐
慌
に
よ
り
疲
弊
し
た
農
村
の
救
済
策
の
こ
と)

と
し
て
昭
和 

九

年(

一
九
三
四)

に
開
通
し
霧
島•

牧
園
町
の
産
業
道
路
と
し 

て
果
た
し
た
役
割
は
大
き
い
。
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ヘ第三章社

大

窪
•

笹
之
段
線 

国

分
•

霧
島
線
の
大
窪
か
ら
永
水
小
学
校 

に
至
る
道
路
。
昭
和
九
年
、

田

口•

市
後
柄
線
と
同
様
に
国
の
匡 

救
事
業
と
し
て
開
設
、
同

四

十

五

年(

一
九
七
〇) 
1

同
四
十
七 

年
(

一
九
七
二)

に
か
け
て
起
債
事
業
で
舗
装
工
事
。

町
の
重
要 

な
幹
線
道
路
の
一
つ
で
あ
る
。

宮

迫
•

梅
ノ
木
線 

国

分
•

霧
島
線
の
宮
迫
か
ら
入
水
公
民
館 

——

永
水
小
学
校
——

七
郎
ヶ
谷
を
経
て

梅
ノ
木•

都

城
•

隼
人
線
に 

至
る
道
路
。
宮

迫

か

ら

入

水•

笹
之
段
を
経
て
市
野
々
に
通
ず
る 

林

道
(

入

水
•

市
野
々
線
五
三
三0

督)

と
し
て
重
久
森
林
組
合 

が
補
助
を
受
け
て
、
地
区
民
の
労
力
奉
仕
に
よ
り
昭
和
八
年(

一
 

九
三
三)

に
開
通
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
笹
之
段
—
梅
木 

ま
で
を
農
免
農
道
事
業
で
、
宮
迫
か
ら
笹
之
段
ま
で
を
建
設
省
の 

補
助
事
業
で
改
良
工
事
が.
行

わ

れ

、

昭

和

五

十

二

年(

一
九
七 

七)

に
全
線
完
工
し
た
。

さ

ら

に

昭

和

六

十

年(

一
九
八
五)

永 

水
小
学

校
付
近
の

ニ

ニ

五

置

の

歩

道(

建
設
省
補
助)

が
設
置
さ 

れ
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

永

池
•

狩
川
線 

国
道
二
ニ
三
号
、
永
池
か
ら
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ 

ル
•

虎
ヶ
丘
を
経
て
霧
島
神
宮
駅
に
至
る
道
路
。
元
陸
軍
演
習
場 

跡
地
を
同
二
十
二
年(

一
九
四
七)

、

国
営
開
拓
建
設
事
業
と
し
て 

二
七
六
む
の
農
地
開
発
に
着
工
、

こ

れ

に

伴

う

一

号

幹

線

道

路

(

七
二
〇0

督)

と
し
て
同
三
十
年
に
開
通
し
た
。

同
四
十
九
年 

(

一
九
七
四)

に
こ
の
土
地
を
大
和
ハ
ウ
ス
が
買
収
し
、
ゴ
ル
フ 

場
、
別
荘
分
譲
地
の
造
成
に
着
工
し
、
開
発
に
伴
う
交
通
量
の
増 

加
に
対
処
す
る
た
め
同
五
十
九
年
か
ら
起
債
事
業
で
改
良
工
事
に 

着
手
、
平
成
元
年
ま
で
に
一
五O
o
r

が
完
成
、
引
き
続
き
工
事 

を
進
め
て
い
る
。

こ
の
道
路
は
景
観
に
恵
ま
れ
将
来
の
観
光
道
路 

と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。

泉

水
•

市
後
柄
線 

町

道

泉

水•

永
池
線
。
泉

水

か

ら

野

上
 

公

民

館•

横
岳
を
経
て
市
後
柄
に
至
る
道
路
。
昭

和

ニ

二

年(

一
 

九
四
七)

、
国
営
開
拓
建
設
事
業
と
し
て
、
農
地
開
発
に
着
工
、

二 

れ

に

伴

う

七

号

幹

線

道

路(

五
二0

0
r

)

と
し
て
昭
和
三
十
年 

(

一
九
五
五)

に
開
通
し
た
。

そ
の
改
良
工
事
で
全
線
舗
装
、
現 

在
に
至
っ
て
い
る
が
、
民
間
企
業
の
別
荘
地
開
発
が
進
み
、
狭
隘 

に
な
っ
て
い
る
。

永

池
•

湯
野
々
線 

霧

島

公

園

線

か

ら

霧

島

ハ

イ

ツ

を

経

て 

湯
野
々
霧
島
公
園
小
林
線
に
至
る
道
路
。
昭

和

三

十

年(

一
九
五 

五)

こ
ろ
、
国
有
林
の
管
理
、
木
材
搬
出
の
専
用
林
道
で
あ
っ
た 

が

、
昭
和
三
十
六
年
〜
三
十
七
年
に
か
け
て
、
国
民
宿
舎
み
や
ま 

荘

、
霧
島
労
災
病
院
の
開
設
に
伴
い
、
そ
の
後
は
町
道
と
併
用
す 

る
林
道
と
な
っ
た
。

昭

和

四

十

六

年(

一
九
七
一)

霧
島
ハ
イ
ツ
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第四編現代の霧島町

の
誘
致
に
よ
り
、
労
働
省
の
補
助
で
霧
島
公
園
線
か
ら
一
〇O

〇 

肾
の
改
良
工
事
が
行
わ
れ
た
が
、

一
般
車
両
の
増
加
に
伴
い
、
建 

設
省
補
助
に
よ
る
市
町
村
改
良
事
業
で
昭
和
六
十
二
年(

一
九
八 

七)

か
ら
延
長
三
〇
〇
〇
督
の
改
良
工
事
に
着
手
し
て
い
る
。 

広
域
農
道 

牧
園
二
期
地
区 

牧
園
町
小
谷
、
国
道
ニ
ニ
三
号 

か

ら

市

後

柄•

後

谷

養

魚

場

を

経

て

梅

北
•

国
分
霧
島
線
ま
で 

と
霧
島
神
宮
駅
か
ら
湯
之
宮
を
経
て
梅
ノ
木•

都
城
隼
人
線
に
至

平成橋（広域農道）

る
道
路
。
曽
於
郡 

志
布
港
と
九
州
縦 

貫
道
栗
野
イ
ン
タ 

—
チ
エ
ン
ジ
を
結 

ぶ
構
想
で
広
域
営 

農
団
地
農
道
整
備 

事
業
と
し
て
昭
和 

四

十

六

年(

一
九 

七
一)

に
着
工
、
 

昭

和

五

十

年(

一
 

九
七
五)

、
栗
野
— 

牧
園
町
小
谷
間
完 

成
、
小
谷I

梅
北
・

国
分
霧
島
線
ま
で
を
二
期
工
事
と
し
て
昭
和
五
十
一
年(

一
九
七 

六)

か

ら

昭

和

五

十

七

年(

一
九
ハ
ニ)

に
完
成
、
さ
ら
に
霧
島 

神
宮
駅
か
ら

梅
ノ

木
ま
で
を
昭
和
六
十
年(

一
九
八
五)

着
工
平 

成

二

年
(

一
九
九
〇)

に
全
線
開
通
し
た
。

そ
の
他
の
町

道

中

原•

法

ヶ

崎

線(

梅
ノ
木
か
ら
中
原
台
地
を 

経
て
牧
神
に
至
る
道
路)

。
牧
神
地
区
シ
ラ
ス
対
策
事
業
関
連
農
道 

と

し

て

昭

和

五

十

年(

一
九
七
五)

完
成
。

鳥

越
•

内
窪
線 

入
水
地
区
シ
ラ
ス
対
策'

IV
兼
関
連
農
道
と
し 

て
同
五
十
八
年
か
ら
同
六
十
二
年
に
完
成
。 

笹

之

段•

中
原
線 

永

水

小

学

校

か

ら

牧

神

に

至

る

道

路

。 

牧
神
地
区
農
免
農
道
整
備
事
業
と
し
て

昭
和
六
十
三
年(

一
九
八 

ハ)

に
完
成
。

臼
木
原
線 

堀
之
内
か
ら
野
上
に
至
る
道
路
。
堀
之
内
か
ら
エ 

メ
ラ
ル
ド
観
光
開
発
地
ま
で
六
〇
〇
置
を
町
起
債
で
、

さ
ら
に
臼 

木
原
地
区
農
免
農
道
整
備-

IV
業
と
し
て
平
成/

II
年
(

一
九
九
三) 

の
完
成
を
目
指
す
。

内

窪
•

湯

之

迫

線
(

二
百
原
台
地
道
路)

農

林

水

産

省

補 

助
二
一
百
原
地
区
広
域
関
連
農
道
整
備
事
業
。
平

成

元

年
(

一
九 

八
九)

着

工

、
平

成

五

年
(

一
九
九
三)

完
成
を
目
指
す
。
 

梅

田
•

遠

見

塚

線
(

护
田
地
区
プ
ー
ル
か
ら
白
土
橋)

旧
田
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会第三章社

橋a

二
〇•

五
財)

は
昭
和
三
十
九
年(

一
九 

六
四)

架
設
、
白
土
地
区
の
改
良
工
事
は
昭
和 

五
十
四
年(

一
九
七
九)

、
白
土
橋
は
昭
和
五
十 

六

年(

一
九
八
一)

に
完
成
し
た
。

堀
之
内•

後

谷

線
(

馬
揃
原
台
地
の
道
路) 

県
費
補
助
の
県
単
基
幹
農
道
整
備
事
業
と
し
て 

昭
和
五
十
八
年(

一
九
八
三)

に
完
成
。
 

高
千
穂•

泉

水

線
(

霧
島
小
学
校
—
旧
霧 

島
東
中
学
校
間)

昭
和
五
十
三
年(

一
九
七
八) 

町
起
債
事
業
で
改
良
工
事
。

楠
元•

宮

前

線
(

皆
越
か
ら
尾
谷
間)

同 

五
十
六
年
か
ら
五
十
八
年
に
お
い
て
町
起
債
事 

業
で
皆
越
地
区
の
改
良
工
事
に
、
さ
ら
に
平
成 

元
年
か
ら
尾
谷
地
区
の
改
良
工
事
に
着
手
し
て 

い
る
。

川
原
田•

本

池

線
(

川
北
—
向
田
間)

同 

五
十
九
年
か
ら
同
六
十
二
年
に
、

川
北
地
区 

(

五
〇
〇/
)

、
町
起
債
で
改
良
工
事
。
 

下

脇

線
(

多
目
的
集
会
施
設
横
の
道
路) 

豊
後
迫
地
区
県
単
農
道
整
備
事
業
で
、
同
五
十

平成元年(1989)現在町内の国•県道の整備状況

道路種別 路 線 名 延長

(m)

改 良 済 舗装済

延長 率 延長 率

一般国道 223号 5,967 3, 047 51 5, 967 100

主要地方道 都城•隼人線 4,532 4,532 69 5, 612 86

国分•霧島線 11,387 11,387 100 11,387 100 ]

一般県道 霧島公園•小林線 6, 246 6, 246 100 6, 246 100 1

犬飼•霧島神宮停 
車場線 2,101 899 43 1,754 83 )

北永野田•小浜線 705 544 77 584 83

豊後迫•隼人線 1,336 1,336 100 1,336 100

霧島公園線 6, 931 3, 717 54 6, 931 100

計 8 路線 41,206 31,708 77 39,817 97

平成元年(1989)現在町道の整備状況

道路種別 路線数 延 長

〇)

改 良 済 舗 装 済

延 長 率 延 長 率

一 級 4 15, 486 7, 869 51 15,486 100

二 級 7 16, 207 200 1 16, 207 100

その他 137 134,196 25,145 19 111,757 83

計 148 165, 889 33, 214 20 143, 450 X6
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第四編現代の霧島町

二
年
に
新
設
さ
れ
、
同

五

十

四

年

に

豊

後

迫

橋(

三
七
・
四
皆) 

が
完
成
し
た
。

灰 床 橋(長さ9. 2m,幅3. 3m) 

昭和15年(1940)建設

本
町
の
石
橋 

は
、
現
在
次
の 

二
か
所
が
残
っ 

て
い
る
。

小瀬戸橋(長さ6. 6m,幅3. 6m) 

大正10年(1921)建設

二

鉄
 

道

日

本

鉄

道

の

起

源

明

治

五

年(

一
八
七
二)

に
、
新
橋
——
横 

と

九

州

の

鉄

道

浜

間
(

二
九
言)

に
鉄
道
が
建
設
さ
れ
た 

の
が
、
日
本
の
鉄
道
の
始
ま
り
で
あ
る
。
同

二

十

三

年(

一
八
九 

〇)

に
は
、
東
海
道
線
が
開
通
し
て
日
本
国
有
鉄
道
と
な
っ
た
。
 

九
州
の
鉄
道
は
、
同

二

十

二

年(

一
ハ
ハ
九)

九
州
鉄
道
会
社 

と
し
て
発
足
、
福
岡
——
博
多
間
に
汽
車
が
走
っ
た
の
が
始
ま
り
で 

あ
る
。

そ
の
後
築
豊
鉄
道
、
豊
州
鉄
道
な
ど
鉄
道
企
業
が
次
々
に 

生
ま
れ
た
が
、
後

に

九

州

鉄

道

会

社

に

合

併

さ

れ

た

。

こ
の
当 

時

、
産
業
革
命
を
支
え
た
石
炭
産
業
の
発
展
と
密
接
な
関
係
に
あ 

っ
た
こ
と
が
大
き
な
要
因
で
あ
っ
た
。

北
九
州
に
鉄
道
が
開
設
さ
れ
た
こ
ろ
鹿
児
島
県
で
も
鉄
道
建
設 

の
論
議
が
高
ま
り
、
鹿
児
島
市
鉄
道
敷
設
委
員
会
な
ど
が
結
成
さ 

れ

て

鉄

道

建

設

運

動

が

進

め

ら

れ

、
明

治

三

十

四

年(

一
九
〇 

こ

隼

人

駅

ま
で

鉄

道

が

敷

設

さ

れ

た

が

、
日
豊
線
国
分
——
霧
島 

間

に

鉄

道

が

敷

設

さ

れ

た

の

は

、
実
に
二
九
年
後
の
昭
和
五
年 

(

一
九
三
〇)

で
あ
っ
た
。
待
望
久
し
か
っ
た
気
笛
を
開
き
小
学 

校
ご
と
に
旗
行
列
を
し
た
り
、
棒
踊
り
な
ど
の
郷
土
芸
能
を
繰
り
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第三章社 会

出
し
て
、
町
民
は
喜
び
に
わ
き
た
っ
た
。

国
分
——

霧
島
間
は
七
か
所
の
ト
ン
ネ
ル
を
貫
く
、
当
時
と
し
て 

は
技
術
的
に
も
難
工
事
で
あ
っ
た
。

昭
和
二
十
年
代
は
大
雨
に
よ 

る
災
害
で
不
通
に
な
っ
た
り
石
炭
の
火
の
粉
に
よ
る
山
火
事
な
ど 

も
し
ば
し
ば
発
生
し
た
。
昭

和

三

十

五

年(

一
九
六
〇)

博
多
——

西
鹿
児
島
間
に
デ
ィ
ー
ゼ
ル
が
運
転
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

日
豊

線

も

昭

和

五

十

四

年(

一
九
七
九)

に
全
線
電
化
さ
れ
た
。

霧
島
神
宮
駅 

昭

和

五

年
(

一
 

九
三
〇)

七
月
に 

営

業

を

開

始

し
 

た
。

さ
ら
に
昭
和 

四

十

一

年(

一
九 

六
六)

に
は
こ
れ 

ま
で
の
木
造
か
ら 

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー 

ト
の
新
駅
舎
に
改 

築
さ
れ
、

こ
の
年 

か
ら
特
急
富
士
号 

も
停
車
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
昭
和
六
十
二
年
四
月
、
国
有
鉄
道
か
らJ
R
 
(

九
州 

鉄
道
株
式
会
社)

の
民
間
会
社
に
な
る
と
こ
れ
ま
で
一
四
人
い
た 

駅
員
も
三
人
に
な
り
、
平
成
三
年
に
は
一
人
と
な
っ
て
い
る
。
 

霧
島
神
宮
駅
の
乗

車

昭
和
五
年
に
開
設
さ
れ
た
霧
島
神
宮
駅 

人

員

な

ど

の

推

移

は
、
観
光
地
霧
島
の
表
玄
関
と
し
て
、
 

観
光
客
も
多
い
。
終
戦
直
後
は
、
 

復
員
兵
を
は
じ
め
食
糧
の
買
い 

出
し
な
ど
乗
車
率
も
高
く
、
ま
た
、
本
町
の
産
物
で
あ
る
木
材
や

霧島神宮駅

霧島神宮駅乗車人員の推移 昭和34年以降（単位：人）
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種別

年度

普通乗車 
人 員

定期券 
乗葷入負 計 1日平均

昭和34 315, 214 89,060 404, 274 11,076

35 301,125 83,402 384, 527 1,053. 4

36 247, 903 83, 585 331,493 903.2

37 264, 515 97, 520 362,035 991.8

38 287, 036 107,125 394,161 1,079. 8

39 314,849 119, 282 434,131 11,894

55 52, 461 77, 325 129, 786 355.5

56 50, 697 72, 768 123, 465 338.2

57 48, 710 68,070 116, 780 319.9

58 48, 303 61,754 110,570 302.9

59 51,354 61,270 112, 624 308.5

60 51,225 62, 561 113, 786 311.7

61 50, 270 64,329 114, 603 314.0

62 45, 985 57, 324 107, 763 295.2

63 54,656 56, 595 111,251 305.0

平成1 57, 776 66,001 123, 777 339.1

2 55, 267 59, 616 114,883 314.7



第四編現代の霧島町

木
炭
の
出
荷
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

し
か
し
な
が
ら 

昭
和
四
十
年
ご
ろ
か
ら
、
産
業
構
造
の
変
革
が
進
み
輸
送
体
系
は 

大
き
く
変
わ
っ
た
。
自
家
用
車
の
普
及
、

ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
貨
物 

輸
送
の
進
出
、
宅
配
便
な
ど
、

こ
れ
ま
で
鉄
道
輸
送
に
頼
っ
て
い 

た
輸
送
は
民
間
企
業
に
移
り
は
じ
め
、
乗
車
率
も
年
ご
と
に
漸
減 

し
て
表
に
示
す
と
お
り
、
昭
和
三
十
年
代
と
比
較
し
て
み
る
と
昭 

和
六
十
年
代
は
三
分
の
一
に
落
ち
込
み
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

三

バ
 

ス

大

正

元

年(

一
九
一
二)

に
鹿
児
島
市
の
今
村 

草
わ
け
時
代

大
平
次
が
会
社
を
創
設
し
、
鹿
児
島
市
—

川
内 

間
に
フ
ォ
—
ド
を
走
ら
せ
、
旅
客
を
運
ん
だ
の
が
県
内
バ
ス
運
行 

の
は
じ
ま
り
で
あ
る
。

し
か
し
利
用
客
も
少
な
く
道
路
も
悪
か
っ 

た
た
め
、
間
も
な
く
会
社
は
倒
産
し
た
。

同

七

年
(

一
九
一
八) 

に
林
田
熊
一
氏
が
六
人
乗
り
の
フ
ォ
—
ド
を
購
入
、
川
内
—
宮
之 

城

間

に

路

線
営

業
を

始
め
た
の
が

林
田
バ
ス
の
は
じ

ま
り
で

あ 

る
。

そ
の
後
、
川
内
—
阿
久
根
、
都
城
——
志

布

志

と

路

線

を

広 

げ

、
昭

和

五

年
(

一
九
三
〇)

に
は
、
鹿
児
島
市
内
バ
ス
の
営
業 

も
始
め
た
。

昭
和
初
期
時
代

昭
和
四
年(

一
九
二
九)

、
現
在
の
林
田
温
泉 

一
帯
の
土
地•

三
九
万
六
〇
〇
〇
平
方
置
を

林
田
熊
一
が
鹿
児
島
市
の
川
井
田
半
左
エ
門
か
ら
買
収(

当
時
の 

金
で
七
万
円)

し
、
道

路
の
取
り
付
け

工
事•

温
泉
旅
館
の
建
設 

を
一
年
で
完
成
、
鹿
児
島
市
—
霧
島
間
の
バ
ス
運
行
を
始
め
た
。

同

九

年
(

一
九
三
四)

に
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
、
観
光
客
が
増 

え
る
に
つ
れ
て
道
路
も
整
備
さ
れ
、
バ
ス
運
行
の
回
数
も
増
え
事 

業
は
軌
道
に
の
っ
て
き
た
。

昭
和
十
二
年(

一
九
三
七)

、

日
中
戦
争
が
始 

戦
時
中
の
バ
ス

ま
り
、
昭
和
十
四
年
こ
ろ
に
な
る
と
、

ガ
ソ 

リ
ン
が
配
給
切
符
制
に
な
り
、
木
炭
を
利
用
し
た
木
炭
車
に
変
わ 

っ
た
。

燃
料
不
足
か
ら
バ
ス
の
運
行
も
減
っ
て
、
霧
島
—
鹿
児
島 

間
も
一
日
一
往
復
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

昭

和

二

十

二

年(

一
九
四
七)

ご
ろ
か
ら
戦
災 

戦
後
の
バ
ス

が
復
興
す
る
に
つ
れ
、
 

よ
う
や
く
回
数
も
増
え

て
き
た
。

同

二

十

四

年(

一
九
四
九)

に
な
る
と
出
水|

牧
園
— 

霧

島

間

の

路

線

も

運

行

す

る

よ

う

に

な

っ

た

。

ま
た
同
二
十
三 

年

、
霧
島
有
料
道
路
の
完
成
に
よ
り
、
林
田
—
高
千
穂
河
原
——
霧 

島

神

宮

駅

間(

一
六•

ハ®

)

の
定
期
運
行
が
開
始
さ
れ
た
。

同 

三
十
六
年
、
え
び
の
有
料
道
路
の
開
通
に
伴
い
、
鹿
児
島
市
—
霧
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島
—

え
び
の
間
が
結
ば
れ
、
小
林
—
宮
崎
間
の
路
線
に
つ
な
が
っ 

た
。バ

ス
は
霧
島
の
観
光
客
の
主
要
な
足
に
な
っ
て
き
た
が
、
自
家 

用
車
の
普
及
、

レ
ン
タ
カ
ー
や
貸
切
バ
ス
の
時
代
と
な
り
、
定
期 

バ
ス
も
利
用
客
が
少
な
く
、
地
方
路
線
補
助
事
業
の
適
用
を
受
け 

る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
う
し
た
な
か
で
、
定

期

観

光

バ

ス(

霧
島 

神
宮
駅
—
高
千
穂
河
原
—
え
び
の
高
原
間)

も
一
日
二
回
運
行
さ 

れ
、
観
光
客
の
コ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
生
活
路
線
と
し 

て
、
霧
島
神
宮
駅
—
持
松
—
中
津
川
—
宿
窪
田
—
霧
島
西
口
駅
間 

は
定
期
運
行
し
て
い
る
。
各
交
通
会
社
の
路
線
運
行
は
次
の
と
お 

り
で
あ
る
。

林
田
産
業
交
通

霧
島
—
鹿
児
島
市 

一
一
往
復

霧
島
神
宮
駅
—
高
千
穂
河
原 

二
往
復

霧
島
神
宮
駅1

持
松
—
西
ロ 

二
往
復

宮
崎
交
通

霧
島
—
宮
崎
市 

四
往
復

霧
島
—
都
城
市 

四
往
復

霧
島
—
小
林
市 

四
往
復

九
州
縦
貫
高
速
道
路
の
開
通
に
よ
っ
て
大
型
バ
ス
の
大
量
輸
送 

時
代
を
迎
え
、
大
阪
以
遠
へ
の
定
期
路
線
も
開
始
さ
れ
る
な
ど
、

交
通
機
関
と
し
て
バ
ス
輸
送
は
新
し
い
時
代
を
迎
え
て
い
る
。

四
鹿
児
島
空
港
と
霧
島
町

鹿
児
島
空
港
は
、
昭

和

四

十

七

年(

一
九
七
二)

四
月
開
設
以 

来

、
時
代
の
す
う
勢
に
伴
い
航
空
便
の
利
用
が
大
衆
化
し
、
ま
す 

ま
す
増
加
の
傾
向
に
あ
る
。
空
港
の
調
査
に
よ
れ
ば
平
成
元
年
現 

在
で
は
、
国

内

線
は

五

〇

〇
万
三
四
六
五
人(

昭
和
五
十
四
年
の 

一
 
••

三
倍)

、

国
際
線
は
九
万
三
〇
八
五
人(

同

五

十

四

年

の

二• 

六
倍)

と
な
り
、

一
日
の
発
着
便
は
一
一
六
回
に
及
ぶ
。
本
町
は 

空
港
隣
接
の
観
光
地
と
し
て
特
に
関
心
を
も
つ
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

し
た
が
っ
て
、
本
町
と
空
港
を
結
ぶ
幹
線
道
路
の
整
備
、
交
通
網 

の
整
備
な
ど
が
急
務
で
あ
る
。
な
お
飛
行
機
便
は
次
の
と
お
り
。 

(

平
成
二
年
六
月
現
在)

東

京
 

一
六
便 

大

阪
 

一
ニ
便 

名
古
屋 

六
便 

広

島
 

四
便 

長

崎
 

八
便 

沖

縄
 

四
便 

福

岡
 

二
〇
便 

種
子
島 

一
〇
便 

屋
久
島 

六
便 

奄
美
大
島 

一
〇
便 

徳
之
島 

四
便 

沖
永
良
部
島 

四
便 

与

論
 

二
便 

岡

山
 

二
便 

大

分
 

二
便 

松

山
 

二
便

521



第四編現代の霧島町

第

二

節

通 

信

一
 

霧
島
郵
便
局

明

治

七

年
(

一
八
七
四)

十
二
月
十
六
日
、
東
襲
山
村
大
窪
に 

大
窪
郵
便
取
扱
所
と
し
て
開
設
さ
れ
た
。
場
所
は
図
に
示
す
と
こ 

ろ
に
あ
り
初
代
の
所
長
は
原
口
弥
兵
衛
氏
で
、

こ
れ
が
霧
島
町
の 

郵
便
事
業
の
は
じ
ま
り
で
あ
る
。
明

治

三

十

二

年2

八
九
九)

山崎石油।

現
在
の
県
道

至
国
分*
~

藤
崎
実
利
宅 

M

霧
島

神
宮
駅

旧大窪郵便局位置図（大正7年ころ）

十
二
月
六
日
、
大
窪
郵
便
局
と
改
称
さ
れ
た
。
木
造
瓦
葺
き
平
屋 

の
自
宅
兼
用
の
局
舎
が
新
築
さ
れ
た
。

こ
の
年
か
ら
、
小
包
郵
便
や
貯
金
業
務
の
取
り
扱
い
も
開
始
さ 

れ
、
国
内
、
外
国
の
為
替
業
務
も
始
め
た
。
昭

和

七

年
(

一
九
三 

二)

和
文
の
電
信
、
電
話
の
通
信
を
開
始
、
新
し
い
時
代
へ
の
通 

信
事
業
の
幕
開
け
時
代
で
あ
っ
た
。

初
め
は
、
国
分
郵
便
局
と
の
間
に
定
期
の
交
通
便
が
な
か
っ
た 

た
め
、
郵
便
物
の
送
受
は
人
が
肩
に
か
つ
い
で
徒
歩
で
往
復
し
て 

い
た
。

明

治

三

十

年(

一
八
九
七)

ご
ろ
、

こ
の
仕
事
に
従
事
し 

た
人
は
、
徳

田

喜

之

助(

豊
後
迫U

当
時
一
六
歳)
•

徳
田
与
太 

郎
(

豊
後
迫)
•

谷

山

金

歌
(

大
窪)

の
三
氏
で
、

こ
の
三
人
は 

三
日
に
一
回
出
勤
し
、
朝
ま
だ
夜
の
明
け
な
い
三
時
ご
ろ
郵
便
物 

を
か
つ
い
で
出
発
し
、
国
分
で
郵
便
物
を
届
け
、
ま
た
受
け
取
っ 

た

郵
便
物
の
内
の
重
久•

松
永
方
面
の
も
の
は
配
達
を
す
ま
せ
て 

帰
っ
た
。
大

窪
•

田
口
方
面
の
配
達
は
、
藤

崎

虎

熊

氏(

大
窪) 

が
受
け
持
っ
た
。
大

正

時

代
は

入

来

甚

兵

衛

氏(

豊
後
迫)

も
大 

窪
—

国
分
間
の
配
送
に
従
事
し
た
。
当
時
の
賃
金
は
一
日
一
八
銭 

で
あ
っ
た
。

大
正
十
年
ご
ろ
に
な
る
と
、
自

転

車

が

使

わ

れ

る

よ

う

に

な 

り
、
さ
ら
に
昭
和
初
め
に
は
、
定
期
の
自
動
車
が
走
る
よ
う
に
な
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ノ
て
、
郵
便
物
も
こ
の
定
期
の
自
動
便
を
利
用
す
る
よ
う
に
な
っ 

た
。
昭
和
五
年
に
な
る
と
日
豊
線
が
開
通
し
、
列
車
に
連
結
さ
れ 

た
郵
便
車
に
よ
り
、
本
格
的
な
郵
政
事
業
の
幕
開
け
を
迎
え
、
郵 

便
局
の
仕
事
も
、
新
し
い
時
代
に
こ
た
え
て
、
大

正

五

年
(

一
九 

一
六)

に
は
簡
易
保
険
業
務
を
開
始
、
昭

和

七

年(

一
九
三
二) 

に
電
信
電
話
業
務
を
開
始
し
た
。

同
十
年
に
霧
島
郵
便
局
と
改
称 

す
る
と
と
も
に
、
局
舎
も
田
口 

一
〇
ノ 

一

に

移
転
し
た(

現
役
場

敷
地
内)

。
同
十
四 

年
(

一
九
三
九) 

電
話
交
換
業
務
も 

始
め
た
が
、
電
通 

合
理
化
に
よ
り
電 

話
交
換
業
務
は
廃 

止
さ
れ
た
。

同
五 

十

一

年
(

一
九
七 

六)

に
な
る
と
、
 

日
曜
配
達
業
務
を 

廃
止
。

同
五
十
六 

年
、
役
場
新
庁
舎 

の
建
設
に
伴
い
、

現
在
地
に
新
築
移
転
し
た
。
電
信
取
り
扱
い
当
時
の
最
終
年
度
に 

お
け
る
電
話
加
入
数
は
九
一
七
件
で
あ
っ
た
。

霧
島
郵
便
局
の
歴
代
局
長
は
、
就
任
期
間
、
退
任
年
月
の
不
明 

の
と
こ
ろ
も
あ
る
が
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

歴
代
霧
島
郵
便
局
長
名

-

川
畑
寛
高
一

有
馬
真
理

若
松
幸
保

-

川
畑
篤
徳

細
山
田
重

細
山
田
重
豊

山
口
小
太
郎

一
新
村
金
跋
一

一
小
川
喜
早
次

原
口
弥
兵
衛

氏 

名

昭
四
九•

七•

一

昭
三
六•

四•

二

昭
三
五•
-

一
 
•

ー
一 

国
分
清
水
局
長
兼
務

昭
一
六•

七•

一
七

昭
一
六•

二•

二
八 

局
長
心
得

昭
三•

一
 
•

二
四

明
四
五•

六•

一
八

不

明

不

明

明
七•

一
ニ•

一
六

就

任

日

付

一
現
在

昭
四
九•

六•

三
〇

昭
三
六•

四•

一
〇
解
職

昭
三
五•

一
一 
•

一
〇
死
亡

昭
一
六•

七
二
六
解
職

昭
一
六•

三•

二
八
死
亡

昭
三•

三•

二
八
死
亡

一
明
四
五•

六•

一
八

不

明

不

明 退

任

日

付

二
霧
島
神
宮
前
郵
便
局

昭
和
五
年
日
豊
線
が
開
通
し
て
、
霧
島
神
宮
駅
が
設
置
さ
れ
る 

と
霧
島
神
宮
の
参
拝
客
を
は
じ
め
、
観
光
客
も
激
増
し
た
。

そ
れ

霧島郵便局
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霧島神宮前郵便局

に
伴
っ
て
神
宮
門 

前
街
も
活
況
を
呈 

し
、
郵
便
物
の
取 

り
扱
い
量
も
多
く 

な
り
、
昭
和
九
年 

(

一
九
三
四)

霧 

島
神
宮
前
郵
便
取 

扱
所
と
し
て
開
設 

さ
れ
た
。

同
年
九 

月
、
霧
島
神
宮
前 

郵

便

局

と

改

称
 

(

無
集
配
局)

し 

発
足
し
た
。
昭
和

十
四
年
に
は
電
話
交
換
業
務
も
開
始
、
同
三
十
三
年
に
廃
止
、
昭 

和
四
十
一
年
局
舎
改
築
、
平
成
二
年
、
現
在
地
に
局
舎
新
築
。

歴
代
局
長

坂
元 

重

吉

昭

和

九

年

八

月

か

ら

昭

和

三

十

九

年

六

月 

坂
元 

貢 

昭
和
三
十
九
年
六
月
か
ら
平
成
三
年
三
月 

中

川

原

正

平

成

三

年

三

月

か

ら

現

在

に

至

る

第

三

節

電 

気

本
町
に
お
け
る
電
気
の
導
入
は
、
大

正

八

年(

一
九
一
九)

で 

あ
る
。

同
九
年
、
同
十
三
年
、
千

里

ヶ

滝

第

二

発

電

所(

職
員
五 

人)

、
第

一

発

電

所(

職
員
八
人)

が
で
き
て
稼
働
し
始
め
た
。
第 

二
発
電
所
は
昭
和
三
十
二
年(

一
九
五
七)

、
第
一
発
電
所
は
同
四 

十
六
年
に
、
無

人

化

さ

れ

た(

三
一
ハ
ベ
ー
ジ
を
参
照)

。

本
町
に
初
め
て
電
灯
が
つ
け
ら
れ
た
こ
ろ
は
、
 

電
気
の
普
及

一
戸
に
一
つ
の
電
球
し
か
な
い
家
庭
が
大
部
分 

で
あ
っ
た
。
送
電
は
夜
だ
け
で
夕
方
の
五
時
ご
ろ
に
な
る
と
点
灯 

し' 

朝
方
に
は
消
え
た
。

つ
ま
り
終
夜
灯
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
 

電
力
供
給
能
力
の
増
大
に
伴
い
、
農

家

で

も

夜

間

作

業(

稲
落
と 

し
•

籾
す
り
な
ど)

用
な
ど
に
増
設
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ 

れ
ま
で
の
、

ラ
ン
プ
や
ロ
ウ
ソ
ク
の
明
か
り
か
ら
電
灯
の
時
代
を 

迎
え
、
照
明
に
よ
る
生
活
文
化
の
変
革
期
で
も
あ
っ
た
。

昭
和
十 

年
代
に
入
る
と
、

日
中
戦
争
を
は
じ
め
と
す
る
軍
需
産
業
へ
の
電 

力
供
給
が
主
と
な
り
、
や
が
て
終
戦
を
迎
え
た
。
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終
戦
後
の
混
乱
期
か
ら
、
よ
う
や
く
立
ち
直 

電
化
生
活
時
代

り
は
じ
め
た
昭
和
二
十
七
年
ご
ろ
か
ら
、
 

本 

町
に
も
親
子
ラ
ジ
オ
が
現
れ
た
。
親
の
ラ
ジ
オ
か
ら
家
庭
の
ス
ピ 

カ
ー
を
通
じ
て
一
一
ユ
ー
ス
や
音
楽
な
ど
流
す
も
の
で
あ
っ
た
。

こ 

れ
が
家
庭
の
電
化
生
活
の
は
じ
ま
り
で
あ
ろ
う
。

こ
の
設
置
料
が 

一0
0
0

円
で
あ
っ
た
。

昭
和
三
十
年
代
に
な
る
と
ラ
ジ
オ
は
買 

い
や
す
く
な
り
、

テ

レ

ビ•

電
気
洗
濯
機
も
普
及
し
は
じ
め
た
。 

特
に
昭
和
三
十
五
年
の
現
天
皇
の
ご
成
婚
の
式
典
放
映
を
機
に
テ 

レ
ビ
は
爆
発
的
に
普
及
し
た
。
当
時
は
、

テ

レ

ビ•

電
気
洗
濯
機 

•

冷

蔵

庫

を

「
三
種
の
神
器
」
と
呼
び
、
庶
民
の
電
化
生
活
の
あ 

こ
が
れ
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
扇
風
機
も
こ
の
こ
ろ
か
ら
家
庭
に
見 

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

池
田
内
閣
の
所
得
倍
増
政
策
に
よ
る
日
本
経
済
は
、
高
度
成
長 

期
に
入
り
、
家
庭
の
電
化
生
活
に
拍
車
が
か
か
っ
た
。
家
庭
の
冷 

暖
房
設
備
も
普
及
し
は
じ
め
、

テ

レ

ビ•

冷

蔵

庫•

電
気
洗
濯
機 

な
ど
ほ
と
ん
ど
一
〇
〇r

の
普
及
率
を
示
し
て
い
る
。

さ
ら
に
ワ 

—
プ
ロ
を
は
じ
め
と
す
る
事
務
機
器
も
、

い
ま
は
各
家
庭
で
使
わ 

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
電
力
は
私
た
ち
の
生
活
と
は 

全
く
切
り
離
せ
な
い
も
の
。
役
場
、
農
協
、
金
融
機
関
な
ど
も
フ 

ァ
ッ
ク
ス
時
代
を
迎
え
て
、
電
力
の
需
要
は
増
大
の
一
途
を
た
ど 

っ
て
い
る
。

第

四

節

治 

安 

一
 

警 

察

国
分
警
察
署 

大
窪
駐
在
所

明

治

二

十

九

年(

一
八
九
六)

六
月
、
第
六
区 

巡
査
駐
在
所
と
し
て
東
襲
山
村
田
口
に
設
け
ら

れ
、
初
代
駐
在
巡
査 

と
し
て
、
坂
元
惣
一 

郎
氏
が
着
任
し
た
。
 

同

四

十

三

年(

一
九 

一
〇)

八
月
四
日
、
 

田
口
巡
査
駐
在
所
と 

改
称
。
大
正
十
年(

一
 

九
ニ
一)

大
窪
公
会 

堂
を
駐
在
所
と
し
て 

移
転
。
大
窪
巡
査
駐 

在
と
改
称
し
た
。 

昭

和

七

年
(

一
九

国分警察署大窪駐在所
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三
二)

五
月
、

田
口
八
番
地
に
移
転
。

同
二
十
三
年(

一
九
四
八) 

二
月
、
東
始
良
地
区
警
察
署
大
窪
巡
査
所
と
な
る
。

同
三
十
九
年 

(

一
九
六
四)

七
月
、
国
分
警
察
官
駐
在
所
と
改
称
。

同
四
十
三 

年
(

一
九
六
ハ)

二
月
新
庁
舎
新
築
、
大
窪
駐
在
所
と
改
称
。

同 

五
十
八
年
四
月
、
現
在
地
に
移
転
し
、
庁
舎
新
築
。
現
在
の
駐
在 

所
員
、
内
田
正
文
氏
で
六
〇
代
目
と
な
る
。

国
分
警
察
署
霧
島 

昭

和

八

年(

一
九
三
三)

当
時
の
霧
島
神 

神

宮

前

駐

在

所

宮

宮

司

浦

辺

真

一

氏

が

中

心

と

な

り

、
駐 

在
所
の
新
設
を
当
局
に
交
渉
の
結
果
、
同
年
四
月
か
ら
、
霧
島
神 

宮
前
巡
査
駐
在
所
と
し
て
、
霧
島
神
宮
職
員
の
住
宅
の
一
角
に
設 

置
さ
れ
、
初
代
駐
在
巡
査
は
、
前
原
利
雄
氏
で
あ
る
。 

昭

和

二

十

七

年(

一
九
五
二)

五
月
に
現
在
地
に
移
転
し
た
。
 

現
在
の
駐
在
員
は
外
園
正
一
氏
で
、
第
三
九
代
目
で
あ
る
。
次
に

駐
在
所
管
内
別
の
犯
罪
発
生
状
況
と
検
挙
実
績
を
掲
げ
る
。

国分警察署霧島神宮前駐在所

大窪駐在所管内犯罪発生と検挙

年度
昭和 
28 38 39 40 59 60 61 62 63

平成 
1

区分

種別
発
生

検 
挙
発
生

検
挙

発
生
検
挙

発
生

検
挙

発
生

一
検
挙

一
発
生
検
挙

斎
生

一
検
挙
発
生

検
挙

発
生

検
挙

発
生

検
挙

窃盗 15 7

一——2 一
 

。 £ 1 11 1 19 3 30 3 18
3

26

一
 
8

27 1

済 欺 23 23

殺 人 1 1

暴行傷害 3
3

1強盗傷害 1 1

特別法犯 7
7

1 1

計 48 40 2 。 7 7 3 2 11 1 19 3 30 3 18 3 26 8 27 1

附 特別法犯とは刑法犯以外の犯罪をいう。ただし，交通法違反を除く。
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神宮前駐在所管内犯罪発生と検挙

年度 昭和31 38 39 40 55 56 57

種別 ヽヽヽヽ、区分 発 
生

検 
挙

発 
生

検 
挙

発 
生

検 
挙

発 
生

検 
挙

発 
生

検 
挙

発 
生

検 
挙

発 
生

検 
挙

窃 盗 37 41 2 2 17 1 6 0 10 5

詐 欺 3 3

殺 人 1 1

暴行傷害 3 2

強 盗 傷 害

特別 法犯 72 72

計 115 118 0 0 2 2 1 1 17 1 6 0 10 5

年度 昭和58 59 60 61 62 63 平成1

種別 、区分 発 
生

検 
挙

発 
生

検 
挙

発 
生

検 
挙

発 
生

検 
挙

発 
生

検 
挙

発 
生

検 
挙

発 
生

検 
挙

窃 盗 20 7 33 12 21 3 26 7 27 3 20 3 13 5

詐 欺 2 2

殺 人

暴行傷害 1 1 1

強 盗 傷 害

特 別 法犯

計 22 9 34 12 21 3 26 7 27 3 21 4 13 5

二
交
通
安
全
対
策

車
社
会
の
到
来
に
よ
り
、
観
光
地
を
も
つ
本 

町
は
交
通
量
も
多
く
、
安
全
対
策
は
重
要
な
課 

題
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
に 

次
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
。
 

⑷

交
通
安
全
施
設
の
整
備
拡
充 

町

道
•

生
活 

道

路
•

通
学
路
な
ど
に
、
交

通

標

識•

カ
ー
ブ 

ミ
ラ
ー
な
ど
設
置
。

冋
交
通
安
全
ル
ー
ル
、
交
通
道
徳
、
交
通
関
係
法 

令
の
遵
守 

県
交
通
安
全
協
力
員
、
母
の
会
、
シ 

ル
バ
ー
交
通
安
全
協
力
員
な
ど
に
よ
る
街
頭
指 

導
の
徹
底
、
県
交
通
安
全
協
会
と
タ
イ
ア
ッ
プ 

し
た
運
転
者
に
対
す
る
法
令
講
習
会
の
実
施
。
 

H

道
路
網
の
整
備
、
広
報
活
動
の
充
実
、
交
通 

災
害
共
済
制
度
の
充
実
。

本
町
の
交
通
事
故
、
車
の
保
有
台
数
、
免
許 

取
得
者
の
推
移
を
全
国•

全
県
な
ど
と
対
照
し 

な
が
ら
み
る
と
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。
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県内の交通事故概況

⑴ 発生件数と死者数

年 次 件 数 指 数 死者数 指 数

昭和61 8, 883 100 122 100

62 8, 982 101 129 106

63 9, 483 107 137 112

平成1 9,910 116 133 109

2 
(2/15)

1,053 
(-92) -8. 0%

21 
(-1) —4.6%

国括弧内は対前年同期比。以下同じ

⑵交通事故死者の年代別推移

ヽ年代 

年-
子 供
(0 〜15)

若 者
(16〜24)

1• 般
(25〜64)

高齢者 
（65以上） 1計

昭和61 6 20 57 39 122

62 14 30 42 43 129

63 10 32 50 45 137

平成1 8 20 64 41 133

2 
(2/15)

2 
(± 0)

6 
(+ 1)

8 
(-4)

5 
(+ 2)

21 
(-1)

⑶交通事故死者の形態別推移

形態

年次、

自動車 
乗車中

二輪乗車中 自転車 
乗車中

歩行中 その他 計

昭和61 36 27 11 48 122

62 35 35 7 49 3 129

63 46 30 14 43 4 137

平成1 39 30 17 45 2 133

2 
(2/15)

10
(+ 2)

3 
(-3)

1 
(-1)

7 
(+ 1)

21 
(-1)
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交通事故発生状況

免許人口及び車両台数の推移

昭和55

余国

発生

476, 745

増減

+ 8,384

死者

8, 760

増減

+ 299

傷者

599,118

増減

+ 3,439

物損 増減 人口1万 
人当たり

県下 8, 260 + 784 126 -13 10, 508 + 994

管内 451 + 26 14 + 3 669 + 99

霧島1り 18 9 1 ± 0 劣 - 21

昭和58 発生. 増減 死者 増減 傷者 増減 物損 増減 人口1万 
人当たり

全国 526, 362 + 24,101 9, 520 + 447 654, 882 + 28, 630

県下 8, 795 + 212 161 + 29 10, 662 + 81

管内 536 + 18 18 + 13 678 + 10

霧島町 39 + 9 0 ± 0 45 + 5 89 77.8

昭和61 発生 増減 死者 増減 傷者 増減 物損 増減
人口1万 
人当たり

全国 579,190 + 26, 402 9,317 + 56 712, 330 +30, 984

県下 8,883 -140 122 + 4 10, 526 -247

管内 531 - 30 7 + 2 649 - 57

揖島1り 36 1 1 + 1 53 — 5 77 —18 88.4

平成1 発生 増減 死者 増減 傷者 増減 物損 増減
人口1万 
人当たり

全国 661,363 + 46,882 11,086 + 742 814,832 + 61,987

県下 9, 910 + 427 133 -4 11,797 + 567

管内 697 + 60 8 -1 816 + 37

霧島町 46 + 10 1 + 1 55 + 15 118 + 12 92.1

529

免許人口 の推移 車両台数 の 推移

男性 増減 女性 増減 合計 増減 自動車 増減 原付（旧 
2種含） 増減 合計 増減

人 人 人1 人 人 人 台 ム 台 ム
3,温

台

昭和57 2, 719 1,130

58 2, 866 + 147 1,774 + 644 4,640 + 791

59 2, 984 + 118 1,191 -583 4,175 -465

60 3,151 3, 051 + 67 1,199 + 8 4, 250 + 75

61 3,217 + 66 3, 243 + 192 1,184 -15 4,427 + 177

62 1,881 1,369 3, 250 + 33 3, 279 + 36 1,092 -92 4,371 -56

63 1,896 + 15 1,375 + 6 3, 271 +21 3, 526 +247 1,071 -21 4,597 + 226

平成1 1,914 + 18 1,401 + 26 3, 315 + 44 3, 600 + 74 1,010 -61 4,610 + 13

2
6月30 
日現在

3, 329 + 14



第四編現代の霧島町

第

五

節

消 

防

消
防
団
の
沿
革

町
の
消
防
団
の
沿
革
を
、
年
表
ふ
う
に
示
す 

と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

同
二
十
二
年 

(

一
九
四
七)

同

十

二

年
 

(

一
九
三
七)

同 

九

年
 

(

一
九
三
四)

昭

和

二

年
 

(

一
九
二
七)

大

正

八

年
 

(

一
九
一
九)

消
防
法
に
よ
り
霧
島
村
消
防
団
と
改
称
。
団
長
は
七
夕

豊
志C

全
国
の
消
防
組
を
警
防
団
と
改
称
。
当
時
本
町
で
は
各 

小
学
校
区
ご
と
に
分
団
を
置
い
た
。
た
だ
し
田
口
第
三 

部
消
防
組
は
霧
島
校
区
に
編
入
さ
れ
た
。
大
田
分
団
長 

は
鳥
丸
正
兵
衛
、
霧
島
分
団
長
は
田
實
助
治

田
口
に
私
設
消
防
組
発
足
。
こ
れ
は
そ
の
以
前
、
霧
島 

神
宮
所
有
林
を
守
る
た
め
警
防
組
合
が
あ
り
、
 

そ
の
組 

合
の
中
の
护
田•

辻•

堀
之
内
三
集
落
の
備
品
を
譲
り 

受
け
、
集
落
民
の
寄
付
に
よ
っ
て
ポ
ン
プ
を
購
入
し
て 

発
足
し
た
。
人
員
六
五
人
、
組
頭
は
桑
木
野
盛
蔵
。
同 

年
十
月
公
設
第
三
部
消
防
組
と
な
る
。

東
襲
山
村
重
久
に
公
設
消
防
組
発
足
。
こ
の
た
め
大
窪 

公
設
消
防
組
は
東
襲
山
村
第
一
部
消
防
組
と
な
り
、
重 

久
は
第
二
消
防
組
と
な
る
。

東
襲
山
村
大
窪
に
私
設
消
防
組
発
足
。
組
頭
は
鵜
本
幸 

蔵

同
二
十
五
年 

(

一
九
五
〇)

霧
島
分
団
は
田
口
分
団
と
霧
島
分
団
に
分
離
し
て
現
在 

に
至
る
。
こ
の
よ
う
な
経
過
を
経
て
今
日
に
至
っ
て
い 

る
が
昭
和
二
十
八
年
か
ら
同
四
十
年
ま
で
の
本
町
火
災 

発
生
件
数
は
二
九
件
に
の
ぼ
り
、
初
期
消
火
お
よ
び
災 

害
出
動
な
ど
を
含
め
て
消
防
団
の
果
た
し
た
役
割
は
大 

き
いC

し
か
し
団
員
の
充
足
、
装
備
の
整
備
が
急
が
れ 

る
。

同

四

十

年
 

(

一
九
六
五)

永
水
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
全
国
表
彰C

同
四
十
二
年(

一
九 

六
七)

東
霧
島
中 

少
年
消
防
ク
ラ
ブ
結 

成
。

同
四
十
四
年(

一
九 

六
九)

六
〇
年
ぶ 

り
の
大
雨
で
大
災
害 

を
受
け
る
。

同
四
十
五
年(

一
九 

七
〇)

七
夕
豊
志 

団
長
、
藍
綬
褒
章
を 

授
与
さ
れ
る
。

同
四
十
六
年(

一
九 

七
一)

広
域
消
防 

組
合
に
加
入
。
田
口

大窪幼年消防クラブ
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字
前
田
の
一
角
に
常
備
消
防
霧
島
分
遣
所
が
設
置
さ
れ
るC

同
六
十
三
年 

(

一
九
八
八)

同
六
十
一
年 

(

一
九
八
六)

同
五
十
七
年 

(

一
九
八
二)

同
五
十
四
年 

(

一
九
七
九)

同
四
十
七
年 

(

一
九
七
二)

上
村
孝
夫
氏
団
長
と
な
る
。

新
村
俊
団
長
藍
綬
褒
章
を
授
与
さ
れ
る
。

大
田
小
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
、
大
窪
保
育
園
に
幼
年
消
防 

ク
ラ
ブ
結
成
。

霧
島
川
氾
濫
、
床
下
浸
水
、
家
屋
崩
壊
な
ど
の
惨
事
に 

至
る
。

新
村
俊
氏
団
長
と
な
る
。

霧
島
町
消
防 

分
団
の
状
況

本
町
の
非
常
勤
消
防
分
団
は
、
地
域
に
密
着
し 

た
活
動
を
保
ち
、
年
末
防
犯
警
戒
な
ど
常
備
消

防
団
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
活
躍
し
て
い
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
各

霧
島
町
消
防
分
団
の
現
況

幹

部

永
水
分
団

霧
島
分
団

田
口
分
団

中
央
分
団

分
団
名

ヘ

団

長

一

人) 

一
副
団
長 

ニ
〃
」

三
人

二
十
五
人
一

二
十
五
人

二
十
五
人

二
十
五
人

団

員

数

〃 〃 〃

ポ
ン
プ
車
一
台 

小
型
ポ
ン
プ
ニ
台

装 

備

一
〇
〇%

一
〇
〇g
一
〇Og

一
〇
〇g

定
員
充
足
率

分
団
と
も
定
員
の
充
足
率
も
一
〇
〇g

に
達
し
て
い
る
が
、
近
年 

の
都
市
化
に
よ
る
職
住
分
離
が
進
み
、
地
域
連
帯

感

の

希

薄

化• 

団
員
の
高
齢
化
な
ど
の
た
め
に
、
新
規
入
団
者
の
確
保
な
ど
、
深 

刻
な
問
題
を
か
か
え
て
い
る
。

国
分
地
区
消
防
組 

昭

和

四

十

七

年(

一
九
七
二)

四
月
一
日 

合

霧

島

分

遣

所 

広
域
消
防
組
合
に
所
属
す
る
常
備
消
防
が 

本
町
に
も
設
置
さ
れ
、
所
長
以
下
一
一
人
で
発
足
す
る
。

社
会
の

高
度
成
長
と
と
も 

に
、
国
民
の
生
活 

様
式
も
大
き
く
変 

わ
っ
た
。
消
防
行 

政
も
時
代
に
対
応 

す
る
た
め
、
組
合 

立
に
よ
る
常
備
化 

が
図
ら
れ
た
。
当 

所
は
タ
ン
ク
車
一 

台

、
 

救
急
車
一
台 

で
発
足
し
た
が
、
 

平
成
二
年
現
在
で 

は

タ

ン

ク

車

一

国分地区消防組合霧島分遣所
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台
•

消

防

車

二

台•

救
急
車
一
台
と
な
っ
て
い
る
。
救
急
活
動
を 

は
じ
め
、
 

災
害
出
動
防
火
対
象
物
件
の
立
ち
入
り
検
査
、
防
火
思 

想
の
啓
発
な
ど
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

第

六

節

厚 

生

一
 

保
健
衛
生保

健
衛
生
は
、
古
く
か
ら
急
性
伝
染
病
の 

保
健
衛
生
の
推
移

予

防

を

目

的

と

し

た 

環
境
衛
生
を
重
点 

に
、
行
政
の
重
要
部
門
と
し
て
い
ろ
い
ろ
の
施
策
が
講
じ
ら
れ
て 

き
た
。

以
下
そ
の
推
移
を
み
て
い
く
。

△

衛
生
組
合V
 

明
治
四
十
四
年(

一

九

一

こ

に

重

久•

松

永
• 

大
田
川
の
三
つ
の
衛
生
組
合
が
設
立
さ
れ
、
春

、
夏

、
秋

、
冬
の 

年
四
回
、
清
潔
検
査
の
成
績
に
よ
り
、
優
勝
旗
を
授
与
し
て
村
民 

の
衛
生
意
識
の
高
揚
に
努
め
た
。
当
時
は
衛
生
の
監
督
所
管
は
警 

察
行
政
に
組
み
込
ま
れ
、
清
潔
検
査
も
駐
在
所
の
巡
査
と
衛
生
組 

合
の
衛
生
委
員
と
立
ち
会
い
で
、
厳
重
な
検
査
が
昭
和
九
年
ま
で 

続
け
ら
れ
た
。

八
伝
染
病
避
病
舎V
 

重
久
に
一
棟
、
大

窪

に

一

棟(

現
在
の
大 

窪
団
地
右
手
前
の
山
際)

設
置
さ
れ
て
い
た
。
当
時
は

、
赤

痢
• 

疫

痢
•

腸
チ
フ
ス
な
ど
の
急
性
伝
染
病
が
多
く
、
隔
離
以
外
に
打
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つ
手
が
な
か
っ
た
時
代
で
あ
っ
た
。
終
戦
後
、
広
域
伝
染
病
棟
組 

合
が
で
き
て
、
 

国
立
霧
島
病
院
の
敷
地
に
伝
染
病
棟
が
建
設
さ
れ 

た
た
め
、
避
病
舎
は
廃
止
さ
れ
た
。

八
種
痘V
 

明

治

四

十

三

年(

一
九
一
〇)

以
来
、
数
え
年
二
歳 

と
一
一
歳
の
子
供
に
予
防
の
た
め
種
痘
を
接
種
し
た
。
 

A

ト
ラ
ホ
ー
ムV
 

大

正

八

年(

一
九
一
九)

か
ら
毎
年
十
二
月 

に
一
回
村
民
全
部
に
対
し
、
検
査
を
実
施
し
、
患
者
に
は
村
費
で 

治
療
さ
せ
る
た
め
の
、
公
設
ト
ラ
ホ
ー
ム
治
療
所
を
二
か
所
設
置
、
 

竹

田

医

院
(

大
窪)

と

日

高

医

院(

重
久)

に
委
託
し
て
い
た
。
 

<

寄
生
虫
予
防>

 

昭

和

二

年(

一
九
二
七)

か
ら
、
村
内
小
学 

校
児
童
の
検
便
を
実
施
し
、
保
虫
者
に
は
村
費
で
駆
虫
薬
を
与
え 

て
寄
生
虫
予
防
に
努
め
た
。

八

保

健

所

の

設

置

し

昭

和

十

二

年(

一
九
三
七)

保
健
所
法
が 

施
行
さ
れ
、
都

道

府

県

お

よ
び

政

令

都

市
は

保

健

所
を

設

置

し 

て
、
公
衆
衛
生
の
向
上
、
増
進
を
図
る
こ
と
に
な
っ
た
。

翌
十
三 

年
に
は
厚
生
省
が
設
置
さ
れ
、
保
健
衛
生
行
政
は
内
務
省
か
ら
厚 

生
省
に
移
管
さ
れ
た
。

こ
れ
ま
で
警
察
の
所
管
だ
っ
た
衛
生
行
政 

は
、
昭

和

十

七

年(

一
九
四
二)

に

知

事

部

局

に

移

管

さ

れ

た 

が

、
食
品
衛
生
と
急
性
伝
染
病
の
予
防
業
務
は
同
二
十
二
年
ま
で 

警
察
所
管
で
あ
っ
た
。
本
町
関
係
で
は
、
昭

和

十

九

年(

一
九
四

四)

に
隼
人
町
内
山
田
に
、
畳
一
二
枚
の
民
家
を
借
り
て
隼
人
保 

健

所

が

開

設

さ

れ

た(

現
在
の
隼
人
保
健
所
の
前)

。
終
戦
直
後 

は
、
連

合

国

軍

総

司

令

部(
G
H
Q
)

か
ら
公
衆
衛
生
改
善
に
関 

す
る
指
令
が
次
々
に
出
さ
れ
た
。
以
来
、
国
、
地
方
公
共
団
体
も 

機
構
整
備
を
図
り
、

二
十
二
年
に
は
民
生
部
の
衛
生
課
か
ら
分
離 

し
て
衛
生
部
を
設
置
し
、
市
町
村
も
衛
生
担
当
課
が
で
き
て
戦
後 

の

保

健

衛

生•

環

境

衛

生

向

上

の

基

礎

づ

く

り

の

時

代

を

迎

え 

た
。

前
述
の
と
お
り
、
総
司
令
部
の
指
令
に
よ 

戦
後
の
保
健
衛
生

り
、
ま
ず
市
町
村
が
取
り
組
ん
だ
の
は
環 

境
衛
生
の
改
善
整
備
で
あ
っ
た
。
蚊
•

は

え•

の

み
•

し

ら

み• 

ね
ず
み
な
ど
の
そ
族
昆
虫
駆
除
お
よ
び
便
所
の
改
良
に
よ
る
寄
生 

虫
の
撲
滅
な
ど
で
あ
っ
た
。
各
市
町
ご
と
に
民
間
の
衛
生
自
治
団 

体
が
結
成
さ
れ
た
。
本
町
で
も
衛
生
普
及
会
が
結
成
さ
れ
、
行
政 

と
一
体
に
な
っ
て
薬
剤
散
布
や
発
生
源
対
策
に
取
り
組
ん
だ
。
今 

は
、

の

み•

し
ら
み
な
ど
は
昔
話
に
な
っ
て
い
る
。
 

ハ
集
団
検
診V
 

保
健
所
の
機
構
整
備
に
伴
い
、
昭
和
二
十
六
年 

(

一
九
五
一)

結

核

予

防

法

の

施

行

に

よ

り

、

結
核
の
集
団
検 

診
、
ま

た

同

四

十

六

年(

一
九
七
一)

か
ら
は
成
人
病
の
集
団
検 

診
も
は
じ
ま
り
、
早
期
発
見
、
早
期
治
療
の
時
代
を
迎
え
た
。
特
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に
大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
死
亡
率
の
一
位
を
占
め 

て
不
治
の
病
と
さ
れ
た
結
核
は
、
集
団
検
診
に
よ
る
住
民 

意
識
の
高
ま
り
と
、
医
学
の
進
歩
に
よ
り
、
も
は
や
、
死 

因
の
最
下
位
に
な
っ
て
き
た
。
本
町
の
結
核
登
録
患
者
の 

昭
和
三
十
六
年
か
ら
六
十
年
ま
で
の
推
移
は
下
表
の
と
お 

り
で
あ
る
。

こ
れ
に
代
わ
っ
て
成
人
病
が
死
因
の
上
位
を
占
め
る
よ 

う
に
な
り
、

ガ

ン•

脳

卒

中•

心
臓
疾
患
な
ど
が
そ
の
主 

な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
町
で
は
保
健
所
、
医
療
機
関
の 

協
力
を
得
て
、

ガ
ン
を
は
じ
め
成
人
病
の
早
期
発
見
、
早 

期
治
療
を
図
る
と
と
も
に
、
成
人
病
教
室
な
ど
を
開
き
、
 

健
康
の
保
持
増
進
に
努
め
て
い
る
。

<

老
人
保
健
法V
 

昭

和

五

十

八

年(

一
九
八
三)

老
人 

保
健
法
が
施
行
さ
れ
た
。

こ
の
法
律
は
本
格
的
な
高
齢
化 

社
会
の
到
来
を
迎
え
、
健
康
な
老
後
を
過
ご
す
た
め
に
、
 

四
〇
歳
以
上
を
対
象
に
、
健
康
手
帳
の
交
付
、
健
康
審
査 

•

相

談
•

教

育

、
医
療
を
含
め
た
健
康
管
理
と
、
も
う
一 

つ
は
年
々
増
加
す
る
老
人
医
療
費
を
国
民
が
公
平
に
負
担 

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
、
国
・
地
方 

公
共
団
体
が
一
定
割
合
を
負
担
す
る
ほ
か
、
各
医
療
保
険

霧島町の結核登録患者の推移（昭和36〜63年） （単位：人）

区分
年度

昭和36 38 40 53 55 57 59 63

患 者数 104 107 80 59 37 15 12
L

結核定期健康診断の状況 （単位：人，%）

ーーーW度 
区分

昭和36 38 40 53 55 57 59 63

対象人員 4,940 5, 722 5, 402 3,143 3, 250 3, 536 3, 258 3, 505

受診者数 4,812 5, 488 5, 382 2, 940 2, 759 2, 915 2, 759 2, 466

受診率 96.5 95.6 99.6 84. 9 84.9 82.4 84.7 70.4

三大成人病死亡者 （単位：人，%）

年度 
原因

昭和59 60 61 62 63

悪性新生物 12 11 10 9 11

心 疾 患 10 15 20 8 17

脳血管疾患 11 12 5 23 10

そ の 他 17 25 18 21 21

計 50 63 53 61 59

三大成人病の 
占める割合

66.0 60.3 66.0 65.6 64.4
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制
度
の
保
険
者
が
共
同
で

財
源
拠
出
を
す

る
仕
組
み
を

導
入
し 

た
。
対
象
者
は
七
〇
歳
以
上
、
ま
た
は
六
五
歳
以
上
七
〇
歳
未
満 

の
寝
た
き
り
の
認
定
を
受
け
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
本
町
も
こ 

れ

に

基
づ
き

昭

和

五

十

八

年

か

ら

こ

の

事

業

を

実

施

し

た

。

な 

お
、
昭
和
五
十
九
年
か
ら
六
十
三
年
ま
で
の
本
町
の
三
大
成
人
病 

の
死
因
割
合
は
前
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

八
近
年
の
環
境
衛
生V

高
度
経
済
成
長
に
伴
い
、
物
の
豊
か
さ 

の
中
で
家
庭
か
ら
出
る
一
般
廃
棄
物
、
危
険
物
の
処
理
、

し
尿
処 

理
な
ど
大
き
な
問
題
と
し
て
浮
か
び
あ
が
り
、

こ
れ
に
対
応
す
る 

た
め
に
、
昭

和

三

十

九

年(

一
九
六
四)

国
分
地
区
衛
生
管
理
組 

合
が
設
立
さ
れ
、
霧
島
町
も
こ
れ
に
加
入
し
た
。

ま
た
各
家
庭
か 

ら

の

粗

大

ご

み

も

増

え

は

じ

め

、
町
は
こ
の
処
理
場
も
設
置
し 

た
。

一
方
、
散

乱

ご

み
(

空

き

缶•

空
き
瓶
類)

な
ど
も
解
決
困 

難
な
環
境
問
題
の
一
つ
で
あ
る
。
地
域
開
発
に
伴
う
水
質
汚
染
も 

環
境
課
題
と
し
て
定
期
的
に
水
質
検
査
を
実
施
し
て
い
る
。
 

△

予
防
接
種V
 

幼
児
期
お
よ
び
小
中
学
生
の
集
団
感
染
を
予
防 

す
る
た
め
に
、
表
(

五
三
七
。へ
ー
ジ)

に
示
す
よ
う
な
、
予
防
接 

種
が
実
施
さ
れ
て
き
た
。

△

伝
染
病V
 

伝
染
病
の
発
生
は
、
生
活
環
境
の
改
善
や
衛
生
知 

識
の
向
上
に
よ
り
、
急
性
伝
染
病
の
発
生
は
皆
無
に
等
し
く
な
っ

た
。
大
正
十
三
年
以
降
の
発
生
は
次
表
の
と
お
り
。

町
内
の
保
健 

衛

生

施

設

a

母
子
健
康
セ
ン
タ

—V
 

昭
和
三
十
年
代
、
 

本
町
の
乳
幼
児
の
死
亡
率
お
よ
び
死
産
率
は
、

全
死
亡
の
三
笈
に
達
し
て
い
た
の
で
、
妊
娠
初
期
か
ら
育
児
な
ど 

母
子
保
健
の
万
全
を
期
す
る
た
め
に
、
総
合
保
健
施
設
と
し
て
、
 

昭
和
三
十
九
年
七
月
に
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
た
が
、
施 

設
の
老
朽
化
、
利
用
者
の
減
少
に
よ
り
、
平
成
元
年
四
月
、
助
産

施
設
部
門
は
閉
鎖 

し
た
。

そ
の
間
の 

利
用
者
は
、
町
内 

八
八
七
人
、
町
外 

七
六
三
人
、
計
一 

六
五
〇
人
で
、
母 

子
保
健
の
向
上
に 

大
き
な
役
割
を
果 

た
し
た
。
昭
和
六 

十
三
年
に
内
部
改 

修
を
し
て
、
保
健 

施
設
と
し
て
、
健 

康

相

談•

健
康
診

霧島町母子センター
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査
な
ど
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

八
国
分
地
区
衛
生
管
理
組
合V
 

昭

和

三

十

九

年(

一
九
六
四) 

に

国

分

市•

隼
人
町
し
尿
処
理
組
合
と
し
て
設
立
さ
れ
、
昭
和
四 

十
四
年
に
本
町
も
加
入
。
次
い
で
昭
和
四
十
五
年
に
国
分
地
区
ご 

み
処
理
組
合
が
設
立
、
国

分

市•

隼

人
•

福

山
•

霧
島
の
一
市
三 

か
町
の
組
合
と
な
る
。

昭
和
三
十
八
年
に
国
分
地
区
火
葬
場
組
合 

が
設
立
さ
れ
、

こ
れ
ら
の
三
部
門
の
運
営
を
広
域
行
政
の
中
で
捉 

え
、
国
分
地
区
衛
生
管
理
組
合
と
呼
ぶ
。
事
業
所
は
し
尿
処
理
は 

隼
人
町
、
ご
み
処
理
と
火
葬
場
は
国
分
市
に
あ
る
。
 

△

霧
島
伝
染
病
棟V
 

始
良
郡
東
部
一
市
三
町
が
昭
和
二
十
六
年 

(

一
九
五
一)

に
、
霧
島
国
立
病
院
内
に
伝
染
病
患
者
の
隔
離
病 

棟
を
建
設
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

△

始
良
伊
佐
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
管
理
組
合V
 

昭
和
四
十
八
年 

(

一
九
七
三)

、
始

良
•

伊
佐
郡
の
二
市
八
町
で
設
立
し
、
生
活
環 

境
の
保
全
上
必
要
な
公
害
物
質
の
測
定
分
析
な
ど
公
害
対
策
を
合 

理

的

に

行

う

施

設

で

あ

る(

横
川
中
ノ
に
管
理
事
務
所)

。
 

△

町
内
の
医
療
施
設V

診
療
施
設
は
次
の
五
医
院
で
あ
る
。
 

竹
田
医
院(

梅
北
丁
内
科)

、
鵜
木
医
院(

大
窪
リ
内
科)

、
椎
原
歯
科 

医
院(

待
世)

、

岡
元
歯
科
医
院(

駅
前)

、
松
村
歯
科
医
院(

田
口)

。
 

病
院
は
霧
島
温
泉
労
災
病
院(

病
床
数
一
ニ
〇
床)

が

、
内

科
•

外

科
•

整

形

外

科•

理

学

診

療

科•

放
射
線
科
を
診
療
科
目
と
す 

る
病
院
で
、
昭

和

三

十

七

年(

一
九
六
二)

に
労
働
福
祉
事
業
団 

の
経
営
の
も
と
に
開
設
さ
れ
た
。

ま

た

杉

安

病

院(

病
床
数
一
六 

五
床)

は

内

科
(

消

化

器

科•

胃
腸
科)
•

循

環

器

科•

外

科
• 

整

形

外

科•

理

学

診

療

科•

放
射
線
科
を
備
え
る
病
院
で
、
昭
和 

四

十

五

年(

一
九
七
〇)

に
医
療
法
人
、
社
団
兼
誠
会
を
経
営
主 

体
と
し
て
開
設
さ
れ
た
。
共
に
温
泉
療
法
を
取
り
入
れ
て
い
る
。

伝染病発生状況

年度 発 生 状 況

大正13 ジフテリャ1天然痘2 赤痢1

14 疫痢2

昭和1 疫痢2

2 疫痢1チフス1

4 疫痢2 チフス2

6 赤痢9 疫痢2 疑似赤痢5

7 赤痢4

8 赤痢1

9 ジフテリヤ1

東襲山郷土誌による

年度 発 生 状 況

昭和33 日本脳炎2 赤痢1

34 赤痢16 ジフテリヤ1

35 日本脳炎1ジフテリヤ1 小児麻痺1 赤痢1

36 日本脳炎1ジフテリヤ2赤痢1

40 日本脳炎2

42 赤痢1

54 赤痢1___________ _
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各種接種状況 （平成元年度）

老人保健法に基づく健康審査

種 別 対 象 者

イ ン フ ル エ ン サ 3〜6歳児（昭和58. 4. 2〜62. 4.1生） 

小・中学生全員（全員2回接種）

生 ワ ク（急性灰白髄炎） （春）昭和63. 2.16〜平成元.2.15生

（秋）昭和63. 8.16〜平成元.8.15生

1三 種 混 合
（破傷風•ジフテリア•百日ぜき）

I期 昭和61.4. 2〜62. 4.1生

II期 昭和60. 4. 2〜61.4.1生

ジ フ テ リ ア 小学6年生全員

ッ ベ ル ク リ ン 1歳児（昭和62. 4. 2〜63. 4.1） 

小学校1年及び前年度陰性の2年生 

中学校1年及び前年度陰性の2年生

B C G ツベルクリン判定で陰性の者

日 本 脳 炎 3歳児（昭和61.4. 2〜62. 4.1生）

4歳児（昭和60. 4. 2〜61.4.1生）

小学1年生，4年生 中学1年生，3年生

風 シ ン 中学2年生女子及び中学3年生女子の未受診者

新 三 種 混 合
（麻しん•おたふくかぜ•風しん） 昭和62. 4. 2〜63. 4.1生

（平成元年度）

種 別 内 容 対 象 者

一康 
般診 
健査

一般診査 身長体重血圧検尿血液 40歳以上の町民

精密診査 心電図眼底血液 一般診査の結果 
必要とみられN人

基本診査 身長 体重 血圧 検尿 血液 心電図 眼底 40歳以上の町民

ガ 

ン 

検 

診

胃ガン検診 問診胃透視 40歳以上の町民

子宮ガン検診 問診視診細胞診 30歳以上の町民

乳ガン検診 問診視診触診 30歳以上の町民

肺ガン検診 問診喀痰細胞診 40歳以上の町民

厚 生連巡回健診 身長体重血圧検尿眼底心電図血液 

（一般健康診査と胃ガン検診を同時実施）

40歳以上の町民
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老人保健加入者数 （単位：人）

年 度 70歳到達
65歳以上70歳未満で 
障害認定を受けたもの 計

昭和59 584 20 604

60 599 31 630

61 613 28 641

62 632 38 669

63 655 54 709

能 昭和58年2月，老人保健法制定。昭和62年1月，一部負担金改正

食品衛生対象業者数 （平成元.3. 31現在）

飲食店 菓子製造 魚介類販売 缶詰•瓶詰 
食品難品 喫茶店 乳類販売

109 5 10 1 2 28

食肉販売 みそ製造 酒類製造 豆腐製造 めん類製造 そうざい製造

23 1 1 3 2 3

環境衛生対象業者数 （平成元.3. 31現在）

旅 館 公衆浴場 理容所 美容所 クリーニング 水 道

41 7 11 6 2 3

畜 舎 墓地納骨堂 し尿浄化槽 火葬場 し尿処理施設 ごみ処理施設

2 84 675 組合1 組合1 組合1

狂犬病予防

年度

登注別
昭和59 60 61 62 63

登 録 453 659 417 423 386

注 射
413
389

456 410 421 381
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会第三章社

へ
霧
島
町
衛
生
普
及
会>

 

終
戦
当
時
の
日
本
の
環
境
衛
生
は
、
 

蚊
•

は

え
•

の

み•

し

ら

み•

ね
ず
み
な
ど
、
そ
族
昆
虫
の
中
に 

生
活
し
て
い
た
、
 

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
総
司
令
部
は
、
 

地
方
公
共
団
体
に
そ
族
昆
虫
の
撲
滅
を
強
く
指
示
し
た
。
保
健
所 

を
中
核
に
し
て
各
市
町
単
位
に
環
境
衛
生
組
合
が
結
成
さ
れ
、
そ 

族
昆
虫
撲
滅
へ
の
活
動
が
開
始
さ
れ
た
。
発
生
源
対
策
の
除
去
、
 

薬
剤
散
布
、
便
所
の
改
良
、D
D
T

散
布
に
よ
る
、

の

み•

し
ら 

み
の
駆
除
な
ど
、
行
政
と
一
体
と
な
っ
て
生
活
環
境
改
善
の
努
力 

が
続
け
ら
れ
た
。
昭
和
三
十
年
代
に
入
る
と
、

の

み•

し
ら
み
は 

完
全
に
撲
滅
さ
れ
た
。
蚊
•

は
え
の
発
生
も
そ
の
こ
ろ
に
比
べ
る 

と

、
う
そ
の
よ
う
に
少
な
く
な
っ
た
。

衛
生
普
及
会
の
前
身
が
環
境
衛
生
組
合
で
あ
る
。

日
本
の
経
済 

事
情
が
好
転
し
、
や
が
て
高
度
経
済
成
長
期
に
入
る
と
、
経
済
活 

動
の
産
物
と
し
て
各
種
の
公
害
が
発
生
し
た
。

ま
た
家
庭
の
一
般 

廃
棄
物
の
処
理
、
多
頭
飼
育
に
よ
る
畜
産
公
害
や
、
ご
み
の
不
法 

投
棄
な
ど
、
衛

生

普

及

会
は

こ

れ

ら

の

問

題

に

取

り

組

ん
で

き 

た
。
衛
生
普
及
会
は
、
平
成
元
年
ま
で
町
の
委
託
を
受
け
て
、
し 

尿
処
理
と
家
庭
の
一
般
廃
棄
物
の
処
理
に
当
た
っ
て
き
た
が
、
現 

在
は
町
の
直
営
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
も
散
乱
ゴ
ミ
、
空
き 

缶
•

瓶
対
策
、
家
庭
や
別
荘
分
譲
地
な
ど
の
便
所
の
合
併
処
理
槽

の
普
及
な
ど
、
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
役
割
は
大
き
い
。

二
国
民
健
康
保
険

昭

和

三

十

四

年(

一
九
五
九)

一
月
、
新
国
民
健
康
保
険
法
が 

施
行
さ
れ
た
。

旧
国
民
健
康
保
険
法
は
、
昭

和

十

三

年(

一
九
三 

八)

に
制
定
さ
れ
た
が
、

こ
の
制
度
は
市
町
村
を
単
位
に
設
立
さ 

れ
た
組
合
を
経
営
主
体
と
す
る
も
の
で
、
設
立
お
よ
び
加
入
も
自 

由
で
、
給
付
の
内
容
も
社
会
保
険
と
し
て
の
実
質
的
な
内
容
を
十 

分
に
そ
な
え
た
も
の
で
は
な
く
、
時
代
の
推
移
と
と
も
に
前
後
八 

回
に
わ
た
っ
て
改
正
さ
れ
た
。

そ
の
主
な
点
は①

市
町
村
の
実
施 

義
務
を
法
律
で
定
め
た
こ
と
、②

保
険
給
付
の
充
実
、
統
一
を
図 

っ
た
こ
と
、③

療
養
担
当
者
制
度
の
改
善
を
し
た
こ
と
、④

国
庫 

負
担
制
度
の
整
備
を
図
っ
た
こ
と
な
ど
。

こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
わ 

が
国
の
医
療
保
険
制
度
の
中
核
と
し
て
重
要
な
意
義
を
も
つ
も
の 

に
な
っ
た
。

霧
島
村
に
お
け
る
健
康
保
険
の
沿
革
を
年
表
ふ
う
に
示
す
と
次 

の
よ
う
で
あ
る
。

昭
和
二
十
年 

(

一
九
四
五)

旧
霧
島
村
国
民
健
康
保
険
組
合
開
設
、
同
年
田
口
診
療 

所
開
設
、
同
二
十
三
年
村
営
移
管
。
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昭
和
五
十
六
年 

(

一
九
八
一)

昭
和
五
十
四
年 

2

九
七
九)

昭
和
五
十
三
年 

(

一
九
七
八)

昭
和
五
十
一
年 

(

一
九
七
六)

昭
和
五
十
年 

(

一
九
七
五)

昭
和
四
十
九
年 

(

一
九
七
四)

昭
和
四
十
八
年 

(

一
九
七
三)

昭
和
四
十
六
年 

(

一
九
七
一)

昭
和
四
十
一
年 

(

一
九
六
六)

昭
和
三
十
八
年 

(

一
九
六
三)

昭
和
三
十
六
年 

(

一
九
六
一)

昭
和
三
十
五
年 

(

一
九
六
〇)

昭
和
二
十
七
年 

(

一
九
五
二)

昭
和
二
十
四
年 

(

一
九
四
九)

助
産
給
付
費
八
万
円
、
葬
祭
給
付
費
八
〇
〇
〇
円
に
引 

き
上
げ
支
給
実
施
。

助
産
給
付
費
六
万
円
支
給
と
す
る
。

高
額
療
養
資
金
貸
付
制
度
創
設
。
保
健
婦
設
置
、
国
保 

か
ら
一
般
へ
設
置
替
え
。

助
産
給
付
費
四
万
円
支
給
実
施
。

高
額
療
養
費
支
給
制
度
実
施
。

助
産
給
付
費
を
二
万
円
に
、
葬
祭
給
付
費
を
五
〇
〇
〇 

円
に
引
き
上
げ
支
給
実
施
。

葬
祭
給
付
費
四
〇
〇
〇
円
に
支
給
実
施
。

助
産
給
付
費
一
万
円
に
支
給
実
施
。

世
帯

11
に
対
す
る
七
割
給
付
実
施
。

世
帯
主
に
対
す
る
七
割
給
付
実
施
。
助
産•

葬
祭
費
を 

二
〇
〇
〇
円
に
引
き
上
げ
支
給
実
施
。
給
付
期
間
を
転 

帰
ま
で
と
す
る
。
保
健
婦
設
置
。

世
帯
主
の
結
核•

精
神
病
疾
患
に
対
し
七
割
給
付
実 

施
、
翌
年
、
給
付
制
限
全
面
撤
廃
。

新
国
民
健
康
保
健
法
の
施
行
に
伴
い
霧
島
町
健
康
保
健 

事
業
開
始
。

経
営
不
振
と
医
師
確
保
難
の
た
め
診
療
事
業
閉
鎖
。

大
窪
診
療
所
開
設
。

昭
和
六
十
三
年 

(

一
九
八
八)

昭
和
五
十
九
年 

(

一
九
八
四)

昭
和
五
十
八
年 

(

一
九
八
三)

昭
和
五
十
七
年 

(

一
九
八
二)

保
険
基
盤
安
定
制
度
の
創
設
。

助
産
給
付
費
ニ
一
一
万
円
支
給
実
施
。

退
職
者
医
療
制
度
創
設
。

老
人
保
健
法
に
よ
り
七
〇
歳
以
上
は
無
料
と
な
る
。

助
産
給
付
費
一
〇
万
円
、
葬
祭
給
付
費
一
万
円
に
引
き 

上
げ
支
給
。

以
上
本
町
の
国
民
健
康
保
健
事
業
の
沿
革
を
述
べ
た
が
、
あ
る 

時
期
に
は
経
営
不
振
の
た
め
、
事
業
閉
鎖
す
る
な
ど
の
苦
い
経
験 

も
あ
っ
た
。

し
か
し
昭
和
三
十
五
年
の
新
国
民
健
康
保
険
制
度
は 

給
付
の
統
一
、
国
庫
補
助
な
ど
内
容
的
に
も
整
備
さ
れ
て
い
た
の 

で
、
公
益
、
療
養
担
当
者
、
被
保
険
者
代
表
一
二
人
の
国
民
健
康 

保
険
準
備
委
員
会
を
設
け
、
各
集
落
ご
と
に
説
明
会
を
開
催
す
る 

な
ど
し
て
町
民
の
理
解
を
得
て
、
同
年
十
月
か
ら
開
始
し
た
。

国
民
健
康
保
険 

運

営

協

議

会

こ
の
協
議
会
は
、
被
保
険
者
代
表
四
人
、
国 

民
健
康
医
ま
た
は
国
民
健
康
保
険
薬
剤
師
代

表
四
人
、
公
益
代
表
四
人
、
計
一
二
人
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
本 

町
条
例
に
基
づ
き
、
国
民
健
康
保
険
事
業
の
全
般
に
わ
た
り
審
議 

を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
諮
問
に
答
え
、
本
赤
業
の
円
滑
た
推
進 

に
寄
与
し
て
い
る
。
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療養諸費件数費用額調べ

国民健康保険年報から

年度 件 数 費 用 額 保険者負担額 一部負担金

昭和59 14, 851件 298, 890千円 208, 228千円 86, 454千円

60 16,318 357, 220 251,397 96,442

61 15, 709 332, 970 234, 742 94, 394

62 16, 311 357, 093 255, 210 18, 939

63 16,148 337, 879 239, 780 95, 927

助産給付費•葬祭給付費支給状況調べ

年度
助 産 給 付 費 葬 祭 給 付 費

件数 支給額 摘 要 件数 支給額 摘 要

昭和59 41件 4,100千円 1件100千円 33件 330千円 1件10千円

60 42 4, 200 同 43 430 同

61 24 2, 400 同 25 250 同

62

63

25

20

2, 500

2, 030

同
平成元年3月 
より130千円

44

40

440

400

同 

同

国民健康保険年報から

保険税収納状況調べ

年度 調 定 額 収 納 額 収納率 摘 要

昭和59 115, 548千円 110, 535千円 95. 7千円 減税 8,224千円

60 98, 709 93, 766 95.0 〃 14,488

61 120, 913 115, 982 95.9 〃 11,291

62 133, 274 128, 282 96.3 〃 14,480

63 137, 099 133, 710 97.5 〃 16,497

国民健康保険年報から

1世帯、1人当たり保険税調べ

年度
1世帯当た 
り税調定額

1人当たり 
税調定額

昭和59 99, 439円 35, 228円

60 83, 228 30,131

61 101,779 38,191

62 108, 530 42, 202

63 112,101 44, 906

国民健康保険年報から

1人当たり療養諸費調べ

年度 1人当たり 
費用額

1件当たり 
費用額

1人当たり 
保険者負担額

昭和59 91,125円 20,126円
63,484日

60 109, 042 21,891 76, 739

61 105,171 21,196 74,145

62 113, 076 15, 647 80, 814

63 110, 671 20, 924 78, 539

国民健康保険年報から
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三
社
会
福
祉

戦
前
の
社
会
福
祉

わ

が

国
の
福
祉
制
度
は
明
治
七
年(

一
八 

七
四)

太
政
官
達
恤
救
規
則
に
始
ま
り
、

そ
の
対
象
は
身
寄
り
の
な
い
独
身
の
障
害
者
や
、
 

傷

病

人•

幼
弱 

児
な
ど
の
極
貧
窮
迫
者
を
救
済
す
る
制
度
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
昭 

和

四

年
(

一
九
二
九)

に
救
護
法
が
制
定
さ
れ
た
が
、
経
済
恐
慌 

の
あ
お
り
で
延
期
さ
れ
、
昭
和
七
年
か
ら
施
行
さ
れ
た
。
救
護
対 

象
者
も
大
幅
に
拡
大
さ
れ
、
救
護
の
種
類
も
生
活
扶
助
、
医
療
扶 

助

、
助
産
扶
助
、
生
業
補
助
の
四
種
と
な
り
、
経
費
負
担
も
国
が 

二
分
ノ
一
、
県
•

市
町
村
は
四
分
の
一
と
し
て
市
町
村
長
が
実
施 

機
関
の
長
と
な
り
、
名
誉
職
の
委
員
制
度
を
設
け
た
。 

こ
の
救
護
法
は
昭
和
二
十
一
年(

一
九
四
六)

、
生
活
保
護
法
が 

施
行
さ
れ
る
ま
で
存
続
し
た
。

な
お
、
昭
和
八
年
に
は
少
年
救
護
法
、
昭
和
十
三
年
に
は
、
母 

子

保

護

法•

社
会
事
業
法
、
昭

和

十

五

年

に

は

医

療

保

護

法

な 

ど
、
次
々
に
公
布
さ
れ
た
が
、
日

中

戦

争•

太
平
洋
戦
争
の
た
め 

に
、
現
在
の
よ
う
に
福
祉
政
策
と
し
て
、
末
端
地
域
に
ま
で
泾
透 

し
な
か
っ
た
。

戦
後
の
社
会
福
祉

終
戦
に
よ
り
、
国
の
諸
制
度
は
民
主
化
を 

軸
に
大
幅
に
改
革
さ
れ
た
。

昭
和
二
十
一

年
(

一
九
四
六)

十
月
に
は
、
生
活
保
護
法
が
施
行
さ
れ
、
生
活 

困
窮
者
を
社
会
の
責
任
に
お
い
て
、
国
が
平
等
な
保
護
を
し
よ
う 

と
す
る
福
祉
の
基
本
理
念
を
貫
く
画
期
的
な
制
度
で
あ
っ
た
。
昭 

和
二

十
二
年(

一
九
四
七)

五
月
、
新
し
い
憲
法
に
基
づ
く
福
祉 

国
家
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
諸
制
度
が
整
備
さ
れ
た
。
 

昭
和
二
十
一
年(

一
九
四
六)

十

月

生

活

保

護

法 

昭
和
二
十
二
年(

一
九
四
七)

十
二
月 

児
童
福
祉
法 

昭
和
二
十
三
年(

一
九
四
八)

七
月
民
生
委
員
法 

昭
和
二
十
四
年(

一
九
四
九)

十
二
月 

身
体
障
害
者
福
祉
法 

昭
和
二
十
六
年(

一
九
五
一)

三
月 

社
会
福
祉
事
業
法 

昭
和
二
十
七
年(

一
九
五
二)

四
月
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護

法

昭
和
二
十
八
年(

一
九
五
三)

八
月 

未
帰
還
者
留
守
家
族
等
援
護
法 

昭
和
三
十
五
年(

一
九
六
〇)

三
月
精
神
薄
弱
者
福
祉
法 

昭
和
三
十
八
年(

一
九
六
三)

七
月 

老
人
福
祉
法 

昭
和
三
十
九
年(

一
九
六
四)

七
月
母
子
福
祉
法 

昭
和
四
十
五
年(

一
九
七
〇)

五
月
心
身
障
害
者
対
策
基
本
法 

昭
和
四
十
六
年(

一
九
七
一)

五
月 

児
童
手
当
法 

昭
和
五
十
七
年(

一
九
八
二)

八
月 

老
人
保
健
法
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民

生

委

員•

民
生
委
員
は
民
生
委
員
法
に
よ
っ
て
、
知
事
の 

児

童

委

員
 

推
薦
に
よ
り
厚
生
大
臣
の
任
命
す
る
民
間
の
名 

誉
職
で
あ
り
、
同

時

に

児

童

委

員

お

よ

び

国

民

年

金

委

員

も

兼 

ね
、
任
期
は
三
年
間
と
な
っ
て
い
る
。
福
祉
に
欠
け
る
住
民
の
適 

切
な
助
言
、
指
導
、
更
生
に
助
力
し
、
福
祉
関
係
の
行
政
機
関
、
 

団
体
、
施

設

な

ど

と

の

連

絡•

協
力
な
ど
広
範
囲
の
役
割
を
担
っ 

て
い
る
。

民
生
委
員
制
度
の
沿
革

大

正

十

二

年(

一
九
二
三)

に
県
社
会
事
業
協
会
が
鹿
児
島
市 

に
補
導
員
を
設
置
、
大
正
十
三
年
県
の
経
営
に
移
し
、
昭
和
三
年 

方
面
委
員
規
定
を
公
布
、
補

導

員

を

廃

止•

昭
和
九
年
県
下
の
全 

市
町
村
に
方
面
委
員
が
設
置
さ
れ
た
。
昭

和

二

十

一

年(

一
九
四 

六)

生
活
保
護
法
が
制
定
さ
れ
る
と
同
時
に
民
生
委
員
令
も
施
行 

さ
れ
、
民
生
委
員
と
改
め
ら
れ
た
。
昭
和
二
十
二
年
に
児
童
福
祉 

法
の
制
定
に
よ
り
、
児
童
委
員
も
兼
ね
る
よ
う
に
な
っ
た
。
同
二 

十
八
年
、
民
生
委
員
協
議
会
が
発
足
、
福
祉
事
務
所
や
市
町
村
の 

行
う
福
祉
業
務
に
協
力
す
る
団
体
と
し
て
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

昭

和

二

十

一

年(

一
九
四
六)

九
月
、
生
活
保 

生

活

保

護

護
法
が
施
行
さ
れ
、
生
活
に
困
窮
す
る
す
べ
て 

の
国
民
に
対
し
、
困
窮
の
程
度
に
応
じ
必
要
な
保
護
を
行
い
、
最

低
限
度
の
生
活
を
保
障
す
る
と
と
も
に
そ
の
自
立
を
助
け
る
の
が 

生
活
保
護
で
あ
る
。

昭
和
四
十
五
年
か
ら
の
生
活
保
護
の
推
移
は 

次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

生活保護の推移 （単位：戸，人，千円）

年度 延世帯延人員 活
助 

生
扶

宅
助 

住
扶

育
助 

教
扶

療
助 

医
扶

生業 
扶助

葬祭 
扶助 合計

昭和 
37 1,057 - 3, 771 44 808 3, 248 — 10 8, 944

40 775 — 3, 493 43 1,297 4, 055 — 19 8, 907

45 743 1,759 4, 642 126 636 14, 845 60 23 20, 334

50 646 1,234 10, 803 266 1,075 31,372 45 29 43, 593

55 732 1,502 24, 340 1,156 1,679 58, 604 85 461 86, 327

60 513 870 22,149 691 729 35, 466 40 38 59,115

63 300 399 12, 705 170 256 18, 392 — — 31,524
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四
国
民
年
金

福
祉
年
金
と 

国

民

年

金
は

昭

和

三

十

四

年2

九
五
九)

十 

拠

出

年

金

一

月

か

ら

施

行

さ

れ

た

。

こ
の
制
度
は
既
存
の 

被

用

者

年

金(

厚
生
年
金
、
各
種
共
済
年
金
、
船
員
保
険
な
ど) 

の
適
用
を
受
け
て
い
な
い
六
五
歳
以
上
の
国
民
一
般
に
対
し
て
、
 

ま
た
老
齢
、
障
害
、
死
亡
の
場
合
に
年
金
を
給
付
し
て
生
活
の
安 

定
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
る
。

こ
の
制
度
は
、
次
の
よ
う 

に
拠
出
年
金
と
福
祉
年
金
の
二
つ
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。 

拠
出
年
金
— 

一
定
の
期
間
保
険
料
を
掛
け
て
受
給
で
き
る
も
の
。 

福
祉
年
金
——
拠

出

年

金

が

発

足

し

た

と

き

、
す
で
に
高
齢
に
達 

し
、
拠

出

制

年

金

の

保

障

対

象

に

該

当

し

な

い

者 

や
、
障
害
者
や
母
子
世
帯
な
ど
で
あ
っ
た
者
に
全
額 

を
国
の
負
担
で
支
給
す
る
も
の
。 

霧
島
町
の
国
民
年
金
の
沿
革
を
年
表
ふ
う
に
記
述
す
る
。

昭
和
三
十
四
年 

(

一
九
五
九)

四
月
、
国
民
年
金
制
度
の
開
設
。
同
年
四
月
、
福
祉
年 

金
の
裁
定
開
始
、
年
金
証
書
第
一
号
交
付
、
(

田
口
の 

竹
之
内
カ
メ
さ
ん)

。

昭
和
三
十
六
年 

(

一
九
六
一)

四
月
、
拠
出
年
金
保
険
料
納
付
開
始
。
被
保
険
者
数
、
 

二
三
三
三
人(

強
制
二
〇
八
八•

任
意
二
四
五)

、
加
入

率
八
八•

七
七
気C

昭
和
四
十
年 

(

一
九
六
五)

加
入
率
は
九
八•

五
皆
で
県
平
均
を
上
回
り
定
着
し
て 

き
た
。

昭
和
六
十
一
年 

(

一
九
八
六)

四
月
、
国
民
年
金
法
の
改
正
に
よ
り
、
す
べ
て
の
国
民 

に
共
通
す
る
基
礎
年
金
が
導
入
さ
れ
、
被
用
者
年
金
制 

度
か
ら
基
礎
年
金
に
上
乗
せ
す
る
報
酬
比
例
の
年
金
が 

支
給
さ
れ
る
よ
う
に
改
め
ら
れ
た
。

次
に
福
祉
年
金
に
つ
い
て
、

こ

の

年

金

は

戦

前

か

ら

あ

っ

た 

が
、

一
般
国
民
を
対
象
に
し
た
の
は
、
昭
和
三
十
六
年
の
国
民
年 

金
制
度
が
確
立
さ
れ
て
か
ら
充
実
し
て
き
た
。
現
在
福
祉
年
金
は 

次
の
四
種
類
が
あ
る
。

老
齢
福
祉
年
金
——

七
〇
歳
以
上
の
人
で
年
額
一
万
三
二
〇
〇
円
。 

障
害
福
祉
年
金
— 

一
級
障
害
者
に
年
額
二
万
一
六
〇
〇
円
。 

母
子
福
祉
年
金
——
母
に
一
万
五
六
〇
〇
円
、
子
供
二
人
目
か
ら
一 

人
に
つ
き
四
八
〇
〇
円
加
算
。 

準
母
子
福
祉
年
金
—
準
母
に
一
万
五
六
〇
〇
円
。

子
供
に
二
人
目 

か
ら
一
人
に
つ
き
四
八0
0

円
加
算
。
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拠出国民年金保険料の推移（掛け金） （単位：円）

、、区分 保険料定額

年度' 35歳未満 35歳以上

昭和36 100 150

42 200 250

44 250 300

45 450

47 550

49 900

50 1,100

51 1,400

員、、
金 額

昭和52 2, 200

53 2, 730

54 3, 300

55 3, 770

56 4, 500

57 5, 200

58 5, 830

59 6, 220

、
度 

、
年 金 額

昭和60 6, 740〜7,140

61 7,100〜7, 500

62 7, 400〜7, 800

63 7, 700〜8,100

平成1 8, 000〜8, 400

2
8, 400〜8, 800

福祉年金受給状況の推移 （単位：件，千円）

年度 受給総数 年金総額
老 齢 障 害 母 子

件数 金 額 件数 金 額 件数 金 額

昭和41 425 7, 434 345 5, 420 62 1,624 18 390

46 525 15, 077 457 12, 420 61 2, 269 7 258

51 547 89, 756 472 72, 724 75 1,703 0 0

56 388 114, 314 311 84, 362 77 29, 952 0 0

60 289 102,116 195 62, 010 94 40,106 0 0

63 131 43, 230 131 43, 230

能障害年金は昭和61年から消滅

拠出年金給付状況の推移 （単位：件，千円）

区分
年度

_ーー 昭和41 46 51 56 61 63

障害年金
件数

金額

2

144

7

672

27

12,117

43

26, 224

75

51,505

68

46, 226

母子年金
件数 

金額

18

1,132

36

3, 509

27 

11,086

21

14, 906

11

9,154 6, 083

遺子年金
件数 

金額

4

69

1

91

0

0

1

540

1

593

4

2, 069

死亡一時金
件数 

金額

5

69

6

72

6

137

2

46

6

635

0

()

計
件数 

金額

29

1,395

50

4, 344

60

23, 400

67

41,717

93

61,918

XI

55,106
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五
社
会
福
祉
協
議
会

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
社
会
福
祉
事
業
の
効
率
的
運
営
と
組
織 

的
活
動
を
通
じ
、
明
る
い
町
づ
く
り
を
進
め
る
目
的
で
、
国
や
県 

の

指

導

に

よ

り
昭
和
三
十
二
年(

一
九
五
七)

に
設
立
さ
れ
た
。
 

当
面
の
活
動
と
し
て
、
低
所
得
者
に
対
す
る
資
金
の
貸
し
付
け
、
 

福
祉
団
体
の
育
成
、
生
活
上
の
諸
問
題
に
対
す
る
相
談
な
ど
を
扱 

っ
て
い
た
が
、
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
拡
大
さ
れ
る
福
祉
ー
一
ー
ズ 

に
対
応
す
る
た
め
に
、
昭

和

五

十

五

年(

一
九
八
〇)

法
人
組
織 

に
改
め
、
厚
生
大
臣
の
認
可
を
受
け
て
、
社
会
福
祉
法
人
霧
島
町 

社
会
福
祉
協
議
会
を
設
立
し
、
地

域

に

お

け

る

社

会

福

祉

関

係 

者

、
地
域
住
民
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど

地
域
ぐ
る
み
で

「
思
い
や 

り
の
あ
る
福
祉
社
会
」
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

在

宅

福

祉

△

老
人
給
食
サ
ー
ビ
ス
事
業V
 

昭
和
五
十
四 

年
(

一
九
七
九)

、
地
域
福
祉
活
動
モ
デ
ル
地
区 

の
指
定
を
受
け
、

三
地
区
で
開
設
し
た
。

「
手
づ
く
り
の
心
の
こ 

も
っ
た
弁
当
」

を
目
標
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
が
中
央• 

田
口 
•

永
水
の
公
民
館
施
設
を
利
用
、
毎
月
一
回
、
民
生
委
員
を 

通
じ
て
配
食
し
て
い
る
。
給
食
対
象
者
は
、
在

宅

独

居

老

人•

重

度

障

害

者•

九
〇
歳
以
上
な
ど
九
一
人
。
平
成
元
年(

一
九
八
九) 

現
在
。

そ
の
他
に
独
居
老
人
の
集
い
、
独
居
老
人
料
理
講
座
な
ど 

を
開
催
し
、
孤
独
感
の
解
消
、

ふ
れ
あ
い
、
栄
養
改
善
指
導
な
ど 

を
実
施
し
て
い
る
。

△

在
宅
福
祉
事
業V
 

平
成
元
年
、
福
祉
巡
回
車
を
購
入
、
在
宅 

寝
た
き
り
老
人
の
入
浴
、

オ
ム
ツ
の
配
布
、
訪
問
活
動
、
配
食
、
 

広
報
活
動
な
ど
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

児
童
福
祉
を
高
め
る
事
業

ハ
福
祉
文
庫
の
設
置V
 

福

祉

に

対

す

る

理

解

を

深

め

「
感
謝
の 

心
」

「
奉
仕
活
動
に
参
加
で
き
る
人
間
育
成
」
を
目
的
に
小
中
学 

校

に

昭

和

五

十

九

年(

一
九
八
四)

に
設
置
。

△

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
協
力
校
の
指
定V
 

小

中

高

生

を

対

象 

に
、
社
会
福
祉
へ
の
理
解
と
関
心
を
高
め
、
助
け
合
い
の
精
神
を 

養
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
輪
を
広
げ
る
目
的
で
、
小

学

校

三

校• 

中

学

校
(

現
在
指
定)

に
三
年
間
の
指
定
を
受
け
て
い
る
。

民
生
援
護
事
業

△

世
帯
更
生
資
金V

低
所
得
世
帯
の
自
立 

更
生
を
目
的
に
、

昭

和

三

十

年
(

一
九
五 

五)

に
設
け
ら
れ
た
制
度
で
、
資
金
の
貸
し
付
け
と
民
生
委
員
に 

よ

る

助

言•

指
導
を
行
っ
て
い
る
。

/

小
ロ
貸
付
資
金
し 

昭

和

三

十

五

年(

一
九
六
〇)

緊
急
生
活
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資
金
の
貸
し
付
け
を
行
っ
て
い
る
。

心
配
ご
と
相
談 

所

開

設

事

業

地

域

福

祉
 

活
動
の
推
進

社
会
奉
仕
思
想
の
普
及
を
図
る
た
め
に
、
地
域 

住
民
に
福
祉
活
動
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
、
次

の
よ
う
な
活
動
を
推
進
し
て
い
る
。

△

福
祉
餅
つ
きV
 

霧
島
神
宮
寄
贈
の 

糯
米
で
、
婦
人
会 

•

青

年

団•

子
供 

会
な
ど
が
協
力
し 

て
紅
白
の
餅
を
つ 

き

、
各
地
区
の
婦 

人
会
員
に
よ
り
老 

人
給
食
对
象
者
に 

贈
っ
て
い
る
。 

<

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

体
験
講
座V

平

成
元
年
か
ら
開
設
し
て
福
祉
活
動
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
る
。

共

同

募

金•

歳
末 

助

け

合

い

運

動

広
く
住
民
の
日
常
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
心
配
ご 

と
に
対
し
、
適
切
な
援
助
を
行
う
こ
と
を
目 

的
に
福
祉
協
議
会
に
開
設
。

七
人
の
相
談
員
が
こ
れ
に
当
た
っ
て 

い

る
(

毎
週
木
曜
日)

。

戦
後
四〇

年
に
わ
た
り
、
毎
年
十
月
〜
十 

二
月
の
三
か
月
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。
募 

金
は
次
の
よ
う
に
分
配
さ
れ
て
い
る
。 

A
 -

般
募
金V
 

福

祉

施

設•

福
祉
団
体
な
ど
に
分
配
さ
れ
、
施 

設
補
修
、
備
品
な
ど
の
整
備
に
充
て
、
ま

た

老

人

ク

ラ

ブ•

身
体 

障

害

者

協

会•

母
子
協
会
な
ど
の
事
業
費
と
な
る
。

さ
ら
に
在
宅 

福
祉
事
業
配
分
は
在
宅
ね
た
き
り
老
人
、
敬
老
の
日
の
見
舞
金
、
 

低
所
得
者
援
護
費
、
火
災
見
舞
金
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
校
援
助 

助
成
費
に
も
充
て
ら
れ
る
。

八
歳
末
助
け
合
い
募
金>

 

平
成
元
年
の
場
合
民
生
委
員
協
議
会 

を
通
じ
て
、
長
期
療
養

者
は

在

宅•

入
院
共
に
一
年
以
上
を
対
象 

と
し
て
七
四
人
に
、
重
度
心
身
障
害
者
四
三
人
、
生
活
困
難
世
帯 

二
七
世
帯
に
配
分
さ
れ
た
。

そ

の

他

福
祉
団
体
に
よ
り
社
会
福
祉
大
会
、
福
祉
ス
ポ 

—
ツ
大
会
な
ど
を
通
じ
て
、
社
会
福
祉
に
対
す 

る
理
解
と
親
ぼ
く
を
図
っ
て
い
る
。

ま
た
住
民
の
積
極
的
な
参
加
を
促
す
た
め
に
、
福
祉
情
報
な
ど 

に
よ
り
周
知
を
図
る
た
め
の
広
報
活
動
も
行
っ
て
い
る
。 

歴
代
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
は
次
の
と
お
り
。

福祉餅つき大会
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帖
佐
軍

吉 

昭
和
〜
三
十
二
年 

推
原
誠
治 

同 

〜
三
十
六
年 

桂 

久
春 

同 

〜
四
十
年 

高
林
義
雄 

同 

〜
四
十
二
年 

七
夕
豊
志 

同 

〜
四
十
七
年 

藤
山
藤
夫 

同 

〜
四
十
九
年 

岡
元
兼
志 

同 

〜
五
十
一
年 

内

村
義

幸 

同 

〜
平
成
元
年

日
本
赤
十
字
社
は
明
治
十
年(

一
八
七
七) 

日
本
赤
十
字
運
動

「
西
南
の
役
」

の
活
動
を
契
機
に
、
博
愛

社
と
し
て
創
立
さ
れ
、
明

治

二

十

年(

一
八
八
七)

に
日
本
赤
十 

字
社
と
改
称
さ
れ
た
。
県

支

部

は

明

治

二

十

五

年(

一
八
九
二) 

に
創
設
、
以

来

今

日

ま
で

人

道•

公

平
•

中

立
•

独

立
•

奉
仕
な 

ど
、
人
道
博
愛
の
精
神
で
世
界
平
和
と
人
類
福
祉
の
た
め
、
諸
活 

動
を
展
開
し
、
さ

ら

に

救

急

法•

家

庭

看

護

法•

水

上

安

全

法• 

蘇
生
法
な
ど
の
講
習
を
行
い
、
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
続
け
て
い
る
。
 

霧
島
町
分
区
で

も

歴
代
町
長
が

分
区
長(

事
務
局
社
会
福
祉
協
議 

会)

と
な
り
、
毎

年

一

定

の

金

額(

年
五
〇
〇
円
以
上
を
自
治
公 

民
館
単
位
、
個
人)

拠
出
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

「
一
世
帯
に
一 

人
以
上
は
赤
十
字
社
員
に
加
入
」

の
運
動
を
進
め
な
が
ら
、
平
成

元
年
度
社
員
数
は
一
五
三
二
人
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
霧
島
町
分

区

日

赤

奉

仕

団(

霧
島
町
婦
人
会)

で
は
、
災
害
を
受
け
た
世
帯 

に
対
し
、
炊

き

出

し

や

災

害

救

援

物

資(

毛

布
•

シ

ー

ツ•

日
用 

品
な
ど)

、

死
亡
の
場
合
は
見
舞
金
な
ど
を
届
け
て
い
る
。

保
護
司
の
事
業
は
遠
く
江
戸
時
代
の
五
人 

霧
島
町
保
護
司
会

組
に
源
を
発
す
る
と
い
わ
れ
る
。

し
か
し 

近

代

的

組

織

は

大

正

二

年(

一
九
一
三)

福
井
県
に
民
間
事
業
と 

し
て
保
護
委
員
会
を
設
け
た
の
が
最
初
で
あ
る
。
社
会
奉
仕
の
精 

神
を
も
ち
、
罪
を
犯
し
た
人
の
厚
生
を
助
け
る
と
と
も
に
、
犯
罪 

の
予
防
の
た
め
の
世
論
の
啓
発
と
社
会
の
浄
化
を
図
り
、
個
人
お 

よ
び
公
共
の
福
祉
に
寄
与
す
る
こ
と
が
任
務
で
、
本
町
で
も
四
人 

の
保
護
司
が
活
動
し
て
い
る
。
保
護
司
は
所
定
の
手
続
き
を
経
て 

推
薦
さ
れ
た
者
に
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
保
護
区
に 

所

属

す

る
(

霧
島
町
は
国
分
保
護
区)

。

六
福
祉
関
係
諸
団
体

遺
族
会 

昭

和

二

十

八

年(

一
九
五
三)

設
立
。
会
員
七
五
此 

帯
。

日
清
戦
争
以
後
の
戦
没
遺
家
族
を
会
員
と
し
て
、

二
七
六
人 

の
戦
没
者
の
霊
を
慰
め
、
町
内
遺
族
の
連
絡
協
調
、
慰
霊
祭
の
執 

行
、
遺
族
の
福
祉
向
上
を
目
的
に
全
国
連
合
会
に
も
加
入
し
て
い
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会第三章社

る
。身

体

障

害

者

協

議

会

会
員
相
互
の
連
絡
協
調
、
福
祉
向
上
を 

目
的
と
し
て
、
障
害
者
の
職
業
補
導
、
 

身
上
相
談
、
生
活
改
善
な 

ど
に
対
す
る
協
力
の
ほ
か
、
身
体
障
害
者
の
生
活
向
上
に
努
め
て 

い

る
(

会
員
ニ
ハO

人)

。

傷

痍

軍

人

会

傷
痍
軍
人
相
互
の
親
和
を
図
り
、
相
互
扶
助
、
 

福
祉
向
上
に
努
め
て
い
る 

会
員
一
六
人
。

母

子

寡

婦

福

祉

会

母
子
家
庭
の
相
互
の
親
和
を
図
り
、
相
互 

扶
助
を
目
的
に
、
福
祉
資
金
の
借
り
入
れ
や
各
種
の
事
業
を
行
い 

母

子
(

寡
婦)

家
庭
の
福
祉
の
増
進
を
図
っ
て
い
る
。 

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会 

老
人
福
祉
法
の
制
定
さ
れ
た
昭
和
三
十 

八
年
九
月
十
五
日
に
霧
島
町
長
寿
会
連
合
と
し
て
発
足
。

町
内
の 

老
人
福
祉
の
向
上
と
各
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
の
連
絡
協
調
の
役
割
を 

果
た
す
と
と
も
に
、
同
四
十
一
年
か
ら
高
齢
者
大
学
講
座
の
開
催 

や
、
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
や
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル 

フ
大
会
な
ど
の
ス
ポ
ー
ッ
活
動
も
行
っ
て
い
る
。

ま
た
単
位
老
人 

ク
ラ
ブ
ご
と
に
健
康
農
園
を
設
け
、
そ

ば
•

甘
諸
な
ど
の
栽
培
に 

取
り
組
ん
で
い
る
。

高齢者健康づくりスポーツ

歴
代
会
長

後
藤 

康
平 

昭
和
三
十
八
年
〜
同
四
十
年 

小
久
保
光
雄 

昭
和
四
十
一
年
〜
同
四
十
五
年 

玉
利
豊
吉 

昭
和
四
十
六
年
〜
同
五
十
三
年 

渕
脇
清
香 

昭
和
五
十
四
年
〜
同
五
十
八
年 

入
来
岩
男 

昭
和
五
十
九
年
〜
同
六
十
三
年 

木
野
田
貞
則 

平
成
元
年
よ
り
現
在 

地
区
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
数(

平
成
二
年
度
現
在) 

中
央
地
区
老
人
ク
ラ
ブ(

大
窪 

駅
前 

梅
北)

九
八
人
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鶴
亀
老
人
ク
ラ
ブ(

豊

後

迫

川

北

向

田
) 

九
八
人 

永
水
西
老
人
ク
ラ
ブ 

五
七
人 

永
水
東
老
人
ク
ラ
ブ 

六
八
人 

湯
之
宮
老
人
ク
ラ
ブ(

湯
之
宮) 

ハ
ニ
人 

待
世
老
人
ク
ラ
ブ(

新

地

待

世) 

八O

人 

狭
名
田
老
人
ク
ラ
ブ(

堀
之
内) 

一
〇
二
人 

田
口
老
人
ク
ラ
ブ(

田
口) 

一
〇
三
人 

桂
内
老
人
ク
ラ
ブ(

桂
内) 

八
三
人 

日
之
出
老
人
ク
ラ
ブ(

霧

島

永

池) 

七
四
人 

計
九
三
七
人(

内
八
〇
歳
以
上
一
八
七
人)

七
社
会
福
祉
施
設

町
内
に
は
三
保
育
園
と
老
人
憩
の
家
な
ど
の
諸
施
設
が
あ
り
、
 

国
の
た
め
に
生
命
を
さ
さ
げ

た
人
た
ち

を

慰
め
る
慰
霊
塔
も

あ 

る
。

そ
れ
ら
を
紹
介
し
な
が
ら
、
祭
ら
れ
て
い
る
人
た
ち
の
氏
名 

も

収

録

す

る(

三
三
四
ペ
ー
ジ
参
照)

。

霧
島
保
育
園 

(

定
員
六
〇
人)

昭

和

二

十

八

年(

一
九
五
三)

六
月
、
農
繁 

期
の
季
節
託
児
所
と
し
て
竜
泉
寺
本
堂
に
開 

設
、
地
区
民
の
要
望
に
よ
り
、
同
年
十
一
月
保
育
園
と
し
て
認
可 

を
受
け
、
田
口
公
民
館
を
借
り
て
開
園
。

霧島保育園

昭

和

三

十

年
 

(

一
九
五
五)

三 

月
、

境

内

に

木
 

造

の

園

舎
(

三
五 

坪)

を
建
て
、
次 

い
で
、
昭
和
四
十 

九
年
に
鉄
筋
二
階 

建

て

の

園

舎(

二 

九
〇
坪)

が
完
成
。 

昭
和
五
十
二
年 

(

一
九
七
七)

三 

月
、
社
会
福
祉
法 

人
実
往
福
祉
会
を

設
立
。
同
園
は
町
内
最
初
の
保
育
園
と
し
て
、
町
内
の
ほ
ぼ
中
央 

に
位
置
す
る
田
口
地
区
に
設
立
さ
れ
た
。
当
初
は
定
員
六
〇
人
を 

確
保
す
る
の
も
む
つ
か
し
い
時
期
も
あ
っ
た
が
、
時
代
の
移
り
変 

り
に
よ
り
、
働
く
お
母
さ
ん
が
増
え
、
入
所
希
望
者
も
定
員
を
満 

た

す

よ

う

に

な

っ

て

き

た

。
保
育
内
容
も
、
昭
和
四
十
二
年
当 

時

、
県
内
で
も
新
し
い
試
み
と
し
て
、
鼓
笛
指
導
を
取
り
入
れ
る 

な
ど
、
充

実

し

た

内

容

の

保

育

が

さ

れ

て

い

る

。
園
長
刈
屋
建
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枝

。
保
母
五
人
、
事
務
員
一
人
、
調
理
員
一
人
。 

大

窪

保

育

園
 

昭

和

四

十

一

年(

一
九
六
六)

、
財

団

法

人 

(

定
員
六
〇
人)

大
川
育
英
会
の
協
力
を
得
て
町
立
保
育
園
と 

し
て
開
設
。

当
時
、
町

内

に

は

霧

島

保

育

所

が

一

か

所

し

か

な 

く
、
入
園
希
望
者
の
全
員
を
収
容
で
き
な
か
っ
た
。

ま
た
大
窪
方 

面
か
ら
は
田
口
ま
で
は
遠
く
、
通
園
も
不
便
で
あ
る
と
の
要
望
に 

こ
た
え
て
開
設
さ
れ
た
、
町
で
は
二
番
目
の
保
育
園
で
あ
る
。
園

大窪保育園

舎
は
、
旧
大
窪
公 

営

住

宅•

霧
島
神 

宮
駅
の
旧
駅
舎
の 

古
材
を
利
用
し
て 

建
設
し
た
。

昭
和 

四

十

三

年(

一
九 

六
八)

二
月
社
会 

福
祉
法
人
、
大
川 

福
祉
会
と
し
て
認 

可
を
受
け
、
同
年 

四
月
、
経
営
主
体 

を
町
立
か
ら
大
川 

福
祉
会
に
移
行
し

た
。
昭

和

五

十

年(

一
九
七
五)

園
舎
の
全
面
改
築
を
行
い
、
鉄 

筋

コ

ン

ク

リ

ー

ト

造

り

平

屋(

九
四
坪)

暖
房
付
き
の
園
舎
が
完 

成
(

総
工
費
、
三
四
六
三
万
円)

、
現
在
、
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
も
結 

成
さ
れ
、
消
防
出
初
め
式
に
参
加
す
る
な
ど
、
地
域
の
防
災
運
動 

の
一
端
を
担
っ
て
い
る
。

大
川
福
祉
会
・
大
窪
保
育
園
の
組
織 

役
員
理
事
ニ
ー
一
人
監
事
三
人 

理
事
長
は
理
事
の
中
か
ら
互
選
と
す
る 

職
員 

園
長
一
保
母
六 

用
務
員
一
調
理
員
一 

歴
代
理
事
長

第
一
代 

霧

島

町

長

内

村

義

幸 

第
二
代 

向

田
 

森
永
直
衛 

第
三
代 

湯
之
宮 

藤
山
藤
夫 

第
四
代 

川

北
 

鎌
田
満
雄 

第
五
代 

駅

前
 

本
仮
屋
実 

第
六
代 

大

窪
 

椎
原
重
義 

歴
代
園
長

第
一
代 

森
永
直
衛 

第
二
代 

川
野
テ
ル

す

め

ら

保

育

園
 

(

霧
島U

定
員
四
六
人)

昭

和

五

一

年(

一
九
七
六)

二
月
、
 

社
会
福
祉
法
人
す
め
ら
福
祉
会
と
し

て
認
可
を
受
け
、
町
内
三
番
目
の
保
育
所
と
し
て
同
年
四
月
に
開
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すめら保育園

設
。
鉄
筋
コ
ン
ク 

リ
ー
ト
造
り
の
園 

舎(

九
〇
坪)

で
、
 

当
初
は
定
員
六
〇 

人
で
発
足
し
た
が 

昭
和
五
十
五
年
か 

ら
四
五
人
に
変
更 

現
在
に
至
る
。
地 

区
的
に
は
三
園
の 

中
で
最
も
北
に
位 

置
し
、
園
児
も
そ 

の
周
辺
の
子
が
多 

い
。

最
新
の
保
育

園
で
あ
り
、
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
、
広
い
園
庭
で
伸
び
伸
び
と 

し
た
保
育
が
行
わ
れ
て
い
る
。

「
す
め
ら
」
と

は

「
皇
る
」
を
指 

し
、

「
一
体
に
な
る
」
と

か

「
和
合
」
す
る
こ
と
を
意
味
し
、
天 

孫
降
臨
の
里
霧
島
に
ふ
さ
わ
し
い
保
育
園
づ
く
り
を
目
指
し
て
い 

る
。

園
長
中
村
公
紀
。
保
母
四
人
、
調
理
員
一
人
。

老
人
憩
の
家

昭

和

三

十

八

年(

一
九
六
三)

老
人
福
祉
法
制 

定
の
趣
旨
に
基
づ
い
て
、
町
と
福
祉
協
議
会
は

霧
島
神
宮
の
境
内
に
あ
っ
た
旧
保
管
林
事
務
所
の
建
物
を
、
老
人 

の
慰
安
の
場
と
し
て
利
用
さ
せ
て
ほ
し
い
旨
を
神
宮
側
に
要
請
し

た
。
神
宮
で
は
浴
場
一
棟
を
併
設
し
て
こ
の
施
設
を
提
供
し
て
い 

た
だ
い
た
の
で
、
町
営
給
湯
事
業
に
よ
る
温
泉
を
無
料
で
給
湯
し 

た
。

テ

レ

ビ•

ラ

ジ

オ•

碁
•

将
棋
、
 

湯
茶
、
図

書

な

ど

を

備

552

え
、
温
泉
付
き
で 

当
時
と
し
て
は
全 

国
的
に
も
珍
し
い 

老
人
憩
い
の
場
と 

し
て
昭
和
三
十
八 

年
九
月
に
オ1

プ 

ン

し

た

。

そ
の 

後

、
同
四
十
六
年 

十
一
月
に
町
内
田 

口
に
総
工
費
一
八 

九
〇
万
円
を
か
け 

て

「
霧
島
町
老
人 

憩
の
家
」
と
し
て

憩の家



第三章社 会

開
所
し
た
。

大

広

間•

休

憩

室•

事

務

室•

温

泉

浴

場•

厨
房
な 

ど
が
完
備
さ
れ
、
文
字
ど
お
り
町
内
老
人
の
憩
い
の
場
と
し
て
活 

用
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
広
場
に
は
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
コ
ー
ト
も
あ 

り
、
健
康
づ
く
り
の
一
役
を
に
な
っ
て
い
る
。
平
成
二
年
に
は
老 

人
の
生
き
が
い
対
策
と
し
て
竹
細
工
を
主
体
に
し
た
作
業
棟
も
併 

設
さ
れ
た
。

軽
費
老
人
ホ1

ム 

霧 

島 

荘

設

置

主

体

社

会

福

祉

法

人

霧

島

会 

所

在

地

協

，島
町

[II
口
，
S

，门
土
一
一
七
三
七

設

置

年

月

日

昭

和

六

十

二

年

七

月

一

日 

建
物
—

鉄

筋

コ

ン

ク

リ

ー

ト

ニ

階

定

員

五

〇

人 

ホ
ー
ム
の
目
的
—

家
庭
環
境
、
住
宅
事
情
な
ど
の
理
由
で
、
自
宅 

で
生
活
す
る
こ
と
が
困
難
な
人
が
、
低
額
な
料
金
で
明
る
い
生
活 

を
送
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。

入
園
資
格
—

六
〇
歳
以
上
で
、
日
常
の
こ
と
は
自
分
で
で
き
る
健 

康
状
態
で
あ
る
こ
と
。
但
し
夫
婦
の
場
合
は
ど
ち
ら
か
一
方
が
、
 

六
〇
歳
以
上
に
な
れ
ば
よ
い
。

慰 

霊 

塔

明

治

十

四

年(

一
八
八
一)

か
ら
西
南
の
役
の 

従
軍
者
中
の
生
存
者
が
発
起
人
と
な
り
、
慰
霊 

の
た
め
の
招
魂
祭
を
行
っ
て
い
た
が
、
明
治
四
十
年
か
ら
村
と
兵 

事
会
の
共
催
で
実
施
す
る
よ
う
に
な
り
、
毎
年
十
月
十
六
日
に
行 

わ
れ
て
い
た
。

東
襲
山
村
時
代
で
あ
っ
た
の
で
、
慰
霊
塔
は
重
久
に
あ
っ
た
。 

昭
和
二
十
五
年
に
分
村
し
た
が
、
同
二
十
八
年
、
講
和
条
約
発
効 

と
同
時
に
本
町
に
も
慰
霊
塔
建
設
の
要
望
が
起
こ
り
、
町
は
同
三 

十
年
遺
族
会
、
そ

の

他

の

協

力

を

得
て

霧

島

中

学

校

庭

の

一

隅 

に
、
慰
霊
塔
を
建
設
し
た
。

し
か
し
場
所
、
規
模
が
適
正
で
な
か 

っ
た
と
の
理
由
で
、
改
築
の
要
望
が
高
ま
り
、
同
四
十
年
遺
族
会 

が
主
と
な
り
、
町
の
補
助
や
各
方
面
か
ら
の
協
賛
を
得
て
現
在
の

軽費老人ホーム霧島荘

553
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場
所
に
建
設
し
た
。

同
四
十
五
年
ご
ろ
に
な
る
と
、
年
ご
と
に
遺 

族
も
少
な
く
な
り
、
戦
没
者
に
対
す
る
住
民
意
識
を
継
承
す
る
意 

味
で

、
広
く
一
般
の
参
加
が
望
ま
し
い
と
の
趣
旨
に
よ
り
、
霧
島 

町
慰
霊
奉
賛
会
が
発
足
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
町
と
遺
族
会
で
行
っ 

て
い
た
祭
祀
の
斎
行
、
慰
霊
塔
の
維
持
管
理
は
慰
霊
奉
賛
会
で
実 

施
す
る
こ
と
に
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

第
七
節
上
水
道
お
よ
び
温
泉
事
業

一
 

上

水

道

本
町
の
上
水
道
は
中
央
地
区
と
、
永
水
地
区
に
分
か
れ
て
創
設 

さ
れ
、

そ
れ

ぞ
れ

拡
張
工
事
が

実
施
さ
れ
て

今
日
に
至
っ
て

い 

る
。

地
区
別
の
沿
革
、
水
道
料
金
の
変
遷
は
次
。ヘ
ー
ジ
表
の
と
お 

り
。す

な
わ
ち
、
平

成

元

年
(

一
九
八
九)

現
在
、
給

水

人

口

が
 

永
水
地
区
六
〇
八
人
、
北
永
野
田
地
区
八
九
人
と
な
っ
て
い
る
。 

上
水
道
創
設
以
前
は
、
井
戸
水
、
わ
き
水
、
川
水
を
生
活
用
水
と 

し
て
利
用
し
て
お
り
、
創
設
に
当
た
っ
て
は
、

「
水
を
買
っ
て
飲 

む
必
要
は
な
い
」
と
の
反
対
意
見
も
、
多

数

あ

っ

た

よ

う

で

あ 

る
。

ま
た
創
設
工
事
実
施
に
は
多
数
の
労
力
奉
仕
が
行
わ
れ
た
。 

本
町
の
上
水
道
は
平
成
元
年
現
在
、
中
央
、
永
水
の
両
地
区
で
水 

源
地
九
か
所
、
送
水
管
一
万
五
五
〇
〇
肾
、
配
水
管
一
〇
万
ニ
ニ 

五O
H

、
送
水
ポ
ン
プ
六
基
、
最
大
配
水
量
二
四
五
〇
立
方
置
、
 

給
水
人
口
四
九
五
六
人
、
普
及
率
八
七
若
と
な
っ
て
い
る
。

町
簡

554
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中央地区の変革「霧島•大田小学校（床浪•春山地区を除く）校区」

創設拡張 
変更別

認可年次 竣工年次
事業費 

（千円）
計画給水 
人口（人）

日最大 
給水量 備 考

創 設 昭30.10. 25昭33. 3 33, 530 6,000

m3/日 
720 上 水 道

第1次拡張 40. 3. 31 40.11 5, 930 7, 000 1,050 同

第2次拡張 45.1.10 46. 3 43, 558 7, 000 1,847 同

第3次拡張 52. 5. 31 53. 3 236, 246 9, 300 3, 352 同

東部地区編入

事業計画変更 56. 6. 24 57. 3 145, 567 5, 300 2, 082 同

大和（リゾート）分離

経営変更 59. 3. 29 4, 800 1,863
簡易水道に途莒変 
更，尾谷地区編入

簡易水道事業 61 63 131,000 4, 800 1,863
送水管 1,963m 
配水管11,280m

能 1989 （平成元年）現在簡易水事として経営されて給水人口 4,259人

永水地区の変革「永水小学校（床浪•春山地区を含む）校区」

水道使用料金の経緯 （単位：円）

地区名 創設年次 竣工年次
事業費 

（千円）
計画給水人口 

（人）
日最大 
給永量 備 考

入水•笹之段 
地 区

昭34. 8.15

36. 2. 27

昭35. 3

36.6

3, 590

3, 071

510

同

m3/日 
61

同

簡易水道

（日向灘沖地震 
災害復旧工事）

牧神•萩之段
地 区

35. 6. 20 36.3 2, 558 240 36 同

永水地区 54. 6. 5 55.3 135, 000 740

永水地区580

牧神地区160

191 同

入水•笹之段地 
区，牧神•萩之 
段地区を統合 
永野田•床浪• 
上春山地区拡張

北永野田地区 55. 6. 20 56. 3 30, 200 95 24 飲料供給施設

555

年次 昭和31 43 44 51 54 56 57 58 平成1

基本料金 
10m31月当 220 280 360 500 700 800 900 1,050 1,150

超過料金 
m3当 20 30 40 55 60 70 80 90 100
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易
水
道
の
ほ
か
に
自
己
水
源
に
よ
る
専
用
水
道
が
霧
島
神
宮
、
大 

和
(

霧
島
高
千
穂)

リ
ゾ
ー
ト
、
霧
島
温
泉
労
災
病
院
な
ど
五
か 

所
ほ
ど
あ
る
よ
う
だ
。

二

温
 

泉

景
勝
地
に
恵
ま
れ
た
霧
島
町
は
、
霧
島
神
宮
を
は
じ
め
多
く
の

町営給湯泉源（湯之野）

名

所

古

跡

が

あ
 

り
、
観
光
的
に
は 

有
利
な
条
件
を
も 

っ
て
い
る
が
、
通 

過
観
光
地
で
宿
泊 

は

牧

園

町

の

丸 

尾
、
林
田
が
主
で 

あ
っ
た
。
訪
れ
る 

観
光
客
の
滞
在
型 

観
光
地
へ
の
脱
却 

を
図
る
た
め
に
霧 

島
神
宮
一
帯
を
温 

泉
郷
と
す
る
計
画

が
出
さ
れ
、
霧
島
町
唯
一
の
泉
源
地
で
あ
る
湯
之
野
か
ら
温
泉
引 

湯
の
検
討
が
進
め
ら
れ
た
。

泉
源
地
の
湯
之
野
温
泉
は
、
以
前
、
株
を
有
す
る
も
の
だ
け
の 

共
有
で
、
湯
守
を
お
い
て
近
く
の
住
民
が
仕
事
の
疲
れ
を
い
や
す 

ひ
な
び
た
湯
治
場
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
の
初
期
に
吉
松
武
志
氏
が 

株
を
ま
と
め
て
地
獄
一
帯
の
土
地
を
占
有
し
、
松
の
と
い
を
利
用 

し

て

「
蓬
泉
館
」

に
湯
を
引
き
温
泉
旅
館
を
開
設
し
た
。

こ
れ
に 

少
し
お
く
れ
て
菱
刈
町
本
城
出
身
の
小
倉
岩
松
氏
が
地
獄
の
東
方 

霧
島
川
西
岸
で
ボ
ー
リ
ン
グ
し
て
、
霧
島
神
宮
前
の
駐
在
所
付
近 

に

給

湯

し

「
宮
の
前
温
泉
」
を
始
め
た
が
数
年
に
し
て
閉
鎖
さ
れ 

た
。
湯
之
野
の
泉
源
に
つ
い
て
年
代
を
追
っ
て
略
記
す
る
。

556

昭
和
三
十
七
年 

2
九
六
二)

昭
和
三
十
六
年 

(

一
九
六
一)

昭
和
三
十
五
年 

(

一
九
六
〇)

第
二
次
ボ
ー
リ
ン
グ
に
着
手
、
十
月
十
三
日
成
功
、
同 

年
霧
島
神
宮
一
帯
に
給
湯
工
事
に
着
手
す
る
。

町
営
国
民
宿
舎
「
み
や
ま
荘
」
の
開
設
、
温
泉
は
吉
松 

氏
所
有
の
地
獄
か
ら
分
湯
。
同
年
六
月
、
昭
和
水
道
土 

木
鹿
児
島
出
張
所
ボ
ー
リ
ン
グ
部
が
湯
之
野
の
ボ
ー
リ 

ン
グ
に
着
手
、
七
月
十
七
日
、

一
四
七
財
の
深
さ
で
渤 

しゆつ
出
、

温
度
九
八
度
、

一
日
湧
出
量
三
〇
ト
ン
、
こ
れ
が 

霧
島
町
営
温
泉
給
湯
事
業
の
は
じ
ま
り
で
あ
る
。

当
時
鹿
児
島
大
学
の
地
質
学
者
、
露
木
教
授
に
よ
る
湯 

之
野
地
区
の
調
査
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a

給
湯
区
域V

平
成
元
年
現
在 

(

一
九
八
九)

昭
和
五
十
五
年 

(

一
九
八
〇)

昭
和
四
十
六
年 

(

一
九
七
一)

昭
和
三
十
八
年 

(

一
九
六
三)

霧
島
ハ
イ
ツ
周
辺
、
霧
島
神
宮
一
帯
、
新
梅
北

日
量
三
〇
〇
〇
一
、
二
三
二
尸(

官
公
署
四
、
旅
館
ホ 

テ
ル
一
九
、
共
同
浴
場
二
七
、
病
院
そ
の
他
五
、
別
荘 

八
六
、

一
般
家
庭
九
〇)

に
給
湯
。
給
湯
方
法
は
、
魚 

骨
方
式
で
一
日
契
約
七/

に
よ
っ
て
使
用
料
金
を
定
め 

て
い
る
。
以
上
の
ほ
か
、
地
獄
か
ら
直
接
引
湯
し
て
い 

る
吉
松
氏
の
蓬
泉
館
、
公
園
ホ
テ
ル
、
領
家
氏
の
霧
島 

高
原
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
が
あ
り
、
野
上
地
区
の
開
発
地
、
 

霧
島
台
へ
も
分
湯
さ
れ
て
い
る
。
横
岳
地
区
の
「
四
季 

の
里
」
は
牧
園
町
丸
尾
か
ら
引
湯
し
別
荘
用
に
利
用
さ 

れ
て
い
る
。
給
湯
区
域•

使
用
料
金•

供
給
施
設•

温 

泉
特
別
会
計
の
経
費
は
、
下
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

田
口
字
扇
山
地
内
に
大
和
ハ
ウ
ス
工
業
株
式
会
社
が
霧 

島
高
千
穂
リ
ゾ
ー
ト
ラ
ン
ド
を
開
発
。
湯
之
野
か
ら
引 

湯
し
、
現
在
日
量
約
八
〇
〇/

で
、
 

霧
島
！一
イ
ヤ
ル
ホ 

テ
ル
、
高
千
穂
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
、
別
荘
約
三
〇
〇 

戸
に
給
湯
し
て
い
る
。

霧
島
温
泉
労
災
病
院
の
建
設
当
時(

昭
和
三
十
七
年) 

は
地
獄
か
ら
分
湯
を
受
け
て
い
た
が
、
こ
の
年
に
源
泉 

井
を
掘
削
、
現
在
二
本
の
源
泉
井
を
有
し
、
機
能
回
復 

医
療
な
ど
に
温
泉
活
用
。

十
月
二
十
九
日
霧
島
に
と
っ
て
、
画
期
的
な
大
事
業 

「
霧
島
神
宮
温
泉
郷
創
り
」
へ
の
第
一
歩
を
ふ
み
だ
す
。

(

大
霧
荘
周
辺)

、
祓

谷(

あ
さ
ぎ
り
荘
周
辺)

、
遠

見

松(

杉
安

病
院
周
辺)

、r

田•

田
口
地
区•

霧
島
神
宮
駅
一
帯
、

大

窪• 

川
北
地
区
、
扇

山

「霧
島
高
千
穂
リ
ゾ
ー
ト
ラ
ン
ド
」(

専
用
線)

使
用
料
金(

月
額) 

(

単
位
：
ト
ン
、
円)

料金始湯量

七
、
三
〇 三

二
、
一
言 に
一
弋
全0 一0

ー一九、突0

田

焉
吾

一
吾
、
支0 一S
き
一
、
奏0 =

0
0

里
一
一
、皿
合

き0

供
給
施
設(

源
泉
井
九
本)

一
源
泉
井
名 

掘

削

年

次
 

備 

号 

一

第

一

号
 

昭

和

三

六

年

二 

三
七

三 

三
九

四 

四
四 

休 

止 

五 

四
六

六 

四
六 

休 

止

七 

四
八 

高
千
穂
リ
ゾ
ー
ト
専
用 

八 

五
五 

休 

止 

九 

六
一 

高
千
穂
リ
ゾ
ー
ト
専
用

濁 

木
製
混
合
槽
五
槽
、
木
製
減
圧
槽
九
槽
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
配
湯
槽
六 

槽
、
沢
水
の
導
水
管(

鋼
管)

二
七
三
〇m
、
送
湯
管c

ヒ
ニ
ー
ル
パ 

イ
プ)

四
八o
o
m
、
配
湯
管(

ビ
ニ
ー
ル
パ
イ
プ)

一
ニ
四
〇
〇m

温
泉
特
別
会
計
の
経
緯 

(

単
位
：
千
円)

一
年 

度
一
昭
和
四
〇 

五

〇

一

六

〇

一

平

成

一 

決

算
 

額 

一
一 0
、
七
一
一
九
一
玉
巴
一
二
全'

ハ
九
一
一
全
金X
一
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第

ハ

節

住 

宅

終
戦
で
、
外
地
か
ら
の
引
き
揚
げ
者
や
、
復
員
軍
人
な
ど
の
帰 

郷
に
よ
り
住
宅
事
情
も
こ
れ
ま
で
と
違
っ
て
き
た
。
ま
た
、

一
つ 

に
は
核
家
族
化
が
進
み
、
二
世
代•

三
世
代
家
族
が
減
り
は
じ
め
、
 

住
宅
の
需
給
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
生
じ
て
き
た
。
昭
和
二
十
六
年 

(

一
九
五
一)

に
公
営
住
宅
法
が
施
行
さ
れ
た
の
で
、
町
も
昭
和 

二
十
七
年
か
ら
継
続
的
に
町
営
住
宅
の
建
設
を
進
め
て
き
た
。 

さ
ら
に
高
齢
化
社
会
を
迎
え
二
世
代•

三
世
代
居
住
を
推
進
す 

る
た
め
の
モ
デ
ル
住
宅
と
し
て
、
平
成
元
年
か
ら
三
か
年
計
画
で 

川
北
に
、
サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
住
宅
団
地(

四
八
戸
、
内
二
四
戸
は
県 

営)

を
建
設
し
た
。
ま
た
隣
接
国
分
市
の
内
陸
工
業
団
地
の
発
展 

に
伴
い
、
若
者
の
国
分
市
へ
の
転
出
を
と
め
る
た
め
の
過
疎
対
策 

と
し
て
永
水
団
地(

八
戸)

も
建
設
さ
れ
た
。
現
在
ニ
ニ
八
戸
の 

公
営
住
宅
が
あ
る
。

一
方
、
民
間
住
宅
と
し
て
主
な
も
の
は
、
 

労
災
病
院
の
職
員
住 

宅
団
地
が
待
世
に
建
設
さ
れ
て
い
る
ほ
か
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
の
従 

業
員
住
宅
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
公
営
住
宅
を
は
じ
め
民
間
住
宅

別荘分譲地風景

団
地
な
ど
の
建
設 

に
よ
り
、
住
宅
難 

の
解
消
に
努
め
て 

き
た
。

そ

の
他
の
別 

荘
、
住

宅•

分
譲 

マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど 

に
つ
い
て
は
、
次 

の
と
お
り
で
あ 

る
。
昭
和
五
十
年 

代
に
入
る
と
、
猪 

子
石
一
帯
の
旧
陸

軍
演
習
地
跡(

戦
後
開
拓
入
植
地)

に
大
和
興
産
株
式
会
社
に
よ 

る
大
型
開
発
が
進
め
ら
れ
、
別
荘
地
分
譲(

現
在
四
〇
〇
戸
が
建 

設)

が
行
わ
れ
た
。
こ
の
ほ
か
に
霧
島
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
、
霧
島
台 

地
四
季
の
里
な
ど
、
民
間
資
本
に
よ
る
別
荘
分
譲
が
進
み
、

一
部 

定
住
者
も
増
え
て
人
口
の
増
加
に
一
役
を
に
な
っ
て
い
る
。

な 

お
、
平
成
二
年
に
は
大
和
興
産
株
式
会
社
に
よ
る
分
譲
高
級
マ
ン 

シ
ョ
ン
ヴ
ァ
ン
ベ
ル
霧
島(

一
四
階
建
て)

が
建
設
さ
れ
た
。 

公
営
住
宅
の
現
状
は
次
表
の
と
お
り
。
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公営住宅の状況 （単位：戸）

団地名
町営住宅

構造別 建設年度
県営住宅

一種 二種 三種 戸数建設年度

待 世 8 木 造 昭和27〜44

大 窪 14 22 簡易耐火平屋 40 〜44

永 水 8 木 造 59

園 田 10 簡易耐火平屋 46

神宮前 11 木 造

東中前 4 3 木 造1
簡易耐火平屋6

27 〜44

田 口 4 簡易耐火平屋 43

中 原 8 簡易耐火平屋 46

サンビレッジ 8 16 木 造 平成1〜3
24木造

（平成1~3年）

計 44 70 24

第
九
節
民
俗
芸
能 

- 

年

中

行

事

と

く

ら

し 

年
中
行
事
は
、
 

い
う
ま
で
も
な
く
元
旦
か
ら
大
み
そ
か
ま
で
の 

習
慣
的
行
事
を
指
す
が
、
そ
れ
は
各
家
々
の
も
の
も
あ
れ
ば
、
集 

落
単
位
の
も
の
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
 

町
の
先
輩 

た

ち

が

「
若
い
人
た
ち
に
ど
う
し
て
も
伝
え
た
い
」
と
ま
と
め
た 

霧

島

の

「
昔
の
く
ら
し
」
を
中
心
に
、
月
日
を
追
っ
て
採
り
上
げ 

て
あ
る̂

そ

の

間

に

「
椎
原
日
記
」

か
ら
も
引
用
し
た
り
し
て
い 

る
。
す
で
に
現
在
行
わ
れ
て
い
な
い
も
の
も
あ
る
が
、
 

終
戦
後
に 

始
ま
っ
た
行
事
も
多
く
、
と
も
に
記
載
し
た
。

559

- 

月

若

水

汲

み

元

日

の

夜

の

明

け

か

か

っ

た
こ

ろ 

に
、
湧

水
•

井

戸

水•

川

水

な

ど

を

桶(

タ
ン 

ゴ
と
呼
ん
だ)

に
汲
み
、
そ
の
中
に
餅
を
入
れ
、
餅
の
背
が
上
に 

な

る

と

日

年•

腹
が
上
に
な
る
と
雨
年
と
い
っ
て
占
っ
た
。
新
年 

に
新
し
い
水
を
汲
み
、
生
気
を
貯
え
よ
う
と
す
る
意
で
あ
り
、

こ 

の
水
は
必
ず
男
が
汲
ん
だ
。
雑

煮

に

は

餅•

昆

布
•

里

芋
•

お
や
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し
(

豆
も
や
し)

、
野
菜
な
ど
を
入
れ
た
。

初
も
う
で 

元
旦
の
午
前
〇
時
か
ら
新
し
い
年
の
無
事
を
願
う 

善
男
善
女
が
、
霧
島
神
宮
そ
の
他
の
末
社
や
、
ま
た
仏
徒
は
龍
泉 

寺
に
お
参
り
す
る
こ
と
を
、
初
も
う
で
と
呼
ぶ
。
現
在
、
 

霧
島
神 

宮
に
は
正
月
の
三
日
間
で
一
〇0

万
人
近
い
初
も
う
で
客
が
押
し 

か
け
て
い
る
。

二
日
山 

山
仕
事
を
し
て
い
る
人
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
農
家 

の
人
も
二
日
の
朝
は
山
に
行
き
、
仕
事
始
め
と
い
う
意
味
の
習
わ 

し
が
あ
っ
た
。

二

日

風

呂

昔

は

温

泉

以

外

は

み

な

沸

し

湯
で

あ

り

、
元
日
だ 

け
は
風
呂
釜
も
休
ま
せ
る
と
い
う
意
味
で
、

二
日
の
朝
は
早
め
に 

風
呂
を
沸
か
し
て
、

二
日
山
か
ら
帰
っ
て
き
た
人
た
ち
を
ね
ぎ
ら 

っ
た
。
今
で
も
銭
湯
は
二
日
の
朝
は
早
く
か
ら
営
業
し
て
い
る
。 

七

日

節
(

な
ん
か
ん
せ
っ)

今
の
七
草
祝
い
の
事
で
七
草
が 

ゆ
(

な
ん
か
づ
し)

を
作
っ
て
食
べ
た
。

七
歳
に
な
っ
た
子
ど
も 

は

年

上

の

人

に

連

れ

ら

れ

て

、

重
箱
を
持
っ
て
近
所
や
親
類
の 

家
を
七
軒
ま
わ
り
、
七

草

が

ゆ

を

少

し

ず

つ

も

ら

っ

て

帰

る̂
 

祝
儀
を
く
れ
る
家
も
あ
り
、
子

ど

も

の

健

や

か

な

成

長

を

祈

っ 

た
。合

同

七

草

祝

戦

後

の

昭

和

二

十

八

年(

一
九
五
三)

、

生
活
の

簡
素
化
を
目
標
に
、
 

行
政.
と
婦
人
会
の
共
催
で
合
同
七
草
祝
を
す 

る
よ
う
に
な
っ
た̂

こ
れ
に
よ
り
各
家
庭
で
人
々
を
招
い
て
七
草 

祝
を
す
る
家
は
少
な
く
な
っ
た
。

十

二

日
(

か
わ
い
ま
し)

と

い

っ

て

奉

公

人(

下

男
•

下
女 

•

子
守
な
ど)

の
一
年
の
交
替
日
に
な
っ
て
い
た
。

替
わ
る
人
も 

替
わ
ら
な
い
人
も
、

こ

の
日
は
雇
い
主•

父

兄
•

本
人
が
そ
ろ
っ 

て
一
年
間
の
計
算
を
済
ま
せ
、
次
の
年
の
契
約
を
決
め
る
日
で
あ 

り
こ
の
日
だ
け
は
、
下

男
•

下
女
も
晴
れ
て
休
み
の
日
で
あ
っ
た 

が
今
は
昔
の
語
り
草
に
な
っ
て
い
る
。

成
人
式 

昭

和

二

十

四

年(

一
九
四
九)

、

「
成
人
の
日
」
が
制 

定
さ
れ
た
こ
と
を
機
に
、
満
二0

歳
に
な
る
と
、
成
人
と
し
て
の 

位
置
づ
け
と
、
自
覚
を
高
め
る
た
め
に
、
町
教
育
委
員
会
の
主
催 

で
成
人
式
が
行
わ
れ
て
い
る
。

一
月
十
五
日
の
成
人
の
日
を
繰
り 

上
げ
て
同
月
五
日
が
定
例
に
な
っ
て
い
る
。

消
防
出
初
め
式 

昭

和

十

二

年(

一
九
三
七)

本
町
に
消
防
団 

が
生
ま
れ
、
更
に
国
分
地
区
消
防
組
合
北
消
防
署
霧
島
分
遣
所
が 

設
置
さ
れ
て
、
合
同
で
新
し
い
年
の
仕
事
始
め
の
式
典
と
し
て
消 

防
出
初
め
式
が
一
月
に
行
わ
れ
て
い
る
。

も

ち
(

望)

一
月
十
五
日
で
、
小
正
月
と
も
い
う
。
餅
を
つ 

い
て
、
檀
の
枝
に
餅
を
短
冊
型
や
賽
の
目
型
に
切
っ
た
も
の
を
作
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り
、
戸

主

の

寝

床

の

上

に

は

大

枝

を

飾

り

、
仏

前
•

神

前
•

軒 

先
•

墓
な
ど
に
供
え
る
。

お

か

ま

さ

あ(

大
き
な
釜
様U

大
き
な 

平
釜)

、
土
間
や
庭
先
の
釜
屋
に
あ
っ
た
籾
積
山
な
ど
に
は
米
餅• 

粟
餅
、
合
わ
せ
て
一
二
個
を
飾
っ
た
。

山

神

祭
(

や
ま
ん
か
ん
ま
つ
い)

一
月
十
六
日
、
 

山
の
神
を 

祭
る
日
で
あ
る
。
農

家
•

林
業
関
係
者
が
行
い
、
集
落
行
事
と
し 

て
行
う
と
こ
ろ
も
あ
っ
た"' 

毎
月
十
六
日
が
山
神
祭
で
あ
る
が
林 

業

関

係

者

は

正

月•

五

月
•

九
月
は
仕
事
を
休
ん
で
盛
大
に
行
っ 

た
。
現

在

待

世

の

一

班•

二
班
で
は
、
年

一

回

山

神

講(

や
ま
ん 

か
ん
こ)

と
し
て
輪
番
に
座
を
決
め
て
行
っ
て
い
る
。 

十

二

夜

待
(

じ
ゅ
ん
に
や
ま
っ)

十

二

日

婦

人

の

親

睦•

娯 

楽
の
行
事
で
旧
暦
十
二
日
の
夜
に
座
元
に
集
ま
り
、
簡
単
な
会
食 

を
し
て
、
三

味
•

大
鼓
に
合
わ
せ
て
歌
や
踊
り
を
楽
し
ん
だ
。
申 

し
合
わ
せ
に
よ
り
回
数
は
年
に
一
回
か
そ
れ
以
上
の
と
こ
ろ
も
あ 

っ
た
が
、
現
在
は
行
わ
な
い
集
落
が
多
く
な
っ
た
。 

二

十

三

夜

待(

に
じ
ゅ
さ
ん
に
や
ま
っ)

陸
軍
に
入
隊
し
て 

い
る
人
の
無
事
を
祈
る
た
め
に
、
近
所
や
親
類
の
人
た
ち
が
集
ま 

っ
て
、
お
茶
や
酒
を
飲
み
な
が
ら
に
ぎ
や
か
に
過
ご
し
た
。
正
月 

だ
け
で
な
く
、
毎
月
行
っ
て
い
た
。

二

十

六

夜

待(

に
じ
ゅ
ろ
っ
ち
ゃ
ま
っ)

海
軍
に
入
隊
し
た

人
の
た
め
の
も
の
で
、
内
容
は
二
十
三
夜
待
と
同
じ
。

-- 

月

送

り

正

月

二

月

一

日

、
 

主
婦
は
正
月
は
忙1
 

く
て
、
 

外
出
も
思
う
よ
う
に
で
き
な
か
っ
た
か 

ら
、

こ
の
二
月
一
日
に
里
帰
り
を
す
る
風
習
が
あ
っ
た
。 

神

宮

二

月

祭

り

霧

島

神

宮

の

御

田

植

の

神

事

で

、
 

町
内
外
か 

ら
善
男
善
女
の
参
拝
客
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

月

三

月

節

句(

ひ
な
ま
つ
り)

古
く
は
旧
暦
三 

月
三
日
、
今
は
新
暦
四
月
三
日
に
、
女
の
子
の 

成
長
を
願
う
行
事
で
あ
る
。

ひ
な
人
形
を
飾
り
、
蒸

し

ょ

う

か
 

ん
、

コ
レ
菓
子
を
家
ご
と
に
作
っ
て
祝
っ
た
。
昔

は

、
帖
佐
人
形 

が
よ
く
飾
ら
れ
た
と
い
う
。

ま
た
ヨ
モ
ギ
餅
を
つ
き
、
牛
や
馬
に 

食
べ
さ
せ
た
。

こ

れ

は

牛•

馬
が
年
を
と
る
日
で
あ
る
と
い
わ
れ 

た
か
ら
で
あ
る
。
牛
•

馬
は
三
月
以
降
に
生
ま
れ
る
か
ら
だ
と
伝 

え
れ
ら
れ
て
い
た
が
、
今
こ
の
風
習
は
な
い
。 

陸

軍

記

念

日

三

月

十

日

、
日
露
戦
争
の
時
、
奉
天
で
陸
軍
が 

大
勝
利
を
し
た
日
。
学
校
で
は
記
念
行
事
を
し
た
が
家
庭
で
は
何 

も
し
な
か
っ
た
。

彼
岸
講 

彼
岸
に
は
団
子
や
餅
を
つ
く
っ
て
神
仏
に
供
え
た
。 

彼
岸
講
は
安
産
を
願
う
婦
人
の
集
会
で
、
木
原(

国
分
市)

の
石
体 

神

社
(

お
し
や
っ
さ
あ)

別
名
、
血
石
神
様(

ち
し
、

か
ん
さ
あ)
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に
代
表
者
二
、

三
人
が
参
拝
し
、
お
札
を
も
ら
っ
て
帰
り
、

ほ
か 

の
人
は
当
番
の
家
に
集
ま
り
、
料
理
を
作
っ
て
待
つ
。
代
表
者
が 

帰
る
と
お
札
を
分
け
、
後
は
皆
で
会
食
、
歓

談

し

三

味•

太
鼓
で 

に
ぎ
や
か
に
歌
い
踊
っ
た
。

こ
の
時
の
お
札
は
産
室
の
柱
な
ど
に 

は
っ
て
安
産
を
祈
っ
た
。

ま
た
、
隼
人
の
石
体
神
社
に
、
お
参
り 

す
る
人
も
い
た
。

こ

の

時

は

こ

ぶ

し

大

の

丸

石
を

も
ら

っ
て

帰 

り
、
産
後
の
お
礼
参
り
を
し
た
時
に
返
す
風
習
が
あ
っ
た
。
今
で 

も
娘
の
安
産
を
願
っ
て
お
参
り
が
絶
え
な
い
。

飛

星

様
(

と
っ
ぼ
し
さ
あ)

わ
ら
つ
と
に
、
家
族
の
数
だ
け 

の
小
餅
を
入
れ
て
門
口
に
さ
げ
て
、
家
内
安
全
を
祈
る
風
習
が
あ 

っ
た
が
、

こ
の
風
習
は
も
う
と
っ
く
に
な
く
な
っ
た
。 

青
年
祭 

昭
和
五
十
九
年
か
ら
町
青
年
団
主
催
に
よ
り
、
地
域 

づ
く
り
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
始
め
た
も
の
で
演
劇•

音
楽
な
ど
を 

通

じ

て

「
村
お
こ
し
」

へ
の
呼
び
か
け
を
し
て
い
る
。
毎
年
三
月 

に
実
施
し
て
い
る
。

四

月

コ

ラ

を

立

て

な

い

日

四
月
三
日
、

「
コ
ラ
」 

を
立
て
る
」
と
い
う
の
は
大
き
な
平
釜
に
何
も 

入
れ
な
い
で
火
を
た
く
こ
と
。
茶
•

麦
•

豆
な
ど
を
炒
る
時
に
す 

る
。
昔
鹿
児
島
神
宮
が
火
事
に
な
っ
た
日
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
 

観
音
祭 

四
月
八
日
、
 

観
音
様
は
牛
馬
の
神
様
と
し
て
農
家
が

崇
拝
し
て
い
た
。
え
び
の
の
六
観
音
、
ま
た
最
寄
り
六
観
音
、
 

あ 

る
い
は
神
社
な
ど
に
参
拝
し
た
。
昔
は
よ
く
絵
馬
を
奉
納
し
て
代 

わ
り
の
絵
馬
を
持
ち
帰
っ
た
。

こ

の

観

音

祭

り

に

つ

い

て

は

、
 

「
椎
原
日
記
」

に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

明
治
三
十
二
年
四
月
八
日
酉
天
気
吉
し

観
音
祭
に
て
内
へ
居
り
本
田
与
太
郎
殿(

重
久
の
人
、
獣
医)

松
田 

相
之
助
、
藤
崎
新
太
郎
、
山
之
上
金
四
郎
悴
観
音
祭
と
し
て
入
来
交 

尾
代
持
参
に
て
大
祝
致
し

明
治
三
十
四
年
三
月
四
日
午
曇
天

昼
頃
よ
り
宮
田
仲
左
衛
門
殿
所
へ
観
音
祝
に
行
馳
走
に
預
り

明
治
三
十
四
年
四
月
八
日
卯
天
気
吉
し

内
の
長
次
郎
六
観
音
参
拝
に
遣
し
、
自
分
内
に
居
り
馬
子
の
た
め
観 

音
祭
に
付
交
尾
料
請
取
致
し
…
と
あ
る
。
 

釈
迦
誕
生
日 

四
月
八
日
、
お
寺
参
り
を
す
る
。
今
も
盛
ん
に 

行
わ
れ
て
い
る
。

五

月

五

月

節

句
(

端
午
の
節
句)

五
月
五
日
、
男
の 

子
の
節
句
と
し
て
、
邪
気
を
除
く
た
め
に
菖
蒲 

や
蓬
を
軒
に
さ
し
、
家
ご
と
に
粽
や
柏
餅
を
作
っ
て
食
べ
た
。

ま 

た
男
の
子
の
い
る
家
で
は
鯉
幟
を
立
て
て
男
子
と
し
て
の
成
長
を 

祈
っ
た
。

男

の

子

た

ち

は

「
笠
」(

檻)

と

呼
ば
れ

る
行
事
を

し 

た
。

こ
れ
に
参
加
す
る
の
は
八
歳
か
ら
一
五
歳
ま
で
で
子
ど
も
境
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笠

の
指
揮
に
よ
り
、
 

放
牧
の
二
歳
馬
を
捕
え
て
檻
に
入
れ
る
行
事
を 

真
似
た
も
の
で
あ
り
、
 

各
集
落
ご
と
に
行
わ
れ
、
昭
和
十
二
、
三 

年
(

一
九
三
七)

ご
ろ
ま
で
続
け
ら
れ
、
男
の
子
た
ち
の
勇
壮
な 

遊
び
行
事
で
あ
っ
た
の
で
詳
し
く
説
明
し
て
み
た
い
。 

翌
(

檻)

五
月
節
句
に
子
ど
も
た
ち
が
行
う
卄
立
の
行
事
は
鹿 

児
島
独
特
の
も
の
で
、
県
下
各
地
で
行
わ
れ
て
い
た
。
牧
場
に
放 

牧
さ
れ
て
い
た
二
歳
馬
を
捕
え
て
笠
に
入
れ
、
そ
れ
か
ら
は
軍
馬

や
農
耕
馬
と
し 

て
訓
練
す
る
。 

こ
の
若
馬
を
捕 

え
る
こ
と
を
遊 

戯
化
し
て
、
子 

ど
も
の
行
事
と 

し
た
も
の
で
あ 

る
。
町
内
で
は 

各
集
落
ご
と
に 

行
う
の
で
、
集 

落
に
よ
っ
て
違 

い
が
あ
る
が
、
 

待
世
で
は
大
体

次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

当
日
は
頭
の
指
示
に
よ
っ
て
一
定
の
場
所
に
集
合
す
る
。
障
子 

紙

大

の

紙

に

「
春
山
御
馬
追
」
(

春
山
に
藩
の
牧
場
が
あ
っ
た
こ 

と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う)

と
書
い
た
幟
を
先
頭
に
、

ホ
ラ
貝
を 

吹
き
鳴
ら
し
な
が
ら
卄
立
の
あ
る
場
所
に
向
か
う
。
大
正
時
代
は
大 

田
小
学
校
の
上
の
丘
に
あ
り
、

ホ
ラ
貝
は
現
在
歴
史
民
俗
資
料
館 

に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
笠
に
は
瓢
簞
型
の
隣
接
し
た
大
小
二
つ
の 

円
形
の
穴
を
掘
っ
て
あ
り
、
 

大
き
い
方
は
直
径
五
置
く
ら
い
、
小 

さ
い
方
は
三
む
く
ら
い
で
あ
っ
た
。

合

図

と

と

も

に

捕

え

役(

主 

と
し
て
子
ど
も
頭)

は
大
き
い
穴
に
入
り
、
子
ど
も
た
ち
を
グ
ル 

グ
ル
追
い
回
し
、
す
き
を
見
て
捕
え
て
、
小
さ
い
穴
に
引
き
込
も 

う
と
す
る
。

子
ど
も
は
バ
タ
バ
タ
し
て
必
死
に
抵
抗
し
、
他
の
子 

ど
も
た
ち
は
助
け
よ
う
と
し
て
捕
え
役
を
足
で
け
っ
た
り
、
手
足 

を
引
っ
張
っ
た
り
す
る
。
小
さ
い
穴
に
引
き
込
ま
れ
た
者
は
抵
抗 

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

全
部
捕
え
終
わ
る
と
一
回
終
わ
る
。

こ
れ
を
何
回
か
繰
り
返
す 

の
で
体
に
泥
土
が
い
っ
ぱ
い
着
く
。
大
体
半
分
く
ら
い
済
ん
だ
こ 

ろ
休
憩
が
あ
り
、
拝
参
し
た
粽
を
食
べ
る
。
全
部
終
わ
っ
た
ら
幟 

を
先
頭
に
し
て
、
集
合
し
た
場
所
に
戻
っ
て
解
散
す
る
。
 

こ
ど
も
の
日 

新

暦

五

月

五

日

を

「
こ
ど
も
の
日
」
と
し
て
制
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定
し
、
男
の
子
、
女
の
子
を
問
わ
ず
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成 

長
を
祈
る
国
の
祝
日
と
な
っ
た
。
男
の
子
の
い
る
家
で
は
鯉
幟
を 

立
て
る
家
が
多
い
。

お

ぢ

ゃ

ん

せ

市

町

の
活
性
化
と
観
光
霧
島
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ツ 

プ

を

目

標

に

昭

和

五

十

九

年(

一
九
八
四)

か
ら
商
工
会
青
年
部 

が
主
催
し
て
、
霧
島
神
宮
大
鳥
居
横
の
広
場
で
開
か
れ
る
青
空
市 

で
あ
る
。
毎
年
五
月
三
、
 

四

日

の

二

日

に

わ

た

っ

て

行

わ

れ

る 

が

、
町
内
外
か
ら
の
客
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。

苗
代
作
り 

苗
床
と
も
い
う
。
稲

の

種

子

を

水

田

に

撒

く

こ 

と
。

こ

の

時

「
粢
」

を
作
り
苗
代
の
水
口
に
泥
を
盛
り
上
げ
て
、
 

ワ
ラ
ッ
ト
の
中
に
粢
を
入
れ
て
供
え
、
苗
の
生
育
を
祈
っ
た
。
粢 

と
は
、
玄
米
を
水
に
浸
し
臼
で
搗
い
て
粉
に
し
、
そ
れ
を
片
手
で 

握
り
固
め
て
団
子
状
に
し
た
も
の
を
い
う
。

家
の
新
築
や
、
茅
葺 

き
の
葺
き
替
え
の
時
な
ど
に
も
粢
を
撒
い
た
。

海

軍

記

念

日

五

月

二

十

七

日

、
日
露
戦
争
の
時
日
本
海
軍
が 

大
勝
し
た
日
で
あ
る
。
学

校

で

は

い

ろ

い

ろ

な

記

念

行

事

を

し 

た
。母

の
日 

母
に
感
謝
す
る
日
、
五
月
第
二
日
曜
日
、
子
ど
も
た 

ち
が
母
に
贈
り
物
を
し
た
り
、
食
事
に
招
い
た
り
し
て
、

こ
れ
ま 

で
の
、
ま
た
日
ご
ろ
の
労
を
ね
ぎ
ら
う
日
と
し
て
微
笑
ま
し
い
行

事
が
定
着
し
て
い
る
。

田
植
え
さ
の
ぼ
り 

農
家
が

田
植
え
を
済
ま
せ
て
、

田
の
神
を 

送
る
祭
り
が
起
源
で
、

田
植
え
じ
ま
い
の
祝
い
行
事
で
あ
る
。
近 

隣
同
士
で
集
ま
っ
て
、
飲
み
食
べ
な
が
ら
歌
や
踊
り
で
楽
し
く
過 

ご
す
。
今
で
も
さ
の
ぼ
り
を
集
落
の
行
事
と
し
て
続
け
て
い
る
と

こ
ろ
が
あ
る
。

六 

月

父

の

日

六
月
の
第
二
日
曜
日
は
、

父
に
感
謝 

す
る
日
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。

母
の
日
と
同

様
に
父
に
贈
り
物 

を
す
る
な
ど
新
し 

い
風
習
が
定
着
し 

つ
つ
あ
る
。

六

月

灯

各

神
 

社
で
日
を
定
め
て 

行
う
。

子
ど
も
た 

ち
が
、
自
分
で
描 

い
た
絵
を
張
っ
た 

灯
籠
を
奉
納
す
る 

行
事
で
、
霧
島
神 

宮
を
は
じ
め
、

ほ

霧島神宮六月灯
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と
ん
ど
の
神
社
で
行
わ
れ
る
。

旧
暦
六
月
、
今
で
は
新
暦
七
月
に 

な
っ
た
。

こ
の
行
事
は
、
島
津
久
光
公
が
上
山
新
照
院
に
観
音
堂
を
建
立 

し
た
時
に
、

た
く
さ
ん
灯
籠
を
つ
け
さ
せ
た
の
が
は
じ
ま
り
と
い 

わ
れ
る
。

最
近
で
は
、
自
治
公
民
館
な
ど
の
子
ど
も
会
行
事
と
し
て
、
六 

月
灯
を
行
う
と
こ
ろ
も
あ
る
。

ま
た
、
保
育
園
な
ど
で
も
同
じ
よ 

う
に
、
納
涼
行
事
と
し
て
行
う
と
こ
ろ
が
あ
る
。

七

月

七
夕
祭 

旧

暦

七

月

七

日

に

行

わ

れ

て

い

た 

が

、
 

現
在
は
新
暦
八
月
七
日
に
行
う
と
こ
ろ
が 

多
い
。

七

夕

祭

り

の

前

夜

を

「
眠
り
放
し
」
(

ね
ぶ
い
は
な
し) 

と
い
っ
て
、
眠
い
の
を
が
ま
ん
し
て
一
晩
中
、
粟
を
入
れ
た
ぜ
ん 

ざ
い
を
作
っ
て
、
遅
く
ま
で
談
笑
し
な
が
ら
過
ご
す
も
の
で
あ
っ 

た
。

七
夕
飾
り
は
主
と
し
て
子
ど
も
た
ち
が
作
る
。
 

七
夕
祭
り
は
、
中
国
五
節
句
の
中
の
一
つ
の
行
事
で
織
女
と
牽 

牛
が
年
に
一
回
、
天
の
川
を
越
え
て
会
う
夜
に
あ
や
か
っ
て
、

い 

ろ
い
ろ
の
願
い
ご
と
を
短
冊
に
書
き
、
朝
早
く
起
き
て
青
竹
の
枝 

に
下
げ
家
ご
と
に
立
て
て
い
た
。

墓

掃

除
(

墓
こ
し
っ
た
え)

七
夕
の
朝
は
、
家
族
全
員
で
墓 

の
掃
除
を
し
た
。
竹
で
作
っ
た
花
筒
の
竹
も
、

こ
の
日
新
し
い
も

の
と
取
り
替
え
る
風
習
が
あ
っ
た
。

さ
ら
に
物
干
し
の
竹
も
七 

の
日
に
作
る
も
の
で
あ
っ
た
。

A

月

盆

墓

参

り

を

し
て

祖

先

の

霊

を

慰

め

る

行

事 

で
、
正
月
と
と
も
に
大
き
な
行
事
で
あ
る
。
出 

稼
ぎ
中
の
人
や
、
遠
方
に
住
む
人
も
こ
の
日
は
帰
っ
て
墓
参
を
し 

た
。

ま
た
仏
教
の
家
で
は
、
お

精

霊
(

お
し
ょ
ろ
さ
あ)

迎
え
の 

行
事
も
行
わ
れ
た
。

八
月
一
日
か
ら
八
月
七
日
ま
で
に
あ
の
世
に
旅
立
っ
て
、
八
月 

十
三
日
の
夜
の
十
二
時
に
そ
れ
ぞ
れ
の
精
霊
棚
に
帰
っ
て
来
る
と 

い
わ
れ
、
精
霊
を
迎
え
る
た
め
に
墓
の
盆
ち
ょ
う
ち
ん
に
明
か
り 

を
入
れ
、
家
で
は
お
茶
を
供
え
、
雨
戸
を
少
し
開
け
て
床
に
つ
い 

た
。

そ
し
て
八
月
十
五
日
の
夜
の
十
二
時
に
あ
の
世
に
帰
ら
れ
る 

ま
で
、
そ

う

め

ん

・
煮/
•

団

子

・

飯•

汁
な
ど
を
供
え
た
。
仏 

教
の
家
で
は
、
今

で

も

こ

の

風

習

が

残

っ

て

い

る

と

こ

ろ

が

多 

お

ふ

け

さ

あ(

無
縁
仏)

の
た
め
に
汁
か
け
飯
な
ど
を
供
え 

て
も
て
な
し
を
す
る
風
習
が
あ
っ
た
。

精
進
落
し 

仏
教
の
家
で
は
お
盆
三
日
間
は
、
魚
肉
類
を
断
つ 

て
精
進
し
て
い
た
の
で
、

八
月
十
六
日
の
日
を
、
精
進
落
し
と
呼 

ん

で

肉•

魚
を
食
べ
始
め
る
日
と
し
た
。

し
か
し
、

こ
の
風
習
も
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今
は
少
し
ず
つ
薄
ら
い
で
い
る
。
隼
人
町
の
浜
之
市
で
は
、
 

こ
の 

日

「
ハ
ン
ギ
リ
ダ
シ
」
と
呼
ん
で
、

エ

ッ

ナ

漁(

ボ
ラ
の
子)

を 

皆
で
囲
み
、
 

精
進
落
し
を
し
て
い
る
。

か
つ
て
は
多
く
の
人
々
が 

出
か
け
て
い
た
が
、
今
で
は
行
く
人
も
少
な
い
。

ス1

タ|

流
し 

盆

の

十

五

日•

十
六
日
の
晩
に
、
大
窪
と
豊 

後
迫
の
子
ど
も
た
ち
の
行
っ
て
い
た
ス
ー
タ
ー
流
し
と
い
う
行
事 

を

紹

介

し

て

お

く

。
集
落
の
子
ど
も
頭
の
指
揮
で
一
週
間
前
か 

ら
、
麦

わ

ら

や

青

竹•

こ

え

松(

く
さ
れ
た
松
の
芯)
•

馬
の
シ 

ツ

タ

ビ

ラ(

馬
に
の
せ
る
鞍
の
ワ
ラ
で
作
っ
た
も
の)

の
古
い
も 

の
を
集
め
る
作
業
を
始
め
た
。
と
く
に
こ
え
松
採
り
は
大
変
な
作 

業
で
あ
っ
た
。

ま
た
ス
ー
タ
ー
を
流
す
川
の
清
掃
も
し
た
。
舟
は 

シ
ッ
タ
ビ
ラ
と
麦
わ
ら
で
ふ
ち
を
回
し
、
青
竹
を
割
っ
て
敷
き
つ 

め
、
引
き
緒
も
青
竹
で
三
後
ぐ
ら
い
の
も
の
を
二
本
つ
け
た
。 

こ
の
舟
の
中
に
こ
え
松
を
入
れ
て
石
油
を
か
け
火
を
燃
や
し
、
 

そ
れ
を
川
に
流
し
て
、
大

き

な

声

で

「
スI

タ
ー 
•

ス
ー
タ1

」 

と
呼
び
な
が
ら
川
下
ま
で
下
り
、

一
回
そ
れ
を
引
き
揚
げ
て
、
今 

度
は
子
ど
も
会
全
員
で
引
き
緒
を
握
っ
て
県
道
を
川
上
に
ヤ
ー
ヤ 

1

と
言
っ
て
走
る
。

三
回
繰
り
返
し
て
、
最

後

は

引

き

緒

を

切

っ

て

舟

だ

け

を

、
 

「
スI

タ
ー
ス
ー
タ
ー〃：

コ
ン
ド
ギ
イ
の
イ
ト
マ
ー
」
と
川
下

ま
で
送
り
つ
け
、
舟
は
そ
の
ま
ま
に
流
し
放
し
に
す
る
。

一
種
の 

精
霊
流
し
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

こ
の
行
事
を
覚
え
て
い
る
人
も 

少
な
く
な
っ
た
。

霧
島
夏
祭 

昭
和
六
十
年
(

一
九
八
五)

か
ら
霧
島
町
商
工
青 

年
部
に
よ
っ
て
、
町
民
に
納
涼
と
憩
の
場
を
提
供
し
、
併
せ
て
村 

お
こ
し
の
イ
ベ
ン
ト
に
す
る
た
め
開
催
さ
れ
、
夜
店
の
並
ぶ
夏
の 

夜
の
風
物
詩
と
し
て
、
定
着
し
つ
つ
あ
る
。
平
成
元
年
か
ら
青
年 

団
の
主
催
に
変
わ
り
、

八

月

十

五

日

を

恒

例

に

実

施

さ

れ

て

い 

る
。十

五

夜

月

見

の

行

事

で

あ

る

。

一
五
歳
以
下
の
子
ど
も
た
ち 

は
何
日
も
前
か
ら
、
子
ど
も
頭
の
指
揮
で
カ
ヅ
ラ
を
採
り
、
わ
ら 

を
も
ら
い
集
め
、
十
五
夜
の
晩
は
、
大
人
や
青
年
た
ち
の
加
勢
を 

得
て
綱
を
作
り
、
そ
れ
で
綱
引
き
を
し
、
そ
の
後
で
相
撲
を
取
っ 

た
。

し
か
し
、
今
で
は
こ
の
よ
う
に
し
て
綱
を
作
る
集
落
は
少
な 

く
な
っ
た
。
昔
は

集

落

総

出
で

綱

引

き

行

事

に

参

加

し
て

い

た 

が

、
現
在
は
子
ど
も
会
だ
け
の
行
事
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
綱
に
ロ 

1

プ
を
使
用
す
る
集
落
も
多
い
。
昔
は
夕
方
に
な
る
と
庭
先
に
臼 

を
お
き
、
そ
の
上
に
箕
を
の
せ
、
そ

の

中

に

一

升

瓶

や

徳

利

に 

萩
•

す

す

き

，
お
み
な
え
し
な
ど
を
さ
し
、
焼

酎
•

団

子
•

か
ら 

い

も•

里
芋
な
ど
を
供
え
て
、
風
流
な
月
見
を
味
わ
っ
た
。
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婦
人
ナ
イ
タ
—
運

動

会

婦
人
の
健
康
づ
く
り
と
仲
間
づ
く
り 

を
目
的
に
、
昭

和

五

十

四

年(

一
九
七
九)

か
ら
開
催
さ
れ
た
。 

夏
の
夜
、

二
時
間
余
り
に
わ
た
り
快
い
汗
を
流
し
な
が
ら
、
 

婦
人 

会
活
動
へ
の
バ
ネ
と
し
て
い
る
。
毎
年
、
お
盆
す
ぎ
の
八
月
十
九 

日
か
二
十
日
ご
ろ
が
恒
例
に
な
っ
て
い
る
。

戦
没
者
慰
霊
祭 

慰

霊

塔

が

建

立

さ

れ

た

の

は

昭
和
三
十
年 

(

一
九
五
五)

で
あ
る
。
戦
没
者
の
慰
霊
行
事
は
八
月
は
慰
霊
法 

要

、
十
月
は
慰
霊
祭
と
し
て
行
わ
れ
る
、
町
と
遺
族
会
の
共
催
行 

事
で
あ
る
。

九 

月

敬
老
会 

町
と
婦
人
会
の
共
催
で
、
昭
和
二
十 

八

年
(

一
九
五
三)

か
ら
七
〇
歳
以
上
の
老
人 

を
対
象
に
、

九
月
十
五
日
の
敬
老
の
日
に
開
催
さ
れ
て
い
る
。
婦 

人
会
に
よ
る
芸
能
発
表
や
記
念
品
を
贈
呈
し
、
七
七
歳
の
喜
寿
や 

結
婚
五
〇
年
の
夫
婦
に
は
金
婚
式
の
祝
い
行
事
も
同
時
に
行
わ
れ 

て
い
る
。

十

月

ほ

ぜ
(

方
祭)

豊
作
を
祝
い
神
に
感
謝
す
る 

祭
り
で
あ
る
。
甘

酒
•

芋
こ
ん
に
や
く
を
作
り
、
 

近
隣
や
親
戚
の
人
が
行
き
来
し
て
飲
み
食
い
し
た
。

明
治
二
十
九 

年
(

一
八
九
六)

県
道
が
開
通
し
て
か
ら
霧
島
神
宮
の
ほ
ぜ
祭
り 

に
参
拝
す
る
人
が
多
く
な
り
、
多
く
の
人
が
徒
歩
で
往
来
し
て
夜

通
し
に
ぎ
わ
っ
た
。

ま
た
馬
車
で
往
来
す
る
人
も
見
ら
れ
た
。 

今
で
は
車
社
会
に
な
り
、
徒
歩
や
馬
車
の
往
来
も
な
く
、
霧
島 

神
宮
の
ほ
ぜ
祭
り
は
新
暦
十
一
月
二
十
三
日
を
恒
例
の
日
と
し
て 

い
る
。
町
の
各
団
体
も
協
賛
で
参
加
し
、
そ
ば
を
打
っ
て
参
拝
者 

に
ふ
る
ま
っ
た
り
、
踊

り
•

弓
道
試
合
の
奉
納
な
ど
町
外
か
ら
の 

参
拝
者
も
多
く
な
っ
て
い
る
。

家
庭
で
、
甘
酒
な
ど
を
造
る
人
も 

少
な
く
な
っ
て
き
た
。

日

待
(

お
日
待
講) 

神

祭

り
(

氏
神
祭
り)

講
の
部
で
述
べ
る
の
で
省
略
す
る
。

日

は

各

家

庭•

一
族
に
よ
っ
て
違
う 

が
大
体
こ
の
こ
ろ
、
主
に
神
道
の
家
で
行
う
。
年
一
回
氏
神
を
祭 

り
家
内
安
全
を
祈
願
す
る
。
神
官
を
頼
ん
で
祝
詞
を
あ
げ/

縄
• 

御
幣
を
取
り
替
え
る
。
赤

飯
•

そ
ば
な
ど
を
供
え
る
。 

「
椎
原
日
記
」

に
次
の
記
載
が
あ
る
。

明
治
三
十
二
年
十
一
月
五
日

氏
神
祭
に
て
貴
島
甚
蔵
殿
頼
み
祭
り
方
と
し
て
入
来

十

月

庭

上

り
(

に
わ
あ
が
い)

稲
こ
ぎ
が
す
ん
で 

籾
队
を
土
間
や
縁
側
な
ど
に
積
み
、
自
家
用
の 

籾
は
天
井
に
上
げ
る
。

こ
の
よ
う
な
仕
事
が
全
部
済
ん
だ
時
に
、
 

庭
上
り
の
祝
い
を
す
る
。
水
田
の
多
い
家
は
、

一
月•

二
月
・
三 

月
に
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
餅
を
つ
い
て
神
仏
に
供
え
、
仕
事
を

会
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一
日
休
ん
で
嫁
や
雇
い
人
を
里
に
帰
し
た
り
し
た
。

再

び

「
椎
原
日
記
」
を
紹
介
す
る
。

明
治
三
十
六
年
三
月
九
日•

稲
こ
ぎ
成
就
に
て
庭
上
り
致
し 

縄

絢

講
(

な
わ
ね
こ)

講
の
部
で
述
べ
る
た
め
省
略
す
る
。 

澱

粉

取
(

か
ね
と
い) 

「
か
ね
」
と
は
甘
諸
の
澱
粉
の
こ
と 

で
あ
る
。
甘

諸

を

洗

っ

て

お

ろ

し

で

す

り

、
水
を
注
ぎ
袋
で
漉 

し
、
そ
の
汁
を
樽
に
入
れ
て
水
分
を
蒸
発
さ
せ
て
粉
を
取
る
、
 

こ 

れ
で
団
子
を
作
っ
た
り
、
 

ほ
か
の
も
の
と
混
ぜ
て
料
理
に
使
う
。 

こ
れ
は
主
に
女
の
仕
事
で
あ
る
。
普
通
の
家
庭
で
甘
語
を
叭
ニ
俵 

ぐ
ら
い
使
っ
た
。

文

化

祭

霧

島

町

文

化

協

会

の

主

催

で

、
昭

和

四

十

三

年(

一
 

九
六
八)

か
ら
開
催
さ
れ
て
い
る
。
文
化
協
会
員
に
よ
る
芸
能
発 

表
や
、
絵

画
•

書

道
•

俳

句
•

短

歌
•

さ
つ
ま
狂
句
、
そ
の
他
編 

み

物
•

ク
ラ
フ
ト
な
ど
の
作
品
展
示
も
さ
れ
て
、
年
ご
と
に
内
容 

も
充
実
し
て
き
た
。

十

月

義

臣

伝

十

四

日

、
赤
穂
浪
士
が
主
君
の
仇
を 

討
っ
た
記
念
の
日
。
学
校
の
行
事
と
し
て
夜
、
 

上
級
生
を
学
校
に
集
め
、
義
士
の
伝
記
を
読
ん
だ
り
、
話
を
し
て 

聞
か
せ
、
そ
れ

が

終
わ

っ
て

か
ら

粟
な

っ
と
う(

餅
粟
を
入
れ
た 

ぜ
ん
ざ
い)

を
飲
み
、
そ
の
後
霧
島
神
宮
な
ど
に
夜
行
軍
を
し
、

と
き
に
は
翌
朝
帰
っ
て
く
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

福
祉
餅
つ
き
大
会 

町
と
福
祉
協
議
会
の
主
催
に
よ
り
、
婦
人 

会
•

子

ど

も

会•

青
年
団
な
ど

の
協

力
を

得
て

紅

白

の

餅
を 

つ 

き

、
各
地
区
婦
人
会
が
老
人
給
食
対
象
者
に
届
け
て
い
る
。 

正
月
の
準
備 

二
十
四
、
五
日
か
ら
後
に
す
る
。

大
掃
除
、

い 

ら
さ
垣
の
修
理
、
う

ら

じ

ろ•

ゆ
ず
り
は
な
ど
を
飾
り
、
門
や
庭 

に
白
砂
を
撒
く
、
神
仏
の
前
に
飾
り
餅
を
供
え
る
。 

年

の

晩

元
旦
を

迎
え

る
準
備
を

済
ま
せ

た
十
二
月
三
十
一
日 

の

晩

を

「
年
の
晩
」
と
呼
び
、
年
越
そ
ば
を
打
ち
そ
れ
を
食
べ
て 

年
を
と
る
と
い
う
風
習
が
あ
っ
た
。
昔
の
子
ど
も
た
ち
は
朝
起
き 

て
み
る
と
、
枕
元
に
新
し
い
下
駄
と
足
袋
を
親
が
買
っ
て
き
て
く 

れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

二
民
俗
芸
能

剣
舞
保
存
会

こ
の
剣
舞
の
起
源
は
遠
く
い
つ
ご
ろ
の
時
代
に 

始
ま
っ
た
か
詳
し
く
は
わ
か
ら
な
い
。

田
口
新 

地
区
に
古
く
か
ら
踊
り
伝
え
ら
れ
た
も
の
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

古
老
の
話
に
よ
る
と
一
般
に
公
開
さ
れ
た
こ
と
は
少
な
く
、
近
年 

の
記
録
に
よ
る
と
、
大
正
天
皇
の
御
大
典
記
念
祝
賀
、
昭
和
三
年
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の
昭
和
天
皇
の
御
大
典
祝
賀
、
同
七
年
の
日
豊
本
線
開
通
記
念
行 

事
に
、
新
地
地
区
の
人
た
ち
に
よ
っ
て
披
露
さ
れ
て
い
る
。

こ
の 

剣
舞
を
民
俗
芸
能
と
し
て
子
孫
に
継
承
す
る
た
め
昭
和
五
十
四
年 

十
一
月
に
、
剣
舞
保
存
会
が
結
成
さ
れ
た
。

こ
れ
を
機
会
に
、
町 

内
の
祝
賀
行
事
や
文
化
祭
な
ど
に
も
公
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ 

た
。歌

詞

は

「
桜
田
門
外
の
変
」
と

「
楠
公
父
子
」

の

二

編

で

あ
 

り
、
そ
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

桜
田
門
外
の
変

頃
は
万
延
元
年
の
三
月
三
日
の
曙
に 

雪
は
巴
と
降
り
繁
る
見
渡
す
向
は
銀
世
界 

桜
田
御
門
の
堀
端
で 

血
の
雨
降
ら
せ
し
水
戸
浪
士 

し
て
又
そ
の
日
の
出
立
は
黒
の
装
束
綾
た
す
き 

一
身
包
む
赤
合
羽 

愛
宕
の
山
に
入
り
残
る 

、
列
も
正
し
き
あ
の
乗
物

正
し
く
井
伊
家
門
直
弼
公

御
登
城
な
ら
ん

幸
い
あ
れ
な
る
物
陰
に

暫
し
か
く
れ
待
受
致
さ
ん

忠
勇
花
子
の
合
言
葉

目
指
す
は
籠
の
中
の
鳥

近
従
の
諸
士
を
切
り
払
い 

A
あ
い
や

何
者
な
れ
ば
狼
藉
い
た
す 

勿
体
な
く
も
我
こ
そ
は 

彦
根
の
城
主
に
し
て 

井
伊
家
門
直
弼
公
の 

御
登
城
な
る
ぞ 

名
乗
り
名
乗
り
召
さ
れ 

A
あ
い
や

名
乗
り
閉
す
は
無
益
の 

事
と
は
思
え
ど
も 

冥
土
の
土
産
に
名
乗
り
て 

聞
か
さ
ん
我
こ
そ
は 

水
戸
の
浪
士
に
し
て 

人
に
恨
み
は
な
け
れ
ど
も 

国
家
の
議
論
合
わ
ざ
る
故 

し
て
置
か
れ
ぬ
今
日
の
有
様 

早
々
主
君
の
お
ん
友 

致
す
が
よ
し
覚
悟
召
さ
れ 

難
な
く
切
り
込
む
一
刀 

首
は
前
に
と
落
ち
に
け
り 

実
に
末
代
勇
士
の
誉
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楠
公
父
子

月
に
き
ら
め
く
日
本
刀 

そ
も
そ
も
楠
木
正
成
は 

国
の
為
に
身
を
捨
て
て 

数
多
の
城
士
を
敵
と
し
て 

数
多
の
兵
士
を
引
き
つ
れ
て 

身
を
は
め
命
も
打
捨
て
て 

涙
な
が
ら
に
敵
さ
し
て 

今
度
が
最
後
の
お
き
ま
へ
り 

わ
が
子
の
正
行
呼
び
よ
せ
て 

正
行
よ
う
き
け
今
度
が
別
れ 

敵
を
み
ぢ
ん
に
切
り
倒
し 

お
前
に
ゆ
づ
り
を
渡
す
な
り 

抜
い
て
渡
す
刀
を
渡
す 

正
行
刀
を
受
取
り
て 

父
の
仇
を
む
く
え
ん
と 

夜
る
昼
る
父
の
墓
参
り 

さ
れ
ば
仇
年
霜
月
に 

お
や
く
仇
を
報
い
た
り 

実
に
正
行
名
も
高
じ

俵 

踊 

り

△

由
来V

霧
島
神
宮
に
田
の
神
舞
が
あ
る
が
、
 

こ
れ
は
田
植
え
の
神
事
で
あ
り
、
収
穫
の
踊
り 

が
な
か
っ
た
の
で
都
城
市
や
県
内
各
地
に
あ
る
俵
踊
り
に
倣
い
、
 

昭
和
四
十
五
年
か
ら
霧
島
神
宮
の
豊
年
祭(

ほ
ぜ
祭
り)

に
、
氏 

子
青
年
団
が
主
体
に
な
っ
て
奉
納
を
始
め
た
。
踊
り
手
は
二
〇
人 

く
ら
い
で
あ
る
が
、
後
継
者
難
で
現
在
は
霧
島
地
区
子
ど
も
会
と 

有
志
で
継
承
し
て
い
る
。

△

扮
装V

手
甲
、
 

脚
絆
、
前
か
け
、
 

前
に
御
幣
二
本
を 

下
げ
、
俵
を
持
つ 

て
演
じ
る
。

△

設
備
〉
特
に
必 

要
な
し
。

△

芸
能V

両
側
に 

分
か
れ
踊
り
な
が 

ら
入
場
し
、
輪
に 

な
っ
た
と
こ
ろ 

で
、
倉
入
れ•

倉 

出
し•

俵
投
げ
を

俵踊り
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し
、
 

豊
作
の
感
謝
を
表
現
す
る
。

△

音

楽V

鐘

、
太
鼓
、
三
味
線

霧

島

の

歌

こ
れ
ま
で
に
霧
島
を
テ
ー
マ
に
作
詞
、
作
曲
さ 

れ
た
も
の
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
、
特
に 

鹿

児

島

オ

ハ

ラ

節

の

「
花
は
霧
島
、
煙
草
は
国
分
」

の
歌
詞
は
、
 

ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
を
歌
っ
た
も
の
で
あ
る
。

昭
和
四
十
三
年
に
町 

民
の
夢
と
目
標
を
歌
い
込
ん
だ
町
民
歌
。

さ
ら
に
ふ
る
さ
と
賛
歌 

の
霧
島
音
頭
を
公
募
、
広
く
町
民
に
愛
さ
れ
歌
い
継
が
れ
て
い
る 

C

グ
ラ
ビ
ア
参
照)

。

鹿
児
島
オ
ハ
ラ
節 

花
は
き
り
し
ま
煙
草
は
こ
く
ぶ 

も
え
て
あ
が
る
は
オ
ハ
ラ
ハ
ー
さ
く
ら
じ
ま 

霧
島
小
唄 

年
月
不
詳(

昭
和
十
年
ご
ろ)

作

詩

西

山

喜

久

雄

作

曲

岩

元
 

寛 

一
 

春
よ
春
々
霧
島
山
の
峰
に
や
か
す
み
の
う
す
衣 

裾
の
三
里
は
山
桜
天
の
逆
錦
逆
銘
さ 

春
の
霧
島
な
つ
か
し
や 

二 

夏
よ
夏
 々

霧
島
山
の 

つ
つ
じ
や
真
盛
り
ど
の
山
も 

香
る
新
緑
夏
知
ら
ず
天
の
逆
鋒
逆
錄
さ 

夏
の
霧
島
な
つ
か
し
や 

三
秋
よ
秋

 々

霧
島
山
の 

す
す
き
な
よ
な
よ
誰
ま
ね
く

夕
日
火
の
山
紅
葉
燃
ゆ
天
の
逆
鋅
逆
鋅
さ 

秋
の
霧
島
な
つ
か
し
や 

四 

冬
よ
冬
 々

霧
島
山
の 

峰
に
や
つ
つ
ら
の
雪
の
花 

麓
み
や
ま
の
湯
の
香
り
天
の
逆
鋅
逆
鋅
さ 

冬
の
霧
島
な
つ
か
し
や 

注 

こ
の
歌
は
田
口
の
橋
本
み
え
子
さ
ん
が
鹿
児
島
市
の
十
字 

屋
に
依
頼
し
編
曲
、
レ
コ
ー
ド
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
 

霧
島
高
原
音
頭 

昭
和
四
十
七
年

作

詞

逆

瀬

川

正

文
 

作

曲

桐

原

早

平

ー
 

ハ
ア
ー
た
か
ま
が
原
か
ら
霧
島
へ 

神
が
お
ぢ
や
っ
て
土
こ
ね
て
ョ
イ
シ
ョ 

日
本
の
国
が
つ
く
ら
れ
た 

ソ
レ
つ
く
ら
れ
た 

ド
シ
テ
ン
オ
ジ
ャ
ン
セ
霧
島
へ 

オ
ジ
ャ
ン
セ 

ヨ
ー
コ
ソ
オ
ャ
ッ
ト
サ
ア 

ニ 

ハ
ア
ー
み
ど
り
の
風
に
み
ね
み
ね
の 

み
や
ま
霧
島
じ
っ
と
さ
く 

ョ
イ
シ
ョ 

楽
し
ロ
マ
ン
の
花
も
咲
く
ソ
レ
花
も
さ
く 

(

以
下
同
じ) 

三 

ハ
ア
ー
霧
島
キ
ャ
ン
プ
の 

テ
ン
ト
を
い
で
て 

仰
げ
ば
星
が
す
ぐ
そ
こ
に
ョ
イ
シ
ョ 

あ
す
は
あ
の
峯
胸
は
ず
む
ソ
レ
胸
は
ず
む 

(

以
下
同
じ)
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四 

ハ
ア
ー
見
る
も
や
さ
し
い
霧
島
の 

姿
ば
か
り
じ
ゃ
よ
り
つ
け
ぬ
ョ
イ
シ
ヨ 

お
こ
り
や
火
を
ふ
く
し
ん
も
え
が 

し
ん
も
え
が 

(

以
下
同
じ)

五
星
の
数
ほ
ど
あ
る
池
が

ふ
た
り
め
ぐ
れ
ば
ど
の
池
も 

ョ
イ
シ
ョ 

よ
い
お
似
合
の
水
か
が
み 

水
か
が
み 

(

以
下
同
じ) 

六
も
み
じ
ば
や
し
を
ふ
り
か
え
り 

山
を
下
れ
ば
谷
ご
し
に 

ヨ
イ
シ
ョ 

別
れ
が
つ
ら
い
と
鹿
が
な
く
鹿
が
な
く 

(

以
下
同
じ) 

七
山
の
つ
か
れ
を
湯
に
お
と
し 

さ
つ
ま
お
ご
じ
ょ
の
の
ど
じ
ま
ん 

ヨ
イ
シ
ョ 

た
の
し
く
き
い
て
夜
が
ふ
け
る 

夜
が
ふ
け
る 

(

以
下
同
じ) 

注 

こ
の
歌
は
、
昭
和
四
十
一
年
七
月
、
全
国
ユ
ー
ス
、
ラ
リ 

—
(

ュ
ー
ス
ホ
テ
ル
を
利
用
し
て
旅
行
す
る
人
た
ち
の
全 

国
大
会)

が
霧
島
で
開
か
れ
た
の
を
機
会
に
当
時
の
町
観 

光
課
長
で
あ
っ
た
逆
瀬
川
正
文
氏
が
作
詞
し
、
霧
島
中
学 

校
教
諭
桐
原
早
平
氏
が
作
曲
し
た
も
の
で
あ
る
。

三
霧
島
の
方
言
と
こ
と
わ
さ

霧
島
の
こ
と
ば
は
、

一
般
に
言
う
鹿
児
島
の
方
言
と
共
通
し
て 

い
る
が
、
学
校
教
育
の
中
で
標
準
語
に
矯
正
さ
れ
て
、
死
語
に
な 

っ
て
い
る
も
の
も
多
い
。
ま
た
、
同
じ
意
味
で
敬
語
の
使
い
分
け 

な
ど
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
一
般
的
に
使
わ
れ
て
い
た
も
の
を
並 

べ
て
み
た
。
こ
と
わ
ざ
は
、
霧
島
老
人
ク
ラ
ブ
の
「
霧
島
の
昔
の 

く
ら
し
」
(

昭
和
五
十
七
年
刊)

か
ら
収
録
し
た
。

霧
島
の
方
言

相
手
に
し
な
い 

う
て
あ
わ
ん 

あ
ぶ
な
い 

あ

っ

ね

「あ
」
に
ア
ク
セ
ン
ト 

商
い 

あ
っ
ね
「
ね
」
に
ア
ク
セ
ン
ト 

あ
が
り
ま
せ
ん
か 

あ
が
い
や
は
ん
か 

あ
げ
ま
し
ょ
う
か 

あ
げ
も
ん
そ
か
い 

あ
ち
ら
こ
ち
ら
、
 

ほ
う
ぼ
う 

い
っ
ぺ
こ
っ
ぺ 

あ
る
限
り
全
部 

あ
い
た
け
ね
た
け 

兄 

あ
に
よ 

遊
び
友
達 

あ
す
っ
ど
し 

遊
び
道
具 

あ
す
っ
ど
っ
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新
し
い 

に
け 

家
の
裏
の
方 

せ
ど
や 

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か 

お
ぢ
や
は
ん
か 

い
く
先
ざ
き 

い
っ
ご
っ
さ
っ
ご 

行
き
づ
ま
り 

ふ
ん
づ
ま
い 

い
く
じ
な
し 

や
っ
せ
ん
ぼ 

い
い
か
げ
ん 

て

げ

て

げ•

ざ
っ
ぺ
ら
っ 

い
ろ
り 

ゆ
う
い 

い
ろ
り
の
正
面
の
座 

よ
こ
ざ 

い

ろ

り
で

鍋

な

ど

か

け

る

か

ぎ
ぢ

ぜ

か

ぎ 

急
い
で 

せ
し
こ
っ 

置
き
忘
れ
て
い
た 

う
っ
て
っ
お
っ
た 

う
る
さ
い 

せ
か
あ
し 

う
そ
を
言
う 

だ
ま
か
す 

う
ら
返
し 

さ
か
し
ん
め 

牛 

べ
ぶ 

遠
足 

え
ん
こ 

え
こ
ひ
い
き 

し
ん
そ
ん 

お
た
ま
じ
ゃ
く
し 

げ
し
っ
の
こ 

雄
牛 

こ
っ
て

憶
病
者 

や
っ
せ
ん
ぼ
・
ひ
っ
か
ぶ
い 

お
と
な 

お
せ 

思
っ
て
い
た
と
お
り 

あ
ん
の
じ
ゆ 

教
え
る 

い
っ
か
す
い 

大
き
な
声 

う
ご
え 

恐
ろ
し
い 

い
っ
わ
ざ
え 

大
損 

う
っ
ぽ
が
す 

お
れ
の
家 

お
い
げ
え 

驚
く 

た
ま
が
る 

牝
牛 

お
な
め
牛 

男
の
下
着 

バ
ッ
チ 

お
前 

わ

い
•

お
は
ん 

夫 

と
の
じ
ょ 

金
持
ち 

ぶ
け
ん
し
や 

簡
単 

め
や
し 

神
主 

ほ
い
さ
あ 

片
づ
け
る 

こ
ば
め
る 

感
心
な 

き
ど
っ
な 

か
わ
い
い 

む
ぜ

髪

を

伸

ば

し
て

か

ま
わ

な

い

人

や

ん

か

ぶ

い
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第四編現代の霧島町

か
ま
き
り 

お
ん
が
め 

か
き
ま
わ
す 

ま
ぜ
く
い 

肩
に
担
ぐ 

か
た
ぐ
っ 

か
わ
い
そ
う 

ぐ
ら
し
い 

が
ま
蛙 

ご
ん
ぜ
ば
っ 

蛙 

ど

ん

こ

び

つ•

び
っ
じ
ゆ 

か
び
が
生
え
た 

こ
し
が
ね
っ
た 

か
わ
い
ら
し
い
娘 

よ
か
お
ご 

兄
弟 

き
ょ
で 

き
ま
り
が
悪
い 

げ
ん
ね 

き
な
臭
い 

す
も
い
く
せ 

灸 

え
っ 

気
の
き
い
た
人 

た
ま
し
き
っ 

き

た

な

い•

不
潔 

み
と
ん
ね 

気
が
す
む
ま
で 

お
て
っ
き 

く
く
る 

き
び
る 

く
す
ぐ
っ
た
い 

こ
す
わ
い 

狂
っ
た
人 

き
っ
げ 

繰
り
言 

ぐ
ぜ
ご
っ 

暗
闇 

く
あ
す
ん

下
女 

め
ろ 

下
男 

で
か
ん 

げ
っ
ぷ 

ど
へ 

け
ち
な
人 

こ
ま
し
っ
ご
ろ 

け
む
た
い 

け
び 

こ
れ
だ
け
の
こ
と 

こ
し
こ
ん
こ
っ 

こ
っ
は
み
じ
ん 

ち
ん
が
ら
っ 

ゴ
ム
ま
り 

ぎ
っ
た
ま
い 

ご
苦
労
様 

お
や
と
さ
あ 

小
切
り 

こ
だ
く
い 

小
男 

こ
じ
っ
く
い 

小
言 

こ
ま
ご
つ 

こ
ら
し
め
る 

せ
っ
か
ん 

さ
か
ず
き 

ち
ょ
っ 

作
業
衣 

こ
だ
な
し 

さ
び
し
い 

と
じ
ん
ね 

叫
ぶ 

お
ら
っ 

昨
日
よ
り
二
日
前 

さ
っ
お
っ
て 

さ
か
さ
ま 

さ
か
し
ん
め 

心
配
す
る
な 

ち
か
あ
ね
が
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叱
ら
れ
る 

が
ら
る
っ 

修
繕 

こ
そ
く
い 

冗
談 

は
ら
ぐ
れ 

し
ま
っ
た 

ち
ょ
っ
し
も
た 

し
や
も
じ 

め
し
っ
げ 

し
つ
こ
く 

や
ん
き
も 

親
せ
き 

し
ん
ぢ 

吸
う 

す
あ
ぶ
い 

好

き

な

よ

う

に

「
気
ま
ま
に
」 

き
こ
ん
に 

隅
っ
こ 

す
ん
く
じ
ら 

す
ぐ
に 

い
っ
き 

ず
る
い 

え
い
じ 

す
べ
て 

ず

る

つ

ご

っ

そ

い 

す
っ
か
り 

す
っ
た
い 

ず
れ
下
が
る 

ず
ん
だ
る
い 

ず
る
賢
い
人 

ず
っ
ね
わ
ろ 

酢 

あ
ま
ん 

精
い
っ
ぱ
い 

せ
っ
ぺ
ん
こ
つ 

是
非
と
も 

さ
い
が
も 

精
を
出
す 

は
め
っ
く
い

背
中 

へ
っ 

そ
れ
で
も 

そ
い
ど
ん 

そ
の
ま
ま
引
き
返
す 

つ
ん
げ
し
ひ
っ
か
え
し 

損
を
す
る 

う
っ
ぼ
が
す 

大
黒
さ
ん 

で
ふ
つ
ど
ん 

た
く
さ
ん 

そ

が

ら

し•

あ
ば
て
ん
ね 

だ
ら
し
な
い 

だ
っ
も
ね 

楽
し
み 

た
の
す
ん 

大
変
な
こ
と 

で
し
な
こ
つ 

短
気
者 

き
も
い
っ
す
ん 

長
男 

す
よ 

ち
よ
っ
と 

い
つ
と
つ 

塵
だ
め 

は

あ

っ

だ

め•

ほ
い
つ
ぼ 

中
止 

う
っ
ち
ゃ
め 

つ
い
に 

ご
ろ
い
と 

つ
ま
ず
い
て
倒
れ
た 

は
ん
と
け
た 

疲
れ
た 

だ
え
た 

つ
ま
ら
な
い
こ
と 

え
し
れ
ん
こ
つ 

て
き
ば
き
と
仕
事
を
す
る 

て
ば
し
け 

て
こ
ず
っ
た 

あ
っ
ば
っ
た
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突
飛
な
こ
と 

と
っ
げ
ん
ね
こ
っ 

と
ん
で
も
な
い
こ
と
を 

か
か
あ
ん
ね
こ
つ 

ど
う
し
て
も
こ
う
し
て
も 

ど
し
て
ん
こ
し
て
ん 

と
り
え
は
な
い 

と
つ
ど
こ
や
ね
か 

な
ま
け
も
の 

ふ
ゆ
し
っ
ご
ろ 

何
度
も
・
た
び
た
び 

は
た
れ
っ 

生
意
気
な
奴 

け
す
い
ぼ 

何
も
持
た
な
い 

す
で
ぶ
い 

難
儀 

み
ご
え 

泣
き
な
が
ら
怒
る 

な
っ
ぐ
れ 

泣
き
虫 

な
け
べ
し 

な
お
さ
ら 

い
っ
だ
ん
な 

内
心 

ね
し
ゆ 

盗
む 

お
っ
と
い 

ね
た
む 

し
ょ
の
ん 

腹
一
杯
喰
い
す
ぎ 

じ
っ
ど
え
た 

は
じ
ま
ら
な
い 

と
っ
ま
ら
ん 

腹

づ

も

り•

計
画 

さ
ん
だ
ん 

久
し
ぶ
り 

さ
し
か
ぶ
い 

引
っ
張
る 

そ
び
っ

貧
乏
人 

ひ 

ん
だ
ご
ろ 

ひ
も
じ
い 

ひ
だ
い 

ぴ
っ
た
り 

が
っ
つ
い 

普

段
•

い
つ
も 

か
ね
っ 

拭
き
掃
除 

ふ
っ
や
っ
め 

不
届
き
者 

お
ど
も
ん 

不
自
由 

せ
ん
ぽ 

ふ
ん
ぞ
り
返
っ
て 

そ
ね
ば
い
か
え
っ 

不
潔 

き
っ
し
や
ね 

便
所 

せ
っ
ち
ん 

放
り
っ
ぱ
な
し 

ほ
た
い
ち
あ
か
し 

ほ
ん
の
短
い
時
間 

い
っ
と
っ 

ほ
ほ 

ふ

た

ん•

ふ
が
ま
つ 

来
年 

で
せ
ん 

利

口

な

人•

手
に
負
え
な
い
人 

て
ん
が
あ
も
ん 

料
理
す
る 

こ
し
た
ゆ
っ 

ろ
く
な
こ
と
は
し
な
い 

ど
っ
な
こ
ち
や
せ
ん 

ま
な
板 

き
い
ば
ん 

ま
さ
か 

い
か
な
こ
て 

耳
た
ぶ 

み
ん
ぢ
や
ば
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向
う
脛 

む
か
す
ね 

無
知
な 

や
っ
が
ね 

も
が
く•

じ
た
ば
た 

ば
た
ぐ
ろ 

勿
体
な
い 

あ
っ
た
あ
し
い 

タ
立 

さ
だ
っ 

予
想
し
な
い
こ
と 

か
っ
ご
ん
ほ
か 

小
さ
い
こ
と
ま
で
す
る 

こ
ま
ん
え 

余
程
の
こ
と 

じ
よ
じ
ょ
な
こ
つ 

余
計
に•

な
お
さ
ら 

ぢ
ん
じ

こ

と

わ

ざ

俚
諺
に
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
気
象 

に
関
す
る
言
い
伝
え
、
言
い
習
わ
し
や
、
日
常

生
活
や
農•

山
仕
事
に
関
す
る
例
え
話
、
戒
め
、
人
の
心
理
を
突 

い
た
も
の
な
ど
を
採
録
し
た
。
こ
う
し
た
俚
諺
も
次
第
に
遠
い
も 

の
に
感
じ
ら
れ
る
。
老
人
ク
ラ
ブ
編
の
「昔
の
く
ら
し
」
か
ら
—
。
 

〇
こ
つ
か
ぜ(

東
風)

ん
後
は
雨 

〇
高
千
穂
の
上
に
黒
雲
が
か
か
れ
ば
雨
に
な
る 

。
夕
焼
け
が
黄
色
に
な
っ
て
消
え
た
時
は
風
に
な
る 

。
北
ん
方
に(

北
の
方
に)

こ
っ
て
牛(

雄
牛)

が
寝
い
し
こ 

(

寝
る
だ
け)

青
空
が
あ
れ
ば
天
気
が
持
て
る 

。
大
浪
ん
の
池
ん
方
が
曇
れ
ば
雨
に
な
る

。
星
が
高
く
見
え
る
と
天
気
が
よ
く
な
り
、
低
く
見
え
る
と
悪
く 

な
る

〇
ブ
ト(

蟆
子)

が
多
い
時
は
雨
が
近
い

。
ア
ッ
ガ
エ(

あ
か
ぎ
れ)

が
い
て
と
き
や(

痛
い
時
は)

雨
が 

近
い

。
西
に
黒
雲
が
か
べ
を
し
た
時
は
雨

〇
猫
が
顔
を
こ
す
る
時
は
雨

〇
朝
露
が
無
い
時
は
雨

。
風
草
の
節
の
数
だ
け
台
風
が
く
る

。
朝
焼
け
が
し
た
時
は
雨
に
な
る

。
蜂
の
巣
が
高
い
年
は
風
が
吹
か
な
い 

〇
稲
の
穂
が
ま
が
っ
て
出
る
年
は
大
風
が
吹
か
な
い 

。
山
か
ら
も
ど
い
の(

山
仕
事
か
ら
帰
っ
た
時
の)

か
ら
い
も
、
 

だ

い
が(

誰
が)

食
わ
ん
チ(

食
わ
な
い
と)

ゆ

た

か(

言
っ 

た
か)
"

山
仕
事
は
は
げ
し
く
体
を
使
う
の
で
腹
が
減
る
。
山 

か
ら
帰
っ
た
時
は
か
ら
い
も
が
か
ね
て
よ
り
う
ま
い
。
食
わ
な 

い
と
い
う
人
は
い
な
い 

〇
し
ご
ち
ゃ(

仕
事
は)

小
皿
で
め
し
や(

飯
は)

ど
ん
ぶ
い 

(

ど
ん
ぶ
り)

H

仕
事
は
あ
ま
り
し
な
い
で
飯
だ
け
は
た
く
さ 

ん
食
う

577



第四編現代の霧島町

。
似
合
た
鍋
に
や
似
合
た
蓋U

割
れ
鍋
に
と
じ
蓋
、
似
た
者
夫
婦 

似
た
者
同
士

O

た

か

っ

の(

高
木
の)

づ

く

し
(

熟
柿)

見

た

ば

つ

か

い(

見 

た
ば
か
り)

。
柿

の

葉

ん

上(

葉
の
上)

豆

を

の

せ(

乗
せ)

が
な
っ
と
き
や 

(

な
る
時
は)

豆

を

植

え

て

ん(

植
え
て
も)

よ
か 

。
人

を

み

ん

な

ら(

見
る
な
ら)

ど

す
(

同
志
、
友
達)

見
れ 

o

わ

け

と

っ

の(

若
い
時
の)

難
儀
は•
こ

て

で

ん
(

買
っ
て
で 

も)

せ
(

せ
よ)
□

若
い
時
の
難
儀
は
自
分
か
ら
進
ん
で
せ
よ
、
 

金
で
買
っ
て
で
も
せ
よ
、
そ
う
す
る
こ
と
が
将
来
の
た
め
に
役 

立
つ

。
こ

ま

し

ご

ろ

男

ん

な(

け
ち
ん
ぼ
男
に
は)

青
菜
を
見
す
ん
な 

U

青
菜
の
味
噌
汁
を
煮
る
時
は
鍋
い
っ
ぱ
い
盛
り
上
げ
て
入
れ 

て
煮
る
が
、
煮
え
る
に
つ
れ
て
少
な
く
な
る
。
け
ち
ん
ぼ
男
に 

見
せ
る
と
、
多
過
ぎ
る
と
小
言
を
い
う
に
ち
が
い
な
い
か
ら
、
 

見
せ
な
い
方
が
よ
い

。

ひ

っ

ぱ

げ

粟(

生
え
方
が
悪
く
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
生
え
て
い 

る
粟)

見

て

か

ま

げ(

吹)

う

て
(

つ
く
れ)

U

粟
は
密
生
し 

て
い
る
と
生
長
が
悪
く
、
収
量
も
少
な
い
。

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
生 

え
て
い
る
粟
は
収
量
も
多
い
か
ら
、

こ
ん
な
粟
を
見
た
ら
吹
の

準
備
を
せ
よ

〇

粟

植

え

は

ど

ゆ

が(

土
用
が)

三
日
か
か
れ
ば
霜
が
う
つ
こ
ろ 

さ

ん
(

霜
で
い
た
め
ら
れ
な
い)
=

粟
植
え
の
時
期
を
教
え
た 

も
の

。
も

ん
(

籾)

の

か

っ

さ(

実
を
取
っ
た
後
の
く
ず)

は
娘
に
く 

れ
、
粟

ん
(

粟
の)

か
っ
さ
は
嫁
に
く
れU

も
み
の
カ
ッ
サ
は 

た
た
け
ば
ま
だ
も
み
が
取
れ
る
が
、
粟
の
カ
ッ
サ
は
た
た
い
て 

も
実
は
出
な
い̂

嫁
よ
り
も
娘
の
方
が
か
わ
い
い
と
い
う
こ
と 

。
ふ

の

わ

り(

運
の
悪
い)

粟

は

米

粒
(

米
粒
を)

か
れ
だ
さ
ん 

(

出
合
う
こ
と
が
で
き
な
い)
"

粟
飯
を
た
く
時
は
米
粒
よ
り 

粟
粒
の
方
が
数
が
多
い
か
ら
、
運
の
悪
い
粟
粒
は
米
粒
に
出
合 

う
こ
と
が
で
き
な
い

O

ソ

マ
(

蕎
麦)

は

打

っ

ち

ゃ

植

え(

畑
を
打
ち
返
し
て
す
ぐ
植 

え
る)

を

す

い

よ

っ

か(

す
る
よ
り
も)

ひ

ん

ね
(

昼
寝)

を 

せU

蕎

麦
は

土

地

に

水

分
が

多

過
ぎ

る
と

よ
く
生
え
な

い
か 

ら
、
畑
を
打
ち
返
し
て
か
ら
し
ば
ら
く
し
て
土
地
が
乾
い
て
か 

ら
植
え
た
方
が
よ
い

。
ソ

マ

植

け(

蕎
麦
植
え
に)

行

っ

と

き

や(

行
く
時
は)

水
く 

ん

と
(

水
汲
み)

と

い

っ

き

ょ

な(

行
き
会
う
な)
"

蕎
麦
植 

え
に
は
水
分
が
多
過
ぎ
る
と
よ
く
な
い
こ
と
を
言
っ
た
も
の
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。
ソ
マ
は
二
百
十
日
は
地
の
中H

蕎
麦
は
二
百
十
日
に
は
生
え
て 

い
な
い
方
が
よ
い
と
い
う
こ
と

。
ソ
マ
は
七
五
日
目
の
朝
飯
に
間
に
合
うU

蕎

麦

は

生

長

が

早 

く
、
蒔
い
て
か
ら
七
五
日
目
に
は
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る

〇

コ

ム

ム

て

ん(

小
さ
く
て
も)

米

ん

団

子
(

米
の
粉
の
団
子) 

H

団
子
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
な
か
で
も
米
の
粉
で
つ
く
っ 

た
団
子
は
形
は
小
さ
く
て
も
栄
養
価
が
高 

く
腹
持
ち
も
よ
い
。
人
も
体
が
大
き
い
ば 

• 

か
り
が
能
で
は
な
い
と
い
う
意

四
昔
の
運
搬
方
法

手

に

寺

っ

て

軽

い

も

の

——

ふ
ろ
し
き
包 

肩

に

担

っ

て

み
•

重
箱
。

山

お
こ

長

さ

一

八

〇

置

ぐ

ら

い

の

棒

の 

両
端
を
と
が
ら
せ
て
、
稲
や
草
、
薪
な
ど
を 

束
ね
た
も
の
に
突
き
さ
し
て
肩
に
か
っ
い
で 

運
ん
だ
。
山

お

こ

は

カ

シ•

シ

イ•

ス

ギ• 

ヒ
ノ
キ
な
ど
で
作
っ
た
。

い
ね
さ
し 

長
さ
一
一 0

碑
ぐ
ら
い
の
棒

の

両

端

に

肥

料

桶(

こ
え
た
ん
ご)

籠
な
ど
に
ひ
も
を
か
け
て
肩 

に
か
つ
ぐ
。

い

ね

か

っ

長
さ
一
一
〇
建
ぐ
ら
い
の
棒
の
両
端
に
ひ
も
で 

か
ぎ
を
つ
け
て
、
か
ぎ
に
水
汲
桶(

た
ん
ご)

、
 

竹
籠
な
ど
か
け
て
肩
に
か
つ
い
で
運
ん
だ
。
昭
和
初
期
ま
で
は
霧

島
で
も
行
わ
れ
て
い
た
。

婦人が山おこで稲をかついで運ぶ

水汲たんご
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大
き
な
ふ
ろ
し
き
に
包
ん
で
背
中
に
負
う
。

背
中
に
負
っ
て

竹
籠
に
入
れ
て
負
う
。
赤
ち
ゃ
ん
を
帯
で
負 

う
。
ざ

っ

つ

か

れ(

小
さ
な
荷
物
を
ふ
ろ
し
き
に
包
ん
で
右
肩
か

ら
斜
め
に
左
わ
き
下
を
通
し
て 

前
で
結
ぶ)

。

か

れ

こ

か

れ

こ

に

の

せ

て 

背
中
で
背
負
う
。
籾
•

麦
•

米 

な
ど
の
穀
物
、
薪
、
草

、
材
木 

•

堆
肥
な
ど
を
運
ん
だ
。
霧
島 

は
坂
道
が
多
か
っ
た
の
で
よ
く 

利
用
さ
れ
た
。

馬
こ
う
せ
る 

馬
を
使
っ
て

(

背
負
わ
せ

る)

稲
•

麦
•

大

豆
•

草
、
薪
、
堆
肥
な
ど
を
運
ば
せ
た
。 

馬
に
引
か
せ
る 

荷
馬
車
や
、
木
材
な
ど
を
引
か
せ
た
。

地
ず
い
、

そ
い(

橇)

、
牛

車
(

だ
し
ご
ろ
車) 

牛
を
使
っ
て

大
き
な
材
木
な
ど
を
牛
に
地
面
を
引
き
ず
ら
せ 

な
が
ら
運
搬
し
た
り
、
橇
を
使
っ
て
引
か
せ
た
り
、
牛
車
を
引
か 

せ
た
り
し
た
。
牛
車
は
、

一
般
の
農
家
で
は
一
番
よ
く
利
用
さ
れ 

た
。

昭
和
四
十
年
代
ま
で
は
使
わ
れ
た
が
今
は
見
ら
れ
な
く
な
っ 

た
。人

力
で
動
か
す 

こ

ろ

，
て

こ•

ろ

く

ろ
(

か
ぐ
ら
さ
ん)

な 

ど
利
用
し
た
。

カゝれこ

ろ こ

て こ

重
い
物

ろくろ
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第
一
〇
節
自
然
保
護

自

然

保

護

霧
島
連
山
は
、
日
本
で
最
初
に
指
定
さ
れ
た
国 

立
公
園
で
あ
り
，、
 

全
国
に
広
く
そ
の
名
を
知
ら
，
 

れ
て
い 
る
。 

霧
島
連
山
が 
世
界 
に
誇
る
モ
ミ 
•

ツ
ガ 
•

ア
カ
マ
ツ 

の
巨
木
と
照
葉
樹
林
は
、
霧

島

独

特

の

自

然

林

を

形

成

し

て

い 

る
。

そ

の

他

の

広

葉

樹

な

ど

多

く

の

種

類

の

樹

木

が

茂

り

、

シ 

カ
•

イ

ノ

シ

シ

を

は

じ

め

野

生

動

物

も

生

息

し

、
火
口
湖
、
温 

泉
、
渓

流

、
滝
な
ど
、
そ
の
自
然
の
調
和
に
は
目
を
見
張
る
も
の 

が
あ
る
。

四
季
折
々
に
見
せ
る
自
然
の
表
情
、
雄
大
な
景
観
、
ま 

さ
に
自
然
の
宝
庫
で
あ
る
。
霧
島
町
民
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
人 

類
に
と
っ
て
、

か
け
が
え
の
な
い
貴
重
な
財
産
で
あ
る
。
私
た
ち 

は
こ
の
す
ば
ら
し
い
霧
島
の
自
然
を
次
の
世
代
へ
引
き
継
ぐ
遺
産 

と
し
て
、
大
切
に
大
切
に
保
護
し
て
い
く
こ
と
は
責
務
で
あ
る
こ 

と
を
自
覚
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

「
霧
島
の
自
然
を
守
る
会
」

は
昭
和
六
十
三
年
牧
園
町
を
中
心 

に
し
て
結
成
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
隼

人

町•

吉

松

町•

栗

野

町• 

え
び
の
市
、
都

城

市•

小
林
市
な
ど
で
も
霧
島
の
自
然
を
守
る
活

動
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。
本
町
は
霧
島
の
自
然
を
守
る
た
め
の
重 

要
な
位
置
に
あ
る
の
で
、
行
政
と
一
体
と
な
り
、
霧
島
の
自
然
保 

護
に
さ
ら
に
努
力
す
る
必
要
が
あ
る
。

環
境
美
化
活
動

高
度
経
済
成
長
に
よ
る
大
型
レ
ジ
ャ
ー
時
代 

を
迎
え
、
本
町
を
訪
れ
る
観
光
客
は
年
間
一 

三
〇
万
人
に
達
し
て
い
る
。
車
社
会
の
中
で
観
光
地
で
は
散
乱
ゴ 

ミ
が
新
た
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
本
町
で
も
、
青
年
団
主
催
に 

よ

る

空

き

缶•

瓶
類
、
散

乱

ゴ

ミ

の

回

収

奉

仕

作

業(

町
内
各
種 

団
体
、

こ

ど

も

会•

老

人

ク

ラ

ブ•

婦
人
会
、
観
光
協
会
、
衛
生 

普
及
会
、
商
工
会
、
商
店
街
通
り
な
ど)

の
美
化
活
動
が
進
め
ら 

れ
、
役
場
職
員
互
助
会
も
、
年
二
回
の
空
き
缶
回
収
奉
仕
作
業
に 

取
り
組
ん
で
い
る
。

町
内
一
斉
ふ
る
さ
と
美
化
活
動 

毎
年
一
回
、
全
町
民
参
加
の 

美
化
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
各
自
治
公
民
館
ご
と
に
こ
ど
も 

会
を

は

じ

め

青

壮

年•

婦
人
会
な
ど
全
員
が
参
加
し
て
い
る
。
 

霧
島
川
愛
護
同
好
会

昭
和
五
十
一
年
に
結
成
さ
れ
た
。
目
的 

は
ご
み
の
投
棄
防
止
の
た
め
の
立
て
看
板
の
設
置
、
河
川
愛
護
の 

啓
発
、
稚
魚
の
放
流
な
ど
。
な
お
、

こ
れ
と
は
別
に
駅
前
自
治
公 

民
館
で
は
、
毎
年
一
回
、
駅

前

を

流

れ

る

狩

川(

二
級
河
川)

の 

清
掃
美
化
活
動
を
実
施
、
三
年
目
か
ら
ホ
タ
ル
が
こ
の
川
に
帰
っ
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て
き
た
。
こ
の
よ
う
に
環
境
美
化
活
動
も
徐
々
に
で
は
あ
る
が 

町
民
の
意
識
を
変
え
つ
つ
あ
る
。
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第四章教育•文化

第

四

章

教

育•

文
化

第
一
節
教
育
制
度
の
変
遷

一
 

教
育
委
員
会

戦
後
、
地
方
自
治
の
本
旨
に
沿
っ
て
、
地
方
制
度
に
諸
般
の
改 

革
が
行
わ
れ
た
が
、
昭

和

二

十

二

年(

一
九
四
七)

地
方
自
治
法 

を
は
じ
め
一
連
の
法
改
正
に
よ
っ
て
、
県
も
市
町
村
も
独
立
の
自 

治
体
と
し
て
、
教
育
の
物
的
人
的
運
営
の
面
に
つ
い
て
も
、
す
べ 

て
地
方
公
共
団
体
が
責
任
を
負
う
こ
と
と
さ
れ
た
。

つ
ま
り
、
国 

は
も

っ

ぱ
ら

地

方

団

体

の

教

育

事

務

の

執

行

に

つ

い
て

指

導

、
 

助
言
、
援
助
な
ど
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う 

な
戦
後
の
動
き
の
中
で
、
わ
が
国
の
教
育
水
準
を
高
め
、
教
育
に 

つ
い
て
公
正
な
民
意
を
反
映
し
、
教
育
の
自
主
性
と
、
教
育
行
政 

の
地
方
分
権
化
を
図
る
た
め
誕
生
し
た
の
が
教
育
委
員
会
制
度
で

あ
る
。

戦
前
の
教
育
行
政
は
、
極
端
な
中
央
集
権
と
官
僚
支
配
下
に
お 

か
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
新
憲
法
は
、
地
方
制
度
と
そ
の
運
営
に 

つ
い
て
は
、
地
方
自
治
の
運
営
に
沿
い
法
律
で
定
め
る
こ
と
と
し 

た
か
ら
、
教
育
制
度
の
面
で
も
、
戦
前
の
や
り
方
は
改
め
な
け
れ 

ば
な
ら
な
か
っ
た
。

こ

う

し

た
こ

と

か

ら

昭

和

二

十

三

年

七

月 

「
教
育
委
員
会
法
」
が
公
布
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
都
道
府
県
に
お 

い
て
は
同
年
十
月
五
日
、
公
選
に
よ
る
教
育
委
員
の
選
挙
が
行
わ 

れ
、
同
十
一
月
一
日
、
都
道
府
県
教
育
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
。 

続
い
て
市
町
村
に
お
い
て
は
同
二
十
七
年
十
一
月
か
ら
市
町
村
教 

育
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
。

教
育
委
員
会
法
は
そ
の
後
運
用
の
実
際
に
当
た
っ
て
、
実
情
に 

即
し
な
い
面
が
あ
っ
た
の
で
、
全
面
改
正
が
図
ら
れ
、
昭
和
三
十 

一
年
六
月
、
「
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
」 

が
公
布
さ
れ
た
。
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改
正
の
主
な
点
は
、①

教
育
委
員
の
選
任
方
法
は
公
選
制
か 

ら
、
議
会
の
承
認
を
得
て
首
長
が
任
命
す
る
、②

教
育
長
は
教
育 

委
員
の
中
か
ら
、
県
教
育
委
員
会
の
承
認
を
得
て
、
市
町
村
教
育 

委
員
会
が
任
命
す
る
、③

長
(

知
事
と
市
町
村
長)

と
教
育
委
員 

会
と
の
権
限
に
調
整
を
加
え
た
、④

小
中
学
校
教
職
員
の
任
命
権 

を
、
市
町
村
教
育
委
員
会
か
ら
県
教
育
委
員
会
に
移
し
た
、⑤

文 

部
大
臣
や
都
道
府
県
教
育
委
員
の
積
極
的
な
指
導
的
地
位
を
明
ら 

か
に
し
た
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。

教
育
委
員
会
は
、
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
教
育
に
関
す
る
事 

務
の
う
ち
、
長
の
権
限
と
さ
れ
て
い
る
二
、
三
の
例
外
を
除
き
、
 

す
べ
て
教
育
委
員
会
が
執
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
 

地
方
教
育
行
政
法
で
は
教
育
委
員
会
の
職
務
権
限
を
次
の
と
お 

り
示
し
て
い
る
。

O

教育委員会の所管に属する学校その他の教育機関の設 

置、管理、及び廃止に関すること

。教育財産に関すること

o

教育委員会の所管に属する学校その他の教育機関の職員 

の任免、その他の人事に関すること 

。学齢生徒及び学齢児童の就学ならびに、生徒児童及び幼 

児の入学、転学、及び退学に関すること 

。学校の組織、編成、教育課程、学習指導、及び職業指導

に関すること

。教科書その他の教材の取扱いに関すること 

〇校舎その他の施設及び教具その他の設備に関すること 

〇校長教員その他教員関係職員の研修に関すること 

。校長教員その他教育関係職員ならびに生徒、児童、幼児 

の保健、安全、厚生及び福利に関すること 

。学校その他の教育機関の環境衛生に関すること 

。学校給食に関すること 

〇青少年教育、婦人教育及び公民館の事業、その他の社会 

教育に関すること

。体
育(
スポーツを含む)

に関すること

。文化財の保護に関すること

。ュネスコ活動に関すること 

。教育に係る法人に関すること 

。教育に係る調査及び指定統計その他の統計に関すること 

。所掌事務に係る広報に関すること 

〇前各号にかかげるもののほか、当該地方公共団体の区域 

内における教育に関すること 

霧島町においては、前記の法に基づいて昭和二十七年 

十月五日、第一回の選挙が行われた。この時は立候補者 

数と委員定数が同数であったので、無投票で次の人々
が 

選ばれた。

椎

原

誠

治 

下
脇 

盛 

佐
多 

豊
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歴代教育委員

昭和30.10 31.10 32.10 33.10 34.10 35.10

委員長।椎原誠治 宮田安彦 宮田安彦 !宮田安彦 桂 久春 椎原誠治

副委員長1木鶴衛門 桂 久春 桂 久春 桂 久春 後庵長太郎 桂 久春

委 員下脇 盛 小里貞利 小里貞利 小里貞利 真名子政治 後庵長太郎

同 上松瀬栄二 真名子政治 真名子政治 真名子政治 木野田 
喜右衛門

木野田 
喜右衛門

同 岡兀兼志 椎原多喜 後庵長太郎 後庵長太郎

教育長淵脇清香 宮田安彦 宮田安彦 1宮田安彦 宮田安彦 宮田安彦

昭和36.10 37.10 38.10 39.10 40.10 41.10

委員長

副委員長

椎原誠治

桂 久春

椎原誠治

桂 久春

椎原誠治

桂 久春

椎原誠治

桂 久春

椎原誠治 

鳥丸正兵衛

椎原誠治 

鳥丸正兵衛

委 員 帖佐軍吉 帖佐軍吉 鳥丸正兵衛 鳥丸正兵衛 竹下栄吉 木野田 
喜右衛門

同
木野田 
喜右衛門

木野田 
喜右衛門

木野田 
喜右衛門

木野田 
喜右衛門

木野田 
喜右衛門

竹下栄吉

教育長 宮田安彦 宮田安彦 宮田安彦 宮田安彦 宮田安彦 宮田安彦

585

昭和42.10 43.10 44.10 45.10 46.10 47.10

委員長 椎原誠治 椎原誠治 椎原誠治 鳥丸正兵衛 鳥丸正兵衛 鳥丸正兵衛

副委員長 鳥丸正兵衛 鳥丸正兵衛 鳥丸正兵衛 馬場実義 馬場実義 高林義雄

委 員
木野田 
喜右衛門

馬場実義 馬場実義 後藤 実 高林義雄 馬場実義

同 竹下栄吉 竹下栄吉 竹下栄吉 宮田安彦 後藤 実 後藤 実

教育長 宮田安彦 有村真信 有村真信 有村真信 園田義美 園田義美

昭和48.10 49.10 50.10 51.10 52.10 53.10

委員長 鳥丸正兵衛 鳥丸正兵衛 鳥丸正兵衛 鳥丸正兵衛 高林義雄 高林義雄

副委員長 高林義雄 高林義雄 高林義雄 高林義雄 松元熊義 松元熊義

委 負 後藤 実 後藤 実 松元熊義 松元熊義 馬場実義 馬場実義

同 馬場実義 馬場実義 馬場実義 馬場実義 坂元 貢 坂元 貢

教育長 園田義美 園田義美 園田義美 鮫島 功 鮫島 功 鮫島 功

昭和54.10 55.10 56.10 57.10 58.10 59.10

委員長 高林義雄 高林義雄 高林義雄 高林義雄 高林義雄 高林義雄

副委員長 松元熊義 松元熊義 松元熊義 松元熊義 松元熊義 松元熊義

委 れ 馬場実義 馬場実義 馬場実義 馬場実義 吉永辰雄 吉永辰雄

同 坂元 貢 坂元 貢 吉永辰雄 吉永辰雄 小浜公志 小浜公志

教育長 鮫島 功 鮫島 功 有田春男 有田春男 有田春男 有田春男
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昭和60.10 61.4 62. 4 63. 4 平成1.4 2. 4

委員長 松元熊義 東芦谷政美 東芦谷政美 入来岩男 入来岩男 入来岩男
副委員長 小浜公志 小浜公志 小浜公志 小浜公志 小浜公志 小浜公志
委 員 東芦谷政美 桂 巌 桂 巌 桂 巌 浜崎辰夫 浜崎辰夫

同 鵜木幸子 鵜木幸子 鵜木幸子 鵜木幸子 鵜木幸子 鵜木幸子
教育長 有田春男 有田春男 南一雄 南一雄 南 一雄 南 一雄

平成3. 4

委員長 入来岩男

副委員長 小浜公志

委 員 浜崎辰夫

同 鵜木幸子

教育長 峯崎隆男

木
野
田
喜
右
衛
門 

鳥

丸

正

兵

衛(

議
会
選
出) 

昭

和

二

十

七

年(

一
九
五
二)

十
一
月
一
日
か
ら
霧
島
町
教
育 

委
員
会
が
発
足
し
、
 

教
育
委
員
長
に
椎
原
誠
治
氏
が
選
ば
れ
、
教 

育
長
に
、
淵
脇
清
香
氏
が
任
命
さ
れ
た
。

同
三
十
一
年
六
月
、
 

前 

述

の

「
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
」
が
公 

布
さ
れ
、
委
員
任
命
制
と
な
り
、
議
会
選
出
の
委
員
は
廃
止
さ
れ 

た
。

二
戦
後
の
学
校
教
育

終

戦

を

迎
え

連

合

国
軍

総

司

令

部(
G
H
Q
)

は
昭
和
二
十
年 

(

一
九
四
五)

十
月
に
教
育
民
主
化
を
指
令
、
わ
が
国
の
教
育
界 

は
か
っ
て
な
い
混
乱
期
を
迎
え
た
。

こ
れ
ま
で
の
軍
国
主
義
的
な 

内
容
は
一
切
排
除
さ
れ
た
。
特

に

教

育

現

場

は

対

応

に

苦

慮

し 

た
。
例
え
ば
、

こ
れ
ま
で
使
用
し
た
全
教
科
書
の
削
除
す
べ
き
箇 

所
(

軍

国
主
義
的
な
単
語
や
文
章•

天

皇
•

日
の
丸
な
ど)

は
子 

供
に
墨
を
塗
ら
せ
た
り
、
ま
た
剣
道
防
具
な
ど
も
す
べ
て
廃
棄
さ 

せ
た
。

昭
和
二
十
一
年
に
改
訂
さ
れ
た
教
科
書
は
、
 

古
紙
を
四
つ
折
り 

に
し
た
印
刷
物
が
配
布
さ
れ
、
 

家
に
持
ち
帰
り
糸
で
つ
づ
っ
て
教

586



第四章 教育•文化

科
書
と
し
て
使
用
し
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。

昭
和
二
十
一
年
に
米 

国
教
育
使
節
団
の
調
査
が
行
わ
れ
、
わ
が
国
の
教
育
の
改
革
す
べ 

き
点
が
指
摘
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
り
学
校
教
育
は
、
根
底
か
ら
新 

し
い
教
育
理
念
に
基
づ
く
方
向
づ
け
が
な
さ
れ
た
。

そ

の

沿

革
 

は
、
次
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。

沿

革
。

昭
和
二
十
一
年
五
月
三
日
、
新
憲
法
公
布 

。
昭
和
二
十
二
年
、
教
育
基
本
法
、
学
校
教
育 

法
が
公
布
さ
れ
、
教
育
の
機
会
均
等
、
男
女
共
学
な
ど
ざ
ん
新 

な
点
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
学

制

も

六•

三
•

三
制
の
新
学
制
が 

施
行
さ
れ
学
校
教
育
も
か
つ
て
な
い
変
革
を
も
た
ら
し
た
。

こ 

れ
ま
で
の
国
民
学
校
を
小
学
校
と
改
称
、

六

年

生

ま

で

収

容 

し
、
従
来
の
高
等
科
は
三
年
制
の
新
生
中
学
校
に
収
容
、
小
、
 

中
学
校
の
九
年
間
を
義
務
教
育
と
し
た
。
高
等
学
校
三
か
年
、
 

四
年
制
大
学
に
改
め
ら
れ
た
。

。
昭
和
二
十
二
年
五
月
二
日
、
新
学
制
に
よ
り
、
霧
島
第
二
中
学 

校
(

現
在
の
霧
島
中
学
校)

を
大
田
小
学
校
内
に
創
立
し
、
永 

水
•

霧
島
各
小
学
校
に
分
教
場
を
設
け
た
。
 

。
昭
和
二
十
三
年
三
月
、
霧
島
村
立
青
年
学
校
を
廃
止 

。
昭
和
二
十
三
年
四
月
、
永

水

教

場
は

霧

島

第

一

中

学

校(

東
襲 

山
中
学
校
、
後
に
現
在
の
国
分
中
学
校
に
統
合)

に

所

属

移

管

、
永
水
分
校
と
な
る̂

。
昭
和
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら

霧
島
教
場
は

霧
島
分
校
と
な 

る
。

o

昭
和
二
十
四
年
十
一
月
一
日
、
霧
島
第
二
中
学
校
を
霧
島
中
学 

校
と
改
称

。

昭
和
二
十
五
年
二
月
、
霧
島
中
学
校
新
校
舎
第
一
期
工
事
現
在 

位
置
に
落
成
、
大
田
小
学
校
か
ら
移
転
し
た
。 

。

昭
和
二
十
七
年
、
教
育
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
。
 

。
昭
和
三
十
七
年
四
月
一
日
、
霧
島
分
校
は
霧
島
東
中
学
校
と
し 

て
独
立

。
昭
和
四
十
二
年
四
月
一
日
、
永
水
中
学
校
を
霧
島
中
学
校
に
統 

合

。

昭
和
四
十
六
年
四
月
一
日
、
町

立

大

田

幼

稚

園

創

設(

大
田
小 

学
校
に
併
設
、
大
田
小
校
長
、
園
長
を
兼
任) 

。
昭
和
四
十
七
年
三
月
三
十
日
、
町
立
幼
稚
園
園
舎
竣
工 

。
同
三
月
三
十
一
日
、
町
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
場
竣
工 

〇
同
四
月
十
日
、
小
中
学
校
、
幼
稚
園
に
完
全
給
食
開
始 

。
昭
和
五
十
二
年 

「
霧
島
の
教
育
」
第
一
号
発
刊 

〇
昭
和
五
十
三
年 

霧
島
町
立
小
中
学
校
区
審
議
会
発
足 

。
昭
和
六
十
年 

霧
島
中
学
校
と
霧
島
東
中
学
校
統
合
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用 ◎全国平均を上回るもの，〇 県平均を上回るもの。

年齢•性別
女 子

6 7 8
9 10 11 12 13 14

身

長

全 国 116.0 121.8 127.4 133.1 139.5 146.3 151.5 154.7 156. 4

県 115.2 120.9 126.5 132.1 138.7 145.2 150.7 154.2 156. 0

町 115.0 121.1 126.7 131.3 138.9 145.0 150.0 154.3 155.9

大田小 114.6 120.8 127.0 0132. 5 138.7 0145. 9

霧島小 卯6. 4
〇

2
 

&
§128. 6

129.7
3114 却 0146. 5

永水小 113.8 119.3 124.7 128.8 135.9 137.5

霧島中 150.0 0154. 3 155.9

体

重

全 国 21.1 23.6 26.6 29.9 34.0 38.9 43.9 47.5 50.2

県 20.7 23.1 26.0 29.2 33.4 38.1 43.1 47.0 49.8

町 21.6 23.9 26.8 28.7 34.3 38.7 43.9 46.3 49.4

大田小 20.7
只 23.9〇 26.5〇 29.8〇 34.0〇 38.8

霧島小
丹 22.5禺 24.1 禺 28.3

27.1
巧 36.0ド 39.5

永水小
§ 21.8

21.7 〇 26.2 26.2 33.1 35.3

霧島中 43.9 46.3 49.4

全 国 56.7 58.8 61.3 64.0 67.3 71.2 75.5 78.0 79.9

胸

囲

県 56.1 58.2 60.5 63.0 66.4 70.3 74.7 77.5 79.6

町 57.6 58.7 61.1 62.9 68.7 70.5 75.5 77.7 80.2

大田小 55.2 58.2 60.4 〇 63.5〇 67.2 69.4

霧島小 牌 58.7我 59.5専 63.5
62.3071-5

3 73.1

永水小
胃 59.0

58.0
F 61.5

60.3
皆 68.5g 71.8

霧島中 〇 75.5〇 77.7◎ 80.2

座:

高

全 国 64.9 67.5 70.0 72.6 75.6 79.0 81.9 83.6 84.6

県 64.4 67.0 69.6 72.2 75.4 78.7 81.6 83.5 84.5

町 〇 64.6 67.5 69.8 71.9 75.4 78.9 81.8 84.1 84.2

大田小 64.4 67.0 69.5 72.2 75.2 78.4

霧島小
匿 65.1 6

 67. 
◎

〇
5
 
1± 

©
O 71.7

116
 

©
O & 79.3

し

永水小 63.8 66.6 68.8 70.3 74.6 74.1

1霧島中 〇 81.8 〇 84.1 84.2
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児童•生徒の体位（平成2年度）

年齢•性別

6 1

男 子

7 8 9 10
1—

12 13 14

身

長

全 国 116. 8 122.目 128.11 133.2 138.6 144.4 151.4 158.8 164. 5

県 115. 7 121.5 127. 0 132.2 137.3 143.0 149.9 157.5 163. 5

町 116. 3| 122. 0 127. 7 132.8 138.0 144.8 150.7 157.5 162. 6

大田小 0116.1(
,122. 7 0127. 2 ,*32. 5 3138. 2,|145. 9

霧島小
017.1

121.1
3127. 6 ,gl33. 5 137. 5^当 45. 7

永水小
^117. 8： 121.2 ◎133. 2 132.0 137.1 140.5

霧島中 3150. 7 157. 5 162. 6

体

1重

全 国 21.5|
24. 0* 27. 2)

30.3 33.9 38.0 43. 5 49. Ol 54. 2

県 21.1 23. 6 26. 5 29.5 32.8 36.6 41.7 47.5 52. 7

町 20. 9 23. 5 27. 2 30.2 34.2 38.5 41.3 46. 9 51.3

大田小 20. 9
24. 01

26. 7 (◎ 30. 5凡 34. 8*g 39.6

霧島小 21.1 23.0 27. 0 (3 29.6 〇 33.7
g 38.1

永水小 20.5 22.8
g 32.3 〇 29.8 31.8 32.5

霧島中 41.3 46. 9 51.3

胸

囲

全 国
58. 01

60.1 62. 7 65.2 67.9 70.6 73.9 77. 2 80. 6.

県 57.5 59.7 62.1 64.4 66.8 69.4 72.6 76. 2l 79. 6

町 57.2 59.2 63. 2 65.4 67.7 69.8 74.3 76. 8 78. 61

大田小 署 56. 5 58.9 〇 62.41
§65.3

〇 67.8 70.3

霧島小
専 58. 5

59.6 〇 63. 9
电 65.3我 68.2 70.2

永水小 53.4 59.0
R 68.21g 65.8

66.4 67. 5

霧島中 ◎ 74.3 〇 76. 8* 78. 6

座

高

全 国 65.3 67.9 70. 4 72.6 74.9 77.4 80.7 84.3 87. 5

県 64.7 67.4 69.9 72.2 74.4 76.8 80. 83.8 87. 0：

町 65.7 67.7 70.6 72.7 75.0 78.3 79.9 83. 7 86. 0

大田小 〇 65.3 〇 67.7〇 70.4 〇 72.4075.1
禺 78.4

霧島小
& 66.1

〇 67.7 〇 70.3
党 73.5 〇 74.7

只 78.7

永水小
専 66.3 〇 67.5074-0〇 72.4 〇 74.6 75.9

霧島中 79.1 83. 7 86.0

髭I ◎全国平均を上回るもの，〇県平均を上回るもの。
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。
同 

六
十
二
年 

町
内
小
中
学
校
に
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ1
 

タI

購

入
(

中
学
校
一
〇
台
、
小
学
校
各
三
台) 

。
平
成
元
年 

A
E
T

事

業
(

外
国
青
年
招
致
事
業)

と
し 

て
英
国
青
年 

ハ
ー
カ
ー
リ
チ
ャ
ー
ド
氏
を
採
用
す
る
。
 

学

校

給

食
 

わ
が
国
の
学
校
給
食
は
、
古

く

は
明
治
二
十
二 

セ

ン

タ
1

年
(

一
ハ
ハ
九)

経
済
的
に
恵
ま
れ
な
い
児
童 

を
対
象
に
慈
善
救
済
的
な
昼
食
供
与
を
行
っ
た
の
が
は
じ
ま
り
と 

い
わ
れ
て
い
る
。 

学
校
給
食
と
位
置 

づ
け
て

、
給
食
が 

始
ま
っ
た
の
は
、
 

戦
後
の
経
済
的
な 

困
窮
と
食
糧
不
足 

か
ら
、
児
童
生
徒 

を
救
済
す
る
た
め 

に
、

ュ
ニ
セ
フ
物 

資
放
出
の
粉
ミ
ル 

ク
に
よ
る
、
補
食 

給

食

か

ら

だ

っ 

た
。

昭
和
三
十
五

学校給食センター

年
に
大
田
小
学
校
、
同
三
十
六
年
に
永
水
小
学
校
、
同
三
十
七
年 

に
霧
島
小
学
校
と
そ
れ
ぞ
れ
に
、
調
理
場
を
整
備
し
て
、
完
全
給 

食
を
開
始
、
同
四
十
七
年
町
立
給
食
セ
ン
タ
ー
が
竣
工
、
町
内
の 

小
中
学
、
幼
稚
園
児
に
完
全
給
食
を
始
め
た
。

工
事
費
は
建
物
だ 

け
で
五
六
四
万
三
〇
〇
〇
円
で
、
施
工
者
は
溜
工
務
店
で
あ
っ
た
。
 

学
校
給
食
は
児
童
生
徒
の
健
全
な
発
達
を
助
長
し
、
栄
養
に
関 

す
る
正
し
い
知
識
を
学
ぶ
実
践
の
場
を
与
え
た
。

ま
た
町
民
の
食 

生
活
改
善
の
波
及
効
果
に
結
び
つ
く
こ
と
を
考
え
る
と
、
戦
後
の 

教
育
に
は
画
期
的
な
制
度
で
あ
っ
た
。

児
童
生
徒
の
体
位
に
関
す
る
資
料
を
別
掲
す
るC 

三 

小
•

中

学

校

、

幼

稚

園 

1

大

田

小

学

校(

大
田
小
学
校
保
管
同
校
沿
革
史
に
よ
る) 

明

治

三

年(

一
八
七
〇)

八
月
、
東
襲
山
村
、
大
窪
字
桑
原
の 

旧
射
的
場
跡
に
、

田
口 
•

川

北
•

大
窪
三
村
の
設
立
に
よ
る
練
字 

館
を
建
て
る
。

国
分
の
人
窪
田
真
二
氏
を
雇
い
士
族
の
子
弟
二
十 

余
人
に
読
書
、
習
字
を
教
え
た
。
教
員
俸
給
は
年
米
四
石
、

こ
れ 

は
士
族
戸
数
に
分
割
負
担
さ
せ
た
。
 

明

治

四

年(

一
八
七
一)

十
月
、

田
口
、
大
窪
間
に
紛
議
を
生
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じ
廃
館
。

明

治

五

年
(

一
八
七
二)

、

田
口 
•

大

窪
•

川

北

三

村

の

有

志 

協
議
し
、
 

前
館
を
田
口
の
梅
北
に
移
し
村
校
と
名
づ
け
て
授
業
を 

再
開
、
教
員
六
人
、
生
徒
五
十
余
人
、
時
計
、
机
•

腰
掛
け
を
初 

め
て
使
用
し
た
。
教
科
は
読
書
、
習
字
の
外
に
石
盤
を
与
え
て
筆 

算
の
練
習
を
さ
せ
た
。

明

治

八

年
(

一
八
七
五)

二
月
、

再
び
紛
議
を
生
じ
廃
校
、
家 

屋
も
売
却
し
て
し
ま
っ
た
。

明

治

十

一

年(

一
八
七
八)

二
月
ま 

で
学
校
の
設
立
な
し
。

同
年
、
田
口 
•

大

窪

に

各

一

校

を

設

置 

し
、

こ
の
状
態
が
、
明

治

二

十

九

年(

一
八
九
六)

五
月
ま
で
約 

一
九
年
間
続
く
。

大
田
小
学
校
の
前
身
で

あ
る
田
口
小
学
校
は
明
治
十
一
年
二 

月
、
字
山
之
上
四
一
番
戸
中
島
佐
兵
衛
の
家
屋
を
借
り
、
農
工
商 

の
別
な
く
三
十
余
人
の
子
弟
を
集
め
、
読

書
•

習
字
の
教
授
を
す 

る
。
名
づ
け
て
学
校
と
い
う
。
椎
原
喜
之
丞•

宮
田
彦
作•

入
来
弥 

兵
衛
の
諸
氏
一
週
間
交
替
で
教
授
、
教
室
は
茅
葺
き
の
民
屋
、
学 

校
に
規
則
は
な
く
厳
格
に
行
わ
れ
た
の
は
罰
則
の
み
で
あ
っ
た
。 

明

治

十

二 

年 

四
月
、

正
則
に
な
り
同
村
字
原
口
に
開
設
、
敷 

一/

イ

フ 

地
八
一
坪
、
南
面
茅
葺
き
で
東
端
に
教
員
住
宅 

兼
教
員
室
を
設
け
た
。
校
名
を
田
口
小
学
と
い

い
、
生
徒
数
は
百
余
人
、
教
員
島
田
弥
九
郎
氏 

(

俸
給
三
円)
•

塩

川

十

助

氏(

同
三
円)

。
生 

徒
を
二
組
に
分
け
、
読

書
•

算

術
•

作

文
•

習 

字
•

体

操

の

諸

科
を

教

授•

そ
の
後
教
員
の
異 

動
あ
り
。
津

曲

武

助•

細

山

田

八

郎

太•

塩
川

竜
助
の
諸
氏
が
教
員
と
な
る
。

明

治

十

五

年
 

(

一
八
八
二)

明
治
二
十
三
年 

(

一
八
九
〇)

明
治
二
十
二
年 

(

一
八
八
九)

明

治

十

六

年
 

(

一
八
八
三)

四
月
竣
工
、

長
さ
一
〇
間
、

幅

四

間
(

一
八 

皆

、
 

七
•

二
督)

の
平
家
一
棟
、
長
さ
四
間
、
 

幅
四
尺
の
便
所
一
棟
、
工
費
二
九
三
円
一
六
銭 

七
厘
、
内

八

四

円

七

一

銭

五

厘

は

区

民

の

寄 

付

、

一
ニ
〇
円
一
銭
三
厘
は
学
校
林
の
売
却
、

え
ん

残
額
は
他
村
か
ら
の
義
捐
と
、
旧
戸
長
役
場
学 

校
家
屋
の
代
金
を
充
当
。
修
業
年
限
三
年
、
在 

籍
六
六
人

四
月
、
塩
川
弥
九
郎
、
校
長
に
就
任
、
同
年
十 

二
月
改
築
着
工

田
ロ
小
学
校
と
改
称

生
徒
数
一
ニ
ー
人
、
修

業

年

限

四

年(

下
等
八 

級
か
ら
五
級)
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明

治

三

十

年
 

(

一
八
九
七)

明
治
二
十
九
年 

(

一
八
九
六)

明
治
二
十
九
年 

(

一
八
九
六)

明
治
二
十
五
年 

(

一
八
九
二)

校
舎
大
修
繕
の
必
要
に
迫
ら
れ
、
有

志•

常

務

・
 

学
務
委
員
の
集
会
を
開
き
次
の
決
議
を
し
た
。

田
口 
•

大

窪

両

校

統

合(

七
月
七
日)

し
て
大 

田
尋
常
小
校
と
称
す
。
訓

導

米

田

氏
•

三

島 

氏
、
准

訓

導

川

越

氏•

雇

塩

川

虎

哝

氏-

宮
田 

彦
市
の
諸
氏
熱
心
に
職
務
に
勉
励
し
、
区
民
の 

信
頼
を
集
め
た
。

日
清
戦
争
勝
利
の
結
果
、
日
本
の
責
任
は
ま
す 

ま
す
重
大
と
な
り
、
 

教
育
も
ま
た
改
善
の
必
要 

に
迫
ら
れ
て
き
た
。
同
年
四
月
郡
書
記
伊
藤
世 

傑
氏
学
事
視
察
と
し
て
先
進
地
を
視
察
、
前
年 

か
ら
当
局
者
区
間
有
志
間
に
熱
心
に
唱
え
ら
れ 

て

い

た

田

口•

大
窪
両
校
を
廃
し
、
新
た
に
大 

田

尋

常

小
学

校
を

設

置
す

る
こ

と

を

要

請

し 

た
。

こ
こ
に
お
い
て
い
よ
い
よ
両
校
統
合
の
機 

運
が
熟
し
、
同
年
五
月
新
校
舎
着
工
、
七
月
五 

日
竣
工

田
口
尋
常
小
学
校
と
改
称

明
治
二
十
四
年 

(

一
八
九
一)

程
度)

を
置
く
。

⑴

校
舎
大
修
繕
の
経
費
を
一 
0
0

円
と
す
る
。 

⑵

右
の
費
用
は
校
区
民
の
負
担
と
す
る
。
 

⑶

右
負
担
は
赤
貧
者
を
除
き
各
戸
二
六
銭
あ
て 

と
す
る
。

イ大 
一正 
九 
一六 
七 
ヾ年

明
治
三
十
七
年 

(

一
九
〇
四)

明
治
三
十
四
年 

(

一
九
〇
こ

明
治
三
十
四
年 

(

一
九
〇
一)

明
治
三
十
一
年 

(

一
八
九
八)

実
業
補
修
学
校
併
設

学
級
数
七
、
生
徒
数
尋
常
科
二
五
四
人
、
高
等 

科
五
五
人
、
計
三
〇
九
人
、
職
員
数
八
人 

同
年
十
二
月
、
校
舎
増
築
、
工
費
二
九
四
〇
円

三
月
、
高
等
科
設
置
が
認
可
さ
れ
た
。
附
設
の 

補
修
科
を
廃
止
し
、
大
田
尋
常
高
等
小
学
校
と 

改
称
、
七
月
十
日
開
校
式
を
挙
行
、

佐

藤

郡 

長

、
米
田
郡
視
学
臨
席
、
校
区
民
も
五
百
余
人 

出
席
し
盛
大
に
行
わ
れ
た
。

三
月
、
大

田
•

霧

島
•

永
水
の
三
校
合
同
し
て 

卒
業
式
を
挙
行
し
た
。

一
月
、
郷
田
ナ
ヲ
氏
裁
縫
教
員
と
し
て
着
任
、
 

女
生
徒
の
た
め
初
め
て
裁
縫
科
を
置
い
た
。
在 

籍
生
徒
一
八
六
人
、

こ
の
ほ
か
補
修
科
二
学
級 

(

三
四
人)

が
あ
っ
た
。
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昭
和
三
十
二
年
一 

(

一
九
五
七)

.

昭

和

三

十

一

年
. 

(

一
九
五
六)

.

昭

和

二

十

五

年
. 

(

一
九
五
〇)

一

昭
和
二
十
二
年 

(

一
九
四
七)

昭

和

十

六

年
 

(

一
九
四
一)

昭

和

十

六

年
 

(

一
九
四
一)

昭

和

十

六

年
 

(

一
九
四
一)

昭

和

十

五

年
 

(

一
九
四
〇)

•

昭

和

十

年
 

(

一
九
三
五)

昭

和

二

年
 

(

一
九
二
七)

大

正

十

五

年
 

(

一
九
二
六)

鉄
筋
校
舎
二
期
工
事
六
教
室
竣
工
、
落
成
式
を 

兼
ね
て
、
 

創
立
六
十
周
年
記
念
式
挙
行

鉄
筋
校
舎
一
期
工
事
四
教
室
竣
工

字
校
林
県
コ
ン
ク
ー
ル
一
等
入
選

四
月
、
学
制
改
革
に
よ
り
高
等
科
廃
止
、
大
田

小
学
校
と
改
称

十
月
、
国
分
高
等
女
学
校
主
催
バ
レ
ー
大
会
に 

馒
勝

九
月
、
女
子
師
範
学
校
主
催
バ
レ
ー
大
会
に
優

勝 四
月
、
大
田
国
民
学
校
と
改
称

紀
元
二
六
〇
〇
年
記
念
と
し
て
ピ
ア
ノ
購
入

東
襲
山
地
を
霧
島
村
と
改
称

実
業
補
修
学
校
、
青
年
訓
練
所
を
合
併
、
中
等

公
民
学
校
設
置

青
年
訓
練
所
併
設

593

昭
和
四
十
六
年 

(

一
九
七
一)

昭
和
四
十
五
年 

(

一
九
七
〇)

昭
和
匹
十
匹
年 

(

一
九
六
九)

昭
和
四
十
二
年 

(

一
九
六
七)

昭
和
四
十
一
年 

(

一
九
六
六)

昭
和
四
十
一
年 

(

一
九
六
六)

昭
和
三
十
九
年 

(

一
九
六
四)

昭
和
三
十
九
年 

(

一
九
六
四)

昭
和
三
十
五
年 

(

一
九
六〇

)

昭
和
三
十
三
年 

(

一
九
五
八)

教
育
機
器
と
し
て
各
教
室
に
テ
レ
ビ
設
置
。
大 

田
幼
稚
園
が
併
設
さ
れ
る
。

プ
ー
ル
シ
ャ
ワ
ー

校
長
住
宅
竣
工

剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
結
成
す
る
。

特

殊

学

級

を

開

設

し

「
仲
よ
し
学
級
」
と
呼
称 

す
る
。
校
内
水
泳
大
会
を
初
め
て
開
催
す
る
。

プ

ー

ル

落

成(

総
工
費
五
一
〇
万
円)

、

校

内 

諸
設
備
、
運
動
具
な
ど
、
す

べ

て

整

備

さ

れ 

る
。

昭
和
三
十
九
年
度
か
ら
学
校
保
健
優
良
校
と
し 

て
三
年
連
続
表
彰
、
学
校
保
健
モ
デ
ル
校
の
指 

定 学

校

給

食

優

良

校

表

彰(

県
教
委)

全
日
本
よ
い
歯
の
学
校
と
し
て
表
彰

鉄
筋
校
舎
三
期
工
事
完
成
四
教
室
、
給
食
施
設

完
全
給
食
開
始

学
校
衛
生
統
計
調
査
、
文
部
大
臣
表
彰
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設
置

昭
和
四
十
七
年 

(

一
九
七
二)

大
田
幼
稚
園
舎
完
成
、
移
転
す
る
。

プ
ー
ル
更 

衣
室
。

フ
エ
ン
ス
完
成
。
十
二
月
保
健
室
火
災 

(

薬
品
棚
、
床
一
部
焼
け
る)

昭
和
四
十
八
年 

(

一
九
七
三)

ア
ナ
ラ
イ
ザ
ー
設
置
。P
T
A

新
聞
発
行
。
砂 

場
•

校
庭
水
飲
み
場
設
置

昭

和

六

十

年
 

(

一
九
八
五)

昭
和
五
十
九
年 

(

一
九
八
四)

昭
和
五
十
七
年 

(

一
九
八
二)

昭
和
五
十
六
年 

(

一
九
八
一)

昭
和
五
十
三
年 

(

一
九
七
八)

昭
和
五
十
一
年 

(

一
九
七
六)

昭

和

五

十

年
 

(

一
九
七
五)

屋
内
運
動
場
落
成

南
日
本
花
だ
ん
コ
ン
ク
ー 

ル

優

秀

賞(

六

十

年

度• 

六
十
一
年
度)

大
田
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
を 

結
成
。
根
性
の
山
に
ア
ス 

レ
チ
ッ
ク
施
設
を
設
置

根
性
の
山
の
つ
つ
じ
植
栽

校
舎
窓
サ
ッ
シ
化
完
了

根
性
の
山
運
動
コ
ー
ス
完

成 父
親
参
観
日
の
設
定

平

成

元

年
 

(

一
九
八
九)

昭
和
六
十
三
年 

(

一
九
八
八)

昭
和
六
十
二
年 

(

一
九
八
七)

昭
和
六
十
一
年 

(

一
九
八
六)

パ

ソ

コ

ン

導

入(

計
三
台)

東
側
便
所
を
水
洗
化
に
改
修

宿
泊
学
習
を
実
施(

一
泊
二
日•

五
年
生)

、
特 

殊

学

級

を

閉

鎖

す

る(

児
童
減
の
た
め)

南

日

本

花
だ

ん
コ
ン
ク
ー

ル
最
優
秀
賞(

六
十 

二

年

度•

六
十
三
年
度)

大田小学校（旧）

大田小学校（新）
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歴

代

校

長

代 

氏 

名 

一
 

期 

間 

一
 

米
田
嘉
十
郎 

明
二
九
、
七
〜
明
三
二
、
六 

二 

川

畑

虎

熊 

三
二
、
八

〜

三

四

、
三 

三 

西

川

平

吉 

三
四
、
四

〜

四

〇

、
三 

四 

池

田

武

熊 

四
〇
、
四

〜

四

二

、
三 

五 

川

畑

虎

熊 

四
二
、
四
〜
大
一
〇
、
四 

六 

峰

森

利

親 

大
一
〇
、
四

〜

一

ニ

、
三 

七 

石

原

忠

吉 

一
ニ
、
四

〜

一

四

、
三 

八 

木
佐
木
忠
志 

一
四
、
三

〜

一

五

、
三 

九 

米

増

竜

吉 

一
五
、
四

〜

昭

四

、
三 

一
〇 

瀬
戸
口
平
治 

昭

四

、
四
〜 

六
、
五 

一
一 

赤

塚

義

也 

六
、
九

〜

一

一

、
八 

一
ニ 

森
山 

肇 

一
一
、
八

〜

一

六

、
九 

一
三 

鮫

島

利

道 

一
六
、
六

〜

一

八

、
三 

一
四 

池

田

一

誠 

一
八
、
三

〜

ニ

一

、
三 

一
五 

穂

満

盛

蔵 

ニ
一
、
三

〜

ニ

ニ

、
三 

一
六 

田

中

重

男 

ニ
ニ
、
四

〜

二

八

、
三 

一
七 

井

上

三

次 

二
八
、
四

〜

三

八

、
三 

一
八 

永

吉

利

良 

三
八
、
四

〜

四

三

、
三 

一
九 

寺

師

武

雄 

四
三
、
四

〜

四

四

、
三 

二
〇 

若

松

友

保 

四
四
、
四

〜

四

九

、
三 

ニ
一 

米

元

正

二 

四
九
、
四

〜

五

二

、
三 

ニ
ニ 

児

玉

節

男 

五
二
、
四

〜

五

四

、
三 

二
三 

富

吉

時

治 

五
四
、
四

〜

五

九

、
三 

二
四 

古
川
美
年
生 

五
九
、
四

〜

六

一

、
三

代 

氏 

名 

期 

間 

一
ニ
五 

宮
永
宣
夫 

六
一
、
四
〜
平
元
、
ー
ニ 

二
六 

渕
脇
郁
夫 

平

二

、

一
〜

大
田
小
学
校
校
歌

作

詞

馬

場

徹
 

作
曲
鈴
木
直
易

一
、
峰
に
わ
き
た
つ
雲
は
え
て 

き
ょ
う
も
さ
や
か
な 

陽
が
の
ぼ
る 

わ
れ
ら
大
田
の
子
ど
も
ら
が 

理
想
を
か
た
る
こ
の
庭
に 

希
望
の
鐘
が
な
り
わ
た
る

二
、
か
お
る
つ
つ
じ
の
花
か
げ
に 

平
和
を
し
る
す
愛
の
旗 

わ
れ
ら
大
田
の
子
ど
も
ら
が 

正
し
く
学
び
伸
び
る
と
き 

文
化
日
本
の
朝
が
く
る

三
、
霧
島
川
の
せ
せ
ら
ぎ
に 

う
た
も
た
の
し
い 

み
ど
り
風 

わ
れ
ら
大
田
の
子
ど
も
ら
が 

ス
ク
ラ
ム
組
ん
で
行
く
道
は 

さ
え
ぎ
る
風
も
雲
も
な
し
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2
 

霧

島

小

学

校(

霧
島
小
学
校
保
管
「
同
校
沿
革
史
」
に
よ
る) 

明

治

十

年
(

一
八
七
七)

こ
ろ
か
ら
、
他
県
郡
か
ら
移
住
者
が 

多
く
、
戸
数
七
四
戸
を
数
え
る
に
至
り
、

二
、

三
の
有
志
の
発
議 

に
よ
り
児
童
教
育
の
急
務
を
説
い
た
。

一
同
こ
れ
に
賛
同
、
学
校 

を
設
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

た
ま
た
ま
鹿
児
島
の
人
、
医
師
村 

田
為
三
が
当
地
に
居
住
し
て
い
た
の
で
、
吉
松
孫
三
と
共
に
校
舎 

建
設
の
任
に
当
た
っ
た
。
当
時
霧
島
に
山
下
坊
と
い
う
廃
寺
が
あ 

っ
た
の
で
、

こ
れ
を
借
り
受
け
、
明

治

十

二

年(

一
九
七
九)

開 

校
•

霧
島
小
学
と
名
づ
け
た
。
下
等
ハ
級
か
ら
一
級
ま
で
あ
り
、
 

村
田
為
三
を
月
俸
三
円
で
助
訓
と
し
、
吉
松
孫
三
を
月
俸
二
円
五 

〇
銭
で
助
手
と
し
た
。
児
童
数
男
三
九
人
、
女
八
人
、
計
四
七
人 

で
あ
っ
た
。

同
年
四
月
教
材
購
入
の
た
め
区
民
か
ら
一
一
円
三
一
銭
の
献
金 

を
集
め
、

こ
れ
を
も
っ
て
、
大
黒
板
二
個
、
新

撰

大

字

引

一

部• 

小

学

読

本

一

部•

小
学
授
業
法
章
記
一
部•

習

字

手

本

一

部•

国 

史

略

一

部•

小
学
読
本
字
引
一
部
、
掛
け
図
一
部
そ
の
他
を
購
入 

し
た
が
、
教
授
は
依
然
と
し
て
寺
子
屋
ふ
う
で
あ
っ
た
。
職
員
の 

俸
給
は
区
民
の
負
担
で
あ
っ
た
。

明

治

十

四

年(

一
八
ハ
ー)

霧 

島
官
有
地
内
に
二
七
円
六
九
銭
を
も
っ
て
新
校
舎
建
築
、
明
治
十 

五

年
(

一
ハ
ハ
ニ)

に
村
田
助
訓
導
辞
任
、
吉
松
助
手
を
助
訓
と

し
、
 

桑
原
武
熊
を
助
手
と
し
た
。

明

治

十

六

年(

一
八
八
三)

、
教
育
会
の
変
更
に
よ
り
六
級
か
ら 

一
級
に
至
る
修
業
年
限
三
か
年
の
初
等
科
を
置
く
。

こ
の
年
初
め 

て

年
末
調

査

表•

年
末
統
計
表
を
つ
く
る
。
在
籍
、
 

男
二
七
人
、
 

女
一
一
人
、
計
三
八
人
。

明

治

十

八

年(

一
八
八
五)

、
吉

松
• 

桑
原
両
氏
辞
任
し
、
当
校
出
身
の
浜
田
喜
左
衛
門
氏
を
授
業
生
と 

し
て
採
用
、
月
俸
三
円
、
永
田
義
彦
氏
を
助
手
と
し
て
採
用
、
在 

籍
男
女
計
二
七
人
。
明

治

二

十

年(

一
八
八
七)

霧
島
簡
易
科
小 

学
校
と
改
称
、
浜

田
•

永
田
氏
辞
任
、
村
内
重
久
か
ら
江
藤
十
助 

氏
を
授
業
生
と
し
て
採
用
し
た
。

明
治
二
十
四
年 

(

一
八
九
一)

明
治
二
十
二
年 

(

一
八
八
九)

明
治
二
十
二
年 

(

一
八
八
九)

在
籍
五
〇
人

校
舎
の
位
置
が
悪
く
、
狭
か
っ
た
の
で
、
桂
内 

泉
水
に
、
長
さ
六
間
、
幅
三
間
半
の
校
舎
を
新 

築
し
た
。

経
費
は
区
民
の
負
担
と
霧
島
神
宮
、
 

役
場
の
寄
付
に
よ
る
。

こ
の
年
に
初
め
て
体
操 

科
を
置
く
。
在

籍

四

五

人(

男
三
八
、
女
七)

、
 

授
業
生
細
山
田
源
治
氏
辞
任
、
荒
田
熊
十
郎
氏 

赴
任

在
籍
男
三
三
人
、
女
七
人
、
計
四
〇
人
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明

治

四

十

年
 

(

一
九
〇
七)

明
治
三
十
四
年 

(

一
九
〇
一)

明
治
三
十
四
年 

(

一
九
〇
こ

明
治
三
十
二
年 

(

一
八
九
九)

明
治
三
十
一
年 

(

一
八
九
八)

明
治
二
十
七
年 

(

一
八
九
四)

明
治
二
十
六
年 

(

一
八
九
三)

明
治
二
十
五
年 

(

一
八
九
二)

鹿
児
島
県
知
事
か
ら
、
設
備
優
良
に
し
て
就
学 

お
よ
び
出
席
の
成
績
良
好
で
あ
る
と
し
て
金
六

七
月
十
九
日
、
元
の
校
地
に
あ
っ
た
菅
原
道
真 

公
を
祭
っ
た
天
神
様
の
遷
宮
式
を
挙
行
し
た
。

在
籍
男
四
一
人
、
女
二
七
人
、
計
六
八
人
。
校 

長
厚
地
市
助
氏
着
任
。
校

舎

を

戸

崎

原(

現
在 

地)

に
移
転
改
築
の
工
事
を
起
こ
し
明
治
三
十 

五

年
(

一
九
〇
二)

竣

工

、
在
籍
男
四
三
人
、
 

女
三
一
人
、
計
七
四
人

宮
田
氏
辞
任
、
細
山
田
良
虎
氏
着
任
。
在
籍
男 

女
計
五
八
人

川
越
氏
辞
任
し
、
塩

川

良

虎

氏•

宮
田
彦
一
氏 

着
任

在
籍
五
〇
人
、
永
瀬
氏
辞
任
、
川

越

治

氏

着
 

任

、
島
田
親
志
氏
六
月
着
任
、

二
十
八
年
辞
任

増
築
、
経
費
六
四
円
八
六
銭
。
荒
田
氏
辞
任
。
 

加
治
木
よ
り
金
沢
彦
太
郎
氏
着
任
。

十
一
月
辞 

任

、
永
瀬
栄
助
氏
赴
任
。
在

籍

男

女

計

四

五 

人

、
初
め
て
尋
常
科
四
学
年
を
置
く
。

霧
島
尋
常
小
学
校
と
改
称
。
修
業
年
限
三
年

597

昭

和

四

十

年
 

(

一
九
六
五)

昭
和
三
十
九
年 

(

一
九
六
四)

昭
和
三
十
七
年 

(

一
九
六
二)

昭
和
三
十
四
年 

(

一
九
五
九)

昭
和
二
十
八
年 

(

一
九
五
三)

昭
和
二
十
六
年 

(

一
九
五
一)

昭
和
二
十
二
年 

(

一
九
四
七)

昭

和

十

六

年
 

(

一
九
四
一)

昭

和

十

三

年
 

(

一
九
三
八)

昭

和

三

年
 

(

一
九
二
八)

明
治
四
十
一
年 

(

一
九
〇
八)

県
•

郡P
T
A

研
究
指
定
校
と
し
て
公
開
。

ピ 

ア
ノ
購
入
。
十
二
月
校
長
住
宅
新
築
落
成

県
家
庭
科
教
育
研
究
協
力
校
と
し
て
公
開

給
食
開
始

講
堂
建
築
、
四
〇
〇
万
円
。
上
水
道
完
成

敷
地
拡
張
、
校
舎
増
改
築
、
裏
門
設
置
、
校
門

建
設

ピ
ア
ノ
購
入
、
中
古
品
七
万
三
〇
〇
〇
円

小
学
校
と
改
称
、
学
制
改
革
に
よ
り
高
等
科
廃 

止 国
民
学
校
と
改
称

高
等
科
設
置
、
七
学
級
三
〇
四
人
、
校
舎
増
築

十
二
月
、
校
舎
増
築

校
舎
増
築
、
十
二
月
十
五
日
落
成
式
を
挙
行

〇
円
を
賞
与
さ
れ
た
。
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平

成

二

年
 

(

一
九
九
〇)

昭
和
六
十
一
年 

(

一
九
八
六)

昭
和
五
十
七
年 

(

一
九
八
二)

昭
和
五
十
三
年 

(

一
九
七
八)

昭
和
四
十
九
年 

(

一
九
七
四)

昭
和
四
十
八
年 

(

一
九
七
三)

昭
和
四
十
七
年 

(

一
九
七
二)

昭
和
四
十
六
年 

(

一
九
七
一)

昭
和
四
十
五
年 

(

一
九
七
〇)

昭
和
四
十
四
年 

(

一
九
六
九)

昭
和
四
十
二
年 

(

一
九
六
七)

講
堂
解
体
、
新
屋
体
建
築
始
ま
る(

床
面
積
九

五
〇
平
方
置)

特
別
教
室
東
側
窓
サ
ッ
シ
化

三
月
新
校
舎
竣
工
、
落
成
式

桂
文
庫
発
足

創
立
九
十
五
周
年
式
典
、
記
念
碑
建
立
。
プ
ー 

ル
延
長
工
事
完
了 
(

二
五
置)

教

育

機

器

室

設

置(

ア
ナ
ラ
イ
ザ
ー 
•

テ
レ 

ビ) 校
旗
制
定(

和
田
義
満
氏
寄
贈)

プ
ー
ル
シ
ャ
ワ
ー•

更
衣
室
完
成

プ
ー
ル
竣
工(

横
一
二
督•

縦
二
〇
督)

。
木
造 

校
舎
一
教
室
増
築

社
会
奉
仕
優
良
団
体
と
し
てM
 B
 C

表
彰

鉄
筋
特
別
教
室(

四
教
室)

竣
工

歴
代
校
長

代 

氏 

名
一 

期 

間

一
 

川
越
武
助

二
塩
川
弥
九
郎

三 

米
田
嘉
十
郎

四 

厚
地 

市
助 

明
三
四
、
四
、

一
〜
大
一
〇
、
三
、
三
一 

五

宇

都

為

治
 

大
一
〇
、
四
、

一

〜

二

、
五
、

—— 

六

大

津

与

一
 

一
一
、
七
、
—
〜

一

三

、
三
、
三
一

霧島小学校
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一

代

一

氏
 

名 

期 

間 

七 

徳
重
仁
四
郎 

二
二
、
四
、

一
〜
一
五
、
三
、
三
一 

八

松

下
 

武
人 

一
五
、
四
、

一
〜
昭
四
、

ニ
一
、
九 

九 

長
福
太
次
兵
衛 

昭 

五
、
四
、

一
〜 

六
、
八
、
三
一 

一
 

〇 

岩
元
小
四
郎 

六
、
九
、

一
〜 

八
、
三
、
三
一 

二 

井

上

実

善 

八
、
四
、

一
〜
一
五
、
三
、
三
一 

ニ 
一
 

久
木
元
延
治 

一
五
、
四
、

一
〜
一
七
、
三
、
三
一 

一
 

三 

田

中

重

夫 

一
七
、
四
、

一
〜
一
八
、
三
、
三
一 

一
 

四 

徳

重

時

雄 

一
八
、
四
、

一
〜
ニ
一
、
三
、
三
一 

一

五

古

市

英

ニ
 

ニ
一
、
四
、

一
〜
二
六
、
三
、
三
一 

一
六 

小
宮
路
栄
次 

二
六
、
四
、

一
〜
三
〇
、
三
、
三
一 

一
 

七 

富

田

武

夫 

三
〇
、
四
、

一

〜

三

三

三

、
三
一 

一

八

上

森

正

明
 

三
二
、
四
、

一
〜
三
五
、
三
、
三
一 

一
 

九

竹

永

泰

次
 

三
五
、
四
、

一
〜
三
九
、
三
、
三
一 

二

〇

鬼

塚

俊

男
 

三
九
、
四
、

一
〜
四
一
、
三
、
三
一 

ニ

一

篠

原

正

治
 

四
一
、
四
、

一
〜
四
六
、
三
、
三
一 

ニ
ニ 

肥
後
精
一 

四
六
、
四
、

一
〜
四
八
、
三
、
三
一 

二
三 

石
堂 

五
郎 

四
八
、
四
、

一
〜
四
九
、
三
、
三
一 

二

四

石

川

勇

男
 

四
九
、
四
、

一
〜
五
三
、
三
、
三
一 

二

五

西
 

孝 

五
三
、
四
、

一
〜
五
六
、
三
、
三
一 

二

六

藤

崎

義

隆
 

五
六
、
四
、

一
〜
五
七
、
三
、
三
一 

二

七

奥
 

鎮
男 

五
七
、
四
、

一
〜
五
九
、

二

、

一
 

二

八

内

村

国

男
 

五
九
、
一一、
一
三
〜
六
〇
、
三
、
三
一 

二
九 

樋
渡 

行
雄 

六
〇
、
四
、

一
〜
六
二
、
三
、
三
一 

三

〇

三

原

明

良
 

六
二
、
四
、

一
〜
平
二
、
三
、
三
一 

三

一

泊

ロ
 

宏

平

二

、
四
、

一

〜

現 

在

霧
島
小
学
校
校
歌

作
詞
田
代
米
一 

作
曲
桐
原
早
平

一
、
朝
日
に
映
え
て
高
千
穂
は 

雄
々
し
く
生
き
よ
と
教
え
て
る 

理
想
を
か
か
げ
伸
び
て
ゆ
く 

あ
あ
わ
れ
ら
幸
あ
れ
と 

幸
あ
れ 

き
り
し
ま
小
学
校 

二
、
流
れ
も
清
き
霧
島
川 

正
し
く
生
き
よ
と
さ
さ
や
く
よ 

希
望
も
高
く
努
め
ゆ
く 

あ
あ
わ
れ
ら
栄
あ
れ
と 

栄
あ
れ 

き
り
し
ま
小
学
校 

三
、
は
る
か
に
望
む
桜
島 

明
る
く
生
き
よ
と
よ
び
か
け
る 

誠
を
胸
に
進
み
ゆ
く 

あ
あ
わ
れ
ら
伸
び
て
ゆ
け 

伸
び
ゆ
け 

き
り
し
ま
小
学
校
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3

永

水

小

学

校(

永

水

小

学

校

保

管

「
同
校
沿
革
史
」

に
よ 

る)

永
水
小
学
校
の
開
校
に
つ
い
て
は
、
第

三

編

第

五

章

の

「
近
代 

社
会
と
霧
島
村
の
発
展
」

の
項
で
述
べ
た
と
お
り
、
入
水
簡
易
科 

小
学
校
と
永
野
田
簡
易
科
小
学
校
が
合
併
し
て
生
ま
れ
た
学
校
で 

あ
る
。
沿
革
を
書
く
に
当
た
っ
て
、
ま
ず
、
入
水
と
永
野
田
の
各 

小
学
校
の
沿
革
を
別
々
に
ま
と
め
て
み
た
。

明

治

二

十

四

年(

一
 

八
九
一)

四
月
十
八
日
、
校
舎
落
成
式
と
同
時
に
現
在
の
永
水
小 

学
校
は
発
足
し
た
。
詳
し
い
沿
革
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

明

治

二

年
 

(

一
八
六
九)

入
水
学
問
所
設
置
、
明

治

十

年(

一
八
七
七) 

西
南
役
が
起
こ
り
、
中
止
。
校
舎
は
一
五
坪
の 

茅
葺
き
で
生
徒
数
一
五
人
内
外
。
庭
訓
大
学
、
 

珠
算
を
学
ん
だ
。
手
習
師
匠
、
獅

子

作

右

衛
 

門

、
扶
持
米
一
石
八
斗
。

明
治
二
十
九
年
獅
子 

氏
辞
任
。
園
田
次
郎
氏
就
任 

入

水

分

校

明

治

九

年
(

一
八
七
六)

か
ら
入 

水
分
校
と
称
し
、
読
書
、
習
字
、
算
術
を
教
授 

し
た
。

明

治

十

二

年
 

(

一
八
七
九)

入
水
小
学
を
お
こ
し
た
。
修
業
年
限
四
年
で
八 

級
か
ら
一
級
ま
で
の
読
書
、
算
術
、
作
文
、
習
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明

治

二

十

年
 

(

一
八
八
七)

明

治

十

七

年
 

(

一
八
八
四)

明

治

十

二

年
 

(

一
八
七
九)

明

治

三

年
 

(

一
八
七
〇)

明

治

二

十

年
 

(

一
八
八
七)

明

治

十

七

年
 

(

一
八
八
四)

永
野
田
簡
易
科
小
学
校
と
な
る
。
修
業
年
限
三 

か
年
、

一
年
生
か
ら
三
年
生
ま
で
。

二
十
三
年 

授
業
生
本
田
藤
左
衛
門
辞
職

永
野
田
小
学
校
と
な
っ
た
。
修
業
年
限
三
年
、
 

六
級
か
ら
一
級
ま
で
あ
っ
た
。

永
野
田
下
等
小
学
と
な
る
。

永
野
田
地
方
学
問
所
、
校
舎
六
坪
の
茅
葺
き
で 

手
習
所
と
称
し
た
。

生
徒
数
約
一
〇
人
、
朝
夕 

庭
訓
大
学
、
珠
算
等
を
教
授
し
た
。

手
習
師
匠 

貴
島
休
右
衛
門
氏
が
教
員
の
任
に
当
た
り
扶
持 

米
一
石
八
斗
を
支
給
さ
れ
た
。

入
水
簡
易
科
小
学
校
と
な
る
。

入
水
小
学
校
初
等
科
と
な
る
。
修
業
年
限
三
か 

年

、

六
級
か
ら
一
級
ま
で
、
腰
掛
け
を
設
備
し 

て
、
初
め
て
学
級
的
教
授
を
行
っ
た
。
読
書
、
 

作
文
、
習
字
、
算
術
を
教
え
た
。
当
時
の
教
授 

川
越
一
二

字
を
教
授
し
た
。
教
員
扶
持
米
四
石
八
斗
が
役 

場
か
ら
支
給
さ
れ
た
。
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明
治
二
十
五
年 

(

一
八
九
二)

明
治
二
十
四
年 

(

一
八
九
一)

小
学
校
令
が
実
施
さ
れ
、
永
水
尋
常
小
学
と
な 

る
。

入
水
簡
易
科
小
学
校
と
永
野
田
簡
易
科
小
学
校 

が
合
併
し
て
、
 

当
区
内
中
央
、
笹
之
段
に
二
四 

坪
の
瓦
屋
を
建
築
し
て
、
永
水
簡
易
科
小
学
校 

と
称
し
た
。
教
員
は
授
業
生
肥
後
一
蔵
、
月
俸 

四
円
を
支
給
さ
れ
た
。

当
校
の
合
併
発
足
に
際
し
て
、
明
治
二
十
三 

年
当
時
の
村
長
島
田
親
恵
、
校
長
塩
川
弥
九
郎 

ら
が
、
入

水
•

永
野
田
両
校
の
実
績
を
あ
げ
る 

た
め
、
両
区
域
の
人
民
に
対
し
て
合
併
を
勧
め 

た
と
こ
ろ
、
教
育
の
必
要
性
を
さ
と
っ
た
人
民 

た
ち
は
た
ち
ま
ち
こ
れ
に
同
意
し
て
位
置
を
笹 

之
段
に
き
め
、
そ
れ
ぞ
れ
応
分
の
出
費
を
し
て 

前
述
の
規
模
の
校
舎
が
二
十
四
年
四
月
十
八
日 

落
成
し
た
。
当
時
の
就
学
生
徒
数
三
八
人
、
正 

規
の
学
科
目
を
教
授
し
た
。

こ
こ
で
学
校
の
面 

目
が
一
新
さ
れ
た
。
当

時

の

戸

数

ニ

二 

戸

、
 

校
舎
建
築
費
ニ
一
九
円
五
〇
銭
で
あ
っ
た
。
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昭

和

十

一

年
 

(

一
九
三
六)

大

正

十

四

年
 

(

一
九
二
五)

大

正

十

二

年
 

(

一
九
二
三)

明
治
三
十
四
年 

(

一
九
〇
一)

明
治
三
十
二
年 

(

一
八
九
九)

明
治
三
十
一
年 

(

一
A-
九
八)

明

治

三

十

年
 

(

一
八
九
七)

明
治
二
十
九
年 

(

一
八
九
六)

明
治
二
十
七
年 

(

一
八
九
四)

明
治
二
十
五
年 

(

一
八
九
二)

講
堂
兼
校
舎
を
新
築
す
る
。
教
室
五
〇
坪
、
奉 

迎
所
一 

〇

坪

、
土
間
七
坪
半
、
総
工
事
費
三
〇

運
動
場
拡
張

校
舎
大
修
繕
、
体
操
具
改
造

四
月
、
小
学
校
六
学
年
と
な
る̂

校
舎
を
増
築 

し' 

現

在

の

場

所

に

移

転(

新
校
舎
前)

。
複
式 

参
学
級
、
教

員

数

二

人

と

な

る

。

大
正
元
年 

(

一
九
ニ
一)

九
月
に
学
級
整
理
さ
れ
二
学
級 

に
。
教
員
数
四
人
が
三
人
と
な
る
。

十
二
月
、
校
舎
増
築

裁
縫
の
教
授
を
始
め
た
。

初
め
て
学
林
を
設
け
た
。

四
学
年
制
と
な
る
。

准
訓
厚
地
市
助
、
雇
厚
地
雄
之
助
の
教
員
二
人

十
二
月
、
明

治

天

皇•

昭
憲
皇
太
后
両
陛
下
の 

御
真
影
を
奉
戴
す
る
。
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昭
和
三
十
三
年 

(

一
九
五
八)

昭
和
三
十
二
年 

(

一
九
五
七)

昭
和
二
十
九
年 

2

九
五
四)

昭
和
二
十
八
年 

(

一
九
五
三)

昭
和
二
十
三
年 

(

一
九
四
八)

昭
和
二
十
二
年 

(

一
九
四
七)

昭
和
二
十
一
年 

(

一
九
四
六)

昭

和

十

六

年
 

(

一
九
四
一)

昭

和

十

二

年
 

(

一
九
三
七)

鉄
筋
校
舎
落
成
、
本
工
事
ニ
ニ
三
坪
、

ニ

ニ 

〇
万
円
、
付

帯

工

事

三

二•

五
坪
、

一
七
〇
万 

円

、
国
庫
補
助
、
起
債
、
重
久
奨
学
会
か
ら
の

簡
易
水
道
が
設
置
さ
れ
る
。

電
話
開
通

ピ
ア
ノ
購
入

永
水
小
学
校
後
援
会
が
解
消
さ
れ
、
永
水
校
区 

父
母
と
先
生
の
会
、P
T
A

が
生
ま
れ
る
。

六
•

三
制
の
実
施
に
よ
り
高
等
科
が
廃
止
さ
れ 

た
。

永
水
小
学
校
と
な
る
。
電
灯
が
設
置
さ
れ
た
。

永
水
国
民
学
校
と
な
る
。

高
等
科
を
設
置
し
永
水
尋
常
高
等
小
学
校
と
な 

る
。

〇
〇
円
。
敷
地
本
田
重
吉
氏
の
寄
贈
。

同
年
八 

月
奉
安
殿
を
建
設
、
同
年
十
月
校
門
付
近
の
石 

垣
を
設
置
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昭
和
五
十
八
年 

(

一
九
八
三)

昭
和
五
十
六
年 

(

一
九
八
一)

昭
和
五
十
三
年 

(

一
九
七
八)

昭
和
四
十
七
年 

(

一
九
七
二)

昭
和
四
十
六
年 

(

一
九
七
一)

昭
和
四
十
五
年 

(

一
九
七
〇)

昭
和
四
十
三
年 

(

一
九
六
八)

昭

和

四

十

年
 

(

一
九
六
五)

昭
和
三
十
六
年 

(

一
九
六
一)

昭
和
三
十
六
年 

(

一
九
六
一)

県

、
山
坂
達
者
実
践
推
進
校
、
県
ボ
ラ
ン
テ
ィ 

ア
福
祉
少
年
団
指
定
校

校

舎

の

木

枠

窓

か

ら

ア

ル

ミ

サ

ッ

シ

窓

に

改 

修 プ
ー
ル
ニ
五/

に
延
長
改
修

プ
ー
ル
用
シ
ャ
ワ
ー
完
成
、
校
庭
水
飲
み
場
設 

置

、
デ
ス
ク
オ
ル
ガ
ン
八
台
購
入
、

カ
ラ
ー
テ 

レ
ビ
20
型
購
入

グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
購
入

プ
ー
ル
竣
工

永
水
中
学
校
閉
校
に
伴
い
、
校
長
兼
務
を
解
か 

れ
る
。

準
僻
地
の
指
定
を
受
け
る
。

校
長
住
宅
が
建
築
さ
れ
た
。

給
食
施
設
完
備
し
完
全
給
食
が
始
ま
る
。

補
助
に
よ
る
。
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昭
和
六
十
二
年 

(

一
九
八
七)

体
育
館
落
成
、
旧
講
堂
改
装
工
事
完
了 
(

郷
土

室
•

音
楽
室)

昭
和
六
十
三
年 

(

一
九
八
八)

プ

ー

ル

用

水

の

取

水

ボ

ー

リ

ン

グ(

四
月
完

了)

永水小学校

永
水
小
学
校
校
歌

作
詞
馬
場
と
お
る 

作
曲
武
田
恵
喜
秀

一
 

緑
の
岡
に
つ
つ
ま
れ
て

高
千
穂
近
く
呼
ぶ
と
こ
ろ 

自
治
の
花
咲
く
学
び
舎
は

明
る
い
我
等
の
永
水
校 

若
い
希
望
が
満
ち
て
い
る 

二
て
か
ご
の
流
れ
輝
い
て

あ
あ
夢
も
え
る
窓
ひ
ろ
き 

か
ら
だ
き
た
え
て
知
恵
を
汲
む 

楽
し
い
我
等
の
永
水
校 

強
い
い
の
ち
が
は
ず
ん
で
い
る 

三
仲
よ
く
六
と
せ
は
げ
み
合
い

豊
か
に
香
る
文
の
花 

明
日
の
郷
土
を
に
な
わ
ん
と 

伸
び
る
よ
我
等
の
永
水
校 

高
い
理
想
が
光
っ
て
い
る
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歴
代
校
長

代 

氏 

名 

期 

間 

-

一
 

若
松
直
熊 

明
二
五
〜
明
二
六 

二

一

厚

地

市

助
 

二
六
〜
三
四 

三 

池
田
兼
良 

三
四
〜
三
五 

四 

池
田
権
兵
衛 

三
五
〜
四
三 

五 

瀬
戸
口
善
吉 

四
三
〜
四
五 

六 

高
山
虎
之
助 

四
五
〜
大
二 

七 

住
吉
喜
八 

大
二
〜 

九 

八 

淵
脇
定
吉 

九
〜
昭
九 

九 

原
口
邦
雄 

昭
九
〜
二
一 

一
 

〇 

a

園
義
徳 

ー
ニ
〜
一
七 

二 

上
田
芳
夫 

一
七
〜
二
〇 

ニ
一 

川
野
竹
尾 

二
〇
〜
ニ
ニ 

一
三 

池
之
上
照 

ニ
ニ
〜
三
二 

一
四 

淵
脇
安
吉 

三
二
〜
三
八 

一
五 

竹
内 

茂 

三
八
〜
四
四 

一
六 

肥
田 

博 

四
四
〜
四
八 

一
七 

横
山
主
雄 

四
八
〜
五
一 

-
A
 

岩
川 

勉 

五
一
〜
五
四 

一
九 

鈴
木
武
平 

五
四
〜
五
七 

ニ

〇

一

ニ

見 

忍 

五
七
〜
六
〇 

二

一

一

光
 

勉

一 

六
〇
〜
六
三 

ニ
二 

松
山
輝
久 

平
一
〜
平
三 

二
三 

鎌
田
浩
敬 

三
〜
現
在

4

統
合
前
の
霧
島
中
学
校

昭

和

二

十

年(

一
九
四
五)

の
終
戦
を
契
機
と
し
て
、
わ
が
国 

は

民

主

的•

平
和
的
な
国
家
を
建
設
し
、
世
界
平
和
と
人
類
福
祉 

に
貢
献
し
よ
う
と
す
る
決
意
を
、
日
本
国
憲
法
に
明
示
し
、

こ
の 

理
想
の
実
現
は
教
育
の
力
に
よ
る
べ
き
こ
と
を
教
育
基
本
法
を
通 

じ
て
宣
言
し
た
。

こ
の
具
体
策
と
し
て
、
昭
和
二
十
二
年(

一
九
四
七)

学
校
教
育 

法
が
公
布
さ
れ
、
六
一
一 •

三•

四
の
新
学
制
が
決
定
さ
れ
た
。

こ
れ 

に
よ
っ
て
小
学
校
六
年
、
中
学
校
三
年
が
義
務
教
育
と
な
り
、
全
国 

の
市
町
村
は
昭
和
二
十
二
年
五
月
か
ら
中
学
校
を
開
設
す
る
こ
と 

に
な
っ
た
。

し
か
し
準
備
期
間
が
短
く
国
の
財
政
措
置
が
全
く
行 

わ
れ
な
か
っ
た
た
め
全
国
的
に
大
き
な
混
乱
を
引
き
起
こ
し
た
。
 

本
町
に
お
い
て
は
、
重

久

に

霧

島

第

一

中

学(

後
東
襲
山
中
学 

校
と
改
称
、
国
分
中
学
校
に
統
合
さ
れ
る)

、
田
口
に
霧
島
第
二
中 

学

校
(

現
在
の
霧
島
中)

を
設
置
し
、
霧

小
•

永
水
小
に
教
場
を 

置
く
こ
と
に
な
っ
た
。
校
舎
建
築
ま
で
、
と
り
あ
え
ず
大
田
小
学 

校
の
四
教
室
を
借
用
し
て
、
五
月
二
日
に
開
校
式
を
行
っ
た
。
終 

戦
後
の
混
乱
の
中
で
住
民
は
衣
食
住
に
苦
し
み
、
教
育
を

顧A

る 

余
裕
も
な
く
、
職
員
も
そ
ろ
わ
ず
、
学
校
運
営
は
困
難
を
極
め
た
。 

本
町
は
ず
っ
と
以
前
か
ら
校
舎
建
築
は
校
区
民
の
負
担
と
す
る
慣
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例
で
あ
っ
た
の
で
、
校

区
(

大
田•

永
水•

霧
島
の
三
小
学
校
区) 

で
建
設
対
策
委
員
会
を
つ
く
り
、
 

委
員
は
各
集
落
ご
と
に
二〇

戸 

に
一
人
の
割
で
選
出
し
、
委
員
長
に
真
田
信
雄
氏
が
就
任
し
た
。
 

そ
の
後
の
経
過
を
文
部
省
編
「
六
三
制
教
育
の
礎
」
(

昭
和
ニ 

十

五

年(

一
九
五
〇)

一
月)

か
ら
引
用
す
る
こ
と
に
す
る
。 

新
制
中
学
校
の
設
置
は
町
村
自
治
体
の
難
問
題
で
あ
っ
た
。
殊
に 

校
区
負
担
に
よ
っ
て
学
校
を
建
設
し
、
こ
れ
を
町
に
寄
附
す
る
と
い 

う
教
育
行
政
を
続
け
て
き
た
本
町
で
は
更
に
問
題
を
深
刻
に
し
た
。
 

委
員
会
の
回
数
を
重
ね
る
に
つ
れ
、
世
論
は
区
々
に
分
れ
、
感
情
を 

交
え
、
不
祥
事
の
発
生
も
憂
慮
さ
れ
た
。
こ
の
時
委
員
長
の
真
田
信 

雄
氏
は
中
学
校
建
設
は
自
分
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
で
あ
る
と
の
信
念 

を
持
ち
、
家
業
の
酒
造
業
を
使
用
人
に
任
せ
て
こ
の
仕
事
に
打
ち
込 

ん
だ
。
こ
の
熱
意
に
動
か
さ
れ
委
員
会
結
成
後
一
年
に
し
て
学
校
建 

設
の
不
動
の
方
針
が
決
定
し
た
。

校
地
の
選
定
も
困
難
を
極
め
た
が
現
在
地
に
決
定•

耕

地(

In
八 

反
五
畝)

を
失
う
農
家
の
換
地
と
し
て
、
各
部
落
の
耕
地
面
積
と
校 

地
面
積
と
を
按
分
し
て
各
部
落
か
ら
耕
地
を
供
出
し
、
こ
れ
を
遠
隔 

地
か
ら
交
換
分
合
を
行
う
と
い
う
苦
心
を
し
、
学
校
敷
地
附
近
に
ま 

と
め
て
換
地
を
与
え
る
と
い
う
面
倒
な
こ
と
を
し
た
。
当
時
食
糧
事 

情
か
ら
し
て
極
め
て
困
難
な
仕
事
で
あ
っ
た
。
昭
和
二
十
三
年(

一
 

九
四
八)

一
月
起
工
式
を
行
な
い
校
区
民
の
奉
仕
に
よ
り
整
地
に
着 

手
し
た
。
県
下
の
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
文
部
省
標
準
規
格
の
校
舎
建
築 

を
目
標
に
資
金
計
画
を
立
て
た
。

二
尸
平
均
一
千
円
の
均
等
割
と
村

民
税
の
三
倍 

二
戸
平
均
に
す
る
と
二
三
五
〇
円)

寄
附
金
、
不
足 

分
は
学
校
林
の
売
却
と
国
有
林
の
払
下

■I-
よ
る
差
益
金
に
よ
る
こ
と 

と
し
、
総
額
四
百
万
円
と
校
区
民
の
労
力
奉
仕
を
見
込
ん
だ
。
校
舎 

は
二
棟
十
教
室
、
職
員
住
宅
二
棟
、
合
計
三
六
四
坪
を
建
て
る
こ
と 

を
計
画
し
、
町
内
土
建
組
合
、
製
材
業
者
、
青
年
団•

婦
人
会
等
か 

ら
積
極
的
な
協
力
が
あ
り
、
校
区
民
の
労
力
奉
仕
も
連
日
続
け
ら 

れ
、
工
事
は
驚
異
進
技
ぶ
り
で
、
昭
和
二
十
三
年
、
三
月•

四
月• 

八
月
と
次
々
上
棟
式
を
す
ま
せ
た
。
こ
の
間
、
寄
附
金
や
学
校
林 

売
却
の
未
収
等
の
た
め
資
金
の
行
詰
り
に
苦
ん
だ
り
し
た
が
、
全
委 

員
の
熱
意
に
よ
っ
て
昭
和
二
十
五
年(

一
九
五
〇)

一
月
に
は
副
知 

事•

県
教
育
長
な
ど
出
席
の
も
と
に
盛
大
落
成
式
が
行
わ
れ
た
。
更 

に
第
二
期
工
事
期
成
同
盟
が
結
成
さ
れ
た
。
こ
の
工
事
で
は
職
員
室 

•

図
書
室
一
棟•

家
庭
科
教
室
一
棟
な
ど
が
計
画
さ
れ
、
国
庫
補
助 

も
有
利
に
認
め
ら
れ
て
昭
和
二
十
六
年(

一
九
五
一)

十
一
月
に
全 

部
が
竣
工
し
た
。

八
沿
革V

嚼

心

矍

そ

四

月

、
初
代
校
長
、
 

小
坂
秋
義
就
任 

昭
和
二
十
二
年 

五
月
、
開
校
式
、
大
田
小
学
校
に
本
校
を
、
霧 

(

一
九
四
七)

島

小

学

校•

永
水
小
学
校
に
そ
れ
ぞ
れ
教
場
を

置
く
。

昭
和
二
十
三
年 

四
月
、
永
水
分
教
場
は
、
霧
島
第
一
中
学
校
分 

(

一
九
四
八)

校
と
し
て
所
属
替
え
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昭
和
二
十
三
年 

(

一
九
四
八)

昭
和
二
十
二
年 

(

一
九
四
七)

昭
和
二
十
二
年 

(

一
九
四
七)

四
月
、
永
水
分
教
場
は
、
霧
島
第
一
中
学
校
分 

校
と
し
て
所
属
替
え

五
月
、
開
校
式
、
大
田
小
学
校
に
本
校
を
、
霧 

島

小

学

校•

永
水
小
学
校
に
そ
れ
ぞ
れ
教
場
を 

置
く
。

四
月
、
初
代
校
長
、
小
坂
秋
義
就
任
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昭
和
三
十
一
年 

(

一
九
五
六)

昭

和

三

十

年
 

(

一
九
五
五)

昭
和
二
十
九
年 

(

一
九
五
四)

昭
和
二
十
八
年 

(

一
九
五
三)

昭
和
二
十
七
年 

(

一
九
五
二)

昭
和
二
十
六
年 

(

一
九
五
一)

昭
和
二
十
五
年 

(

一
九
五
〇)

昭
和
二
十
五
年 

(

一
九
五
〇)

昭
和
二
十
五
年 

(

一
九
五
〇)

昭
和
二
十
四
年 

(

一
九
四
九)

少
年
消
防
ク
ラ
ブ
全
国
表
彰

工
作
室
・
作
業
室
落
成
。
文
部
省
指
定
産
業
教 

育
研
究
会
を
本
校
で
開
催

保
健
優
良
校
と
し
て
表
彰(

県
教
育
委
員)

、
保 

健
モ
デ
ル
校
の
指
定
を
受
け
る
。

保

健

優

良

校

と

し

て

表

彰(

県
教
育
委
員
会)

。 

学
校
図
書
館
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
良
校
と
し
て
表 

彰
(

県

教

育

委

員

会•

県
学
校
図
書
館
協
議
会 

主
催)

郡
主
催
図
工
研
究
会
を
本
校
で
開
催
。
電
話
開 

a
第
二
期
工
事
落
成
、
ピ
ア
ノ
購
入

郡
体
に
女
子
排
球
優
勝
。
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
結 

成

、
施
設
優
良
校
と
し
て
文
部
大
臣
表
彰

二
代
校
長
、
浜
田
清
則
氏
着
任

一
月
、
第
一
期
工
事
落
成

十
一
月
、
校
名
を
霧
島
中
学
校
と
改
称
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昭
和
四
十
三
年 

二

九

六

八)

昭
和
四
十
二
年 

(

一
九
六
七)

昭
和
四
十
二
年 

(

一
九
六
七)

昭
和
四
十
一
年 

(

一
九
六
六)

昭
和
三
十
九
年 

(

一
九
六
四)

昭
和
三
十
八
年 

(

一
九
六
三)

昭
和
三
十
七
年 

(

一
九
六
二)

昭
和
三
十
六
年 

(

一
九
六
一)

昭
和
三
十
五
年 

(

一
九
六
〇)

昭
和
三
十
四
年 

(

一
九
五
九)

昭
和
三
十
二
年 

(

一
九
五
七)

永
水
中
と
合
併
。

九
月
、
鉄
筋
校
舎
起
工

三
月
、
体
育
館
建
設
三
期
工
事
着
工
。

五
月
、
 

体
育
館
落
成
と
創
立
二
十
周
年
祝
賀
行
事
を
挙 

行
す
る
。

二
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
霧
島
神
宮
駅
構 

内
山
つ
ゝ
じ
植
栽
作
業
実
施

調
理
室
の
改
修
工
事

四
代
校
長
西
田
義
隆
氏
着
任
。
屋
内
運
動
場
二 

期
工
事
竣
工

完
全
給
食
開
始

屋
内
運
動
場
一
期
工
事
竣
工

部
分
林
約
三
町
歩
契
約
し
、
計
六
町
五
反
歩
と 

な
る
。

男
子
バ
レ
ー
部
郡
体
で
優
勝

ミ
ル
ク
給
食
開
始

三
代
校
長
池
田
昇
氏
着
任
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昭

和

四

十

三

年

四

月

、
鉄
筋
校
舎
三
階
建
て
落
成
。
特
殊
学
級 

(

一
九
六
八) 

も 

母

、

用

印

刷

機•
O
H
P

導
入

嚼

何
(

琴

 

国
体
屈
火
リ
レ
ー
参
加

昭
和
五
十
二
年 

新

校

舎

落

成(

昭
和
五
十
一
年
着
工)

と
創
立 

(

一
九
七
七)

三
十
周
年
を
記
念
し
て
祝
賀
式
挙
行
。

三
月
、
 

フ
ー
ル
完
成 

淵

好

若

新

体

育

館

完

成
c 
L
 L

英
語
教
育
機
導
入

歴

代

校

長

代
-

氏 

名
一 

期 

間 

一
 

一
一
小
坂 

秋
義 

昭
ニ
ニ
、
四
、
言
〜
昭
二
五
、
三
、
三
一 

二 

浜
田
清
則 

二
五
、
四
、

一
〜
三
二
、
三
、
三
一 

三

池

田
 

昇 

三
二
、
四
、

一
〜
三
九
、
三
、
三
一 

四 

西
田
義
隆 

三
九
、
四
、

一
〜
四
三
、
三
、
三
一 

五 

園
田 

義
美 

四
三
、
四
、

一
〜
四
五
、
三
、
三
一 

六 

馬
場 

清
美 

四
五
、
四
、

一
〜
四
七
、
三
、
三
一 

七 

相
良 

三
郎 

四
七
、
三
、
三
一
〜
五
〇
、
三
、
三
一 

八

上

山
 

登 

五
〇
、
三
、
三

〜

五

二

、

一
、

一
〇 

九

塚

田

景

純
 

五
二
、

一
、
二
〜
五
五
、
三
、
三
一 

二 

〇

高

田

重

利
 

五
五
、
四
、

一
〜
五
九
、
三
、
三
一 

ニ 

ー
春
田 

尚
利 

五
九
、
四
、

一
〜
六
〇
、
三
、
三
一

昭

和

六

十

年

(

一
九
八
五)

三
月
、
新
学
期
か
ら
霧
島
東
中
学
校
と
統
合
が

決
定

5

統
合
後
の
霧
島
中
学
校

昭

和

六

十

年(

一
九
八
五)

学
校
統
合
に
よ
り
霧
島
町
立
霧
島 

中
学
校
と
し
て
発
足
す
る
。

一

年

生(

八
四
人)

、
二

年

生
(

七0 

人)

、
三

年

生
(

一
 。

二
人)

、
計
二
五
六
人
。
内
普
通
学
級
七
、
特

殊

学

級-

、
教
職 

員
二
一
人
で
開
校 

式
を
挙
行
す
る
。 

学
校
統
合
に
よ 

り
、
永

水

地

区•

霧
島
地
区
の
生
徒 

の
通
学
の
便
利
を 

図
る
た
め
、

ス
ク 

—
ル
バ
ス
の
運
行 

を

開

始

し

た(

霧 

島
町
ス
ク
ー
ル
バ 

ス
使
用
規
則
を
制 

定)

。
ま
た
両
地
区

霧島中学校
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か
ら
通
学
す
る
生
徒
の
う
ち
、
 

自
転
車
通
学
が
認
め
ら
れ
た
者
に 

つ
い
て
は
自
転
車
購
入
費
の
一
部
に
つ
い
て
補
助
金
を
交
付
し
た 

(

統
合
に
伴
う
自
転
車
通
学
者
に
対
す
る
自
転
車
購
入
費
補
助
金

交
付
規
程
を
制
定)

。

〈
沿
革V

昭

和

六

十

年
 

(

一
九
八
五)

町
体
育
中
心
校
に
指
定
。

五
月
、
夏
服
指
定
、

七
月
、
A

棟
校
舎
改
修
工
事
、

九
月
、

完

了

(

サ
ッ
シ
窓
の
更
新)

、
校
内
水
泳
大
会
八
つ
の 

新
記
録
生
ま
れ
る
。

九
月
、
第
一
回
体
育
大
会 

挙
行
。

十
一
月
、
町
音
楽
祭
に
三
年
生
参
加
、

昭
和
六
十
一
年 

(

一
九
八
六)

地
区
英
語
暗
唱
大
会
出
場

ス
ク
ー
ル
バ
ス
車
庫
工
事
完
了
。
第
一
回
卒
業 

生
男
子
五
八
人
、
女
子
四
五
人
、
卒
業
記
念
樹 

く
ろ
が
ね
も
ち
を
配
布
。
県
中
学
校
剣
道
大
会 

に

優

勝(

参
加
校
一
〇
一
校)

、
九
月
、
校
歌
制 

定

、
入
選
高
城
俊
男
、
佳
作
芦
田
か
お
る
。
十 

一
月
、
校
歌
制
定
発
表
会
。
作
曲
鹿
児
島
市
立 

清
水
中
教
諭
山
路
勝
、
作
詞
高
城
俊
夫

昭
和
六
十
二
年 

(

一
九
八
七)

第
二
体
育
館
ガ
ラ
ス
更
新
施
工
。

五
月
、
全
校 

生

徒
• 
P
T
 A

共
同
で
つ
つ
じ
植
栽
作
業
。

十

月
、
校

舎
(

管
理
棟)

警
備
保
障
装
置
開
始
。 

十
一
月
、
 

パ

ソ

コ

ン

一

基

設

置(

町
費)

昭
和
六
十
三
年 

(

一
九
八
八)

五
月
、
県
巡
回
劇
場
、
白
鳥
バ
レ
ー
団
公
演

平

成

元

年
 

(

一
九
八
九)

県

中

学

校•

長
距
離
走
大
会
出
場 

一

年

女

子

八

〇

〇

邮

第

一

位

一
年
男
子
一
五
〇
〇
,«
第
一
位 

二
年
男
子
ニo

o
o

w

第
一
位

九
月
一
日
か
ら
町A
E
T

、

ハ
ー
カ
ー
リ
チ
ャ 

1

ド
氏
、
毎

週

火•

水
の
二
日
、
本
校
英
語
助 

手
と
し
て
来
校

歴
代
校
長

代

氏

名

期

間

一
 

春

田

尚

利 

昭
六
〇
、
四
、

一
〜
昭
六
二
、
三
、
三
一 

二 

川

田

郁

雄 

六
二
、
四
、

一

〜

平

二

、
三
、
三
一 

三 

前

村

秀

徳 

二
、
四
、

一

〜

現 

在
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霧
島
中
学
校
校
歌

作

詞

高

城

俊

夫 

作
曲
山
路 

勝 

一
、
秀
麗
匂
う
高
千
穂
を 

仰
ぐ
ひ
と
み
も
は
つ
ら
つ
と 

自
主
向
学
の
道
を
ゆ
く 

わ
れ
ら
が 

霧
島
中
学
の 

希
望
よ
雲
と
湧
き
上
が
れ 

二
、
霧
島
川
の
せ
せ
ら
ぎ
に 

心
豊
か
に
身
を
き
た
え 

誠
実
一
路
励
み
ゆ
く 

わ
れ
ら
が
霧
島
中
学
の 

抱
負
よ
花
と
咲
き
香
れ 

三
、
手
を
取
り
結
び
愛
校
の 

美
風
を
継
ぎ
て
今
こ
こ
に 

明
日
の
力
を
育
て
ゆ
く 

わ
れ
ら
が
霧
島
中
学
の 

歴
史
よ
永
久
に
光
あ
れ

児童数•学級数の変遷

大田小学校 

年度学級数’児童数

明治32 6 I 237

37 7 301

41 7 373

大正2 7 391

12 10 I 453

昭和213 538

7 14 585
15 15 I 760

20 16 | 859

25 17 698
30 17 ' 735

35 18 835

40 18 742

4515(1)541

5012(1)390

5511(1)342
6010(1)| 302

平成 2( 9 । 286

的昭和20年までは 
高等科を含む
()内はなか 

よし学級

霧島小学校 

年度I学級数児童数
明治3ヰ 1 58

36：-116

40 — 91

大正4 - 122

9 —172

昭和8 6 242

10 6 241

14 8 278

20； 8 336

24 7 309

30 7 273

35 10 364

40 10 293

45 7 225

50 6 144

55 6 145

60 6 129

j平成2 6 117

能昭和20年までは 
高等科を含む

永水小学校 

年度学級数児童数

明治2 114〜15

24 1 38

41 3 57 1

大正2 2 92

10 3 120

昭和1 2 92

10 4 144

15 () 111

20 6 149

25 6 121

30 6 148

35 6 205

40 6 156

45 6 97

50 6 58

55 5 60

60 4 51

平成2 5 56

霧島中学校

年度学級数!児竜数 

昭和221 8丨328

25 9 3X9

30 9 409

35 8 381

40 12 157

45 12 472

50 9 326

55 6 242
60) 7 254

統合後の霧島中

昭和 61 6 | 217

62 6 238

63 6 | 233

平成1 7 226

2 8 ! 238
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6

霧
島
東
中
学
校

昭

和

二

十

二

年(

一
九
四
七)

霧
島
第
二
中
学
校
霧
島
教
場
と 

し
て
認
可
さ
れ
、
霧
島
小
学
校
内
に
設
置
、
五
月
二
日
、
 

大
田
小 

学
校
に
お
い
て
開
校
式
を
挙
行
し
た
。

二

学

級•

職
員
数
四
人
、
 

教
場
主
任
和
田
次
男
氏
。

昭

和

二

十

四

年(

一
九
四
九)

校
名
改
称
に
よ
り
霧
島
中
学
校 

霧
島
教
場
と
な
る
。

翌
年
霧
島
中
学
校
霧
島
分
校
と
し
て
認
可
。 

昭
和
二
十
五
年
五
月
五
日
、
現
在
位
置
に
新
校
舎
落
成
移
転
。

こ 

の
校
舎
建
築
は
、
霧
島
中
学
校
の
項
で
述
べ
た
と
お
り
、
校
区
民 

の
負
担
で
あ
っ
た
か
ら
建
設
委
員
の
苦
労
は
並
大
抵
で
は
な
か
っ 

た
。委

員
は
各
集
落
か
ら
一
〜
二
人
を
選
出
し
、
委
員
長
は
吉
松
武 

志
氏
、
後
に
佐
田
豊
氏
が
就
任
し
た
。
建
設
費
は
二
尸
平
均
八
〇 

0

円
程
度
の
予
定
で
着
工
し
た
が
、
上
棟
の
夜
、
強
風
の
た
め
に 

倒
壊
し
た
た
め
さ
ら
に
各
戸
一 
0
0
0

円
程
度
の
負
担
と
な
り
、
 

当
時
の
経
済
事
情
か
ら
し
て
容
易
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
整
地 

そ
の
他
の
労
力
奉
仕
は 

二
戸
平
均
三
〇
日
に
も
及
ん
だ
。

ト
ラ
ッ 

ク
も
あ
ま
り
な
か
っ
た
の
で
材
木
な
ど
も
肩
で
運
搬
し
た
。
学
校 

敷
地
の
換
地
な
ど
を
含
め
て
委
員
の
苦
労
は
ひ
と
と
お
り
で
は
な 

か
っ
た
。

そ
の
間
に
町
の
補
助
も
得
ら
れ
、
校

区

民•

委
員
一
丸

と
な
っ
た
熱
意
に
よ
っ
て
、

つ
い
に
校
舎
が
完
成
す
る
に
至
っ
た 

の
で
あ
る
。

昭

和

五

十

年
 

(

一
九
七
五)

昭
和
四
十
九
年 

(

一
九
七
四)

昭
和
四
十
二
年 

(

一
九
六
七)

昭

和

四

十

年
 

(

一
九
六
五)

昭
和
三
十
九
年 

(

一
九
六
四)

昭
和
三
十
八
年 

(

一
九
六
三)

昭
和
三
十
七
年 

(

一
九
六
二)

昭
和
三
十
五
年 

(

一
九
六
〇)

昭
和
三
十
三
年 

(

一
九
五
八)

昭
和
二
十
八
年 

(

一
九
五
三)

新
校
舎
落
成

教
頭
住
宅
新
築
、
体

育

倉

庫•

男
子
更
衣
室
建 

築 校
長
住
宅
新
築

県P
T
A

研
究
公
開

ピ
ア
ノ
購
入
。
学
級
増
の
た
め
一
教
室
完
成

技
術
科
教
室
完
成

霧
島
東
中
学
校
と
し
て
独
立
し
、
校
長
は
霧
島 

中
学
校
長
の
兼
務
と
な
る
。

二
月
、
理

科

室•

図

書

室•

宿
直
室
落
成

霧
島
神
宮
と
部
分
林
の
契
約
を
し
、
学
校
林
を 

設
置
、
生
徒
お
よ
び
父
兄
の
奉
仕
に
よ
っ
て
植 

樹
し
た
。

学
校
専
用
簡
易
水
道
完
成
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昭
和
五
十
一
年 

(

一
九
七
六)

体
育
館
落
成
、
運
動
場
整
地
お
よ
び
危
険
校
舎

撤
去

昭
和
五
十
二
年 

(

一
九
七
七)

体
育
館
二
期
工
事
完
成

昭
和
五
十
五
年 

(

一
九
八
〇)

校

庭

照

明

施

設

設

置(

四
基)

昭
和
五
十
八
年 

(

一
九
八
三)

霧
島
中
の
統
合
が
議
会
で
可
決
さ
れ
る
。

統

合

反

対

の

た

め

の

登

校

拒

否(

二
七
日
間) 

十
一
月
解
決

昭

和

六

十

年

(

一
九
八
五)

三
月
、
統

合

反

対

の

登

校

拒

否(

二
三
日
間)

。
 

三
月
末
日
を
も
っ
て
解
決
し
四
月
一
日
付
け
で

霧
島
中
学
校
と
統
合
の
た
め
に
霧
島
東
中
学
校 

の
幕
を
閉
じ
る
。

7

永
水
中
学
校

昭

和

二

十

二

年(

一
九
四
七)

六
•

三
制
学
制
に
よ
り
霧
島
村 

立

第

二

中

学

校(

現
在
の
霧
島
中
学
校)

の
永
水
教
場
と
し
て
発 

足

、
永
水
小
学
校
講
堂
を
教
室
と
し
て
使
用
。
学
級
数
一
、
生
徒 

数
二
七
人
、
教
員
二
人
。

昭
和
二
十
三
年 

(

一
九
四
八)

霧

島

第

一

中

学

校(

後
東
襲
山
中)

の
永
水
分 

校
と
な
る
。
永
水
小
学
校
講
堂
に
一
教
室
、
笹 

之
段
公
会
堂
を
一
教
室
と
し
て
使
用
し
た
。
学 

級
数
二
、
生
徒
数
六
四
人
、
教
員
四
人

昭
和
二
十
四
年 

(

一
九
四
九)

現
在
地
に
校
舎
落
成
、
工
費
一
一
五
万
円
。

学 

級
数
二
、
生
徒
数
七
九
人
、
教
員
四
人

歴

代

校

長

代

一

氏
 

名
一 

期 

間 

(

初
代
か
ら
三
代
ま
で
霧
島
小
学
校
長
兼
任) 

四 

竹
永 

泰
次 

昭
三
七
、
四
、

一
〜
昭
三
九
、
三
、
三
一 

五 

鬼

塚

俊

夫 

三
九
、
四
、

一
〜
四
一
、
三
、
三
一 

六 

篠

原

正

治 

四
一
、
四
、

一
〜
四
二
、
三
、
三
一 

七 

大
山 

栄 

四
二
、
四
、

一
〜
四
五
、
三
、
三
一 

八 

小
田
原
康
夫 

四
五
、
四
、

一
〜
五
〇
、
三
、
三
一 

九

川

村

秀

俊
 

五
〇
、
四
、

一
〜
五
三
、
三
、
三
一 

一
 

〇 

本 

勇
三 

五
三
、
四
、

一
〜
五
四
、
三
、
三
一 

二 

花
房 

董
《
 

五
四
、
四
、

一
〜
五
八
、
三
、
三
一 

一
 

ニ 

川
崎 

昭

人
-

五
八
、
四
、

一
〜
六
〇
、
三
、
三
一

霧島東中

児童数•学級数の変遷
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年度 学級数 児童数

昭和22 2 50

25 3 111

30 3 116

35 3 91

40 3 111

45 3 115

50 3 82

55 3 57

59 3 51
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昭
和
四
十
一
年 

(

一
九
六
六)

昭

和

四

十

年
 

(

一
九
六
五)

昭
和
三
十
八
年 

(

一
九
六
三)

昭
和
三
十
六
年 

(

一
九
六
一)

昭
和
三
十
五
年 

(

一
九
六
〇)

昭
和
三
十
三
年 

(

一
九
五
八)

昭
和
三
十
二
年 

(

一
九
五
七)

昭
和
二
十
九
年 

(

一
九
五
四)

昭
和
二
十
八
年 

(

一
九
五
三)

昭
和
二
十
五
年 

(

一
九
五
〇)

運

動

場

の

金

網

さ

く

の

新

設(
P
T
A

奉
仕)

永
水
分
校
を
廃
止
、
永

水

中

学

校

と

し

て

独 

立
、
準
僻
地
の
指
定
を
受
け
る
。

八
月
、
便
所 

移
転
改
築
お
よ
び
体
育
倉
庫
を
新
設

技
術
科
教
室
が
新
築
さ
れ
る
。

小
学
校
と
と
も
に
完
全
給
食
実
施

永
水
分
校
校
歌
制
定
さ
る
。
作
詞
・
列
端
護
一
、

作

曲
•

桐
原
草
平

特

別

教

室(

小
学
校
古
校
舎)

移
転
完
了
。
校 

門
新
築
、
国
旗
掲
揚
台
新
築

上
水
道
完
成

電
話
架
設
、
家

庭

科

室•

調
理
室
の
改
修
。
郡 

指
定
分
校
経
営
研
究
会
公
開

各
教
室
の
廊
下
側
の
障
子
を
ガ
ラ
ス
に
改
修

霧

島
•

東
襲
山
両
村
分
村
の
た
め
、
霧
島
中
学 

校
(

旧
霧
島
第
二
中
学
校)

の
永
水
分
校
と
な 

る
。
消
防
ク
ラ
ブ
が
生
ま
れ
る
。

昭
和
四
十
三
年

(

一
九
六
八)

永
水
中
学
校
廃
止
に
関
す
る
議
案
上
程
さ
れ
霧 

島
中
学
校
に
統
合
さ
れ
る
こ
と
に
議
決
さ
れ
、

永

水
中
学

校
は

分
教
場•

分
校
時
代
を
含
め
て

ニ
一
年
間
の
幕
を
閉
じ
た
。 

歴
代
校
長
は
、
永
水
小
学
校
長
が
兼
任
し
た
。

8

霧
島
町
立
幼
稚
園

ゆ
た
か
な
人
間
形
成
の
発
達
を
助
長
し
、
心
身
共
に
健
全
な
子

霧島町立幼稚園

672



第四章教育•文化

供
を
育
て
る
こ
と
を
目
標
に
設
立
さ
れ
た
、
 

町
内
で
は
唯
一
の
幼 

稚
園
で
あ
る
。

<
沿
革V

昭
和
四
十
六
年 

(

一
九
七
一)

大
田
小
学
校
内
に
、
 

町
立
大
田
幼
稚
園
と
し
て 

設

置
(

園
長
は
大
田
小
学
校
長
兼
務)

。

昭
和
四
十
七
年 

(

一
九
七
二)

霧
島
町
立
幼
稚
園
と
改
称
、
新
園
舎
竣
工
、
現 

在
地
に
移
転
す
る
。
完
全
給
食
が
始
ま
る
。

資育 

金英 

制奨 

度学

霧
島
町
に
お
け
る
育
英
奨
学
金
制
度
は
、
霧
島 

町
育
英
会
と
財
団
法
人
大
川
育
英
会
の
二
つ
の 

育
英
制
度
が
あ
る
。
霧
島
町
育
英
会
は
、
昭
和
三
十
三
年
か
ら
運 

営
を
始
め
た
。
霧
島
町
育
英
会
の
資
金
の
状
況
は
、
表1

に
示
す 

と
お
り
で
昭
和
五
十
一
年
に
は
岩
崎
奨
学
会
基
金
か
ら
寄
付
を
受 

け
、
利
息
運
用
を
含
め
て
健
全
な
運
営
を
し
て
い
る
。 

霧
島
町
育
英
会
の
昭
和
三
十
三
年
度
か
ら
平
成
三
年
ま
で
の
、
 

貸
付
け
金
額
及
び
貸
付
け
者
の
移
り
変
わ
り
は
表2

の
と
お
り
で 

あ
る
。

財

団

法

人
 

大
川
育
英
会

昭
和
三
十
八
年
か
ら
育
英
事
業
を
始
め
た
。

』
 

れ
ま
で
の
貸
付
け
者
は
ニ
一
人
で
あ
る
。
大

[II 

育
英
会
奨
学
規
程
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

表1育英資金の状況（霧島町育英会） （単位:円）

年度 収 入 支 出 繰越額

昭和33 133, 530 24, 000 109, 530

34 124,041 65, 000 59, 041

35 177,041 84, 000 86,041

45 577, 524 384, 535 192, 989

50 1,030, 284 990, 390 337,299

51 岩駒奨学会基金（貸付信託証券）から5,000,000円寄付を受け，利息運用を 
はじめる0

55 3,314, 042 687, 260 2, 323, 782

60 1,777, 581 1,318, 850 458, 731

63 奨学資金貸付基金運用始まる。

613

基金額 寄付金等 貸付額 返納額 需用 
費等 利息

年度末 
基金残額

年度末 
貸付額

昭63 11,079, 066 1,236,000 631,000 32, 010 2, 827,187 13, 269, 243 4, 541,000

平2 13, 201,090 1,000,000 828,000 805,000 570, 907 14, 748, 997 4, 688, 000
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表2貸付け金額及び貸付け者の移り変わり（霧島町育英会） （単位：円，人）

年度 金 額 貸付け者 年度 金 額 貸付け者

昭和33 1,000円 2 51 4,000 9
34 々 5 52 々 9
35 々 2 53 々 5
36 々 5 54 々 3
37 々 7 55 5, 000 4
38 々 6 56 々 0
39 々 5 57 6,000 3
40 々 7 58 7, 000 5
41 1,500 4 59 8,000 4
42 々 6 60 9,000 2
43 々 5 61 々 4
44 々 10 62 々 11
45 々 6 63 々 2
46 2,000 6 平成1 々 3
47 2, 500 4 2 々 6
48 3,000 5 3 々 6
49 々 3

50 4, 000 12

財
団
法
人
大
川
育
英
会
奨
学
規
程 

第
一
章
総
則

(

通
則)

第
一
条 

財
団
法
人
大
川
育
英
会
寄
附
行
為
第
三
十
条
の
規
程
に 

基
き
、
こ
の
規
程
を
定
め
る
。

(

奨
学
生
の
資
格)

第
二
条
本
会
の
奨
学
生
と
な
る
も
の
は
、
日
本
国
民
で
あ
っ 

て
、
高
等
学
校
ま
た
は
大
学
に
在
学
し
、
学
業
、
人
物
と
も
に
優 

秀
、
か
つ
、
健
康
で
あ
っ
て
、
学
資
の
支
弁
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る 

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(

奨
学
生
の
種
類)

第
三
条
奨
学
年
の
種
類
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る 

一
、
高
等
学
校
奨
学
生

二
、
大
学
奨
学
生

(

奨
学
金
の
貸
与
期
間
お
よ
び
金
額) 

第
四
条 

奨
学
金
を
貸
与
す
る
期
間
は
、
正
規
の
最
短
修
業
期
間 

と
す
る
。

2

前
項
の
期
間
中
に
貸
与
す
る
学
資
金
の
額
は
次
の
と
お
り
と
す 

る
。一

、
高
等
学
校
奨
学
生
月
額
一
、
〇
〇
〇
円 

二
、
大
学
奨
学
生 

月
額
二
、
五
〇
〇
円(

そ
の
後
改
正
さ
れ 

て
高
校
生
一
五
、
〇
〇
〇
円
、
大
学
生
二
〇
、
〇
〇
〇
円 

と
な
る)

第
二
章 

奨
学
生
の
採
用
と
奨
学
金
の
交
付
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(

奨
学
生
願
書
お
よ
び
奨
学
生
推
薦
書
の
提
出)

第
五
条
奨
学
生
志
願
者
は
、
連
帯
保
証
人
と
連
署
し
た
本
会
あ 

て
の
奨
学
生
願
書
に
、
在
学
学
校
長
の
推
薦
書
お
よ
び
在
学
証
明
書 

を
添
え
て
本
会
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

2

連
帯
保
証
人
は
、
本
人
が
未
成
年
の
場
合
は
そ
の
保
護
者
成
年 

者
の
場
合
は
父
母
兄
姉
ま
た
は
こ
れ
に
代
る
者
で
な
け
れ
ば
な
ら 

な
い
。

(

奨
学
生
採
用)

第
六
条
奨
学
生
の
採
用
は
、
理
事
二
名
お
よ
び
学
識
経
験
者
三 

名
を
も
っ
て
構
成
す
る
奨
学
生
選
考
委
員
会
の
選
考
を
経
て
、
理
事 

長
が
決
定
し
、
そ
の
結
果
を
在
学
学
校
長
を
経
由
し
て
本
人
に
通
知 

す
る
。

(

奨
学
金
の
交
付)

第
七
条
学
資
金
は
、

一
箇
月
分
あ
て
交
付
す
る
こ
と
を
常
例
と 

し
、
特
別
の
事
情
あ
る
と
き
は
、
二
箇
月
分
以
上
を
合
せ
て
交
付
す 

る
こ
と
が
で
き
る
。

2

学
資
の
交
付
は
直
接
本
人
に
送
金
し
て
行
な
う
も
の
と
す
る
。
 

(

学
資
金
受
領
書
の
提
出)

第
八
条 

学
資
金
の
交
付
を
受
け
た
奨
学
生
は
、
そ
の
つ
ど
、
た 

だ
ち
に
学
資
金
受
領
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

(

学
業
成
績
お
よ
び
生
活
状
況
の
報
告) 

第
九
条 

奨
学
生
は
、
毎
学
年
末
学
業
成
績
表
お
よ
び
生
活
状
況 

報
告
書
を
理
事
長
あ
て
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(

異
動
届
出)

第
十
条 

奨
学
生
は
、
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
場
合
は
、
連 

帯
保
証
人
と
連
署
の
う
え
、
直
ち
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

一
、
休
学
し
、
復
学
し
、
転
学
し
、
ま
た
は
退
学
し
た
と
き
。
 

二
、
停
学
そ
の
他
の
処
分
を
受
け
た
と
き
。
 

三
、
引
き
続
き
三
箇
月
以
上
欠
席
し
た
と
き
。
 

四
、
連
帯
保
証
人
を
変
更
し
た
と
き
。

五
、
本
人
ま
た
は
連
帯
保
証
人
の
氏
名
、
住
所
そ
の
他
の
重
要 

事
項
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
。

2

奨
学
生
で
あ
っ
た
者
が
、
学
資
金
の
返
還
完
了
前
に
前
四
号
ま 

た
は
第
五
号
に
該
当
す
る
と
き
は
、
前
項
に
準
じ
て
届
け
出
な
け 

れ
ば
な
ら
な
い
。

(

学
資
金
の
休
止)

第
十
一
条 

奨
学
生
が
休
学
し
、
ま
た
は
長
期
に
わ
た
っ
て
欠
席 

し
た
と
き
は
奨
学
金
の
交
付
を
休
止
す
る
。

2

奨
学
生
の
学
業
ま
た
は
性
行
な
ど
の
状
況
に
よ
り
補
導
上
必
要 

が
あ
る
と
認
め
た
と
き
は
、
奨
学
金
の
交
付
を
停
止
す
る
こ
と
が 

あ
る
。

(

奨
学
金
の
復
活)

第
十
二
条
前
条
の
規
定
に
学
資
金
の
交
付
を
休
止
ま
た
は
停
止 

さ
れ
た
者
が
、
そ
の
事
由
が
止
ん
で
在
学
学
校
長
を
経
て
願
い
出
た 

と
き
は
、
奨
学
金
の
交
付
を
復
活
す
る
こ
と
が
あ
る
。

(

奨
学
金
の
廃
止)

第
十
三
条
奨
学
生
が
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
と
認
め
る
と 

き
は
、
在
学
学
校
長
の
意
見
を
徴
し
て
奨
学
金
の
交
付
を
廃
止
す
る
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こ
と
が
あ
る
。

一
、
傷
い
疾
病
な
ど
の
た
め
に
成
業
の
見
込
み
が
な
く
な
っ
た 

と
き
。

二
、
学
業
成
績
、
ま
た
は
操
業
が
不
良
と
な
っ
た
と
き
。

三
、
奨
学
金
を
必
要
と
し
な
い
理
由
が
生
じ
た
と
き
。

四
、
前
各
号
の
ほ
か
、
奨
学
生
と
し
て
適
当
で
な
い
事
実
が
あ 

っ
た
と
き
。

五
、
在
学
学
校
で
処
分
を
受
け
学
籍
を
失
っ
た
と
き
。

六
、
そ
の
他
第
二
条
に
規
定
す
る
奨
学
生
と
し
て
の
資
格
を
失 

な
っ
た
と
き
。

(

奨
学
金
の
辞
退)

第
十
四
条 

奨
学
生
は
、
い
つ
で
も
在
学
学
校
長
を
経
て
奨
学
金 

の
辞
退
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
。

(

奨
学
金
借
用
証
書
の
提
出)

第
十
五
条
奨
学
生
は
、
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
場
合
は
在 

学
中
貸
与
を
受
け
た
奨
学
金
の
全
額
に
つ
い
て
、
奨
学
金
借
用
証
書 

を
作
成
し
、
連
帯
保
証
人
と
連
署
の
う
え
、
直
ち
に
提
出
し
な
け
れ 

ば
な
ら
な
い
。

一
、
卒
業
し
、
も
し
く
は
修
了
し
ま
た
は
奨
学
金
貸
与
期
間
が 

満
了
し
た
と
き
。

二
、
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
学
資
金
貸
与
期
間
が
満
了
し
た 

と
き
。

三
、
退
学
し
た
と
き
。

四
、
奨
学
金
を
辞
退
し
た
と
き
。

(

奨
学
金
の
利
息)

第
十
六
条
奨
学
金
の
貸
与
は
、
無
利
息
と
す
る
。

第
三
章 

奨
学
金
の
返
還
と
返
還
猶
予

(

奨
学
金
の
返
還)

第
十
七
条 

奨
学
生
が
第
十
五
条
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
と
き 

は
、
貸
与
の
終
了
し
た
日
の
翌
月
か
ら
起
算
し
て
六
箇
月
を
経
過
し 

た
後
、
二
十
年
以
内
に
貸
与
さ
れ
た
奨
学
金
の
全
額
を
返
還
し
な
け 

れ
ば
な
ら
な
い
。

2

前
項
の
奨
学
金
の
返
還
は
年
賦
、
月
賦
ま
た
は
そ
の
他
の
一
年 

以
内
の
割
賦
の
方
法
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
奨 

学
生
で
あ
っ
た
者
の
都
合
に
よ
り
、
い
つ
で
も
繰
上
げ
返
還
す
る 

こ
と
が
で
き
る
。

3

前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
学
資
金
の
貸
与
を
受
け
た
者 

が
、
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
場
合
は
、
貸
与
し
た
奨
学
金
の 

全
部
ま
た
は
一
部
に
つ
き
、
繰
り
上
げ
償
還
さ
せ
る
こ
と
が
で
き 

る
。一

、
奨
学
金
を
貸
与
の
目
的
以
外
に
使
用
し
た
と
き
。

二
、
い
つ
わ
り
の
申
請
そ
の
他
不
正
の
手
段
に
よ
っ
て
貸
与
を 

受
け
た
と
き
。

三
、
返
還
金
の
支
払
を
怠
っ
た
と
き
。

(

奨
学
金
の
返
還
猶
予)

第
十
八
条 

奨
学
生
で
あ
っ
た
者
が
、
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す 

る
場
合
は
、
願
出
に
よ
っ
て
学
資
金
の
返
還
を
猶
予
す
る
こ
と
が
で 

き
る
。

616



第四章教育•文化

一
、
災
害
に
よ
り
損
害
を
こ
う
む
っ
た
た
め
返
還
が
困
難
と
な 

っ
た
と
き
。

二
、
傷
病
に
よ
り
返
還
が
困
難
と
な
っ
た
と
き
。

三
、
高
校
、
大
学
、
大
学
院
ま
た
は
こ
れ
ら
と
同
程
度
の
学
校 

に
在
学
す
る
と
き
。

四
、
医
学
実
地
修
練
に
従
事
す
る
と
き
。

五
、
外
国
に
あ
っ
て
学
校
に
在
学
し
、
ま
た
研
究
に
従
事
す
る 

と
き
。

六
、
そ
の
他
、
真
に
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
っ
て
、
返
還
が 

著
し
く
困
難
と
な
っ
た
と
き
し

2
 

返
還
猶
予
の
期
間
は
、
前
項
第
三
号
ま
た
は
第
四
号
に
該
当
す 

る
と
き
、
そ
の
事
由
の
継
続
中
と
す
る
。
そ
の
他
の
各
号
の
一
に 

該
当
す
る
と
き
は
、

一
年
以
内
と
し
、
さ
ら
に
事
由
が
継
続
す
る 

と
き
は
、
願
書
に
よ
り
重
ね
て
一
年
ず
つ
延
長
す
る
こ
と
が
で
き 

る
。
た
だ
し
、
第
五
号
ま
た
は
六
号
に
該
当
す
る
と
き
は
、
通
じ 

て
五
年
を
限
度
と
す
る
。

(

返
還
猶
予
の
願
出)

第
十
九
条
奨
学
金
の
返
還
猶
予
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
そ 

の
事
由
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
証
明
す
る
こ
と
の
で
き
る
書
類
を
添
付 

し
、
連
帯
保
証
人
と
連
署
の
う
え
、
奨
学
金
返
還
猶
予
願
を
提
出
し 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(

返
還
猶
予
の
決
定)

第
二
十
条 

奨
学
金
の
返
還
猶
予
の
提
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
理 

事
長
に
お
い
て
審
査
決
定
し
、
そ
の
結
果
を
本
人
に
通
知
す
る
。

(

奨
学
生
で
あ
っ
た
者
の
願
出)

(

死
亡
の
届
出)

第
二
十
一
条
奨
学
生
が
死
亡
し
た
と
き
は
、
相
続
人
ま
た
は
連 

帯
保
証
人
は
、
死
亡
診
断
書
を
添
え
、
在
学
中
の
学
校
長
を
経
て
た 

だ
ち
に
死
亡
届
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2

奨
学
生
で
あ
っ
た
者
が
奨
学
金
返
還
前
に
死
亡
し
た
と
き
は
、
 

相
続
人
ま
た
は
連
帯
保
証
人
は
、
死
亡
診
断
書
を
添
え
て
た
だ
ち 

に
死
亡
届
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
章 

学
資
金
の
返
還
免
除

(

奨
学
金
の
返
還
免
除)

第
二
十
二
条 

奨
学
生
ま
た
は
奨
学
生
で
あ
っ
た
者
が
死
亡
し
、
 

ま
た
は
不
具
廃
疾
の
た
め
精
神
も
し
く
は
身
体
の
機
能
に
著
し
い
障 

害
を
生
じ
て
労
働
能
力
を
喪
失
し
、
そ
の
学
資
金
の
返
還
未
済
額
の 

全
部
ま
た
は
一
部
に
つ
い
て
返
還
不
能
に
な
っ
た
と
き
、
そ
の
他
特 

に
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
全
部
ま
た
は
一
部
の
返
還
を
免
除
す 

る
こ
と
が
あ
る
。

(

返
還
免
除
の
願
出)

第
二
十
三
条 

学
資
金
の
返
還
免
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き 

は
、
本
人
ま
た
は
相
続
人
は
、
連
帯
保
証
人
と
連
署
の
う
え
、
次
の 

各
号
の
書
類
を
添
付
し
、
学
資
金
返
還
免
除
願
を
提
出
し
な
け
れ
ば 

な
ら
な
い
。

一
、
死
亡
に
よ
る
と
き
は
戸
籍
抄
本
、
不
具
廃
疾
に
よ
る
と
き 

は
、
そ
の
事
実
お
よ
び
程
度
を
証
す
る
医
師
ま
た
は
歯
科 

医
師
の
診
断
書
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二
、
返
還
不
能
の
事
実
を
証
す
る
書
類

(

返
還
、
免
除
願
出
の
期
限)

第
二
十
四
条 

学
資
金
返
還
免
除
額
は
、
返
還
不
能
の
事
由
が
生 

じ
た
時
か
ら
一
年
以
内
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
特 

別
な
事
情
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
更
に
一
年
以
内
そ
の
期 

限
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(

返
還
免
除
の
決
定)

第
二
十
五
条 

学
資
金
返
還
免
除
の
提
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
理 

事
長
に
お
い
て
審
査
決
定
し
、
そ
の
結
果
を
本
人
、
相
続
人
ま
た
は 

連
帯
保
証
人
に
通
知
す
る
。

第
五
章
補
則

(

実
施
細
則)

第
二
十
六
条 

こ
の
規
程
の
実
施
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
は
、
別 

に
こ
れ
を
定
め
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
昭
和
三
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
実
施
す
る
。

第
二
節
社
会
教
育

一
 

戦
後
の
社
会
教
育

昭

和

二

十

四

年(

一
九
四
九)

六
月
に
社
会
教
育
法
が
公
布
さ 

れ
、
市
町
村
教
育
行
政
は
、
学
校
教
育
と
社
会
教
育
を
並
行
し
て 

進
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
初
め
て
組
織
的
な
社 

会
教
育
活
動
が
開
始
さ
れ
、
社
会
教
育
主
事
の
設
置
や
社
会
教
育 

施
設
の
建
設
な
ど
、
大
き
く
採
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

本
町
社
会
教
育
の
沿
革
を
簡
単
に
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に 

な
る
。

昭
和
三
十
二
年 

(

一
九
五
七)

昭
和
二
十
九
年 

(

一
九
五
四)

昭
和
二
十
七
年 

(

一
九
五
二)

昭
和
二
十
五
年 

(

一
九
五
〇)

社
会
教
育
主
事
を
置
く
。
第
一
回
町
民
体
育
大 

会 第
一
回
青
年
学
級
体
育
大
会

教
育
委
員
会
設
置
、
社
会
教
育
係
を
お
く
。
各 

校
区
に
青
年
学
級
開
設

社
会
教
育
委
員
会
設
置
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昭
和
四
十
八
年 

(

一
九
七
三)

昭
和
四
十
七
年 

(

一
九
七
二)

昭
和
四
十
六
年 

(

一
九
七
一)

昭
和
四
十
五
年 

(

一
九
七
〇)

昭
和
四
十
四
年 

(

一
九
六
九)

昭
和
四
十
三
年 

(

一
九
六
八)

昭
和
四
十
二
年 

(

一
九
六
七)

昭
和
四
十
一
年 

(

一
九
六
六)

昭
和
三
十
八
年 

(

一
九
六
三)

昭
和
三
十
六
年 

(

一
九
六
一)

昭
和
三
十
四
年 

(

一
九
五
九)

社
会
教
育
指
導
員
設
置

社
会
体
育
係
を
置
く
。

町
文
化
協
会
発
足
。
第 

一
回
町
民
文
化
祭

中
央
公
民
館
開
館

自
治
公
民
館
活
動
と
組
織
づ
く
り

第
一
回
ス
ポ
ー
ツ
少
年
大
会

大

窪

ス

ポ

ー

ツ

少

年

団

結

成(

町
内
第
一
号)

。
 

高
校
生
会
発
足
。

町

民

憲

章•

町
民
歌
制
定

文

化

財

保

護

委

員

会

設

置(

同
五
十
三
年
文
化 

財
保
護
審
議
会
に
改
名)

。
郷
土
誌
発
刊
。

心
に 

火
を
た
く
献
本
運
動
推
進
委
員
決
ま
る
。

第
一
回
霧
島
町
総
合
社
会
教
育
大
会
。
老
人
大 

学
開
設
。
斎
藤
茂
吉
歌
碑
の
建
立

新
生
活
運
動
開
始

婦

人

学

級

開

設(

文
部
省
指
定)

青

少

年

問

題

協

議

会

発

足(

委
員
一
五
人)

：
子 

ど
も
会
結
成

619

平

成

元

年
 

(

一
九
八
九)

昭
和
六
十
二
年 

(

一
九
八
七)

昭
和
六
十
一
年 

(

一
九
八
六)

昭
和
五
十
九
年 

(

一
九
八
四)

昭
和
五
十
八
年 

(

一
九
八
三)

昭
和
五
十
六
年 

(

一
九
八
一)

昭
和
五
十
五
年 

(

一
九
八
〇)

昭
和
五
十
四
年 

(

一
九
七
九)

昭
和
五
十
二
年 

(

一
九
七
七)

昭
和
五
十
一
年 

(

一
九
七
六)

全
国
優
良
公
民
館
表
彰
を
受
け
る
。

霧
島
を
テ

—

マ
に
し
た
八
号
洋

画
展(

第
一
回)

か

ら

い

も

交

流(

三
月)

青
少
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指
導
委
員
会
。

コ
グ
マ 

1

か

ら

い

も

交

流(

八
月)

全

国
レ
ク
リ

エ
ー

シ
ョ
ン

大
会
開
催(

ホ
ス
テ 

リ
ン
グ)

。
ち

び

っ

子

天

国(

三
月
第
一
回)

献
本
運
動
開
始

あ
す
の
霧
島
を
つ
く
る
町
民
会
議

田
口
地
域
公
民
館
開
始
。

サ
ン
ラ
イ
フ
運
動
始 

ま
る
。
霧

島

国

際

音

楽

祭(

第
一
回)

歴
史
民
俗
資
料
館
開
館
。
永
水
地
域
公
民
館
開 

館

。
子
ど
も
会
空
か
ん
募
金
始
ま
る
。

社
会
教
育
課
の
設
置
、
 

派
遣
社
会
教
育
主
事
制 

度
開
始

体
育
指
導
員
制
度
。
屋
久
町
子
ど
も
会
と
の
交 

歓
会
始
ま
る
。
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平

成

三

年
 

(

一
九
九
一)

生

涯

学

習

推

進

大

会(

こ
れ
ま
で
の
社
会
教
育 

大
会
を
改
称
——

二
月)

社
会
教
育
委
員
会

委
員
は
、
社
会
教
育
法
に
基
づ
い
て
教
育 

委
員
会
が
委
嘱
し
、
社
会
教
育
に
関
す
る 

諸
計
画
を
立
案
し
た
り
、
教
育
委
員
会
の
諮
問
に
応
じ
て
意
見
を 

述
べ
る
な
ど
の
職
務
が
あ
る
。
生
涯
学
習
時
代
を
迎
え
、
社
会
教 

育
委
員
の
果
た
す
役
割
は
大
き
く
な
っ
て
き
た
。

本
町
で
は
、
昭
和
二
十
五
年
九
月
、
条
例
化
し
て
現
在
一
一
人 

の
委
員
が
委
嘱
さ
れ
て
い
る
，
任
期
は
二
年
。

公

民

館

運
 

委
員
は
、
学
校
長
、
各
種
団
体
、
公
民
館
学
級 

営

審

議

会
 

生
の
各
代
表
者
か
ら
な
り
、
教
育
委
員
会
が
委 

嘱
す
る
。
公
民
館
運
営
審
議
会
は
、
館
長
の
諮
問
に
応
じ
、
公
民 

館
に
お
け
る
各
種
の
事
業
の
企
画
実
施
に
当
た
っ
て
調
査
審
議
す 

る
も
の
で
、
現
在
一
〇
人
の
委
員
が
委
嘱
さ
れ
任
期
は
二
年
で
あ 

る
。

昭
和
五
十
四
年
設
置
。

文

匕

財

呆
 

昭
和
四
十
二
年
文
化
財
保
護
委
員
会
の
設
置
に 

護

審

議

会

よ
っ
て
、

こ
れ
ま
で
あ
ま
り
顧
み
ら
れ
な
か
っ 

た
文
化
財
へ
、
町
民
の
関
心
が
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
文 

化
財
の
保
存
お
よ
び

活
用
に
関
し
て

教
育
委
員
会
の
諮
問
に
答 

え
、
町
民
の
財
産
で
あ
る
有
形
無
形
の
歴
史
文
化
を
後
世
に
引
き

継
ぐ
た
め
に
努
力
す
る
も
の
で
あ
る
。

昭

和

五

十

三

年(

一
九
七
八)

、
条
例
の
改
正
に
よ
り
文
化
財
保 

護
審
議
会
と
改
称
し
た
。
現
在
、
国
指
定
重
要
文
化
財
一
件
、
県 

指
定
無
形
民
俗
文
化
財
一
件
、
町
指
定
文
化
財
六
件
で
あ
る
。

青
少
年
教
育
は
、

い
つ
の
時
代
に
お
い
て
も
社 

青
少
年
教
育

会
教
育
第
一
の
重
点
施
策
と
し
て
取
り
組
ま
れ 

て
き
た
が
、
平
成
元
年
を
機
に
、

ニ
一
世
紀
を
担
う
人
づ
く
り
は

インリーダー•チャレンジキャンプ

急
務
と
な
っ
て
い 

る
。本

町
で
は
、
社 

会
教
育
委
員
会
設 

置
後
の
昭
和
二
十 

七
年(

一
九
五
二) 

に
社
会
教
育
係
が 

置
か
れ
、
各
校
区 

ご
と
の
青
年
学
級 

が
開
設
さ
れ
て
活 

発
な
学
習
活
動
が 

始
ま
っ
た
。

昭
和 

二

十

九

年(

一
九
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五
四)

に
は
、
第
一
回
青
年
学
級
体
育
大
会
も
行
わ
れ
た
。
昭
和 

三

十

四

年(

一
九
五
九)

一
月
青
少
年
問
題
協
議
会
発
足
、
同
年 

五
月
子
ど
も
会
結
成
、

昭

和

四

十

三

年(

一
九
六
八)

九

月

に 

は
、
他
市
町
村
に
先
駆
け
て
高
校
生
会
も
発
足
し
て
い
る
。

「
心 

に
火
を
た
く
献
本
運
動
」

や
、

「
町
民
登
山
の
日
」
を
決
め
て
心 

身
共
に
健
や
か
な
人
づ
く
り
へ
の
運
動
が
活
発
と
な
っ
た
の
も
こ 

の
こ
ろ
か
ら
で
あ
る
。
現
在
で
は
、
自
然
に
親
し
む
イ
ン
リ
ー
ダ 

1

•

チ
ャ
レ
ン
ジ
キ
ャ
ン
プ
や
登
山
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
史
跡 

め
ぐ
り
歩
こ
う
会
な
ど
の
ほ
か
、
子
ど
も
会
創
作
大
会
や
高
齢
者 

と
の
交
流
活
動
な
ど
を
と
お
し
て
創
造
的
で
自
ら
考
え
表
現
し
、
 

行
動
で
き
る
人
間
の
育
成
をH

指
し
て
事
業
が
な
さ
れ
て
い
る
。 

婦
人
の
生
活
は
、
戦
後
の
社
会
変
動
に
よ
っ
て 

婦

人

教

育

ほ
ん
ろ
う
さ
れ
続
け
て
き
た
。
平
均
出
生
児
数 

の
減
少
や
平
均
寿
命
の
伸
長
に
よ
っ
て
、
三
〇
年
か
ら
四
〇
年
の 

長
い
中
高
年
齢
期
を
お
く
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
最
後
の 

一
〇
年
く
ら
い
は
、
女
性
の
独
身
期
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。 

本
町
に
お
い
て
は
、
昭

和

二

十

五

年(

一
九
五
。)

婦
人
学
級 

開
設
、
新
時
代
に
取
り
残
さ
れ
な
い
婦
人
自
身
の
学
習
は
も
と
よ 

り
、
 

家
庭
教
育
の
あ
り
方
や
生
活
改
善•

食

生

活

の

見

直

し

な 

ど
、
多
く
の
課
題
が
山
積
し
た
時
代
で
あ
る
。
各
小
学
校
区
ご
と

に
学
校
を
拠
点
と
し
た
婦
人
教
育
が
な
さ
れ
て
い
た
が
、
昭
和
四 

十

六

年
(

一
九
七
一)

四
月
中
央
公
民
館
完
成
と
と
も
に
、
計
画 

的
学
習
活
動
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

生
涯
に
わ
た
っ
て
の
生
き
が
い
づ
く
り
と
し
て
、
趣
味
学
級
や 

教
養
講
座
が
開
設
さ
れ
、
集
団
の
中
で
の
相
互
学
習
は
、
婦
人
の 

意
欲
を
わ
き
立
た
せ
て
効
果
を
あ
げ
て
い
る
。

町
婦
人
会
役
員
研 

修
を
兼
ね
て
開
設
さ
れ
て
き
た
婦
人
学
級
は
、
指
導
者
育
成
の
役 

割
も
果
た
し
て
い
る
。

ニ
一
世
紀
を
担
う
青
少
年
の
育
成
が
、
主 

と
し
て
家
庭
教
育
に
あ
る
こ
と
を
考
え
、
母
親
セ
ミ
ナ
ー
の
充
実 

な
ど
積
極
的
な
婦
人
教
育
へ
の
取
り
組
み
が
重
点
施
策
と
し
て
あ 

げ
ら
れ
て
い
る
。

わ
が
国
の
人
口
構
造
は
、
医
療
技
術
の
進
歩
、
 

高
齢
者
教
育

食
生
活
の
改
善
、
年
金
制
度
の
普
及
、
寿
命
の 

伸
長
に
よ
る
自
由
時
間
の
増
大
な
ど
に
支
え
ら
れ
て
、
急
速
な
高 

齢
化
社
会
を
迎
え
て
い
る
。
本
町
も
平
成
二
年
度
の
六
五
歳
以
上 

の
人
口
対
比
は
一
九
笈
強
に
達
し
て
い
る
。
高
齢
化
の
問
題
は
、
 

高
齢
者
自
身
の
問
題
で
あ
る
と
同
時
に
、
町
民
す
べ
て
の
将
来
に 

か
か
わ
る
重
要
な
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
高
齢
化
対
策
は
、
福

祉
•

医
療
を
中
心
と
し
た
高
齢 

者
の
庇
護
に
お
か
れ
て
い
た
が
、

こ
れ
と
並
行
し
て
高
齢
者
自
身
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平
成
二
年
度
霧
島
町
社
会
教
育
の
重
点
事
項

《
町
政
の
方
針
》△

町
教
委
教
育
方
針
〉

〔
社
会
教
育
の
努
力
点
〕

(

お
も
な
具
体
施
策)

明るく住みよい 
町づくり

豊かなふるさと 
づ く り

意欲あふれる 
人づくり

•生涯学習の視点に立つ教育の推進
•学校教育•社会教育•家庭教育の連携
•特色ある郷土教育の推進

•郷土に根ざした社会教育の推進

■

生
涯
学
習
の
推
進

⑴

各
世
代
に
お
け
る
学
習
機
会
の
拡
充

.

.

青
少
年
教
育
の
充
実

⑵

指
導
体
制
の
整
備
と
学
習
方
法
の
改
善

.

.

各
種
研
修
会
へ
の
積
極
的
参
加

⑶

公
民
館
教
室•

講
座
の
充
実

.

.

受
講
者
の
拡
大
と
新
教
室
の
開
発

⑷

住
民
総
ぐ
る
み
に
よ
る
地
域
づ
く
り
の
推
進

.

.

自
主
的
な
社
会
教
育
活
動
の
促
進
と
県

民
運
動
の
周
知•

実
践

⑸

社
会
参
加
活
動
の
奨
励
・
促
進

.

.

各
団
体
間
の
連
携
に
よ
る
活
動
の
推
進
，
 

⑹

社
会
教
育
施
設
の
整
備
充
実

.

.

公
民
館
の
整
備
と
経
営
研
究

。
幼
児
学
級•

実
年
学
級•

中
央
婦
人
学
級 

の
開
設

〇
職
骈
内
講
座
の
開
設 

。
家
庭
教
育
学
級
の
開
設(

霧
島
小•

永
水 

小)
。
青
年
教
室•

高
齢
者
教
室
の
開
設 

〇
読
書
教
室
・
自
然
教
室•

英
会
話
教
室
の 

開
設

。
イ
ン
リ
ー
ダ
ー
研
修
会•

イ
ン
リ
ー
ダ
ー 

チ
ャ
レ
ン
ジ
キ
ャ
ン
プ
の
実
施 

0

地
区
公
民
館
長
研
修
会
の
実
施 

〇
青
年
の
国
内
研
修
実
施 

。
国
際
交
流
フ
エ
ス
テ
ィ
バ
ル
へ
の
支
援
・
 

か
ら
い
も
交
流
の
受
入 

0
青
少
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進

芸
術•

文
化
活
動
の
振
興

⑴

文
化
団
体•

グ
ル
ー
プ
の
育
成
と
文
化
活
動
の
促
進 

— 

.

.

文
化
協
会
を
中
心
と
す
る
組
織
の
強
化 

⑵

文
化
財•

民
俗
資
料
等
の
保
存 

|
 

.

.

情
報
の
収
集•

整
理

⑶

文
化
財
保
護
思
想
の
普
及
と
文
化
財
の
活
用

.

.

啓
発
活
動
の
充
実

⑷

霧
島
国
際
音
楽
祭
へ
の
積
極
的
参
加

.

.

青
少
年
へ
の
働
き
か
け
と
支
援
体
制
の
一 

充
実

0

文
化
協
会
の
自
主
的
活
動
の
促
進

。
霧
島
国
際
音
楽
祭
の
後
援
と
友
の
会
の
育 

成
。
霧
島
を
テ
ー
マ
に
し
た8

号
洋
画
展
へ
の 

支
援

。
文
化
財
の
ス
ラ
イ
ド•

ビ
デ
オ
製
作 

〇
郷
土
芸
能
発
表
へ
の
助
成 

〇
国
際(

文
化)

交
流
促
進 

。
文
化
広
報
紙
の
発
行 

〇
郷
土
誌
改
訂
版
編
集

社
会
体
育•

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
振
興

U

フ
ア
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
奨
励
普
及

.

.

.

ス
ポ
ー
ツ
教
室
開
設
に
よ
る
普
及 

⑵

各
種
大
会(

地
区
大
会)

の
運
営
研
究

.

.

各
種
大
会
の
円
滑
な
運
営

⑶

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
奨
励•

普
及

.

.

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
の
実
施

。
婦
人•

親
子
を
対
象
に
し
た
ス
ポ
ー
ツ
教 

室
。
グ
ラ
ン
ド
コ
ル
フ•

ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル 

の
普
及

。

「
山
坂
達
者
霧
島
連
山
踏
破
証
」
の
作
成 

。
主
催
行
事
の
運
営
工
夫
と
参
加
者
の
促
進 

〇
第6

回
フ
ア
ミ
リ
ー
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ヨ
ン

の
実
施
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平
成
二
年
度 

霧
島
町
社
会
教
育
の
施
策
体
系
と
事
業
概
要

/

青
少
年
教
育
〉

《
ね
ら
い
》 

△

方 

向V
 

〔
具

体

的

事

業

概

要

〕

地
域
ぐ
る
み
推
進
体
制
の

た
め
に

〇
校
外
生
活
指
導
連
絡
会•

青
少
年
問
題
協
議
会
の
開
催
…
青
少
年
健
全
育
成
啓
発
チ
ラ
シ
の
全
戸
配
布 

。
青
少
年
育
成
カ
レ
ン
ダ
ー
の
作
成
全
戸
へ
の
配
布(

二
、

一
五
〇
戸)

。

「家
庭
教
育
学
級
」
の
開
設

。

「
町P
T
A

研
究
大
会
」

一
ー
月
二
四
日

一
〇
「生
活
指
導
連
絡
会
」
二
月

個性豊かでたくましい青少年育成の 
ための地域ぐるみ推進体制の確立

乳
幼
児
期
の
子
供
を
も
つ 

母
親
の
資
質
向
上
の
た
め

異
年
齢
集
団
の
活
動
を
通 

し
た
健
全
な
子
ど
も
会
活 

動
の
活
性
化
の
た
め

高
校
生
社
会
参
加
と
ボ
ラ 

ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進
の
た

め
に

青
年
団
活
動
の
活
性
化
と 

地
域
づ
く
り
へ
の
積
極
的 

参
加
の
た
め
に

各
種
団
体
指
導
者
の
資
質 

向
上
の
た
め
に

〇
乳
幼
児
を
も
つ
母
親
を
対
象
に
「幼
児
学
級
」
の
開
設

。
公
民
館
に
お
け
る
「親
子
読
書
教
室
」(

幼
稚
園)

の
開
設

。
幼
児
と
母
親
を
対
象
に
「幼
児
リ
ト
ミ
ッ
ク
教
室
」
を
開
設
年
間
一
〇
回 

0

幼
児
を
も
つ
父
親
学
級
年
間
六
回

〇
ニ
ニ
単
位
子
ど
も
会
の
活
動
充
実
…
自
治
公
民
館
活
動
と
の
連
携

。
イ
ン
リ
ー
ダ
ー
チ
ャ
レ
ン
ジ
キ
ャ
ン
プ
の
実
施

。
空
き
缶
募
金
活
動
の
実
施

。
ふ
る
さ
と
美
化
活
動
へ
の
参
加

0

屋
久
町
子
ど
も
会
交
歓
会(

隔
年
お
き
実
施
二
泊
三
日
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
ー)

〇
史
跡
め
ぐ
り
歩
こ
う
会
・
子
ど
も
会
大
会
の
実
施(

一
月)
-

自
然
教
室•

霧
島
連
山
踏
破
確
認
証

。
高
校
生
ク
ラ
ブ(

一
〇
地
区)

活
動
の
充
実
と
未
設
置
地
区
の
解
消

。
高
校
生
ク
ラ
ブ
対
抗
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
の
実
施

——

〇
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動(

駅
の
清
掃
作
業•

福
祉
も
ち
つ
き•

地
区
行
事
へ
の
参
加)

の
促
進 

〇
町
民
体
育
祭•

地
区
運
動
会
で
の
役
員
と
し
て
の
活
用 

一
〇
ふ
る
さ
と
美
化
活
動
へ
の
参
加_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

〇
定
例
会
の
充
実(

毎
週
第
三
火
曜
日)

。
青
年
教
室
の
充
実(

年
一
〇
回)

…
か
ら
い
も
交
流
の
実
施(

三
〇
名
前
後) 

〇

「夏
祭
り
」

「
お
じ
ゃ
ん
せ
市
」

「文
化
祭
」
な
ど
行
事
へ
の
主
体
的
取
組
み•

地
域
づ
く
り
へ
の
積 

極
的
参
加

。

「
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
霧
島
」
(

道
路
清
掃)

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
施

。

「青
年
祭
」
の
実
施
「福
祉
も
ち
つ
き
」

「老
人
と
の
ふ
れ
あ
い
」
な
ど
へ
の
積
極
的
参
加

ノ
忏
年
団
指
導
者
研
修•
f

ど
も
会
行
成
者
の
研
修 

。
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
育
成
者
の
研
修

。
高
校
生
育
成
者
大
会

、
県•

郡
で
の
各
種
研
修
会
へ
の
積
極
的
参
加
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八
婦
人
教
育V 

《
ね
ら
い
》

八
方

向v

〔
具

体

的

事

業

概

要

〕

生涯学習時代における婦人の地域 
社会参加活動の推進体制の確立

婦
人
の
資
質
向
上
と
家
庭 

生
活
充
実
の
た
め
に

〇
中
央
婦
人
学
級
の
開
催(

毎
月
一
回)

。
婦
人
の
た
め
の
公
民
館
各
種
学
級•

講
座
へ
の
参
加
促
進 

。
婦
人
ス
ポ
ー
ツ•

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
教
室
の
開
催 

〇
各
種
研
修
会•

講
演
会
等
へ
の
積
極
的
参
加
…
…
研
修
報
告
の
重
視 

。
母
親
セ
ミ
ナ
ー•

単
位
婦
人
会
学
習
会
の
実
施 

〇
広
報
紙
「
ふ
れ
あ
い
」
全
戸
配
布
に
よ
る
婦
人
会
活
動
の
呼
び
か
け
強
化 

。
仲
間
づ
く
り
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
充
実(

ゲ
ー
ム•

歌
等)

婦
人
団
体
活
動
の
充
実
と 

活
動
の
活
性
化
の
た
め
に

o

婦
人
会
リ
ー
ダ
ー
研
修
会(

単
位
婦
人
会
以
上 

五
月-

校
区
役
員
以
上 

二
月) 

。
資
金
作
業(

空
き
瓶•

ボ
ロ
回
収 

七
月•

文
化
祭
不
要
品
一
一
月) 

〇
福
祉
も
ち
つ
き
大
会(

一
ニ
月)

〇
早
朝
交
通
安
全
を
含
む
街
頭
補
導
と
声
か
け
運
動(

毎
月
一
〇
日) 

〇
独
居
老
人
へ
の
声
か
け
運
動 

〇
ご
み
ゼ
ロ
運
動
の
推
進

〇
寝
た
き
り
の
方
へ
の
オ
ム
ツ
配
布

。
単
位
婦
人
会(

二
一
単
位
四
五
〇
人)

活
動
の
充
実

。
雑
巾
の
配
布(

各
学
校
外)

0

県
・
郡
婦
連
諸
行
事
へ
の
積
極
的
参
加

〇
婦
人
ナ
イ
タ
ー
運
動
会
の
実
施(

八
月)

…
…
自
主
的
運
営•

各
関
係
機
関
と
の
連
携

社
会
参
加
活
動
と
推
進
関 

係
機
関
団
体
の
連
携
の
た 

め
に

0

町
主
催
各
種
行
事
へ
の
共
催
、
協

力(

敬
老
会-

七
草•

成
人
式-

駅
伝-

町
体
育
祭
等) 

〇
青
年
祭•

清
掃
活
動•

夏
祭
り
等
へ
の
協
力

〇
自
治
公
民
館•

地
区
公
民
館
活
動
へ
の
積
極
的
参
加

。
青
少
年
育
成
の
た
め
の
諸
行
事
へ
の
参
加

。
他
の
婦
人
団
体
と
の
連
携(

農
協
婦
人
部
等)

0
災
害
発
生
時
に
お
け
る
救
済
活
動
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△

成

人
•

高
齢
者
教
育
〉

《
ね
ら
い
》

教養を高め，生きがいを求める学習機会の 
拡充と地域づくりへの積極的参加の促進

△

方 

向v

教
養
を
高
め
、
教
育
力
を 

身
に
つ
け
た
親
に
な
る
た 

め
に

高
齢
者
の
学
習
要
求
に
こ 

た
え
生
き
が
い
と
社
会
参 

加
を
促
進
す
る
た
め
に

ぬ
く
も
り
と
連
帯
感
に
満 

ち
た
地
域
づ
く
り
の
中
核 

と
な
る
た
め
に

各
種
団
体
指
導
者
の
養
成 

と
資
質
向
上
の
た
め
に

〔
具

体

的

事

業

概

要

〕

〇
妊
婦•

乳
幼
児
を
も
つ
母
親
の
た
め
の
「乳
幼
児
学
級
」
の
開
設 

。
保
育
園•

幼
稚
園
児
の
父
母
を
対
象
に
「幼
児
教
育
講
座
」
の
開
設 

。
単
位P
T
A
活
動
の
充
実
の
た
め
の
助
言
指
導 

町p T A
研
究
大
会 

0
町
生
活
指
導
研
究
大
会
充
実
の
た
め
の
積
極
的
な
援
助
と
指
導 

。
子
ど
も
会
育
成
の
研
修
会(

年
三
回)

〇

「家
庭
教
育
学
級
」
(

霧
島
小•

永
水
小)

の
開
設

。

「
父
親
学
級
」
(

永
水
小)

の
開
設

〇

「高
校
生
父
母
の
会
」
の
活
動
充
実
と
「高
校
生
育
成
者
大
会
」
(

七
月)

の
実
施 

〇
一
六
ミ
リ
映
写
機
操
作
技
術
講
習
会•

パ
ソ
コ
ン
研
修
講
座
の
開
設

〇
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
、
充
実
の
た
め
の
助
言•

指
導
…
…
高
齢
者
教
室
「
み
や
ま
長
寿
大
学
」 

〇
高
齢
者
と
子
ど
も
と
の
ふ
れ
あ
い
事
業
の
充
実

0
文
化
財
や
公
共
施
設
の
清
掃
委
託
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
促
進

。
町
青
年
団
主
催
町
民
一
斉
奉
仕
作
業
へ
の
参
加
促
進

。
高
齢
者
人
材
バ
ン
ク
の
登
録
推
進
と
活
用

〇
モ
デ
ル
地
区
公
民
館
の
指
定
と
活
動
の
充
実(

霧
島
地
区
公
民
館) 

〇
自
治
公
民
館
研
修
会
の
実
施
…
…
農
村
振
興
運
動
・
駐
在
員
会
と
の
連
携 

〇
地
区
公
民
館
制
度
の
活
性
化

。
成
人
男
子
グ
ル
ー
プ
の
育
成
…
…

「
六
峰
会
」

「
み
ず
ほ
会
」 

〇
自
治
公
民
館
行
事(

奉
仕•

団
体
育
成•

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア)

の
指
導•

助
言 

o
人
権
意
識
の
高
揚
と
同
和
教
育
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
啓
発
活
動 

〇
保
健
衛
生
課
と
の
連
携
に
よ
る
「健
康
教
室
」

「体
力
づ
く
り
事
業
」
の
推
進

〇
県•

郡
主
催
各
種
研
修
会
へ
の
積
極
的
な
参
加
の
促
進

〇
各
種
初
級•

中
級
指
導
者
研
修
会
や
有
志
指
導
者
認
定
講
習
会
へ
の
派
遣•

参
加
奨
励 

〇
各
種
団
体
の
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
の
実
施

。
自
治
公
民
館
長-

地
区
公
民
館
長
の
先
進
地
研
修
の
実
施
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の
社
会
参
加
を
促
し
、
生
き
が
い
対
策
と
し
て
の
高
齢
者
教
育
の 

必
要
性
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
高
齢
者
の

生

活

意

識•

価

値

観• 

能

力
•

健
康
な
ど
の
格
差
も
十
分
配
慮
し
て
、
次
の
よ
う
な
高
齢 

者

教

育

に

取

り

組

ん

で

い

る(

平
成
元
〜
二
年
度) 

⑷

高

齢

者

教

室

「
み
や
ま
長
寿
大
学
」
開
設 

何

実

年

学

級•

夢
お
こ
し
学
級
そ
の
他
の
公
民
館
教
室
へ
の
参
加 

(-)
田

口

唱

歌

教

室(

異
な
る
世
代
間
の
交
流
も
含
め
て) 

㈡

高

齢

者•

子

ど

も

ふ

れ

あ

い

事

業(

農
作
業
体
験
な
ど) 

命
青
年
団
主
催
の
町
民
奉
仕
作
業
へ
の
参
加(

空
き
缶
拾
い) 

W

文

化

財•

公

共

施

設

の

清

掃

委

託(

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
促
進) 

(b)
町

ゲ
ー

ト

ボ
ー

ル

大

会

の

開

催(

健
康
保
持
増
進)

家
庭
教
育
は
、
戦
後
の
混
乱
の
中
で
、
と
も
す 

家

庭

教

育

れ
ば
目
標
を
見
失
い
、
民
主
主
義
の
は
き
違
え 

な
ど
も
含
め
て
し
ば
ら
く
は
と
ま
ど
い
の
時
代
が
続
い
た
。
昭
和 

四
十
年
代
の
高
度
経
済
成
長
期
は
、
本
町
か
ら
も
多
く
の
出
稼
ぎ 

者
を
生
み
、
父
親
不
在
の
中
で
家
庭
教
育
の
危
機
は
深
刻
と
な
っ 

た
。
観
光
立
町
の
本
町
は
、

サ
ー
ビ
ス
産
業
の
発
展
に
伴
っ
て
働 

く
婦
人
が
増
え
、
両
親
不
在
の
子
供
の
問
題
が
大
き
く
採
り
上
げ 

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、

こ
の
こ
ろ
か
ら
で
あ
っ
た
。
昭
和 

三

十

九

年(

一
九
六
四)

大
田
小
学
校
に
家
庭
教
育
学
級
開
設
、

英会話学習（家庭教育学級大田小）

同
四
十
年
霧
島
小 

学
校
、
同
四
十
一 

年
に 
永
水
小
学
校 

と
力
が
入
れ
ら
れ 

た
(

文
部
省
の
補 

助
事
業
で
、
 

年
間 

経

費

三

万

円>
 

現
在
で
は
町
の
単 

独
事
業
と
し
て
継 

続
さ
れ
て
い
る
。 

平
成
二
年
度
の 

社
会
教
育
の
重
点

事
項
と
、

お
も
な 

具
体
施
策
は
前
掲
の
と
お
り
で
あ
る
。

社

会

教

育•

学
校
教
育
の
学
習
効
果
を
高
め
る 

視
聴
覚
教
育

と
と
も
に
、
教
育
の
機
会
を
広
げ
る
と
い
う
目 

的
の
も
と
に
、
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
設
置
が
法
律
化
さ
れ
、
 

本

町

に

お

い
て

も

昭
和
五
十
三
年(

一
九
七
八)

十
月
、
視
聴
覚 

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
設
置
条
例
が
施
行
さ
れ
た
。
機
材
お
よ
び
教
材
の 

整
備
と
、
視
聴
覚
教
育
指
導
者
の
養
成
と
し
て
初
級
講
習
会
、

一
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16ミリフィルム利用状況 （平成元年度）

利用本数 利用回数 利用延人数 人口比率

学校教育 27 31 2, 087

社会教育 63 66 1,198

合 計 90 97 3, 285 55

8ミリフィルム•ビデオその他利用状況

利用本数 利用回数 利用延人数 人口比率

学校教育 6 6 839

社会教育 9 14 364

合 計 15 20 1,203 20

（単位：本，回，人，%）

教材整備状況 （平成元年度）

分一室・ブゴク 東部ブロック

教材名 国分 霧島 隼人 福山 保有数 基準数

16ミリ映画フィルム（本） 112 39 83 27 261 515

8ミリ映画フィルム（本） 1 14 15 6 36 155

スライド教材（組） 7 7 14 15 43 345

録音 教 材（本） 2 1 3 450

録 画 教 材（本） 8 11 6 7 32 102

同 （貸与品、寄贈品） 22 8 15 8 53

O. H. P.シート（組） 1 3 11 4 19 180

紙 芝 居（組） 4 4 90

組 写 真（組） 30

教材セット（点） 23

コンセプトフイルム（本） 3 2 9 29 43

ビデオデイスク（組） 7 7

掛 図（本）

パソコンソフト（本） 1 1

レ コー ド 0 100
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第四編現代の霧島町

機材整備状況 （平成元年度）

7^ ー——― フ'ロック 東 部 ブ ロ ッ ク
分 室、 ~----------- -------- --

機 材 国 分 霧 島 隼人 福 山

映写機｛腔: 4
1

1
1

3
1

2

撮影機｛號；
1 1

テレビ受像機 1 1 4 1

スライド映写機 3 2 3 1

コンセプト映写機 1 1

スライド作成具 1 1 1

0 H P投影機 1 2 2

シート作成機 1 1 1

実物投影機

ラジオ受信機

録 音 機 2 1 1 1

レコード演奏機 1 1

V. T. R. 2 1 3 2

テレビ（ビデオ）カメラ 2 1 3 2

V. D プレヤー 1

フイルムクリナー

写 真 機 2 1

ス ク リ ー ン 4 2 6 1

照 明 機

現像引伸機

暗 幕

編集機｛鼠：;
1 3 2

フィルム巻取機 1

修理用工具

（機材用 
ロッカー4教材用 

1カード
4 1 2 1

複 写 機

フィルム接合機 1 1

映 写 台 1 2

パ ソ コ ン

ア ン フ。

自 動 車

フィルム検索機
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六
ミ
リ
映
写
機
取
り
扱
い
講
習
会
が
行
わ
れ
て
い
る
。
資
格
者
に 

は
、
機
材
や
フ
ィ
ル
ム
な
ど
が
貸
し
出
さ
れ
、
地
域
の
集
会
や
団 

体
の
学
習
に
利
用
さ
れ
て
い
る̂

- 

、

一
 

戦
後
の
混
乱
と
経
済
の
荒
廃
か
ら
よ
う
や
く
立 

社

会

体

育

ち
直
り
か
け
た
昭
和
三
十
年
ご
ろ
か
ら
、

ス
ポ 

—
ツ
を
通
し
て
町
民
の
融
和
を
図
り
、
明
る
い
郷
土
づ
く
り
を
進 

め
よ
う
と
、
社
会
体
育
の
振
興
が
強
調
さ
れ
た
。

本

町

で

も

昭

和

三

十

一

年(

一
九
五
六)

四
月
、

ス
ポ
ー
ツ
の

ふるさとめぐり歩こう会

振
興
計
画
の
立
案
、
大
会
の
開
催
、
技
術
指
導
と
助
言
、
各
ス
ポ 

丨
ツ
団
体
の
連
絡
調
整
を
目
的
と
し
て
、
霧
島
町
体
育
協
会
が
発 

足
し
た
。

同
三
十
二
年
に
第
一
回
町
民
体
育
祭
が
開
催
さ
れ
、
同 

三

十

三
年
に
は

町
内
一
周
駅
伝
も

始
め
ら
れ

た
。

同
四
十
七
年 

(

一
九
七
二)

に
、
社
会
体
育
係
が
置
か
れ
て
、
町
民
の
交
流
の 

場
と
体
力
づ
く
り
へ
の
仕
掛
け
人
と
し
て
の
大
き
な
役
割
が
課
せ 

ら
れ
た
。

同
五
十
一
年
に
、

ス
ポ
ー
ツ
の
知
識
や
実
技
の
指
導
助 

言
を
目
的
に
、
体

育

指

導

委

員

制

度

も

確

立

し(

現
在
七
人
委

ふれあいレクリエーション大会

嘱)

、
各
種
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
が
誕
生
し
て
い 

る
。以

上
の
よ
う
な
経
過
の
も
と
に
、
 

社
会
体 

育
は
地
域
に
浸
透
し
、
各
自
治
公
民
館
ご
と 

の
運
動
会
の
開
催
な
ど
地
域
づ
く
り
に
大
き 

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

し
か
し
、
 

高
齢 

化
社
会
を
迎
え
た
今
、
日
常
生
活
に
密
着
し 

た

体

力

の

維

持

向

上

の

た

め

の

社

会

体

育 

が

、
真
剣
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

平
成
二
年
度
に
実
施
さ
れ
た
事
業
は
、
次 

の
表
の
と
お
り
で
あ
る
。
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第四編現代の霧島町

ハ

社

会

体

育V 

《
ね
ら
い
》

スポーツレクリエーション活動の生活化•地域化を 
進め町民の体力づくりと健康増進を図る

△

方 

向v

町
民
の
総
参
加
と
ス
ポ
ー 

ツ•

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン 

活
動
の
生
活
化•

地
域
化 

の
た
め
に

社
会
体
育
関
係
団
体
の
育 

成
と
体
育
協
会
の
自
主
的 

な
運
営
を
図
る
た
め
に

ス
ポ
ー
ツ•

レ
ク
リ
エ
ー 

——

シ
ョ
ン
指
導
者
育
成
の
た
—

め
に

社
会
体
育
施
設
の
利
用
の 

た
め
に

情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
と
し 

て
の
広
報
活
動
の
充
実
の 

た
め
に

〔
具

体

的
 

事

業
 

概

要

〕

0

地
区
対
抗
各
種
競
技
大
会
の
見
直
し
と
改
善(

年
間
ス
ポ
ー
ツ
対
象
の
設
置) 

•

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会(

五
月)

•

卓
球
大
会(

五
月)

•

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会(

六
月) 

•

野
球
大
会(

七
月)

•

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会(

八
月)

-

駅
伝
競
走
大
会(

十
月) 

〇
第
三
四
回
町
民
体
育
祭(

十
月)

。
第
六
回
霧
島
町
ふ
れ
あ
い
登
山
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会(

七
月) 

〇
町
民
フ
ァ
ミ
リ
ー
走
ろ
う
会(

二
月) 

。
軽
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
実
施
と
充
実
——
(

親
子
イ
ン
デ
ィ
ア
カ-

チ
ェ
ッ
ク
ボ
ー
ル
の
ニ
教
室) 

〇
ふ
る
さ
と
め
ぐ
り
歩
こ
う
会(

十
二
月) 

〇
町
内
各
地
区
別
運
動
会•

キ
ャ
ン
プ 

〇
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
同
好
会
へ
の
指
導
援
助 

。
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
の
す
す
め
…
…
チ
ラ
シ
配
布
と
随
時
指
導 

※

各
種
行
事
の
会
場
設
置
の
工
夫
と
案
内
板
作
成 

〇
体
育
協
会
理
事
会•

総
会
の
開
催

0
体
育
協
会
専
門
部
主
催
の
大
会
の
開
催

•

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
春•

秋
季
大
会 

•

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会 

•

町
弓
道
大
会 

•

職
場
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会 

•

連
盟
ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会 

〇
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
育
成(

一0
団 

少
女
バ
レ
ー
三
、
サ
ッ
カ
丄
一
、
ソ
フ
ト
三 

剣
道
二
、
空
手
一) 

〇
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
歓
大
会
の
実
施 

※

始
良
地
区
体
育
大
会
並
び
に
地
区
市
町
村
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
に
向
け
て
の
選
手
強
化
及
び
結
団
式
の 

実
施

※

小
学
校
水
泳
・
陸
上
記
録
会
へ
の
援
助_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

1

—

体

fr
指
導
委
員
会
の
充
実

•

体
育
指
導
委
員
の
連
携
強
化
と
定
例
会
の
充
実

〇
各
種
研
修
会
の
開
催

体
育
部
長
研
修
会•

体
育
協
会
理
事
研
修
会•

女
子
体
育
指
導
委
員
研
修
会•

県
体
育
指
導
委
員
研
修
会

。
県-

地
区
主
催
研
修
会
へ
の
積
極
的
参
加

•

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
指
導
者
研
修
会 

•

社
会
体
育
有
志
指
導
者
資
格
講
習
会

・
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
研
修
会

〇
町
営
総
合
運
動
場
の
整
備

•

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
備 

•

バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
の
修
理 

•

ナ
イ
タ
ー
修
理 

•

危
険
防
止 

。
ス
ポ
ー
ッ
障
害
保
険•

一
日
障
善
保
険
加
入

二
社
会
体
育
通
信
「健
康
」
！(

毎
月)

の
全
戸
配
布

0

健
康
づ
く
り
年
間
行
事
予
定
表
の
作
成
と
全
戸
配
布

。
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
普
及
を
め
ざ
し
た
視
聴
覚
自
作
教
材
の
作
成
と
映
写
会
の
実
施 

〇
町
広
報
「
き
り
し
ま
」

へ
の
計
画
的
投
稿
と
担
当
者
会
と
の
連
携 

〇
カ
ウ
ン
タ
ー
利
用
に
よ
る
写
真•

ニ
ュ
ー
ス
等
の
掲
示_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
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、

匸
官
勺1

本
町
の
公
民
館
活
動
は
、
昭
和
四
十
六
年(

一
 

公
民
館
活
動

九
七
一)

に
中
央
公
民
館
が
建
設
さ
れ
る
ま
で 

は
、
学
校
や
個
人
住
宅
を
利
用
し
な
が
ら
、
映
画
会
、
講
演
会
、
 

料
理
実
習
な
ど
限
ら
れ
た
範
囲
の
講
座
が
も
た
れ
て
い
た
が
、
社 

会
教
育
施
設
の
整
備
に
伴
い
学
習
活
動
の
意
欲
も
高
ま
っ
て
き 

た
。
中
央
か
ら
遠
い
地
域
の
人
た
ち
の
た
め
に
、
永

水(

昭
和
五 

十
三
年)

、
田
口(

昭
和
五
十
四
年)

両
地
区
に
、
地
域
公
民
館
が

夢おこし学級

建
設
さ
れ
た
こ
と 

に
よ
り
、
 

全
町
民 

に
広
く
生
涯
学
習 

参
加
へ
の
施
設
が 

整
い
、
本
格
的
な 

公
民
館
活
動
が
軌 

道
に
乗
り
は
じ
め 

た
。

△

学
級•

講
座
の 

開
設
〉

中
央
公
民
館• 

地
域
公
民
館
の
学 

級
講
座
は
、
地
域

住
民
の
希
望
を
取
り
入
れ
な
が
ら
募
集
し
、
原
則
と
し
て
応
募
数 

一
〇
人
以
上
を
公
民
館
学
級
と
し
て
開
設
、
年
一
〇
回
分
の
講
師 

謝
金
を
町
で
二
年
間
負
担
す
る
。
そ
の
後
は
、
自
主
学
級
と
し
て 

公
民
館
施
設
を
利
用
し
な
が
ら
グ
ル
ー
プ
で
運
営
し
て
い
る
。
初 

め
は
募
集
し
て
も
学
級
生
が
集
ま
ら
ず
、
電
話
そ
の
他
の
方
法
で 

声
か
け
し
て
ど
う
に
か
学
級
を
編
成
す
る
と
い
う
時
期
も
あ
っ
た 

が
、
最
近
で
は
、
住
民
の
生
涯
学
習
へ
の
意
欲
が
高
ま
り
、
皮
ェ 

芸
•

水
墨
画•

絵
画
グ
ル
ー
プ
な
ど
増
え
、
町
文
化
協
会
員
の
増 

加
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
霧
島
を
テ
ー
マ
に
し
た
八
号 

洋
画
展
の
企
画
開
催
、
夢
お
こ
し
学
級
な
ど
、
生
涯
学
習
の
成
果 

に
結
び
つ
い
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
平
成
元
年
度
は
手
話•

園
芸 

•

薬
草
と
健
康•

コ
ー
ラ
ス•

ク
ラ
フ
ト•

幼
児
リ
ト
ミ
ッ
ク• 

詩

舞•

実
年
学
級•

読
書
教
室(

七
教
室)

•

少
年
少
女
合
唱
隊 

•

親
子
英
会
話
、
ほ
か
に
自
主
講
座(

ニ
ニ)

が
開
設
さ
れ
て
い 

る
。
こ
の
よ
う
な
社
会
教
育
施
設
の
整
備
に
伴
う
学
習
意
欲
の
高 

ま
り
の
成
果
と
し
て
、
平
成
元
年
度
に
全
国
優
良
公
民
館
と
し
て

文
部
大
臣
表
彰
も
受
け
た
。

青
少
年
育
成
の
一
環
と
し
て
、

「
心
に
火
を
た 

読

書

活

動

く
献
本
運
動
」
が
始
め
ら
れ
た
の
は
昭
和
四
十 

二

年(

一
九
六
七)

で
あ
っ
た
が
、
町
民
の
読
書
活
動
に
ま
で
広
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が
ら
な
い
う
ち
に
立
ち
消
え
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
昭
和
五
十
八 

年
(

一
九
八
三)

、
子
供
読
書
教
室
と
大
田
小•

大
田
幼
稚
園
親
子 

読
書
教
室
四
教
室
を
中
央
公
民
館
に
開
設
し
、
幼
児
期
か
ら
の
読 

み
聞
か
せ
と
、
本
の
あ
る
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
月
一
回
の 

読
書
会
が
始
め
ら
れ
た
。
集
ま
っ
て
読
む
こ
と
よ
り
も
、
粘
土
や 

色
紙
、
人
形
劇
な
ど
を
と
お
し
て
、
物
語
の
世
界
に
遊
ぶ
こ
と
に 

重
点
が
お
か
れ
た
。
昭
和
五
十
九
年
か
ら
霧
島
小
に
親
子
読
書
教 

室
と
子
供
読
書
教 

室
、
昭
和
六
十
年 

永
水
小
全
児
童
に

読書教室（緑陰読書風景）

よ
る
読
書
教
室
が 

発
足
し
た
。
平
成 

元
年
現
在
、
 

七
教 

室
が
活
発
な
読
書 

活
動
を
続
け
て
い 

る
。
平
成
二
年
に 

県
内
優
良
読
書
グ 

ル
ー
プ
と
し
て
大 

田
小
の
親
子
読
書 

教
室
が
表
彰
を
受

け
た
。
読
書
教
室
の
母
親
の
有
志
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
の
が
人
形 

劇

団

「あ
ざ
み
」
で
、
独
特
な
文
化
活
動
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い 

る
。昭

和
五
十
八
年(

一
九
八
三)

か
ら
再
び
献
本
運
動
を
展
開
、
 

平
成
元
年
ま
で
の
六
年
間
に
三
ハ
ハ
一
冊
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
 

図
書
室
も
年
ご
と
に
充
実
し
、
蔵
書
冊
数
ハ
一
四
八
冊(

う
ち
児 

童
図
書
四
一
七
〇
冊)

、
個
人
貸
し
出
し
、
年
間
冊
数
一
万
四
五
九 

三
冊
と
県
内
で
も
上
位
を
占
め
て
い
る
。

な
お
、
読
書
教
室
生
の
発
表
の
場
と
ち
び
っ
子
た
ち
の
た
め
の 

お
話
の
広
場
と
し
て
、

「
ち
び
っ
子
天
国
」
が
開
催
さ
れ
て
い

る
(

五
十
八
年
か
ら)

。

自
治
公
民
館
活
動

終
戦
前
か
ら
、
小
組
合
と
か
部
落
会
と
呼 

ば
れ
て
い
た
地
域
の
集
落
は
、
昭
和
四
十

年
代
に
な
っ
て
自
治
公
民
館
と
い
う
名
称
に
変
わ
っ
た
。
高
度
経 

済
成
長
は
、
物
の
豊
か
さ
と
安
定
し
た
経
済
生
活
は
も
た
ら
し
た

が
、
反
面
、
青
少
年
の
非
行
や
地
域
の
連
帯
感
の
欠
如
な
ど
問
題 

は
山
積
し
た
。
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
心
の
豊
か
さ
を
取
り
戻
そ
う 

と
、
自
治
公
民
館
活
動
が
重
視
さ
れ
た
。

昭
和
五
十
四
年
、
県
の
重
点
施
策
の
一
つ
と
し
て
、
 

サ
ン
ラ
イ

フ
運
動
が
提
唱
さ
れ
、
自
治
公
民
館
や
地
区
公
民
館
を
対
象
に
地
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駅前自治公民館

域
連
帯
感
づ
く
り 

活
動
が
始
ま
っ 

た
。
本
町
で
は
、
 

駅
前
自
治
公
民
館 

が
モ
デ
ル
指
定
を 

受
け
て
組
織
づ
く 

り
か
ら
始
め
、
サ 

ン
ラ
イ
フ
十
周
年 

に
は
知
事
の
特
別 

表
彰
を
受
け
る
な 

ど
の
成
果
を
あ
げ

た
。現

在
、
 

本
町
に

は
四
一
の
自
治
公
民
館
が
あ
り
、
そ
の
規
模
は
戸
数
一
〇
戸
程
度 

か
ら
一
五
〇
戸
ぐ
ら
い
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
し
か
し
、
公
民 

館
長
は
行
政
の
駐
在
員
を
兼
ね
て
い
る
の
で
、

一
方
で
自
治
公
民

館
と
し
て
の
活
動
機
能
の
薄
れ
た
地
域
も
あ
り
、
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
駅
前
自
治
公
民
館
が
連
帯
感
づ
く
り
に
成
功
し
た 

の
は
全
員
参
加
を
考
え
た
組
織
づ
く
り
が
大
き
な
要
因
に
な
っ
て 

い
る
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
青
年
部
か
ら
公
民
館
活
動
の
運
営
に

駅前自治公民館組織機構

副公民館長-----公民館長...... 総 会

各班長..... 役 員 会

（事業別組織） （年齢別組織）

.
一
青 

年 

部 

一
壮 

年 

部 

f
w

 

年 

部 

〔
婦 

人 

許 

一
熟 

年 

部 

一
産 

業 

部 

納 

税 

部 

体 

育 

湘 

子

ど

も

会

育

成

部
 

一
広 

報 

部 

一

花

い

っ

ぱ

い

部

務陽）/40 〜1
150歳丿

信陽）なし（障
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第四編現代の霧島町

参
加
し
て
い
る
こ
と
も
後
継
者
の
養
成
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で 

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

地
区
公
民
館
活
動

前
述
の
よ
う
に
、
 

戸
数
の
少
な
い
自
治
公 

民

館
で

は

十

分
な

活

動

が

で

き

な

い

の

で
、
町
内
を
一
一
地
区
に
分
け
て
地
区
公
民
館
と
呼
称
す
る
組
織

が
で
き
た
。

し
か
し
、
 

ま
だ
十
分
な
活
動
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な 

、
〇国

際
交
流
事
業

鹿
児
島
県
で
は
、

「
南
の
起
点
づ
く
り
」
を 

目
標
に
、
外
国
青
少
年
、
婦
人
な
ど
と
の
交

流
や
各
種
海
外
派
遣
事
業
な
ど
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
特
に
、
歴

史
的
に
も
文
化
的
に
も
深
い
つ
な
が
り
を
も
つ
中
国
や
韓
国
、
東 

南
ア
ジ
ア
諸
国
な
ど
へ
の
積
極
的
な
働
き
か
け
は
、
目
覚
ま
し
い

も
の
が
あ
る
。

本
町
で
は
、
九
州
青
年
の
船
へ
の
参
加
が
昭
和
五
十
一
年(

一
 

九
七
六)

か
ら
毎
年
一
人
の
研
修
生
を
お
く
り
、
現
在
ま
で
に
ハ 

人
の
青
年
が
参
加
し
て
き
た
。
文
化
面
で
は
、
昭
和
五
十
五
年
に 

始
ま
っ
た
霧
島
国
際
音
楽
祭
の
開
催
地
と
し
て
広
く
知
ら
れ
る
よ 

う

に

な

っ

て

い

る(

六
三
六
ペ
ー
ジ
参
照)

。

昭
和
六
十
一
年
度
は
、
青
年
教
室
生
と
青
年
団
員
合
同
の
海
外 

研
修
会
を
実
施
、

ニ
二
人
が
韓
国
を
訪
問
し
て
、
韓
国
青
年
と
の

交
歓
会
を
も
っ
た
。

ま

た

「
コ
グ
マ
ー
か
ら
い
も
交
流
」(

八
月)

、
 

「
か
ら
い
も
交
流
」(

同
六
十
二
年
三
月)

も

始

め

ら

れ

、
平
成 

二
年
度
ま
で
に
一
六
人
の
外
国
青
年
が
本
町
を
訪
れ
、
生
活
を
共 

に
し
な
が
ら
多
く
の
団
体
と
交
流
の
機
会
を
も
ち
、
住
民
が
国
際 

的
な
感
覚
を
身
に
つ
け
る
場
と
も
な
っ
て
い
る
。
 

八
か
ら
い
も
交
流V
 

在
日
留
学

生
を

県
下
の
農•

漁
•

商
家
に 

招
い
て
、
家
族
の
一
員
と
し
て
労
働
を
共
に
し
な
が
ら
、
地
域
の 

歴
史
や
文
化
、
生
活
を
理
解
し
て
も
ら
お
う
と
い
う
目
的
で
始
め 

ら
れ
た
。

昭

和

五

十

七

年(

一
九
八
二)

三
月
か
ら
南
方
圏
交
流 

セ
ン
タI

の
主
催
事
業
で
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る
。
 

こ
の
名
称
の
由
来
は
、
南
方
か
ら
中
国
を
経
て
、
鹿
児
島
の
地 

に
か
ら
い
も
が
伝
え
ら
れ
、
郷
土
の
食
文
化
に
大
き
く
貢
献
し
て 

.
き
た
。

か
ら
い
も
の
歴
史
は
、
我
々
に
異
文
化
交
流
の
尊
さ
、
す 

ば
ら
し
さ
を
教
え
て
く
れ
る
。
今

、
そ

の

源

点

に

か

え

っ

て

「
第 

二
の
か
ら
い
も
」

は
何
か
を
考
え
、
実
践
活
動
を
と
お
し
て
国
際 

化
時
代
の
人
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
を
目
指
そ
う
と
、

こ
の
名
が 

付
け
ら
れ
た
。

本
町
で
は
、
昭

和

六

十

二

年(

一
九
八
七)

三
月
、

マ
レ
ー
シ 

ア
、
香
港
、

カ
ナ
ダ
の
各
出
身
の
大
学
留
学
生
を
受
け
入
れ
た
。
 

受
け
入
れ
家
庭
と
の
交
流
を
中
心
に
、
地

域

の

青

年

、
児
童
生
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徒

、
婦
人
会
、
老
人
会
、

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
な
ど
と
の
交
流
も 

活
発
に
行
わ
れ
、
国
際
色
豊
か
な

地

域
づ

く

り

に

寄

与

し
て

い 

る
。
平
成
二
年
度
ま
で
に
、

六

か

国•

一
一
人
の
留
学
生
が
、
本 

町
を
訪
れ
て
い
る
。

△

コ
グ
マ
ー
か
ら
い
も
交
流
〉

「
コ
グ
マ
ー
」

は
、
韓
国
語
で 

「
か
ら
い
も
」

の
こ
と
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
韓

国

の

大

学

生
 

(

韓
国
中
央
大
学
日
本
語
学
科)

を
招
い
て
、

か
ら
い
も
交
流
と 

同
じ
目
的
、
方
法
で
行
う
交
流
で
あ
る
。

本
町
で
は
、
昭
和
六
十
一
年
八
月
二
日
か
ら
一
二
日
間
の
日
程 

で
第
一
回
が
実
施
さ
れ
た
。

三
人
の
韓
国
大
学
生
は
、
地
域
の
生 

活
、
文
化
、
歴
史
な
ど
を
学
び
、
ま
た
地
域
の
人
々
は
、

「
薩
摩 

焼
」
や

「
亠
咼
麗
菓
子
」
(

こ
れ
が
し)

」
な
ど
の
よ
う
に
我
々
の 

生
活
の
一
部
と
も
な
っ
て
い
る
も
の
を
と
お
し
て
、
歴

史

的•

文

化
的
つ
な
が
り
を
掘
り
起
こ
す
機
会
を
も
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ 

ま
で
に
、
五

人
(

二
回)

の
韓
国
青
年
を
本
町
に
招
き
、
小
学
校 

で
の
楽
し
い
交
歓
会
や
地
域
の
高
齢
者
ク
ラ
ブ
と
の
交
流
な
ど
が 

行
わ
れ
て
き
た
。
今
後
、
さ
ら
に
交
流
を
深
め
る
中
で
我
が
町
を 

よ
く
知
り
、
歴
史
や
文
化
、
自
然
な
ど
を
次
の
世
代
へ
引
き
継
い 

で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

△

国
際
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ルV
 

こ
の
事
業
は
、
国
際
交
流
村

整
備
事
業
、
国
際 

交
流
の
ま
ち
推
進 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な 

ど
に
取
り
組
ん
で 

い
る
本
町
に
お
い 

て
、
霧
島
国
際
音 

楽
祭
の
時
期
に
在 

県
留
学
生
、
音
楽 

祭
参
加
者
な
ど
と 

町
民
と
の
交
流
行 

事
を
開
催
す
る
こ 

と
に
よ
り
、
地
域 

の
活
性
化
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

第
一
回
は
、
平
成
元
年
八
月
四
日
か
ら
三
日
間
の
日
程
で
行
わ 

れ

た
(

一
ニ
か
国
の
三
四
人
が
、
町
内
の
二
七
家
族
に
宿
泊)

。
平 

成
二
年
は
二
八
人
が
本
町
を
訪
れ
、
小

さ

な

町

の

大

き

な

交

流 

は
、
着
実
に
根
を
下
ろ
し
つ
つ
あ
る
。

第
一
回
国
際
交
流
フ
エ
ス
テ
ィ
バ
ル
日
程

一
日
目
八
月
四
日(

金)
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第四編現代の霧島町

対
面
式(

中
央
公
民
館)

。
霧
島
国
際
音
楽
祭
フ7 

ミ
リ
コ
ン
サ
ー
ト
鑑
賞

二
日
目
八
月
五
日(

土)

中
岳I

新
燃
岳
へ
登
山
。
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
パ|

テ
ィ 

1
(

緑
の
村)

。
六
月
灯(

霧
島
神
宮)

三
日
目
八
月
六
日(

日)

国
際
交
流
会
議(

中
央
公
民
館)

。
閉

会

式(

中
央 

公
民
館)

△

海
外
青
年
招
致
事
業V
 
(
A
E
T

事
業)

平
成
元
年
八
月
一 

日
か
ら
二
年
間
の
計
画
で
、
 

英
国
青
年
ハ
ー
カ
ー 
•

リ
チ
ャ
ー
ド 

氏
を
採
用
し
た
。
霧
島
中
学
校
で
の
学
習
の
ほ
か
、

一
般
町
民
と 

の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
次
の
教
室
が
開
設
さ
れ
て
い
る
。 

親
子
英
会
話
教
室
一
五
二
人(

二
年
間) 

町
役
場
職
員
の
英
会
話
教
室 

毎
週
月
曜
、
金
曜
の
一
六
時
か
ら
一 

七
時
観
光
関
係
従
業
者
へ
の
英
会
話
教
室
毎
月
二
回 

△

霧
島
国
際
音
楽
祭V
 

世
界
的
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
、

ゲ
ル
ハ 

ル

ト•

ボ
ッ
セ
教
授
の
提
唱
に
よ
っ
て
、
昭
和
五
十
五
年
夏
、
国 

際

音

楽

祭•

講
習
会
と
し
て
第
一
回
が
開
催
さ
れ
た
。
第
一
回
は 

霧
島
高
原
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
で
行
わ
れ
た
が
、
第
二
回
か
ら
霧
島 

町
•

牧
園
町
の
後
援
を
得
て
両
町
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
 

さ
ら
に
第
三
回
か
ら
オ
ベ
ラ
部
門
の
設
置
に
よ
り
、
主
催
の
母
体

を
霧
島
国
際
音
楽
祭
実
行
委
員
会(

朝
比
奈
隆
委
員
長)

に
移
し
、
 

音
楽
祭
の
充
実
が
図
ら
れ
た
。
第

六

回
(

昭
和
六
十
年)

か
ら
、
 

母
体
は
財
団
法
人
ジ
エ
ス
ク
音
楽
文
化
振
興
会(

野
村
良
雄
理
事 

長)

に
移
り
、
昭
和
六
十
二
年
の
第
ハ
回
か
ら
鹿
児
島
県
と
の
共 

催
に
よ
っ
て
、
そ
の
目
的
と
す
る
音
楽
文
化
の
振
興
、
音
楽
の
青 

少
年
へ
の
普
及
、
音
楽
を
と
お
し
て
の
国
際
交
流
を
一
層
実
り
あ 

る
も
の
に
し
よ
う
と
努
力
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
昭
和
六
十
一
年 

(

第
七
回)

か

ら

霧

島

町•

牧

園

町•

鹿

児

島

市

に

友

の

会

発 

足
、
霧
島
の
恵
ま
れ
た
大
自
然
の
中
で
奏
で
ら
れ
る
感
動
の
音
楽 

祭
を
育
て
、
文
化
性
豊
か
な
観
光
地
づ
く
り
と
、
町
民
の
情
操
の 

か
ん
養
を
目
的
と
し
て
い
る
。
友

の

会

費

は

年

間

五0
0
0

円 

で
、
全
部
の
演
奏
を
無
料
で
聴
く
こ
と
が
で
き
る
。
平
成
二
年
度 

は
友
の
会
員
一
〇
二
人
で
あ
っ
た
。

霧
島
を

テ
ー

マ
に
し
た
ハ
号
洋
画
展 

霧
島
連 

文

化

活

動

山
は
火
口
湖
、
赤
松
林
、
す
す
き
野
、
渓

流
• 

滝
な
ど
四
季
折
々
の
す
ば
ら
し
い
景
観
に
恵
ま
れ
て
い
る
。

こ
の 

自
然
や
風
俗
を
、
多
く
の
人
々
に
描
い
て
も
ら
い
、
芸
術
に
接
す 

る
機
会
を
つ
く
り
、
文
化
性
豊
か
な
観
光
地
づ
く
り
を
目
的
と
し 

て
始
め
ら
れ
た
。
趣
味
と
し
て
絵
を
描
い
て
い
る
人
た
ち
も
、
気 

軽
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
八
号
に
限
定
し
た
ュ
ニ
ー
ク
な
公
募
展
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で
あ
る
。

第
一
回 

平
成
元
年
十
月
、
場
所
、
 

み
ど
り
の
村
。
応
募
出
品 

点
数
三
〇
七
点
。

入
場
者
数
二
五
〇
四
人
。

第
二
回 

平
成
二
年
十
月
、
場
所
、

み
ど
り
の
村
。
応
募
出
品 

点
数
五
二
七
点
。

入
場
者
数
二
四
七
七
人
。

第
三
回 

平
成
三
年
十
月
、
場
所
、

み
ど
り
の
村
。
応
募
出
品 

点
数
四
九
三
点
。

入
場
者
数
二
七
四
一
人
。

こ
の
洋
画
展
は
、

「
霧
島
を
テ
ー
マ
に
し
た
八
号
洋
画
展
実
行

霧島をテーマとした8号洋画展会場

委
員
会
」

で
企
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

入
賞
区
分 

霧
島
大
賞 

五
万
円
、
霧
島
町
長
賞 

三
万
円
、
 

観
光
協
会
長
賞 

二
万
円
、
そ

の

他

の

賞
 

七 

占"

奨

励

賞

ー

ニ

点

。

<

霧
島
国
際
音
楽
祭V

昭
和
五
十
五
年
に
は
じ
ま
り
、
平
成
二 

年
度
で
一
一
回
を
数
え
、
本
町
の
文
化
活
動
の
中
核
と
し
て
定
着 

し

て

い

る(

国
際
交
流
事
業
参
照)

。

△

音

楽

愛

好

会

「
風
」V
 

霧

島

町•

牧

園

町

の

若

者

た

ち

の

洋画展会場風景

呼
び
か
け
に
よ
り
、

音

楽

愛

好

グ

ル

ー

プ 

が

、
昭
和
六
十
三
年
に
結
成
し
た
。
鹿
児
島 

市
な
ど
か
ら
演
奏
家
を
招
い
て
星
空
コ
ン
サ 

—
ト
や
、
夕
焼
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
を
開
催
し 

た
り
、
霧
島
国
際
音
楽
祭
と
の
交
流
演
奏
会 

な
ど
、
霧
島
の
自
然
と
と
け
あ
っ
た
音
の
世 

界
を
楽
し
も
う
と
、
輪
を
広
げ
て
い
る
。 

△

霧
島
少
年
少
女
合
唱
隊V

町
内
小
学
校 

三
年
生
以
上
の
児
童
を
対
象
に
、
 

社
会
教
育 

指
導
員
長
野
彰
氏
の
指
導
の
も
と
平
成
元
年 

に
結
成
さ
れ
た
。

町
内
行
事
へ
の
出
演
や
他 

町
と
の
交
流
会
、
霧
島
国
際
音
楽
祭
へ
の
参
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第四編現代の霧島町

加
な
ど
幅
広
く
活
躍
し
て
い
る
。

霧島少年少女合唱隊

二
社
会
教
育
関
係
団
体

ニ

ニ

ル
 

本
町
の
文
化
協
会
は
、
昭

和

四

十

九

年(

一
九

文

化

協

会

七
四)

十
一
月
加

盟

団

体-

〇

グ

ル

ー

プ(

会 

員
数
一
二
〇
人)

で
設
立
さ
れ
、
町
社
会
教
育
課
と
共
催
で
第
一

回
文
化
祭
を
開
催
し
た
。
文

化

祭

は

そ

の

後

昭

和

五

十

八

年(

一
 

九
八
三)

か
ら
は
、
文
化
協
会
独
自
の
中
心
事
業
と
し
て
現
在
に 

至
っ
て
い
る
。

中
央
公
民
館
や
地
区
公
民
館
を
拠
点
と
し
て
、
多
く
の
教
室
が 

開
設
さ
れ
て
い
る
が
、

二
か
年
修
了
後
は
、
文

化

協

会
 

へ
入
会 

し
、
自
主
活
動
を
続
け
て
い
る
。
文
化
協
会
加
盟
団
体
は
次
の
二

ハ
団
体
で
あ
る
。

霧
島
町
書
道
会

し
ぶ
柿
会
霧
島
支
荒 

藤
間
流
藤
峰
会

華
聖
会

絵
画
教
室

あ
み
も
の
同
好
会 

柿
木
あ
み
も
の
教
室 

白
土
焼

池
坊
生
花
グ
ル
ー
プ 

史
談
会

詩
吟
ク
ラ
ブ

民
謡
ク
ラ
ブ

田
口
民
謡
ク
ラ
ブ 

新
村
ピ
ア
ノ
教
室

霧
島
短
歌
会 

霧
島
俳
句
会 

え
び
す
料
理
グ
ル
ー
プ 

霧
島
茶
道
会 

和
華
奈
会 

人
形
劇
団
「あ
ざ
み
」 

大
正
琴
同
好
会 

水
墨
画
同
好
会

春
日
流
寿
宗
会 

ク
ラ
フ
ト
手
芸
同
好
会 

田
口
唱
歌
グ
ル
ー
プ 

創
作
手
芸M
I
K
I
D
O
L
 

霧
島
民
踊
同
好
会 

着
付
教
室
グ
ル
ー
プ
碧

文
化
協
会
は
、
文
化
祭
主
催
の
ほ
か
に
、
始
良
地
区
芸
術
祭
へ
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文化祭風景

文化祭の作品展示会場

的
に
参
加
し
て
い
る
。
現
在
体
協
の
加
入
団 

体
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

協

会

卓

球

部

ゲ

ー

ト 

ボ

ー

ル

協

会

庭

球

部

弓

道

部

野

球

部
 

ソ

フ

ト

ボ

ー

ル

連

盟

陸

上

部

剣

道

部 

蹴
球
部

p
 
T
 
A

連

霧

島

町

の

大

正

末

期

か

ら 

絡

協

議

会

昭

和

初

期

に

か

け

て

、
学 

校
と

在
学

児
童
家
庭
と
を

結
ぶ
も

の
に
「
父 

兄
会
」
と
呼
ば
れ
る
組
織
が
あ
っ
た
。

こ
れ 

は
、
運
動
場
の
整
備
や
学
校
林
の
下
払
い
な 

ど
の
奉
仕
作
業
が
お
も
な
活
動
で
、
学
校
教

第四章教育•文化

の
参
加
や
霧
島
国
際
音
楽
祭
友
の
会
の
会
員
募
集
、
霧
島
を
テ
ー 

マ
に
し
た
八
号
洋
画
展
の
後
援
な
ど
、
本
町
の
文
化
振
興
に
積
極 

的
に
参
加
し
て
い
る
。

昭

和

三

十

一

年(

一
九
五
六)

四
月
、
霧
島
町 

体

育

協

会

体
育
協
会
が
発
足
し
て
、
各
種
の
ス
ポ
ー
ツ
同 

好
会
が
生
ま
れ
て
体
協
に
加
入
、
社
会
体
育
行
事
と
連
動
し
て
、
 

本
町
の
ス
ポ
ー

ツ
は
年
ご
と
に
活
発
に
な
っ
て
き
た
。
体
協
は
社 

会
体
育
行
事
と
連
動
し
て
各
種
の
ス
ポ
ー
ツ
競
技
大
会
に
も
積
極

育
の
援
助
団
体
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
特
筆
す
べ
き
行
事
と
し
て
、
 

各
集
落
ご
と
に
集
落
担
当
の
先
生
の
指
導
で
学
芸
会
が
催
さ
れ
て 

い
た
。
学
芸
会
は
、
公
会
堂
や
青
年
舎
が
会
場
と
な
り
、
集
落
内
の 

父
母
と
学
校
の
先
生
と
が
歓
談
す
る
唯
一
の
場
と
な
っ
て
い
た
。 

現
在
のP
T
 A

の
要
素
を
多
分
に
持
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。 

戦
後
、
第

一

次

ア

メ

リ

カ

教

育

使

節

団(

昭
和
二
十
一
年)

の 

勧
奨
に
よ
っ
て
、
従
来
の
学
校
後
援
会
に
代
わ

っ
て

新
し
く
「P
 

T
A

」
が
誕
生
し
た
。
昭

和

二

十

二

年(

一
九
四
七)

、
文
部
省
は
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第四編現代の霧島町

ア
メ
リ
カ
民
間
情
報
教
育
局 
(
C
I
E
)

の

協

力

に

よ

っ

て

「
父 

母
と
先
生
の
会.
.

教
育
民
主
化
の
手
引
」
を
、
 

翌

年

に

は

「
父 

母
と
先
生
の
会
参
考
規
約
」
を
作
成
配
布
し
てP
T
A

の
普
及
を 

図
っ
た
。

本
町
で
は
、

こ

れ

ま

で

の

「
父
兄
会
」
を
そ
の
ま
ま
「P
T
A

」 

と
し
て
名
称
替
え
し
、
活
動
内
容
も
奉
仕
作
業
と
財
政
援
助
が
主 

体
で
あ
っ
た
。
以
前
と
変
わ
っ
た
こ
と
は
、
授
業
参
観
が
行
わ
れ 

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
昭
和
二
〇
年
代
の
参 

観
日
は
、

ほ
と
ん
ど
の
保
護
者
が
無
関
心
で
、

一
人
二
人
の
出
席 

が
あ
る
程
度
で
あ
っ
た
。
各
学
校
単
位
のP
T
 A

は
、
昭
和
二
十 

五

年
(

一
九
五
〇)

八
月
、
霧
島
町P
T
A

連
絡
協
議
会
を
結
成 

し
、
研
修
の
場
を
広
げ
た
活
動
内
容
を
盛
り
こ
ん
だ
。

同
三
十
九 

年
(

一
九
六
四)

、
大
田
小
学
校
に
家
庭
教
育
学
級
が
開
設
さ
れ
た 

の
を
皮
切
り
に
、P
T
A

活
動
も
充
実
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
つ 

た
。
平
成
元
年
に
は
県P
T
A

連

絡

協

議

会

主

催

の

「
県P
T
A
 

活
動
研
究
公
開
」
が

、
霧
島
中
学
校
で
開
催
さ
れ
、

「
町P
T
A
 

活
動
研
究
大
会
」
も

、
平

成

二

年

度

で

一

〇

回

目

を

終

え

て

い 

る
。
現

在

のP
T
A

会
員
数
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

町P
T
A

連
絡
協
議
会
会
員
数
六
八
五
人

内
訳 

大
田
小
学
校P
T
A
 

二
八
六
人

永
水
小
学
校P
T
A
 

五
六
人 

霧
島
小
学
校P
T
A
 

一
一
七
人 

霧
島
中
学
校P
T
A
 

ニ
ニ
六
人

高
校
生
ク
ラ
ブ

昭

和

四

十

八

年(

一
九
七
三)

子
供
た
ち
の 

指
導
者
育
成
の
た
め
の
ジ
ュ
ー-

ア
リ
ー
ダ
ー

ク
ラ
ブ
が
結
成
さ
れ
た
。
構
成
メ
ン
バ
ー
は
、
地
域
の
青
年
の
リ

—
ダ

ー
を
は
じ
め
大
学
生
、
高
校
生
な
ど
で
あ
っ
た
。
青
少
年
の 

健
全
育
成
を
目
標
に
、
地
域
活
動
を
通
じ
て
、
組
織
的
な
社
会
参 

加
と
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
精
神
の
養
成
の
た
め
の
地
道
な
努
力
が
続
け

ら
れ
た
。

特
に
高
校
生
に
つ
い
て
は
、
本
町
に
高
校
が
な
い
た
め
に
ほ
と 

ん
ど
が
町
外
の
一
五
校
を
超
え
る
高
校
に
分
散
通
学
し
て
い
た
た 

め
に
、
そ
の
実
態
把
握
も
難
し
く
通
学
時
間
帯
や
部
活
動
も
ま
ち 

ま
ち
で
、
共
通
の
連
帯
感
が
育
ち
に
く
い
環
境
に
あ
っ
た
。

し
か 

し
な
が
ら
ジ
ュ
ー-

ア
リ
ー
ダI

ク
ラ
ブ
に
参
加
し
た
高
校
生
を
中 

核
に
、
高
校
生
ク
ラ
ブ
結
成
の
機
運
が
高
ま
り
、
県
下
で
は
他
の 

市
町
村
に
先
が
け
て
、
昭
和
四
十
三
年
霧
島
町
高
校
生
会
と
し
て 

結
成
さ
れ
た
。

さ
ら
に
高
校
生
父
母
の
会
も
生
ま
れ
て
、
高
校
生
の
非
行
防
止 

や
親
子
で
共
通
の
対
話
の
場
を
も
っ
た
り
、
通
学
の
起
点
で
あ
る

640



第四章教育•文化

平
成
二
年
度
現
在(

高
校
一
年
〜
三
年
生
ま
で)

在
学
、
学
校
別
、
地
区
別
生
徒
数

641

計

甲

陵

高

校

都 

城 

東 

高 

校

城

西

高

校

鹿 

児 

島 

高 

校

鹿 

児 

島 

実 

斐 

高 

校

鹿 

児 

島 

純 

心 

高 

校

鹿 

児 

島 

高 

校

城

西

高

校

鹿 

屋 

農 

業 

高 

校

都

城

高

校

加 

治 

木 

女 

子 

高

鹿 

児 

島 

工 

専

牧

園

高

校

加 

治 

木 

高 

校

加 

治 

木 

工 

業 

咼 

校

隼 

人 

工 

業 

高 

校

国 

分 

実 

業 

高 

校

国

分

高

校

地
区
別

-

高
校
別

一
〇 一 一 四 四

霧
島
地
区

国 一 一 一 ニ 二 ー ニ 三 四 七

护
野
地
区

九 ー 一 一 ー 一 ニ 二 五 五

W 
口
地
区

九 二 二 ー 五 九

待
世
地
区

一

七 ー ー 一 一 四 九

中
央
地
区

〇 一 ー ニ 四 —*

湯
之
宮
地
区

四 ー 三 ニ - 三 三 四 七

一
大
川
地
区

八 一 三 一 三

向
田
地
区

二
〇 一 ー ー ー ー ニ 〇 二

永
水
地
区

五
ー 一 ニ ニ

二 一 三 ー 三 ー ー
ー

九 三 一 - 0 四
四 里 計
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平
成
二
年
度
霧
島
町
子
ど
も
連
絡
協
議
会
事
業

一 ニ
一

—— 一
一

6
包

一

七 六 五
_ 四

R
二
七

一
六 二

二
三

二
九

三
一 

二
四

一
二
ー

ニ
ハ

H
子
ど
も
会
大
会 

鬼
火
た
き
の
実
施 

空
き
缶
募
金
箱
の
回
収

独
居
老
人
宅
慰
問•

清
掃 

(

福
祉
も
ち
つ
き
の
日)

ふ
る
さ
と
め
ぐ
り
歩
こ
う 

会 霧
島
神
宮
ほ
ぜ
祭

育
成
会
長
会

ふ
る
さ
と
美
化
活
動 

育
成
会
長
会 

空
き
缶
募
金
箱
の
作
成• 

配
布

イ
ン
リ
ー
ダ
ー
チ
ャ
レ
ン 

ジ
キ
ャ
ン
プ
研
修
会

イ
ン
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

町
子
連
総
会

町 

行 

事

三
〇

二
〇

一

六
一

一

ニ
ニ

ニ
ー

一
コ
ー

一
.

型
一
三

三
一

三
二

h
地
区
子
連
理
事
会

淸
少
年
ふ
る
さ
と
の
つ
ど

地
区
子
連•

市
町
子
連
と 

県
子
連
と
の
合
同
研
修
会

地
区
子
ど
も
会
大
会

青
少
年
ふ
る
さ
と
セ
ミ
ナ
一

地
区
中•

高
校
生
ボ
ラ
ン 

テ
イ
ア
研
修
会

地
区
子
連
理
事
会

県
子
連
総
会•

育
成
者
大 

会 地
区
子
連
総
会•

研
修
会

-

地
区
子
連
理
事
会

県•

地

区

霧
島
神
宮
駅
の
自
転
車
置
場
の
清
掃
や
霧
島
神
宮
の
美
化
活
動
、
 

ま
た
年
に
一
回
の
中
央
公
民
館
周
辺
の
草
刈
り
作
業
の
奉
仕
作
業 

を
親
子
で
実
施
し
た
り
し
て
社
会
参
加
へ
の
努
力
が
続
け
ら
れ
て 

い
る
。
平
成
二
年
度
の
生
徒
数
、
通
学
学
校
別
は
前
表
の
と
お
り 

で
あ
る
。

子

ど

も

会
 

戦
後
の
日
本
の
経
済
復
興
が
軌
道
に
乗
り
は
じ 

連

絡

協

議

会

め
た
、
昭
和
三
十
年
前
半
か
ら
家
庭
で
の
共
稼 

ぎ
な
ど
も
増
え
は
じ
め
、
青
少
年
の
非
行
化
が
社
会
問
題
と
し
て 

台
頭
し
て
き
た
。
町
で
は
関
係
機
関
と
連
絡
を
取
り
、

い
ち
早
く 

青
少
年
育
成
問
題
と
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
そ
の
経
過
は
次
の
と 

お
り
で
あ
る
。

昭

和

三

十

四

年(

一
九
五
九)

青
少
年
問
題
協
議
会
の
発
足
と 

同
時
に
各
集
落
単
位
の
子
ど
も
会
が
結
成
さ
れ
た
。
 

昭

和

三

十

六

年(

一
九
六
一)

町

内

各

学

校

長

会

で

「
モ
デ
ル 

子
ど
も
会
」

を
つ
く
る
こ
と
を
、
青
少
年
問
題
協
議
会
に
諮
っ
た 

と
こ
ろ
、
同
協
議

会
で

決

議

さ
れ

た

七

集

落(

永

池
•

田
口 
•

駅 

前
•

北

永

野

田•

大

窪
•

豊

後

迫•

入
水)

が
指
定
さ
れ
た
。
 

昭
和
三
十
七
年
五
月
の
子
ど
も
会
総
会
に
お
い
て
、
育
成
者
も 

含

め

た

「
町
子
ど
も
連
絡
協
議
会
」
が
結
成
さ
れ
、
組
織
的
な
活 

動
が
始
ま
っ
た
。
昭
和
四
十

二

年

か
ら

の

町

主

催

の

「
歩
こ
う
会
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へ
の
参
加•

ふ
る
さ
と
美
化
活
動
・
イ
ン
リ
ー
ダ
ー
研
修
会•

ジ

ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
な
ど
、
育
成
者
も
含
め
て
青
少
年
育
成 

に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

昭
和
五
十
一
年
か
ら
尾
久
町
と
の
交
歓
行
事
も
始
ま
り
、
交
互 

に
子
ど
も
た
ち
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。
昭
和
五 

十

一

年

か

ら

始

め

た

「
空
き
か
ん
募
金
運
動
」
(

空
き
缶
を
各
家 

庭
に
配
り
、
年
末
に
集
め
る
募
金
活
動)

は

大

き

な

成

果

を

挙 

げ

、
同
六
十
三
年
に
は
社
会
福
祉
法
人
中
央
共
同
募
金
会
の
表
彰 

を
受
け
た
。

昭
和
五
十
四
年
、
霧
島
町
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ブ 

に 

対

し
、
全
国
子
ど
も
会
連
合
会
長
の
表
彰
状
が
贈
ら
れ
た
。

平
成
二
年
度
の
霧
島
町
子
ど
も
連
絡
協
議
会
の
事
業
計
画
は
前 

表
の
と
お
り
で
あ
る
。

そ
の
他
の
団
体

△

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団V
 

昭
和
四
十
三
年
に 

大
窪
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
初
め
て
結
成
さ
れ

た
。

そ
の
後
、
町
内
各
地
に
生
ま
れ
て
現
在
次
の
よ
う
な
団
体
が

活
動
し
て
い
る
。

一
〇
団
体
、
団

員
(

一
九
九
人)

、
指
導
者(

三

六
人)空

手

道

ク

ラ

ブ•

霧

島

剣

道

ク

ラ

ブ•

み
や
ま
剣
道
ク
ラ

ブ• 

永
水
サ
ッ

カ
ー

ク

ラ

ブ•

霧
島
神
宮
ソ
フ
ト
ク
ラ
ブ

大
田
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ•

大
田
少
女
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

永
水
少
女
バ
レ
ー
ク
ラ
ブ
，
霧
島
少
女
バ
レ
ー
ク
ラ
フ

戦
後
の
婦
人
会

戦
時
中
の
婦
人
会
活
動
は
、
戦
争
遂
行
の
た 

め
の
国
の
主
導
に
よ
っ
て
、
本
来
の
目
標
は

大
き
く
ゆ
が
め
ら
れ
、
命
令
に
従
う
だ
け
の
集
団
活
動
で
し
か
な

か
っ
た
。
出
征
兵
士
を
送
り
、
英
霊
を
迎
え
、
慰
問
袋
の
発
送
、
 

駐
屯
隊
へ
の
食
糧
調
達
な
ど
と
家
庭
を
顧
み
る
間
も
な
い
ほ
ど
に 

多
忙
な
も
の
で
あ
っ
た
。
敗
戦
に
よ
っ
て
、

こ
れ
ま
で
の
婦
人
会 

は
活
動
目
標
や
存
在
価
値
を
失
い
、
組
織
が
崩
壊
し
た
と
こ
ろ
が 

多
か
っ
た
。
本
町
に
お
い
て
も
、
敗
戦
と
同
時
に
婦
人
会
活
動
は 

消
滅
し
て
、
主
婦
に
と
っ
て
は
食
糧
難
を
乗
り
切
る
た
め
の
必
死

の
毎
日
が
続
い
た
。

戦
後
の
混
乱
期
も
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
た
昭
和
二
十
五
年(

一
 

九
五
〇)

、
大
田
校
区
婦
人
会
が
発
足
、
大
田
校
区
婦
人
学
級
が
開 

設
さ
れ
て
戦
後
の
婦
人
活
動
の
第
一
歩
と
な
っ
た
。 

昭

和

二

十

六

年(

一
九
五
一)

に
霧
島
町
婦
人
会
も
新
し
い
規 

約
に
基
づ
く
、
活
動
目
標
、
事
業
を
次
の
と
お
り
定
め
て
、
活
動 

を
は
じ
め
た
。

第
三
条(

目
的)

こ
の
会
は
会
員
の
教
養
を
高
め
、
会
員
相
互
の
協 

力
と
親
睦
を
図
り
、
以
て
婦
人
会
の
健
全
な
発
達
と
郷
土
発
展
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に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

第
四
条(

事
業)

こ
の
会
は
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
次
の
事 

業
を
行
う
。

一
 

婦
人
会
の
運
営
上
必
要
な
情
報
の
交
換•

調
査
研
究•

外
部 

団
体
と
の
連
絡
協
調
に
関
す
る
こ
と
。

二 

会
員
の
資
質
向
上
の
た
め
の
、
講
習
会•

諸
学
級
の
開
設
な 

ら
び
に
そ
の
あ
っ
せ
ん
を
す
る
こ
と
。
 

三
地
域
社
会
に
対
す
る
奉
仕
活
動
に
関
す
る
こ
と
。
 

四
青
少
年
の
育
成
指
導
に
関
す
る
こ
と
。

五 

そ
の
他
目
的
達
成
に
必
要
な
こ
と
。

婦
人
会
活
動
の
主
な
も
の
を
列
記
す
る
と
、
次

の

よ

う

で

あ
 

る
。昭

和

二

十

六

年(

一
九
五
一)

戦
後
の
耐
乏
生
活
を
反
映
し
て 

結
婚
式
の
簡
素
化
に
取
り
組
む
。
要
旨
は
、
次
の
と
お
り
。
結
婚 

式

は

両

親•

兄

弟

・

お

じ•

お
ば
ま
で
と
す
る
。
料
理
は
、
吸
い 

物
を
含
め
て
五
品
以
内
、
新

郎
•

新
婦
は
平
服
を
原
則
と
し
、
頭 

飾
り
は
や
め
る
。
披

露

宴

は

新

郎•

新

婦

の

同

窓

生•

友
人
の
代 

表
者
の
み
と
し
、
祝
金
は
一
〇
〇
円
以
内
、
料
理
は
吸
い
物
を
含 

め
て
三
品
以
内
と
す
る
。
嫁

入

り

道

具

は

鏡

台•

針
箱
各
一
、
柳 

行
李
一
の
程
度
を
越
え
な
い
こ
と
、
結
婚
式
に
要
す
る
予
算
額
の 

一
割
を
貯
金
し
て
新
生
活
の
ス
タ
—
ト
を
切
る
こ
と
。

文化祭がらくた市

昭
和
二
十
七
年 

(

一
九
五
二)

講 

和
記
念
と
し
て
、
 

貯

蓄

に

よ

る

「
村 

お
こ
し
」
を
ス
ロ 

—
ガ
ン
に
各
校
区 

ご
と
に
婦
人
貯
蓄 

組

合

が

発

足

す
 

る
。
当
時
の
椎
原 

多

喜

婦

人

会

長
 

は
、
生
活
改
善
、
 

家

庭

経

済

の

自
 

立
、
指
導
者
の
資

質
向
上
の
三
点
を
強
調
、
具
体
的
に
は
予
算
生
活
設
計
、
台
所
の 

改
善
、
栄
養

改
善
な
ど

を

採

り

上
げ
て

活

動
を

強

力

に

推

進

し 

た
。昭

和

二

十

六

年(

一
九
五
一)

九
月
十
五
日
、
第
一
回
敬
老
の 

日
制
定
に
伴
い
婦
人
会
も
町
と
共
催
で
参
加
す
る
。

昭

和

二

十

八

年(

一
九
五
三)

町
婦
人
会
の
主
催
に
よ
る
第
一 

回
合
同
七
草
祝
が
開
催
さ
れ
た
。
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昭

和

三

十

五

年(

一
九
六
〇)

指
定
婦
人
学
級
が
八
か
所
に
開

設
さ
れ
た
。
永

池
•

祓

谷
•
F

田
•

堀

之

内•

向

田
•

笹

之

段•

永
野
田
で
生
け
花
、
料

理
•

編
物
、
手
芸
な
ど
が
内
容
で
あ
っ
た
。 

昭

和

三

十

六

年(

一
九
六
一)

六
月
、
入
水
婦
人
学
級
に
文
部 

省
委
嘱
指
定
学
級
が
開
設
さ
れ
た
。
学
習
は
、
家

庭

生

活•

社
会 

生

活
•

生
産
消
費
生
活
に
関
す
る
も
の
。

時

間

は

四

〇

時

間

以 

上
。
昭
和
四
十
年
度
、
猪
子
石
婦
人
学
級
、
昭
和
四
十
一
年
度
、

霧
島
校
区
婦
人
学 

級

が

委

嘱

さ

れ
 

た
。
同
年
か
ら
昭 

和

四

十

八

年

ま

婦人ナイター運動会

で
、
町
の
社
会
教 

育
大
会
で
青
年
と 

婦
人
の
体
験
や
意 

見
発
表
な
ど
を
通 

じ
て
婦
人
の
社
会 

参
加
が
目
立
つ
よ 

う
に
な
っ
た
。 

昭
和
五
十
一
年 

(

一
九
七
六)

婦

人
会
と
青
年
団
、
子
供
会
で
福
祉
餅
つ
き
大
会
を
し
て
、
高
齢
独 

居
者
と
九
〇
歳
以
上
の
高
齢
者
、
 

重
度
心
身
障
害
者
な
ど
に
配
ら 

れ
て
い
る
。

ま
た
婦
人
ナ
イ
タ
—
運
動
会
が
始
ま
っ
た
の
も
こ
の 

年
で
あ
り
、
 

現
在
も
継
続
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
ろ
か
ら
寝
た
き 

り
高
齢
者
へ
の
オ
ム
ツ
を
贈
る
活
動
も
始
ま
っ
た
が
、
現
在
は
紙 

オ
ム
ツ
の
時
代
に
な
り
、

こ
れ
を
ボ
ロ
回
収
事
業
と
し
て
、
リ
サ 

イ
ク
ル
活
動
に
つ
な
げ
て
婦
人
会
の
活
動
資
金
の
一
部
に
充
て
て 

い
る
。

昭
和
五
十
四
年
に
は
世
界
の
不
幸
な
子
供
へ
の
募
金
活
動
に
参 

加
し
た
り
、
昭
和
五
十
六
年
か
ら
は
、
愛
の
声
か
け
運
動
と
し
て 

八0

歳
以
上
の
高
齢
者
の
誕
生
日
に
、

は
が
き
で
声
か
け
を
す
る 

運
動
も
始
め
た
。

ま
た
、
昭
和
三
十
年
代
か
ら
、
結
核
予
防
婦
人 

会
•

成
人
病
予
防
婦
人
会
の
組
織
に
も
加
入
し
家
庭
の
健
康
管
理 

の
担
い
手
と
し
て
、
あ
る
い
は
、
家
庭
教
育
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し 

て
青
少
年
育
成
の
場
を
設
け
て
活
動
し
て
き
た
。

こ
の
よ
う
に
婦 

人
会
は
常
に
社
会
福
祉
事
業
と
直
結
し
、
地
域
に
な
く
て
は
な
ら 

な
い
婦
人
と
し
て
の
役
割
を
し
っ
か
り
と
踏
ま
え
な
が
ら
、
現
在 

に
至
っ
て
い
る
。
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歴
代
婦
人
会
長
名 

椎
原
多
喜
昭
和
二
十
五
〜

二
十
八
年
度 

中

村

正

野

同

二

十

九

年

度 

中

村

文

子

同

三

十

年

度
 

有
村
フ
ミ
子
同
三
十
一
年
度 

中

村

文

子

同
 

三
十
二
〜

三
十
四
年
度 

中
神
チ
ク
エ
同
三
十
五
年
度 

吉
永
千
鶴
子
同
三
十
六
年
度 

西
田
ナ
ミ
エ
同
三
十
七
年
度 

福

崎

秀

子

同
 

三
十
八
〜

四
十
五
年
度 

池

田

梅

子

同

四

十

六

年

度 

木
野
田
恵
美
子
同
四
十
七
年
度

永
田
の
り
子 

同
四
十
八
年
度 

鶴
田
節
子
同
四
十
九
年
度 

逆
瀬
川
昌
子 

同 

五
十
〜

五
十
一
年
度 

吉
松
博
子
同
五
十
二
年
度 

武
藤 

初
子 

同
五
十
三
年
度 

森

田

昌

子

同

五

十

四

〜

五
十
六
年
度 

近

藤

律

子

同

五

十

七

〜

六
十
二
年
度 

新

村

久

子

同

六

十

二

〜

平
成
二
年
度 

木
野
田
恵
美
子
平
成
三
年
度

青

年

団

郷
中
の
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
活
動
し
て
い
た
ニ
オ 

中
は
、
 

明

治

三

十

二

年(

一
八
九
九)

こ
ろ
か

ら
青
年
会
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
、
 

年
齢
も
一
五
歳
か
ら
三
五
歳
ぐ 

ら
い
ま
で
と
な
っ
た
。
大
正
時
代
に
な
っ
て
、
名
称
を
青
年
団
と 

改
め
、
地

域
•

校

区
•

村
•

郡
•

県
と
統
一
し
た
組
織
が
で
き
上 

が

っ

た
(

三
九
六
ペI

ジ

「
近
代
の
社
会
教
育
」
参
照)

。 

昭

和

二

年
(

一
九
二
七)

に
は
、
各
校
区
ご
と
に
処
女
会
も
組

織
さ
れ
、
修
養
会
を
開
い
た
り
、
炊

事

講

習

会•

漬

物

講

習

会• 

洗

濯

講

習

会

な

ど

生

活

改

善

に

も

取

り

組

ま

れ

て

い

た

。
毎
月 

一
回
、
月
夜
を
利
用
し
て
学
校
に
集
合
し
、
研
修
会
を
開
い
た
こ 

と
な
ど
が
、
昭

和

九

年

発

刊

さ

れ

た

『
東
襲
山
郷
土
史
』

に
記
さ 

れ
て
い
る
。
太
平
洋
戦
争
ぼ
っ
発
に
よ
り
青
年
た
ち
も
、
戦
地
や 

軍
需
工
場
へ
と
配
属
さ
れ
、
国

民

挙

げ

て

戦

時

態

勢

が

と

ら

れ 

た
。終

戦
後
の
青
年
団
は
、

こ
れ
ま
で
と
違
い
、
加
入
も
脱
退
も
自 

由
な
民
主
団
体
と
し
て
組
織
さ
れ
た
。
終
戦
後
一
〇
年
間
ぐ
ら
い 

は
、
戦
場
か
ら
、
あ
る
い
は
都
会
地
か
ら
帰
郷
し
た
青
年
男
女
の 

数
が
多
く
、
青
年
団
活
動
も
活
発
な
時
代
で
あ
る
。
各
地
域
ご
と 

に
青
年
団
が
組
織
さ
れ
、
最
も
多
い
時
は
団
員
数
が
二0

〇
人
を 

超
え
た
。

同
二
十
六
年
に
は
、
婦
人
会
と
合
同
で
結
婚
の
簡
素
化 

運
動
に
取
り
組
み
、

「
貯
蓄
で
村
づ
く
り
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
貯
蓄 

推
進
活
動
を
進
め
た
の
も
こ
の
こ
ろ
で
、
同
三
十
年
ま
で
続
け
ら 

れ
て
い
る
。
昭
和
十
七
年
、
教

育

委

員

会•

社
会
教
育
委
員
会
設 

置
と
と
も
に
、
各
校
区
ご
と
に
青
年
学
級
が
開
設
さ
れ
、
研
修
や 

村
づ
く
り
運
動
な
ど
の
推
進
母
体
と
し
て
、
青
年
団
の
力
が
大
き 

く
評
価
さ
れ
た
。
霧
島
村
第
一
回
青
年
学
級
体
育
大
会
が
、
同
二 

十
九
年
十
月
に
開
催
さ
れ
、
前
年
、
募
集
に
よ
っ
て
で
き
上
が
っ
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た
村
青
年
団
歌
が
高
ら
か
に
合
唱
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
 

平
成
二
年
、
労
働
大
臣
に
就
任
さ
れ
た
小
里
貞
利
氏
は
、
昭
和
二 

十
八
年
に
青
年
団
長
を
務
め
、
同
二
十
九
年
か
ら
三
十
年
ま
で
、
 

鹿
児
島
県
青
年
団
協
議
会
の
会
長
に
就
任
し
、
青

年

団

員

の

リ
 

—
ダ
ー
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
こ
と
は
、
県
内
に
広
く
知
ら
れ
て
い 

る
。し

か
し
、
昭
和
四
十
年
代
に
入
る
と
、
青
年
の
生
活
状
況
の
変 

化
(

町
外
通
勤
者
や
都
会
で
の
就
労
者
の
増
加)

や
、
青
年
団
の 

役
員
を
引
き
受
け
る
人
が
少
な
く
な
る
な
ど
で
、
団
活
動
が
振
る 

わ
な
く
な
り
、
同
四
十
二
年
、
町
青
年
団
は
つ
い
に
姿
を
消
し
て 

し
ま
っ
た
。
青
年
団
が
な
く
な
っ
て
か
ら
は
、
結
婚
し
た
人
た
ち 

が
青
年
同
志
会
と
い
う
会
を
つ
く
っ
て
動
い
て
い
た
が
、

こ
れ
ら 

の

人

た
ち

が

社

会

教

育

係(

当
時
社
会
教
育
課
は
な
か
っ
た)

と 

協
力
し
て
、
同
四
十
六
年
前
半
は
準
備
を
進
め
、
後
半
、
町
青
年 

団
復
活
に
成
功
し
た
。

団
員
募
集
の
た
め
各
家
庭
を
訪
問
し
て
歩 

い
た
り
、
町
内
病
院
の
看
護
婦
さ
ん
へ
の
呼
び
か
け
な
ど
を
熱
心 

に
続
け
、
同
四
十
八
年
に
は
、
青
年
団
活
動
の
起
爆
剤
と
し
て
第 

一

回

夏

ま

つ

り(

盆
踊
り
大
会)

が
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
夏
ま
つ 

り
は
、
町
青
年
団
が
衰
退
の
時
期
に
も
中
断
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
 

八
月
の
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

ま
た
、
同
年
に
は
、
子
供
た
ち
の
指
導
、
育
成
に
当
た
る
ジ
ュ 

ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ブ
が
、
大

学

生•

高
校
生
を
含
め
て
つ
く
ら 

れ
た
が
、

こ
の
結
成
に
奔
走
し
た
の
も
青
年
同
志
会
の
人
た
ち
で 

あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
活
発
と
な
っ
て
い
た
青
年
団
も
、
後 

継
者
不
足
に
よ
っ
て
再
び
挫
折
し
た
の
で

あ
る(

同
五
十
三
年)

。 

昭
和
五
十
五
年
、
始
良
郡
内
の
栗
野
町
青
年
団
の
バ
レ
ー
ボ
ー 

ル
が
、
 

県
代
表
と
し
て
全
国
青
年
大
会
に
出
場
し
た
が
、

こ
れ
が 

導
火
線
と
な
っ
て 

霧
島
町
青
年
バ
レ 

丨
ボ
ー
ル
同
好
会 

の
メ
ン
バ
ー
が
動

青年祭の準備

き
始
め
た
。
前
記 

の
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー 

ダ
ー
ク
ラ
ブ
で
活 

動
し
て
い
た
青
年 

た
ち
が
主
軸
に
な 

っ
た
の
で
あ
る
。 

好
き
な
こ
と
を
自 

由
に
や
る
会
に
し 

よ
う
と
、
名
称
も
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「青
年
同
好
会
」
と
し
て
、
 

同
五
十
六
年
四
月
再
出
発
す
る
こ
と 

と
な
っ
た
。

会

員

数

四

一

人(

男
子
二
六
人
、
女
子
一
五
人) 

で
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
あ
そ
び
の
行
事
の
ほ
か
、
清
掃
活
動 

(

こ
の
の
ち
全
町
行
事
と
な
る)

や
花
園
造
り
な
ど
奉
仕
活
動
も 

積
極
的
に
進
め
ら
れ
た
。
青
年
同
好
会
発
足
三
年
目
の
同
五
十
八 

年
三
月
、
同
好
会
の
名
称
で
は
活
動
の
幅
が
狭
く
解
釈
さ
れ
る
と 

し
て
、
他
町
村
と
同
じ
青
年
団
に
改
名
す
る
こ
と
を
決
議
し
、
名 

実
共
に
青
年
団
と
し
て
再
建
さ
れ
た
。
こ
の
総
会
で
、
体
育
、
文

子どもたちに牛乳パック利用のハガキ作り指導

化
、
 

広
報
各
部
の
役
員
を
二
人
ず
つ
に
す
る 

と
い
う
こ
と
も
決
め
ら
れ
た
。
こ
の
年
は
、
 

行
事
の
面
で
も
大
き
く
発
展
し
た
年
で
、
 

「実
行
委
員
制
度
」
を
取
り
入
れ
、
団
員
一 

人
ひ
と
り
が
企
画
か
ら
参
加
し
て
、
 

団
員
主 

役
の
行
事
が
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ 

の
実
行
委
員
制
度
は
、
町
青
年
団
の
大
き
な 

特
色
と
な
っ
て
い
る
。
も
う
一
つ
の
特
色
は 

文
化
活
動
で
あ
る
。

昭
和
五
十
九
年
三
月
開
催
さ
れ
た
地
区
青 

協
主
催
の
青
年
祭
で
、
中
国
残
留
孤
児
問
題 

を
テ
ー
マ
に
し
た
演
劇
「時
の
わ
す
れ
も

の
」
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
、
こ
れ
が
契
機
に
な
っ
て
文
化
活
動• 

学
習
活
動
が
活
発
と
な
っ
た̂

従
来
の
ス
ポ
ー
ツ
と
レ
ク
志
向
型 

の
青
年
団
活
動
か
ら
、
文
化
活
動
活
発
化
の
方
向
へ
と
変
わ
っ
た 

の
で
あ
る
。
同
五
十
九
年
度
に
は
、
ア
フ
リ
カ
難
民
問
題
を
採
り 

上
げ
た
「家
族
の
中
の
ア
フ
リ
カ
」
、
同
六
十
年
度
は
、
現
在
の 

青
年
の
生
活
問
題
を
扱
っ
た
「
明
日
を
み
つ
め
て
」
で
、
常
に
今 

日
的
問
題
を
テ
ー
マ
に
し
た
創
作
劇
に
取
り
組
ん
で
き
た(

同
六 

十
三
年
度
「
ひ
と
み
」
、
平
成
元
年
度
「歩
い
て
行
こ
う
」
、
同
二
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年

度

「
か
く
れ
ん
ぼ
」)

。

こ
の
こ
ろ
か
ら
、
外
部
の
研
修
行
事
に 

積
極
的
に
参
加
し
、
広
く
学
ぶ
研
修
活
動
が
強
め
ら
れ
た
。

「
広 

げ
よ
う
仲
間
は
ぐ
く
も
う
友
情
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

キ
ャ
ッ
チ 

フ

レ

ー

ズ

「
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
青
年
団
」
を
決
め
、
第
一
回
青
年
祭 

も
開
催
さ
れ
た
。

同
六
十
年
度
は
、

「
た
か
が
青
年
団
さ
れ
ど
青
年
団
」

の
ス
口 

1

ガ
ン
の
も
と
に
、
機

関

紙

「
た
か
ち
ほ
」
を

月

一

回

全

戸

配 

布
。
議
会
、
婦
人
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
と
の
語
る
会
も
開
催
。 

国
際
青
年
年
を
記
念
す
る
行
事
と
し
て
、
町
教
委
社
会
教
育
課
の 

協
力
を
得
て
青
年
教
室
を
開
設
、

こ

の

教

室

生

で

「
一
日
二
〇
〇 

円
節
約
し
て
海
外
旅
行
を
し
よ
う
」
と
企
画
、
翌
六
十
一
年
九
月 

に
四
泊
五
日
の
韓
国
研
修
旅
行
を
行
っ
た(

参
加
者
二
二
人)

。
 

毎
年
、
演
劇
を
通
じ
て
の
仲
間
づ
く
り
の
ほ
か
、
町
民
の
た
め 

に
、
東
京
の
劇
団
を
招
い
て
す
ぐ
れ
た
演
劇
鑑
賞
の
場
を
つ
く
っ 

た
り
、
同
六
十
三
年
に
は
、
九
州
青
年
祭
も
本
町
緑
の
村
で
開
か 

れ
た
。
現
在
会
員
三
二
人
で
、
会
員
不
足
の
問
題
は
か
か
え
な
が 

ら
も
、
鹿
児
島
県
を
代
表
す
る
青
年
団
活
動
と
し
て
多
方
面
か
ら 

注
目
さ
れ
て
い
る
。

歴
代
町
青
年
団
長

後
藤 

昭
昭
和
二
十
六
〜 

二
十
七
年
度

小

里

貞

利

同

二

十

八

年

度 

上
村 

明

同

二

十

九

〜

三
十
年
度 

本
田 

行

同

三

十

一

年

度 

川
野 

勇

同

三

十

二

年

度 

本
田 

行

同

三

十

三

年

度 

小
川 

了

同

三

十

四

年

度 

小

園

雅

二

同

三

十

五

年

度 

竹

下

春

夫

同

三

十

六

〜

三
十
七
年
度 

柳 

務
幸
同
三
十
八
年
度 

中

馬

昭

二

同

三

十

九

年

度 

松
兀 

保

同

四

十

年

度

下

登

千

吉

同

四

十

六

〜

五
十
年
度 

松

元

孝

一

同

五

十

一

年

度 

中

村

辰

郎

同

五

十

五

〜

五
十
七
年
度 

七
夕 

功

同

五

十

八

〜

五
十
九
年
度 

福

元

博

己

同

六

十

年

度 

永

田

孝

信

同

六

十

一

〜

六
十
二
年
度 

福

丸

和

広

同

六

十

三

〜 

平
成
元
年
度 

上
小
園
拓
也
同
二
年
度
〜

三
社
会
教
育
施
設

本
町
に
お
け
る
社
会
教
育
に
関
す
る
諸
施
設
に
つ
い
て
ま
と
め 

る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

L 

;
 

中
央
公
民
館
の
館
長
は
、
昭
和
五
十
八
年
ま
で 

中
央
公
民
館

中
央
地
区
公
民
館
長
に
委
嘱
し
て
い
た
が
、
翌 

年
以
降
は
社
会
教
育
課
長
の
兼
務
と
な
っ
た
。
開
館
日
は
、
月
•
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中央公民館

水
•

金
曜
日
の
八
時
三
〇
分
か
ら
一
七
時
ま
で
、
火
•

木
•

土
曜 

日
は
八
時
三
〇
分
か
ら
二
〇
時
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。
昭
和
六
十 

三
年
度
か
ら
三
人
の
夜
間
管
理
指
導
員
を
委
嘱
し
て
、

一
七
時
か 

ら

二

〇

時

ま

で

夜

間

の

管

理

に

当

た

っ

て

い

る(

祝

祭

日•

月 

曜
日
を
除
く)

。
冷

暖

房

使

用

料

金

は

、

一
時
間
七0
0

円
で
あ 

る
。

△

田
口
地
区
お
よ
び
永
水
地
区
公
民
館V

両
地
区
公
民
館
共
町 

の
条
例
公
民
館
で
あ
る
。

原
則
と
し
て
当
該
地
区
公
民
館
長
に
管 

理
を
依
嘱
し
て
い
る
が
、
使
用
す
る
時
は
社
会
教
育
課
ま
た
は
地

650

田口地域公民館

永水地域公民館

区
公
民
館
長
に
連
絡
す
る
。

町

立

歴

史
 

昭

和

五

十

四

年(

一
九
七
九)

の
開
館
か
ら
三 

民

俗

資

料

館

年

間

は

、

一

人

の

常

勤

者
が

お
か
れ
て

い
た 

が

、
そ
の
後
、
社

会

教
育
課
の
兼
務
と
な

っ
て

い
る
。

入

館

料 

は
、
高
校
生
以
上
一 0

0
円

、

小
中
学
生
五0

円
(

二O

人
以
上 

は
二
割
引)

で
あ
る
。

資

料

館

収

蔵

品

数(

寄
託
品
を
含
む)

は
次
の
と
お
り
。 

石
器
類
九
点
、
古
文
書
類
四
四
点
、
古
書
九
八
点
、
武
具
類
四 

四
点
、
生
活
用
具
二
六
五
点
、
衣
類
二
五
占3
、
勲
章
類
一
九
点
、
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社会教育施設の概要 （単位：ni,千円）

施設の名称 設置年度 敷地面積建物面積 構造 総工事費 所在地 電話

霧島町中央公民館 昭和46 4,497 742 鉄筋2階 霧島町田口 
148—3

(0995) 1 

57—0316

永水地域公民館 53 6,413 432 鉄骨2階 35,900
霧島町永水

3821
(0995) | 

57—2361

田口地域公民館 54 1,280 485 鉄骨2階 40,500
霧島町田口 

850
(0995) 1 

57—1259

霧島町立 
歴史民俗資料館

54 1,968 285.7 鉄筋平屋 37,060
霧島町田口 

148—1

霧島町営 
総合運動場

49 ,13,589
霧島町田口

3071

町営総合運動場 
夜間照明施設

52
被照明面 
積 3,180

照明柱 
5基

23,450 〃

簡易夜間照明施設 
（旧集市） 54 3,500

照明柱 
4基

同 （永水） 56
照明柱 
2基

霧島町弓道場 55 36. 43
鉄 骨
スレート

霧島町田口 
148—3

農
具
類
四
二
占
”

書
画
写
真
一
八
点
、
合
計
五
六
四
点
。 

霧

島

町

営
 

総
合
運
動
場
を
利
用
す
る
場
合
は
、
原
則
と
し 

総

合
運

動
場
て

一
週
間
前
に
許
可
を

受
け
て

な
け
れ
ば
な
ら 

な
い
。
使
用
料
は
、
 

町
民
お
よ
び
学
校
、
町
内
民
主
団
体
の
主
催 

す
る
ス
ポ
ー
ツ
行
事
に
つ
い
て
は
無
料
で
あ
る
。

た
だ
し
、

ナ
イ 

タ
ー
照
明
料
は
有
料
で
あ
る
。

歴史民俗資料館
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霧
島
町
弓
道
場

弓
道
場
の
使
用
料
は
、
町
内
居
住
者
は
無
料 

で
あ
る
。
町
外
は
大
学
生
、
社
会
人
は
一
〇

〇
円
、
中
高
生
は
五0

円
で
あ
る
。

霧島町営総合運動場
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光第五章観

第

五

章

観 

光

第
一
節
霧
島
屋
久
国
立
公
園

一
 

概 

況

「
瓊
々
杵
尊
、
天
孫
降
臨
の
際
、
天
の
浮
橋
よ
り
霧
の
海
を
見 

下
し
給
う
た
。
す
る
と
島
の
如
く
見
え
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
そ 

こ
で
天
の
に
ぎ
矛
で
か
き
探
り
、
そ
こ
に
お
降
り
に
な
っ
た
」
と 

い
う
神
話
に
始
ま
る
私
た
ち
の
郷
土
霧
島
。
確
か
な
文
献
に
乏
し 

く
、
古
い
歴
史
は
不
明
確
で
あ
る
が
、
神
話
に
ま
つ
わ
る
国
誕
生 

の
地
と
し
て
、
古
い
時
代
か
ら
人
び
と
に
知
ら
れ
て
き
た
。
戦
後 

歴
史
の
再
検
討
と
と
も
に
、
神
話
や
肇
国
物
語
は
否
定
さ
れ
、
 

い 

つ
し
か
忘
れ
ら
れ
て
き
た
現
在
で
は
、
 

そ
の
ま
ま
信
じ
る
者
は
い 

な
い
だ
ろ
う
け
れ
ど
も
、
 

我
々
郷
土
人
に
と
っ
て
は
、
そ
の
信
ぴ

ょ
う
性
は
別
と
し
て
、
心
の
故
郷
と
し
て
、
神
話
伝
説
に
、
あ
る 

郷
愁
を
感
じ
続
け
て
き
た
の
で
あ
る
。

霧
島
は
、
わ
が
国
最
南
端
の
高
峰
で
あ
り
、
洋
上
は
る
か
見
渡 

せ
る
位
置
に
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
有
史
以
前
、
南
方
民
族
が 

北
上
移
住
し
て
き
た
時
の
目
標
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
推
量 

さ
れ
る
。

そ
し
て
、
ま
ず
、
そ
の
周
辺
、

い
わ
ゆ
る
薩
摩
、
大
隅 

の
地
に
定
着
し
、

こ
こ
を
拠
点
と
し
て
、
原
住
狩
猟
民
族
を
圧
迫 

し
、
あ
る
い
は
同
化
し
、
さ
ら
に
中
央
へ
と
広
が
っ
て
い
っ
た
こ 

と
で
あ
ろ
う
。
神
話
は
神
話
と
し
て
考
え
て
も
、
原
始
時
代
、
南 

方
民
族
が
移
住
し
て
き
た
時
の
上
陸
地
は
薩
摩
、
大
隅
と
考
え
て 

も
よ
い
だ
ろ
う
。

国
立
公
園
霧
島
は
、
東
西
ニ
ニ
お
、
南
北
一
八
法
、
面
積
は
約 

二
万
一
五
六
〇◎

に
及
び
、
鹿

児

島

県

牧

園

町•

栗
野
町
・
吉
松 

町
•

霧
島
町
、
宮
崎
県
は
え
び
の
市
・
高
原
町•

小

林

市-

都
城 

市
な
ど
の
一
部
に
わ
た
る
地
域
で
あ
る
。

主
峰
高
千
穂
峯
を
中
心
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と
し
て
二
三
座
の
典
型
的
な
群
状
火
山
と
、
俗
に
四
十
八
池
と
い 

わ

れ

る

大

小

無

数
の
湖
沼
が

あ
り
、
 

コ
ニ
ー
デ
型
、

ホ
マ
ー
テ 

型

、

ト
ロ
イ
デ
型
と
、

い
ろ
い
ろ
な
火
山
が
そ
び
え
立
つ
中
に
、
 

満
々
と
蒼
色
の
水
を
た
た
え
る
湖
沼
の
美
が
、
さ
ら
に
神
秘
さ
を 

加
え
、
緑

林
•

ア
カ
マ
ッ
林
の
中
か
ら
白
い
湯
煙
り
た
な
び
く
情 

景
な
ど
、
そ
の
恵
ま
れ
た
景
観
、
自
然
美
は
世
界
で
も
ま
れ
で
あ 

る
と
い
う
。

霧
島
が
国
立
公
園
の
指
定
を
受
け
た
の
は
昭
和
九
年(

一
九
三 

四)

で
、
阿

蘇
•

雲
仙
と
共
に
、
わ
が
国
で
一
番
最
初
の
こ
と
で 

あ
る
。

そ
の
恵
ま
れ
た
自
然
の
景
観
だ
け
で
な
く
、

ミ
ヤ
マ
キ
リ 

シ

マ•

カ

イ

ド

ウ•

イ
ワ
カ
ガ
ミ
な
ど
の
高
山
植
物
か
ら
珍
し
い 

昆

虫

類•

鳥
類
な
ど
貴
重
な
学
術
資
料
も
豊
富
で
あ
る
。 

国
民
の
余
暇
の
増
大
や
レ
ジ
ャ
ー
ブ
ー
ム
の
波
に
乗
っ
て
、
 

霧 

島
地
区
周
辺
に
も
多
く
の
旅
館•

ホ
テ
ル
な
ど
の
宿
泊
施
設
も
整 

備
さ
れ
、
本
町
に
も
年
間
約
一
五
〇
万
人
前
後
の
旅
行
者
が
訪
れ 

て
い
る
が
、
そ
の
約
二
割
の
三
〇
万
人
ほ
ど
が
宿
泊
ま
た
は
休
憩 

に
こ
れ
ら
の
施
設
を
利
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
経
済
の
好
調
な
兆 

し
の
中
で
リ
ゾ
ー
ト
ブ
ー
ム
の
波
に
乗
り
、
町
内
数
か
所
に
は
分 

譲
別
荘
地
も
で
き
、
 

急
速
な
テ
ン
ポ
で
リ
ゾ
ー
ト
化
が
進
ん
で
い 

る
。

さ
ら
に
、
観
光
の
発
展
に
道
路
整
備
は
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る 

が
、
昭
和
三
十
三
年
、
道
路
公
団
に
よ
る
有
料
道
路
が
開
設
、
続 

い
て
三
十
六
年
、
南
北
両
霧
島
を
結
ぶ
霧
島
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
が
完 

工
し
、
霧
島
か
ら
え
び
の
を
経
て
小
林
へ
と
通
じ
る
よ
う
に
な
っ 

て
か
ら
、
霧
島
の
観
光
が
一
気
に
活
気
づ
い
た
。
有
料
道
路
と
し 

て
二
十
余
年
の
間
親
し
ま
れ
て
き
た
霧
島
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
も
昭
和 

五
十
九
年
十
二
月
、
利
用
者
の
強
い
要
望
に
こ
た
え
る
形
で
無
料 

化
さ
れ
、
現
在
は
県
道
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
沿
道
周
辺
は
、
春
か
ら
夏
に
か
け
て
は
新
緑
や
ミ
ヤ
マ
キ 

リ
シ
マ
の
花
、
秋
は
鮮
や
か
な
紅
葉
、
冬
は
白
銀
の
世
界
と
四
季 

そ
れ
ぞ
れ
の
景
色
が
楽
し
め
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。

次
に
、
観
光 

面
か
ら
み
た
霧
島
の
自
然
や
施
設
等
を
紹
介
す
る
。

二
主
要
山
岳

(

標
高
一
四
〇
八m
)

御 

鉢

旧
名
火
常
峰
、
火
口
の
よ
う
す
が
飯
び
つ
の
よ 

う
な
か
っ
こ
う
を
し
て
い
る
の
で
御
鉢
と
呼
び
は
じ
め
た
の
だ
ろ 

う
か
。
通
常
は
高
千
穂
河
原
か
ら
登
る
。
山
体
は
美
し
い
円
錐
状 

を
な
し
、
高
千
穂
峯
の
寄
生
火
山
で
あ
る
。
円
錐
丘
の
外
側
は
急
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な
斜
面
で
、

こ
こ
を
ま
っ
す
ぐ
登
る
。

中
腹
以
上
は
草
木
が
な 

<
'

赤
褐
色
の
火
山
礫
と
軽
石
と
が
硬
く
固
ま
っ
て
い
る
。
頂
上 

に
は
直
径
約
五
〇0

储

、
深
さ
一O

〇
肾
に
及
ぶ
大
噴
火
口
が
あ 

り
、

い
ま
も
か
す
か
に
白
い
ガ
ス
が
立
ち
昇
る
の
が
見
ら
れ
る
。
 

内
壁
は
整
然
と
熔
岩
の
層
が
見
ら
れ
、
成
層
火
山
で
あ
る
こ
と
が 

わ
か
る
。
古
く
か
ら
新
燃
岳
と
交
互
に
噴
火
活
動
し
た
歴
史
が
あ 

り
、
最
近
で
は
、
 

大

正

三

年
(

一
九
一
四)

一
月
に
か
な
り
激
し 

い
爆
発
が
あ
っ
た
。
火
口
の
底
に
は
水
を
た
た
え
、

こ
れ
が
太
陽 

の
光
を
反
射
し
て
五
色
に
輝
く
さ
ま
は
壮
観
で
あ
る
。
高
千
穂
に 

登
る
に
は
こ
の
火
口
壁
上
を
た
ど
っ
て
行
く
。
幅
二
〜
三
格
の
左 

右
切
り
立
っ
た
絶
壁
で
、
俗

に

「
馬
の
背
越
え
」
と
呼
ば
れ
る
難 

所
で

、
風
雪
の
強
い
日
は
と
て
も
登
れ
な
い
。

高

千

穂

峯

(

標
高
一
五
七
四
一)

霧
島
東
火
山
群
の
主
峰
で
あ
る
。
馬
の
背
越
え 

を
た
ど
り
終
わ
り
、
高
千
穂
峰
へ
か
か
る
間
に
一
つ
の
浅
い
谷
が 

あ
る
。

「
千
里
が
谷
」
と
か
、
別

名

「
天
の
河
原
」
と
呼
ん
で
い 

る
。

正

し

く

は

「
野
門
丘
」

で
、
 

約
一
四
〇0

年
前
、
霧
島
神
宮 

が
建
立
せ
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
 

古

く

は

瀬

多

尾

権

現

宮(

霧

島

神

宮

の

前

身)

が

あ

っ

た

場

所 

で
、
御
鉢
の
噴
火
の
た
め
ふ
も
と
の
方
に
遷
座
さ
れ
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
。

山
型
は
尖
頭
円
錐
形
で
山
貌
の
秀
麗
な
こ
と
は
霧
島 

火
山
群
中
第
一
で
あ
る
。

山
壁
に
草
木
は
な
く
、
赤
褐
色
の
地
肌 

が

、
朝

日
•

夕
日
を
受
け
て
、

一
日
七
色
に
変
化
す
る
美
し
さ
は 

抜
群
で
あ
る
。

斜
面
は
急
で
、

火
山
礫
と
軽
石
が
固
ま
っ
て
い 

る
。

天

孫

降
臨
の
神
話
で

名
高
い
山
頂
に
「
天
の
逆
矛
」
が
建
て 

ら
れ
て
い
る
。

こ
の
逆
矛
に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
っ
て
明
ら
か
で 

な
い
が
、
と
に
か
く
古
い
も
の
で
あ
る
こ
と
に
は
間
違
い
な
い
。

(

標
高
一
三
四
五m
)

中 

岳

御
鉢
の
北
西
に
つ
り
が
ね
状
を
な
し
て
い
る
。 

高
千
穂
河
原
か
ら
西
へ
登
る
。
頂
上
に
浅
い
火
口
が
あ
り
、
傾
斜 

は
ゆ
る
や
か
で
、

ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
の
群
生
地
と
し
て
知
ら
れ
て 

い
る
。
霧

島

火

山

群

の

中

で

最

も

新

し

い

火

山

で

、
登
山
も
容 

易
、
特
に
ミ
ヤ

マ
キ
リ

シ

マ

の

咲

く

時

期
は 

登
山
客
で
に
ぎ
わ 

う
。

(

標

高

一

四

二

〇•

八
第)

新

燃

岳

I 

中
岳
の
北
西
に
位
置
し
、

ホ
マ
ー
テ
型
火
山
で 

あ

る
(

山
の
底
面
積
に
比
べ
て
高
さ
が 

低
い
山
の
こ
と)

。
頂
上 

に
は
、

ほ
ぼ
円
形
の
火
口 
(

直
径
七
五
〇
置
、
深
さ
一
ハ
〇2

じ 

を
有
し
、
火
ロ
底
は
直
径
一
五
〇H

、
深
さ
三
〇"
 M

の
火
ロ
湖
と 

な
り
、
紺
青
の
水
面
は
と
て
も
美
し
い
。
山
頂
南
側
に
熔
岩
の
突
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出
が
あ
り
、
遠
く
か
ら
ラ
ク
ダ
の
背
の
こ
ぶ
の
よ
う
に
見
え
る
。 

中
岳
と
同
じ
く
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
の
群
生
地
、
登
山
者
も
多
い
。 

昭

和

三

十

四

年(

一
九
五
九)

二
月
十
七
日
、
北
西
部
外
壁
か
ら 

噴
火
し
、
現
在
で
も
わ
ず
か
に
ガ
ス
状
の
噴
煙
が
見
ら
れ
る
。

こ 

の
火
山
も
中
岳
と
同
じ
く
、
霧
島
火
山
群
で
は
新
し
い
火
山
と
い 

わ
れ
て
い
る
。

(

ひ
な
も
り
岳H

標
高
一
三
四
四m
)

夷 

守 

岳

霧
島
連
山
の
東
方
宮
崎
県
内
に
あ
り
、
本
町
か 

ら
そ
の
姿
は
見
え
な
い
が
、
全
山
森
林
に
覆
わ
れ
て
い
て
、
小
林 

方
面
か
ら
見
た
濃
い
緑
の
円
錐
形
の
姿
は
美
し
い
。

「
真
崎
の
名 

山
」
と

し
て

古

く

か
ら

山
容
の
美
し
さ
を

知
ら
れ

た
山
で

あ
る 

が

、
登
る
に
は
難
渋
な
山
と
い
わ
れ
て
い
る
。

『
日
本
書
紀
』

の 

景
行
天
皇
の
項
に
、

「
筑
紫
の
国
を
巡
狩
せ
ら
れ
た
と
き
に
、
夷 

守
岳
に
こ
ら
れ
た
」
と
記
録
に
残
っ
て
い
る
。

(

標

高

一

四

二

八•

四
員)

獅
子
戸
岳 

かんぼく

新
燃
岳
と
韓
国
岳
の
中
間
に
位
置
し
、
灌
木
が 

一
面
に
生
い
茂
っ
て
い
る
。

(

標

高

一

七

〇

〇•

三
置)

韓

国

岳

霧
島
火
山
群
中
の
最
高
峰
で
あ
る
。

え
び
の
丘 

と
白
鳥
山
と
大
浪
火
山
の
す
そ
野
の
寄
り
合
っ
た
位
置
に
そ
び
え

て
い
る
。

地
質
学
上
旧
霧
島
熔 

岩
に
属
し
、
霧
島
火
山
群
中
も 

っ
と
も
古
い
山
で
あ
る
。
植
物 

の
分
布
は
ふ
も
と
の
方
か
ら
、
 

高
木
の
森
林
帯
・
灌
木
帯
・
草 

木
帯
と
な
り
、
頂
上
に
近
づ
く 

に
つ
れ
て
、
火
山
礫
が
露
出
し 

て
い
る
。
頂
上
は
直
径
九
〇
〇 

督

の

ほ

ぼ

円

型

の

火

口

が

あ 

り
、
内
壁
は
懸
崖
絶
壁
で
西
側 

が
爆
裂
火
口
の
た
め
破
壊
さ
れ 

て
い
る
。
韓
国
岳
か
ら
の
展
望 

は
す
ば
ら
し
い
。

特
に
新
燃
岳 

を

前

景

に

御

鉢•

高
千
穂
を
望 

む
景
観
は
、
 

よ
く
写
真
に
さ
れ 

て
い
る
。
韓

国

と

は

「
韓
国
の 

見
岳
」

の

略

称

と

い

わ

れ

、
 

「
皇
孫
が
は
る
か
に
韓
国
を
望

見
せ
ら
れ
た
」
と
い
う
神
話
説
も
あ
る
。

ミ
ヤ

マ
キ
リ

シ
マ•

ヒ

カ

ゲ
ノ

カ
ズ
ラ•

イ
ワ
カ
ガ
ミ
な
ど
の
植
物
が
見
ら
れ
、
 

登
山
者

霧島連山

656



光第五章観

も
多
い
。

西
北
に
下
っ
た
と
こ
ろ
に
、
え
び
の
高
原
が
あ
る
。

(

標

高

一

四

二
•

九
居)

大

良

也

韓
国
岳
の
南
西
に
位
置
し
、
そ
の
東
の
ふ
も
と 

が
霧
島
町
と
牧
園
町
の
境
に
な
っ
て
い
る
。
頂
上
に
あ
る
直
径
約 

一
結
の
火
口
湖
は
紺
青
の
水
を
た
た
え
た
大
浪
池
を
形
成
し
て
い 

る
。

山
の
斜
面
は
な
だ
ら
か
で
、
霧
島
—

え
び
の
高
原
ス
カ
イ
ラ 

イ
ン
が
七
合
目
ま
で
開
通
し
て
い
る
の
で
、
容
易
に
登
山
が
で
き 

る
。

(

標
高
一
三
一
〇2

い)

硫 

黄 

山

こ

れ

も

宮

崎

県

側

え

び

の

に

あ

る

が

、
特
色 

の
あ
る
火
山
で
あ
る
。
韓
国
岳
の
西
方
え
び
の
高
原
に
あ
り
、
高 

さ
約
五
〇
肾
の
台
地
で
あ
る
。
山
の
半
面
が
黄
色
の
硫
黄
の
華
で 

い
ろ
ど
ら
れ
、
硫
化
水
素
や
亜
硫
酸
ガ
ス
を
盛
ん
に
噴
出
し
て
い 

る
。
硫
黄
採
取
製
練
所
が
あ
っ
た
時
代
も
あ
る
。

こ
の
山
は
、
別 

名

「
賽
の
河
原
」
と
も
呼
ば
れ
、
石
を
積
み
重
ね
た
大
小
の
塔
が 

見
ら
れ
、
仏
教
三
途
の
河
を
し
の
ば
せ
て
い
る
。 

え

に

し 

(

標

高

九

八

七•

九
債)

烏

帽

子

岳

霧
島
神
宮
か
ら
牧
園
町
に
通
ず
る
国
道
二
ニ
三 

号
線
の
右
側
に
あ
り
、
国
道
は
こ
の
山
の
中
腹
を
走
っ
て
い
る
こ 

と
に
な
る
。

山
容
は
烏
帽
子
に
よ
く
似
て
円
錐
形
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
頂
上
に
は
火
口
の
跡 

は
明
ら
か
で
な
い
が
、
湯

之

野

温

泉

な

ど

の

地

獄

に

そ

の

名

残 

が
見
ら
れ
る
。
霧
島
連
山
に
は
多
く
の
山
が
あ
る
が
、
霧
島
山
群 

を

縦

走

す

る

コ

ー

ス

と

し

て

は

、
大

浪

池•

韓

国

岳
•

獅
子
戸 

岳

・

新

燃

岳•

中

岳
•

高
千
穂
峰
の
山
々
で
あ
る̂

三

湖
 

沼

古
く
か
ら
霧
島
四
十
八
池
と
い
わ
れ
、
霧
島
連
山
の
周
辺
を
含 

め
て
、
大
小
さ
ま
ざ
ま
の
湖
沼
が
点
在
し
て
い
る
。

そ
の
ほ
と
ん 

ど
が
火
口
湖
で
あ
る
。

(

水
面
標
高
二
ニ
二
九
置)

大

良

也

)

•
>

規
模
の
大
き
さ
、
 

四
季
そ
れ
ぞ
れ
に
変
わ
る
美 

し
い
景
観
、
 

底
知
れ
ぬ
神
秘
的
な
た
た
ず
ま
い
、
ど
の
一
つ
を
と 

っ
て
も
霧
島
国
立
公
園
中
第
一
位
を
誇
っ
て
い
る
。
標
高
一
四
一 

二
置
の
山
頂
か
ら
約
二
〇o

嵐
の
火
ロ
底
に
、
周
囲
四
君
、
水
深 

一
二
督
の
火
口
湖
と
な
っ
て
い
る
。
う
っ
そ
う
と
し
た
森
林
は
、
 

芽
吹
き
の
新
緑
か
ら
、
緑
し
た
た
る
夏
、
湖
面
に
映
え
る
秋
の
紅 

葉

、
厳
し
い
枯
れ
木
立
の
景
観
、
四
季
折
々
に
そ
の
美
し
さ
を
か 

も
し
出
し
て
い
る
。
特
に
夏
は
湖
面
か
ら
し
み
わ
た
る
冷
気
、
鳥
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大浪池

禽
の
さ
え
ず
り
な
ど 

暑
さ
を
忘
れ
さ
せ
る 

別
世
界
で
あ
る
。
昔 

か
ら
こ
の
池
に
は
神 

竜

が

棲

む

と

い

わ 

れ
、
お
浪
と
い
う
娘 

の
投
身
が
蛇
身
に
な 

っ
た
と
い
う
伝
説
が 

あ
る
。

(

水
面
標
高
三
〇
五
督)

御 

池

霧
島
火
山
湖
と
し
て
は
最
も
東
側
に
位
置
し
，
 

宮
崎
県
側
に
あ
る
低
平
な
山
頂
の
火
口
湖
で
、
直
径
一
言
、
水
深 

一
 

〇
〇
肝
、
 

う
っ
そ
う
と
し
た
広
葉
樹
林
に
囲
ま
れ
、
毎
年
九
月 

こ
ろ
か
ら
た
く
さ
ん
渡
り
鳥
が
来
て
冬
を
過
ご
し
て
い
る
。
湖
畔 

に
は
、
淡
水
魚
料
理
や
貸
し
ボ
ー
ト
な
ど
も
あ
り
、
国
道
ニ
ニ

[11 

号
線
に
沿
っ
て
い
る
の
で
観
光
客
も
多
い
。
夏
は
湖
辺
の
キ
ャ
ン

プ
場
も
開
設
さ
れ
て
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。
性
空
上
人
が
護
摩
を
焚 

い
て
修
行
し
た
跡
と
伝
え
ら
れ
る
護
摩
壇
は
、

こ
の
火
口
壁
の
中 

腹
に
沿
っ
た
崖
の
上
に
あ
る
。
東
霧
島
神
社
か
ら
の
眺
望
が
美
し 

、
〇

(

水
面
標
高
一
二
三
四
ス)

大

幡

池

宮
崎
県
側
に
あ
り
、
新
燃
岳
と
夷
守
岳
を
結
ん 

だ
線
上
の
大
幡
山
と
丸
岡
山
の
中
間
に
位
置
し
、
周
囲
は
森
林
に 

覆
わ
れ
、

こ
の
湖
の
水
量
は
年
間
を
通
じ
て
増
減
す
る
こ
と
は
な 

い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
昔
こ
の
ふ
も
と
の
農
民
は
大
幡
池
に
雨
乞 

い
を
す
れ
ば
必
ず
か
な
え
ら
れ
た
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

(

水
面
標
高
一
一
九
八
置)

六

観

音

也

え

び

の

高

原•

白
鳥
火
山
の
東
に
あ
る
火
口
湖 

で
御
池
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
周

囲

は

そ

っ

く

り

森

林

に

囲

ま 

れ
、
直
径
五
〇
〇
ほ
の
湖
水
の
蒼
さ
と
空
の
高
さ
が
映
え
て
湖
面 

に
落
と
す
湖
畔
の
影
は
絵
の
よ
う
に
美
し
い
。
昔

、
性
空
上
人
が 

こ
の
池
の
ほ
と
り
で
読
経
苦
行
を
続
け
て
い
た
時
、
日

本

武

尊
 

の
化
身
が
白
鳥
と
な
っ
て
現
れ
た
と
の
因
縁
に
よ
り
、
白
鳥
権
現 

を
建
て
た
と
い
わ
れ
る
。
現
在
、
湖
の
ほ
と
り
に
、
馬
頭
観
音
が 

あ
り
、
そ
の
付
近
に
は
、
樹
齢
数
百
年
を
経
た
と
思
わ
れ
る
杉
の 

巨
木
が
数
本
立
っ
て
い
る̂
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(

水
面
標
高
一
ニ
ニ
八
本)

不

動

也•
>

え
び
の
高
原
、
 

硫
黄
山
の
す
ぐ
北
西
に
あ
る
。 

え
び
の
高
原
タ
ー
ミ
ナ
ル
か
ら
小
林
方
面
へ
通
ず
る
道
路
わ
き
に 

あ
り
、
 

バ
ス
の
上
か
ら
も
美
し
い
湖
面
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。 

直
径
約
一
五
〇/

で
ほ
ぼ
円
形
を
し
て
い
る
。

(

水
面
標
高
一
二
七
ニ
公)

白

紫

池

え
び
の
高
原
に
あ
っ
て
白
鳥
火
山
の
火
口
湖
で 

あ
る
。

水
深
は
極
め
て
浅
く
、
深
い
と
こ
ろ
で
も
約
五O
S

か
ら 

一
居
く
ら
い
で
、
冬
は
結
氷
す
る
の
で
、
霧
島
火
口
湖
中
た
だ
一 

つ 

の 
天
然
ス
ケ
ー
ト
場
と
し
て
県
内
外
か
ら
の 

ス
ケ
ー
ト
愛
好
者 

が
押
し
か
け
て
い
る
。

四

滝

千
里
が
滝

千
里
が
滝
は
落
差
七
五m

で
霧
島
山
中
の
滝
で 

は
最
も
高
い
滝
で
あ
る
。
滝
へ
の
経
路
は
霧
島 

神
宮
の
境
内
か
ら
湯
之
野
に
通
ず
る
旧
道
が
残
っ
て
い
る
が
、
現 

在
は
高
千
穂
河
原
に
行
く
道
路
か
ら
左
に
折
れ
、
約
二
甚
の
と
こ 

ろ
を
左
に
下
り
て
発
電
所
の
取
水
口
か
ら
下
方
に
下
り
る
と
滝
に 

出
あ
う
。
滝
つ
ぼ

か
ら

五

〇

置

下

方

に

霧

島

第

二

発

電

所
が

あ

り
、

こ
こ
か
ら
は
天
気
の
よ
い
日
は
滝
の
飛
瀑
に
七
色
の
虹
の
神 

秘
的
な
輝
き
が
見
ら
れ
、
ま
た
秋
、
断
崖
の
紅
葉
は
す
ば
ら
し
い 

景
観
で
あ
る̂

新
湯
か
ら
新
燃
岳
に
通
ず
る
林
道
を
約
四K

登 

両 

滝

っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。

二 

つ
の
滝
が
向
か
い
合 

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
名
で
呼
ば
れ
て
い
る
。
両
滝
の
周
辺 

地
域
は
、
霧
島
で
一
番
紅
葉
の
美
し
い
と
こ
ろ
で
、
紅
葉
の
中
を 

流
れ
落
ち
る
さ
ま
は
、
ま
さ
に
一
幅
の
絵
で
あ
る
。

霧
島
神
宮
の
西
北
約
一
菇
ぐ
ら
い
の
と
こ
ろ
に 

千 

竜
:

あ
る
。
高
千
穂
河
原
か
ら
流
れ
る
小
川
が
霧
島 

川
に
落
ち
る
寸
前
、
浸
食
作
用
に
よ
っ
て
形
づ
く
ら
れ
た
高
さ
五 

〇
第
に
及
ぶ
大
絶
壁
を
流
れ
落
ち
る
。
現
在
こ
の
川
は
伏
流
水
と

滝いゝヨ二 千
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な
り
、

ふ
だ
ん
水
は
な
い
。
滝
は
絶
壁
の
中
腹
か
ら
、
伏
流
地
下 

水
が
絹
糸
の
よ
う
に
、
数
十
条
も
落
ち
て
美
し
い
。
高
千
穂
河
原 

に
雨
が
多
い
時
は
、

こ
の
川
に
沿
っ
て
こ
の
絶
壁
を
一
気
に
流
れ 

落
ち
、

二
層
の
滝
と
な
っ
て
そ
の
様
は
壮
観
で
あ
る
。

第
二
節
公
共
観
光
施
設

霧

島

町

観
 

光

案

内

所

平
成
二
年
に
オ
ー
プ
ン
。
延
べ
床
面
積
一
八
〇 

平
方̂

、
総

工

費
(

付
帯
工
事
を
含
む)

約
三 

一
〇
〇
万
円
で
、
霧
島
神
宮
大
鳥
居
西
側
に
建
設
さ
れ
た
。
神
殿

造
り
の
木
造
建
築 

で
、
展

示

室•

休

憩
室
も
あ
り
、
 

年 

間
お
よ
そ
一
五
〇 

万
人
の
観
光
客
が 

訪
れ
る
霧
島
の
観 

光

案

内

所

と

し
 

て
、

ふ
さ
わ
し
い 

施
設
で
あ
り
、
今 

後
の
活
用
と
役
割 

が
期
待
さ
れ
る
。

霧島町観光案内所
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高
千̂

河
原
休 

え
び
野
——
高
千
穂
河
原
、
霧
島
神
宮|

高
千 

憩

所
•

駐

車

場

穂

河

原

の

二

つ

の

有

料

道

路

の

開

通

に

よ 

り
、
自

家

用

車•

観
光
バ
ス
、
登
山
客
が
急
増
し
、
休

憩

所•

駐 

車
場
が
必
要
に
な
っ
た
。
県
観
光
課
で
は
、
昭

和

三

十

三

年(

一
 

九
五
ハ)

三
月
に
バ
ス
五
〇
〇
台
収
容
の
駐
車
場
と
簡
易
休
憩
所 

•

水
道
施
設
な
ど
を
二0
0

万
円
か
け
て
整
備
し
た
。
現
在
で
は 

県
道
に
移
管
さ
れ
無
料
に
な
っ
て
い
る
。

町

営

国

民

宿

昭

和

三

十

三

年

こ

ろ

か

ら

、

一
般
大
衆
に
安
易 

舎

み

や

ま

荘

に

旅

行

を

楽

し

ん

で

も

ら

う

た

め

に

、
厚
生
省 

の
指
導
に
よ
り
、
市
町
村
営
に
よ
る
国
民
宿
舎
経
営
が
提
唱
さ
れ 

た
。
本
町
で
も
、
同
三
十
四
年
、
湯
之
野
の
国
有
林
を
厚
生
省
に 

所
管
を
移
し
、
敷
地
を
借
用
し
て
建
設
に
着
手
し
た
。
厚
生
年
金 

還
元
融
資
二
〇
〇
〇
万
円
を
受
け
、
付
帯
工
事
を
含
め
て
、

ニ
八 

九
三
万
円
を
投
じ
て
、
翌
三
十
五
年
に
完
成
し
た
。
鉄
筋
コ
ン
ク 

リ
ー
ト
造
り
二
階
建
て
、
建

物

面

積

二

一

五

五

平

方,
if
。

八
畳
ハ 

室
•

六
畳
日
本

間

六

室•

パ
ン
ク
ス
タ
イ
ル
六
畳
六
室
、
四
八
畳 

の
大
広
間
、
食
堂
八
〇
平
方
が
、
男

女

別

浴

場•

家
族
風
呂
一
。
 

収
容
人
員
七
四
人
、
団
体
客
一
五
〇
人
可
能
の
収
容
能
力
を
も
つ 

て
い
た
。

こ
の
経
営
は
、
当
所
は
林
田
産
交
に
経
営
を
委
託
し
て 

い
た
が
、
三
十
六
年
か
ら
町
の
直
営
に
切
り
替
え
ら
れ
た
。
開
設

以
来
六
年
間
に
宿

泊

延
べ

人

員
は

五

万

人

に

達

し

、

東
南
ア
ジ 

ア
、

ア
メ
リ
カ
な
ど
外
人
客
も
か
な
り
宿
泊
し
て
い
る
。

し
か
し 

年
を
経
る
ご
と
に
宿
泊
客
は
減
少
し
て
き
た
。
霧
島
神
宮
温
泉
郷 

の
宿
泊
施
設
の
整
備
と
と
も
に
、
自
家
用
車
の
普
及
に
よ
る
日
帰 

り
の
増
加
な
ど
が
原
因
で
あ
ろ
う
。

五
十
二
年
に
は
民
営
に
切
り 

替
え
ら
れ
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

緑

の

村

(

自
然
環
境
活
用
セ
ン
タ
ー)

昭
和
五
十
六
年
に
オ1

プ
ン
。
広
さ
約
三
お
で

周
囲
を
緑
に
囲
ま
れ 

た
中
に
、
体
育
館
、
 

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
緑 

地
広
場
が
あ
り
、

ス 

ポ
ー
ツ
、

レ
ク
リ
エ 

シ
ヨ
ン
の
施
設
と
し 

て
町
内
外
の
利
用
者 

が
多
い
。

同
六
十
一 

年
に
は
体
育
館
西
側 

に
バ
ン
ガ
ロ
ー
四
棟 

が
建
て
ら
れ
、

サ
ー 

ク
ル
、
子
ど
も
会
活

緑の村
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動
の
合
宿
に
も
利
用
さ
れ
て
い
る̂

ま
た
温
泉
も
引
か
れ
て
い
る 

の
で
、
バ
ン
ガ
ロ
ー
利
用
者
に
大
変
喜
ば
れ
て
い
る
。
体
育
館
は 

ス
ポ
ー
ツ
行
事
の
ほ
か
、
多
人
数
の
会
合
、
行
事
の
場
と
し
て
、
 

ま
た
平
成
元
年
度
か
ら
開
催
さ
れ
た
「霧
島
を
テ
ー
マ
に
し
た
ハ 

号
洋
画
展
」
会
場
と
し
て
町
外
の
人
に
も
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に 

な
っ
た
。

高
千
穂
河
原
ビ
ジ 

昭
和
五
十
九
年
四
月
オ
—
プ
ン
し
た
高
千 

夕I

セ

ン

タ|

穂
河
原
ビ
ジ
タI

セ
ン
タ
ー
は
、
県
に
よ

高千穂河原ビジターセンター

っ
て
建
設
さ
れ
た
が
、
オ
—
プ
ン
と
同
時
に
管
理
運
営
は
町
に
委 

託
さ
れ
た
。
霧
島
の
自
然
や
動
植
物
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
紹
介 

す
る
た
め
の
野
鳥
類
の
実
物
展
示
や
霧
島
火
山
の
生
い
立
ち
、
四 

季
の
景
観
の
移
り
変
わ
り
な
ど
、
パ
ネ
ル
や
写
真
に
よ
り
展
示
さ 

れ
て
い
る
。
年
間
一
〇
万
人
近
い
入
館
者
が
あ
る
。

県

営

高

千

穂

河

昭
和
六
十
二
年
、
県
営
と
し
て
、

一
部
が
オ 

原
キ
ャ
ン
プ

場

—
プ
ン
。
平
成
二
年(

一
九
九
〇)

現
在
で 

二
五
基
の
テ
ン
ト
サ
イ
ト
が
設
置
さ
れ
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

県営高千穂河原キャンプ場

り
の
管
理
棟
も
完
成
。
キ
ャ
ン
プ
場
と
し
て
施 

設
も
整
備
さ
れ
て
き
た
。
最
終
的
に
は
約
一
。

0

基
の
テ
ン
ト
群
が
整
備
さ
れ
る
予
定
で
、
五 

〇
〇
人
程
度
の
収
容
能
力
を
目
指
し
て
い
る
。 

開
村
期
間
は
、
七
月
一
日
か
ら
八
月
三
十
一
日 

ま
で
と
な
っ
て
い
る
が
、
学
校
、
サ
ー
ク
ル
、
 

子
ど
も
会
、
そ
の
他
各
種
団
体
で
に
ぎ
わ
っ
て 

い
る
。

神
話
の
里
公
園

本
町
は
、
南
九
州
唯
一
の 

霊
峰
高
千
穂
峯
を
中
心
に

神
秘
的
な
山
岳
を
有
し
、
天
孫
降
臨
の
地•

日

本
発
祥
の
地
と
し
て
神
話
が
語
り
継
が
れ
て
い
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料金表

スーパースライダー ちびっこゲレンデ

1回券 200円 1時間 300円

11回券 2,000円 半日 1,000円

グラススキー（セット） 神話館

半日 大人 2,000円 映像展示室 1回 100円

半日 中学生以下1,000円 研修室 全日1,500円

全日 大人 3,000円 半日1,000円

全日 中学生以下1,500円 リフト

コース使用料 1回券 200円

半日 大人 1,000円 11回券 2,000円

半日 中学生以下 500円 全日券 3,500円

全日 大人 1,500円 イベント広場 

全日 中学生以下 800円 野外ステージ

全日 3,000円

半日 1,500円

広場のみ 無料

※「半日」とは，午前9時から午後1時まで，または午後1時 

から午後5時までのいずれかをいい，「全日」とは，午前9 

時から午後5時までをいいます。

る
。
こ

の

「
神
話
の
里
」
に
ふ
さ
わ
し
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
計 

画
、
昭
和
六
十
三
年
度
か
ら
着
工
し
た
。
平
成
三
年
七
月
開
園
と 

な
っ
た
が
、
な
お
、
多
く
の
施
設
が
建
設
中
で
あ
る
。
 

利
用
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

•

営
業
時
間 

九
時
〜
一
七
時

•

定
休
日 

毎
週
月
曜
日

(

霧
島
町
湯
之
野)

湯
之
野
品
泉

• 

古
く
か
ら
霧
島
山
の
中
腹
に
あ
る
ひ
な
び
た 

温
泉
で
、
町
内
唯
一
の
湯
治
場
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
三
十
八 

年
、
町
営
給
湯
事
業
に
よ
り
湯
治
場
は
な
く
な
っ
て
、
現
在
は 

町
営
給
湯
泉
源
と
な
っ
て
い
る
。

昭
和
十
五
年(

一
九
四
〇)

紀
元
二
千
六
百 

研

修

館

年
祭
に
当
た
っ
て
肇
国
の
地
と
し
て
霧
島
地 

区
が
選
ば
れ
、
国
民
心
身
鍛
練
の
場
と
し
て
、
全
国
各
地
か
ら 

浄
財
を
集
め
、
国
家
の
力
に
よ
り
霧
島
研
修
館
と
し
て
建
設
さ 

れ
た
。
敷
地
八
八
〇
〇
平
方m

,1
•'
建
坪
約
八
三
〇
平
方
財
の
神 

殿
造
り
の
建
物
で
あ
っ
た
。
八
四
畳
の
大
広
間
、
四
〇
畳
の
遙 

拝
殿
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
当
時
は
日
中
戦
争
か
ら
太
平
洋
戦 

争
に
突
入
し
よ
う
と
す
る
非
常
事
態
を
迎
え
て
い
た
こ
ろ
で
あ 

り
、

「
八
紘
一
宇
」
の
国
家
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
も
っ
て
、
国
民
教 

育
に
当
た
る
中
堅
指
導
層
を
対
象
と
し
た
修
養
道
場
で
あ
っ
た
。
 

受
講
者
は
、
下
を
流
れ
る
霧
島
川
の
清
流
で
水
垢
離(

み
そ
ぎ) 

を
と
り
、
遙
拝
殿
で
国
運
の
弥
栄
を
祈
っ
て
は
、
講
演
に
耳
を
傾 

け
、
心
身
の
錬
磨
に
励
ん
だ
。

終
戦
を
迎
え
た
後
は
、
県
の
管
理
に
移
り
、
県
お
よ
び
各
市
町
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ふ
る
さ
と
づ
く
り
事
業
計
画(

概
要)

第四編現代の霧島町

財 

源 

内 

訳

国
際
交
流
村
整
備
事
業 

〇
国
県
補
助
事
業

神
話
の
里
公
園
整
備
事
業 

〇
ふ
る
さ
と
づ
く
り

特
別
対
策
事
業 

〇
過
疎
対
策
事
業 

〇
単
独
事
業 

〇
地
域
づ
く
り推

進
事
業

事 

業 

名

一
五
、

一
般
財
源

一
四
、
過
疎
債

三
ふ
る
さ
と
創
生
資
金

二
、
ふ
る
さ
と
つ
く
り
特
別
対
第

一
一
、
国
県
補
助

- 

-

天
恵
の
自
然
を
活
か
し
て
イ 

ベ
ン
ト
広
場
を
整
備
し
交
流
の 

促
進
と
地
域
活
性
化
を
図
る
。

国
づ
く
り
神
話
の
拠
点
施
設 

霧
島
神
宮
よ
り
西
へ
二

km
国
道 

ニ
ニ
三
号
線
沿
い
の
丘
陵
地
に 

公
園
三
七

ha
を
整
備
し
、
神
話 

館
、
イ
ベ
ン
ト
広
場
、
ス
ポ
ー 

ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
、
 

花
木
園
を
整
備
す
る
。

事

業

概

要

小
事
業
、
地
域
づ
く
り
推
進
事
業

合 

計

171.. 

一計

イ
ベ
ン
ト
広
場 

^
>
1

電
気
工
、
汚
水
処
理
施
設 

e
t
c

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
外

(

一六一.

九
八
一)

幻
想
館(

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム)

so

m2

給 

水 

施 

設

天
孫
降
臨
草
ス
キ
ー
場

人
エ
一Em x
s
m
、
 

草

n
m
x
台m

天
孫
降
臨
ス
ー
パ
ー
ス
ラ 

イ
ダ
丨(

リ
フ
ト
、
ケ
— 

ブ
ル
、
管
理
棟
含
む)

三
九
一m

,
ld
—— 

==
ロ

電
気
工
、
汚
水
処
理
施 

設
、
植
栽
工etc

一
用
地
所
得 

詣
、
一三o

m2

一
駐
車
場 

三
金s

m2

一
花
木
園(

憩
の
園)

一
神
話
の
森 

一六、00
0

m2

一
体
験
農
園 

一
天go

m2

農
畜
産
物
処
理
加
工
施
設

.
so

m2

一
神
話
資
料
展
示
館
九-
.

三
七

m2

事

業

の

内

容

一

…
….....

.

.

.

一

.

_ -

一 霧
島
町

一
_
_

一

一
_
_ 一

霧
島
町

実

施
 

団
体
名

呉
三
一
一一七一

ー一
S
」
、」
七三

:

…
」

ー一、
一
S

厂1

；，

一 一
_
_ 合
計

事 

業 

費

七

1

一一
 0

一
1

, 5
里

〇
厂
，
：

一
六
三

一
 

一一X
一一

三三一

」，：
，：一一区
奎
一

E
一
 _
_

 
一

〇 〇 〇

- 

_
〇

L
O
元

一
 0 
一一
一七一
一S
，
1

：一
青 宅

一
，

養
-

3
’

〇
0

〇 〇
一

。

- 

_

L
:

 

_

一

— '_

-..o 
_
二

一一五
一S
—
—
—
一

六
交
一

，金
一
，

-
〇

一
-

〇
oo

〇 三
〜

——

ー 一

I
一

一

(

事
業
費
単
位
」
百
万
円)
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光第五章観

リフト

スーパースライダー

村
各
種
団
体
の
会
議
の
場
と
な
り
、
新
し
い
民
主
主
義
を
学
ぶ
研 

修
の
場
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。

昭

和

二

十

五

年(

一
九
五
〇)

ご
ろ
か
ら
、
日
本
経
済
の
成
長 

に
よ
り
、
国

民

生

活
が

安
定
し
て

く
る
と

観
光
行
政
が

さ
け
ば 

れ

、
側
面
的
な
推
進
母
体
と
し
て
、
国
立
公
園
霧
島
観
光
協
会
が 

設
立
さ
れ
た
。

県
か
ら
研
修
館
の
貸
与
を
受
け
て
、
管
理
人
を
お 

き

、
諸
会
合
の
ほ
か
広
く 

一
般
観
光
客
宿
泊
施
設
と
し
て
活
用
さ 

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
昭
和
三
十
三
年
払
い
下
げ
が
認
め
ら
れ
町 

有
施
設
と
な
り
、
全
国
的
な
観
光
ブ
ー
ム
の
中
で
宿
泊
施
設
や
道

神話館

路
環
境
の
整
備
な
ど
が
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
。
特
に
日
本 

道
路
公
団
営
に
よ
る
小
林
——
高
千
穂
河
原
の
有
料
道
路
の
開
通
に 

よ
り
、
霧
島
を

訪
れ

る
観
光
客
は

三

〇

万

〜

五

〇

万

人

に

達

し 

た
。

さ
ら
に
学
生
や
青
少
年
層
を
対
象
に
、

ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ 

ル
、

ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
ホ
ス
テ
ラ
ー
の
制
度
に
よ
り
町
内
で
も 

一
、

二
の
施
設
が
指
定
を
受
け
、

こ
れ
を
迎
え
入
れ
る
よ
う
に
な 

っ
た
。
湯
之
野
に
町
営
の
国
民
宿
舎
が
開
設
さ
れ
た
の
も
こ
の
こ 

ろ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
時
に
、
南
日
本
観
光
株
式
会
社
か
ら
、
 

研
修
館
の
払
い
下
げ
を
請
願
し
て
き
た
。

町
と
し
て
は
、
よ
う
や

665



g g 9

神
話

の
里
公
園

ガ
イ

ド
マ

ッ
プ

毫礪̂Qe驟廳a粧



光第五章観

く
県
か
ら
払
い
下
げ
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
 

原
則
と
し
て 

受
け
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
強
い
要
請
に
、
町
議
会 

で
も
慎
重
審
議
の
結
果
、
霧
島
神
宮
門
前
町
一
帯
の
発
展
の
た
め 

に
は
、
専
門
業
者
に
よ
る
施
設
面
の
整
備
充
実
と
観
光
の
活
性
化

を
優
先
す
べ
き
と
の
結
論
に
よ
り
承
認
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
経 

過
を
経
て
国•

県
•

町
と
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
、
必
要
な
目
的
に

利
用
さ
れ
て
き
た
研
修
館
は
、
昭
和
三
十
六
年
四
月
か
ら
、
南
日 

本
観
光
株
式
会
社
の
所
有
と
な
り
、
近
代
的
に
改
装
さ
れ
、
霧
島 

山
荘
と
し
て
発
足
し
た
が
、
現
在
は
所
有
者
が
変
わ
り
、
当
時
の 

神
殿
造
り
の
面
影
を
残
し
て
霧
島
民
芸
村
と
し
て
観
光
の
一
役
を 

に
な
っ
て
い
る
。

町
内
宿
泊
施
設

霧
島
神
宮
温
泉
郷
は
、
神
宮
参
拝
者
や
登
山 

者
の
宿
泊
所
と
し
て
発
展
し
て
き
た
が
、
観

光
道
路
の
開
通
に
よ
っ
て
観
光
客
も
増
え
、
施
設
の
内
容
も
変
わ

っ
て
き
て
い
る
。
古
く
か
ら
の
旅
館
と
、
観
光
客
の
増
加
に
伴
い 

建
設
さ
れ
た
大
型
ホ
テ
ル
と
が
、
調
和
を
保
ち
な
が
ら
営
業
し
て 

い
る
の
が
本
町
の
特
色
と
い
え
る
。
ま
た
、
 

昭
和
六
十
年
ご
ろ
か 

ら
ペ
ン
シ
ョ
ン
の
数
も
増
え
、
景
勝
の
地
の
利
を
い
か
し
た
岩
風

呂
な
ど
も
完
備
さ
れ
、
若
者
に
よ
く
利
用
さ
れ
て
い
る
。
次
に
、
 

町
内
宿
泊
施
設
と
収
容
人
員
を
表
に
ま
と
め
た
。

町内宿泊施設と収容能力

ホテル•旅館(霧島神宮温泉郷)

ホテル•旅館名，TEL
和 広間

収容人員

市外局番(0995)
洋

一般 団体

蓬泉館 S 57-0007 18 1 40 50

みずほ荘 257-0028 10 30 40

旅館福代 S57-0035 5 20 25

ふじさき旅館 S57-0113 7 1 20 30

霧島ロイヤルホテル S57-2111 22 132 4 1,000

民営国民宿舎みやま荘 S57-0057 16 1 75 75

あかまつ荘 S57-1101 16 1 60 100

きりしま大霧荘 S57-1141 45 4 150 200

きりしま荘 257-0225 30

霧島公園ホテル S57-1171 18 1 60 80

霧島山麓荘 S57-1161 30 2 120 130

霧島ハイツ S57-1121 4 49 3 215 250

霧島荘 S57-1575 7 1 22 30
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第四編現代の霧島町

ペンション•民宿

ペンション名，TEL 収容人員
洋 和 広間-

市外局番(0995) 一般 団体

霧島コテージ 257-2933 4棟(貸別荘) 15 20

ペンション鹿鳴館 S (0992)22-3532
7 
唯

1
そ別荘6

1
16 65

ペンションフェザン S57-1227 9 2 30 30

ペンション遊鹿霧 S57-2727 8 1 31 31

ペンションあこがれ S57-2121 8 3 1 35 35

異人館 S57-3220 9 3 35 35

Y • H霧島登山口温泉 S57-1188 8 32 35

民宿登山口温泉 S57-0127 8 32 35

民宿きりしま清水荘 S57-0111 5 16 30

民宿高千穂 S57-0608 4 4 1 28 28

第
三
節
国
立
公
園
霧
島
町
観
光
協
会 

町
の
観
光
協
会
は
、

昭
和
二
十
五
年(

一
九
五
〇)

、

国
立
公 

園
霧
島
観
光
協
賛
会
の
名
称
で
存
在
し
て
い
た
。
そ
の
当
時
は
研 

修
館
の
借
り
受
け
や
霧
島
神
宮
駅
前
に
観
光
案
内
所
を
設
置
す
る 

な
ど
、
観
光
協
会
と
し
て
の
役
割
を
に
な
っ
て
き
た
が
、
分
村
後 

は
一
時
、
活
動
が
停
滞
し
て
い
た
。
昭
和
三
十
二
年
ご
ろ
に
な
る 

と
全
国
的
な
旅
行
プ
ー
ム
が
起
こ
り
、
本
町
も
観
光
立
村
の
方
向 

を
決
定
し
、
村
議
会
も
観
光
特
別
委
員
会
を
設
置
し
た
。
こ
の
委 

員
会
と
は
別
に
地
区
代
表
と
し
て
、
霧
島
地
区•

駅
前
地
区
か
ら 

五
人
の
代
表(

吉
松
行
道•

浜
崎
辰
夫•

鳥
丸
正
兵
衛•

真
名
子 

政
春•

州
崎
雅
充
の
五
氏)

を
選
出
し
て
、
商
工
観
光
業
者
に
呼 

び
か
け
、
研
修
館
で
設
立
総
会
を
開
催
し
た
。
 

こ
れ
ま
で
の
協
賛
会
を
発
展
的
に
解
散
し
、
新

た

に

「
国
立
公 

園
霧
島
観
光
協
会
」
と
し
て
発
足
し
た
。
当
時
の
会
員
は
、
村
三 

役
•

村
議
会
議
員
を
含
め
て
ハ
五
人
で
あ
っ
た
。
翌
昭
和
三
十
三 

年
に
は
町
制
施
行
、
 

新
た
に
町
役
場
各
課
長
も
特
別
会
員
と
し
て 

参
加
し
、
会
員
も
増
加
し
た
。
観
光
立
町
を
目
指
す
観
光
行
政
の
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第五章観 光

側
面
的
な
協
力
機
関
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
な 

お
、
霧
島
山
ろ
く
の
各
市
町
村
と
連
携
し
て
、
観
光
の
総
合
的
な 

開
発
を
進
め
る
目
的
で
、
同
三
十
九
年
に
は
一
霧
島
地
区
観
光
協 

会
連
絡
協
議
会
を
結
成
し
た
。
参
加
町
村
は
、
牧

園
•

横

川
•

栗 

野
•

吉

松
•

溝

辺
•

隼

人
•

国

分
•

霧
島
の
一
市
七
町
で
あ
る
。
 

な
お
、
同
四
十
年
度
の
観
光
協
会
の
予
算
は
四
四
万
ハ
ニ
七
七
円 

で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
昭
和
四
十
七
年
、
鹿
児
島
空
港
の
開
設
、
九
州
高
速 

自
動
車
の
延
長
な
ど
に
よ
り
、
県
外
か
ら
の
観
光
客
も
増
加
し
、
 

ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
を
は
じ
め
、
各
種
の
ペ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
受
け
入 

れ
態
勢
も
整
備
さ
れ
て
き
た
。

ま
た
観
光
協
会
の
事
業
内
容
も
年 

ご
と
に
充
実
し
、
平
成
元
年
度
に
お
け
る
観
光
協
会
の
予
算
お
よ 

び
事
業
並
び
に
会
員
数
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

平
成
元
年
度
予
算 

ハ
ハ
ニ
万
四
九
九
九
円

平
成
元
年
度
の
主
な
事
業
内
容

霧
島
川
へ
の
ヤ
マ
メ
の
稚
魚
放
流 

韓
国
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
歓
迎 

レ
セ
プ
シ
ョ
ン 

ミ
ス
霧
島
の
選
出 

旅
館
従
業
員
の
英
会
話
教 

室 

観

光

事

業

従

事

者

の

研

修

会(

史

跡

研

修•

講
演)

観
光 

誘

致

宣

伝

隊

の

派

遣(

熊
本
県
・
福
岡
方
面)

お

じ

ゃ

ん

せ
 

市

き

り

し

ま

の

四

季

写

真

コ

ン

テ

ス

ト

の

開

催

香

港

報

道

関

係

者

の

歓

迎

セ

レ

モ

ニ

ー

ふ

る

さ

と

列

車(

東
京
周
辺
居
住
者 

親
子
と
の
交
流)

、

そ
の
他
霧
島
国
際
音
楽
祭 

霧
島
を
テ
ー
マ 

に
し
た
ハ
号
洋
画
展 

霧
島
神
宮
各
例
祭
へ
の
協
賛
な
ど
、
幅
広 

い
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

観
光
協
会
員
名
簿

第
一
種(

ホ
テ
ル•

旅
館•

民
宿
関
係
の
も
の)
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ニニ二
一
〇 九

一 七 六 五 四 三

二
一

登
山
口
荘

日
本
た
ば
こ
共
済
組 

合 き
り
し
ま
清
水
荘

蓬
泉
館

民
営
国
民
宿
舎 

み
や
ま
荘

㈱

霧
島
高
原 

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

有
限
会
社

霧
島
公
園
ホ
テ
ル

あ
か
ま
つ
荘

勦
日
本
勤
労
福
祉
セ 

ン
タ
ー

一
山
下
建
設㈱

県
農
協
福
祉
事
業㈱

大
和
ハ
ウ
ス
エ
業㈱

事

業

所

名

上

村

哲

也
 

-

池
田 

明

吉
松
よ
し
え

一

吉

元

善

吉

領

家

寿

夫

吉

松

博

子

浜

崎

辰

天

細
見 

元

山

下

貞

光

松

山

従

夫

代
表
者
名

民
宿
登
山
口
温
泉

一
き
り
し
ま
荘

民
宿き

り
し
ま
清
水
荘

蓬
泉
館

民
営
国
民
宿
舎 

み
や
ま
荘

ペ
ン
シ
ョ
ンフ

ェ
ザ
ン

霧
島
公
園
ホ
テ
ル

あ
か
ま
っ
荘

鹿
児
島
レ
ク
リ
エ
ー 

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
霧 

島
ハ
イ
ツ

霧
島
山
麓
荘

き
り
し
ま
大
霧
荘

霧
島
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ 

ル

屋 

号
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二〇
一
九

一
八

一
七

一
六

一
五

一
四

一
三

ペ
ン
シ
ョ
ン

鹿
鳴
館

ペ
ン
シ
ョ
ンあ

こ
が
れ

ペ
ン
シ
ョ
ン

遊
鹿
霧

民
宿
高
千
穂

ふ
じ
さ
き
旅
館

ふ
く
よ
旅
館

み
ず
ほ
荘

南
日
本
銀
行
健
康
保 

険
組
合
保
養
所

満

田

博

文

米
沢
シ
ズ
エ

田

川

來

信

湯
ノ
辰
寿
々
子

藤

崎

暉

夫

迫
田
ハ
ル
エ

場
集
田
玲
子

木

村

信

祐

ペ
ン
シ
ョ
ン

鹿
鳴
館

ペ
ン
シ
ョ
ンあ

こ
が
れ

ペ
ン
シ
ョ
ン

遊
鹿
霧

民
宿
高
千
穂

ふ
じ
さ
き
旅
館

ふ
く
よ
旅
館

み
ず
ほ
荘

霧
島
荘

第
二
種(

霧
島
神
宮
前
通
り
会
関
係
の
も
の)

九
k

ヒ 六 /!: 四 三 二 一
事

業

所

名

い
ろ
り

押
領
司
写
真
館

松
永
写
真
館

江
口
家

崎
山
商
店

味
楽

宮
前
商
店

す
ぎ
や
ま

神
宮
前
茶
屋

平

石

昭

三

押
領
司
シ
ズ
エ

松

永

浅

吉

江

口

敬

光

崎

山

達

夫

中
津
健
太
郎

浜

崎

道

夫

杉

山

広

次

吉

富

久

雄

代
表
者
名

い
ろ
り

押
領
司
写
真
館

松
永
写
真
館

江
口
家

崎
山
商
店

神
宮
御
縁
そ
ば

味
楽

宮
前
商
店

お
み
や
げ
と
食
事
の 

店
す
ぎ
や
ま

神
宮
前
茶
屋

屋 

号

ニーー
二一〇

有
限
会
社
霧
島
屋

神
宮
前
高
千
穂
河
原 

支
店

蛭
川
商
店

吉

富

久

輝

吉

富

久

雄

蛭

川

政

義

霧
島
屋

高
千
穂
河
原
吉
富
商 

店 蛭
川
商
店

第
三
種(

交
通
運
輸
関
係
の
も
の)

IZ ニ
ー 事

業

所

名

有
限
会
社

霧
島
レ
ン
タ
カ
ー

有
限
会
社

霧
島
観
光
タ
ク
シ
ー

第
一
交
通
株
式
会
社

浜
田 

豊

林 

誠
秀

代
表
者
名

霧
島
レ
ン
タ
カ
ー

霧
島
観
光
タ
ク
シ
ー

第
一
交
通
登
山
口
営 

業
所

屋 

号

第
四
種(

霧
島
神
宮•

農
協•

そ
の
他
法
人•

団
体)

四 三 ニ 一
事

業

所

名

大
和
興
産㈱

高
千
穂
リ
ゾ
ー
ト㈱

霧
島
町
農
業
協
同
組 

合 霧
島
神
宮

大

和

佑

輔

田
中
正
二
郎

新
村 

俊

小
久
保
光
雄

代
表
者
名
一

霧
島•

高
千
穂
リ
ゾ 

—
ト
ラ
ン
ド
現
地
案 

内
所

高
千
穂
力
ン
ト
リ
ー

俱
楽
部

霧
島
町
農
協

霧
島
神
宮

屋 

号

670
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第
五
種(

石
油
販
売
業
関
係
の
も
の)

四 三 ニ

一 事

業

所

名

一
有
限
会
社

山
崎
石
油

有
限
会
社

霧
島
石
油

有
限
会
社杉

元
石
油
店

有
限
会
社西

藤
石
油
店

山

崎

恭

一

天

辰

兼

盛

武

藤

重

憲

西

藤

誠

三

代
表
者
名

山
崎
石
油

霧
島
石
油

杉
元
石
油
店

西
藤
石
油
店

屋 

号

第
六
種(

加
工•

製
造
販
売
業
関
係
の
も
の) 

事

業

所

名
 

一
代
表
者
名
一 

屋 

号

四 三 二

ー

一

霧
島
フ
ー
ド㈱

有
限
会
社

霧
島
総
合
観
光
開
発

有
限
会
社

高
千
穂
食
品
工
業

さ
つ
ま
霧
島
酒
造㈱

鳥

丸

正

勝

狩

川

公

男

古

橋

潤

一

栗

原

潤

吉

霧
島
フ
ー
ド㈱

有
限
会
社

霧
島
総
合
観
光
開
発

有
限
会
社

高
千
穂
食
品
工
業

さ
つ
ま
霧
島
酒
造㈱

第
七
種(

陶
芸
関
係
の
も
の)

三
田
舎
の
ギ
ャ
ラ
リI

-

茶

房

陶

二
霧
島
白
土
焼
窯
元

一
 

霧
生
焼
窯
元

事

業

所

名

宮
田 

明

成

枝

律

雄

一

甲

斐

幸

人

代
表
者
名

田
舎
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

茶

房

陶

霧
島
白
土
焼

陶
苑
き
り
し
ま

屋 

号

四
一
霧
島
陶
芸 

川
越 

盛
男 

霧
島
陶
芸

第
八
種(

霧
島
神
宮
駅
前
通
り
会
関
係
の
も
の)

四
有
限
会
社

匹 

吉
永
商
店

三
上
村
ス
ト
ア
ー

二
味
鶴
寿
司

一
 

喜
代
川
食
堂

事

業

所

名

吉

永

辰

雄

上

村

幸

夫

江

藤

公

生

清

川

久

男

代
表
者
名

有
限
会
社

吉
永
商
店

上
村
ス
ト
ア
ー

味
鶴
寿
司

喜
代
川
食
堂

屋 

号

第
九
種(

第
一
種
か
ら
第
八
種
ま
で
の
会
員
を
除
く
事
業
者)

671

一
〇
一
木
野
田
観
光
農
園 

一

九
一
霧
島
印
刷
所

八
修
行
ス
ト
ア
ー

七
霧
島
製
綿
所

.
 ヽ

フ
ァ
ミ
リ
—
レ
ス
ト 

ナ

ラ

ン

霧

島

峠

五
小
川
酒
店

四
高
林
商
店

三
中
村
米
穀
店

二
浜
崎
食
料
品
店

一
 

阿
部
商
店

事

業

所

名

木
野
田
光
弘

洲

崎

雅

充

修

行

富

重

塩

水

房

雄

南

郷

益

美

小

川

善

武

高

林

義

雄

中
村 

保

浜

崎

政

義

阿

部

純

徳

代
表
者
名

木
野
田
観
光
農
園

霧
島
印
刷
所

修
行
ス
ト
ア
ー

霧
島
製
綿
所

フ
ア
ミ
リ
—
レ
ス
ト 

ラ
ン
霧
島
峠

小
川
酒
店

高
林
商
店

中
村
米
穀
店

浜
崎
食
料
品
店

阿
部
商
店

屋 

号
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第
一
〇
種(

こ
の
会
の
目
的
及
び
趣
旨
に
賛
同
す
る
個
人
〈特
別
会 

員
〉)

672

事

業

所

名
 

一
代
表
者
名
一 

屋 

号

一
 

小

里

貞

利

衆

議

院

議

員 

二
霧
島
町 

近

藤

好

夫

霧

島

町

長
 

三

同 

東

芦

谷

政

美

同

助

役
 

四

同
 

諏

訪

田

晃

同

収

入

役
 

五

同 

議
会 

宮

田

揮

彦

同

議

会

議

長

第
四
節 

霧
島
を
詠
ん
だ
詩
歌•

紀
行
文

霧
島
山
の
詩
歌
と
紀
行
文

霧
島
山
は
昔
か
ら
有
名
な
山
で
あ
り
、 

景
観
も
す
ぐ
れ
て
い
る 

た
め
、
多

く

の

文

人•

有
名
人
が
訪
れ
、
す

ぐ

れ

た

詩

歌•

紀
行 

文
を
残
し
て
い
る
。

大
伴
家
持

ヒ
サ
カ
タ
ノ 

ア
マ
ノ
ト
ヒ
ラ
キ 

タ
カ
チ
ホ
ノ 

比
佐
加
多
能 

安
麻
能
刀
比
良
岐 

多
可
智
保
乃

タ
ケ
ニ
ア
モ
リ
シ 

ス
メ 

ロ
ギ
ノ 

カ
ミ
ノ
ミ
ョ
ョ
リ

多
気
爾
阿
毛
理
之 

須
売
呂
岐
能 

可
未
能
御
代
欲
利

(

以
下
略) 

家
持
は
万
葉
集
に
多
く
の
歌
を
残
し
て
い
る
歌
人
で
あ
る
が
、
こ 

の
歌
は
実
地
に
高
千
穂
を
見
て
歌
っ
た
の
で
は
な
く
、
古
事
記
、
 

日
本
書
紀
の
記
事
を
見
て
歌
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い 

る
(

斎
藤
茂
吉)

。

藤
原
俊
成

た
か
ち
ほ
の
く
し
ふ
る
峯
ぞ
あ
ふ
が
る
る 

天
の
を
づ
め
の
は
じ
め
と
思
え
ば 

古
今
集
の
歌
人
。
こ
れ
も
実
地
に
見
て
作
っ
た
も
の
で
は
な
い
だ



光第五章観

ろ
う(

斎
藤
茂
吉)

。

揖
取
魚
彦

皇
神
の
天
降
り
ま
し
け
る
日
向
な
る

高
千
穂
の
嶽
や
ま
づ
霞
む
ら
む

(

江
戸
時
代
の
歌
人)

八
田
知
紀

高
千
穂
の
す
ず
の
し
の
原
う
ち
さ
や
ぎ 

な
び
く
と
見
れ
ば
震
ふ
る
な
り 

高
千
穂
の
峯
の
白
雪
か
つ
消
え
て 

た
づ
が
ね
遠
く
霞
む
け
さ
か
な 

大
空
の
み
は
し
と
な
り
て
皇
神
に 

仕
へ
ま
つ
り
し
山
に
や
は
あ
ら
む 

八
田
知
紀
は
幕
末
明
治
の
歌
人
、
鹿
児
島
藩
士
。
明
治
五
年
宮
内 

省
歌
道
御
用
掛
。

与
謝
野
鉄
幹

大
き
な
る
霧
島
山
の
抱
く
空
に

の
こ
り
て
白
し
あ
り
あ
け
の
月 

い
た
だ
き
に
天
の
八
重
雲
降
り
に
降
る 

な
ほ
高
千
穂
は
神
の
代
な
ら
む 

匂
へ
ど
も
摘
ま
で
来
に
け
り
霧
島
は 

草
ひ
と
葉
も
神
し
ろ
し
め
す 

与
謝
野
晶
子 

渓
々
の
湯
の
霧
白
し
き
り
し
ま
は 

星
の
生
る
る
境
な
ら
ま
し

与謝野晶子歌碑

夏
の
夜
を
朝
ま
で
月
と
と
も
に
あ
り 

霧
島
の
山
南
に
ひ
ら
き 

霧
島
の
渓
よ
り
出
づ
る
湯
の
霧
に 

曇
る
け
し
き
の
さ
つ
ま
潟
か
な 

与
謝
野
鉄
幹•

晶
子
夫
妻
は
昭
和
四
年
七
月
来
鹿
、
県
下
各
地
を 

回
り
、
歌
集

「霧
島
の
歌
」
を
刊
行
し
一
六
三
首
を
収
め
る
。
 

斎
藤
茂
吉

大
い
な
る
こ
の
し
づ
け
さ
や
高
千
穂
の 

峯
の
統
べ
た
る
あ
ま
つ
ゆ
ふ
ぐ
れ 

高
千
穂
の
山
の
い
た
だ
き
に
息
づ
く
や 

大
き
か
も
寒
き
か
も
天
の
高
山 

遠
々
し
薩
摩
の
国
に
日
は
入
り
て 

た
な
び
き
に
け
り
天
の
く
れ
な
ゐ 

わ
だ
つ
み
の
上
に
た
だ
よ
ふ
お
ぼ
ほ
し
き 

低
雲
に
し
も
光
あ
る
は
や 

国
は
ら
は
あ
や
し
き
ま
で
に
光
うd

673
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斎藤茂吉歌碑

開
聞
が
岳
た
ち 

ま
ち
に
見
ゆ 

は
る
け
き
や
高
天
の
門 

に
あ
は
れ
あ
は
れ

頂
あ
を
き
温
泉

が
款

赤
松
の
秀
づ
る
山
を
と

ほ
る
と
き松

の
膚
に
折
々

寄
る
も 

こ
こ
ろ
し
て
遠
き
い
は 

ほ
の
間
を
行
く

霧
島
川
の
音
ど
聞
ゆ
る 

霧
島
の
神
の
社
に
ぬ
か
づ
く
と 

あ
か
と
き
闇
を
い
ゆ
く
五
人 

み
社
の
杉
の
樹
立
に
こ
だ
ま
す
る 

暁
闇
の
こ
ほ
ろ
ぎ
の
声 

斎
藤
茂
吉
は
昭
和
十
四
年
来
鹿•

霧
島•

三
山
陵
な
ど
を
巡
り
二 

百
余
首
の
歌
を
作
り
、

「霧
島
山
」
と
題
し
て
刊
行
し
た
。
 

海
音
寺
潮
五
郎 

霧
島
山
は
神
山
な
れ
ば
谷
々
に

湧
く
雲
さ
へ
も
尊
と
か
り
け
り

若
山
牧
水

有
明
の
月
は
冴
え
つ
つ
霧
島
の

山
の
渓
間
に
霧
立
ち
わ
た
る

水
原
秋
桜
子

高
千
穂
の
霧
来
て
ひ
び
く
鵜
の
声

西
遊
記 

橘

南

谿

天
の
逆
鋅

そ
れ
よ
り
二
十
丁
も
の
ぼ
り
て
、
馬
の
背
越
と
い
う
と
こ
ろ
に
い 

た
る
。
ま
た
御
鉢
め
ぐ
り
と
い
う
。
こ
の
と
こ
ろ
は
、
の
ぼ
る
に
、
 

只
平
ら
に
ゆ
く
と
い
え
ど
も
、左
右
皆
谷
に
て
、剣
の
刃
の
上
を
行
く 

ご
と
く
、
足
の
と
こ
ろ
わ
ず
か
に
馬
の
背
中
程
な
れ
ば
馬
の
背
こ
え 

と
は
い
う
な
り
。
足
を
は
こ
べ
ば
栗
の
如
く
な
る
焼
い
し
、
左
右
の 

た
に
へ
な
だ
れ
落
つ
。
そ
の
行
く
と
こ
ろ
の
狭
き
を
知
る
べ
し
。
さ
て 

左
の
方
は
万
仞
の
谷
に
て
、底
は
雲
に
て
眼
及
ば
ず
。右
の
谷
は
ふ
か 

さ
三
四
丁
、あ
る
い
は
五
六
丁
に
て
谷
に
み
ち
て
猛
火
燃
え
あ
が
る
。
 

こ
の
馬
の
背
越
に
か
か
り
て
後
は
、
只
何
と
な
く
震
動
し
て
、
地 

軸
只
今
く
だ
け
お
れ
て
、
此
の
山
微
塵
に
成
る
よ
う
に
覚
ゆ
。
ま
た 

腥
き
い
わ
れ
ぬ
気
な
き
来
り
、
あ
る
い
は
墨
の
如
く
な
る
雲
う
づ
ま 

き
来
り
、
同
行
の
者
さ
え
も
一
向
に
か
く
る
る
こ
と
あ
り
。
あ
る
い 

は
前
後
左
右
に
、
異
形
の
雲
煙
あ
ら
わ
れ
、
鬼
神
の
ご
と
く
、
仏
神 

の
ご
と
き
こ
と
も
あ
り
。
あ
る
い
は
足
下
よ
り
虹
た
ち
上
り
、
横
に 

な
び
き
て
織
り
な
せ
る
如
く
な
る
こ
と
も
あ
り
。
又
天
地
と
も
に
金 

色
に
な
る
こ
と
も
あ
り
。
其
の
外
奇
怪
ふ
し
ぎ
な
か
な
か
い
う
も
お 

ろ
か
な
り
。
静
か
に
是
を
考
え
る
に
、
是
皆
一
面
の
猛
火
に
よ
り
て
、
 

又
陰
気
も
集
り
来
り
、
そ
の
上
に
雨
そ
そ
ぎ
雲
霧
覆
う
が
故
に
、
水 

火
相
激
し
て
、
震
動
雷
電
し
、
又
水
火
薫
蒸
に
よ
り
て
、
種
々
の
形
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見
ゆ
る
な
り
。
又
硫
黄
焰
硝
の
気
あ
る
う
え
、
そ
れ
に
水
を
そ
そ
ぎ 

た
る
故
、
種
々
の
匂
い
も
い
ず
る
事
な
り
。

又
折
々
一
陣
の
風
吹
き
来
る
こ
と
あ
り
。
此
の
時
は
先
達
教
え
て 

急
に
う
つ
臥
に
倒
れ
ふ
さ
し
む
。
匍
匐
に
な
ら
ざ
れ
ば
風
の
た
め
に 

此
の
身
を
取
ら
れ
て
、
猛
火
の
う
ち
に
舞
い
落
つ
る
な
り
。
折
ふ
し 

は
風
の
た
め
に
、
と
ら
る
る
も
の
あ
る
ゆ
え
に
、
此
の
山
に
て
は
紛 

失
す
る
人
多
し
と
い
う
な
り
。

予
も
殊
に
こ
の
風
を
恐
れ
て
、
少
し
の
風
に
急
に
う
つ
伏
し
に
な 

り
、
地
に
取
り
付
き
て
風
に
は
な
た
れ
ざ
る
よ
う
に
せ
り
。
し
ば
し 

に
て
、
又
急
に
風
も
や
み
て
、
天
晴
る
る
こ
と
も
あ
る
な
り
。
須
叟 

の
変
幻
定
ま
り
あ
る
こ
と
な
し
。

南
谿
は
京
都
の
人
で
医
師
。
豊
か
な
教
養
人
で
随
筆
集
な
ど
の
著 

作
が
多
い
。
行
脚
僧
の
姿
で
全
国
を
旅
行
し
た
。
鹿
児
島
に
は
天 

明
年
間
に
訪
れ
て
い
る
。

霧
島
紀
行 

坂
本
竜
馬

慶
応
二
年
三
月
十
日
鹿
児
島
に
至
り(

中
略)

此
処
よ
り
又
山 

上
に
の
ぼ
り
、
あ
ま
の
さ
か
ほ
こ
を
見
ん
と
て
、
妻
と
両
人
づ
れ
に 

て
は
る
ば
る
上
り
し
に
、
立
花
氏(

橘)

の
西
遊
記
程
に
は
な
け
れ 

ど
も
、
ど
う
も
道
ひ
ど
く
、
女
の
足
に
は
む
つ
か
し
け
れ
ど
、
と
う 

と
う
馬
の
背
越
ま
で
よ
じ
の
ぼ
り
、
こ
こ
に
ひ
と
や
す
み
し
て
、
又 

は
る
ば
る
と
の
ぼ
り
、
つ
い
に
い
た
だ
き
に
の
ぼ
り
、
か
の
天
の
逆 

錄
を
見
た
り
。
そ
の
形
は
是
は
た
し
か
に
天
狗
の
面
な
り
、
両
方
共 

に
其
顔
の
つ
く
り
付
け
て
あ
る
か
ら
か
ね(

青
銅)

な
り
、
や
れ
や 

れ
と
腰
を
た
た
い
て
、
遙
々
の
ぼ
り
し
に
か
よ
う
な
る
思
い
も
よ
ら

ぬ
、
げ
に
お
か
し
き
か
ほ
つ
き
に
て
天
狗
の
面
が
あ
り
大
い
に
二
人 

が
笑
い
た
り
。
此
所
に
来
れ
ば
実
に
高
山
な
れ
ば
、
目
の
と
ど
く
だ 

け
は
見
え
わ
た
り
、
お
し
ろ
か
り
け
れ
ど
も
、
何
分
四
月
ま
で
は
ま 

だ
寒
く
、風
は
吹
く
も
の
か
ら
そ
ろ
そ
ろ
と
下
り
し
な
り
。
な
る
程
霧 

島
山
は
つ
つ
じ
一
面
に
は
え
て
つ
く
り
立
て
し
如
く
き
れ
い
な
り
。
 

逆
鋅
は
少
し
動
か
し
て
見
た
れ
ば
、
よ
く
動
く
も
の
、
又
あ
ま
り 

に
も
鼻
が
両
方
へ
高
く
候
ま
ま
、
両
人
が
両
方
よ
り
鼻
を
お
さ
え
て 

エ
イ
ヤ
と
引
ぬ
き
候
え
ば
、
わ
ず
か
四
五
尺
許
の
も
の
に
て
候
間
、
 

又
々
元
の
通
り
お
さ
め
た
り
。
霧
島
山
よ
り
下
り
、
き
り
島
の
や
し 

ろ
に
ま
い
り
し
が
、
是
は
実
に
大
き
な
る
杉
の
木
が
あ
り
、
宮
も
も 

の
古
り
、
極
め
て
と
お
と
か
り
し
。
其
所
に
て
一
宿
夫
よ
り
霧
島
の 

温
泉
所
に
至
る
。

常

峯
 

新
井
白
石

(

原
文
は
漢
文)

火
井
、
人
之
を
御
池
と
謂
う
。
既
に
郷
導
を
失
い
在
る
所
を
知
ら 

ず
。
西
方
烟
気
を
望
み
て
下
る
。
相
距
る
将
に
近
し
。
黒
煙
湧
く
が 

如
く
、
火
光
炎
々
朱
蛇
の
走
る
に
似
た
り
。
井
山
背
上
に
在
り
。
周 

囲
五
百
歩
ば
か
り
。
深
さ
測
る
べ
か
ら
ず
。
其
水
碧
を
潴
え
白
く
沸 

る
。
烈
焰
中
起
声
震
雷
の
如
し
。
触
れ
て
崖
石
を
撃
つ
。
石
勢
飛
ば 

ん
と
欲
す
。
衆
皆
心
悸
去
ら
ん
と
欲
す
。
去
っ
て
道
井
口
に
懸
る
。
 

縈
回
一
検
し
て
又
外
に
傾
く
。
下
は
無
際
に
臨
む
。
目
視
し
て
脚
伸 

び
ず
。
殊
に
止
ま
る
べ
か
ら
ず
。
葡
匐
し
て
行
く
。
縁
を
攀
ぢ
て
下 

る
。
井
を
去
っ
て
稍
遠
く
、
顧
み
て
其
隔
れ
る
を
見
る
。
始
め
て
窮 

途
之
嘆
を
発
す
。(

新
井
白
石
は
江
戸
時
代
中
期
の
学
者•

政
治
家)
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第
六
章 

宗 

教
(

神
道
に
つ
い
て
は
第
二
編 

神
話
の
里 

町
内
の
神
社
参
照
」

天

理

教

天

保

九

年(

一
八
三
ハ)

十

月

二

十

六

日

「
中 

山
み
き
」
が
突
然
神
が
か
り
と
な
っ
て
成
立
し

た
宗
教
で
、

「
天
理 

王

尊

」
を
救
主
と 

し
て
い
る
。
今
日
で 

は
、
全
世
界
に
広
ま 

っ
て
い
る
。

天
理
教 

田
口
分
教
会
は
、
明 

治

三

十

四

年(

一
九 

〇
一)

三
月
二
十
一 

日
創
立
、
 

現
在
信
者 

は
一
〇
戸
く
ら
い
と 

い
わ
れ
て
い
る
。

天理教田□分教会

浄
土
真
宗

島
津
氏
の
永
年
に
わ
た
る
一
向
宗
禁
制
と
、
明 

治
初
年
に
お
け
る
廃
仏
毀
釈
に
よ
っ
て
一
時
仏

教
は
苦
境
に
あ
っ
た 

が

、

こ
の
禁
令
が
解 

け
る
と
と
も
に
浄
土 

真

宗

の

信

者

が

増 

え
、
浄
土
真
宗
本
願 

寺
派
の
寺
が
鹿
児
島 

市
に
建
立
さ
れ
た
。
 

国
分
に
派
出
所
が
お 

か
れ
、
国
分
の
出
張 

所
と
し
て
、
明
治
十 

八

年
(

一
八
八
五) 

田
口 
(

現
在
の
新
村 

正
氏
宅
前)

に
説
教

龍泉寺
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所
が
建
て
ら
れ
た
。

こ
の
建
物
は
、
後
に
龍
泉
寺
境
内
に
移
さ
れ 

住
持
の
住
宅
と
な
っ
て
い
る
。

田
口 
•

堀
之
内
・
树
田
方
面
に
は
、
西
目(

日

置
•

川
辺
方
面) 

か
ら
の
移
住
者
が
多
く
、

こ
れ
ら
の
人
び
と
の
中
に
は
、
仏
教
の

弾
圧
を
逃
れ
る
た
め
に
移
っ
て
来
た
人
も
多
か
っ
た
の
で
、

こ
れ 

ら
の
人
た
ち

が
中
心
と
な
っ
て
明
治
四
十
一
年(

一
九
〇
八)

十 

一
月
八
日
、
現
在
の
地
に
龍
泉
寺
を
建
て
た
。
信
徒
は
平
成
二
年

現
在
一
〇
五
〇
戸
、
住
持
は
仮
屋
龍
栄
氏
で
あ
る
。

創

価

学

会

創
価
学
会
は
、
日

蓮

正

宗(

総
本
山
静
岡
県
富 

士
宮
市)

の
信
徒
団
体
で
あ
る
。

こ
の
日
蓮
正

宗
の
教
義
を
信
奉
し
、

日
蓮
正
宗
を
外
護
し
、
全
世
界
に
広
め
地 

上
か
ら
一
切
の
不
幸
を
な
く
し
、
平
和
社
会
を
築
き
あ
げ
よ
う
と 

い
う
目
的
で
、
昭

和

五

年(

一
九
三
〇)

十
一
月
に
当
時
の
学
校 

教

職

員

を

主

に

「
創
価
教
育
学
会
」
と
い
う
名
称
で
発
足
し
た
。

平
成
元
年
現
在
、
国
内
信
徒
一
〇0
0

万
人
、
海
外
一
一
五
か

国

、

一
ニ
〇
万
余
人
で
、
 

人
種
民
族
を
越
え
て
弘
教
活
動
に
励
ん 

で
い
る
。

町
内
で
は
、
昭
和
三
十
三
年
ご
ろ
か
ら
広
ま
り
、
従
来
の
仏
教

他
宗
派
や
神
道
の
人
び
と
か
ら
改
宗
し
、
現
在
一
三〇

戸
ぐ
ら
い 

の
表
面
世
帯
と
な
っ
て
い
る
。

教

祖

中

村

大

玆

師

が

昭

和

十

三

年(

一
九
三

大

^
I 

教

八)

、
霧
島
神
宮
に
参
拝
の
折
、

天
啓
を
受
け 

て
立
教
し
、
同
二
十
一
年
、
宗
教
法
人
と
し
て
認
可
を
受
け
た
。 

主
祭
神
は
、
瓊
々
杵
尊
で
あ
り
、
 

教

義

目

的

は

「
あ
ら
ゆ
る
他
者 

と
の
合
法
た
る
和
合
体
の
実
相
を
説
き
、
 

あ
ら
ゆ
る
も
の
と
の
和 

合
を
そ
の
根
本
体
と
し
て
、
家

庭
•

社

会
•

国

家
•

世
界
の
平
和

を
図
る
」
と
し
、
信
者
は
全
国
で
五
万
人
、

大道教霧島教会

本

町

で

は

三

五

戸• 

約
八
〇
人
と
い
わ
れ 

て
い
る
。

霧
島
教
会
は
、
全 

国
の
信
者
の
神
宮
参 

拝
時
の
宿
泊
、
修
養 

と
神
官
と
の
連
絡
の 

た
め
、
昭
和
二
十
五 

年
建
立
、
同
三
十
二 

年
八
月
、
宗
教
団
体 

と
し
て
法
人
認
可
さ 

れ
た
。
当
主
は
中
村 

修
治
氏
で
あ
る
。
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霊
峰
霧
島
山
ろ
く
の
始
良
郡
牧
園
町•

横
川
町 

か

や

か

べ

に

「
か
や
か
べ
」
と
称
せ
ら
れ
る
信
仰
集
団
が 

あ
る
。

「
か
や
か
べ
」

は
霧
島
の
修
験
信
仰
の
遺
物
と
思
わ
れ
る 

信
仰
集
団
で
、
は
じ
め
一
向
宗
が
薩
藩
に
よ
り
長
い
間
禁
圧
さ
れ 

た
た
め
に
、
信
徒
が
地
下
に
も
ぐ
り
、

「
か
く
れ
念
仏
」
と
呼
ば 

れ
た
が
、
そ

の

信

仰

集

団

を

「
か
や
か
べ
」
と
呼
ん
で
い
る
。 

「
か
や
か
べ
」

は
牧
園
中
津
川
の
吉
永
親
幸
を
中
心
と
し
て
栄 

え
、
有
名
に
な
っ
た
信
仰
で
、

口
だ
け
で
伝
え
ら
れ
て
、

一
切
筆 

に
し
な
か
っ
た
た
め
長
い
間
世
間
に
も
伝
わ
ら
な
か
っ
た
。

か
や 

か
べ
の
名
称
は
、

か
や
か
べ
の
中
に
像
を
隠
し
、
ひ
そ
か
に
信
者 

同
士
集
合
し
て
信
仰
を
あ
た
た
め
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
お
り
、

こ 

の
よ
う
に
隠
れ
念
仏
と
い
わ
れ
た
一
向
宗
信
徒
で
あ
っ
た
が
、
な 

か
に
は
阿
弥
陀
仏
を
霧
島
の
神
に
お
き
か
え
て
も
よ
く
、
阿
弥
陀 

即
霧
島
の
神
を
信
仰
の
対
象
と
す
る
も
の
も
あ
っ
た
。 

「
か
や
か
べ
」

の
お
伝
え
で
は
、
霧
島
の
神
は
阿
弥
陀
仏
と
同 

居
し
て
お
り
、
彼
ら
の
信
仰
の
道
場
は
、
純
粋
の
仏
寺
を
必
要
と 

し
な
か
っ
た
。

そ
の
信
徒
は
極
度
に
清
浄
を
重
ん
じ
、
生
活
の
指 

針
と
し
て
、
神
棚
を
大
事
に
し
、
暦
を
重
視
し
て
、
護
符
、
特
に 

熊
野
の
護
符
を
重
ん
じ
て
い
る
。
と
り
た
て
て
寺
や
仏
像
を
必
要 

と
せ
ず
、
 

ま
た
教
義
を
は
じ
め
、
す
べ
て
の
こ
と
を
筆
録
す
る
こ

と
を
禁
じ
た
こ
と
は
、

一
向
宗
と
は
い
っ
て
も
修
験
道•

神
道
的 

要
素
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。

「
か
や
か
べ
」

の
信
徒
は
、
霧
島
の
神
の
信
仰
に
徹
し
て
い
る 

の
で
、
毎
年
秋
旧
暦
九
月
十
四
日
に
霧
島
神
宮
に
集
団
参
拝
す
る 

こ
と
を
習
わ
し
と
し
て
い
る
が
、

こ

れ

は

「
か
や
か
べ
」
最
大
の 

年
中
行
事
で
も
あ
り
、
各
信
者
が
そ
れ
ぞ
れ
三
三
五
五
神
宮
前
の 

旅
館
に
集
合
し
て
か
ら
一
緒
に
打
ち
そ
ろ
っ
て
参
拝
し
て
い
る
も 

の
で
あ
る
。

「
か
や
か
べ
」

の
信
者
が
、

日
常
生
活
で
最
も
大
事
な
こ
と
と 

し
て
守
っ
て
い
る
の
は
物
忌
で
あ
る
。

こ

れ

は

精

進

と

い

わ

れ 

て
、
毎

月

十

一

日(

蓮

如

さ

ま

の

日)

、
 

十

三

日
(

教
祖
親
幸
さ 

ま
の
日)

、
十

六

日
(

御
開
山
上
人
さ
ま
の
日)

と
祖
先
の
日
に 

は
一
切
の
肉
食
を
つ
つ
し
み
こ
れ
ら
の
日
に
は
鶏
卵
す
ら
、
な
ま 

ぐ
さ
い
も
の
と
し
て
食
べ
ず
、
清
浄
を
守
り
、
祈
念
を
強
め
る
た 

め
に
大
事
な
こ
と
と
し
て
、
す
べ
て
の
信
者
が
こ
れ
を
守
っ
て
き 

た
。精

進
の
夜
に
は
、
信

仰

の

唯

一

の

つ

ど

い
で

あ

る

「
御
座
」
が 

持
た
れ
る
が
、
他
の
人
に
さ
と
ら
れ
な
い
よ
う
に
、
夜
ひ
そ
か
に 

「
お
や
」

の
家
に
集
ま
り
、
お
経
が
読
ま
れ
た
り
、
念
仏
を
唱
え 

た
り
、
お
伝
え
が
語
ら
れ
、
お
互
い
の
信
仰
に
つ
い
て
話
し
合
い
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を
行
っ
て
い
る
。

「
お
や
」
と
は
三
〇
人
く
ら
い
の
単
位
で
、
集 

落
を

共

に
す

る

よ
う

に

分
け

ら

れ

た

「
郡
」

の
中
心
に
な
る
家
を 

い
っ
て
い
る
。

「
か
や
か
べ
」

の
信
者
の
数
は
、
昭
和
三
十
九
年
八
月
の
調
査 

に
よ
る
と
、

三
四
四
戸
で
、
牧
園
一
一
、
横

川

六

の

コ

イ(

郡) 

に
分
か
れ
て
い
る
が
、
 

古
く
は
、
四

八

コ

イ(

郡)

あ
っ
た
由
で 

あ
る
。

さ
き
の
大
戦
後
は
お
よ
そ
三
八
〇
戸
ほ
ど
あ
っ
た
と
い
わ 

れ
て
お
り
、

三
十
九
年
八
月
の
調
査
時
の
信
者
数
が
減
少
し
て
い 

る
の
は
、
社
会
情
勢
に
応
じ
て
、
都
会
へ
就
職
、
転
出
し
た
り
、
 

他
町
村
へ
転
居
し
た
た
め
で
、
霧

島

町

内

に

転

住

し

た

人

も

あ 

り
、

こ
の
人
た
ち
も
旧
暦
九
月
十
四
日
に
は
牧
園•

横
川
町
の
信 

者
に
合
流
し
て
参
拝
し
て
い
る
。

(

窪
田
仲
市
郎
「神
話
と
霧
島
」
を
参
考
に
現
代
表
記)
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第

七

章

文

化

財•

史

跡•

伝
説

第

一

節

文

化

財

神
話
で
有
名
な
高
千
穂
峯
を
は
じ
め
と
し
て
、
美
し
い
霧
島
連 

山
を
い
た
だ
く
わ
が
町
は
、
霧
島
神
宮
の
歴
史
と
と
も
に
信
仰
の 

地
と
し
て
知
ら
れ
て
き
た
。
郷
土
に
残
さ
れ
て
い
る
文
化
財
は
、
 

郷
土
の
風
土
や
文
化
の
特
色
を
具
体
的
に
示
し
て
く
れ
る
貴
重
な 

手
が
か
り
で
あ
る
。
現
在
の
霧
島
町
を
は
ぐ
く
ん
で
く
れ
た
有
形 

無
形
の
文
化
遺
産
を
失
う
こ
と
な
く
、
次
の
世
代
へ
引
き
継
い
で 

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

昭

和

二

十

五

年(

一
九
五
〇)

、
わ

が

国

に

「
文
化
財
保
護
法
」 

と
い
う
法
律
が
定
め
ら
れ
て
か
ら
、
都

道

府

県•

市

町

村

で

も
 

「
文
化
財
保
護
条
例
」
を
定
め
た
。
県
や
町
に
と
っ
て
重
要
な
も 

の
を
、
国
の
指
定
基
準
に
な
ら
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
財
を
指
定

し
、
そ
の
保
護
に
努
め
て
い
る
。

一
 

国
指
定
重
要
文
化
財 

建
第
ニ
ニ
一
九
号

重
要
文
化
財
指
定
書 

霧
島
神
宮 

三
棟

本

殿
•

幣

殿
•

拝
殿

本
殿 

桁
行
五
間 

梁

間

四

間

一

重
 

入
母
屋
造 

向
拝
一 

間

総

銅

板

葺

幣
殿 

桁
行
二
間 

梁

間

三

間

一

重
 

両
下
造 

拝
殿 

桁
行
七
間 

梁

間

三

間

一

重
 

入
母
屋
造 

正

面

千

鳥

破

風

付

向

拝

一

間 

総
銅
板
葺 

廊
下 

桁
行
十
間 

梁

間

一

間

一

重
 

切
妻
造 

銅
板
葺

(

以
下
付
書)

680



第七章 文化財•史跡•伝説

右
を
重
要
文
化
財
に
指
定
す
る 

平
成
元
年
五
月
十
九
日 

文
部
大
臣 

西
岡
武
夫 

印

霧
島
神
宮
の
概
要

㈠

名

称

霧

島

神

宮

㈡
 

所
在
地 

鹿
児
島
県
始
良
郡
霧
島
町
田
口
二
六0

ハ
——
五 

㈢

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
物
件

1

本

殿

正

徳

五

年
(

一
七
一
五)
(

墨
書
銘) 

2

拝

殿

安

永

十

年
(

一
七
ハ
一)
(

擬
宝
珠
銘)

霧島神宮本殿

3

勅

使

殿

一

八

世

紀

末

の

作

㈣

霧

島

神

宮

の

由

来(

略)

現

在

の

社

殿

は

正

徳

五

年(

一
七
一
五)

島
津
吉
貴
が
僧
兼 

慶
に
命
じ
て
造
営
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

正
面
五
間
側
面
二
間 

を
内
陣
と
し
て
、
瓊
々
杵
尊
以
下
六
尊
を
安
置
、
極
彩
色
で
飾 

る
。

そ
の
内
陣
に
前
後
一
間
ず
つ
を
加
え
、
側
面
を
四
間
と
す 

る
。
背
後
は
宝
物
を
入
れ
る
収
納
庫
と
し
、
前
方
は
側
面
を
広 

く
し
て
前
室
と
す
る
。

こ
の
前
室
は
県
内
の
神
社
建
築
を
特
徴 

づ
け
る
大
切
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
背
後
中
央
に
扉
を
設

霧島神宮登り廊下

霧島神宮拝殿
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け
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
四
方
を
縁
で
囲
む
。
向
拝
柱
に
は
竜
を 

巻
き
つ
け
喘
雲
と
共
に
見
事
な
彫
刻
で
あ
る
。
内
陣
央
扉
の
両 

側
に
は
阿
件
の
獅
子
と
牡
丹
の
彫
刻
を
は
め
、
両
側
面
の
壁
に 

は
、
 

中
国
の
古
代
物
語
二
十
四
孝
の
絵
を
描
く
。

各
柱
間
上
方 

に

は

暮

股•

小
壁
に
は
天
女
を
入
れ
る
な
ど
の
豪
華
絢
爛
た
る 

本
殿
で
あ
り
、
 

県
内
の
神
社
建
築
に
お
い
て
極
め
て
重
要
な
位 

置
を
占
め
て
い
る
。

拝
殿
は
本
殿
よ
り
少
し
後
れ
て
造
営
さ
れ
た
。
横
長
で
後
方 

に
正
面
三
間
の
幣
殿
が
付
き
本
殿
と
つ
な
ぐ
。
拝
殿
は
四
方
に 

緑
を
廻
し
前
方
に
向
拝
柱
を
付
け
、

屋
根
は
入
母
屋
造
り
に
正 

面
千
鳥
破
風
を
構
え
、
千

木
•

勝
男
木
を
の
せ
る
。
内
部
は
広 

々
と
し
た
板
敷
。
周
囲
の
都
戸
を
吊
り
あ
げ
る
と
、
周
囲
の
樹 

木
に
つ
つ
ま
れ
、
自
然
と
一
体
に
な
る
。

天
井
は
格
天
井
で
、
 

中
備
の
板
慕
股
と
柱
上
の
挙
鼻
と
で
一
段
と
鮮
や
か
さ
を
供
え 

て
い
る
。

勅
使
殿
は
玄
関
を
飾
る
風
格
を
示
し
、
入
母
屋
造
り
の
屋
根 

の
正
面
に
大
き
な
唐
破
風
を
付
け
、
そ
の
両
側
に
は
、
正
面
七 

間
、
側
面
二
間
の
長
厅
が
付
く
。
勅
使
殿
は
正
方
形
で
板
敷
、
 

大
瓶
束
と
墓
股
を
重
ね
て
格
天
井
を
支
え
る
。

天
井
の
各
格
に 

は
二
種
類
の
花
文
様
を
交
互
に
入
れ
て
飾
る
。
拝
殿
と
勅
使
殿

の
間
に
登
廊
を
設
け
、
勅
使
殿
か
ら
上
方
に
拝
殿
が
見
え
る
。
 

地
形
に
う
ま
く
合
っ
た
社
殿
配
置
を
し
て
い
る
。 

(

国
指
定
重
要
文
化
財
指
定
書
及
付
属
文
書
に
よ
る) 

二

鹿

児

島

県

指

定

無

形

民

俗

文

化

財

第
四
五
号

指
定
無
形
民
俗
文
化
財
証
書

名
称 

霧
島
神
宮
の
お
田
植
祭
り

保

護

団

体(

名
称)

霧
島
神
宮
お
田
植
祭
り
保
存
会 

(

所
在
地)

始
良
郡
霧
島
町
田
口
二
六
〇
八
番
地

の
五

鹿
児
島
県
文
化
財
保
護
条
例
第
二
五
条
の
規
定
に
基
き
鹿
児
島 

県
指
定
無
形
民
俗
文
化
と
し
て
、
平
成
三
年
三
月
二
十
二
日
鹿 

児
島
県
教
育
委
員
会
に
よ
り
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
三
年
三
月
二
十
二
日

鹿

児

島

県

教

育

委

員

会

教

育

長

大

田

務

10

指
定
の
理
由

旧
暦
二
月
四
日
に
霧
島
で
奉
納
さ
れ
る
打
植
祭
り
で
、
儀
式 

化
さ
れ
、
最
後
に
田
の
神
舞
で
し
め
く
く
ら
れ
る
洗
練
さ
れ
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た
格
調
高
い
祭
り
で
あ
る
。

毎
年
旧
暦
二
月
四
日
に
行
わ
れ
、
 

国
運
の
隆
昌 

お
田
植
祭
り

繁

栄

と

五

穀

豊

穰

と

を

祈

る

春

の

祭

典

で

あ 

る
。

お
田
植
祭
り
は
、
祭
典
に
引
き
続
き
次
の
よ
う
な
特
殊
神
事 

が
行
わ
れ
る
。

中
庭
の
二
間
四
方
に
し
め
縄
を
張
り
巡
ら
し
て
、
た
ん
ぼ
に
見 

た
て
た
斎
場
に
籾
を
盛
っ
た
三
方
二
台
、
 

榊
の
小
枝
を
盛
っ
た
三 

方
二
台
を
置
く
。

ま
た
の
あ
る
椎
か
、
樫
の
大
枝
二
本
を
、
青
年 

一
〇
人
ぐ
ら
い
で
左
右
か
ら
持
ち
、
ま
た
と
ま
た
を
掛
け
合
わ
せ 

て
引
き
裂
く
。
引
き
裂
か
れ
た
小
枝
を
斎
場
内
に
折
り
敷
き
肥
料 

と
し
て
ま
く
と
、
仮
面
の
翁
、
媼
が
、
仮
面
を
着
け
た
牛
を
引
き 

出
し
あ
や
つ
り
な
が
ら
、
お
も
し
ろ
お
か
し
く
鋤
き
耕
す
し
ぐ
さ 

を
す
る
。
耕

し

終

る

と

神

職

四

人

が

天

津

祝

詞

を

奏

す

る

。
次 

に
、
神
職
二
人
が
籾
を
盛
っ
た
三
方
各
一
台
ず
つ
を
持
っ
て
し
め 

縄
の
四
方
か
ら
順
次
入
り
、
種
子
ま
き
を
行
う̂

終
る
と
別
の
神 

職
二
人
が
榊
の
小
枝
を
盛
っ
た
三
方
を
各
一
台
ず
つ
持
っ
て
、
同 

じ

く
四
方
か
ら
こ

の
榊
の
小
枝
を

苗
に
見
た
て
て

田
植
え
を

行 

う
。

こ
れ
ら
が
終
る
と
田
の
神
が
出
場
、

田
の
神
舞
で
こ
の
祭
り 

は
し
め
く
く
ら
れ
る
。

こ
れ
が
春
の
祈
年
祭
で
あ
る
。

霧

島

神

宮

御

旧
暦
二
月
四
日
に
御
田
植
祭
が
行
わ
れ
る
が
、
 

田

植

祭

神

舞

こ
の
時
神
宮
の
社
家
で
あ
る
児
玉
、
橋
元
両
家 

の
人
た
ち
が
神
舞
を
奉
納
す
る
し
き
た
り
で
あ
り
、

こ
れ
は
三
〇 

〇
年
く
ら
い
前
か
ら
祖
先
代
々
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
毎
年
旧
ニ 

月
四
日
午
前
十
時
か
ら
祭
事
が
始
ま
り
、
第
一
声
の
太
鼓
と
共
に 

御

神

牛

が

「
モ
ー
」
と
鳴
い
て
境
内
を
暴
れ
回
り
、
 

祭
事
が
終
る 

と
同
時
に
御
田
植
の
神
事
が
始
ま
る
。

こ
の
時
、
老
農
夫
婦
が
四 

方
に
張
り
巡
ら
さ
れ
た
し
め
縄
の
中
で
神
牛
に
單
を
つ
け
て
水
田 

を
耕
し
、
神
宮
の
牛
で
田
植
え
が
行
わ
れ
、

こ
の
後
で
霧
島
神
宮 

独
特
の
田
の
神
舞
が
、
奇
面
奇
衣
を
身
に
ま
と
い
、
昔
な
が
ら
の 

方
言
で
約
三
〇
分
間
舞
わ
れ
る
。

△

役

割

〉

先
代 

現
代

神 

牛 

橋
元
竹
盛 

橋
元
忠
雄 

黒
の
衣
服
に
牛
の
面 

農
夫
男 

児
玉
親
吉 

児
玉
辰
己 

緑
の
袴
に
紫
の
上
衣
、
老

顔
の
面

農

夫

女

児

玉

義

衛 

児
玉
国
良 

黄
の
袴
に
黄
の
上
衣
、
老 

顔
の
面

田
之
神 

児
玉
正
良 

児
玉
幸
則 

頭
に
菅
笠
顔
に
奇
面
、
衣 

は
奇
衣
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使

用

さ

れ

る

面

牛
の
面
—
宝

永

三

年(

一
七
〇
六)

七
月
吉 

日 

鳥

井

重

行
(

菱
刈
町
の
石
工)

の
銘
あ
り
。
翁
の
面
—
(

年 

代
不
明)

媼
の
面
——
明

和

九

年(

一
七
七
二)

製
作
と
霧
島
神
宮 

史
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

田
の
神
舞
の
こ
と
ば①

こ
の
神
は
霧
島
神
宮
の
御
田
の
神
で 

ご
ざ
い
ま
す
。
今
日
は
旧
の
二
月
四
日
お
霧
島
さ
あ
ん
田
植
で
、
 

こ
ん
田
の
神
に
も
来
ち
言
い
や
い
よ
な
っ
で
今
よ
う
よ
う
ま
か
い 

出
申
し
た
。

…
…
神
楽

こ
ん
田
の
神
さ
あ
ん
お
方
は
、
後
ん
迫
ん
芋
助
ど
ん
の
お
ご
じ
ょ 

ん
メ
じ
ょ
つ
ご
わ
す
。

こ

ん

人

が

又

の

大

重

宝

人
で

田

の

神

さ 

あ
も
お
霧
島
さ
あ
ん
田
植
け
行
つ
き
や
い
よ
な
こ
つ
な
ら
、

コ
ダ 

ナ
シ
の
一
枚
ど
ま
ぬ
っ
あ
げ
ん
な
あ
ち
ゆ
つ
せ
え
、
 

表
は
イ
ナ
マ 

チ
、
一
裏
は
カ
ガ
イ
の
よ
な
と
お
あ
ん
だ
つ
し
や
い
も
し
た
。

こ
ゆ 

又
仕
立
あ
っ
と
っ
な
ん
ど
ち
ゆ
う
も
ん
な
、
七
日
七
よ
さ
か
か
つ 

背
中
な
バ
ン
フ
ク
ロ
な
ん
ど
を
ぬ
で
つ
、
裾
ん
へ
ん
な
裾
ご
し
な 

ん
で
ひ

ん
縫
つ
恥
か
し
こ

つ
ご
あ
ん
ど
ん
そ
こ

そ
っ
と
村
つ
ぱ 

や
せ
…
…
神
舞

此
の
田
の
神
様
の
持
ち
な
さ
れ
る
メ
シ
ガ
イ
は
イ
ワ
レ
の
あ
る
メ 

シ
ガ
イ
で
、
 

霧
島
山
の
奥
山
の
、
せ
せ
ら
が
谷
の
湿
つ
谷
の
、
ち 

ん
と
し
た
小
尾
筋
、
立
ち
ち
よ
い
も
し
た
黒
つ
の
木
ご
あ
し
。

こ

ゆ
木
挽
ど
ん
達
の
切
り
倒
し
ゆ
し
や
つ
と
ん
な
ん
ど
ち
ゅ
う
も
ん 

な
、
太
え
ち
ゅ
う
ま
さ
か
ゆ
持
つ
せ
え
、

こ
ち
ら
の
方
か
ら
カ
チ 

ッ
、

カ
チ
ッ
、
 

今
度
又
あ
ち
ら
の
方
か
ら
カ
チ
ッ
、

カ
チ
ッ
、

力 

チ
ッ
、

カ
チ
、
 

カ
チ
、
 

カ
チ
、
 

カ
チ
、

カ
チ
、

カ
チ
、
如
何
な
如 

何
な
迫
く
ん
だ
い
思
う
所
へ
ベ
ベ
ラ
ベ
サ
ー
ツ
、

ほ
一
つ
、
廻
や 

ズ
グ
リ
ー
つ
長
さ
は
有
い
た
け
。

こ
ゆ
今
度
大
工
ど
ん
達
の
内
が 

な
を
く
い
や
っ
と
つ
な
ん
だ
内
内
。
内

内

又

そ

と

が

な

を

く

い 

や
っ
と
っ
な
ん
だ 

外
そ
つ
そ
つ
と
、
う
ち
ぱ
や
せ.
.
.

神
楽 

今
か
あ
先
朝
早
よ
お
き
庭
ん
掃
除
ど
ん
し
た
い
、
草
切
い
け
い
た 

つ
、
 

馬
牛
ど
ん
や
し
の
た
い
。
す
い
も
ん
な
、
此
の
田
の
神
様
の 

持
ち
な
さ
れ
る
メ
シ
ガ
イ
で
、
上
ん
粟
ん
飯
の
処
衍
、
払
れ
除
け 

払
れ
除
け
、
底
ん
米
ん
飯
の
処
ゆ
、
突
っ
起
し 

突
っ
起
し
、
七 

メ
シ
ゲ
半
、
又
朝
寝
ど
ん
き
っ
か
え
っ
、
近
所
隣
い
ど
ん
行
た
つ 

人
事
ど
ん
、
き
っ
か
や
す
わ
ろ
は
、
上
ん
粟
ん
飯
の
所
ゆ
、
払
れ 

寄

せ

半

メ

シ

ゲ

半

、
と
打
っ
ぱ
や
せ

此
の
田
の
神
さ
あ
ん
ざ
ま
を
見
っ
た
も
し
、
び
ん
た
は
さ
つ
ゴ 

シ
、

シ
ロ
ん
皮 

目
は
と
つ
が
山
ん
ッ
ク
シ
ロ
目
、
鼻
は
ズ
ド
ン 

バ
ブ
ジ
ョ
、□

ち
や
ワ
ン
ロ 

胸
は
鳩
胸
、
尻
や
チ
ヨ
ボ
尻
、
手 

あ
ひ
つ
か
ね
で
足
や
鴨
足
、
取
い
ど
こ
や
ご
わ
は
ん.
.
.

神
楽 

田
の
神
舞
の
こ
と
ば②

田
の
神
は
幾
代
の
神
の
親
な
れ
ば
、
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頭
は
白
う
て
腰
は
二
重
に
春
田
う
つ
春
田
う
つ
夏
草
苗
取
る
朝
よ 

り
、
 

秋
の
夕
を
守
る
田
の
神

そ
も
そ
も
神
代
の
昔
芦
原
の
中
津
国
に
保
食
神
あ
り
、
須
佐
之 

男
命
、

天
照
大
神
の
勅
を
受
け
、
保
食
神
の
御
許
に
到
り
給
ふ
時 

に
、
保
食
神
頭
を
め
ぐ
ら
し
て
国
に
向
っ
て
則
ち
、

口
よ
り
飯
を 

出
し
、
海
に
向
っ
て
鰭
の
広
き
も
の
鰭
の
狭
き
も
の
を
出
し
、
山 

に
向
っ
て
鹿
の
毛
の
如
き
も
の
を
出
し
、
種
々
の
も
の
を
百
取
の 

机
に
供
え
、
御
嚮
け
奉
仕
時
に
天
照
大
神
其
の
稲
を
み
そ
な
わ
し 

て
、
之
は
蒼
生
の
食
う
て
生
く
べ
き
も
の
な
り
と
宣
い
て
、
天
狭 

名
田
長
田
に
植
え
給
う
。
其
の
秋
の
垂
穂
八
束
穂
に
打
垂
れ
て
甚 

だ
以
て
快
し
、
さ
れ
ば
此
の
田
の
水
口
よ
り
ゆ
く
が
末
の
末
ま
で 

も
隈
な
く
守
る
我
な
れ
ば
、
其
の
田
の
稲
の
穂
の
長
さ
が
一
尺
八 

寸
ば
か
り
、
ブ
ラ
ブ
ラ
ュ
ラ
ュ
ラ
、
其
の
稲
の
こ
と
な
れ
ば
、
米

田の神舞

粒
の
長
さ
が
一
寸
ハ
分
ば
か
り
ゴ
ロ
ゴ
ロ
ゴ
ロ
ゴ
ロ
ゴ
ロ
ゴ
ロ
ゴ 

ロ
。

こ
の
米
を
飯
に
た
け
ば
、
天
下
万
民
の
命
を
継
ぎ
、
酒
を
醸 

せ
ば
泉
と
湧
き
て
不
老
不
死
の
薬
と
な
り
、
餅
に
つ
い
て
は
家
の 

祝
の
か
ち
ん
と
な
る
。
之
を
服
召
す
人
々
は
夏
の
夜
に
も
暑
か
ら 

ず
冬
の
夜
に
も
寒
か
ら
ず
、
此
の
田
の
神
の
皮
ふ
上
の
如
く
、
赤 

ら
赤
ら
と
色
も
よ
し
心
う
れ
し
、
心
う
れ
し
我
を
知
ら
ず
や
、

一
 

丁
田
ま
で
も
祝
わ
れ
て
耕
す
春
の
朝
よ
り
、
納

む

る

秋

の

夕

ま 

で
、

一
粒
を
万
倍
と
守
る
我
な
れ
ば
、
今
日
の
大
神
楽
天
照
大
神 

を
始
め
ま
つ
り
神
供
を
具
し
御
酒
を
備
つ
今
宵
も
過
ぐ
る
夜
中
を 

す
ぐ
る
頃
ま
で
も
、
此
の
田
の
神
を
う
け
せ
ん
や
、
国
土
の
人
命 

を
継
ぐ
田
地
の
元
を
忘
れ
た
か
や
、
さ
て
又
之
を
如
何
な
る
も
の 

と
思
う
ら
ん
、
子

孫

繁
昌
の
子
安
の
樹
を

一
尺
二
寸
に
手
取
っ 

て
、
中
を
く
ぼ
め
て
作
り
た
る
も
の
な
り
、
朝

夕

物

を

食

う

毎 

に
、
豊
受
之
神
の
恵
を
思
つ
世
の
人
、
神
楽
男
の
る
喜
び
の
楽
を 

奏
せ
、
神
楽
を
は
や
せ
。

三
町
指
定
文
化
財

棒

踊

種
別 

無

形

文

化

財(

芸
能) 

所

在

地

田

口

集

落
•

狭
名
田
集
落
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管
理
者 

田
口
棒
踊
保
存
会 

責
任
者 

窪
田 

勇 

狭

名

田

棒

踊

保

存

会

責

任

者

児

玉

盛

次 

指

定

日

付

昭

和

四

十

五

年

六

月

二

十

日 

由
来 

諸
説
が
あ
っ
て
一
定
し
難
い 

ア
島
津
藩
が
土
気
を
鼓
舞
す
る
た
め
棒
術
を
踊
り
に
仕
組
ん 

だ
と
い
う
説

イ 

薩
摩
独
特
の
示
顕
流
の
剣
法
を
舞
踊
化
し
た
も
の
と
い
う 

説

ウ

伊
勢
神
宮
の
御
田
植
祭
の
御
田
植
踊
り
を

ま
ね

た
も

の
と 

い
う
説

昔
か
ら
御
田
植
祭
り
や
、
農
耕
、
祝
事
、
神
事
の
時
に
奉
納
さ 

れ
て
き
た
。
昔

は

田

口•

狭
名
田
の

ほ

か

护

田•

桂
内
に
も
伝 

わ
っ
て
い
た
が
今
は
次
の
二
集
落
だ
け
に
残
っ
て
い
る
。 

△

田
口
棒
踊V

用
具 

柄
の
長
さ
三
〇
蒔
ぐ
ら
い
の
鎌
を
持
つ
者
半
数
、
同
じ
く 

九
〇
〇
ぐ
ら
い
の
薙
刀
を
持
つ
者
半
数
。 

服
装 

か
す
り
の
単
衣
を
着
て
、
 

だ
て
帯
を
し
め
、
そ
の
上
に
晒 

の
帯
を
右
腰
の
所
で
結
び
三
〇
替
ぐ
ら
い
垂
ら
す
。
鉢
巻
き 

は
鎌
を
持
つ
者
は
前
の
方
を
ね
じ
り
巻
き
し
て
、
 

両
端
を
両 

耳
の
所
に
一
〇
恁
ほ
ど
垂
ら
す
。
複
を
か
け
結
ん
だ
所
に
三

色
(

赤
黄
白)

の
布
で
上
方
に
花
を
つ
く
り
、
身
長
に
応
じ 

て
下
げ
ら
れ
る
だ
け
下
方
に
垂
れ
る
。
巻
脚
絆
を
巻
き
草
鞋 

を
は
く
。

踊

り

手

一

五

人

か

ら

三

〇

人

ぐ

ら

い

。
両
集
落
共
に
後
継
者
の 

不
足
に
悩
ん
で
い
る
。

ハ
狭
名
田
棒
踊
、
V
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用
具 

全
員
一
六
〇
修
く
ら
い
の
棒
を
持
つ

服

装

そ

の

他

前

に

同

じ

棒
踊
の
歌

入
場
の
歌 

詣
る
エ
ー
へ 

今
こ
そ
詣
る
神
の
詣
出 

踊
の
歌 

霧
島
松
は
黄
金
花
咲
く

焼
野
の
キ
ジ
は
山
の
背
に
住
む

ヤ
マ
タ
ロ
カ
ー
一
は
川
の
瀬
に
住
む 

オ
セ
ロ
が
山
は
前
は
大
川 

退
場
の
歌 

帰
る
エ
ー
へ 

今
こ
そ
帰
る 

神
の
詣
出 

か
け
声 

エ
イ
エ
イ
、

サ
ア
サ

の
か
け
声
で
勇
壮
に
踊
る
。

九

面

町
指
定
文
化
財 

名

称

九

面

種

別

彫

刻

所

在

地

霧

島

神

宮

指

定

日

付

昭

和

五

十

三

年

四

月

一

日

由
来 

霧
島
神
宮
に
祈

願

の

た

め

奉

納

さ
れ

た

九

つ

の

面
で

あ 

る
。

主

と

し
て

伎

楽

面•

猿

田

彦

面

で

、

銘
は
宝
永
三 

年

、
宝

永

九

年(

宝

永

は

八

年

ま
で

し

か

な

い)

、

明
机 

三
年
、
な
ど
の
古
い
も
の
が
あ
る
。
銘
は
す
べ
て
制
作
さ

れ
た
素
面
の
時
願
文
と
共
に
制
作
者
、
奉
納
日
付
が
墨
書 

ま
た
は
彫
刻
で
記
さ
れ
て
い
る
。
奉
納
後
赤
白
青
等
で
彩 

色
さ
れ
、
色

の

は

げ

た

所

に

銘

が

見

え

る

。

明
和
三
年 

(

一
七
六
六)

の
も
の
は
七
月
吉
日
、
馬
越
、
海
老
原
源 

左
衛
門
と
刻
書
し
て
あ
る
。

馬
越
は
菱
刈
の
地
名
で
、
奉 

納
者
は
当
時
石
工
と
し
て
有
名
で
、
各
所
に
石
像
や
木
像 

を
残
し
た
人
と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
特
異
な
九
つ
の
面 

を
総
称
し
て
九
面
と
呼
ん
で
い
る
。

九
面
信
仰 

古

く

か

ら

九

面

は

「
工
面
」

に
通
じ
、

工
面
が
よ
く 

な
る
と
い
う
こ
と
か
ら
商
工
業
者
に
信
仰
さ
れ
、
屋
号
や 

商
品
名
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
る
。

九 面
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辻堂五輪塔

場集田七社神社の大イチ 

イガシ

田
の
神
舞
お
よ
び 

神

事

道

具

一

式

こ

の

田

の

神

舞

は

平

成

三

年

三

月

十

五 

日
、
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ

れ
た
の
で
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。

辻
堂
の
五
輪
塔

種

別

有

形

文

化

財

指

定

年

月

日

昭

和

五

十

八

年

十

二

月

二

十 

日

(

こ

の
こ

と

に

つ

い
て

は

「
町
内
石
塔
調
査
参
照
」)

イ
チ
イ
ガ
シ

種

別

天

然

記

念

物

所
在
地 

場
集
田
七
社
神
社
境
内

管

理

者

宮

司

小

久

保

光

雄

指

定

年

月

日

昭

和

六

十

二

年

三

月

二

十

日

由
来
お
よ
び
内
容 

樹
高
約
三0
0

、
根

回

り

一

四.

八
員
、
樹 

齢
不
詳
、
ブ
ナ
科
の
常
緑
樹
で
材
質
は
堅
く
、
船
の
櫓
や
、
農
・ 

工
具
の
柄
、
 

や
り
の
柄
な
ど
に
使
用
さ
れ
る
。

四
そ
の
他
の
文
化
財

湯
之
宮
の
石
塔
群

所

在

地

大

窪

湯

之

宮 

由

来

昭

和

五

十

八

年
(

一
九
八
三)

、
治 

山
対
策
事
業
の
工
事
中
土
中
か
ら
発
掘
さ
れ
た
も
の
で
、
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湯之宮の石塔群

室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代
初
期
に
か
け
て
造
立
さ
れ
た
も 

の
と
み
ら
れ
、
銘
文
は
な
い
。

水
輪
の
数
は
少
な
く
骨
孔 

を
持
つ
も
の
が
一
個
あ
る
。
大
部
分
は
年
代
の
異
な
る
供 

養
塔
で
あ
ろ
う
。

町
内
石
塔
調
査

こ
れ
に
つ
い
て
は
次
の
文
書
が
あ
る
の
で
記 

述
す
る
。

霧
島
町
内
石
塔
調
査
報
告
書(

昭
和
五
十
七
年
十
二
月
八
日 

調
査)

南
九
州
古
石
塔
研
究
会
、
日
本
考
古
学
協
会
員

河

野

治

雄

目 

次

一
 

豊
後
迫
石
塔
群
に
つ
い
て

二
王
子
碑
に
つ
い
て

三
辻
堂
の
五
輪
塔
に
つ
い
て

四 

稚
子
石
坂
の
宝
篋
印
塔
に
つ
い
て

五

総

括1

所
見

付
別
添
資
料 

一
 

豊
後
迫
石
塔
群

1

所
在
地
霧
島
町
大
字
大
窪
豊
後
迫

2

由

緒
 

三
国
名
勝
図
会
及
び
霧
島
町
郷
土
誌
に
よ
れ
ば
戦 

国
時
代
、
豊
後
の
兵
が
鶴
ヶ
城
に
拠
っ
て
島
津
氏
と
戦
っ
た
が
城
陥 

り
大
窪
村
の
王
子
坂
と
い
う
所
で
悉
く
戦
死
、
そ
の
坂
を
豊
後
坂
と 

呼
び
、
坂
と
豊
後
迫
と
の
間
に
豊
後
塚
と
い
う
小
叢
が
あ
る
、
と
い 

う
。
ま
た
、
松
永
氏
系
図(

始
良
郡
蒲
生
町
漆
松
永
守
道
氏
蔵)

に 

よ
れ
ば
「延
元
三
年(

一
三
三
八)

三
月
肝
付
兼
重
が
橘
木
城
を
攻 

め
た
と
き
、
兼
重
に
従
軍
し
て
い
た
松
永
豊
後
守
政
純
が
討
死
し
、
 

麾
下
の
兵
も
鶴
ヶ
城
の
丑
寅(

北
東)

の
湿
沢
地
の
豊
後
田
及
び
一 

里
余
り
の
王
子
坂
豊
後
迫
両
地
で
戦
死
し
た
」
と
あ
る
。
お
そ
ら
く 

こ
の
石
塔
群
は
そ
れ
に
関
係
す
る
供
養
塔
群
と
推
測
さ
れ
る
。
 

3

現
状
と
所
見
現
在
同
地
に
現
存
す
る
石
塔
群
は
第
一
回
調 

査
の
調
査
報
告(

昭
和
五
十
六
年
十
一
月)

の
如
く
、
何
れ
も
高
さ
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が
一
督
以
下
七
〇
驛
〜
八
〇
暮
程
の
小
型
の
五
輪
塔
、
宝
塔
群
で
そ 

の
数
凡
そ
三
〇
基
程
で
丘
陵
状
の
山
腹
に
半
ば
埋
没
し
た
形
で
、

一
 

部
は
二
列
に
な
ら
べ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
大
部
分
が
五
輪
塔 

で
、
岩
質
は
黒
色
の
凝
灰
岩
で
中
に
は
骨
孔
を
有
す
る
も
の
も
あ 

る
。
宝
塔
は
相
輪
の
高
さ
三
〇
售
程
で
露
盤
は
低
く
請
花
の
反
が
著 

し
く
九
輪
の
数
も
二
〜
三
輪
し
か
な
く
本
来
の
相
輪(

九
輪
あ
る
の 

が
正
し
い)

の
形
か
ら
退
化
し
て
お
り
、
時
代
的
に
も
古
い
も
の
と 

は
考
え
に
く
い
。
笠
の
下
部
に
極
木
を
形
造
り
、
塔
身
に
は
首
部
は 

見
当
ら
な
い
。
五
輪
塔
は
何
れ
も
小
型
で
七
〇
〜
八
〇
薦
前
後
の
も 

の
が
大
部
分
で
あ
る
。
中
に
は
骨
孔
を
有
す
る
も
の
も
あ
り
、
墓
塔 

と
し
て
使
用
さ
れ
た
も
の
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
 

然
し
、
年
代
を
考
証
す
る
銘
文
は
現
在
ま
で
発
見
で
き
て
い
な 

い
。
今
回
の
調
査
に
お
い
て
地
主(

所
有
者)

の
了
解
を
得
ら
れ 

ず
、
埋
没
せ
る
石
塔
の
正
確
な
調
査
が
出
来
な
か
っ
た
為
に
以
上
の 

こ
と
以
外
に
不
明
で
あ
っ
た
。
今
後
な
お
正
確
な
調
査
が
必
要
で
あ 

ろ
う
。
な
お
今
回
の
調
査
で
松
永
氏
系
図
中
、
前
述
せ
る
松
永
政
純 

の
記
録
中
に
「
田
口
に
侍
童
討
死
の
地
が
あ
る
」
と
の
記
事
が
あ 

り
、
そ
れ
と
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
石
塔(

宝 

篋
印
塔)

を
調
査
し
た
が
、
豊
後
迫
石
塔
群
と
も
関
係
す
る
と
考
え 

ら
れ
る
も
の
で
あ
る(

詳
細
は
後
述
四
「稚
子
石
坂
の
宝
篋
印
塔
」 

を
参
照)

。
豊
後
迫
石
塔
群
及
び
稚
子
石
坂
の
石
塔
と
も
に
な
お
正 

確
な
調
査
を
必
要
と
す
る
が
町
の
歴
史
資
料
と
し
て
重
要
な
も
の
で 

あ
る
と
考
え
る
。

二 

王
子
碑
及
び
そ
の
環
境
に
つ
い
て

1
 

所
在
地 

霧
島
町
永
水
四
九
三
八
徳
田
盛
常
氏
宅
裏
山 

2

由
緒
霧
島
町
郷
土
誌
に
よ
れ
ば
「霧
島
神
宮
に
関
係
す
る 

貴
人
の
墓
」
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
 

3

現
状
徳
田
氏
宅
の
裏
山
に
あ
り
さ
き
の
豊
後
迫
石
塔
群
の 

南
約
七O

。
鏡
〜
八0
0
M

の
地
点
で
国
分
市
入
戸
に
向
う
旧
道
に 

沿
う
台
地
上
に
あ
る
。
古
く
か
ら
「
王
子
坂
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
の 

は
こ
の
付
近
か
ら
北
の
豊
後
迫
に
向
う
坂
道
を
さ
し
て
い
う
の
で
は 

あ
る
ま
い
か
。
昔
か
ら
東
は
小
林•

財
部
に
、
西
は
春
山•

松
永 

へ
、
南
は
入
戸•

重
久
に
向
う
旧
道
の
要
点
と
考
え
ら
れ
、
明
治
末 

期
頃
ま
だ
街
道
の
茶
屋
が
あ
っ
た
と
伝
え
て
い
る(

王
子
碑
の
あ
る 

北
崖
下
の
人
家
の
あ
る
付
近)

。

現
地
は
こ
の
旧
道
の
崖
上
に
あ
た
る
。
現
在
は
徳
田
氏
宅
の
裏
の 

竹
林
を
含
む
雑
木
山
の
一
隅
に
あ
た
り
、
そ
の
部
分
だ
け
が
整
地
さ 

れ
て
い
る
。

一
部
神
社
跡
か
或
は
祠
堂
跡
の
よ
う
な
部
分
が
あ
り
神 

聖
視
さ
れ
て
い
る
。

「
王
子
碑
と
呼
ば
れ
る
も
の
は
石
祠
又
は
石
室(

又
は
石
殿)

と 

呼
ば
れ
る
も
の
二
基
と
小
宝
塔
一
基
で
、
こ
の
地
の
一
角
に
並
べ
ら 

れ
て
い
る
。
少
し
離
れ
た
場
所
に
江
戸
期
の
墓
碑
一
基
が
あ
る
。
 

(

之
は
王
子
碑
に
関
係
が
あ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
、
石
室
二
基
は
、
 

一
は
高
さ
八
五®

、
台
石
の
幅
五
五
簷
程
の
も
の
で
屋
根
は
棟
を
も 

っ
た
寄
棟
作
り
で
、
そ
の
下
の
祠
型
は
厚
さ
二
五
澤
、
幅
四
〇
若
、
 

高
さ
五
三
群
の
板
石
で
、
そ
の
下
に
幅
五
五
簷
の
台
石
を
設
け
た
も

(
註) 

の
で
あ
る
。
祠
に
あ
た
る
板
石
に
は
平
面
で
座
像
の
随
神
像(

矢
大 

神
と
考
え
ら
れ
る)

が
半
肉
彫
に
さ
れ
て
い
る
。
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今
一
の
も
の
は
屋
根
、
石
室
上
部
の
一
部
が
こ
わ
れ
て
正
確
で
は 

な
い
が
、
右
と
同
様
の
「寄
棟
形
式
の
屋
根
」
と
考
え
ら
れ
る
。
 

祠
に
当
る
部
分
は
上
方
が
損
失
し
て
い
る
も
の
の
さ
き
の
も
の
と 

異
な
り
、
三
〇
聲
程
の
奥
行
を
も
っ
た
祠
と
し
て
お
り
そ
こ
に
丸
彫 

状
に
随
神
像
を
彫
刻
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
 

宝
塔
は
、
高
さ
凡
そ-
K

の
小
型
で
、
基
礎
、
塔

身(

首
部
が
な 

い)

、
笠
(

下
方
に
極
木
を
つ
く
り
出
す)

、
相
輪
か
ら
構
成
さ
れ
て 

い
る
。
相
輪
は
短
か
く
輪
も
二
〜
三
輪
し
か
な
く 
(

本
来
は
九
輪
あ 

る
の
が
正
確)

時
期
と
し
て
は
古
い
も
の
と
は
考
え
に
く
い
。
 

4
 

考
察
と
所
見 

右
三
基
の
う
ち
ど
れ
が
「
王
子
碑
」
と
い
わ 

れ
る
も
の
か
明
ら
か
で
な
か
っ
た
。
石
造
物
か
ら
い
え
ば
小
宝
塔 

は
、
豊
後
迫
に
残
存
す
る
宝
塔
と
類
似
し
て
お
り
、
時
代
的
に
は
大 

差
な
い
供
養
塔
と
考
え
ら
れ
る
が
、
構
成
上
か
ら
も
後
世
い
つ
の
時 

代
に
か
少
し
異
動
が
あ
っ
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
 

石

室(

石
祠•

石
殿)

は
明
ら
か
に
「随
神
像
」
で
あ
り
、
古
く 

こ
こ
に
神
社
、
或
は
祠
堂
が
あ
り
、
そ
の
前
、
左
右
に
立
て
ら
れ
て 

い
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
然
し
一
部
は
破
損
し
て
は
い
る
が
此 

の
種
の
石
造
物
は
珍
ら
し
く
町
に
お
い
て
は
現
在
ま
で
唯
一
つ
の
資 

料
で
あ
り
貴
重
な
も
の
と
考
え
て
い
る
。
今
後
は
更
に
「
王
子
碑
」 

と
呼
ば
れ
る
も
の
が
ど
れ
に
あ
た
る
の
か
、
或
は
そ
の
由
緒
に
つ
い 

て

「霧
島
神
宮
に
関
係
す
る
貴
人
」
の
墓
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
今 

少
し
具
体
的
資
料
を
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

三 

辻
堂
の
五
輪
塔
二
基(

但
し
一
部
欠
損)
(

別
添
資
料3) 

1

所
在
地
霧
島
町
田
口
辻
森
氏
宅
門
脇

2

由
緒
全
く
不
明
森
氏
宅
門
脇
に
水
車
を
設
備
す
る
時
地 

中
よ
り
掘
り
出
し
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
る
石
塔(

五
輪
塔)

で
大
小 

二
基
が
あ
る
。

3

現
状 
⑷

、
大
な
る
五
輪
塔
は
、
空
輪
、
風
輪
が
欠
損
し
て 

無
い
。
火
輪
、
水
輪
、
地
輪
の
み
存
在
し
、
現
在
高
さ
約
一
〇
〇
〇 

〜
一
〇
二
繇
前
後
で
一
見
地
輪
が
高
く
感
じ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が 

地
輪
は
幅
五
六
簷
、
高
さ
三
七
英
程
の
横
長
の
も
の
で
あ
る
。
 

水
輪
は
、
中
央
部
の
径
が
お
よ
そ
五
〇
置
ぐ
ら
い
あ
り
高
さ
三
〇 

我
前
後
で
扁
平
で
あ
る
。
深
さ
一
ニ
簷
程
、
径
二
四
荐
程
の
骨
孔
が 

あ
り
、
現
在
も
骨
粉
ら
し
い
も
の
が
入
っ
て
い
る
。
種
子
が
四
方
に 

薬
研
彫
り
で
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
字
体
は
や
や
長 

め
で
大
き
く
古
式
の
形
式
を
も
っ
て
い
る
。

然
し
明
確
な
も
の
は 

花
(

阿
弥
陀)

と

学
(

宝
生)

で

兆
(

不
空
成
就)

と
思
わ 

れ
る
も
の
は
半
分
が
欠
け
て
お
り
、
他
の
一
面
は
欠
落
し
て
不
明
で 

あ
る
が
、

一
般
的
に
は
，
A
(

阿
閔)

と
考
え
ら
れ
る
の
で
お
そ
ら 

く
密
教
の
金
剛
界
四
仏
を
表
現
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
 

火
輪
は
一
角
が
崩
れ
て
い
る
が
ど
っ
し
り
と
し
て
お
り
、
軒
厚
は 

五
〜
六
祥
で
反
は
あ
ま
り
な
く
、
軒
先
も
直
線
的
で
あ
る
。
空
、
風 

輪
は
欠
損
し
て
な
い
が
石
材
は
表
面
が
や
や
荒
れ
て
い
る
。
凝
灰
岩 

質
で
残
存
す
る
火
輪
以
下
の
形
態
か
ら
造
立
さ
れ
た
時
代
は
室
町
時 

代
を
下
る
も
の
で
は
無
か
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
 

⑺
 

今
一
つ
の
小
さ
め
の
五
輪
塔
は
、
地
輪
が
欠
如
し
て
な
い
が 

現
在
高
さ
は
お
よ
そ
七
〇
譯
前
後
で
あ
る
。
岩
質
は
凝
灰
岩
で
あ 

る
。
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空
、
風
輪
は
や
や
形
が
く
ず
れ
て
い
る
が
空
輪
は
や
や
先
端
が
と 

が
っ
た
感
じ
で
あ
る
。
空
、
風
輪
は
高
さ
が
二
〇
孩
程
で
柄
が
あ 

る
。火

輪
は
縦
長
で
軒
厚
は
お
よ
そ
六
釋
で
軒
先
の
反
も
な
く
直
線
的 

の
よ
う
に
見
ら
れ
る
。

水
輪
は
や
ゝ
た
て
長
の
感
じ
で
高
さ
二
六
段
で
あ
る
。
種
子
は
な 

く
骨
孔
も
な
い
。

4

考
察
及
び
所
見 

右
二
基
は
、
由
緒
も
明
確
で
な
く
、
誰
人 

の
供
養
塔
又
は
墓
塔
か
も
不
明
で
あ
り
、
形
態
も
完
形
で
な
い
が
、

共
に
密
教
系
の
塔
婆
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
く
、
造
立
時
期
も
室
町 

期
を
下
る
も
の
で
な
い
こ
と
が
推
定
さ
れ
、
霧
島
町
内
に
お
い
て
も 

時
代
的
に
も
古
い
も
の
で(

た
だ
現
在
で
は
華
林
寺
跡
付
近
に
あ
る 

性
空
上
人
の
塔
婆
は
未
調
査
の
た
め
比
較
で
き
な
い)

今
後
町
内
の 

石
塔
調
査
の
一
つ
の
形
式
基
準
と
な
る
と
考
え
ら
れ
、
重
要
な
石
塔 

資
料
で
あ
る
。
ま
た
町
内
に
お
け
る
中
世
史
の
究
明
が
十
分
で
な
い 

現
在
、
今
後
中
世
史
を
究
明
し
て
ゆ
く
上
で
も
、
歴
史
考
古
学
的 

に
、
仏
教
考
古
学
上
か
ら
も
十
分
な
保
護
対
策
が
な
さ
れ
る
べ
き
も 

の
で
あ
る
と
考
え
る
。

四
稚
子
石
坂
の
宝
篋
印
塔

1

所
在
地
霧
島
町
田
ロ
チ
ゴ
石
坂 

2

由
緒 

明
ら
か
で
な
い
が㈠

の
豊
後 

迫
石
塔
群
で
も
記
述
し
た
よ
う
に
松
永
氏
系 

図
の
中
に
見
ら
れ
る
「
田
口
に
侍
童
討
死
の 

地
が
あ
る
」
と
い
う
の
と
関
係
が
あ
る
が
如 

く
で
あ
る
。

3

現
状
石
塔
の
存
在
す
る
場
所
は
辻 

ノ
堂
の
五
輪
塔
の
所
在
す
る
地
点
か
ら
北
東 

へ
旧
道
を
神
宮
へ
向
う
途
中
の
近
世
の
墓
地

(
崖)

下
の
山
涯
に
一
基
立
っ
て
い
る
。
現
在
は
湯 

源
槽
設
置
の
た
め
若
干
移
動
さ
れ
た
と
考
え 

ら
れ
る
が
、
略
々
現
在
地
と
思
わ
れ
る
。
 

こ
の
石
塔
は
相
輪
を
欠
き
笠
部
が
若
干
異 

な
る
が
宝
篋
印
塔
と
考
え
て
よ
い
。
町
誌
に

豊後迫石塔群 稚子石坂の宝篋印塔

王子碑
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始良郡霧島町古石塔所在一覧表 南九州古石塔研究会

Nq 種別 品 名 所在地（地形） 年 代 備考（現状，広さ，指定日 
など）

1
板碑 華林寺墓地 始良郡霧島町華林 

寺墓地
推 定 
戦国期

高さ1m〜1m30cll1の角塔
3 - 4本

月輪塔 〃 戦国末〜 
江戸初期

数基あり 
高さ130cm1 五輪塔 〃 // '江戸期 華林寺歴代住職の墓塔

六地蔵塔 〃 〃 〃
1

その他各種塔婆が残存する 
が大部分が江戸期に属して 
いる

1 2
五輪塔 開山塔

（上空上人 
墓）

華林寺東側台地 文禄2年
10月吉日 
（1593）

高さ125cm火輪欠如 
骨孔を有す
|「当寺開山性空上人」とある

■
宝篋印塔 チゴ石坂の 

供養塔
〃田口稚子石坂 推 定 

戦国期
高さ70〜75cm 
相輪欠如

4
五輪塔 
大小二基

〃の五輪塔 
辻堂

1田口稚子石坂 不 詳 
戦国期以 
前

巨大空，風輪欠如 
現在高1003〜102cm 

金剛界四仏を表現

5
宝 塔 豊後迫の石 

［塔

1 ふんこ-ざニ
〃大窪豊後迫 推 定 

室町期
70cni〜80cmの中位の大きさ 
20基程現存

五輪塔 〃 // 小型の五輪塔である 
凝灰岩質

6
石殿（祠） 王子碑 〃永水9938 

（徳田盛常氏宅地）
〃 二基

1基 85cm
1基80cm奥行をもつ

L 宝 塔

1

// 〃 高さ1m余り 
基礎，塔身欠如
首部

調査（内原三郎河野治雄）
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は
何
の
記
載
も
な
い
。
現
在
の
高
さ
は
七
〇
〜
七
五
請
で
基
礎
、
塔 

身
、
笠
部
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
基
礎
は
上
部
の
段
形
は
な
く
反 

花
が
あ
り
、
側
面
に
は
格
狭
間
は
な
く
中
央
に
位
牌
型
の
彫
刻
を
施

7 
(

弘)

し
そ
こ
に
「
贝
乱
圓
童
子
之
霊
位
」
と
法
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
 

「童
子
」
は
子
供
の
こ
と
で
あ
る
が
一
般
に
は
十
五
歳
以
下
の
者
と 

考
え
て
よ
い
。
塔
身
は
側
面
に
扉
形
を
彫
し
他
面
に
は
格
狭
間
を
施 

し
て
い
る
。
笠
部
は
下
部
に
二
段
の
段
形
を
つ
く
り
極
木
を
設
け 

る
。
隅
飾
は
退
化
し
て
小
さ
く
軒
先
に
一
本
の
唐
草
文
を
つ
け
る
。
 

上
段
の
段
形
は
な
く
宝
塔
の
笠
の
よ
う
で
宝
篋
印
塔
の
笠
に
似
つ
か 

わ
し
く
な
い
姿
形
で
あ
る
。
法
名
以
外
に
時
代
を
判
定
す
る
銘
文
は 

な
い
。

4
 

考
察
と
所
見 

石
塔
と
し
て
は
異
形
の
宝
篋
印
塔
と
も
い
う 

べ
き
で
あ
る
が
、
他
に
類
を
見
な
い
こ
と
か
ら
今
後
の
石
塔
資
料
と 

し
て
保
存
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
が
伝
承
を
欠
く
と
い
っ
て
も
何 

に
も
ま
し
て
、
法
名
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
は
極
め
て
重
要
で
、
町
内 

の
歴
史
資
料
と
し
て
も
重
視
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

五
ま
と
め
と
し
て

以
上
今
回
の
調
査
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
現
状
を
中
心
と
し
て
考 

え
て
み
た
が
豊
後
の
石
塔
群
の
如
き
は
今
後
の
正
確
な
調
査
が
必
要 

で
あ
り
、
(

一
基
ず
つ
埋
没
せ
る
も
の
を
取
り
出
し
、
正
常
な
形
に 

整
備
し
銘
の
有
無
な
ど
を
確
認
し
な
け
れ
ば
単
な
る
表
面
の
調
査
で 

し
か
な
い)

辻
ノ
堂
の
五
輪
塔
、
王
子
碑
、
稚
子
石
坂
の
石
塔
な
ど
も
も
っ
と

(
究) 

何
ら
か
の
伝
承
等
が
残
さ
れ
て
い
な
い
か
な
ど
を
追
求
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
よ
う
。
調
査
と
は
よ
り
正
確
に
そ
の
も
の
の
実
態
を
と
ら 

え
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
る
ま
い
。

霧

島

神

宮

別

当

寺 

錫
丈
院
華
林
寺
墓
地

霧
島
神
宮
よ
り
西
方
約
五O
O
M

の
位 

置
で
華
林
寺
跡
と
霧
島
川
を
は
さ
ん
で 

対
岸
に
あ
る
。
廃
仏
毀
釈
令
前
の
華
林
寺
累
代
の
住
職
の
墓
地 

で
、
昭
和
五
年(

一
九
三
〇)

の
調
査
に
よ
る
と
、
 

文
禄
二
年 

(

一
五
九
三)

か
ら
文
政
十
年(

一
八
二
七)

ま
で
の
、
年
代
の 

明
確
な
も
の
が
九
九
基
一
〇
四
座
、
年
代
不
明
の
も
の
、
三
一
基 

四
九
座
、
 

無
名
の 

も
の
、
三
九
基
三 

九
座
、
総
計
一
六

九
基
一
九
二
座
で 

あ
っ
た
が
、
洪
水 

な
ど
で
流
さ
れ
、
 

現
在
一
五
〇
基
ほ 

ど
の
古
風
な
墓
碑 

が
残
っ
て
い
て
、
 

往
時
の
華
林
寺
の 

壮
大
さ
を
物
語
っ 

て
い
る
。

華林寺墓地
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霧
島
を
拓
き
、
 

霧
島
を
守
っ
て
き
た
人
々
が
、

こ
こ
に
も
多
く 

眠
っ
て
い
る
。

性
空
上
人
墓
碑

霧
島
神
宮
の
境
内
旧
参
道
側
に
あ
り
、
慶
長 

年
間
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
墓
銘
に 

「
性
空
上
人
は
京
師
大
中
大
夫
橘
善
根
一
子
に
し
て
、
天
台
の
宗 

徒
で
村
上
天
皇
の
天
暦
年
間
霧
島
山
に
こ
も
り
修
道
、
御
鉢
の
西 

麓
瀬
多
尾
越
に
社
殿
と
別
当
寺
を
建
立
、
後
播
州
書
写
山
を
開
き 

た
る
地
に
寂
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。

兼
慶
上
人
墓
碑

霧
島
神
宮
の
西
方
約
二
〇
〇m

の
華
林
寺
跡 

に
あ
り
、
碑

文

に

「
上
人
は
橘
氏
真
言
宗
の

宗
徒
に
し
て
、
柏
原
周
防
守
公
貴
の
第
三
子
な
り
。
島
津
第
十
二 

代
吉
貴
公
の
命
を
奉
じ
、
霧
島
に
来
り
予
峯
に
登
り
て
持
念
し
、
 

性
空
の
遷
祀
せ
る
即
念
の
社
地
を
求
得
社
殿
及
別
当
寺
を
建
立
往 

古
の
壮
麗
に
復
せ
り
。
時
第
百
三
代
後
土
御
門
天
皇
の
文
明
十
六 

年
二
千
百
四
十
四
年
な
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る̂

こ
れ
ま
で
霧
島
町
内
に
は
、
田
の
神
は
無
い
と 

田

の

神

思
わ
れ
て
い
た
が
、
最
近
猪
子
石
在
住
の
寺
岡 

慶
二
、
宮
ノ
内
正
治
両
氏
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
。
 

•

所
在
地 

霧
島
神
宮
旧
参
道
下
方
、
蓬
泉
館
ソ
ー
メ
ン
流
し
の 

斜
奥
、
現
況
畑
の
一
隅

•

土
地
の
所
有
者
、
吉

松

ヨ

シ

エ

氏(

旅
館
蓬
泉
館
経
営) 

•

由

来

吉

松

氏

の

祖

父

の

代

に

、
現
在
の
田
の
神
の
下
方
国
道 

と

の

間

の

田

ん

ぼ(

約
三
反
歩)

を
拓
い
た
時
に
祭
っ
た
。
百 

余
年
前
。
そ
れ
か
ら
永
い
間
、
祠
だ
け
あ
っ
て
御
神
体
は
無
か 

っ
た
が
、
香
花
や
供
物
は
し
て
き
た
。

い
ま
祭
っ
て
あ
る
田
の 

神
像
は
吉
松
ヨ
シ
エ
氏
の
母
が
一
四
、
五
年
前
に
知
人
か
ら
も 

ら
っ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
現

在

、
吉
松
ヨ
シ
エ
氏
が
耕
作
し 

て
い
る
。

•

田
の
神
像 

高
さ
一
五
澤
ぐ
ら
い
、
型
に
セ
メ
ン
ト
を
流
し
こ 

ん
だ
も
の
で
あ
る
。
右
手
に
し
や
も
じ
を
持
ち
、
笠
を
被
っ
た 

標
準
的
な
田
の
神
像
で
あ
る
。

旧参道下の田の神
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祠 

方
形
の
祠
で
、
高
さ
八O

修
ぐ
ら
い
、
台
座
と
笠
石
は
石 

を
刻
ん
だ
も
の
で
、
 

墓
石
か
な
に
か
の
古
物
を
利
用
し
た
も
の 

と
思
わ
れ
る
。
左
右
と
後
方
の
壁
は
小
石
を
セ
メ
ン
ト
で
固
め 

た
も
の
で
三
〇
瑋
ぐ
ら
い
で
あ
る
。

第

二

節

史 

跡

一
 

島

田

民

部

左

衛

門

の

水

路

掘

削

の

跡 

元

禄

時

代(

一
六
ハ
ハ
〜
一
七
〇
九)

、
東
山
天
皇
将
軍
綱
吉
の 

時
代
に
島
津
藩
の
春
山
野
牧
場
の
守
に
島
田
民
部
左
衛
門
と
い
う 

人
が
い
た
。
重
久
の
人
で
当
時
の
農
家
の
く
ら
し
を
よ
く
知
っ
て 

い
た
。
重

久
•

松
永
方
面
は
水
田
は
あ
る
が
、

こ
れ
は
藩
主
の
も 

の
で
あ
っ
て
私
有
は
許
さ
れ
ず
、
門
割
制
度
に
よ
っ
て
強
制
的
に 

耕
作
さ
せ
ら
れ
、
収
穫
の
大
部
は
上
納
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
 

わ
ず
か
の
飯
米
が
残
る
だ
け
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
百
姓
は
食
う 

た
め
に
は
畑
作
の
甘
諸•

粟
•

蕎
麦
な
ど
に
頼
ら
な
け
れ
ば
な
ら 

な
か
っ
た
。

し

か

し

重

久•

松
永
方
面
に
は
畑
が
わ
ず
か
し
か
な 

い
。
春

山

牧

場

は

五

〇

〇

町

歩(

五
〇
〇
む)

と
い
う
広
い
面
積 

で
あ
っ
た
。

そ
こ
に
目
を
つ
け
た
島
田
民
部
は
藩
庁
に
牧
場
の
移
転
を
再
三 

申
し
入
れ
た
が
、

い
っ
こ
う
に
許
可
さ
れ
な
い
。

一
計
を
案
じ
た 

民
部
は
、
春
山
野
に
水
を
引
い
て
水
田
に
す
る
と
い
う
計
画
を
立
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て
実
行
に
移
し
た
。

ま
ず
、
狩

川

の

水

を

カ

ア

ヅ

マ

イ(

狩
集
”
 U 

今
の
農
協
本
所
付
近)

で
せ
き
止
め
て
ト
ン
ネ
ル
を
掘
り
、
そ
の 

水
を
春
山
に
引
く
と
い
う
計
画
で
あ
る
。
な
お
、
水
が
不
足
す
る 

場
合
は
、
 

永

池

か

ら

引

く

と

い

う

考

え

も

も

っ

て

い

た

。

民
部 

は
、
人
夫
を
督
励
し
て

堤
防
工
事•

ト

ン

ネ

ル

工

事

を

急

が

せ 

た
。

一
方
、
小
鹿
野
滝
に
魚
道
を
設
け
て
、
 

ア
ユ
を
霧
島
川
に
上 

ら
せ
る
計
画
を
立
て
、
石
工
を
集
め
て
工
事
に
着
手
し
た
。 

こ
の
こ
と
が
藩
主
の
耳
に
入
る
と
、
藩
主
は
驚
い
て
島
田
民
部 

は
気
が
狂
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
、
さ
っ
そ
く
工
事
の
中
止 

を
命
じ
牧
場
の
移
転
も
約
束
し
た
。

そ
し
て
、

こ
の
工
事
に
対
す 

る
お
咎
め
は
な
い
ば
か
り
か
、
永
年
の
勤
め
の
褒
賞
と
し
て
、
役 

宅
か
ら
四
方
に
矢
を
放
ち
矢
の
届
い
た
範
囲
の
土
地
を
与
え
て
隠 

居
を
申
し
渡
さ
れ
た
。

民
部
は
そ
の
後
、
楽
し
く
余
生
を
過
ご
し 

た
と
い
う
。

豊
後
迫
の
王
子
坂
の
県
道
の
そ
ば
に
何
か
所
か
横
穴
が
残
っ
て 

い
た
の
は
こ
の
時
、
水
路
を
通
す
た
め
に
掘
っ
た
も
の
で
あ
っ
た 

が

、
昭
和
三
十
年
代
の
県
道
改
修
の
際
に
取
り
壊
さ
れ
、
今
は
ほ 

と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
。

大
窪
の
霧
島
ス
タ
ン
ド
の
上
方
山
中
に 

ト
ン
ネ
ル
を
掘
り
か
け
た
跡
が
少
し
残
っ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
が 

あ
っ
た
後
で
村
人
が
民
部
に
、

「
お
は
ん
な
、

ほ

ん

の

こ

て(

ほ

ん
と
う
に)

春
山
に
水
が
あ
が
る
と
、

か

ん

げ

ち

ょ

っ

た

と

や 

(

考
え
て
い
た
の
か)

」
と
た
ず
ね
る
と
、
民
部
は
笑
っ
て
、
「
わ 

い

な

ん

で(

お
前
た
ち
に)

粟

ん

め

し

ゅ(

粟
飯
を)

食
わ
す
と 

も

っ

よ
(

食
わ
せ
よ
う
と
思
っ
て
よ)

」

と
答
え
た
と
い
う
。

重 

久
•

春
山
に
は
今
も
島
田
姓
の
家
は
多
い
が
、
民
部
の
墓
は
ど
こ 

に
も
残
っ
て
い
な
い
。

二
待
世
神
社
跡

大
字
田
口
の
待
世 

(

松
瀬
と
も
書
く) 

の
現
在
霧
島
中
学
校 

敷
地
内
に
あ
り
、
大 

正
四
年
村
人
に
よ
っ 

て
建
て
ら
れ
た
石
碑

二
三
一
一
四) 

が
あ
る
。
文
暦
元
年 

十
二
月
、
霧
島
山
噴 

火
の
た
め
瀬
多
尾
越 

に
あ
っ
た
神
宮
お
よ 

び
別
当
寺
が
焼
失
し

待世神社跡
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た
の
で
、
ご
神
体
を
こ
の
地
に
移
し
仮
宮
を
建
て
て
祭
っ
た
。

そ 

の
後
二
五
〇
年
間
、

こ
の
地
に
鎮
座
さ
れ
て
い
た
が
、
後
土
御
門 

天
皇
の
文
明
十
六
年
真
言
宗
の
僧
兼
慶
が

島
津
忠
昌
の
命
を

受 

け
、
現
在
の
神
宮
の
地
に
社
殿
お
よ
び
別
当
寺
を
建
立
し
て
遷
宮 

し
た
。

こ

の

あ

と

に

建

て

ら

れ

た

待

世

神

社

は

、
明
治
四
十
四 

年

、

田
口
の
天
子
神
社
に
合
祀
さ
れ
た
。

三
牧
場
の
跡

天
孫
降
臨
の
時
、
天
班
駒
の
子
孫
で
あ
る
良
馬
を
多
く
つ
れ
て 

き
た
が
、

こ
の
地
に
繁
殖
し
て
い
る
在
来
馬
に
駿
馬
の
多
い
の
を 

見
ら
れ
、
霧
島
山
校
野
の
校
原
と
い
う
所
に
、
神
牧
を
つ
く
っ
て 

養
っ
た
。

し
か
し
、
寒

気
が
厳

し

く

馬

の

発

育

が

悪

か

っ

た

の 

で
、
牧

を

改

め

て

春

山

原

野

に

移

し

た

と

伝

え

ら

れ

る

。

そ
の 

後

、
佐
野
の
牧
場
も
あ
っ
た
が
、
天

暦

年

間

の

霧

島

大

噴

火

の 

時
、
神
牧
が
焼
け
て
、
生
き
残
っ
た
馬
が
、
田
口
の
待
世
河
原
、
 

川
北
の
馬
出
原
に
逃
げ
て
群
居
し
て
い
た
の
を
、
重
久
の
馬
場
宥 

性
院
と
い
う
人
が
、
そ
の
馬
を
田
の
中
に
追
い
集
め
た
。
後
年
こ 

の
地
を
馬
集
田
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。

さ
ら
に
そ
こ
か
ら
、
馬 

立
原
に
追
い
登
ら
せ
、
御
牧
守
護
神
に
花
を
奉
っ
て
祈
念
し
た
。

そ
れ
か
ら
こ
の
地
を
花
立
原
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
る
。

ま
た
一
方
、
宥
性
院
は
馬
を
春
山
野
に
追
い
こ
み
、
公
儀
へ
届 

け
出
た
と
い
う
。
後

、
島
津
氏
領
と
な
っ
た
際
、
元
禄
十
六
年
東 

渉
に
牧
場
を
う
つ
し
た
。
春
山
野
に
牧
が
あ
っ
た
時
、

オ
オ
カ
ミ 

が
出
て
放
馬
を
食
い
殺
す
の
で
、
大
根
占
の
百
姓
平
蔵
に
、
入
水 

で
一
週
間
、
オ
オ
カ
ミ
退
治
の
祈
禱
を
し
て
も
ら
っ
た
と
い
う
伝 

え
も
あ
る
。
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第

三

節

伝

説
•

民
話

霧
島
山
は
今
で
こ
そ
観
光
地
と
し
て
、
交
通
の
便
も
よ
く
、
山 

の
奥
ま
で
く
ま
な
く
訪
ね
歩
く
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
 

昔 

は
深
山
幽
谷
、
う
っ
そ
う
と
茂
る
原
始
林
。
山
ま
た
山
は
八
重
に 

重
な
り
雲
高
く
そ
び
え
る
峰
に
は
霊
気
さ
え
感
じ
ら
れ
、
人
に
近 

寄
り
難
く
思
わ
せ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
が
神
話
と
と
け
合
っ 

て
、

い
ろ
い
ろ
の
伝
説
が
伝
え
ら
れ
て
き
た
。

そ
の
中
か
ら
次
の 

話
を
記
し
て
み
よ
う̂

一
 

神

仙

境

霧
島
山
中
に
神
仙
境
が
あ
る
と
は
古
く
か
ら
の
言
い
伝
え
で
あ 

る
。
奇
異
の
こ
と
は
一
度
な
ら
ず
、
山
中
で
異
相
の
老
翁
に
会
っ 

た
り
、
あ
る
い
は
深
山
幽
谷
で
不
思
議
な
歌
舞
音
曲
が
聞
こ
え
る 

の
で
近
寄
っ
て
見
る
と
、
異
様
の
風
態
を
し
た
人
々
が
歌
舞
を
し 

て
い
る
の
を
見
届
け
た
と
い
う
し
、
ま
た
山
中
で
妙
齢
の
麗
人
が 

た
た
ず
ん
で
い
る
の
を
見
た
と
も
い
い
、
山
頂
雲
間
近
く
鶏
の
鳴

き
声
を
聞
い
た
者
も
あ
っ
た
。
あ
る
い
は
深
山
の
内
に
掃
除
の
跡 

が
あ
り
、
清
浄
で
点
塵
が
な
い
の
で
里
人
の
知
ら
な
い
集
落
で
も 

あ
り
は
し
な
い
か
と
訪
ね
て
み
る
が
、
別

に

変

わ

っ

た

所

が

な 

い
。

ま
た
は
橘
柚
の
果
実
の
熟
し
た
一
軒
家
を
見
つ
け
て
、
あ
ま 

り
よ
く
茂
っ
て
い
る
の
で
翌
日
訪
ね
て
行
っ
て
見
る
と
影
も
形
も 

な
い
。
呼
ん
で
答
え
る
も
の
は
た
だ
こ
だ
ま
の
み
で
あ
っ
た
と
い 

う
。

こ
れ
ら
は
す
べ
て
神
仙
の
所
為
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。 

千
里
ヶ
滝
の
下
の
所
に
大
き
な
岩
穴
が
あ
り
、
人
が
住
ま
っ
た 

ら
し
い
形
跡
は
あ
る
が
、
そ
の
人
物
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ 

た
と
い
う
。二

仙
 

人

橘

南

谿
(

霧
島
山
に
関
す
る
詩
歌
の
項
参
照)

は
諸
国
巡
歴
の 

途
中
霧
島
に
遊
び
、
名
山
霧
島
の
眺
め
に
感
動
し
た
。

ち
ょ
う
ど 

春
三
月
霞
に
包
ま
れ
る
季
節
で
あ
っ
た
。

そ
の
時
霧
島
の
山
中
に 

仙
人
が
居
る
こ
と
を
耳
に
し
た
。

仙
人
は
雲
居
官
蔵
と
い
い
、
年 

は
二
〇
〇
歳
を
超
え
て
い
る
だ
ろ
う
と
い
う
。

こ
の
仙
人
は
も
と 

は
武
士
で
平
瀬
甚
兵
衛
と
い
っ
た
。

出
世
で
き
な
い
こ
と
に
不
満 

を
持
ち
、
世
を
捨
て
て
山
に
隠
れ
た
。
数
十
年
に
し
て
お
い
の
得
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納
武
左
衛
門
が
、
霧
島
の
山
中
に
居
る
こ
と
を
風
の
便
り
に
聞
い 

て
会
い
に
行
っ
た
。
や
っ
と
探
し
当
て
た
甚
兵
衛
は
、
絵
に
描
い 

た
仙
人
の
よ
う
に
髪
や
ひ
げ
は
伸
び
る
ま
ま
、
身
に
は
木
の
葉
の 

着
物
を
着
て
い
た
。

「
お
じ
上
ど
う
か
帰
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
」 

と
い
う
と
、
仙

人

は

「
い
や
い
や
帰
る
こ
と
な
ど
も
っ
て 

の 

ほ 

か
、
わ
し
は
仙
術
の
修
行
も
成
就
し
、
名
も
雲
居
官
蔵
と
改
め
た 

仙
人
で
あ
る
ぞ
、
仙
人
は
人
間
に
出
会
う
こ
と
は
修
行
の
妨
げ
、
 

二
度
と
来
る
な
」
と
言
っ
て
か
き
消
す
よ
う
に
姿
は
消
え
た
。
 

土
地
の
人
は
飛
行
自
在
で
数
々
の
仙
術
を
使
う
仙
人
を
尊
敬
し 

て
い
た
。
橘
南
谿
も
仙
人
に
会
い
た
い
と
思
っ
た
が
、
そ
の
影
も 

姿
も
見
い
だ
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
南
谿
は
医
者 

で
あ
っ
た
の
で
長
寿
の
秘
け
つ
と
し
て
次
の
よ
う
に
「教

え

て

い 

る
。

「
も
し
長
生
を
得
ん
と
欲
せ
ば
、
深
山
に
入
り
、
飲
食
を
絶 

ち
思
慮
を
止
め
、
淫
事
を
断
じ
、
衣
服
を
除
き
て
、
性
命
を
奪
う 

時
は
、
下
凡
の
人
と
い
え
ど
も
二
三
百
歳
の
寿
を
保
つ
べ
し
」
。

三
霧
島
の
七
不
思
議

霧
島
神
宮
を
中
心
と
し
た
地
域
に
、

い
ろ
い
ろ
な
不
思
議
な
現 

象
が
起
こ
る
と
い
わ
れ
る
。
村
人
は
こ
れ
を
七
不
思
議
と
い
っ
て

い
る
。

蒔
か
ず
の
種 

霧
島
の
山
中
や
、
竹
や
ぶ
な
ど
に
、
自
然
の
陸 

稲

が

生

え

る

こ

と

が

あ

る

と

い

う

。

こ
れ
を
蒔
か
ず
種
子
と
い 

う
。

こ
れ
は
天
孫
降
臨
の
時
、
高
天
原
か
ら
も
っ
て
き
た
種
子
が 

残
っ
て
い
て
、
山
の
中
で
自
然
に
育
っ
た
も
の
だ
と
言
い
伝
え
ら 

れ
て
い
る
。

文

字

岩

霧

島
神
宮
か
ら

西
の
方
に
二
菇
ほ
ど

離
れ

た
山
の
中 

に
あ
る
。
大
き
さ
一
〇
立
方
員
ぐ
ら
い
の
岩
で
、
真
ん
中
か
ら
割 

れ
て
一
〇

XJ
ぐ
ら
い
の
透
き
間
が
で
き
て
い
る
。

の
ぞ
く
と
梵
字 

が
彫
ら
れ
て
い
る
の
が
見
え
る
。
人
間
の
力
で
は
動
か
せ
な
い
。 

ど
う
し
て
文
字
が
刻
ま
れ
た
の
か
、
不
思
議
と
い
う
。 

亀

石

神

宮

の

旧

参

道

、
坂
の
真
ん
中
に
カ
メ
に
そ
っ
く
り
の 

自
然
石
と
、
近
く
に
カ
ブ
ト
に
よ
く
似
た
自
然
石
が
あ
る
。
村
人 

は
亀
石
坂
と
呼
ん
で
い
る
。

風

穴

旧

参

道

に

あ

り

、
岩
穴
か
ら
い
つ
も
風
が
吹
き
で
て
い 

る
の
が
不
思
議
で
あ
る
。
ご
く
微
弱
な
気
流
で
あ
る
。
岩
の
上
に 

石
像
の
観
音
が
安
置
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
現
在
は
風
は
で
て
い 

な
い
が
霧
島
山
中
で
は
こ
れ
に
似
た
現
象
は
あ
ち
こ
ち
に
み
ら
れ 

る
。御

手

洗

川

霧

島

神

宮

の

西

方

二

五

。
第
ば
か
り
下
の
岩
穴
か
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ら
わ
き
出
る
小
川
で
、
十
一
月
か
ら
四
月
ご
ろ
ま
で
は
、

ほ
と
ん 

ど
か
れ
て
い
る
が
、
 

五
月
ご
ろ
か
ら
非
常
な
勢
い
で
大
量
の
水
が 

わ
き
出
る
。

こ
の
時
は
魚
も
一
緒
に
わ
い
て
く
る
と
い
わ
れ
る
。 

水
の
質
は
清
明
で
、
天
孫
降
臨
の
際
、
高
天
原
か
ら
持
っ
て
き
た 

真
名
井
の
水
が
混
じ
っ
て
い
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
 

両

度

川

霧

島

神

宮

の

西

方

三o

o

,w
の
所
に
、
毎
年
六
月
ご 

ろ
か
ら
流
れ
出
し
、

八
、
九
月
ご
ろ
か
れ
る
。

は
じ
め
一
〇
日
も

両度川

第七章 文化財•史跡•伝説

流
れ
た
か
と
思
う 

と
、
全
く
乾
い
て 

し
ま
う
。
数
日
た 

つ
と
ま
た
流
れ
出 

す
、
 

と
い
う
の
で 

あ
る
。
川
は
短
く 

小
さ
い
も
の
で
あ 

る
が
、
水
は
極
め 

て

清

く

量

も

多 

い
。

下
流
は
滝
に 

な
っ
て
霧
島
川
に 

落
ち
込
む
。
毎
年 

同
じ
時
期
に
き
ま

っ
て
二
度
流
れ
る
と
い
う
の
で
両
度
川
と
い
う
名
が
つ
け
ら
れ
た 

と
い
う
。

夜

中

の

神

楽

神

楽
と

は

神

前
で

行

う

音

楽

の
こ

と

で

あ

る

。
 

霧
島
神
宮
が
昔
、

い
ま
の
社
殿
に
遷
宮
の
時
、
深
夜
に
社
殿
の
奥 

で
神
楽
が
高
く
鳴
り
ひ
び
い
た
。

そ

の

時

は

神

官•

僧
侶
の
ほ
か 

一
般
の
人
ま
で
聞
い
た
。
今
で
も
時
々
深
夜
に
、
か
す
か
に
神
楽 

の
よ
う
な
物
音
が
す
る
と
い
う
。
真
偽
の
ほ
ど
は
わ
か
ら
な
い
も 

の
の
、
久
し
い
間
、
七
不
思
議
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
る
。 

四

白

鳥

山

と

日

本

武

尊
 

宮
崎
県
え
び
の
高
原
ふ
も
と
に
白
鳥
神
社
が
あ
る̂

旧
記
に
よ 

る
と
、
昔

、
釈
性
空
こ
の
山
に
来
て
修
行
す
る
こ
と
久
し
。
あ
る 

時
、

一
人
の
老
翁
が
現
れ
、
性

空

に

言

う

に

は

「
我
は
日
本
武
尊 

な
り
。
白
鳥
と
化
し
て
こ
の
山
に
来
て
住
む
こ
と
久
し
」
と
。
そ 

こ
で
性
空
は
山
の
中
腹
に
霊
廟
を
建
て
こ
れ
を
祭
っ
た
。

こ
れ
を 

白
鳥
山
と
い
う
よ
う
に
な
っ
た
。

日
本
武
尊
が
東
西
に
賊
を
討
つ 

て
偉
功
を
残
し
た
か
ら
、
伊
勢
の
能
褒
野
で
亡
く
な
ら
れ
た
。
天 

皇
は
大
い
に
悲
し
ま
れ
て
、
家

来

に

命

じ

て

能

褒

野

に

葬

ら

れ 

た
。
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尊
は
魂
は
白
鳥
に
な
っ
て
大
和
の
国
に
飛
び
去
っ
た
。
陵
墓
を 

開
い
て
み
る
と
棺
の
中
は
衣
の
み
が
残
っ
て
い
た
。
大
和
の
琴
弾 

原
に
白
鳥
が
と
ま
っ
て
い
た
の
で
、
そ
こ
に
陵
墓
を
造
っ
た
。

ま 

た
白
鳥
は
河
内
の
国
に
飛
ん
で
い
っ
た
の
で
、
 

そ
こ
に
ま
た
陵
墓 

を
造
っ
た
。
と
こ
ろ
が
白
鳥
は
三
た
び
飛
び
立
っ
て
行
方
が
わ
か 

ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
性
空
上
人
の
修
練
中
に
白
鳥
に
化
し 

た
日
本
武
尊
は
、
 

こ
こ
に
来
て
久
し
い
、
と
言
っ
た
の
で
あ
る
。 

こ
の
話
は
い
さ
さ
か
と
っ
ぴ
で
あ
る
が
、

い
か
に
も
神
話
の
国
ら 

し
い
伝
説
で
あ
る
。

五

竜

の

鱗

霧
島
東
神
社
に
残
る
話
で
あ
る
。
昔
こ
の
社
の
別
当
寺
に
東
光 

坊
と
い
う
の
が
あ
っ
た
。

そ
こ
に
白
色
大
小
の
竜
の
鱗
が
あ
っ
た 

と
い
う
。

イ
チ
ョ
ウ
の
葉
ぐ
ら
い
の
大
き
さ
で
あ
る
。

そ
れ
は
御 

池
の
渚
へ
浮
か
び
上
が
っ
た
も
の
だ
と
い
う
。
村
上
天
皇
の
御
代 

に
、
性
空
上
人
が
こ
の
池
の
ほ
と
り
で
修
行
を
し
て
い
る
と
、
池 

か
ら
神
竜
が
現
れ
て
、
上
人
に
宝
珠
を
献
じ
た
。

そ
の
珠
を
銅
器 

に
入
れ
て
大
切
に
し
ま
っ
て
お
い
た
。
す
る
と
霧
島
噴
火
の
時
、
 

珠
は
ひ
と
り
で
に
池
に
飛
び
込
ん
で
し
ま
っ
た
。

そ
れ
か
ら
何
百
年
、
 

御
池
に
は
竜
が
い
る
と
い
う
う
わ
さ
が
高 

ま
っ
た
。
あ
る
日
肝
っ
玉
の
太
い
若
者
た
ち
が
竜
が
い
る
か
ど
う 

か
を
確
か
め
に
裸
に
帯
を
し
め
、
刀
を
さ
し
て
池
に
入
っ
た
。
池 

の
中
ほ
ど
ま
で
く
る
と
、
大
き
な
松
の
幹
が
浮
か
ん
で 

い
た
の 

で
、
泳
ぎ
つ
か
れ
か
ら
だ
を
松
の
幹
に
よ
せ
て
休
み
、

ふ
と
水
底 

を
見
る
と
大
き
な
鏡
の
よ
う
な
も
の
が
光
っ
て
い
た
。

「
竜
の
目 

玉
だ
」

一
人
が
さ
け
ん
だ
。
皆
ほ
う
ほ
う
の
て
い
で 

逃

げ

帰

っ 

た
。
松
の
幹
と
ば
か
り
思
っ
た
の
は
、
竜

の

胴

で

あ

っ

た

と

い 

50

六

五

色

の

蛇

霧
島
の
山
ろ
く
、
霞
が
岡
に
五
色
の
蛇
が
い
た
と
い
わ
れ
、
大 

き
な
岩
の
す
き
間
に
住
ん
で
い
て
、

「
六
所
権
現
の
お
使
い
」
と 

言
い
伝
え
ら
れ
た
。
霧
島
の
山
で
修
行
す
る
行
者
は
、

こ
の
蛇
を 

見
か
け
る
と
、
大
き
な
功
徳
に
な
る
と
い
わ
れ
た
。

七

狭

名

田

の

跡

日
本
最
初
の
水
田
の
跡
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
島
津
斉
彬
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の
こ
ろ
、

こ
の
地
に
田
の
神
が
建
立
さ
れ
た
が
、
大
正
四
年
、
村 

人
た
ち
は
、

「
狭
名
田
の
跡
」
と
い
う
碑
を
建
て
た
。

昭
和
四
年
、
 

霧
島
神
宮
の
神
田
と
し
て
永
く
保
存
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
 

同
二
十
一
年
の
農
地
法
に
よ
り
没
収
、
現
在
は
民
有
地
に
な
っ
て 

い
る
。
碑
文
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

皇
孫
日
子
穂
々
手
見
尊
生
座
時
に
神
吾
田
庶
葺
津
比
売
地
を
ト
定
め 

狭
名
田
と
号
け
其
の
田
の
稲
を
以
て
天
の
甜
酒
を
醸
し
淳
田
の
稲
を 

以
て
飯
と
な
し
、
新
嘗
し
給
い
し
所
な
り
と
伝
う
。

大
正
四
年
四
月 

(

大
久
保
中
将
選
文
揮
毫) 

こ
の
狭
名
田
の
跡
は
大
字
田
口
に
あ
り
、
付
近
一
帯
を
狭
名
田 

の
長
田
と
い
う
。
神
代
の
昔
、

こ
こ
に
初
め
て
稲
を
ま
き
、
彦
火 

火
出
見
尊
が
お
生
ま
れ
に
な
っ
た
時
、
そ
の
新
穀
を
と
り
祝
っ
た 

と
い
う
。

ま
た
、
母
乳
が
足
り
な
か
っ
た
の
で
、
甘
酒
を
造
っ
て 

育
て
ら
れ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
初
め
て
水
稲
を
ま
い
た 

長
田
の
伝
説
と
し
て
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
天
照
大
神
が
あ 

る
時
、
豊
受
の
神
の
徳
を
聞
き
、
天
熊
人
を
遣
わ
し
給
う
た
。 

天
熊
人
が
行
っ
て
み
る
と
豊
受
神
は
す
で
に
死
ん
で
い
た
。
そ 

し
て
、
豊
受
神
の
体
は
化
し
て
牛
馬
と
な
っ
て
い
た
。

頭
の
上
に 

は
粟
を
生
じ
、
眉
の
上
に
は
蚕
を
生
じ
、
眼
中
に
は
稗
を
生
じ
、
 

腹
中
に
は
稲
を
生
じ
、
陰

部

に

は

大

豆•

小

豆
•

麦
を
生
じ
て
い

狭名田の長田の跡

た
。

天
熊
人
は
、
 

こ
と
ご
と
く
こ
れ 

を
持
ち
去
り
大
神 

に
さ
さ
げ
た
。
大 

神
は
た
い
そ
う
喜 

ん

で

「
こ
の
美
し 

い
蒼
い
み
の
り
を 

見
な
さ
い
。
食
べ 

て
生
活
す
る
の
に 

い
い
ぞ
」
と
仰
せ 

ら
れ
た
。

そ
こ
で

粟
•

稗
•

麦
•

豆 

を

陸

田

の

種

と

し
、
稲
を
水
田
の
種
と
し
た
。
そ
し
て
、
天
邑
君
を
定
め
、
稲
の

種
を
初
め
て
天
の
狭
名
田
の
長
田
に
植
え
さ
せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
、

た
い
へ
ん
み
の
り
が
良
か
っ
た
と
い
う
。

こ
れ
が
、

こ
の
狭
名
田 

で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
話
は
、
素
妻
嗚
尊
が
出
雲
へ
下 

る
途
中
、
大
宜
都
姫
と
出
会
い
、
大
宜
都
姫
が
鼻
や
口
や
お
し
り 

か
ら
出
し
た
食
物
を
ご
ち
そ
う
し
よ
う
と
し
た
の
を
怒
り
、
姫
を

殺
し
た
と
こ
ろ
、
姫
の
頭
か
ら
蚕
、
目
か
ら
稲
、
耳
か
ら
粟
、
鼻
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か
ら
小
豆
、
も
も
か
ら
麦
、
お
し
り
か
ら
大
豆
が
出
た
の
で
こ
れ 

を
と
っ
て
、
天
照
大
神
に
さ
し
上
げ
た
と
い
う
神
話
と
よ
く
似
て 

い
る
。

八

天

逆

矛

高
千
穂
峯
の
山
頂
に
あ
る
。

そ
の
由
来
に
つ
い
て
は
、
 

『
諸
山 

岳
輯
録
』

に
は
、

「
皇
孫
天
降
の
と
き
、
 

霧
海
を
見
下
し
給
う
に 

浮
き
た
る
島
の
如
く
見
ゆ
る
も
の
あ
る
を
、
 

天
瓊
矛
を
も
っ
て
か 

き
採
り
、
 

そ
こ
に
天
降
あ
り
。

そ
の
矛
を
逆
さ
ま
に
樹
て
給
う
。 

是
を
天
逆
矛
と
号
す
。
」
と
あ
り
、
 

ま
た
、
「
三
国
名
勝
図
会
」

に 

は
、

「
此
の
矛
は
大
己
貴
命
の
天
孫
瓊
々
杵
尊
に
授
け
給
い
し
広 

矛
な
り
。
瓊
々
杵
尊
の
高
千
穂
に
天
降
り
す
る
や
、
誓
ひ
つ
前
導 

し
て
行
く
行
く
叱
す
。
故
に
稜
威
道
わ
け
道
わ
け
と
あ
り
、
後
世 

天
子
の
行
幸
の
如
し
。
既
に
し
て
邦
内
服
従
し
天
下
無
事
な
り
。 

よ
っ
て
此
の
矛
を
山
上
に
樹
て
万
世
の
下
に
鎮
標
す
。
戒
厳
し 

て
ま
た
干
戈
を
用
い
る
こ
と
無
き
を
示
す
が
如
し
。

天
の
逆
矛
、
 

逆
は
、

い
や
さ
か
昇
る
と
い
う
が
如
く
逆
矛
の
儀
に
て
な
お
幸
矛 

と
い
わ
ん
如
し
。
『
天
皇
即
位
之
日
執
柄
之
臣
振
二
茂
矛
一
侍
二
立
君 

前

-〇
』

そ
の
霊
矛
は
、

震
火
の
た
め
焼
き
折
ら
る
。
是
れ
、
何
れ

の
年
な
る
を
詳
ら
か
に
す
る
こ
と
な
し
。

い

ま

の

矛

峯
(

高
千 

穂)

に
は
、
そ
の
残
幹
を
旧
に
仍
っ
て
樹
つ
。
其
の
長
さ
六
尺
、
 

周
り
一
尺
ば
か
り
、
矛
刃
に
近
き
と
こ
ろ
、
長
鼻
大
眼
の
画
像
を 

左
右
に
起
こ
し
成
す
。
鎧
と
幹
と
共
に
銅
貨
に
似
た
れ
ど
何
金
な 

る
か
定
め
難
し
。
其
の
状
、
古

奇

に

し

て

実

に

神

代

の

遺

宝

な 

り
。
」
と
だ
い
ぶ
詳
し
く
書
い
て
あ
る
が
、
『
大
日
本
地
名
辞
典
』 

に
は
、

「
此
の
矛
は
仏
家
の
独
錯
杵
の
類
に
し
て
往
時
社
僧
が
、
 

神
代
の
霊
矛
と
い
つ
わ
り
建
て
し
こ
と
論
な
し
。
」

と

、

神
代
伝 

来
説
を
一
し
ゆ
う
し
て
い
る
説
も
な
い
で
は
な
い
。

そ
こ
へ
い
く 

と
、

『
西
遊
記
』
な

ど

に

は

「
神
代
の
旧
物
な
り
や
、
そ
の
程
は 

知
ら
ず
と
い
え
ど
も
、
実
に
三
百
年
、
五
百
年
く
ら
い
の
近
き
も 

の
と
は
見
え
ず
、
天
下
の
奇
品
な
り
。
も
し
銘
な
ど
も
有
る
や
と 

精
し
く
見
し
か
ど
見
え
ず
。
」
と
、
ず

い

ぶ

ん

穏

健

で

あ

る

。

ま

(

一
七
八
〇
年
代)

た
、
次
の
よ
う
な
話
も
あ
る
。
天
明
初
年
の
こ
と
、
鹿
児
島
の
商 

人
に
、
池
田
正
右
衛
門
と
い
う
者
が
あ
っ
た
。
模
造
の
矛
を
作
っ 

て
、

こ
れ
を
本
当
の
矛
の
傍
に
建
て
た
。
す
る
と
、
そ
の
年
か
ら 

不
思
議
が
起
こ
っ
た
。

山
は
噴
煙
に
つ
つ
ま
れ
て
恐
ろ
し
い
地
鳴 

り
が
す
る
。

続
い
て
商
人
は
得
体
の
知
れ
な
い
病
気
に
な
っ
て
死 

ん
で
し
ま
い
、
そ
の
子
は
気
が
狂
い
、
刀
を
抜
い
て
父
の
位
は
い 

を
ず
た
ず
た
に
切
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
あ
ま
り
の
恐
ろ
し
さ
に
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家
人
は
人
を
派
し
て
山
上
の
模
造
品
を
取
り
除
い
た
と
い
う
。

九

関

の

坂

昔
か
ら
夕
暮
の
関
が
あ
っ
た
か
ら
、

こ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
る
と 

い
わ
れ
て
い
た
が
、

「
三
国
名
勝
図
会
」

の
記
事
に
よ
る
と
、
 

タ 

暮
の
関
は
松
永
に
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
関
の 

坂
に
も
、
あ

る

時

代

に

関

所
が

あ

っ

た
ろ

う
こ

と

は

想

像

さ
れ 

る
。
霧
島
——

国
分
間
の
道
が
、
関
の
坂
道
、
小
鹿
野
の
上
を
通
る 

道

、
か
ず
ら
坂
道
、

い
ず
れ
も
あ
る
時
期
に
本
道
と
な
っ
て
い
る 

し
、
小
林
に
通
ず
る
主
要
道
路
あ
る
い
は
間
道
の
一
つ
と
し
て
関 

所
が
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
関
の
坂
の
入
戸
の 

川
上
に
関
の
地
蔵
尊
が
立
っ
て
い
た
の
を
廃
仏
の
時
、
首
を
は
ね 

て
滝
下
に
落
と
し
て
し
ま
っ
て
、
首
無
地
蔵
が
あ
っ
た
と
い
う
。

一

〇

天

狗

堂

霧
島
東
神
社
の
社
務
所
を
名
づ
け
て
い
わ
れ
た
と
い
う
。
昔

、
 

性
空
上
人
が
こ
こ
に
来
て
修
行
を
励
ん
で
い
る
と
、
当
山
の
守
護 

神

「
大
津
坊
」
と
い
う
天
狗
が
現
れ
て
一
挺
の
斧
を
与
え
た
。

そ

れ
が
今
で
も
社
宝
の
一
つ
と
な
っ
て
蔵
さ
れ
、

「
天
狗
の
斧
」
と 

い
っ
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。
今

の

社

務

所

が

新

築

さ

れ

た

当

座 

は
、

よ
く
真
夜
中
に
天
井
な
ど
で

大
き
な

音
が

し
た
そ
う
で

あ 

る
。

こ
れ
は
、
き
っ
と
天
狗
の
し
わ
ざ
に
違
い
な
い
と
、
だ
れ
い 

う
と
な
く
天
狗
堂
と
名
が
つ
い
た
と
い
う
。
近
ご
ろ
で
は
そ
う
い 

う
こ
と
は
な
い
。
社
務
所
の
傍
ら
に
天
狗
を
お
祭
り
し
て
い
る
と 

い
う
小
さ
な
祠
が
立
っ
て
い
る
。

一
一 

不
思
議
の
井

天
狗
の
祠
の
傍
ら
に
あ
る
。
清
冷
な
泉
で
あ
っ
た
。
昔

、
性
空 

上
人
が
加
持
水
と
し
た
由
緒
あ
る
水
だ
そ
う
だ
。

こ
の
水
は
、
も 

し
女
人
の
影
を
映
ず
る
と
必
ず
ば
っ
た
り
と
わ
か
な
く
な
っ
て
か 

れ
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
あ
る
。

け
れ
ど
も
く
み
と
っ
て
大
病
人
に 

飲
ま
せ
る
と
効
験
神
の
ご
と
く
で
あ
っ
た
と
い
う
。

一

ニ

豊

後

迫

大
字
大
窪
に
あ
る
。
戦
国
時
代
、
豊

後

国
(

現
大
分
県)

大
友 

氏
の
軍
が
三
州
の
地
に
攻
め
入
り
、
松
永
の
淵
瀬
山
に
こ
も
っ
て
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襲
山
城
を
攻
め
た
。
言
い
伝
え
に
よ
る
と
、
 

こ
の
豊
後
勢
の
勢
ぞ 

ろ
い
し
た
地
を
豊
後
迫
と
い
い
、
 

豊
後
勢
苦
戦
の
地
を
豊
後
田
、
 

豊
後
勢
の
大
将
の
墓
を
豊
後
塚
と
い
う
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。 

こ
の
豊
後
兵
は
、
襲
山
城
を
東
方
王
子
原
か
ら
攻
め
る
た
め
小
鹿. 

喧
を
回
っ
て
大
窪
へ
出
て
勢
ぞ
ろ
い
を
し
た
と
い
う
。

一

三

大

浪

池

深
い
深
い
林
の
、
 

め
っ
た
に
日
も
入
ら
な
い
神
々
し
さ
さ
え
も 

感
じ
さ
せ
る
林
の
奥
に
一
つ
の
池
が
あ
っ
た
。
蒼
い
水
が
な
み
な 

み
と
漂
っ
て
底
知
れ
ぬ
池
の
岸
辺
に
は
、
丈
な
す
ア
シ
の
葉
が
茂 

り
あ
っ
て
い
る
。
木
の
間
を
漏
れ
る
わ
ず
か
な
光
が
、
じ
め
じ
め 

し
た
池
の
辺
に
幾
百
年
も
の
あ
い
だ
生
い
茂
っ
て
い
る
コ
ケ
類
を 

不
気
味
に
照
ら
し
て
い
た
。

今
は
昔
、

こ
の
池
の
ふ
も
と
の
村
に
庄
屋
が
あ
っ
た
。
村
一
番 

の
金
持
ち
で
、
何
一
つ
不
足
は
な
か
っ
た
が
、
た
だ
一
つ
こ
の
年 

に
な
る
ま
で
子
宝
の
な
い
の
が
寂
し
い
限
り
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で 

年
寄
っ
た
夫
婦
は
相
談
し
て
お
山
の
神
様
へ
お
願
を
か
け
た
。
と 

り
わ
け
老
妻
は
ど
う
か
し
て
子
供
が
ほ
し
い
。

せ
め
て
女
の
子
で 

も
よ
い
と
、
夜
ご
と
に
人
の
寝
静
ま
っ
た
こ
ろ
た
だ
一
人
、
昼
で

さ
え
恐
ろ
し
い
林
の
奥
へ
願
を
か
け
に
行
っ
た
。

雨
の
夜
も
、
風 

の
夜
半
も
、

一
度
だ
っ
て
怠
ら
ず
、

一
心
を
貫
い
た
。
と
う
と
う 

満
願
の
日
は
き
た
。

ま
も
な
く
、
妻
は
み
ご
も
り
、
や
が
て
美
し
い
女
の
子
を
産
ん 

だ
。
夫
婦
は
目
の
中
に
入
れ
て
も
痛
く
な
い
ほ
ど
、
蝶
よ
花
よ
と 

か
わ
い
が
っ
て
育
て
た
。
そ
の
名
も
や
さ
し
く
お
浪
と
つ
け
た
。 

お
浪
は
、
き
り
ょ
う
も
心
も
清
ら
か
に
美
し
く
、
だ
れ
よ
り
も
人 

に
か
わ
い
が
ら
れ
、
日
毎
に
そ
の
美
し
さ
を
増
し
て
い
っ
た
。

お 

浪
の
そ
な
え
る
お
か
し
難
い
気
品
に
、
村
の
人
々
は
女
神
様
の
生 

ま
れ
が
わ
り
だ
と
さ
え
語
り
合
っ
た
。

し
と
や
か
な
お
浪
の
動
作 

は
、
ま
る
で
姫
君
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

ち
ょ
う
ど
お
浪
の
十
八
の
春
が
き
た
。
美
し
い
気
立
て
の
優
し 

い
こ
の
娘
に
は
、
諸
々
方
々
か
ら
結
婚
の
申
し
込
み
が
あ
っ
た
。
庄 

屋
夫
婦
は
、
大
騒
ぎ
し
て
た
く
さ
ん
の
申
し
込
み
者
の
中
か
ら
、
 

最
も
立
派
な
お
む
こ
さ
ん
を
選
ぶ
こ
と
に
心
を
砕
い
た
。
と
こ
ろ 

が
肝
心
の
お
浪
は
ど
う
し
た
こ
と
か
、
結
婚
の
話
を
両
親
か
ら
聞 

か
さ
れ
る
ご
と
に
、
た
だ
寂
し
く
ほ
ほ
え
む
ば
か
り
で
あ
っ
た
。 

す
べ
て
の
縁
談
は
と
り
つ
く
し
ま
も
な
か
っ
た
。
す
な
お
だ
っ
た 

お
浪
が
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
に
、
…
…
庄
屋
夫
婦
の
嘆
き
は
一
と 

お
り
で
は
な
か
っ
た
。
両
親
の
心
づ
か
い
を
見
る
に
つ
け
、
お
浪
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も
泣
く
よ
り
ほ
か
に
手
に
ほ
ど
こ
す
術
も
な
か
っ
た
。

お
浪
は
と 

う
と
う
寂
し
い
沈
ん
だ
乙
女
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

明
け
て
も
暮 

れ
て
も
、
奥
の
一
室
に
と
じ
こ
も
っ
た
ま
ま
泣
い
て
ば
か
り
で
あ 

っ
た
。

老
夫
婦
が
ど
ん
な
に
な
ぐ
さ
め
て
も
…
…
。
 

そ
し
て
、
と
う
と
う
娘
は
病
気
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
庄
屋
夫 

婦
は

狂
気
の
よ
う

に
な

っ
て

医
者
よ
薬
よ
と
さ
わ

い
だ
け
れ
ど 

も

、
効
果
は
な
か
っ
た
。
美
し
か
っ
た
ほ
お
の
肉
は
落
ち
て
見
る 

か
げ
も
な
く
や
つ
れ
た
。
老

夫

婦

は

ど

う

し

て

よ

い

か

わ

か

ら 

ず

、
た
だ
娘
の
そ
ば
に
お
ど
お
ど
し
て
い
た
。

あ
る
夜
、
そ
れ
は
霧
島
の
森
林
に
月
が
こ
う
こ
う
と
照
っ
て
い 

る
夜
更
け
で
あ
っ
た
。

「
山
の
奥
へ
行
っ
て
み
た
い
」

と
、
病
人
は
言
い
出
し
た
。

か
わ
い
い
娘
の
願
い
—
。
ど
ん
な
こ 

と
で
も
聞
き
入
れ
ぬ
こ
と
の
な
か
っ
た
庄
屋
も
、

こ
の
真
夜
中
に 

山
奥
へ
な
ん
て
、
ど
う
し
て
そ
ん
な
こ
と
を
言
う
の
か
、
 

思
い
と 

ど
ま
る
よ
う
に
言
い
聞
か
せ
た
。
け
れ
ど
も
お
浪
は
ど
う
し
て
も 

聞
き
入
れ
な
か
っ
た
。

し
ば
ら
く
し
て
黒
い
影
が
二
つ
山
を
登
っ 

た
。
青
白
い
月
光
を
浴
び
な
が
ら
二
人
は
ど
こ
ま
で
も
登
っ
て
行 

っ
た
。

か
す
か
な
足
音
が
、
極
度
に
物
寂
し
い
林
の
奥
を
さ
ま
よ 

っ
た
後
、
と
う
と
う
池
の
ほ
と
り
に
来
た
。

と
、
突
如
お
浪
の
瞳
は
輝
い
た
。

父
親
の
手
を
振
り
切
る
が
早 

い
か
、
ザ
ン
ブ
と
ば
か
り
池
の
中
に
飛
び
こ
ん
だ
。
あ
わ
れ
、
後 

に
は
か
す
か
に
小
波
が
残
る•
は
か
り-
-

。
青
黒
い
水
は
何
事
も 

な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
も
と
の
静
寂
に
も
ど
っ
た
。

ハ
ッ
と
我
に 

帰

っ

た

庄

屋

は

娘

の

い

な

い

の

に

気

が

つ

い

た

。
今

、
 

た
っ
た 

今

、
目
の
前
に
起
こ
っ
た
こ
と
は
、
そ
れ
は
娘
の
し
た
こ
と
で
あ 

っ
た
の
か
。
庄
屋
は
気
が
狂
っ
た
。

「
お
浪I

、

お
浪
—
」

悲
痛
な
叫
び
声
が
林
に
こ
だ
ま
す
る
の
み
で
あ
ら
た
。
庄
屋
は 

夜
の
明
け
る
ま
で
、
太
陽
の
上
が
る
ま
で
池
の
ほ
と
り
を
狂
い
歩 

い
た
。

そ
し
て
、
叫
び
通
し
た
。
が

、
お
浪
は
も
う
二
度
と
そ
の 

美
し
い
姿
を
見
せ
な
か
っ
た
。

お
浪
は
こ
の
池
に
棲
む
竜
王
の
化
身
で
あ
っ
た
。
庄
屋
夫
婦
の 

熱
心
な
願
い
に
感
じ
て
、
し
ば
ら
く
の
間
庄
屋
の
娘
と
な
っ
て
い 

た
の
で
あ
っ
た
。

そ
れ
か
ら
、

こ

の

池

を

「
お
浪
の
池
」
と
呼
ん 

だ
。
そ

れ

が

い

つ

の

ま

に

か

「
大
浪
の
池
」
と
な
っ
て
し
ま
っ
た 

の
で
あ
る
。 

(

「
伝
説
の
鹿
児
島
」
を
現
代
表
記
に
し
て
引
用)
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第
八
章
郷
土
を
興
し
た
人

(々

敬
称
略)

椎
原
喜
之
丞

(

待
世)

略
歴
は
第
三
編
第
五
章
第
五
節
一 

参
昭
z''o

㈠
 

田
口
小
学
教
員 

明

治

十

一

年(

一
八
七
八)

二
月
、

田
口 

山
之
上
四
一
番
戸
、
中
島
佐
兵
衛
の
家
屋
を
借
り
農
工
商
の 

区
別
な
く
子
第
三
十
余
人
を
集
め
読
書
、
習
字
の
教
授
を
な 

す
。
名
付
け
て
学
校
と
い
う
。
椎

原

喜

之

丞•

宮

田

彦

作• 

入

来

嘉

兵

衛

の

諸

氏

一

週

間

交

代

に
て

教

授

を

な

す(

「
田 

口
小
学
沿
革
史
」)

。

㈡
 

農
業
の
改
良
振
興 

大
農
家
の
主
人
と
し
て
農
業
の
振
興
に 

努
め
、

ま
た
種
牡
馬
を
飼
育
し
仔
馬
の
生
産
に
寄
与
し
た
。
 

㈢

小

鹿

野

魚

道

開

設

に

努

力(

第
五
章
第
三
節
五
参
照)

。
 

㈣
 

学

務

委

員(

明

治

十

二

年
こ

ろ

か
ら

同

二

十

九

年
こ

ろ

ま 

で)

、
村

会

議

員
(

明
治
二
十
三
年
か
ら
三
十
年
ま
で)

。 

㈤

記
録
を
遺
し
た
。

「
鎮
西
鎮
台
第
二
分
営
に
て
之
を
造
る
」
(

第
五
章
第
一
節

三
参
照)

。

「
萬
日
記
帳
」

六

冊
(

第
五
章
第
五
節
一
参
照)

。
 

そ
の
他
の
記
録
を
残
し
て
お
り
、

こ
れ
ら
は
郷
土
史
研
究
の 

貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

宮

田

彦

市
(

待
世)

明

治

六

年(

一
八
七
三)

〜

昭

和

二

十

五

年(

一
九
五
〇)

。

㈠
 

大
窪
小
学
准
訓
導 

明

治

二

十

八

年(

「
大

窪

小

学

沿

革
 

史
」)

。

㈡
 

大
田
小
学
校
准
訓
導 

明
治
二
十
九
年
七
月
か
ら
同
三
十
五 

年

十

月

ま

で(

「
大
田
小
学
校
沿
革
史
」)

。

㈢
 

村
会
議
員
、
学
務
委
員 

大
正
十
年
こ
ろ
か
ら
昭
和
五
年
こ 

ろ
ま
で
。
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入

来

嘉

兵

衛
(

豊
後
迫)
(

第
五
章
第
一
節
四
参
照)

㈠

西
南
役
に
従
軍
。

㈡

田

口

小

学

教

員(

椎
原
喜
之
丞
の
項
参
照)

。

㈢
 

村
会
議
員 

明
治
二
十
三
年
か
ら
同
三
十
四
年
ま
で
。

川

畑

虎

熊
(

新
地)

明
治
二
十
七
年(

一
八
九
四)

、
鹿
児
島
尋
常
師
範
学
校
卒
業
。
 

明
治
三
十
二
年(

一
八
九
九)

か
ら
大
田
小
学
校
長
約
二
年
。
そ 

の
後
約
八
年
間
台
湾
で
教
職
に
従
事
。

明
治
四
十
二
年(

一
九
〇
九)

か
ら
大
正
十
年(

一
九
二
一)

ま 

で
大
田
小
学
校
長(

「
大
田
小
学
校
沿
革
史
」)

。

校
長
在
任
中
か
ら
子
弟
の
教
育
は
も
ち
ろ
ん
、
 

社
会
教
育
、
産
業 

振
興
な
ど
地
区
発
展
の
た
め
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
尽
く
し
た
。

㈠

村
当
局
と
協
力
し
て
毎
年
農
産
物
、
農

具(

主
に
藁
製
品) 

の
品
評
会
開
催
。

㈡
 

遺
跡
の
顕
彰 

待
世
神
社
の
跡•

狭
名
田
の
跡
の
石
碑
建 

立
。

㈢

小
鹿
野
魚
道
開
設
。

退
職
後
大
正
十
四
年
か
ら
昭
和
十
二
年
ま
で
村
会
議
員
、
そ
の

間
の
事
績
次
の
と
お
り
。

一
 

横
岳
開
田 

大
正
十
二
年
、
窪
田
甚
太
郎•

吉
松
武
志
ら
と 

協
力
し
て
横
岳
水
利
組
合
を
設
立
、
地
区
民
の
説
得
、
補
助 

金
の
獲
得
な
ど
あ
ら
ゆ
る
困
難
を
克
服
し
て
、
昭
和
十
三
年 

約
四O
Q

の
開
田
を
成
し
遂
げ
た
。

二 

霧
島
神
宮
駅•

北
永
野
田
駅
の
誘
致 

国
分
都
城
間
の
鉄
道 

開
設
に
当
た
っ
て
は
関
係
町
村
に
お
い
て
路
線
誘
致
の
争
い 

が
起
こ
っ
た
が
川
畑
氏
ら
の
努
力
に
よ
り
霧
島
財
部
線
に
決 

定
、
町
内
に
二
つ
の
駅
が
設
置
さ
れ
た
。
 

三

村

名

改

称

昭

和

九

年

、
霧
島
山
が
わ
が
国
最
初
の
国
立
公 

園
に
指
定
さ
れ
た
の
を
機
に
、
川
畑
氏
ら
の
首
唱
の
下
に
村 

名
改
称
の
議
が
起
こ
り
、
霧
島
山
周
辺
の
町
村
の
反
対
を
押 

し
切
っ
て
昭
和
十
年
、
東
襲
山
村
を
霧
島
村
と
改
め
る
こ
と 

に
決
定
し
た
。

四
道
案
内
氏
は
若
い
こ
ろ
か
ら
霧
島
山
を
愛
し
、
登
山
回
数 

は
数
知
れ
ず
、
地
形•

道

路•

生
物
な
ど
知
り
尽
く
し
て
い 

た
の
で
秩
父
宮•

高
松
宮•

伏
見
宮
、
そ
の
他
皇
族
方
の
登 

山
の
案
内
役
を
務
め
、
そ
の
自
筆
の
記
録
は
巻
き
物
と
し
て 

大
切
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
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吉

松

武

志
(

霧
島)

一
 

温
泉
開
発 

神
宮
付
近
に
温
泉
が
な
い
こ
と
を
嘆
い
て
湯
之 

野
の
泉
源
か
ら
湯
を
引
こ
う
と
考
え
た
が
、
 

そ
の
こ
ろ
は
導
管 

が
な
か
っ
た
た
め
、
松

の

丸

太

を

二

つ

割

り

に

し

て

く

り

抜 

き
、
 

上
下
二
枚
を
合
わ
せ
て
導
管
を
作
り
、
 

湯
を
通
す
方
法
を 

考
案
し
て
成
功
し
た
。
珍
し
い
工
法
で
あ
っ
た
か
ら
方
々
か
ら 

視
察
人
が
来
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
昭
和
五
年
、
浴
場
を
開
き
多 

く
の
人
が
温
泉
の
恩
恵
に
浴
し
た
。
今
の
蓬
泉
館
の
前
身
で
あ 

る
。

二 

郡
会
議
員
、
村

会

議

員
(

大

正

六

年

か

ら

昭

和

十

七

年

ま 

で)

、
産
業
組
合
長
。

三 

小
鹿
野
魚
道
開
設
、
横

岳

開

田
(

川
畑
虎
熊
の
項
参
照)

。
 

窪

田

甚

太

郎
(

田
口)

一
 

小
鹿
野
魚
道
開
設
、
横

岳

開

田
(

川
畑
虎
熊
の
項
参
照)

。
 

二

村

会

議

員
(

大
正
六
年
か
ら
昭
和
四
年
ま
で)

。

本

田

矢

太

郎
(

入
水)

入

水

地

区

の

開

田

に

貢

献

明

治

十

二

年

、
 

二
六
歳
の
こ
ろ
か

ら
明
治
三
十
二
年
、
 

四
三
歳
の
こ
ろ
ま
で
独
力
で
入
水
地
区
の
開 

田

に

努

め

約

三•

五
您
の
水
田
を
開
い
た
。

木

野

田

喜

右

衛

門
(

入
水)

池

田

矢

八

大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
は
農
村
不
況
の
た
め
に
離 

農
す
る
者
も
多
か
っ
た
。

こ
れ
を
打
開
し
よ
う
と
、
高
冷
地
園
芸 

作
物
に
着
目
し
、
当

時

の

村

農

業

技

手

池

田

矢

八

の

指

導

を

受 

け

、
渕

脇

定

雄•

小

川

武

熊•

馬

場

新

二•

渕
脇
定
吉
ら
と
協
力 

し
て
、
結

球

白

菜•

美
濃
早
稲
大
根
の
栽
培
を
普
及
し
、
水
稲
収 

入
に
劣
ら
な
い
高
収
入
を
あ
げ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
後
に
入
水
園 

芸
組
合
を
結
成
し
、

ス

イ

カ•

キ
ャ
ベ
ッ
な
ど
を
栽
培
し
県
下
に 

名
声
を
高
め
た
。

木

野

田

国

盛
(

入
水)

職
業
軍
人
で
あ
っ
た
が
、
復
員
後
、
入
水
原
に
約
一 
◎

の
柿
園 

を
造
成
し
、
昭
和
五
十
五
年
こ
ろ
か
ら
観
光
農
園
と
し
て
柿
狩
り 

を
は
じ
め
多
く
の
客
を
集
め
て
い
る
。
な
お
、
柿
園
の
中
に
ミ
ヨ 

ウ
ガ
を
植
え
、
航
空
便
で
東
京
に
出
荷
し
て
キ
ロ
当
た
り
ハO

〇 

0

円
の
収
入
を
あ
げ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
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川

畑

茂

一

郎
(

新
地)

明
治
二
十
八
年
こ
ろ
遠
く
静
岡
ま
で
出
か
け
、
茶
の
栽
培
、
製 

法
を
学
び
、
良
品
種
の
種
子
を
持
ち
帰
り
、 

川
北
馬
揃
原
に
二
お 

余
の
茶
園
を
造
成
、
本
町
茶
業
振
興
の
先
駆
を
な
し
た
。

上

松

瀬

栄

二
(

堀
之
内)

大
正
七
年
、
田
口
に
製
茶
工
場
を
設
立
。

木

野

田

八

郎

左

衛

門
(

北
永
野
田)

昭
和
十
二
年
ご
ろ
北
永
野
田
駅
前
に
あ
っ
た
茶
工
場
を
買
収
し 

て
北
永
野
田
に
移
し
、
茶
業
振
興
に
尽
く
し
た
。 

畜

産

振

興

に

尽

く

し

た

人

に

つ

い

て

は

明

治

三

年(

一
八
七 

〇)

、
島

津

氏

の

牧

場(

入
水
牧
内)

が
閉
鎖
さ
れ
て
か
ら
馬
の
飼 

育
も
衰
え
て
い
っ
た
。
そ
の
後
、
川

北
•

田
口
方
面
に
熱
心
な
人 

た
ち
が
い
て
再
び
畜
産
が
盛
ん
に
な
っ
た
。
宮
内
三
次
郎(

川
北) 

は
一
七
〇
頭
、
椎
原
八
郎
左
衛
門(

待
世)
•

川
畑
茂
一
郎(

新
地) 

ら
は
そ
れ
ぞ
れ
七
〇
頭
ぐ
ら
い
の
馬
を
飼
育
し
て
い
た
。 

明
治
三
十
一
年
、
細

山

田

重

安(

重
久)
•

川

畑

茂

一

郎
(

新 

地)
•

新
村
権
之
丞
の
三
人
は
遠
く
関
東•

東

北

地

方

の

産

馬

地

を
視
察
し
て
帰
り
、
そ
の
後
自
費
で
優
良
種
馬
を
購
入
し
産
馬
振 

興
に
尽
く
し
た
。

吉
村
熊
助

明

治

四

十

年(

一
九
〇
七)

〜

昭

和

五

十

二

年(

一
九
七
七)

。
 

田
口
野
辺
田
に
生
ま
れ
、
小
学
校
卒
業
後
家
計
を
助
け
る
た
め
、
 

町
内
の
農
家
に
年
期
奉
公
を
し
て
い
た
が
、
昭
和
十
三
年
に
製
材 

業
を
始
め
、
同
三
十
四
年
、
田
口
梅
北
の
現
在
地
に
工
場
を
移
し
、
 

幾
多
の
難
関
を
経
て
同
四
十
六
年
、
吉

村

工

業

株

式

会

社

を

設 

立

、
社
長
と
な
り
、
製

材
•

土

木
•

建
材
な
ど
手
広
く
事
業
を
経 

営
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

叙
勲
受
章
者
名

椎

原

誠

治
(

待
世)

昭
和
五
十
一
年
春
、
職

域

功

労
(

医

療
•

福 

祉)

に
よ
り
紺
綬
褒
章
、

同
五
十
九
年
春
、
 

勲
五
等
瑞
宝
章
を
受
く
。 

竹

田

岳

夫
(

梅
北)

昭
和
五
十
四
年
春
、
自
治
功
労
に
よ
り
勲
五 

等
瑞
宝
章
を
受
く
。

渕

脇

定

雄
(

入
水)

昭
和
五
十
七
年
春
、
自
治
功
労
に
よ
り
勲
六 

等
単
光
旭
日
章
を
受
く
。
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岡
元
兼
志(

霧
島)

昭
和
六
十
年
春
、
自
治
功
労
に
よ
り
勲
五
等 

双
光
旭
日
章
を
受
く
。
 

松
元
熊
義(

祓
谷)

昭
和
六
十
年
春
、
職
域
功
労(

警
察)

に
よ 

り
勲
六
等
単
光
旭
日
章
を
受
く
。 

新
村 

正
(

田
口)

昭
和
六
十
一
年
春
、
自
治
功
労
に
よ
り
勲
六 

等
単
光
旭
日
章
を
受
く
。
 

内
村
義
幸(

护
田)

昭
和
六
十
一
年
秋
、
自
治
功
労
に
よ
り
勲
五 

等
双
光
旭
日
章
を
受
く
。
 

新
村 

俊
(

川
北)

昭
和
六
十
二
年
春
、
消
防
功
労
に
よ
り
藍
綬 

褒
章
を
受
く
。

竹
下 

忍
(

狭
名
田)

昭
和
六
十
二
年
春
、
職
域
功
労(

畜
産
振 

興)

に
よ
り
勲
五
等
瑞
宝
章
を
受
く
。
 

小
田
原
康
夫(

遠
見
松)

平
成
元
年
三
月
、
死
亡
叙
勲
に
よ
り
正 

六
位
勲
五
等
瑞
宝
章
を
受
く
。
 

中
馬
親
盛(

湯
之
宮)

平
成
二
年
春
、
自
治
功
労
に
よ
り
勲
五
等 

瑞
宝
章
を
受
く
。

小
里
貞
利(

梅
北)

昭
和
五
年(

一
九
三〇

)

八
月
十
七
日
生
ま
れ
る
。 

同
二
十
五
年
梅
之
木
に
茶
工
場
を
設
立
。

同
三
十
二
年
四
月
霧
島
町
教
育
委
員
。

同
三
十
四
年 

県
議
会
議
員
当
選
。
以
後
連
続
六
回
当 

選
。
こ
の
間
、
同
五
十
年
、
県
議
会
議
長
に
就
任
し
た
。 

同
五
十
四
年 

衆
議
員
議
員
当
選
、
以
後
連
続
五
回
当 

選
、
こ
の
間
、
同
五
十
九
年
に
運
輸
政
務
次
官
に
就
任
、
 

平
成
二
年(

一
九
九
〇)

に
は
自
民
党
政
務
局
長
、
同

年
、
自
民
党
鹿
県
連
会
長
と
な
り
労
働
大
臣
に
就
任
し 

た
。
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